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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルは、Oracle Pro*COBOLプリコンパイラの総合的なユーザーズ・ガイドおよ
びリファレンスです。このマニュアルでは、データベース言語 SQLと PL/SQLを使用して
Oracleデータへのアクセスと操作を行う COBOLプログラムの開発方法を説明します。SQL
および PL/SQLの詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』および『Oracle8i PL/SQLユー
ザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。

この「はじめに」の構成は、次のとおりです。

� このマニュアルの内容

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 表記規則

� サンプル・プログラム

� 規格への準拠
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このマニュアルの内容このマニュアルの内容このマニュアルの内容このマニュアルの内容
このマニュアルでは、Oracle Pro*COBOLプリコンパイラおよび埋込み SQLをアプリケー
ション開発のプロセスに利用する方法を説明します。 Oracleの機能を活用するアプリケー
ションの設計および開発方法を説明します。 また、短時間で埋込み SQLプログラムの作成方
法を習得するのに役立ちます。

このマニュアルの大きな特徴の 1つは、Pro*COBOLおよび埋込み SQLを最大限に活用する
ことに重点を置いていることです。 これらのツールの習得に役立つように、このマニュアル
ではプログラムのパフォーマンスを改善する方法などのテクニックをすべて掲載していま
す。 また、埋込み SQLについての理解を深め、その有用性を確認できるように、多数のプロ
グラム例を掲載しています。

注意注意注意注意 : このマニュアルでは、インストールの指示またはシステム固有の情報は説明して
いません。これらの詳細は、システム固有の Oracleマニュアルを参照してください。

Oracle7から Oracle8iへアプリケーションを移行する方法は、『Oracle8i 移行ガイド』を
参照してください。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle8i環境で動作する新規の COBOLアプリケーションを開発する場
合や、既存のアプリケーションを Oracle8環境用に変換する場合に役立ちます。 また、この
マニュアルは特にプログラマを対象として記述されていますが、Pro*COBOLについて総合
的に解説していますので、システム・アナリストやプロジェクト・マネージャ、埋込み SQL
アプリケーションに関心のあるその他のユーザーにも役立つ内容となっています。

このマニュアルを有効に利用するには、次の知識が必要です。

� COBOLでのアプリケーションのプログラミング

� SQLデータベース言語

� Oracle8iの概要と用語

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成 
各章および付録の内容は、次のとおりです。

第第第第 1章「章「章「章「概要概要概要概要」」」」

Pro*COBOLの概要を説明します。Oracleデータを操作するアプリケーション・プログラム
の開発における Pro*COBOLの役割と、Pro*COBOLの主要な利点および機能を説明します。
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第第第第 2章「章「章「章「プリコンパイラの概念プリコンパイラの概念プリコンパイラの概念プリコンパイラの概念」」」」

埋込み SQLプログラムの動作を説明します。また、Pro*COBOLでのプログラミングの指針
も説明します。コンパイルの問題や、このマニュアルで使用される Oracle表のサンプルお
よび最初のデモ・プログラム SAMPLE1.PCOも紹介しています。

第第第第 3章「章「章「章「データベースの概念データベースの概念データベースの概念データベースの概念」」」」

トランザクションの処理を説明します。 データベースの整合性を維持するための基本的な技
法を学びます。単一のデータベースおよび複数の分散データベースに接続する方法について
も学びます。

第第第第 4章「章「章「章「データ型とホスト変数データ型とホスト変数データ型とホスト変数データ型とホスト変数」」」」

内部データ型および外部データ型の長さの定義を説明します。COBOLプログラムでそれら
のデータ型を使用する方法についても学びます。 さらに、ランタイム・コンテキストと
ROWID、各国語サポート、データ型変換およびデータ型同値化を説明します （サンプル・
プログラムを含む）。 

第第第第 5章「章「章「章「埋込み埋込み埋込み埋込み SQL」」」」

埋込み SQLプログラミングの基本事項を説明します。ホスト変数および標識変数、カーソ
ル、カーソル変数、さらに Oracleデータの挿入、更新、選択、削除を行う基本的な SQLコ
マンドの使用方法を説明します。

第第第第 6章「章「章「章「埋込み埋込み埋込み埋込み PL/SQL」」」」

PL/SQLトランザクション処理ブロックをプログラム内に埋め込むことにより、パフォーマ
ンスを改善する方法を説明します。ホスト変数、標識変数、カーソル、PL/SQLまたは Java
のストアド・サブプログラム、ホスト表、動的 PL/SQLを使用した PL/SQLの使用方法に
ついて学びます。

第第第第 7章「章「章「章「ホスト表ホスト表ホスト表ホスト表」」」」

ホスト（COBOL）表を使用してプログラムのパフォーマンスを改善する方法を説明します。
ここでは、配列を使用して Oracleデータを操作する方法、単一の SQL文を使用して配列内
のすべての要素を処理する方法、処理対象となる配列の要素数を制限する方法を説明しま
す。

第第第第 8章「章「章「章「エラー処理と診断エラー処理と診断エラー処理と診断エラー処理と診断」」」」

エラーの報告およびリカバリを詳しく説明します。 状態変数 SQLSTATEおよび SQLCA構造
体、WHENEVER文を使用してエラーを検出、処理する方法を学びます。また、ORACAを
使用して問題を診断する方法も説明します。

第第第第 9章「章「章「章「Oracle動的動的動的動的 SQL」」」」

動的 SQLの利点の活用方法を説明します。単純なものから複雑なものまで、実行時に対話
形式で SQL文を構築できる柔軟なプログラムを作成する 3つの方法を説明します。
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第第第第 10章「章「章「章「ANSI動的動的動的動的 SQL」」」」

ANSI動的 SQLの方法 4を説明します。この方法ではすべての Oracleデータ型がサポート
されています。以前の Oracleの方法 4では、カーソル変数、グループ項目の表、DML戻り
句および LOBはサポートしていませんでした。ANSI方法 4では、記述子領域をメモリーに
設定する埋込み SQL文を使用します。すべての新規のアプリケーションに対して ANSI SQL
を使用してください。

第第第第 11章「章「章「章「Oracle動的動的動的動的 SQL方法方法方法方法 4」」」」

動的 SQL方法 4を使用する既存のアプリケーションのメンテナンス方法を説明します。多
数の例を使用して説明します。 

第第第第 12章「章「章「章「マルチスレッド・アプリケーションマルチスレッド・アプリケーションマルチスレッド・アプリケーションマルチスレッド・アプリケーション」」」」

マルチスレッド・アプリケーションの作成方法を説明します。 使用するコンパイラもマルチ
スレッドをサポートしている必要があります。

第第第第 13章「章「章「章「ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（LOB））））」」」」

ラージ・オブジェクト・データ型（BLOB、CLOB、NCLOBおよび BFILE）を説明します。
OCIおよび PL/SQLに類似した機能を持つ埋込み SQLコマンドを説明し、サンプル・コー
ドで使用例を示します。

第第第第 14章「章「章「章「プリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプション」」」」

Pro*COBOLプリコンパイラを実行するための要件と、プリコンパイラ・オプションの一覧
を詳しく説明します。プリコンパイルの過程、Pro*COBOLコマンドの実行方法および各種
プリコンパイラ・オプションの指定方法を学びます。

付録付録付録付録 A「「「「新機能新機能新機能新機能」」」」

Pro*COBOLのリリース 8.1および 8.0の両方に導入された機能の改善点と新機能を説明しま
す。

付録付録付録付録 B「「「「オペレーティング・システムの依存性オペレーティング・システムの依存性オペレーティング・システムの依存性オペレーティング・システムの依存性」」」」

Pro*COBOLのプログラミングの詳細は、システムによって異なります。したがって、シス
テム固有の情報は、必要に応じて他のマニュアルを参照してください。この付録には、その
ような外部の参照情報を記載していますので活用してください。

付録付録付録付録 C「「「「予約語、キーワードおよび名前空間予約語、キーワードおよび名前空間予約語、キーワードおよび名前空間予約語、キーワードおよび名前空間」」」」

Pro*COBOLにおいて特別な意味を持つ予約語を表形式で紹介します。Oracleライブラリ用
に予約されている名前空間を示します。

付録付録付録付録 D「「「「パフォーマンス・チューニングパフォーマンス・チューニングパフォーマンス・チューニングパフォーマンス・チューニング」」」」

アプリケーションのパフォーマンスを改善する簡単な方法をいくつか説明します。
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付録付録付録付録 E「「「「構文および意味検査構文および意味検査構文および意味検査構文および意味検査」」」」

埋込み SQL文および PL/SQLブロックに対して行う構文および意味検査の種類と範囲を、
SQLCHECKオプションを使用して制御する方法を説明します。

付録付録付録付録 F「「「「埋込み埋込み埋込み埋込み SQL文およびプリコンパイラ宣言文文およびプリコンパイラ宣言文文およびプリコンパイラ宣言文文およびプリコンパイラ宣言文」」」」

プリコンパイラ宣言文、埋込み SQLコマンドおよび Oracle埋込み SQLの拡張要素を説明し
ます。文および宣言文ごとに、その目的、前提条件、構文図、キーワード、パラメータ、使
用方法、例および関連項目を示します。

注意注意注意注意 : 以前の第 12章「ユーザー・イグジット」は、このリリースでは削除されています。 

表記規則表記規則表記規則表記規則
本文中では、データベース・オブジェクト、プリコンパイラ・オプションおよび SQLキー
ワードには大文字のアルファベットが使用されます。変数と定数は、サンプル・コードと同
様、固定幅フォントで示されます。 

表記法表記法表記法表記法
このマニュアルで使用している表記法は、次のとおりです。

< > 山カッコは構文要素の名前を示します。山カッコのかわりにイタリッ
クが使用される場合もあります。

. コンポーネント名とオブジェクト名を区切り、参照を修飾します。

.. 2つのドットは、ある範囲内の最低値と最高値を区切ります。

... 説明内容とは直接関係のない文または句が省略されていることを示し
ます。

# データベースの列の内容を参照する際に、テキスト内の空白を表しま
す。
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構文の説明構文の説明構文の説明構文の説明
埋込み SQLの構文は、バッカス正規形（BNF）方式で表します。BNFでは、次の記号を使
用します。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム
このマニュアルには、読者が独自のプログラムを作成する際の参考用に、いくつかの
Pro*COBOLプログラムが掲載してあります。これらのプログラムにより、Pro*COBOLプ
ログラミングの基本的な概念と機能が理解でき、同時に SQLの機能と柔軟性を最大限に活
用するための技法が習得できるようになっています。

このマニュアルに掲載されている各サンプル・プログラムの全体を、デモ・ディレクトリか
らオンラインでの入手が可能です。ただし、厳密なファイル名はシステムによって異なりま
す。厳密なファイル名は、使用しているシステム固有の Oracleマニュアルを参照してくだ
さい。このマニュアルでは、Sun SPARC Solaris用に開発されたサンプル・コードを掲載し
ています。

規格への準拠規格への準拠規格への準拠規格への準拠 
SQLはリレーショナル・データベース管理システムの標準言語になりました。 ここでは、次
の機関が設定した最新の SQL規格に対する Pro*COBOLプリコンパイラの準拠状況を説明
します。 

� 米国規格協会（ANSI）

� 国際標準化機構（ISO）

� 米国連邦情報・技術局（NIST）

これらの機関が承認する SQLの定義は、次の文書に記載されています。 

� ANSI規格 X3.135-1992、『Database Language SQL（データベース言語 SQL）』

� ANSI規格 X3.168-1992、『Database Language Embedded SQL（データベース言語埋
込み SQL）』

� ISO/IEC規格 9075:1992、『Database Language SQL（データベース言語 SQL）』

[ ] 大カッコは、オプションの項目を示します。

{ } 中カッコは、その中の 1つのみを選択する必要のある項目を示します。

| 垂直バーは、大カッコまたは中カッコ内の項目を区切るために使用し
ます。

... 省略記号は、直前のパラメータが繰返し可能であることを示します。
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� NIST規格 FIPS PUB 127-2、『Database Language SQL（データベース言語 SQL）』

要件要件要件要件
ANSI X3.135-1992（略称 SQL92）は、段階別に実現するための "SQL言語の準拠 "を指定し、
次の 3種類の言語レベルを定義します。 

� Full SQL

� Intermediate SQL（Full SQLのサブセット）

� Entry SQL（Intermediate SQLのサブセット）

SQL準拠の処理系では、少なくとも Entry SQLをサポートする必要があります。 

ANSI X3.168-1992は、COBOL-74や COBOL-85などの標準プログラミング言語で作成され
たアプリケーション・プログラムに SQL文を埋め込むための構文および方法を指定してい
ます。

ISO/IEC 9075-1992は、ANSI規格を完全に採用しています。 

FIPS PUB 127-2は、連邦政府が使用するために購入する RDBMSに適用されるもので、やは
り ANSI規格を採用しています。また、この規格では、データベース構文のための最小限の
サイズ・パラメータを指定しています。さらに、"FIPSフラガー "により ANSI拡張部分を
識別することを定めています。 

ANSI規格書を入手するには、次の宛先に書面で問い合せてください。

American National Standards Institute
1430 Broadway
New York, NY 10018, USA

ISO規格書を入手するには、ISO加盟団体の国内事務所に書面で問い合せてください。 NIST
規格書を入手するには、次の宛先に書面で問い合せてください。

National Technical Information Service
U.S. Department of Commerce
Springfield, VA 22161, USA
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準拠性準拠性準拠性準拠性
Pro*COBOLプリコンパイラは ANSIおよび ISO、NIST規格に 100%準拠しています。 必要
に応じて、Entry SQLのサポートおよび FIPSフラガーの提供を行います。 

FIPSフラガーフラガーフラガーフラガー
FIPS PUB 127-1からの引用 : 

"この規格で定められていない付加的な機能を提供するインプリメンテーションでは、非準
拠の方法で処理される可能性のある非準拠 SQL言語または準拠 SQL言語にフラグを付ける
オプションも提供するものとする。" 

この要件を満たすために、Pro*COBOLプリコンパイラでは ANSI拡張要素にフラグを付け
る FIPSフラガーを提供しています。拡張要素とは、ANSIの形式または構文規則（権限付与
規則は除く）に違反する SQL要素を指します。標準 SQLへの Oracle拡張要素の一覧は、
『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。

FIPSフラガーを使用すると、次の SQL要素を識別できます。

� ANSI準拠の環境にアプリケーションを移した場合に、修正の必要が生じることになる
非準拠 SQL要素

� 別の処理環境では異なる動作が予想される、準拠 SQL要素

つまり、FIPSフラガーは移植性のあるアプリケーションを開発するのに役立ちます。 

FIPSオプションオプションオプションオプション
FIPSフラガーの制御には、FIPSというオプションを使用します。 FIPSフラガーを使用可能
にするには、インラインまたはコマンドラインで FIPS=YESを指定します。コマンドライ
ン・オプション FIPSの詳細は、14-19ページの「FIPS」を参照してください。 

準拠の証示準拠の証示準拠の証示準拠の証示
Pro*COBOLプリコンパイラの ANSI Entry SQLに対する準拠性のテストは、約 300のテス
ト・プログラムからなる SQL Test Suiteを使用して、NISTによって行われました。 このテス
トでは、特に COBOLに組み込まれる SQL規格に準拠しているかどうかが調べられました。
その結果、Pro*COBOLプリコンパイラは ANSI規格に 100%準拠していることが検証され
ております。 

テストの詳細は、次の宛先に書面で申請してください。

National Computer Systems Laboratory
Attn.: Software Standards Testing Program
National Institute of Standards and Technology
Gaithersburg, MD 20899
USA
xxviii



MIA/SPIRIT
Pro*COBOLプリコンパイラが提供するマルチバイト・キャラクタ・データの各国語サポー
ト（NLS）は、Multivendor Integration Architecture（MIA）仕様バージョン 1.3および
Service Providers Integrated Requirements for Information Technology（SPIRIT）仕様第 2
号に準拠しています。
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概要概要概要概要

この章では、Pro*COBOLプリコンパイラの概要を説明します。Oracleデータを操作するア
プリケーション・プログラムを開発する際に Pro*COBOLプリコンパイラの役割を理解する
ことで、アプリケーションでどのように活用できるかを理解できます。 

� Pro*COBOLについて

� Pro*COBOLプリコンパイラを使用する利点

� SQLを使用する利点

� PL/SQLを使用する利点

� Pro*COBOLの機能
概要 1-1



Pro*COBOLについて
Pro*COBOLについてについてについてについて 
Pro*COBOLプリコンパイラは、SQL文をホストの COBOLプログラムに埋め込むことがで
きるプログラミング・ツールです。図 1-1に示すように、プリコンパイラはホスト・プログ
ラムを入力として受け取り、埋込み SQL文を標準 Oracleランタイム・ライブラリ・コール
に変換して、ソース・プログラムを生成します。このソース・プログラムは、通常の方法で
コンパイル、リンクおよび実行することができます。 

図図図図 1-1  埋込み埋込み埋込み埋込み SQLプログラムの開発プログラムの開発プログラムの開発プログラムの開発
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SQLを使用する利点
代替言語代替言語代替言語代替言語
Oracleプリコンパイラは次の言語で使用できます（ただし、すべてのシステムで使用できる
とは限りません )。 

� C/C++  

� COBOL

� FORTRAN

Pro*Pascal、Pro*ADAおよび Pro*PL/Iが将来リリースされることはありません。ただし
Oracleでは、Pro*FORTRANのバグ・レポートとその修正が行われるごとに、今後もパッ
チ・リリースを提供していきます。

Pro*COBOLプリコンパイラを使用する利点プリコンパイラを使用する利点プリコンパイラを使用する利点プリコンパイラを使用する利点 
Pro*COBOLプリコンパイラを使用すると、アプリケーション・プログラムに強力で柔軟な
SQLを組み込めます。SQL文を COBOLに埋め込むことができます。 便利なインタフェース
によって、アプリケーションから直接 Oracleにアクセスできます。

他の多くのアプリケーション開発ツールとは違い、Pro*COBOLではアプリケーションを高
度にカスタマイズできます。たとえば、最新のウィンドウ機能およびマウス技術を取り込ん
だユーザー・インタフェースを作成できます。また、ユーザーとの対話なしに、バックグラ
ウンドで実行するアプリケーションも作成できます。 

さらに、Pro*COBOLを使用してアプリケーションを微調整できます。リソースの使用、
SQL文の実行および様々なランタイム標識の状況を詳細に監視できます。得られた情報に基
づいて、最大のパフォーマンスが実現できるようにプログラムのパラメータを調整できま
す。

SQLを使用する利点を使用する利点を使用する利点を使用する利点
Oracleデータにアクセスして操作するには、SQLが必要です。 SQLを対話形式で使用する
か、アプリケーション・プログラムに埋め込んで使用するかは、作業の内容によって異なり
ます。 COBOLのプロシージャ処理能力を必要とする作業や定期的に実行する作業の場合は、
埋込み SQLを使用します。

SQLは、その柔軟で強力な特性と習得が容易であることから、最もすぐれたデータベース言
語となりました。SQLは非プロシージャ言語であるため、目的とする処理を指定するときに
その方法を指定する必要がありません。英文に似た少数の文で、Oracleデータを一度に 1行
または複数行ずつ簡単に操作できます。

任意の（SQL*Plus以外の）SQL文をアプリケーション・プログラムから実行できます。た
とえば、次の操作が可能です。 

� データベース表の動的な CREATE（作成）、ALTER（変更）および DROP（削除）
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PL/SQLを使用する利点
� データ行の SELECT（選択）、INSERT（挿入）、UPDATE（更新）および DELETE（削
除） 

� トランザクションの COMMIT（コミット）や ROLLBACK（ロールバック） 

アプリケーション・プログラムに SQL文を埋め込む前に、SQL*Plusを使用して対話式に
SQL文をテストできます。 通常、対話型 SQLから埋込み SQLへの切り替えはわずかな変更
で行えます。 

PL/SQLを使用する利点を使用する利点を使用する利点を使用する利点
SQLを拡張した PL/SQLは、プロシージャ構造、変数宣言および強力なエラー処理をサ
ポートするトランザクション処理言語です。同一 PL/SQLブロック内では、SQLおよび
PL/SQLの拡張機能をすべて使用できます。

埋込み PL/SQLの主な利点はパフォーマンスの向上です。SQLと異なり、PL/SQL では、
SQL文を論理的にグループ化し、1文ずつではなくブロック単位で Oracleに送ることができ
ます。 この結果、ネットワーク・トラフィックおよび処理のオーバーヘッドが減少します。

アプリケーション・プログラムに PL/SQLを埋め込む方法など PL/SQLの詳細は、第 6章
「埋込み PL/SQL」を参照してください。

Pro*COBOLの機能の機能の機能の機能 
図 1-2に示すように、Pro*COBOLには、効率がよく信頼性の高いアプリケーション開発を
支援する機能と利点が数多くあります。 
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Pro*COBOLの機能
図図図図 1-2  機能および利点機能および利点機能および利点機能および利点

たとえば、Pro*COBOLプリコンパイラを使用して次のことができます。

� COBOLを使用したアプリケーション開発

� ANSI/ISO埋込み SQL規格への準拠

� 実行時に、COBOLプログラム内で有効な任意の SQL文の受入れおよび作成を可能にす
る、ANSI動的 SQL方法 4の利用

� 高度にカスタマイズされたアプリケーションの設計と開発 

� Oracle8iの内部データ型と COBOLデータ型との間の自動相互変換 

� COBOLアプリケーション・プログラムに PL/SQLトランザクション処理ブロックを埋
め込むことによる、パフォーマンスの向上 

� 有用なプリコンパイラ・オプションの指定およびプリコンパイル中の値変更 
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Pro*COBOLの機能
� データ型の同値化機能を使用した、Oracle8iによる入力データの解釈と出力データの形
式設定の制御 

� 複数のプログラム・モジュールを個別にプリコンパイルした後にリンクして、1つの実
行可能プログラムを作成する機能 

� 埋込み SQLデータを操作する文および PL/SQLブロックの構文と意味のチェック 

� Net8を使用した、複数ノード上の Oracle8i データベースへの同時アクセス

� 入力および出力プログラム変数での配列の使用 

� 異なった環境下でのホスト・プログラムの実行を可能にする、コード・セクションの条
件付きプリコンパイル

� 高級言語で記述されているユーザー・イグジットを使用した、Oracle Formsや Oracle 
Reportsなどのツールとのインタフェース 

� ANSI準拠の状態変数 SQLSTATEと SQLCODE、または SQLコミュニケーション領域
（SQLCA）とWHENEVER文（あるいはそのすべて）を使用した、エラーと警告の処理

� Oracleコミュニケーション領域（ORACA）に備えられている拡張セット診断プログラ
ムの使用

� ラージ・オブジェクト（LOB）データベース型へのアクセス
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プリコンパイラの
2

プリコンパイラの概念プリコンパイラの概念プリコンパイラの概念プリコンパイラの概念

この章では埋込み SQLプログラムの動作を説明します。重要な用語の定義、基本概念の説
明および使用上の規則を示します。 

この章の構成は、次のとおりです。

� 埋込み SQLプログラミングの基本概念

� プログラミング・ガイドライン

� 宣言文

� ネストされたプログラム

� 条件付きプリコンパイル

� 分割プリコンパイル

� サンプル表

� サンプル・プログラム : SAMPLE1.PCO
概念 2-1



埋込み SQLプログラミングの基本概念
埋込み埋込み埋込み埋込み SQLプログラミングの基本概念プログラミングの基本概念プログラミングの基本概念プログラミングの基本概念
この項では、後の各章で説明する内容の基本概念について学習します。 

埋込み埋込み埋込み埋込み SQLアプリケーションの開発ステップアプリケーションの開発ステップアプリケーションの開発ステップアプリケーションの開発ステップ
プリコンパイルを実行すると、通常どおりにコンパイルできるソース・ファイルが生成され
ます。プリコンパイルを行うと従来の開発過程より 1ステップ処理が増えますが、これに
よって柔軟性に富んだアプリケーションを開発できるという大きな利点があります。 

図 2-1は、埋込み SQLアプリケーションの開発プロセスを示しています。
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埋込み SQLプログラミングの基本概念
図図図図 2-1  アプリケーションの開発プロセスアプリケーションの開発プロセスアプリケーションの開発プロセスアプリケーションの開発プロセス

埋込み埋込み埋込み埋込み SQL文文文文
埋込み SQLという用語はアプリケーション・プログラム内に記述されている SQL文を指し
ます。アプリケーション・プログラムは、その中に SQL文を含むのでホスト・プログラム
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埋込み SQLプログラミングの基本概念
と呼ばれます。また、アプリケーション・プログラムの記述に使用される言語はホスト言語
と呼ばれます。たとえば、Pro*COBOLでは COBOLホスト・プログラムに SQL文を埋め込
むことができます。 

Oracleデータの操作や問合せには、INSERT文、UPDATE文、DELETE文および SELECT
文を使用します。INSERTはデータベース表へのデータ行の追加、UPDATEは行の変更、
DELETEは不要な行の削除、SELECTは検索条件を満たす行の検索を行います。

アプリケーション・プログラムでは SQL文のみ有効であり、SQL*Plus文は無効です。
（SQL*Plusにはレポートの書式化、SQL文の編集、環境パラメータの設定のための文が追加
されています。）

実行文および宣言文実行文および宣言文実行文および宣言文実行文および宣言文
埋込み SQL文には、すべての対話型 SQL文に加えて、Oracleとホスト・プログラムの間で
データを転送できるその他の文があります。埋込み SQL文には、実行文および宣言文とい
う 2つのタイプがあります。

実行 SQL文は、データベースのコールを生成します。実行 SQL文には、ほとんどすべての
問合せ、DML（データ操作言語）文、DDL（データ定義言語）文、DCL（データ制御言語）
文が含まれます。 

一方、宣言文では SQLLIBのコールは発生せず、Oracleデータの操作も行われません。 

宣言文は Oracleオブジェクト、コミュニケーション領域および SQL変換を宣言するために
使用します。宣言文は、COBOLの宣言を記述できる位置であればどこでも記述できます。 

付録 F「埋込み SQL文およびプリコンパイラ宣言文」 は、重要な文および宣言文を説明して
います。表 2-1に、いくつかの埋込み SQL文の一例を分類して示します。

表表表表 2-1  埋込み埋込み埋込み埋込み SQL文文文文

宣言文宣言文宣言文宣言文

文文文文 用途用途用途用途

ARRAYLEN* PL/SQLでのホスト表の使用

BEGIN DECLARE SECTION*

END DECLARE SECTION*

ホスト変数の宣言

DECLARE* Oracleオブジェクトの命名

INCLUDE* ファイルへのコピー

VAR* 変数の同値化

WHENEVER* ランタイム・エラーの処理
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埋込み SQLプログラミングの基本概念
実行実行実行実行 SQL文文文文

文文文文 用途用途用途用途

ALLOCATE*

ALTER

CONNECT*

CREATE

DROP

GRANT

NOAUDIT

RENAME

REVOKE

TRUNCATE

Oracleデータの定義および制御

CLOSE*

DELETE

EXPLAIN PLAN

FETCH*

INSERT

LOCK TABLE

OPEN*

SELECT

UPDATE

Oracleデータの問合せおよび操作

COMMIT

ROLLBACK

SAVEPOINT

SET TRANSACTION

トランザクションの処理

DESCRIBE*

EXECUTE*

PREPARE*

動的 SQLの使用

ALTER SESSION

SET ROLE

セッションの制御

*には、対話形式はありません。

表表表表 2-1  埋込み埋込み埋込み埋込み SQL文文文文
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埋込み SQLプログラミングの基本概念
埋込み埋込み埋込み埋込み SQLの構文の構文の構文の構文
アプリケーション・プログラムでは、SQL文とホスト言語の文を自由に混在させることがで
き、SQL文でホスト言語の変数が使用できます。ホスト・プログラムに SQL文を記述する
ために特に必要なことは、SQL文をワード EXEC SQLで開始し、トークン END-EXECで終
了することのみです。Pro*COBOLが、実行 EXEC SQL文をすべてランタイム・ライブラリ
SQLLIBのコールに変換します。 

大部分の埋込み SQL文がそれに対応する対話型文と違う点は、新しい句が追加されている
か、プログラム変数が使用されていることのみです。次の対話型 ROLLBACK文と埋込み
ROLLBACK文を比較してください。 

ROLLBACK WORK;           -- interactive

* embedded
     EXEC SQL
         ROLLBACK WORK
     END-EXEC.

SQL文の後には、ピリオドやその他の終了記号を置くことができます。次は、どちらも正し
い SQL文です。

     EXEC SQL ... END-EXEC,
     EXEC SQL ... END-EXEC.

静的静的静的静的 SQL文と動的文と動的文と動的文と動的 SQL文文文文
大部分のアプリケーション・プログラムは、静的 SQL文および固定的なトランザクション
を処理するように設計されています。この場合、処理を実行する前に各 SQL文およびトラ
ンザクションの構成がわかります。つまり、発行される SQLコマンド、変更されるデータ
ベースの表、更新される列などが事前にわかります。詳細は、第 5章「埋込み SQL」を参照
してください。

しかし、実行時に有効な SQL文を受け入れて処理する必要のあるアプリケーションもあり
ます。この場合、関係する SQLコマンドおよびデータベースの表、列は実行時までわから
ない場合もあります。 

動的 SQLは、プログラムの実行時に SQL文を受け取り処理し、データ型の変換を明示的に
管理する高度なプログラミング技術です。詳細は、第 9章「Oracle動的 SQL」、第 10章
「ANSI動的 SQL」および第 11章「Oracle動的 SQL方法 4」を参照してください。
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埋込み SQLプログラミングの基本概念
埋込み埋込み埋込み埋込み PL/SQLブロックブロックブロックブロック
Pro*COBOLは、PL/SQLブロックを単一の埋込み SQL文のように扱います。したがって、
PL/SQLブロックは、アプリケーション・プログラム内の SQL文を記述できる位置であれ
ば、どこにでも記述できます。PL/SQLをホスト・プログラム内に埋め込むには、PL/SQL
と共有する変数を宣言し、キーワード EXEC SQL EXECUTEおよび END-EXECを使用して
PL/SQLブロックを囲みます。

PL/SQLはすべての SQLデータ操作コマンドおよびトランザクション処理コマンドをサ
ポートしているので、埋込み PL/SQLブロックから Oracleデータを柔軟かつ安全に操作で
きます。PL/SQLの詳細は、第 6章「埋込み PL/SQL」を参照してください。

ホスト変数と標識変数ホスト変数と標識変数ホスト変数と標識変数ホスト変数と標識変数
ホスト変数とは、ホスト言語で宣言され、Oracleとの間で共有される（つまり、ユーザー・
プログラムと Oracleの両方がその値を参照できる）スカラー変数または表変数、あるいは
グループ項目です。 ホスト変数は Oracleとプログラムの間の通信を仲介します。 

データベースにデータを渡すには入力ホスト変数を使用します。データベースからプログラ
ムにデータおよびステータス情報を渡すには、出力ホスト変数を使用します。

ホスト変数は、式を使用できる位置であればどこに使用してもかまいません。しかし SQL
文では、ホスト変数にコロン（:）の接頭辞を付けなければ、データベース・スキーマ名から
ホスト変数を切り分ける事ができません。 

任意のホスト変数に任意指定の標識変数を関連付けることができます。標識変数とは、ホス
ト変数の値または条件を示す整変数です。NULLとは、値がないか、未知であるか、または
適用不可能な値です。標識変数を使用すると、入力ホスト変数に NULLを割り当てたり、出
力変数の NULLまたは出力文字ホスト変数の切り捨てられた値を検出したりできます。 

ホスト変数についての注意事項は、次のとおりです。

� COBOL文では、先頭にコロンを付けない

� ALTERや CREATEなどのデータ定義（DDL）文で使用しない

SQL文中に標識変数を記述する場合は、前にコロンを付けて、対応付けられたホスト変数の
直後に記述してください（標識変数の前にオプションのキーワード INDICATORを付けるこ
とも可能です）。

SQL文で使用するプログラム変数はすべて、COBOL言語の規則に従って宣言する必要があ
ります。この場合、通常の有効範囲規則が適用されます。 COBOLでは変数名の長さは任意
ですが、Pro*COBOLでは最初の 30文字のみが有効になります。 数字で始まるものも含め、
有効なCOBOL識別子ならどれでもホスト変数識別子として使用できます。

ホスト変数の外部データ型とそのソース・データベースまたはターゲット・データベースの
列の内部データ型は、同じでなくてもかまいませんが、互換性が必要です。表 4-9「内部
データ型と外部データ型の変換」は、必要に応じて Oracle8iによって自動的に変換される、
互換性のあるデータ型を示しています。
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埋込み SQLプログラミングの基本概念
Oracleデータ型データ型データ型データ型
一般的に、ホスト・プログラムはデータベースにデータを入力し、データベースはホスト・
プログラムにデータを出力します。 Oracleは、入力データをデータベースの表に挿入し、出
力データを選択して プログラム・ホスト変数に格納します。データ項目を格納するために、
Oracleはそのデータ型を認識する必要があります。データ型によって、記憶形式および値の
有効範囲が指定されます。

Oracleは、次の 2種類のデータ型を認識します。内部データ型と外部データ型です。内部
データ型は Oracleがデータベース列にどのようにデータを格納するかを指定します。また、
Oracleではデータベース疑似列を表すときに内部データ型を使用します。

外部データ型は、データがホスト変数にどのように格納されるかを指定します。ホスト・プ
ログラムから Oracleにデータが入力されると、Oracleは必要に応じて、入力ホスト変数の
外部データ型とデータベース列の内部データ型の変換を行います。また、Oracleからホス
ト・プログラムにデータを出力するときも、Oracleは必要に応じて、データベース列の内部
データ型と出力ホスト変数の外部データ型の変換を行います。

注意注意注意注意 :  動的 SQL方法 4またはデータ型の同値化を使用すると、デフォルトのデータ型
変換をオーバーライドできます。データ型の同値化は、4-40ページの「データ型の同値
化」を参照してください。

表表表表
Pro*COBOLでは、表ホスト変数（ホスト表と呼ばれます）を定義して、それを単一の SQL
文で操作できます。SELECT文、FETCH文、DELETE文、INSERT文および UPDATE文を
使用すると、大量のデータの問合せおよび操作を簡単に行うことができます。

ホスト表の詳細は、第 7章「ホスト表」を参照してください。
2-8 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



埋込み SQLプログラミングの基本概念
エラーおよび警告エラーおよび警告エラーおよび警告エラーおよび警告
埋込み SQL文を実行すると、エラーまたは警告が発生する場合があります。 これらの結果を
処理する方法が必要です。Pro*COBOLは、次のエラー処理方法を備えています。

� SQLCODE状態変数

� SQLSTATE状態変数

� SQLコミュニケーション領域（SQLCA）

� WHENEVER文

� Oracleコミュニケーション領域（ORACA）

SQLCODE/SQLSTATE状態変数状態変数状態変数状態変数
SQL文の実行後、Oracle Serverは SQLCODEまたは SQLSTATEという変数にステータス・
コードを戻します。 ステータス・コードは、その SQL文の実行に成功したか、エラーまたは
警告状態が発生したかを示します。

SQLCA状態変数状態変数状態変数状態変数
Oracleは、実行時の状態情報をプログラムに渡すためにプログラム変数を使用します。
SQLCAは、このプログラム変数を定義するデータ構造です。 SQLCAを使用すると、直前に
実行を試みた作業に関する Oracleからのフィードバックに基づいて、別の処理を行うこと
ができます。 たとえば、DELETE文が成功したかどうかを調べ、成功した場合には、削除さ
れた行数を調べることができます。 

SQLCAによって、診断チェックおよびイベント処理ができます。実行時には、Oracle8iか
らプログラムに渡される状態情報を SQLCAで保持します。SQL文の実行後、Oracle8iによ
り図 2-2に示すように SQLCA変数が設定されて、結果が示されます。 
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埋込み SQLプログラミングの基本概念
図図図図 2-2   SQLCAの更新の更新の更新の更新

INSERT文、UPDATE文または DELETE文が成功したかどうかを調べることができ、成功
した場合は、実行された行数を調べることができます。 また、文が失敗した場合には、何が
原因かを詳しく調べることができます。

MODE={ANSI13 | ORACLE}のとき、SQLCAを宣言するには、SQLCAをハードコーディ
ングするか、INCLUDE文を使用してプログラムにコピーする必要があります。 SQLCAの宣言
方法と使用方法は、8-6ページの「SQLコミュニケーション領域の使用」を参照してください。

WHENEVER文文文文
WHENEVER文を使用すると、Oracleがエラーまたは警告状態を検出した際に自動的に行わ
れるアクションを指定できます。アクションには、次の文から続行、サブプログラムのコー
ル、ラベル付命令への分岐、段落の実行、停止などがあります。 

ホスト・プログラム�
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プログラミング・ガイドライン
ORACA
ランタイム・エラーについて、SQLCAに格納されている情報よりも詳細な情報が必要なと
きに ORACAを使用します。 ORACAは、Oracleの通信を扱うデータ構造です。この中には
カーソルの統計情報、現行の SQL文に関する情報、オプションの設定、およびシステムの
統計情報が含まれます。 

プリコンパイラ・オプションとエラー処理プリコンパイラ・オプションとエラー処理プリコンパイラ・オプションとエラー処理プリコンパイラ・オプションとエラー処理
Oracleは、SQL文が成功したか失敗したかについて、状態変数 SQLSTATEおよび
SQLCODEで戻します。 プリコンパイラ・オプションMODE=ORACLEのときは、SQLCA
を組み込むことによって SQLCODEを宣言できます。 MODE=ANSIの場合は SQLSTATEま
たは SQLCODEを宣言する必要がありますが、SQLCAの宣言は不要です。

詳細は、第 8章「エラー処理と診断」を参照してください。

プログラミング・ガイドラインプログラミング・ガイドラインプログラミング・ガイドラインプログラミング・ガイドライン
ここでは、埋込み SQLの構文、コーディング規則、Pro*COBOL固有の機能および制限事項
を説明します。  

略称略称略称略称
COBOLの標準略称を使用できます。たとえば、PICTURE ISを PIC、USAGE IS 
COMPUTATIONALを COMPと記述できます。 

大大大大 /小文字の区別なし小文字の区別なし小文字の区別なし小文字の区別なし
Pro*COBOLプリコンパイラのオプションと値、EXEC SQL文、インライン・コマンドおよ
び COBOL文には大文字と小文字の区別がありません。Pro*COBOLプリコンパイラは大文
字のトークンも小文字のトークンも受け入れます。

COBOLのバージョンのサポートのバージョンのサポートのバージョンのサポートのバージョンのサポート
Pro*COBOLでは、使用しているオペレーティング・システムに標準の COBOL（通常は
COBOL-85または COBOL-74）がサポートされます。 両方の COBOLをサポートするプラッ
トフォームもあります。詳細は、使用しているシステム固有の Oracleマニュアルを参照し
てください。
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プログラミング・ガイドライン
コーディング領域コーディング領域コーディング領域コーディング領域
プリコンパイラ・オプション FORMATは、ソース・コードの書式を指定します。
FORMAT=ANSI（デフォルト）と指定すると、ANSI規格にできる限り準拠したコードを作
成できます。ANSI規格では、1～ 6桁目にオプションの順序番号を、7桁目（標識領域）に
はコメント行または継続行を記述できます。 

分割ヘッダー、セクション・ヘッダー、段落の名前、FDおよび 01文は、8～ 11桁目（A
領域）から始まります。EXEC SQL文、EXEC ORACLE文など、その他の文は、領域 B（12
～ 72桁）に記述する必要があります。ソース・コード書式のガイドラインは、コンパイラ
の規則によって変更できます。

FORMAT=TERMINALを指定すると、COBOL文を 1桁目（一番左の桁）から始めるか、ま
たは 1桁目を標識領域にすることができます。このガイドラインも、コンパイラの規則に
よって変更されます。

COBOL文の書式が実際に受け付けられるかどうかを判断するには、使用しているプラット
フォーム用の COBOLコンパイラのマニュアルを参照してください。

注意注意注意注意 :  このマニュアルのサンプル COBOLコードでは、FORMAT=TERMINALに設定
しています。デモ・ディレクトリのオンライン・サンプル・プログラムでは
FORMAT=ANSIになっています。 

カンマカンマカンマカンマ
SQLでは、次の例に示すように、カンマを使用してリスト項目を区切る必要があります。 

     EXEC SQL SELECT ENAME, JOB, SAL
         INTO :EMP-NAME, :JOB-TITLE, :SALARY
         FROM EMP
         WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
     END-EXEC.

COBOLでは、カンマまたは空白を使用してリスト項目を区切ることができます。 たとえば、
次の 2つの文は等価です。

     ADD AMT1, AMT2, AMT3 TO TOTAL-AMT. 
     ADD AMT1 AMT2 AMT3 TO TOTAL-AMT.  

コメントコメントコメントコメント
SQL文の中に COBOLのコメント行を入れることができます。COBOLのコメント行は、標
識領域内で先頭にアスタリスク（*）を付けて始めます。 

SQL文の中には、"--"で始まる ANSI SQLスタイルのコメントを行の最後に記述できます
（ただし、SQL文の最終行の後には記述できません）。

行の残りの部分には、 "*>"の 2文字で始まる COBOLコメントを記述できます。
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SQL文には、C言語スタイル（/* */）のコメント文が記述できます。

次の例には、前述の 4つのスタイルのコメントがすべて含まれています。

     MOVE 12 TO DEPT-NUMBER. *> This is the software development group.
     EXEC SQL SELECT ENAME, SAL 
*    assign column values to output host variables 
         INTO :EMP-NAME, :SALARY    -- output host variables 
     /*  column values assigned to output host variables */ 
         FROM EMP 
         WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER 
     END-EXEC.    -- illegal Comment

コメントをネストしたり、SQL文の最終行の終了記号 END-EXECの後にコメントを入れた
りすることはできません。 

行の継続行の継続行の継続行の継続
次の例に示すように、COBOLの規則に従って SQL文を次の行へ続けることができます。

     EXEC SQL SELECT ENAME, SAL INTO :EMP-NAME, :SALARY FROM EMP 
        WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER 
     END-EXEC. 

継続標識は必要ありません。 

ある行から次の行に文字列リテラルを継続するには、72桁までリテラルを記述します。次の
行の 7桁目にハイフン（-）、12桁以降に二重引用符を記述して、残りのリテラルを記述しま
す。 次に例を示します。

 WORKING STORAGE SECTION. 
     ... 
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
         ... 
 01  UPDATE-STATEMENT  PIC X(80) VALUE "UPDATE EMP SET BON 
-               "US = 500 WHERE DEPTNO = 20". 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.  
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Copy文文文文
Copy文は、Pro*COBOLではサポートされません。かわりに、INCLUDEプリコンパイラ文
を使用します。詳細は、2-21ページの「INCLUDE文の使用」を参照してください。
INCLUDEおよび DECLARE_SECTION=YESを使用する場合は注意注意注意注意が必要です。グループ
項目は、宣言文の中または外のどちらかにすべてを記述する必要があります。

Decimal-Point is Comma句句句句
 Pro*COBOLでは、ENVIRONMENT DIVISIONでの DECIMAL-POINT IS COMMA句がサ
ポートされます。ソース・ファイルに DECIMAL-POINT IS COMMA句が指定されている
と、VALUE句内で数値リテラルの小数部分の開始記号としてカンマを使用できます。

        たとえば、次の句は有効です。

            IDENTIFICATION DIVISION.
            PROGRAM-ID.  FOO
            ENVIRONMENT DIVISION.
            CONFIGURATION   SECTION.
            SPECIAL-NAMES.
                DECIMAL-POINT IS COMMA.                *>  <-- **
            DATA DIVISION.
            WORKING-STORAGE SECTION.
        ...
            01  WDATA1          PIC      S9V999 VALUE  +,567. *>  <--- **
            01  WDATA2          PIC      S9V999 VALUE  -,234. *>  <--- **
        ...

デリミタデリミタデリミタデリミタ
COBOLの文字列定数およびリテラルのデリミタの指定には、LITDELIMオプションを使用
します。LITDELIM=APOSTと指定すると、Pro*COBOLではCOBOLコードを生成する際に
引用符を使用します。LITDELIM=QUOTE（デフォルト）と指定すると、次に示すように二重引
用符を使用します。

     CALL "SQLROL" USING SQL-TMP0. 

SQL文では、次の例に示すように、特殊文字または小文字を含んでいる識別子は二重引用符
で区切る必要があります。

     EXEC SQL CREATE TABLE "Emp2" END-EXEC.
 
また、文字列定数を区切る場合は、次の例のように引用符を使用します。

     EXEC SQL SELECT ENAME FROM EMP WHERE JOB = 'CLERK' END-EXEC.
 
Pro*COBOLは、Pro*COBOLソース・ファイルで使用されているデリミタに関係なく、
LITDELIMの値で指定されたデリミタを生成します。
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オプションの分割ヘッダーオプションの分割ヘッダーオプションの分割ヘッダーオプションの分割ヘッダー
次の分割ヘッダーはオプションです。

� IDENTIFICATION DIVISION

� ENVIRONMENT DIVISION

� DATA DIVISION

PROCEDURE DIVISIONヘッダーはオプションではありません。 プリコンパイルできるソー
スは次のとおりです。

*IDENTIFICATION DIVISION header is optional
 PROGRAM-ID.     HELLO.
*ENVIRONMENT DIVISION header is optional
 CONFIGURATION SECTION.
*DATA DIVISION header is optional
 WORKING-STORAGE SECTION.
 PROCEDURE       DIVISION.
     DISPLAY "Hello World!".
     STOP RUN.

埋込み埋込み埋込み埋込み SQLの構文の構文の構文の構文
Pro*COBOLプログラムで SQL文を使用する場合は、SQL文の前に EXEC SQLを指定し、
SQL文の最後に END-EXECキーワードを指定します。埋込み SQLの構文は、『Oracle8i 
SQLリファレンス』を参照してください。 

表意定数表意定数表意定数表意定数
HIGH-VALUE、ZEROおよび SPACEなどの表意定数は、SQL文では使用できません。た
とえば、次の SQL文は無効です。

     EXEC SQL DELETE FROM EMP WHERE COMM = ZERO END-EXEC.
 
このかわりに、次のように指定します。

     EXEC SQL DELETE FROM EMP WHERE COMM = 0 END-EXEC. 
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ファイルの長さファイルの長さファイルの長さファイルの長さ
Pro*COBOLが処理できるソース・ファイルの長さには制限があります。 内部で使用する変
数によって、生成されるファイルのサイズが制限される場合があります。許容される行数の
絶対的な制限はありませんが、次に示すようなソース・ファイルの状態によって、ファイ
ル・サイズに制約が生じます。

� 埋込み SQL文の複雑さ（たとえば、バインド変数と定義変数の数）

� データベース名の使用の有無（たとえば、AT句を使用してデータベース名に接続する
場合）

� 埋込み SQL文の数

この制約に関連した問題を防ぐには、複数のプログラム単位を使用してソース・ファイルの
サイズを小さくします。

FILLERの使用の使用の使用の使用
ホスト変数の宣言でワード FILLERを使用できます。 ワード FILLERは、明示的に参照でき
ないグループの基本項目を指定するときに使用します。 次の宣言は有効です。

 01  STOCK. 
     05  DIVIDEND     PIC X(5).
     05  FILLER       PIC X.
     05  PRICE        PIC X(6).

ホスト変数名ホスト変数名ホスト変数名ホスト変数名
ホスト変数には、有効な標準 COBOL識別子であればどれでも使用できます。 変数名の長さ
に制限はありませんが、最初の 30文字のみ有効になります。 COBOLコンパイラが認識する
有効文字の最大数は 30です。

SQL92規格に準拠するには、ホスト変数名の長さを 18文字以下に制限します。

アプリケーションでの使用制限があるワードの一覧は、付録 C「予約語、キーワードおよび
名前空間」を参照してください。

ハイフン付きの名前ハイフン付きの名前ハイフン付きの名前ハイフン付きの名前
静的 SQL文ではハイフン付きのホスト変数名を使用できますが、動的 SQLでは使用できま
せん。 たとえば、次の指定は無効です。

     MOVE "DELETE FROM EMP WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER" TO SQLSTMT. 
     EXEC SQL PREPARE STMT1 FROM SQLSTMT END-EXEC. 
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レベル番号レベル番号レベル番号レベル番号
ホスト変数を宣言する際、レベル番号 01～ 49および 77を使用できます。Pro*COBOLで
は、VARYING句を含む変数またはレベル 49または 77として宣言する擬似型の変数（先頭
に“SQL-”が付くデータ型の変数）は使用できません。

MAXLITERALのデフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルト
MAXLITERALオプションを使用して、Pro*COBOLで生成される文字列リテラルの最大長
を指定して、コンパイラ制限の超過を防ぎます。 Pro*COBOLの場合はデフォルト値は 256
ですが、これより小さい値の指定が必要な場合もあります。

マルチバイト・データ型マルチバイト・データ型マルチバイト・データ型マルチバイト・データ型
マルチバイト文字データを扱うために、ANSI規格の各国語キャラクタ・セットのデータ型
がサポートされています。使用しているコンパイラで PIC N句または PIC G句がサポート
されている場合は、これらの句によって固定長の NCHAR文字列を格納する変数が定義され
ます。可変長のマルチバイト各国語キャラクタ・セット文字列を格納するには、length
フィールドと文字列フィールドからなる COBOLグループ項目を使用します。詳細は、4-25
ページの「VARCHAR変数」を参照してください。

クライアント側の各国語キャラクタ・セットを指定するために環境変数 NLS_NCHARを使
用することができます。 

SQLのののの NULL
SQLでは、NULLは欠落した列値、不明な列値または適用できない列値を表し、0（ゼロ）
とも空白とも等価ではありません。NULLを NULLでない値に変換するには NVL関数を使
用し、NULLを検索するには IS [NOT] NULL比較演算子を使用します。また、NULLの挿
入およびテストを行うときは標識変数を使用します。

段落とセクションの名前段落とセクションの名前段落とセクションの名前段落とセクションの名前
次の例に示すように、COBOLの標準的な段落の名前とセクションの名前を SQL文と対応付
けできます。 

 LOAD-DATA. 
     EXEC SQL 
         INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME, DEPTNO) 
             VALUES (:EMP-NUMBER, :EMP-NAME, :DEPT-NUMBER) 
     END-EXEC. 

また、次の例のようにWHENEVER ... DOまたはWHENEVER ... GOTOで段落の名前を参
照することもできます。 

 PROCEDURE DIVISION. 
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 MAIN. 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO PERFORM SQL-ERROR END-EXEC. 
     ... 
 SQL-ERROR SECTION. 
     ... 
段落の名前は、すべて領域 Aから始めます。 

REDEFINES句句句句
COBOLの REDEFINES句を使用して、グループ項目または基本項目を再定義できます。た
とえば、次の宣言は有効です。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  REC-ID   PIC X(4). 
 01  REC-NUM  REDEFINES  REC-ID  PIC S9(4) COMP. 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

および

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
  01  STOCK. 
       05  DIVIDEND     PIC X(5). 
       05  PRICE        PIC X(6). 
   01  BOND  REDEFINES  STOCK. 
       05  COUPON-RATE  PIC X(4). 
       05  PRICE        PIC X(7). 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

1つの INTO句で、グループ項目ホスト変数とその再定義の両方の項目が使用されていても、
Pro*COBOLは警告もエラーも出力しません。

関係演算子関係演算子関係演算子関係演算子
表 2-2のように、COBOLの関係演算子はそれに対応する SQLの関係演算子と異なります。 
また、COBOLでは記号のかわりにワードを使用できますが、SQLでは使用できません。
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文終了記号文終了記号文終了記号文終了記号
COBOLの文は COBOL文または SQL文、あるいはその両方を 1つ以上含み、ピリオドで終わ
ります。 次の例に示すように、条件文では最後の文のみピリオドで終わる必要があります。 

     IF EMP-NUMBER = ZERO 
         MOVE FALSE TO VALID-DATA 
         PERFORM GET-EMP-NUM UNTIL VALID-DATA = TRUE 
     ELSE 
         EXEC SQL DELETE FROM EMP 
             WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER 
         END-EXEC
         ADD 1 TO DELETE-TOTAL.
     END-IF. 

SQL文は、カンマ、ピリオドまたはその他の COBOL文で終了することができます。

宣言文宣言文宣言文宣言文
データベース・サーバーとアプリケーション・プログラムの間のデータの受渡しには、ホス
ト変数とエラー処理が必要です。この項では、これらの必要条件を満たす方法を説明しま
す。

宣言文とは宣言文とは宣言文とは宣言文とは
宣言文は、次の文で開始します。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.

次の文で終了します。

     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

表表表表 2-2   関係演算子関係演算子関係演算子関係演算子

SQL演算子演算子演算子演算子 COBOL演算子演算子演算子演算子

= =, EQUAL TO

< >, !=, ^= NOT=, NOT EQUAL TO

> >, GREATER THAN

< <, LESS THAN

>= >=, GREATER THAN OR EQUAL TO

<= <=, LESS THAN OR EQUAL TO
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この 2つの文の間に指定できるのは、次の要素のみです。

� ホスト変数および標識変数の宣言

� ホスト変数以外の COBOL変数

� EXEC SQL DECLARE文

� EXEC SQL INCLUDE文

� EXEC SQL VAR文

� EXEC ORACLE文

� COBOLコメント

例例例例
プログラムで使用する 4つのホスト変数を宣言した例を次に示します。   

 WORKING-STORAGE SECTION.
   ...
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
         ...
 01  EMP-NUMBER     PIC 9(4)  COMP VALUE ZERO.
 01  EMP-NAME       PIC X(10) VARYING.
 01  SALARY         PIC S9(5)V99 COMP-3 VALUE ZERO.
 01  COMMISSION     PIC S9(5)V99 COMP-3 VALUE ZERO.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

プリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプション DECLARE_SECTION
宣言文はオプションです。 Pro*COBOLには、リリース 8.0以前のリリースとの下位互換性を
保つために、宣言文内の宣言のみホスト変数として使用するかどうかを明示的に制御できる
コマンドライン・プリコンパイラ・オプションが用意されています。 このオプションは次の
とおりです。

DECLARE_SECTION={YES | NO }（デフォルトは NO）

DECLARE_SECTIONオプションは、コマンドラインまたは構成ファイル内で指定する必要
があります。 

MODE=ORACLE、DECLARE_SECTION=YESと設定した場合は、宣言文の中で宣言した変
数のみホスト変数として使用できます。 MODE=ANSIと設定すると、DECLARE_SETION
は暗黙的に YESに設定されます。マクロ・オプションとマイクロ・オプションの詳細は、
14-5ページの「マクロ・オプションとマイクロ・オプション」を参照してください。

プリコンパイラ・オプション DECLARE_SECTIONを NO（デフォルト）に設定すると、宣
言文は省略できます。このようなオプションとしての使用は、Pro*COBOLリリース 8.0で
加えられた変更です。DECLARE_SECTIONを YESに設定した場合は、SQL文中で使用す
るすべてのプログラム変数を宣言文で宣言する必要があります。
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 DECLARE_SECTIONを NOに設定した場合は、宣言文を使用するかどうかを選択できま
す。この場合、ホスト変数および標識変数は宣言文の中でも宣言文の外でも宣言できます。
オプションの詳細は、14-17ページの「DECLARE_SECTION」を参照してください。

1つのプリコンパイル単位で複数の宣言文を使用できます。 さらに、複数の独立したプリコ
ンパイル単位を 1つのホスト・プログラムに含めることもできます。

INCLUDE文の使用文の使用文の使用文の使用
INCLUDE文を使用して、ホスト・プログラムにファイルをコピーできます。次に例を示し
ます。 

*    Copy in the SQL Communications Area (SQLCA) 
     EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC. 
*    Copy in the Oracle Communications Area (ORACA) 
     EXEC SQL INCLUDE ORACA END-EXEC. 

INCLUDEは、どのファイルに対しても実行できます。 Pro*COBOLプログラムをプリコンパ
イルすると、EXEC SQL INCLUDE文はそれぞれ、その文で指定されたファイルのコピーに
置き換えられます。

ファイルの拡張子ファイルの拡張子ファイルの拡張子ファイルの拡張子
システムでファイル拡張子が使用される場合にファイル拡張子の指定を省略すると、
Pro*COBOLではソース・ファイルのデフォルトの拡張子（通常は COB）が使用されます。
詳細は、使用しているシステム固有の Oracleマニュアルを参照してください。 

検索パス検索パス検索パス検索パス
システムでディレクトリが使用される場合は、次のように INCLUDEオプションを使用し
て、INCLUDEするファイルの検索パスを設定できます。

INCLUDE=path 

このとき、pathのデフォルト値はカレント・ディレクトリです。

Pro*COBOLは、最初にカレント・ディレクトリを検索し、次に INCLUDEオプションで指
定されたディレクトリを検索して、最後に標準 INCLUDEファイル用のディレクトリを検索
します。 このため、SQLCAや ORACAなどの標準ファイルのパスを指定する必要はありま
せん。 標準以外のファイルについては、カレント・ディレクトリに格納されている場合を除
いてパスが必要です。

また次のように、コマンドラインで複数のパスを指定することもできます。 

... INCLUDE=<path1> INCLUDE=<path2> ... 

複数のパスを指定すると、カレント・ディレクトリ、path1ディレクトリ、path2ディレクト
リの順に検索されます。 標準 INCLUDEファイルを含むディレクトリは最後に検索されます。 パ
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スの構文はシステムによって異なります。詳細は、使用しているシステム固有のOracleマニュ
アルを参照してください。

注意注意注意注意 :  Pro*COBOLでは、検索パスの指定があっても、カレント・ディレクトリでファイル
が先に検索されることに注意してください。 INCLUDEするファイルが別のディレクトリに
ある場合は、カレント・ディレクトリに同じ名前のファイルがないことを確認してくださ
い。また、検索パスでそのディレクトリより前にあるディレクトリにも同じ名前のファイル
がないことを確認してください。大 /小文字が区別されるオペレーティング・システムを使
用している場合は、ファイルを格納したときと同じように大 /小文字を区別してファイル名
を指定してください。

ネストされたプログラムネストされたプログラムネストされたプログラムネストされたプログラム
COBOLにおけるプログラムのネストとは、あるプログラムを別のプログラムの中に入れる
ことを意味します。 中に含まれるプログラムは、それを含んでいるプログラムのリソースの
一部を参照できます。また、ネストされたプログラムと上位のプログラムの中で同じ名前を
使用できます。名前はそれぞれのプログラムの中でのみ認識されるため、異なるデータ項目
の記述に同じ名前を使用しても競合することはありません。ただし、上位プログラムの構成
部に記述されている名前は、ネストされたプログラムから参照できます。

一部のコンパイラは GLOBAL句をサポートしていません。 Pro*COBOLではネストされたプ
ログラムがサポートされるので、生成されたコードには GLOBAL句が含まれます。 
GLOBAL句が無条件に生成されるのを避けるには、プリコンパイル・オプションの
NESTED=NOを指定してください。NESTED（=YESまたは NO）は、デフォルトで YESに
設定されています。構成ファイルまたはコマンドラインで使用できますが、インライン
（EXEC ORACLE文）では使用できません。 

詳細は、14-30ページの「NESTED」を参照してください。

プログラムでは、ネストされたプログラムを複数記述できます。 同様に、ネストされたプロ
グラムについても、その中にさらにネストされたプログラムを記述できます。 ネストされた
プログラムは、それを含んでいるプログラムの END PROGRAMヘッダーの直前に記述する
必要があります。

ネストされたプログラムをコールできるのは、そのプログラムを直接的または間接的に含ん
でいるプログラムのみです。ネストされたプログラムを別のプログラム（ネストのツリー構
造の別の分岐にあるプログラムも含む）からコールする場合は、ネストされたプログラムの
PROGRAM-ID段落に COMMON句を記述します。 COMMONは、ネストされたプログラ
ムでのみ使用できます。

 PROGRAM-ID.  <nested-program-name> COMMON.

ファイル定義に GLOBAL句を使用して、レベル 01のデータ項目（自動的にグローバルにな
る従属項目）を記述できます。 このように記述したデータ項目は、それらのデータ項目に直
接的または間接的に含まれるすべてのサブプログラムで参照できます。上位プログラムには
GLOBALを使用します。上位プログラムで GLOBALと宣言された名前と同じ名前がネスト
されたプログラムで定義されていると、COBOLではネストされたプログラムの中の宣言が
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ネストされたプログラム
使用されます。 データ項目に REDEFINES句が使用されているときは、GLOBALは
REDEFINESの後に記述する必要があります。

 FD file-name GLOBAL ...
 01 data-name1 GLOBAL ...
 01 data-name2 REDEFINES data-name3 GLOBAL ...

ネストされたプログラムのサポートネストされたプログラムのサポートネストされたプログラムのサポートネストされたプログラムのサポート
Pro*COBOLでは、1つのソース・ファイルに埋込み SQLを持つネストされたプログラムを
使用できます。 上位プログラムでグローバルとしてマークされた、上位プログラム・レベル
で有効なホスト変数である 01レベルの項目はすべて、上位プログラムが直接的または間接
的に含んでいるすべてのプログラムで、有効なホスト変数として使用できます。 次の例を考
えてみます。

 IDENTIFICATION DIVISION.
 PROGRAM-ID. MAINPROG.
 ENVIRONMENT DIVISION.
 DATA DIVISION.
 WORKING-STORAGE SECTION.

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
 01 REC1  GLOBAL.
           05    VAR1   PIC X(10).
           05    VAR2   PIC X(10).
 01 VAR1  PIC X(10) GLOBAL.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

 PROCEDURE DIVISION.
     ...
     <main program statements>
     ...
 IDENTIFICATION DIVISION.
    PROGRAM-ID. NESTEDPROG.
 ENVIRONMENT DIVISION.
 DATA DIVISION.
 WORKING-STORAGE SECTION.

 01 VAR1   PIC S9(4).

 PROCEDURE DIVISION.
     ...
     EXEC SQL SELECT X, Y INTO :REC1 FROM ... END-EXEC.

     EXEC SQL SELECT X INTO :VAR1 FROM ... END-EXEC.

     EXEC SQL SELECT X INTO :REC1.VAR1 FROM ... END-EXEC.
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ネストされたプログラム
     ...
 END PROGRAM NESTEDPROG.
 END PROGRAM MAINPROG.

メイン・プログラムでホスト変数 REC1がグローバルとして宣言されているため、ネストさ
れたプログラムは最初の SELECT文で REC1を使用できます（REC1を宣言する必要はあり
ません）。 VAR1は、メイン・プログラムではグローバル変数として宣言され、ネストされた
プログラムではローカル変数として宣言されています。このため、2番目の SELECT文では
S9(4)として宣言された VAR1が使用され、グローバル宣言は無効になります。 3番目の
SELECT文では、PIC X(10)として宣言された、REC1のグローバルな VAR1が使用されま
す。 

前述の例は、DECLARE_SECTION=NOが使用されている場合の結果を説明しています。
DECLARE_SECTION=YESの場合、Pro*COBOLは、宣言文の中で宣言されていないかぎり
ホスト変数を認識しません。 DECLARE_SECTION=YESと指定して前述のプログラムをプリ
コンパイルすると、2番目の SELECT文の結果、あいまいなホスト変数エラーが発生しま
す。 最初の SELECT文と 3番目の SELECT文は、DECLARE_SECTION=NOの場合と同じで
す。 

注意注意注意注意 :  再帰的なネストされたプログラムは、サポートされていません。

SQLCAの宣言の宣言の宣言の宣言
ネストされたプログラムでは、提供される組込み SQLCA（2-9ページの「SQLCA状態変
数」を参照）の定義はグローバルとして宣言されるため、SQLCAの宣言は上位プログラム
内でのみ必要になります。 SQLCAは、新しい SQL文が実行されるたびに変更できます。 提
供される SQLCAはいつでも変更できるため、ネストされたプログラムで追加の SQLCA領
域を宣言する場合にはグローバル指定を削除できます。 これは、SQLDAおよび ORACAで
も同じです。

ネストされたプログラムの例ネストされたプログラムの例ネストされたプログラムの例ネストされたプログラムの例
デモ・ディレクトリの SAMPLE13.PCOを参照してください。
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条件付きプリコンパイル
条件付きプリコンパイル条件付きプリコンパイル条件付きプリコンパイル条件付きプリコンパイル
条件付きプリコンパイルとは、特定の条件に基づいてコード・セクションをホスト・プログ
ラムに組み込む（または除外する）プリコンパイルの方法です。 たとえば、UNIXでプリコ
ンパイルするときにはあるコード・セクションを組み込み、VMSでプリコンパイルすると
きには別のコード・セクションを組み込むことができます。 条件付きプリコンパイルの使用
により、様々な環境で実行できるプログラムを作成できます。

環境および処理を定義する文によってコードの条件文が区切られます。コード・セクション
には、ホスト言語の文を記述することも、EXEC SQL文を記述することもできます。 次の文
でプリコンパイルの条件を制御します。

*   -- define a symbol
     EXEC ORACLE DEFINE symbol END-EXEC.
*    -- if symbol is defined
     EXEC ORACLE IFDEF symbol  END-EXEC.
*   -- if symbol is not defined
     EXEC ORACLE IFNDEF symbol END-EXEC.
*            -- otherwise  
     EXEC ORACLE ELSE END-EXEC.
*           -- end this control block 
     EXEC ORACLE ENDIF END-EXEC.

条件文は END-EXECで終了する必要があります。

注意注意注意注意 :  使用しているコンパイラの条件付きコンパイル機能が、Pro*COBOLでサポートされ
ない場合があります。

例例例例
次の例では、記号 SITE2が定義されているときのみ SELECT文がプリコンパイルされます。

     EXEC ORACLE IFDEF SITE2 END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT DNAME 
        INTO :DEPT-NAME 
        FROM DEPT 
        WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER
     EXEC ORACLE ENDIF END-EXEC.

次の例に示すように条件ブロックはネストできます。 

     EXEC ORACLE IFDEF OUTER END-EXEC. 
     EXEC ORACLE IFDEF INNER END-EXEC. 
     ... 
     EXEC ORACLE ENDIF END-EXEC. 
     EXEC ORACLE ENDIF END-EXEC. 
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分割プリコンパイル
ホスト言語または埋込み SQLのコードを IFDEFと ENDIFの間に記述し、記号を定義しな
いことによって、そのコードをコメントとして扱うことができます。

記号の定義記号の定義記号の定義記号の定義
記号を定義するには 2通りの方法があります。次の文をホスト・プログラムに組み込む

     EXEC ORACLE DEFINE symbol END-EXEC.

または、次の構文を使用してコマンドラインで記号を定義する方法です。

... INAME=filename ... DEFINE=symbol 

このとき symbolの部分は大 /小文字区別がありません。 

Pro*COBOLをシステムにインストールした時点で、ポート固有のいくつかの記号が事前定
義されています。 たとえば、オペレーティング・システムの事前定義済み記号には、CMS、
MVS、UNIXおよび VMSがあります。 

分割プリコンパイル分割プリコンパイル分割プリコンパイル分割プリコンパイル
複数の COBOLプログラム・モジュールを別々にプリコンパイルし、後でリンクして 1つの
実行可能プログラムを作成できます。 これにより、プログラムの機能コンポーネントの作成
とデバッグを複数のプログラマが分担して行う場合に必要とされる、モジュラー・プログラ
ミングが可能になります。 個々のプログラム・モジュールを同じ言語で作成する必要はあり
ません。

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン
次のガイドラインに従うと、いくつかの問題を回避できます。
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コンパイルとリンク
カーソルの参照カーソルの参照カーソルの参照カーソルの参照
カーソル名は SQL識別子であり、その有効範囲はプリコンパイル・ユニットです。 このため
カーソル操作が複数のプリコンパイル・ユニット（ファイル）に及ぶことはありません。 つ
まり、あるファイルで宣言したカーソルを、別のファイルでオープンしたりフェッチしたり
することはできません。 したがって、プリコンパイルを個別に実行するときは、指定のカー
ソルに対する定義および参照がすべて 1つのファイル内に記述されていることを確認してく
ださい。

MAXOPENCURSORSの指定の指定の指定の指定
Oracleに接続するプログラム・モジュールをプリコンパイルするときは、
MAXOPENCURSORSに、どのプログラム・モジュールについても十分な大きさの値を指定
してください。 指定したMAXOPENCURSORSの値は、別のプログラム・モジュールに使用
すると無視されます。 実行時には、その接続に有効な値のみ使用されます。

単一の単一の単一の単一の SQLCAの使用の使用の使用の使用
SQLCAを 1つだけ使用する場合は、次のように行を変更して SQLCA.COBの中で SQLCA
をグローバル宣言してください。

 01  SQLCA.

これを下記に変更します。

 01  SQLCA EXTERNAL.

単一の単一の単一の単一の DATE_FORMATの使用の使用の使用の使用
各プログラム・モジュールでは、DATEに同じ書式の文字列を使用する必要があります。

制限制限制限制限
明示的なカーソルの参照は、すべて同じプログラム・ファイル内で行います。 別のモジュー
ルで DECLAREされたカーソルの操作はできません。 カーソルの詳細は、第 4章を参照して
ください。

また、SQL文が記述されているプログラム・ファイルはすべて、ローカル SQL文の有効範
囲内にある SQLCAを必要とします。

コンパイルとリンクコンパイルとリンクコンパイルとリンクコンパイルとリンク
実行可能プログラムを作成するには、Pro*COBOLによって生成されたソース・ファイルを
コンパイルし、その結果得られたオブジェクト・モジュールを、SQLLIBおよびシステム固
有の Oracleライブラリ内の必要なモジュールとリンクさせる必要があります。 
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サンプル表
リンカーはオブジェクト・モジュール内のシンボリック参照を解決します。 これらの参照で
競合が発生すると、リンクは失敗します。プリコンパイル済のプログラムにサードパーティ
のソフトウェアをリンクするときに、このような現象が起こる可能性があります。こうした
問題が生じるのは、サードパーティのソフトウェアの中には Oracleと互換性のないものが
あるためです。Oracleカスタマ・サポート・センターに問い合せて、使用するソフトウェア
がサポートされているかどうかを確認してください。

コンパイルとリンクの方法はシステムによって異なります。 たとえば、システムによっては、
ホスト言語プログラムをコンパイルするときにコンパイラの最適化をオフにする必要があり
ます。手順は、使用しているシステム固有の Oracleマニュアルを参照してください。 

サンプル表サンプル表サンプル表サンプル表
このマニュアルで紹介するほとんどのプログラム例では、DEPTおよび EMPという 2つの
サンプル・データベース表が使用されています。 デモ・ディレクトリにこの 2つの表が含ま
れていない場合は、サンプル・プログラムを実行する前に表を作成してください。 次に示す
のはそれぞれの表の定義です。 

CREATE TABLE DEPT
    (DEPTNO    NUMBER(2),
     DNAME     VARCHAR2(14),
     LOC       VARCHAR2(13));

CREATE TABLE EMP
    (EMPNO     NUMBER(4) primary key,
     ENAME     VARCHAR2(10),
     JOB       VARCHAR2(9),
     MGR       NUMBER(4),
     HIREDATE  DATE,
     SAL       NUMBER(7,2),
     COMM      NUMBER(7,2),
     DEPTNO    NUMBER(2));

サンプル・データサンプル・データサンプル・データサンプル・データ
DEPT表と EMP表には、それぞれ次のデータ行が設定されています。

DEPTNO  DNAME      LOC
------- ---------- ---------
10      ACCOUNTING NEW YORK
20      RESEARCH   DALLAS
30      SALES      CHICAGO
40      OPERATIONS BOSTON
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サンプル・プログラム : SAMPLE1.PCO
EMPNO ENAME   JOB          MGR  HIREDATE    SAL   COMM  DEPTNO
----- ------- --------- ------ --------- ------ ------ -------
 7369 SMITH   CLERK       7902 17-DEC-80    800             20
 7499 ALLEN   SALESMAN    7698 20-FEB-81   1600    300      30
 7521 WARD    SALESMAN    7698 22-FEB-81   1250    500      30
 7566 JONES   MANAGER     7839 02-APR-81   2975             20
 7654 MARTIN  SALESMAN    7698 28-SEP-81   1250   1400      30
 7698 BLAKE   MANAGER     7839 01-MAY-81   2850             30
 7782 CLARK   MANAGER     7839 09-JUN-81   2450             10
 7788 SCOTT   ANALYST     7566 19-APR-87   3000             20
 7839 KING    PRESIDENT        17-NOV-81   5000             10
 7844 TURNER  SALESMAN    7698 08-SEP-81   1500             30
 7876 ADAMS   CLERK       7788 23-MAY-87   1100             20
 7900 JAMES   CLERK       7698 03-DEC-81    950             30
 7902 FORD    ANALYST     7566 03-DEC-81   3000             20
 7934 MILLER  CLERK       7782 23-JAN-82   1300             10

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム : SAMPLE1.PCO
埋込み SQLについては、プログラム例を見るとよくわかります。次のプログラムは、demo
ディレクトリの SAMPLE1.PCOです。

プログラムにてデータベースにログインし、従業員番号を入力すると、従業員名、給与およ
びコミッションを EMP表に問い合せます。選択の結果はホスト変数 EMP-NAMEおよび
SALARY、COMMISSIONに格納されます。また、ホスト標識変数 COMM-INDを使用して
列 COMMISSION内の NULL値を検出します。詳細は、4-22ページの「標識変数」を参照
してください。

次に、段落 DISPLAY-INFOによって結果が表示されます。 

COBOL変数 USERNAMEおよび PASSWD、EMP-NUMBERは、VARYING句によって宣
言されます。VARYING句では、VARCHARという可変長文字列の Oracle外部データ型を
使用できます。このデータ型は、4-25ページの「VARCHAR変数」を参照してください。 

エラー処理のために SQLCAコミュニケーション領域が組み込まれています。エラーが発生
すると、段落 SQL-ERRORが実行されます。詳細は、8-6ページの「SQLコミュニケーショ
ン領域の使用」を参照してください。 

ここで使用されている BEGIN DECLARE SECTION文および END DECLARE SECTION文
は、プリコンパイラ・オプション DECLARE_SECTIONが YESに設定されているか、また
はオプションMODEが ANSIに設定されていなければ、省略してもかまいません。詳細は、
2-2ページの「MODE」を参照してください。

エラー処理のためにWHENEVER文を使用しています。詳細は、8-14ページの
「WHENEVER 宣言文」を参照してください。

このプログラムは、従業員番号として 0（ゼロ）を入力すると終了します。
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サンプル・プログラム : SAMPLE1.PCO
      *****************************************************************
      * Sample Program 1:  Simple Query                               *
      *                                                               *
      * This program logs on to ORACLE, prompts the user for an       *
      * employee number, queries the database for the employee's      *
      * name, salary, and commission, then displays the result.       *
      * The program terminates when the user enters a 0.              *
      *****************************************************************

       ID DIVISION.

       PROGRAM-ID. QUERY.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME          PIC X(10) VARYING.
       01  PASSWD            PIC X(10) VARYING.
       01  EMP-REC-VARS.
           05  EMP-NAME      PIC X(10) VARYING.
           05  EMP-NUMBER    PIC S9(4) COMP VALUE ZERO.
           05  SALARY        PIC S9(5)V99 COMP-3 VALUE ZERO.
           05  COMMISSION    PIC S9(5)V99 COMP-3 VALUE ZERO.
           05  COMM-IND      PIC S9(4) COMP VALUE ZERO.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

       01  DISPLAY-VARIABLES.
           05  D-EMP-NAME    PIC X(10).
           05  D-SALARY      PIC Z(4)9.99.
           05  D-COMMISSION  PIC Z(4)9.99.
           05  D-EMP-NUMBER  PIC 9(4).

       01 D-TOTAL-QUERIED   PIC 9(4) VALUE ZERO.
        
       PROCEDURE DIVISION.
       BEGIN-PGM.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR
              DO PERFORM SQL-ERROR END-EXEC.

           PERFORM LOGON.

       QUERY-LOOP.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ENTER EMP NUMBER (0 TO QUIT): "
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サンプル・プログラム : SAMPLE1.PCO
               WITH NO ADVANCING.

           ACCEPT D-EMP-NUMBER.

           MOVE D-EMP-NUMBER TO EMP-NUMBER.
           IF (EMP-NUMBER = 0)
               PERFORM SIGN-OFF.
           MOVE SPACES TO EMP-NAME-ARR.
           EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO NO-EMP END-EXEC.
           EXEC SQL SELECT ENAME, SAL, NVL(COMM, 0)
               INTO :EMP-NAME, :SALARY, :COMMISSION:COMM-IND
               FROM EMP
               WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
           END-EXEC.
           PERFORM DISPLAY-INFO.
           ADD 1 TO D-TOTAL-QUERIED.
           GO TO QUERY-LOOP.

       NO-EMP.
           DISPLAY "NOT A VALID EMPLOYEE NUMBER - TRY AGAIN.".
           GO TO QUERY-LOOP.

       LOGON.
           MOVE "SCOTT" TO USERNAME-ARR.
           MOVE 5 TO USERNAME-LEN.
           MOVE "TIGER" TO PASSWD-ARR.
           MOVE 5 TO PASSWD-LEN.
           EXEC SQL
               CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER: ", USERNAME-ARR.
        
       DISPLAY-INFO.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "EMPLOYEE    SALARY    COMMISSION".
           DISPLAY "--------    ------    ----------". 
           MOVE EMP-NAME-ARR TO D-EMP-NAME.
           MOVE SALARY TO D-SALARY.
           IF COMM-IND = -1
               DISPLAY D-EMP-NAME, D-SALARY, "          NULL"
           ELSE
               MOVE COMMISSION TO D-COMMISSION
               DISPLAY D-EMP-NAME, D-SALARY, "      ", D-COMMISSION
           END-IF.

       SIGN-OFF.
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サンプル・プログラム : SAMPLE1.PCO
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "TOTAL NUMBER QUERIED WAS ",
               D-TOTAL-QUERIED, ".".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY.".
           DISPLAY " ".
           EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

       SQL-ERROR.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED:".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
           EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.
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データベースの
3

データベースの概念データベースの概念データベースの概念データベースの概念

この章では、CONNECT文とそのオプション、Net8およびネットワーク接続に関連する文
を説明します。トランザクション処理についても解説します。Oracleデータに対する変更の
確定または取消しを制御する方法を含めて、データベースの整合性を保つための基本的な技
術を学習します。 

� Oracleへの接続

� デフォルトのデータベースおよび接続

� 同時ログイン

� 用語の定義

� トランザクションによるデータベースの保護 

� トランザクションの開始および終了方法

� COMMIT文の使用

� ROLLBACK文の使用

� SAVEPOINT文の使用

� RELEASEオプションの使用方法

� SET TRANSACTION文の使用

� デフォルトのロックのオーバーライド

� コミット時のフェッチ

� 分散トランザクションの処理

� トランザクション処理のガイドライン
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Oracleへの接続
Oracleへの接続への接続への接続への接続
Pro*COBOLプログラムは、データの問合せや操作を行う前に、Oracleにログインする必要
があります。ログインするには、次に示すように CONNECT文を使用します。

     EXEC SQL 
         CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
     END-EXEC. 

USERNAMEおよび PASSWDは PIC X(n)または PIC X(n) VARYINGホスト変数です。また、
次の文も使用できます。 

     EXEC SQL 
         CONNECT :USR-PWD 
     END-EXEC. 

この場合、ホスト変数 USR-PWDには、スラッシュ（/）で区切られたユーザー名とパス
ワードに続き、オプションの tnsnames.oraエイリアス（@TNSALIAS）が含まれます。 

CONNECT文の構文には、オプションの ALTER AUTHORIZATION句を使用できます。次
が CONNECT文の構文です。

     EXEC SQL 
        CONNECT { :user IDENTIFIED BY :oldpswd | :usr_psw }
        [[AT { dbname | :host_variable }] USING :connect_string ]
        [ {ALTER AUTHORIZATION :newpswd  | IN {SYSDBA | SYSOPER} MODE} ]
     END-EXEC.

ALTER AUTHORIZATION句の詳細は、3-10ページの「実行時のパスワード変更」を参照
してください。 SYSDBAおよび SYSOPERオプションの詳細は、3-11ページの「SYSDBA権
限または SYSOPER権限」を参照してください。

CONNECT文は、プログラムが実行する最初の SQL文であることが必要です。したがって、
別の実行 SQL文を、位置的には CONNECT文の前に記述できますが、論理的には
CONNECT文の前に記述できません。プリコンパイラ・オプション AUTO_
CONNECT=YESの場合、CONNECT文は必要ありません。

Oracleユーザー名とパスワードを別々に指定する場合は、2つのホスト変数を文字列または
VARCHAR変数として定義します。 ユーザー名とパスワードの両方を含んだユーザー IDを
指定する場合は、必要なホスト変数は 1つのみです。

ユーザー名とパスワードの変数は、CONNECTが実行される前に設定してください。この 2
つの変数が設定されていないと、CONNECTは失敗します。これらの変数は、プログラムで
入力を要求することも、次のようにハードコードすることもできます。

 WORKING STORAGE SECTION. 
     ... 
 01  USERNAME  PIC X(10). 
 01  PASSWD    PIC X(10). 
         ... 
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     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
 LOGON. 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO LOGON-ERROR END-EXEC. 
     MOVE "SCOTT" TO USERNAME. 
     MOVE "TIGER" TO PASSWD. 
     EXEC SQL 
         CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD 
     END-EXEC. 

ただし、ユーザー名およびパスワードは CONNECT文にハードコードできません。また、
二重引用符付きのリテラルも使用できません。たとえば、次の 2つの文は無効です。 

     EXEC SQL 
         CONNECT SCOTT IDENTIFIED BY TIGER 
     END-EXEC. 

     EXEC SQL 
         CONNECT "SCOTT" IDENTIFIED BY "TIGER" 
     END-EXEC.

デフォルトのデータベースおよび接続デフォルトのデータベースおよび接続デフォルトのデータベースおよび接続デフォルトのデータベースおよび接続
1つの Pro*COBOLプリコンパイラの中で複数のデータベース接続を同時に保持することが
できます。 

同時ログイン同時ログイン同時ログイン同時ログイン
Pro*COBOLは、Net8を介した分散処理に対応しています。アプリケーションは、ローカ
ル・データベースとリモート・データベースの任意の組合せに同時にアクセスしたり、同じ
データベースへの複数の接続を確立したりできます。図 3-1では、アプリケーション・プロ
グラムは 1つのローカル Oracle8iデータベースおよび 3つのリモート Oracle8iデータベー
スと通信しています。ORA2、ORA3および ORA4は CONNECT文中で使用される論理名
です。 
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図図図図 3-1  Net8を介した接続を介した接続を介した接続を介した接続

 

Net8は、ネットワーク上の異なるマシン間やオペレーティング・システム間に存在する境
界を排除することによって、Oracle Toolsに分散環境を提供します。この項では、Net8を介
した分散処理が Pro*COBOLでどのようにサポートされているか説明します。さらに、アプ
リケーションで次の処理を行う方法を学びます。

� 他のデータベースへの直接または間接アクセス

� ローカルおよびリモート・データベースの任意の組合せへの同時アクセス

� 同一のデータベースへの複数接続

通常、EXEC SQL CONNECT :USR-PWD END-EXECで確立した 1つの接続で十分です。接
続先のデータベースは USR-PWD句の指定によって決まります。"SCOTT/TIGER"が含まれ
ていれば、そのセッションにデフォルトで設定されたデータベースに接続され、
"SCOTT/TIGER@REMDB"が含まれている場合には、Net8構成で定義された REMDBデー
タベースに Net8を介して接続されます（USING句を使用して Net8接続文字列を指定する
方法もあります）。これはデフォルト接続と呼ばれます。

同じデータベースまたは別のデータベースへの同時接続の追加には、AT句、つまり EXEC 
SQL AT DB1 CONNECT :USR-PWD END-EXECを使用します。AT句の後の名前は、「非デ
フォルト」接続として一意に識別され、AT句の後にある同じ名前の SQL文がその接続に対
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して実行されます。SQL文の中に AT句の指定がない場合は、デフォルト接続に対して実行
されます。 

データベース名は一意にする必要があります。しかし、2つ以上のデータベース名で同じ接
続を指定できます。したがって、任意のノード上のデータベースに対して複数の接続を確立
できます。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 /パスワードの使用方法パスワードの使用方法パスワードの使用方法パスワードの使用方法
通常は、次のようにして Oracleへの接続を確立します。

     EXEC SQL CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWORD END-EXEC.

また、次のような指定もできます。 

     EXEC SQL CONNECT :USR-PWD END-EXEC. 

ここで、USR-PWDには有効なOracle接続文字列が含まれます。

3-9ページの「自動ログイン」に示すように、自動的にログインすることもできます。

これらは、単純化した CONNECT文のサブセットです。詳細は、この章の以降の項および
F-17ページの「CONNECT（実行可能埋込み SQL拡張要素）」を参照してください。

名前指定データベース接続名前指定データベース接続名前指定データベース接続名前指定データベース接続
次は、名前指定データベースに接続する例です。通常は、名前指定データベース接続を使用
するのは同時接続が複数ある場合のみです。この例では、構文を説明するために 1つの接続
のみを示しています。

* --  Declare necessary host variables
 WORKING-STORAGE SECTION.
     ...
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
 01  USERNAME  PIC X(10) .
 01  PASSWORD  PIC X(10) .
 01  DB-STRING PIC X(20) .
        ...
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
     ...
 PROCEDURE DIVISION.
     MOVE "scott" TO USERNAME.
     MOVE "tiger" TO PASSSWORD.
     MOVE "nyremote" TO DB-STRING.
      ... 
* --  Assign a unique name to the database connection.
     EXEC SQL DECLARE DBNAME DATABASE END-EXEC.
* --  Connect to the non-default database
     EXEC SQL
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     CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWORD 
     AT DBNAME USING :DB-STRING
     END-EXEC.

この例の識別子は、次の目的で使用されています。 

� ホスト変数 USERNAMEおよび PASSWORDは、有効ユーザーを識別します。 

� ホスト変数 DB-STRINGには、リモート・ノードの非デフォルト・データベースにログイン
するためのNet8の構文を含めます。 

� 宣言されていない識別子 DBNAMEにより、非デフォルトの接続に名前を付けます。これは
Oracleが使用する識別子であり、ホスト変数でもプログラム変数でもありません。

USING句は、DBNAMEに対応付けるネットワーク、マシンおよびデータベースを指定します。
その後、（DBNAMEを指定した）AT句を使用した SQL文が、DB-STRINGで指定されたデー
タベースで実行されます。 

もう 1つの方法として、次の例に示すように、AT句で文字ホスト変数を使用できます。 

* --  Declare necessary host variables
 WORKING-STORAGE SECTION.
     ...
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
 01  USERNAME  PIC X(10).
 01  PASSWORD  PIC X(10).
 01  DB-NAME   PIC X(10).
 01  DB-STRING PIC X(20).
        ...
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
     ...
 PROCEDURE DIVISION.
     MOVE "scott" TO USERNAME.
     MOVE "tiger" TO PASSSWORD.
     MOVE "oracle1" TO DB-NAME.
     MOVE "nyremote" TO DB-STRING.
     ... 
* --  Connect to the non-default database
     EXEC SQL
     CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWORD 
     AT :DB-NAME USING :DB-STRING
     END-EXEC.

DB-NAMEがホスト変数の場合は、DECLARE DATABASE文は必要ありません。DBNAMEが
宣言されていない識別子の場合にのみ、CONNECT... AT DBNAME文を実行する前にDECLARE  
DBNAME DATABASE文を実行する必要があります。

SQL操作操作操作操作  権限を付与されている場合は、非デフォルト接続で任意の SQL DML文を実行で
きます。たとえば、次のように入力します。 
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     EXEC SQL AT DBNAME SELECT ... 
     EXEC SQL AT DBNAME INSERT ... 
     EXEC SQL AT DBNAME UPDATE ... 

次の例では、DB-NAMEはホスト変数です。 

     EXEC SQL AT :DB-NAME DELETE ... 

DB-NAMEがホスト変数の場合は、SQL文で参照するデータベースの表をすべて DECLARE 
TABLE文で定義する必要があります。

カーソルの制御カーソルの制御カーソルの制御カーソルの制御  OPEN、FETCHおよび CLOSEなどのカーソルの制御文は例外で、AT句は
使用しません。カーソルと明示的に識別されたデータベースを対応付ける場合は、次に示す
とおり、DECLARE CURSOR文で AT句を使用してください。 

     EXEC SQL AT :DB-NAME DECLARE emp_cursor CURSOR FOR ... 
     EXEC SQL OPEN EMP-CURSOR ... 
     EXEC SQL FETCH EMP-CURSOR ... 
     EXEC SQL CLOSE EMP-CURSOR END-EXEC.

DB-NAMEがホスト変数の場合、その宣言は、宣言したカーソルを参照するすべての SQL文の
有効範囲内にあることが必要です。 たとえば、あるサブプログラムでカーソルをオープンし、そ
れを別のサブプログラムでフェッチする場合は、DB-NAMEをグローバルに宣言するか、それぞ
れのサブプログラムに渡す必要があります。 

カーソルからのオープン、クローズまたはフェッチには、AT句は使用しません。SQL文は、
DECLARE CURSOR文の AT句で名前を付けられたデータベースか、カーソル宣言で AT句
が使用されていない場合はデフォルトのデータベースにおいて実行されます。 

AT : ホスト変数句を使用して、カーソルに対応付けられた接続を変更できます。しかし、カー
ソルがオープンされているときは対応を変更できません。次の例を考えてみます。 

     EXEC SQL AT :DB-NAME DECLARE EMP-CURSOR CURSOR FOR ... 
     MOVE "oracle1" TO DB-NAME.
     EXEC SQL OPEN EMP-CURSOR END-EXEC. 
     EXEC SQL FETCH EMP-CURSOR INTO ... 
     MOVE "oracle2" TO DB-NAME.
* -- illegal, cursor still open 
     EXEC SQL OPEN EMP-CURSOR END-EXEC.
     EXEC SQL FETCH EMP-CURSOR INTO ... 

2番目の OPEN文を実行するときに EMP-CURSORがまだオープンされているので、これは無
効です。複数の接続に別々のカーソルを持つことはできません。EMP-CURSORは 1つしかない
ので、別の接続を再オープンするには、一度クローズする必要があります。この例のデバッグ
は、カーソルを再度オープンする前に次のようにクローズするのみです。 

* -- close cursor first 
     EXEC SQL CLOSE EMP-CURSOR END-EXEC.
     MOVE "oracle2" TO DB-NAME.
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     EXEC SQL OPEN EMP-CUROR END-EXEC. 
     EXEC SQL FETCH EMP-CURSOR INTO ... 

動的動的動的動的 SQL  動的 SQL文は、文中では AT句が使用されないカーソル制御文に類似していま
す。動的 SQL方法 1では、非デフォルト接続で文を実行する場合は、AT句を使用する必要
があります。次に例を示します。 

     EXEC SQL AT :DB-NAME EXECUTE IMMEDIATE :SQL-STMT END-EXEC.
 
方法 2、3および 4で非デフォルト接続で文を実行する場合は、DECLARE STATEMENT文
でのみ AT句を使用します。PREPARE、DESCRIBE、OPEN、FETCHおよび CLOSEなど、
その他の動的 SQL文は AT句を使用しません。次の例に方法 2を示します。 

     EXEC SQL AT :DB-NAME DECLARE SQL-STMT STATEMENT END-EXEC. 
     EXEC SQL PREPARE SQL-STMT FROM :SQL-STRING END-EXEC. 
     EXEC SQL EXECUTE SQL-STMT END-EXEC. 

次の例は方法 3を示します。 

     EXEC SQL AT :DB-NAME DECLARE SQL-STMT STATEMENT END-EXEC. 
     EXEC SQL PREPARE SQL-STMT FROM :SQL-STRING END-EXEC. 
     EXEC SQL DECLARE EMP-CURSOR CURSOR FOR SQL-STMT END-EXEC. 
     EXEC SQL OPEN EMP-CURSOR ... 
     EXEC SQL FETCH EMP-CURSOR INTO ... 
     EXEC SQL CLOSE EMP-CURSOR END-EXEC. 

リモート・データベースに接続する場合は、AT句を使用する必要はありません。ただし、
複数の接続を同時にオープンする場合は例外です（この場合は、アクティブな接続を識別す
るために AT句が必要になります）。リモート・データベースへのデフォルトの接続を行う
場合は、次の構文を使用します。

     EXEC SQL 
        CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWORD USING :DB-STRING
     END-EXEC.
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自動ログイン自動ログイン自動ログイン自動ログイン
次のようなユーザー IDを使用すると、Oracleに自動的にログインできます。

<prefix><username> 

prefixにはOracle初期化パラメータOS_AUTHENT_PREFIXの値（デフォルト値はOPS$）を指定
し、usernameには使用しているオペレーティング・システムのユーザー名またはタスク名を指
定します。たとえば、prefixがOPS$でユーザー名が TBARNESの場合、OPS$TBARNESが
Oracleの有効なユーザー IDであれば、ユーザーOPS$TBARNESとしてOracleにログインしま
す。 

自動ログイン機能を利用するには、次のように Pro*COBOLにスラッシュ（/）文字を渡す
ことが必要です。 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01 ORACLEID   PIC X.
     ...
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
     MOVE '/' TO ORACLEID.
     EXEC SQL CONNECT :ORACLEID END-EXEC. 

これによって、自動的に OPS$usernameというユーザーとして接続します。たとえば、オペレー
ティング・システムのユーザー名がRHILLで、OPS$RHILLがOracleの有効なユーザー名の場
合、スラッシュ（/)を使用して接続すると、ユーザーOPS$RHILLとして自動的にログインしま
す。 

Pro*COBOLに文字列を渡すこともできます。ただし、その文字列の後続にブランクを入れ
ないでください。たとえば、次の CONNECT文は失敗します。 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
           01 ORACLEID   PIC X(5).
     ...
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
     MOVE '/    ' TO ORACLEID.
     EXEC SQL CONNECT :ORACLEID END-EXEC.
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AUTO_CONNECTプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプション
Pro*COBOLでは、プログラムは CONNECT文を使用せずにデフォルトのデータベースにロ
グインできます。このためには、コマンドラインにプリコンパイラ・オプション AUTO_
CONNECTを指定することが必要です。

OS_AUTHENT_PREFIXのデフォルト値が OPS$、ユーザー名が TBARNESであり、
OPS$TBARNESが Oracleの有効なユーザー IDであるとします。AUTO_CONNECT=YES
の場合、Pro*COBOLが実行 SQL文を検出すると、ユーザー・プログラムは
OPS$TBARNESのユーザー IDで自動的に Oracleにログインします。

AUTO_CONNECT=NO（デフォルト）の場合は、Oracleにログインするには CONNECT
文を使用する必要があります。

実行時のパスワード変更実行時のパスワード変更実行時のパスワード変更実行時のパスワード変更
Pro*COBOLでは、オプションの ALTER AUTHORIZATION句によって、実行時のユー
ザー /パスワードをクライアント・アプリケーションで簡単に変更できます。

ALTER AUTHORIZATION句の構文は、次のとおりです。

     EXEC SQL CONNECT .. ALTER AUTHORIZATION :NEWPSWD END-EXEC.

この句を使用すると、アカウントのパスワードが、NEWPSWDで指定された値に変更され
ます。パスワードを変更すると、USER/NEWPSWDとして接続試行が実行されます。次の結
果が予想されます。

� アプリケーションが問題なく接続されます。

� アプリケーションが接続に失敗します。次のどちらかの原因が考えられます。

� なんらかの理由でパスワードを認識できませんでした。パスワードは元のままで
す。

� アカウントがロックされています。パスワードは変更できません。

ALTER AUTHORIZATIONを使用しない接続を使用しない接続を使用しない接続を使用しない接続
この項では、別の種類の CONNECT文で考えられる結果を説明します。

標準の標準の標準の標準の CONNECT
次の文がアプリケーションから発行されると、

      EXEC SQL CONNECT ...   /* No ALTER AUTHORIZATION clause */

通常の接続が実行され、次の結果が予想されます。

� アプリケーションが問題なく接続されます。
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� アプリケーションは接続されますが、パスワードについての警告が発生します。この警
告は、パスワードは期限切れになっているが、まだログインできる期間であることを示
します。この期間内にパスワードを変更してください。そうしないと、アカウントが
ロックされます。

� アプリケーションが接続に失敗します。次の原因が考えられます。

� パスワードが間違っています。

� アカウントが期限切れになっているか、またはロック状態です。

SYSDBA権限または権限または権限または権限または SYSOPER権限権限権限権限
Oracle8.1より前のリリースでは、SYSOPERまたは SYSDBAシステム権限を持つために次
の句を使用する必要はありませんでしたが、今回のリリースでは使用する必要があります。

SYSDBAまたは SYSOPERのシステム権限でログインするには、CONNECT文で他のすべ
ての句の後に次のオプション文字列を追加します。

IN { SYSDBA | SYSOPER } MODE

たとえば、次のとおりです。

EXEC SQL CONNECT ... IN SYSDBA MODE END-EXEC.

このオプションには次の制限があります。

� AUTO_CONNECT=YESのプリコンパイラ・オプション設定を使用しているときは、こ
のオプションはサポートされません。

� CONNECT文で ALTER AUTHORIZATIONキーワードを使用しているときは、このオ
プションは使用できません。

リンクの使用方法リンクの使用方法リンクの使用方法リンクの使用方法
データベース・リンクは、Oracle8i 分散データベース・オプションを介してサポートされま
す。たとえば、分散問合せでは、単一の SELECT文で 1つ以上の非デフォルト・データベー
ス上のデータにアクセスできます。 

分散問合せ機能ではデータベース・リンクを利用します。ここでは、接続そのものではなく
CONNECT文に名前を割り当てます。実行時には、指定されたデータベース・サーバーに
よって埋込み SELECT文が実行されます。データベース・サーバーは非デフォルトのデータ
ベースに暗黙的に接続し、必要なデータを取得します。 

詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してください。
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用語の定義
用語の定義用語の定義用語の定義用語の定義
トランザクションの説明に入る前に、この項で定義されている用語に慣れる必要がありま
す。

データベースが管理するジョブおよびタスクをセッションと呼びます。ユーザー・セッショ
ンは、アプリケーション・プログラムまたは Oracle Formsなどの Toolsを実行してデータ
ベースに接続すると開始されます。Oracle8iでは、複数のユーザー・セッションを同時に動
作させ、コンピュータ・リソースを共用することができます。このためには、Oracle8iが同
時実行性、つまり多数のユーザーによる同一データへのアクセスを制御する必要がありま
す。同時実行性を適切に制御しないと、データの整合性が損なわれることがあります。つま
り、データまたは構造への変更が誤った順序で行われるおそれがあります。

Oracle8iでは、ロックを使用してデータへの同時アクセスを制御できます。ロックにより、
データの表や行などのデータベース・リソースのユーザーに一時的な所有権が与えられま
す。つまり、このユーザーがデータの変更を終了するまで他のユーザーは同じデータを変更
できません。表のデータおよび構造はデフォルトのロック機構によって保護されるため、リ
ソースを明示的にロックする必要はありません。ただし、デフォルトのロックをオーバーラ
イドするときは、表または行単位でデータ・ロックを要求できます。行の共有および排他な
ど、ロックのモードを選択できます。

複数のユーザーが同一のデータベース・オブジェクトにアクセスしようとすると、デッド
ロックが発生することがあります。たとえば、2人のユーザーが同じ表を更新するときに、
それぞれのユーザーがもう一方のユーザーによって現在ロックされている行を更新しようと
してお互いに待たされることがあります。それぞれのユーザーが相手側のロックしているリ
ソースに対して待ち状態になるため、サーバーがデッドロックを解除するまでは両者とも処
理を続行できません。最少量の作業を完了した関連トランザクションにサーバーからエラー
が送られ、リソース待ちのときに検出されたデッドロックのエラー・コードが SQLCAの
SQLCODEに戻されます。

1つの表に対しユーザーが問い合せ、同時に別のユーザーが更新している場合、データベー
スは問合せ中のためにその表のデータの読取り一貫性ビューを生成します。つまり一度問合
せが開始されて処理がそのまま続行しているときは、問合せによって読み込まれるデータは
変化しません。更新アクティビティが続行している間、データベースは表のデータのスナッ
プショットをとり、変更内容をロールバック・セグメントに記録します。データベースは、
このロールバック・セグメント内の情報に基づいて読取り一貫性のある問合せ結果を生成
し、必要に応じて変更を取り消します。
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トランザクションの開始および終了方法
トランザクションによるデータベースの保護トランザクションによるデータベースの保護トランザクションによるデータベースの保護トランザクションによるデータベースの保護
データベースはトランザクション指向です。つまり、トランザクションを使用してデータの
整合性を保ちます。トランザクションとは、あるタスクを完了するために定義する、論理的
に対応付けられた 1つ以上の SQL文です。データベースはこの一連の SQL文を 1つの単位
として扱うため、これらの文による変更はすべて同時にコミット（確定）またはロールバッ
ク（取消し）されます。アプリケーション・プログラムがトランザクションの途中で異常終
了すると、データベースは自動的に前の状態（トランザクション処理前の状態）にリストア
されます。 

次項では、トランザクションの設計および制御方法について説明します。特に、次の方法に
ついて説明します。 

� トランザクションの開始および終了

� COMMIT文を使用したトランザクションの確定

� ROLLBACK TO文とともに SAVEPOINT文を使用したトランザクションの部分的な取
消し

� ROLLBACK文を使用したトランザクション全体の取消し

� RELEASEオプションを指定したリソースの解放およびデータベースのログアウト

� SET TRANSACTION文を使用した読込み専用トランザクションの設定

� FOR UPDATE句または LOCK TABLE文を使用したデフォルトのロックのオーバーライ
ド

この章で説明する SQL文の詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。

トランザクションの開始および終了方法トランザクションの開始および終了方法トランザクションの開始および終了方法トランザクションの開始および終了方法
プログラム内の最初の実行 SQL文（CONNECT以外）によって、トランザクションを開始
します。1つのトランザクションが終了すると、次の実行 SQL文が自動的に別のトランザク
ションを開始します。つまり、すべての実行文はトランザクションの一部です。宣言 SQL
文はロールバックできません。またこの文はコミットする必要もないため、トランザクショ
ンの一部とはみなされません。 

トランザクションは、次のいずれかの方法で終了します。

� COMMITまたは ROLLBACK文を記述します。RELEASEオプションは、付けても付け
なくてもかまいません。これらの文はデータベースへの変更を明示的に確定または取り
消します。

� 実行の前と後の両方で自動コミットを発行するデータ定義文（ALTER、CREATEまた
は GRANTなど）を記述します。これはデータベースへの変更を暗黙的に確定します。
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COMMIT文の使用
システム障害が発生した場合、ソフトウェア上の問題、ハードウェア上の問題または強制割
込みなどが原因で予期しないセッション停止が発生した場合にも、トランザクションは終了
します。 Oracle8iは、終了したトランザクションをロールバックします。

トランザクションの途中でプログラムに障害が発生すると、Oracle8iは 発生したエラーを検
出し、そのトランザクションをロールバックします。オペレーティング・システムに障害が
発生した場合は、データベースは元の状態（トランザクション処理前の状態）にリストアさ
れます。

COMMIT文の使用文の使用文の使用文の使用
COMMIT文を使用すると、データベースへの変更を確定できます。変更をコミットするま
では、他のユーザーは変更されたデータにアクセスできません。他のユーザーが参照する
と、データはトランザクションが開始される前の状態で表示されます。COMMIT文は、ホ
スト変数の値にもプログラム内の制御の流れにも影響しません。COMMIT文は、次の操作
を行います。

� カレント・トランザクションのデータベースに対する変更をすべて確定します。

� これらの変更を他のユーザーが参照できるようにします。

� すべてのセーブポイントを消去します（次の項「SAVEPOINT文の使用」を参照）。

� 解析ロック以外の行および表のロックをすべて解除します。

� FOR UPDATE句を使用して宣言されているカーソルをクローズするか、CURRENT OF
句を使用してコード内の別の場所で参照されているカーソルをクローズします。
MODE=ANSI | ANSI14 または CLOSE_ON_COMMIT=YES を使用した場合は、明示的
カーソルがすべてクローズされます。

� トランザクションを終了します。

MODE={ANSI13 | ORACLE}のときは、CURRENT OF句で参照されていない明示的なカー
ソルはコミット後もオープン状態となります。これによってパフォーマンスが向上します。
3-22ページの「コミット時のフェッチ」の例を参照してください。

これらの処理は通常の処理の一部分であるため、COMMIT文はプログラムのメイン・パス
にインラインで設定する必要があります。プログラムを終了する前に、保留中の変更を明示
的にコミットしてください。コミットしない場合、保留中の変更はロールバックされます。
次の例では、トランザクションをコミットして切断します。

    EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.

オプションのキーワードWORKには、ANSI互換性があります。RELEASEオプションを指
定すると、プログラムが使用しているリソース（ロックおよびカーソル）がすべて解放さ
れ、データベースからログアウトされます。
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COMMIT文の使用
データ定義文は実行の前と後の両方で自動コミットを発行するため、データ定義文の後に
COMMIT文を記述する必要はありません。したがってデータ定義文が正常終了しても異常
終了しても、その前のトランザクションがコミットされます。

DECLARE CURSOR文での文での文での文での WITH HOLD句の使用句の使用句の使用句の使用
CURSORの後にWITH HOLD句を付けて宣言されているカーソルは、COMMITまたは
ROLLBACK後もオープン状態となります。この句の使用方法は、次の例のとおりです。

     EXEC SQL 
         DECLARE C1 CURSOR WITH HOLD
         FOR SELECT ENAME FROM EMP
         WHERE EMPNO BETWEEN 7600 AND 7700
     END-EXEC.

UPDATEの場合は、カーソルを宣言しないでください。DB2では、デフォルト（コミット
時に全カーソルをクローズする）を変更するためにWITH HOLD句が使用されます。
Pro*COBOLでは、DB2から Oracleへのアプリケーションの移行を簡単に行えるようにする
ために、この句が用意されています。MODE=ANSIと指定されているとき、Oracleでは
DB2のデフォルトが使用されますが、ホスト変数はすべて宣言文で宣言する必要がありま
す。宣言文を省略するには、次の項で説明するプリコンパイラ・オプション CLOSE_ON_
COMMITを使用します。詳細は、F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言
文）」を参照してください。

CLOSE_ON_COMMITプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプション
プリコンパイラ・オプション CLOSE_ON_COMMITを使用すれば、MODE=ANSIのデフォ
ルト動作をオーバーライドできます（コマンドラインにMODE=ANSIを指定した場合、
WITH HOLD句で宣言されていないカーソルはコミット時にクローズされます）。

CLOSE_ON_COMMIT = {YES | NO} 

デフォルトは NOです。このオプションは、コマンドラインまたは構成ファイルで入力する
必要があります。 

注意注意注意注意 :このオプションは、注意して使用してください。カーソルのオープンおよびク
ローズの回数が多いと、OPEN文のたびに再解析が行われるため、アプリケーションの
動作が遅くなることがあります。詳細は、14-14ページの「CLOSE_ON_COMMIT」を
参照してください。 
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ROLLBACK文の使用
ROLLBACK文の使用文の使用文の使用文の使用
ROLLBACK文を使用すると、保留状態のデータベースへの変更を取り消せます。たとえば
表から行を誤って削除したときなどは、ROLLBACK文を使用して元のデータをリストアで
きます。ROLLBACK文は、ホスト変数の値やプログラム内の制御の流れには影響を与えま
せん。ROLLBACK文は、次の操作を行います。

� カレント・トランザクションで実行されたデータベースへの変更を取り消します。

� すべてのセーブポイントを消去します。

� トランザクションを終了します。

� 解析ロック以外の行および表のロックをすべて解除します。

� FOR UPDATE句を使用して宣言されているカーソルをクローズするか、CURRENT OF
句を使用してコード内の別の場所で参照されているカーソルをクローズします。
IMODE={ANSI | ANSI14}が指定されている場合は、すべての明示的カーソルがクロー
ズされます。

MODE={ANSI13 | ORACLE}のときは、CURRENT OF句で参照されていない明示的なカー
ソルはロールバック後もオープン状態となります。

ROLLBACK文は例外処理の一部になっているため、プログラムのメイン・パスではなくエ
ラー処理ルーチン内に指定する必要があります。次の例では、トランザクションをロール
バックして切断します。

    EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.

オプションのキーワードWORKには、ANSI互換性があります。RELEASEオプションを指
定すると、プログラムが使用しているリソースがすべて解放され、データベースからログア
ウトされます。

WHENEVER SQLERROR GOTO文から ROLLBACK文が記述されているエラー処理ルーチ
ンに分岐したときに、ロールバックでエラーが発生すると、プログラムが無限にループする
可能性があります。このような事態を避けるには、ROLLBACK文の前にWHENEVER 
SQLERROR CONTINUEを記述します。

次に例を示します。

     EXEC SQL
         WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR
     END-EXEC.
     ...
     DISPLAY 'Employee number? '.
     ACCEPT EMP-NUMBER.
     DISPLAY 'Employee name? '.
     ACCEPT EMP-NAME.
     EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME)
        VALUES (:EMP-NUMBER, :EMP-NAME)
     END-EXEC.
3-16 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



SAVEPOINT文の使用
     ...
 SQL-ERROR.
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
     DISPLAY 'PROCESSING ERROR.'.
     DISPLAY 'ERROR CODE : ', SQLCODE.
     DISPLAY 'MESSAGE :', SQLERRMC.
     EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
     STOP RUN.

プログラムが異常終了すると、Oracle8iはトランザクションをロールバックします。

文レベルのロールバック文レベルのロールバック文レベルのロールバック文レベルのロールバック
Oracle8iは、SQL文を実行する前に、暗黙的なセーブポイント（ユーザーは操作できませ
ん）を設定します。SQL文でエラーが発生すると、Oracle8iは自動的にその文をロールバッ
クし、該当するエラー・コードを SQLCA内の SQLCODEに戻します。たとえば、INSERT
文が一意の索引内に同じ値を挿入しようとしたためエラーが発生すると、この文はロール
バックの対象になります。

ロールバックが行われると、エラーとなった SQL文から後の作業のみ取り消されます。カ
レント・トランザクションでその SQL文より前に行われた作業は保存されます。データ定
義文がエラーとなった場合でも、それ以前の自動コミットは取り消されません。

注意注意注意注意 : Oracle8iは、SQL文を解析してから実行します。つまり実行前に、SQL文に正
しい構文ルールが使用され有効なデータベース・オブジェクトを参照しているかを確認
します。SQL文の実行中にエラーが検出されるとロールバックが発生しますが、SQL
文の解析中にエラーが検出されても文はロールバックされません。

Oracle8iは、デッドロックを解除するために単一の SQL文をロールバックすることもあり
ます。デッドロックの原因となっているトランザクションの 1つにエラーを通知して、その
トランザクションの現行の文をロールバックします。

SAVEPOINT文の使用文の使用文の使用文の使用
SAVEPOINT埋込み SQL文を使用すると、トランザクションの処理の現時点にマークを設
定し名前を指定できます。マークを設定したそれぞれの点をセーブポイントと呼びます。た
とえば、次の文により start_deleteというセーブポイントを設定します。

    EXEC SQL SAVEPOINT start_delete END-EXEC.

セーブポイントによって長いトランザクションを分割できるため、より複雑なプロシージャ
を制御できるようになります。たとえば、単一のトランザクションが複数のファンクション
を実行しているときに、それぞれのファンクションの前にセーブポイントを設定できます。
この結果、あるファンクションでエラーが発生しても、簡単にデータを元の状態にリストア
し、リカバリして、そのファンクションを再実行できます。
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SAVEPOINT文の使用
トランザクションの一部を取り消すには、ROLLBACK文とその TO SAVEPOINT句によっ
てセーブポイントを指定します。TO SAVEPOINT句を使用すると、カレント・トランザク
ションの途中の文までロールバックできます。したがって、変更をすべて取り消す必要はあ
りません。ROLLBACK TO SAVEPOINT文は、次の操作を行います。

� 指定したセーブポイント以降のデータベースへの変更を取り消します。

� 指定したセーブポイント以降のセーブポイントをすべて消去します。

� 指定したセーブポイントが位置設定された以降に取得された行および表のロックをすべ
て解除します。

次の例は、MAIL_LIST表にアクセスして、新しいリストの挿入、古いリストの更新、（少数
の）使用されていないリストの削除を行います。削除後、SQLCAの SQLERRD(3)をチェッ
クして、削除された行数を調べます。削除された行数が必要以上に大きいときは、セーブポ
イントの start_deleteまでロールバックしてこの削除を取り消します。

* -- For each new customer
     DISPLAY 'New customer number? '.
     ACCEPT CUST-NUMBER.
     IF CUST-NUMBER = 0
          GO TO REV-STATUS
     END-IF.
     DISPLAY 'New customer name? '.
          ACCEPT  CUST-NAME.
     EXEC SQL INSERT INTO MAIL-LIST (CUSTNO, CNAME, STAT)
         VALUES (:CUST-NUMBER, :CUST-NAME, 'ACTIVE').
     END-EXEC.
     ...
* -- For each revised status
 REV-STATUS.
     DISPLAY 'Customer number to revise status? '.
     ACCEPT CUST-NUMBER.
     IF CUST-NUMBER = 0
         GO TO SAVE-POINT
     END-IF.
     DISPLAY 'New status? '.
     ACCEPT NEW-STATUS.
     EXEC SQL UPDATE MAIL-LIST
        SET STAT = :NEW-STATUS WHERE CUSTNO = :CUST-NUMBER
     END-EXEC.
     ...
* -- mark savepoint
 SAVE-POINT.
     EXEC SQL SAVEPOINT START-DELETE END-EXEC.
     EXEC SQL DELETE FROM MAIL-LIST WHERE STAT = 'INACTIVE'
     END-EXEC.
     IF SQLERRD(3) < 25 
* -- check number of rows deleted
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RELEASEオプションの使用方法
         DISPLAY 'Number of rows deleted is ', SQLERRD(3)
     ELSE
         DISPLAY 'Undoing deletion of ', SQLERRD(3), ' rows'
         EXEC SQL
             WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR
         END-EXEC
         EXEC SQL
             ROLLBACK TO SAVEPOINT START-DELETE
         END-EXEC
     END-IF.
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
     EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.
     STOP RUN.
* -- exit program.
     ...
 SQL-ERROR.
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
     EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
     DISPLAY 'Processing error'.
* -- exit program with an error.
     STOP RUN.

ROLLBACK TO SAVEPOINT文では、RELEASEオプションを指定できないことに注意して
ください。

あるセーブポイントまでロールバックすると、そのセーブポイント以降のすべてのセーブポ
イントが消去されます。ただし、ロールバックしたセーブポイントはそのまま残ります。た
とえば、5つのセーブポイントを設定しているときに 3番目のセーブポイントまでロール
バックすると、4番目と 5番目のセーブポイントのみ消去されます。COMMIT文または
ROLLBACK文を実行すると、すべてのセーブポイントが消去されます。

RELEASEオプションの使用方法オプションの使用方法オプションの使用方法オプションの使用方法
プログラムが異常終了すると、Oracle8iは自動的に変更をロールバックします。異常終了
は、プログラムが作業を明示的にコミットもロールバックもしないまま、RELEASE埋込み
SQL文を使用して接続を切断した場合に発生します。 

これに対し、プログラムが所定作業を実行し、オープンしているカーソルをクローズし、明
示的に作業をコミットまたはロールバックし、接続を切断して、制御をユーザーに戻した場
合には、プログラムは正常に終了します。実行される最後の SQL文が次のいずれかのとき
にプログラムは正常終了します。

     EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC. 

または

     EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
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SET TRANSACTION文の使用
 
この場合、トークンWORKはオプションです。最後の SQL文が上のどちらでもない場合
は、そのユーザー・セッションが使用しているロックおよびカーソルはプログラムの終了後
も解放されず、ユーザー・セッションがアクティブでなくなったことを Oracle8iが認識する
まで保持されます。この結果、マルチユーザー環境では、他のユーザーはロックされたリ
ソースへのアクセスを必要以上に長く待たされることがあります。 

SET TRANSACTION文の使用文の使用文の使用文の使用
SET TRANSACTION文を使用すると、読込み専用または読込み / 書込み両用のトランザク
ションを開始したり、カレント・トランザクションを特定のロールバック・セグメントに割
り当てたりできます。読込み専用トランザクションは、COMMIT文または ROLLBACK文、
データ定義文によって終了します。 

読込み専用トランザクションで "リピータブル・リード "ができます。これは別のユーザー
が 1つ以上の表を更新している間に、同じ表について複数の問合せを実行するときに適して
います。読込み専用トランザクションでは、すべての問合せがデータベースの同じスナップ
ショットを参照するため、複数の表、複数の問合せの読取り一貫性ビューが生成されます。
その他のユーザーは、通常どおりデータの問合せまたは更新を続行できます。SET 
TRANSACTION文の例を次に示します。   

     EXEC SQL SET TRANSACTION READ ONLY END-EXEC.
 
SET TRANSACTION文は、読込み専用トランザクション内の最初の SQL文であることが必
要です。また、1つのトランザクション内では一度しか使用できません。READ ONLYパラ
メータは必須です。READ ONLYパラメータを使用しても、他のトランザクションに影響は
ありません。読込み専用トランザクションでは、SELECT（FOR UPDATEの場合を除く）、
LOCK TABLE、SET ROLE、ALTER SESSION、ALTER SYSTEM、COMMITおよび
ROLLBACK文のみ使用できます。 

次に示すのは、ある商店の経営者が、読込み専用トランザクションを使用してその日の販売
活動および過去 1週間の販売活動、過去 1か月間の販売活動をチェックして、要約レポート
を作成する例です。このレポートは、このトランザクションの実行中にデータベースを更新
する他のユーザーによる影響を受けません。 

     EXEC SQL SET TRANSACTION READ ONLY END-EXEC. 
     EXEC SQL SELECT SUM(SALEAMT) INTO :DAILY FROM SALES 
         WHERE SALEDATE = SYSDATE END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT SUM(SALEAMT) INTO :WEEKLY FROM SALES
         WHERE SALEDATE > SYSDATE - 7 END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT SUM(SALEAMT) INTO :MONTHLY FROM SALES 
         WHERE SALEDATE > SYSDATE - 30 END-EXEC. 
     EXEC SQL COMMIT WORK END-EXEC. 
* --  simply ends the transaction since there are no changes 
* --  to make permanent 
* --  format and print report 
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デフォルトのロックのオーバーライド
デフォルトのロックのオーバーライドデフォルトのロックのオーバーライドデフォルトのロックのオーバーライドデフォルトのロックのオーバーライド
デフォルトでは、Oracle8iによって多数のデータ構造が暗黙的に（自動的に）ロックされま
す。ただし、デフォルトのロックをオーバーライドして、別のロックを有効にする場合は、
行や表を特定して、そこにデータ・ロックを要求できます。明示的なロックを行うと、トラ
ンザクション実行中に表へのアクセスを共有したり拒絶したりでき、また、複数の表および
複数の問合せの読取り一貫性を確保できます。

SELECT FOR UPDATE OF文を使用すると、表の特定の行を明示的にロックして、更新また
は削除が実行されるまでその行が変更されないようにできます。ただし、Oracle8iでは、更
新時または 削除時には自動的に行レベルのロックが行われます。したがって、UPDATEま
たは DELETEの前に行をロックするときにのみ FOR UPDATE OF句を使用してください。

LOCK TABLE文を使用すると、表全体を明示的にロックできます。 

FOR UPDATE OF句の使用句の使用句の使用句の使用
カーソルを DECLAREするときは、カーソルで定義されるすべての行に排他ロックを取得す
る効果のある FOR UPDATE句を任意で指定できます。これは、たとえば更新をある表内の
既存の行に対して行う場合に、更新中に他のユーザーによって行が変更されるのを防止する
のに便利です。

CURRENT OF句でカーソルを参照した場合、プリコンパイラは自動的に FOR UPDATE句
をカーソルに追加するので、OF句は省略可能です。たとえば、次のような文があるとしま
す。

     EXEC SQL DECLARE EMP-CURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, JOB, SAL FROM EMP WHERE DEPTNO = 20 
            FOR UPDATE OF SAL
     END-EXEC.
 
OFを削除すると、コードが単純になります。

    EXEC SQL DECLARE EMP-CURSOR CURSOR FOR 
        SELECT ENAME, JOB, SAL FROM EMP WHERE DEPTNO = 20 
           FOR UPDATE
    END-EXEC.

5-15ページの「CURRENT OF句の使用方法」の例を参照してください。
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コミット時のフェッチ
制限制限制限制限
複数の表には FOR UPDATEは使用できませんが、ロックを設定する表の 1列を識別するに
は FOR UPDATE OFを使用する必要があります。FOR UPDATE文で取得された行ロック
は、COMMITで解除されます。COMMITでカーソルがクローズするのはこのためです。コ
ミットした後で FOR UPDATEカーソルからフェッチすると、Oracle8iはエラーを発行しま
す。

コミット時のフェッチコミット時のフェッチコミット時のフェッチコミット時のフェッチ
コミットとフェッチを併用する場合は、CURRENT OF句を使用しないでください。かわり
に各行の ROWIDを選択し、更新または削除するときにその値を使用してカレント行を識別
してください。次の例を考えてみます。

     EXEC SQL DECLARE EMP-CURSOR CURSOR FOR
         SELECT ENAME, SAL, ROWID FROM EMP WHERE JOB = 'CLERK'
     END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL OPEN EMP-CURSOR END-EXEC.
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO ...
     PERFORM
     EXEC SQL
         FETCH EMP-CURSOR INTO :EMP_NAME, :SALARY, :ROW-ID
     END-EXEC
     ... 
         EXEC SQL UPDATE EMP SET SAL = :NEW-SALARY
             WHERE ROWID = :ROW-ID
         END-EXEC
         EXEC SQL COMMIT END-EXEC
     END-PERFORM.

ただし、フェッチされた行はロックされないので注意してください。つまり、ある行を読み
込んでも、その行を更新または削除する前に別のユーザーがその行を変更してしまうと、結
果に矛盾が生じる可能性があります。
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分散トランザクションの処理
LOCK TABLE文の使用方法文の使用方法文の使用方法文の使用方法
LOCK TABLE文を使用すると、指定したロック・モードで 1つまたは複数の表をロックで
きます。たとえば、次の文は行共有モードで EMP表をロックします。行共有ロックによっ
て、表への同時アクセスが可能となります。つまり、他のユーザーがその表全体をロックし
て排他使用することはできません。

     EXEC SQL
         LOCK TABLE EMP IN ROW SHARE MODE NOWAIT
     END-EXEC.

ロック・モードによって、その表に設定できる他のロックが決定されます。たとえば、同時
に多数のユーザーが 1つの表に対して行共有ロックを取得できる一方で、排他ロックを取得
できるのは一度に 1ユーザーのみです。あるユーザーが表を排他ロックしている間は、他の
ユーザーはその表内の行の挿入、更新または削除を行えません。ロック・モードの詳細は、
『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』を参照してください。

表が別のユーザーによってロックされている場合に、オプションのキーワード NOWAITを
指定すると、Oracle8iではその表の解放を待たずに作業を行うことができます。制御はすぐ
にプログラムに戻されます。このため、プログラムではロックの取得を再度試みる前に別の
作業を行うことができます（表ロックが成功したかどうかは、SQLCAの SQLCODEを調べ
ればわかります）。NOWAITを指定しないと、Oracle8iはその表が使用可能になるまで待ち
ます。待機時間に制限はありません。

表ロックによって、他のユーザーからの表の問合せが禁止されることはありません。このた
め、問合せで表ロックが取得されることはありません。したがって、問合せは他の問合せま
たは更新の妨げにはなりません。また、更新が問合せの妨げになることもありません。2つ
の異なるトランザクションが同じ行を更新しようとしたときにのみ、一方のトランザクショ
ンは他方のトランザクションが終了するまで待ち状態になります。トランザクションがコ
ミットまたはロールバックを発行すると、表ロックは解除されます。

分散トランザクションの処理分散トランザクションの処理分散トランザクションの処理分散トランザクションの処理
分散データベースとは、異なるノード上の複数の物理データベースで構成される単一の論理
データベースです。分散文とは、データベース・リンクによってリモート・ノードにアクセ
スする任意の SQL文です。分散トランザクションには、分散データベースの複数のノード
でデータを更新するための分散文が、少なくとも 1つ設定されています。その更新が 1つの
ノードのみに影響するときは、そのトランザクションは分散型ではありません。

コミットを実行すると、分散トランザクションの対象となっている各データベースに対する
変更が確定されます。ロールバックを実行すると、変更はすべて取り消されます。ただし、
コミットまたはロールバック中にネットワークまたはマシンで障害が発生すると、分散トラ
ンザクションの状態が不明またはインダウトになることがあります。そのときに FORCE 
TRANSACTIONシステム権限があれば、FORCE句によってローカル・データベースでトラ
ンザクションを手動でコミットまたはロールバックできます。このトランザクションは、ト
ランザクション IDを引用符付きリテラルで囲んで指定する必要があります。トランザク
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トランザクション処理のガイドライン
ション IDは、データ・ディクショナリ・ビュー DBA_2PC_PENDINGにあります。次に、
いくつかの例を示します。

     EXEC SQL COMMIT FORCE '22.31.83' END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL ROLLBACK FORCE '25.33.86'END-EXEC.

FORCEは指定されたトランザクションのみコミットまたはロールバックするため、カレン
ト・トランザクションには影響しません。インダウトのトランザクションは、手動ではセー
ブポイントにロールバックできないことに注意してください。

COMMIT文中の COMMENT句を使用すると、分散トランザクションと対応付けるための
コメントを指定できます。トランザクションがインダウトの場合、サーバーはデータ・ディ
クショナリ・ビュー DBA_2PC_PENDINGの COMMENTで指定されたテキストをトランザ
クション IDとともに格納します。テキストは、引用符の付いた 50文字以下のリテラルであ
ることが必要です。次に、例を示します。

     EXEC SQL
         COMMIT COMMENT 'In-doubt trans; notify Order Entry'
     END-EXEC.

分散トランザクションの詳細は、『Oracle8i 概要』を参照してください。

トランザクション処理のガイドライントランザクション処理のガイドライントランザクション処理のガイドライントランザクション処理のガイドライン
次のガイドラインに従うと、いくつかの問題を回避できます。

アプリケーションの設計アプリケーションの設計アプリケーションの設計アプリケーションの設計
アプリケーションを設計するときは、論理的に関連する処理を 1つのトランザクション内に
グループ化してください。正しく設計されたトランザクションには、与えられた作業を完了
するために必要なステップが、すべて過不足なく盛り込まれています。

表を参照するデータは一貫している必要があります。したがって、トランザクション内の
SQL文は一貫した方法に従ってデータを変更する必要があります。たとえば 2種類の銀行預
金口座間の資金の送金取引の場合は、一方の口座に対する借方記帳と他方の口座に対する貸
方記帳の処理がトランザクションに含まれている必要があります。どちらの処理も、正常終
了または失敗が同時であることが必要です。一方の口座への新規預金など、この取引とは無
関係な更新取引をトランザクションに取り込まないでください。
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トランザクション処理のガイドライン
ロックの取得ロックの取得ロックの取得ロックの取得
アプリケーション・プログラム内に SQLのロック文がある場合、ロックを要求するユー
ザーはそのロックを獲得する権限が必要です。データベース管理者（DBA）は、どの表でも
ロックできます。DBA以外のユーザーは、自分が所有する表または権限を持つ表（ALTER、
SELECT、INSERT、UPDATEおよび DELETEなど）のみロックできます。

PL/SQLの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
トランザクションに PL/SQLブロックが記述されている場合、PL/SQLブロック内で指定さ
れたコミットおよびロールバックはトランザクション全体を対象に行われます。次の例で
は、ROLLBACKは UPDATEおよび INSERTによる変更を取り消します。

     EXEC SQL INSERT INTO EMP ...
     EXEC SQL EXECUTE
     BEGIN        UPDATE emp 
     ...
         ...
     EXCEPTION
         WHEN DUP_VAL_ON_INDEX THEN
             ROLLBACK;
     END;
     END-EXEC.
     ...

X/Openアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
X/Openアプリケーションでの XAインタフェースの使用方法の詳細は、『Oracle8i アプリ
ケーション開発者ガイド 基礎編』を参照してください。
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トランザクション処理のガイドライン
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データ型とホスト
4

データ型とホスト変数データ型とホスト変数データ型とホスト変数データ型とホスト変数

この章では、Pro*COBOLプログラムを作成する際に必要となる基本的な情報を提供します。
この章の構成は、次のとおりです。 

� Oracle8iのデータ型

� ホスト変数

� 標識変数

� VARCHAR変数

� 文字データの処理

� 汎用 ROWID

� 各国語サポート

� マルチバイト NLSキャラクタ・セット

� データ型の変換

� DATE文字列書式の明示的な制御

� データ型の同値化

� サンプル・プログラム 4: データ型の同値化
変数 4-1



Oracle8iのデータ型
Oracle8iのデータ型のデータ型のデータ型のデータ型
Oracle8iは、内部データ型と外部データ型の 2種類のデータ型を認識します。内部データ型
は、Oracle8iがデータをデータベース列にどのように格納するかを指定します。 

Oracle内部（組込み）データ型の詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してくださ
い。

Oracle8iは、データベース疑似列を表す場合にも内部データ型を使用します。外部データ型
は、データがホスト変数にどのように格納されるかを指定します。

内部データ型内部データ型内部データ型内部データ型
表 4-1は、各 Oracle組込みデータ型の説明をまとめたものです。

 

表表表表 4-1  Oracle組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要 

データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明 列の長さとデフォルト列の長さとデフォルト列の長さとデフォルト列の長さとデフォルト

CHAR 固定長文字データ（指定
サイズのバイト長）

表内のすべての行で一定（後続の空白を含む）。
各行の最大サイズは 2000バイトで、デフォルト
のサイズは各行 1バイト。サイズを設定する前
に、キャラクタ・セット（1バイトまたはマルチ
バイト）を決定してください。

VARCHAR2 可変長文字データ 行ごとに可変、1行につき最大 4000バイト。サ
イズを設定する前に、キャラクタ・セット（1バ
イトまたはマルチバイト）を決定してください。
最大サイズを指定する必要があります。

NCHAR 固定長文字データ（指定
文字数もしくはバイト
長。 各国語キャラクタ・
セットによる） 

表内の行ごとに固定（後続の空白を含む）。列サ
イズは、固定幅各国語キャラクタ・セットの場
合は文字数、可変幅各国語キャラクタ・セット
の場合はバイト数。最大サイズは、1文字の格納
に必要なバイト数によって決まります。上限は、
1行当たり 2000バイトです。デフォルトは、
キャラクタ・セットに応じて 1文字または 1バ
イトです。 

NVARCHAR2 可変長文字データ（指定
文字数もしくはバイト
長。 各国語キャラクタ・
セットによる。最大サイ
ズを指定）

行ごとに可変。列サイズは、固定幅各国語キャ
ラクタ・セットの場合は文字数、可変幅各国語
キャラクタ・セットの場合はバイト数。最大サ
イズは、1文字の格納に必要なバイト数によって
決まります。上限は、1行当たり 4000バイトで
す。デフォルトは、キャラクタ・セットに応じ
て 1文字または 1バイトです。 

CLOB シングル・バイト文字
データ

最大 2^32 - 1バイトまたは 4GB。
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Oracle8iのデータ型
外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型
外部データ型には内部データ型がすべて含まれ、サポートされる他のホスト言語で使用する
いくつかのデータ型も含まれています。データ型の同値化ではデータ型名を使用し、動的
SQLの方法 4ではデータ型コードを使用します。

NCLOB シングル・バイトまたは
固定長マルチバイト各国
語キャラクタ・セット
（NCHAR）データ 

最大 2^32 - 1バイトまたは 4GB。 

LONG 可変長文字データ 表内の行ごとに可変、最大で 1行当たり
2^31 - 1バイトまたは 2GB。これによって、下位
互換性が持たれます。 

NUMBER(p、s) 可変長数字データ。最大
精度 p またはスケール s
（あるいはその両方）は
38。

行ごとに可変。1列に必要な最大領域は 1行当た
り 21バイト。 

DATE 日付および時刻の固定長
データ。（紀元前
（B.C.E）4712年 1月 1
日から、西暦 4712年 12
月 31日まで）

表内の行ごとに 7バイトで固定。デフォルト書
式は、NLS_DATE_FORMAT パラメータで指定さ
れる文字列（DD-MON-RRなど）。 

BLOB 非構造型バイナリ・デー
タ

最大 2^32 - 1バイトまたは 4GB。

BFILE 外部ファイルに格納され
たバイナリ・データ

最大 2^32 - 1バイトまたは 4GB。

RAW 可変長ロー・バイナリ・
データ

表の行ごとに可変、1行につき最大 2000バイト。
最大サイズを指定する必要があります。これに
よって、下位互換性が持たれます。 

LONG RAW 可変長ロー・バイナリ・
データ

表内の行ごとに可変、最大で 1行当たり
2^31 - 1バイトまたは 2GB。これによって、下位
互換性が持たれます。 

ROWID 行アドレスを表すバイナ
リ・データ

表の行ごとに 10バイト（拡張 ROWID ）または 6
バイト（制限付き ROWID）で固定。 

表表表表 4-1  Oracle組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要 （続き）（続き）（続き）（続き）
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Oracle8iのデータ型
表表表表 4-2   外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型

名前名前名前名前 コードコードコードコード 説明説明説明説明

CHAR 1

96

<= 65535バイト、可変長文字列（1）

<= 65535バイト、固定長文字列（1）

CHARF 96 <= 65535バイト、固定長文字列

CHARZ 97 <= 65535バイト、固定長、NULL終了文字列（2）

DATE 12 7バイト、固定長日付 /時刻値

DECIMAL 7 COBOLパック 10進数

DISPLAY 91 先行符号付き COBOL数値文字列

DISPLAY TRAILING 152 COBOL後続符号付き数値

FLOAT 4 4バイトまたは 8バイトの浮動小数点数

INTEGER 3 2バイトまたは 4バイトの符号付き整数

LONG 8 <= 2147483647バイト、固定長文字列

LONG RAW 24 <= 2147483647バイト、固定長バイナリ・データ

LONG VARCHAR 94 <= 2147483643バイト、可変長文字列

LONG VARRAW 95 <= 2147483643バイト、可変長バイナリ・データ

NUMBER 2 整数または浮動小数点数

OVERPUNCH 
LEADING

172 埋込み先行符号付き COBOL数値文字列

OVERPUNCH 
TRAILING

154 埋込み後続符号付き COBOL数値文字列（PIC S9(n)V9(m) 
DISPLAY形式での宣言と同じ）

RAW 23 <= 65535バイト、固定長バイナリ・データ（2）

ROWID 11 固定長バイナリ値（システム固有）

STRING 5 <= 65535バイト、NULL終了文字列（2）

UNSIGNED 68 2バイトまたは 4バイトの符号なし整数

UNSIGNED DISPLAY 153 COBOL符号なし数値

VARCHAR 9 <= 65533バイト、可変長文字列
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注意注意注意注意 :  

1.  CHARのデータ型コードは、PICX=VARCHAR2のときには 1、PICX=CHARFのとき
には 96になります。

2.  一部のプラットフォームでは、最大サイズが 32767（32K）です。

CHAR
CHARの動作は、オプション PICXの設定によって異なります。詳細は、14-33ページの
「PICX」を参照してください。

CHARF
デフォルトでは、CHARFデータ型はすべての非可変長文字ホスト変数を表します。CHARF
データ型は、固定長文字列の格納に使用します。ほとんどのプラットフォームでは、
CHARF値の最大長は 65535（64K）バイトです。詳細は、14-33ページの「PICX」を参照し
てください。

入力時入力時入力時入力時 : Oracle8iは、入力ホスト変数に指定したバイト数を読み込み、後続する空白を切り
捨てずにターゲット・データベース列に入力値を格納します。

入力値がデータベース列の定義より長い場合は、エラーが発生します。入力値がすべて空白
の場合は、空白文字列が格納されます。 

出力時出力時出力時出力時 : Oracle8iは、出力ホスト変数について指定されたバイト数を戻し、必要に応じて空
白を埋め込み、出力値をターゲット・ホスト変数に割り当てます。NULLが戻された場合
は、変数の元の値が上書きされます。

出力値がホスト変数の宣言長より長い場合、Oracle8iはホスト変数に割り当てる前に出力値
を切り捨てます。標識変数が使用可能な場合、標識変数は出力値の元の長さに設定されま
す。 

CHARZ
CHARZデータ型は、固定長の NULL終了文字列を表します。ほとんどのプラットフォーム
では、CHARZ値の最大長は 65535バイトです。通常 Pro*COBOLでは、この外部型は必要
ありません。

VARCHAR2 1 <= 65535バイト、可変長文字列（2）

VARNUM 6 可変長 2進数

VARRAW 15 <= 65533バイト、可変長バイナリ・データ

表表表表 4-2   外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型

名前名前名前名前 コードコードコードコード 説明説明説明説明
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DATE
DATEデータ型は、日付と時刻を 7バイトの固定長フィールドで表します。表 4-3に示すよ
うに、世紀、年、月、日、時（24時間制）、分、秒は、左から右にこの順序で格納されます。   

世紀および年のバイトは、100を加えた表記です。時刻、分、秒のバイトは 1を加えた表記
です。紀元前（B.C.E）の日付は、100より小さくなります。起点である紀元前 4712年 1月
1日の世紀を示すバイトは 53、年のバイトは 88、時刻のバイト範囲は 1～ 24、分および秒
のバイト範囲は 1～ 60になります。時刻のデフォルトは午前 0時（1、1、1）です。 

DECIMAL
DECIMALデータ型は、計算用のパック 10進数を表します。COBOLでは、ホスト変数は暗
黙的な小数点を持つ符号付き COMP-3フィールドであることが必要です。データ変換中に
有効な数字がなくなると、値は宣言された長さに切り捨てられます。

DISPLAY
DISPLAYデータ型は数値文字データを表します。DISPLAYデータ型は、COBOLの
"DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE"の数値を参照します。PIC S9(n)の場合には (n)+1
バイトの記憶域を、PIC S9(n)V9(d)の場合には (n)+(d)+1バイトの記憶域が必要です。 

FLOAT
FLOATデータ型は、小数部分を持つ数値または INTEGERデータ型の容量を超える数値を
表します。FLOATは、COBOLデータ型 COMP-1（4バイトの浮動小数点）および COPM-2
（8バイトの浮動小数点）に関連しています。 

Oracle8iでは、数値の内部形式が 10進数であるため、浮動小数点の場合よりも大きい精度
で数を表すことができます。 

注意注意注意注意 : SQL文で FLOAT値を比較する場合、FLOATデータ型では数値がバイナリ（10
進数ではない）で格納されるので SQLファンクション ROUNDを使用します。小数部
分は正確に変換されません。

表表表表 4-3   日付書式日付書式日付書式日付書式

バイトバイトバイトバイト 1 2 3 4 5 6 7

意味意味意味意味 世紀 年 月 日 時 分 秒

例例例例

1994年年年年 10月月月月 17日日日日
午後午後午後午後 2時時時時 24分分分分 13秒秒秒秒

119 194 10 17 14 24 13
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INTEGER
INTEGERデータ型は、小数部分のない数値を表します。整数は、2バイトまたは 4バイト
の符号付きの 2進数です。ワード内のバイトの並びはプラットフォームによって異なりま
す。入力および出力ホスト変数に長さを指定する必要があります。出力時に、列に小数部が
あると、小数点以降の桁が切り捨てられます。 

LONG
LONGデータ型は、固定長の文字列を表します。LONGデータ型は VARCHAR2データ型
と似ていますが、LONG値の最大長は 2147483647バイト（2GB）である点で異なります。

LONG RAW
LONG RAWデータ型は、固定長バイナリ・データまたは固定長バイト文字列を表します。
LONG RAW値の最大長は、2147483647バイト（2GB）です。

LONG RAWデータは LONGデータと似ていますが、Oracle8iでは LONG RAWデータの
意味は解釈されず、LONG RAWデータをあるシステムから別のシステムへ送信してもキャ
ラクタ・セットは変換されません。

LONG VARCHAR
LONG VARCHARデータ型は、可変長の文字列を表します。LONG VARCHAR変数では、
4バイトの lengthフィールドに文字列フィールドが続きます。文字列フィールドの最大長は
2147483643バイトです。EXEC SQL VAR文では、4バイトの lengthフィールドは含めない
でください。

LONG VARRAW
LONG VARRAWデータ型は、バイナリ・データまたはバイト文字列を表します。LONG 
VARRAW変数では、4バイトの lengthフィールドにデータ・フィールドが続きます。デー
タ・フィールドの最大長は 2147483643バイトです。EXEC SQL VAR文では、4バイトの
lengthフィールドは含めないでください。

NUMBER
NUMBERデータ型は、COBOLデータ型では表せない Oracle NUMBERの内部書式を表し
ます。

OVER-PUNCH
これは、COBOL言語用のデフォルトの符号付き数値です。各桁は 10を基数とした ASCII
形式または EBCDIC形式で格納され、1つの桁がコンピュータ記憶域の 1バイトを占めま
す。符号は、使用されるバイトの 1つの上位ニブルに格納されます。このデータ型が
OVER-PUNCHと呼ばれるのは、符号が最初または最後のバイトのどちらかに格納された数
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字に埋め込まれるからです。デフォルトの符号位置は、後続バイトです。OVER-PUNCHの
指定には、PIC S9(n)V9(m) TRAILINGまたは PIC S9(n)V9(m) LEADINGを使用します。

RAW
RAWデータ型は、固定長バイナリ・データまたは固定長バイト文字列を表します。ほとん
どのプラットフォームでは、RAW値の最大長は 65535バイトです。 

RAWデータは CHARデータと似ていますが、Oracle8iでは RAWデータの意味は解釈され
ず、RAWデータをあるシステムから別のシステムへ送信してもキャラクタ・セットの変換
は行われません。 

ROWID
このデータ型は、COBOLのデータベース行識別子を表します。論理的な ROWIDと物理的
な ROWIDの両方（および Oracle表以外の ROWID）をサポートするために、汎用 ROWID
（UROWID）が定義されています。このデータ型には SQL-ROWID擬似型を使用します
（4-30ページの「汎用 ROWID」を参照してください）。 

VARCHAR2ホスト変数を使用すると、ROWIDを読込み可能な形式で格納できます。
ROWIDを選択またはフェッチして VARCHAR2ホスト変数に入れると、Oracle8iはそのバ
イナリ値を 18バイトの文字列に変換し、次の書式で戻します。

BBBBBBBB.RRRR.FFFF 

ここで、BBBBBBBBはデータベース・ファイルのブロック、RRRRはブロック内の行（最初
の行は 0）、FFFFはデータベース・ファイルを示します。これらの値は 16進数です。たとえ
ば、次の ROWIDを考えます。

0000000E.000A.0007 

これは、7番目のデータベース・ファイルの 15番目のブロックの 11行目を示します。 

通常、ROWIDをフェッチして VARCHAR2ホスト変数に入れてから、UPDATE文または
DELETE文のWHERE句に含まれる ROWID疑似列と比較します。そのようにして、カー
ソルによってフェッチされた最終行を識別できます。7-19ページの「CURRENT OF句の疑
似実行」の例を参照してください。

注意注意注意注意 : 完全な移植性が必要な場合、またアプリケーションで Transparent Gatewayを介
して Oracle以外のデータベースと通信する場合は、VARCHAR2ホスト変数の宣言時に
最大長の 256（18ではない）バイトを指定します。また、アプリケーションが Oracle 
Open Gatewayを介して Oracle以外のデータ・ソースと通信する場合も、最大長として
256バイトを指定します。ホスト変数の内容は何も類推できませんが、SQL文では正常
に動作します。
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STRING
STRINGデータ型は VARCHAR2データ型と似ていますが、STRING値は常に
LOW-VALUE文字で終了する点が異なります。通常、このデータ型は Pro*COBOLでは使
用されません。 

UNSIGNED
UNSIGNEDデータ型は符号なし整数を表します。通常、このデータ型は Pro*COBOLでは
使用されません。 

VARCHAR
VARCHARデータ型は、可変長の文字列を表します。VARCHAR変数には、2バイトの
lengthフィールドと、その後に続く 65533バイトの文字列フィールドがあります。しかし、
VARCHAR配列要素では、文字列フィールドの最大長は 65530バイトです。VARCHAR変
数の長さを指定するときは、lengthフィールド用に必ず 2バイトを付加してください。もっ
と長い文字列には、LONG VARCHARデータ型を使用してください。EXEC SQL VAR文で
は、2バイトの lengthフィールドは含めないでください。

VARCHAR2
VARCHAR2データ型は、可変長の文字列を表します。ほとんどのプラットフォームでは、
VARCHAR2値の最大長は 65535バイトです。

VARCHAR2(n)値の最大長は、文字数ではなくバイト数で指定します。したがって、
VARCHAR2(n)変数にマルチバイト文字を格納する場合、最大長は n文字より少なくなりま
す。

入力時入力時入力時入力時 : Oracle8iは、入力ホスト変数に指定されたバイト数を読み込み、後続する空白を削
除し、入力値をターゲット・データベースの列に格納します。 

入力値がデータベース列の定義より長い場合は、エラーが発生します。すべて空白の入力値
は、Oracle8iでは NULLとして扱われます。

文字値が有効な数値を表している場合は、Oracle8iはその文字値を NUMBER列値に変換で
きます。文字値が有効な数値を表していない場合は、エラーが発生します。

出力時出力時出力時出力時 : Oracle8iは、出力ホスト変数に指定されたバイト数を戻し、必要に応じて空白を埋
め込み、出力値をターゲット・ホスト変数に割り当てます。NULLが戻された場合、ホスト
変数は空白で埋められます。 

出力値がホスト変数の宣言長より長い場合、Oracle8iはホスト変数に割り当てる前に出力値
を切り捨てます。標識変数が使用可能な場合、標識変数は出力値の元の長さに設定されま
す。 

Oracle8iでは、NUMBER列値を文字値に変換できます。文字ホスト変数の長さによって精
度が決定します。ホスト変数の長さがその数に対して短すぎる場合は、科学表記法が使用さ
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れます。たとえば、列値 123456789を選択して長さ 6のホスト変数に入れると、Oracle8iは
ホスト変数に値 "1.2E08"を戻します。

VARNUM
VARNUMデータ型は書式が NUMBERと似ていますが、通常は Pro*COBOLでは使用され
ません。 

VARRAW
VARRAWデータ型は、可変長バイナリ・データまたは可変長バイト文字列を表します。
VARRAWデータ型は RAWデータ型に似ていますが、VARRAW変数の場合は 2バイトの
lengthフィールドに <= 65533バイトのデータ・フィールドが続きます。もっと長い文字列
には、LONG VARRAWデータ型を使用してください。EXEC SQL VAR文では、2バイトの
lengthフィールドは含めないでください。VARRAW変数の長さを得るには、lengthフィー
ルドを参照します。

SQL疑似列と関数疑似列と関数疑似列と関数疑似列と関数
SQLは、表 4-4に示す疑似列を認識します。これらの疑似列は、特定のデータ項目を戻しま
す。 

擬似列は、実際に表に存在する列ではありません。ただし、擬似列は列のように扱われるた
め、擬似列の値を表から SELECTする必要があります。疑似列の値は、ダミー表から
SELECTするのが便利な場合もあります。 

さらに SQLは、表 4-5に示すパラメータなしの関数を認識します。これらの関数も、特定の
データ項目を戻します。 

表表表表 4-4  疑似列と内部データ型疑似列と内部データ型疑似列と内部データ型疑似列と内部データ型

疑似列疑似列疑似列疑似列 内部データ型内部データ型内部データ型内部データ型

CURRVAL NUMBER

LEVEL NUMBER

NEXTVAL NUMBER

ROWID ROWID

ROWNUM NUMBER
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SQLの疑似列および関数は、SELECT文、INSERT文、UPDATE文および DELETE文で参
照できます。次の例では、従業員の雇用後の月数の計算に SYSDATEを使用しています。 

     EXEC SQL SELECT MONTHS_BETWEEN(SYSDATE, HIREDATE) 
         INTO :MONTHS-OF-SERVICE 
         FROM EMP 
         WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
     END EXEC. 

これから、SQLの疑似列および関数を簡単に説明します。詳細は、『Oracle8i SQLリファレ
ンス』を参照してください。

CURRVALは、指定された順序における現行の番号を戻します。CURRVALを参照する前
に、NEXTVALを使用して順序番号を作成する必要があります。

LEVELは、ツリー構造におけるノードのレベル番号を戻します。ルートはレベル 1、ルート
の子はレベル 2、孫はレベル 3になります。

SELECT CONNECT BY文で LEVELを使用して、表の一部の行または全部の行をツリー構
造に取り込むことができます。また、ORDER BY句または GROUP BY句で LEVELを使用
すると、ツリー内の各レベルでデータが分離されます。

問合せでツリーが検索される方向（ルートから下へ、または分岐から上へ）は、PRIOR演算
子で指定します。ツリーのルートを識別する条件は、START WITH句で指定します。

NEXTVALは、指定された順序における次の番号を戻します。順序を作成した後、それを使
用してトランザクション用に一意の順序番号を作成できます。次の例では、順序 partnoを使
用して部品番号を割り当てます。

     EXEC SQL INSERT INTO PARTS 
         VALUES (PARTNO.NEXTVAL, :DESCRIPTION, :QUANTITY, :PRICE
     END EXEC.

トランザクションで順序番号が生成された場合は、そのトランザクションをコミットまたは
ロールバックすると順序番号が増分されます。NEXTVALを参照すると、現行の順序番号が
CURRVALに格納されます。 

ROWNUMは、表から行が選択された順序を示す番号を戻します。最初に選択された行の
ROWNUMは 1に、2番目に戻された行の ROWNUMは 2になります。SELECT文に

表表表表 4-5  関数と内部データ型関数と内部データ型関数と内部データ型関数と内部データ型

機能機能機能機能 内部データ型内部データ型内部データ型内部データ型

SYSDATE DATE

UID NUMBER

USER VARCHAR2
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ORDER BY句が含まれている場合は、ソート選択された行に ROWNUMが割り当てられた
後にソートされます。 

ROWNUMを使用して、SELECT文で戻される行数を制限できます。また、UPDATE文で
ROWNUMを使用して、表の各行に一意の値を割り当てることもできます。WHERE句で
ROWNUMを使用した場合は、取り出される行数のみが制限され、SELECT文の処理は停止
されません。WHERE句での ROWNUMの使用方法として適切なのは、次の方法のみです。

     ... WHERE ROWNUM < constant END-EXEC. 

これは、ROWNUMの値は行が取り出されるときにのみ増加するためです。次のように指定
した場合、4行目までは取り出されないので、この検索条件が満たされません。 

     ... WHERE ROWNUM = 5 END-EXEC. 

SYSDATEは、現在の日付と時刻を戻します。 

UIDは、Oracleユーザーに割り当てられた一意の ID番号を戻します。 

USERは、Oracleカレント・ユーザーの名前を戻します。 

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
ホスト変数は、ホスト・プログラムとサーバーで通信する際のキーとなります。一般的に、
ホスト・プログラムはサーバーにデータを入力し、サーバーはホスト・プログラムにデータ
を出力します。サーバーは入力データをデータベース列に格納し、出力データをプログラム
のホスト変数に格納します。 

ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言
ホスト変数は、Pro*COBOLでサポートされている COBOLデータ型を使用し COBOLの規
則に従って宣言します。COBOLデータ型には、ソース /ターゲット・データベース列との
互換性が必要です。 

サポートされている COBOL変数宣言、記述、対応する外部データ型および Oracleデータ
型コードは、表 4-6を参照してください。
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表表表表 4-6  ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言

変数の宣言変数の宣言変数の宣言変数の宣言 説明説明説明説明 外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型 タイプ・タイプ・タイプ・タイプ・
コードコードコードコード

PIC X...X

PIC X(n)

PIC X...X VARYING

PIC X(n) VARYING

1バイト文字からなる固定長文字列（1）

1バイト文字からなる長さ nの文字列

1バイト文字からなる可変長文字列（1、2）

1バイト文字からなる可変長文字列（最大長
n）（2）

CHARF

VARCHAR

96

9

PIC N...N

PIC G...G

PIC N(n)

PIC G(n)

PIC N...N VARYING

PIC N(n) VARYING

PIC G...G VARYING

PIC G(n) VARYING

マルチバイト NCHAR文字からなる固定長文
字列

文字（1、3）

マルチバイト NCHAR文字からなる n文字の
文字列

 (3)

マルチバイト文字からなる可変長文字列 (2、
3)

マルチバイト文字からなる可変長文字列（最
大長 n）

文字（2、3）

CHARF

VARCHAR

96

9

PIC S9...9 BINARY

PIC S9(n) BINARY

PIC S9...9 COMP

PIC S9(n) COMP

PIC S9...9 COMP-4

PIC S9(n) COMP-4

整数（4、5、7 ） INTEGER 3

PIC S9...9 COMP-5

PIC S9(n) COMP-5

バイトスワップ整数（4、5、6、7） INTEGER 3

COMP-1

COMP-2

浮動小数点数（5） FLOAT 4
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PIC S9...9[V9...9] COMP-3

PIC S9(n)[V9(n)] COMP-3

PIC S9...9[V9...9] 

         PACKED-DECIMAL

PIC S9(n)[V9(n)] 

          PACKED-DECIMAL

パック 10進数（4、5） DECIMAL 7

PIC S9...9[V9...9] DISPLAY

     SIGN LEADING SEPARATE

PIC S9(n)[V9(m)] DISPLAY 

    SIGN LEADING SEPARATE

PIC S9...9[V9...9] DISPLAY

     SIGN TRAILING SEPARATE

PIC S9(n)[V9(m)] DISPLAY 

      SIGN TRAILING SEPARATE

先行符号表示 (8、11)

後続符号表示 (8)

DISPLAY

DISPLAY 
TRAILING

91

152

PIC 9...9 DISPLAY

PIC 9(n)[V9(m)] DISPLAY

符号なし表示 (9) UNSIGNED 
DISPLAY

153

PIC S9...9[V9...9] DISPLAY

      SIGN TRAILING

PIC S9(n)[V9(m)] DISPLAY

       SIGN TRAILING

PIC S9...9[V9...9] DISPLAY

       SIGN LEADING

PIC S9(n)[V9(m)] DISPLAY

        SIGN LEADING

埋込み後続符号付き（9）

埋込み先行符号付き (9)

OVER-PUNCH

TRAILING

OVER-PUNCH 
LEADING

154

172

SQL-CURSOR カーソル変数

SQL-CONTEXT ランタイム・コンテキスト

SQL-ROWID 汎用 ROWID UROWID 104

SQL-BFILE 外部バイナリ・ファイル BFILE 112

SQL-BLOB バイナリ LOB BLOB 113

SQL-CLOB キャラクタ LOB CLOB 114

表表表表 4-6  ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言ホスト変数の宣言

変数の宣言変数の宣言変数の宣言変数の宣言 説明説明説明説明 外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型 タイプ・タイプ・タイプ・タイプ・
コードコードコードコード
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注意注意注意注意 :  

1. X...Xおよび 9...9は、Xまたは 9の個数（n）をそれぞれ表します。可変長文字列の場
合、nは最大長です。 

2. キーワード VARYINGは、外部データ型 VARCHARを文字列に割り当てます。詳細
は、4-25ページの「VARCHAR変数の宣言」を参照してください。

3. Pro*COBOLのソース・ファイルで PIC Nまたは PIC Gデータ型を使用する場合は、そ
のデータ型が COBOLコンパイラでサポートされていることを事前に確認してくださ
い。

4. 符号付きの数 (PIC S...)のみ使用できます。ただし、浮動小数点数の場合は PIC文字列
は受け入れられません。

5. すべての COBOLコンパイラで、これらのデータ型が必ずサポートされているとは限り
ません。 

6. COMPまたは COMP-5では、小数部分を持つ数値は受け入れられません。また、ス
ケーリングされた 2進数にも対応していません。

7. nの最大値の範囲は 9～ 18で、システムによって異なります。

8. DISPLAYと SIGNはどちらも省略できます。

9. DISPLAYは省略できます。

10.  TRAILINGを省略した場合、埋め込まれる符号の位置はオペレーティング・システム
によって異なります。

11.  LEADINGは省略できます。

表 4-6と表 4-7の記号 '[' と ']' は、中に省略可能なエントリが含まれることを示します。記号
'{' と '}' は、記号 '|' で区切られたトークンのどちらかを選択する必要があることを示します。

表 4-7「互換性のある Oracleの内部データ型」 は、各内部データ型の間で変換可能なすべて
の COBOLデータ型を示します。 
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表表表表 4-7  互換性のある互換性のある互換性のある互換性のある Oracleの内部データ型の内部データ型の内部データ型の内部データ型

内部データ型内部データ型内部データ型内部データ型 注意注意注意注意 COBOLデータ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

CHAR(x) 
VARCHAR2(y)

(1)

(1)
PIC X(n)

PIC X...X

PIC X(n) VARYING

PIC X...X VARYING

PIC S9...9 COMP

PIC S9(n) COMP

PIC S9...9 BINARY

PIC S9(n) BINARY

PIC S9...9 COMP-5

PIC S9(n) COMP-5

COMP-1

COMP-2

PIC S9...9[V9...9] COMP-3

PIC S9(n)[V9(n)] COMP-3

PIC S9...9[V9...9] DISPLAY

PIC S9(n)[V9(n)] DISPLAY 

文字列

n文字の文字列

可変長文字列

整数

整数

整数

浮動小数点数

パック 10進数

表示

NCHAR(u) 
NVARCHAR2(v)

(2)
{2}

PIC {N...N | G...G}

 PIC { N(n) | G(n)}

各国語文字文字列

n文字の各国語文字文字列

BLOB

CLOB

NCLOB

BFILE

SQL-BLOB

SQL-CLOB

SQL-NCLOB

SQL-BFILE

バイナリ LOB

キャラクタ LOB

各国語キャラクタ LOB

外部バイナリ・ファイル
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注意注意注意注意 :  

1. <= x < =2000 バイト、デフォルトは 1。 1<=y <=4000 バイト、デフォルトは 1。

2. 1<=u<=2000 バイト、デフォルトは 1。 1<=v<=4000 バイト、デフォルトは 1。

3. pの範囲は 2～ 38で、sの範囲は -84～ 127です。

NUMBER

NUMBER (p,s) (3)

PIC S9...9 COMP

PIC S9(n) COMP

PIC S9...9 BINARY

PIC S9(n) BINARY

PIC S9...9 COMP-5

PIC S9(n) COMP-5

COMP-1

COMP-2

PIC S9...9V9...9 COMP-3

PIC S9(n)V9(n) COMP-3

PIC S9...9V9...9 DISPLAY

PIC S9(n)V9(n) DISPLAY

PIC [X...X| N...N| G...G]

PIC [X(n)| N(n)| G(n)]

PIC X...X VARYING

PIC X(n) VARYING

整数

整数

整数

浮動小数点数

パック 10進数

表示

文字列（4）

n文字の文字列（4）

可変長文字列

nバイトの可変長文字列

DATE

LONG

RAW

LONG RAW

ROWID

(5)

(1)

(6)

PIC X(n)

PIC X...X

PIC X(n)

PIC X(n) VARYING

PIC X...X VARYING

SQL-ROWID

nバイトの文字列

文字列

nバイトの可変長文字列

汎用 ROWID

表表表表 4-7  互換性のある互換性のある互換性のある互換性のある Oracleの内部データ型の内部データ型の内部データ型の内部データ型

内部データ型内部データ型内部データ型内部データ型 注意注意注意注意 COBOLデータ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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4. 文字列が、0～ 9、ピリオド（.）、+、-、E、e、の変換可能な文字で構成されている場合
は、文字列を数値に変換できます。

5. 文字列型に変換された場合の DATEのデフォルトのサイズは、システムで有効になって
いる NCHARの設定によって決まります。2進値に変換された場合の長さは 7バイトで
す。

6. 文字列型に変換すると、ROWIDには 18～ 4000バイト必要です。ROWIDも文字型に
変換できます。すべての新規プログラムに SQL-ROWIDを使用することをお薦めしま
す。

宣言の例宣言の例宣言の例宣言の例
次に、Pro*COBOLプログラムで使用する複数のホスト変数を宣言する例を示します。 

    ... 
 01  STR1  PIC X(3). 
 01  STR2  PIC X(3) VARYING. 
 01  NUM1  PIC S9(5) COMP. 
 01  NUM2  COMP-1. 
 01  NUM3  COMP-2. 
     ... 

次の例に示すように、簡単な COBOL型の 1次元表を宣言することもできます。 

     ... 
 01  XMP-TABLES. 
     05  TAB1  PIC XXX OCCURS 3 TIMES. 
     05  TAB2  PIC XXX VARYING OCCURS 3 TIMES. 
     05  TAB3  PIC S999 COMP-3 OCCURS 3 TIMES. 
     ... 

初期化初期化初期化初期化
ホスト変数（疑似型のホスト変数を除く）は、次の例に示すように、VALUE句を使用して
初期化できます。 

 01  USERNAME    PIC X(10) VALUE "SCOTT". 
 01  MAX-SALARY  PIC S9(4) COMP VALUE 5000.
 
文字変数に割り当てられた文字列値がその変数の宣言長より短い場合は、文字列の右側に空
白が埋め込まれます。文字変数に割り当てられた文字列値が宣言長より長い場合は、文字列
は切り捨てられます。 

疑似型の変数に VALUES句を指定しても、すべて無視され、廃棄されます（エラーや警告
は発行されません）。
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制限制限制限制限
アルファベット文字（PIC A）変数および編集済データ項目はホスト変数として使用できま
せん。このため、ホスト変数について次の変数宣言はできません。 

     .... 
 01  AMOUNT-OF-CHECK  PIC ****9.99. 
 01  FIRST-NAME       PIC A(10). 
 01  BIRTH-DATE       PIC 99/99/99.
 
     .... 

ホスト変数の参照ホスト変数の参照ホスト変数の参照ホスト変数の参照
ホスト変数は、SQL DML文で使用します。次の例に示すように、SQL文ではホスト変数の
前にコロン（:）を付ける必要がありますが、COBOL文ではコロンを付けません。

 WORKING-STORAGE SECTION. 
     ... 
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  EMP-NUMBER  PIC S9(4) COMP VALUE ZERO. 
 01  EMP-NAME    PIC X(10) VALUE SPACE. 
 01  SALARY      PIC S9(5)V99 COMP-3. 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
     DISPLAY "Employee number? " WITH NO ADVANCING. 
     ACCEPT EMP-NUMBER. 
     EXEC SQL SELECT ENAME, SAL 
         INTO :EMP-NAME, :SALARY FROM EMP 
         WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER 
     END-EXEC. 
     COMPUTE BONUS = SALARY / 10. 
     ... 

次の例に示すように、表または列と同じ名前をホスト変数に指定できます。ただし、このよ
うにすると混乱を招く恐れがあります。 

WORKING-STORAGE SECTION. 
    ... 
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
01  EMPNO  PIC S9(4) COMP VALUE ZERO. 
01  ENAME  PIC X(10) VALUE SPACE. 
01  COMM   PIC S9(5)V99 COMP-3. 
    EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
    ... 
PROCEDURE DIVISION. 
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    ... 
    EXEC SQL SELECT ENAME, COMM 
        INTO :ENAME, :COMM FROM EMP 
        WHERE EMPNO = :EMPNO 
    END-EXEC.  

ホスト変数としてのグループ項目ホスト変数としてのグループ項目ホスト変数としてのグループ項目ホスト変数としてのグループ項目
Pro*COBOLでは、埋込み SQL文内でグループ項目を使用できます。基本項目（1つのレベ
ルで構成）を持つグループ項目は、ホスト変数として使用できます。ホスト・グループ項目
（ホスト構造体）は、SELECT文または FETCH文の INTO句、および INSERT文の

VALUESリストで参照できます。グループ項目をホスト変数として使用する場合は、SQL
文ではグループ名のみ使用します。次に例を示します。

 01  DEPARTURE.
     05 HOUR    PIC X(2).
     05 MINUTE  PIC X(2).

このように宣言した場合、次の文は有効です。

     EXEC SQL SELECT DHOUR, DMINUTE
         INTO :DEPARTURE
         FROM SCHEDULE
         WHERE ...

グループ項目内のメンバーを宣言する順序は、対応する列を SQL文に記述する順序と一致
している必要があります。また、INSERT文で列のリストを省略する場合は、データベース
の表の対応する列の順序と一致している必要があります。グループ項目をホスト変数として
使用することは、そのグループ項目を基本項目で置き換えることを意味します。上の例で
は、:DEPARTUREが :DEPARTURE.HOUR、:DEPARTURE.MINUTEに置き換えられます。

ホスト変数として使用するグループ項目には、ホスト表を含めることができます。次の例で
は、表を含んだグループ項目を使用して、SCHEDULE表に 3つのエントリを INSERTして
います。

 01  DEPARTURE.
     05  HOUR    PIC X(2) OCCURS 3 TIMES.
     05  MINUTE  PIC X(2) OCCURS 3 TIMES.
 ...
     EXEC SQL INSERT INTO SCHEDULE (DHOUR, DMINUTE) 
          VALUES (:DEPARTURE) END-EXEC.

VARCHAR=YESと指定した場合、Pro*COBOLでは暗黙的な VARCHARが認識されます。
ネストされたグループ項目宣言が VARCHARホスト変数と似ていると、そのグループ項目
全体が VARYING型の 1つの基本項目のように扱われます。詳細は、14-40ページの
「VARCHAR」を参照してください。 
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グループ項目ではなく基本項目をホスト変数として参照する場合、基本項目名は次の構文で
修飾できるため、一意である必要はありません。

group_item.elementary_item

このネーミング規則は SQL文専用です。これは COBOLの IN（または OF）句と似ていま
す。次に例を示します。 

          MOVE MINUTE IN DEPARTURE TO MINUTE-OUT.
          DISPLAY HOUR OF DEPARTURE.

COBOLの IN（または OF）句は、SQL文では使用できません。混乱しないように、基本項目
名を修飾してください。 例えば :

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  DEPARTURE. 
     05  HOUR    PIC X(2). 
     05  MINUTE  PIC X(2). 
 01  ARRIVAL. 
     05  HOUR    PIC X(2). 
     05  MINUTE  PIC X(2). 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
  ...
     EXEC SQL SELECT DHR, DMIN INTO :DEPARTURE.HOUR, :DEPARTURE.MINUTE
         FROM TIMETABLE
         WHERE ...
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制限制限制限制限
SQL文では、列、表またはその他のオブジェクトのかわりにホスト変数を使用することはで
きません。また、Oracle8iの予約語をホスト変数としては使用できません。予約語とキー
ワードの一覧は、付録 C「予約語、キーワードおよび名前空間」を参照してください。

標識変数標識変数標識変数標識変数
ホスト変数に任意指定の標識変数を関連付けることができます。標識変数に関連付けたホス
ト変数を SQL文内で使用するたびに、結果コードが対応する標識変数内に格納されます。
つまり、標識変数によってホスト変数を監視できます。

VALUES句または SET句中の標識変数を使用して、入力ホスト変数にNULL値を割り当て
たり、INTO句中の標識変数を使用して、出力ホスト変数内の NULL値（または文字列の切
り捨てられた値）を検出できます。 

標識変数の使用方法標識変数の使用方法標識変数の使用方法標識変数の使用方法
標識変数に割り当てることのできる変数は、次のとおりです。 

入力時入力時入力時入力時 :  プログラムが標識変数に割り当てる値の意味は、次のとおりです。

  

出力時出力時出力時出力時 :  Oracleが標識変数に割り当てる値の意味は、次のとおりです。

  

-1 Oracleによって、その列に NULLが割り当てられます。このホス
ト変数の値は無視されます。 

>=0 Oracleは、このホスト変数の値を列に割り当てます。 

-1 この列の値は NULLです。したがって、このホスト変数の値は予測
不能です。 

  0 列の値がそのままこのホスト変数に割り当てられました。 

>0 Oracleによって切り捨てられた列値がこのホスト変数に割り当てら
れました。標識変数によって返される整数は、列値の元の長さで
す。SQLCAの SQLCODEが 0（ゼロ）に設定されます。 

-2 Oracleによって切り捨てられた列値がこのホスト変数に割り当てら
れました。ただし、元の列値は決定できませんでした（LONG列な
ど）。
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標識変数の宣言標識変数の宣言標識変数の宣言標識変数の宣言
標識変数は、PIC S9(4) COMPとして明示的に宣言する必要があります。また、予約語は標
識変数としては使用できません。次の例では、COMM-INDの名前の標識変数を宣言してい
ます（名前は任意に指定できます）。

 WORKING-STORAGE SECTION.
 ...
 01  EMP-NAME    PIC X(10) VALUE SPACE.
 01  SALARY      PIC S9(5)V99 COMP-3. 
 01  COMMISSION  PIC S9(5)V99 COMP-3. 
 01  COMM-IND    PIC S9(4) COMP. 
 ... 

標識変数の参照標識変数の参照標識変数の参照標識変数の参照
SQL文では、標識変数は前にコロンを付け、対応するホスト変数の直後に記述する必要があ
ります。COBOL文では、標識変数の前にコロンを付けたり、対応するホスト変数の直後に
標識変数を記述したりしないでください。次に例を示します。

     EXEC SQL SELECT SAL, COMM 
       INTO :SALARY, :COMMISSION:COMM-IND FROM EMP 
       WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER 

     END-EXEC. 
     IF COMM-IND = -1 
       COMPUTE PAY = SALARY 

     ELSE 
       COMPUTE PAY = SALARY + COMMISSION. 

 
判読しやすくするため、それぞれの標識変数の前に INDICATORのオプションのキーワード
を置くこともできます。その場合も、標識変数の前にはコロンを付ける必要があります。正
しい構文は次のとおりです。

:host_variableINDICATOR:indicator_variable

これは、次の構文と同じです。

:host_variable:indicator_variable

ホスト・プログラムでは、両方の形式の式を使用できます。 

Where句での使用句での使用句での使用句での使用
WHERE句では、標識変数による NULLの検索はできません。たとえば、次のDELETE文を
実行するとエラーが発生します。 

*    Set indicator variable. 
     COMM-IND = -1 
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     EXEC SQL 
         DELETE FROM EMP WHERE COMM = :COMMISSION:COMM-IND 
     END-EXEC. 

正しい構文は次のとおりです。 

     EXEC SQL 
         DELETE FROM EMP WHERE COMM IS NULL 
     END-EXEC. 

エラー・メッセージの回避エラー・メッセージの回避エラー・メッセージの回避エラー・メッセージの回避
標識を持たないホスト変数に NULLを SELECTまたは FETCHすると、Oracle8iはエラー・
メッセージを出力します。

コマンドラインに UNSAFE_NULL=YESも指定すると、エラー・メッセージは出力されませ
ん。詳細は、第 14章「プリコンパイラ・オプション」を参照してください。

ANSIの要件の要件の要件の要件
MODE=ORACLEの場合、切り捨てられた列値を SELECTまたは FETCHして標識変数に関
連付けられていないホスト変数に格納すると、Oracle8iはエラー・メッセージを出力しま
す。

ただし、MODE={ANSI | ANSI14 | ANSI13}の場合にはエラーは発生しません。標識変数の
値は、第 5章「埋込み SQL」を参照してください。

マルチバイトマルチバイトマルチバイトマルチバイト NCHAR変数の標識変数変数の標識変数変数の標識変数変数の標識変数
マルチバイト NCHAR文字変数の標識変数は、他のホスト変数の場合と同様に使用できま
す。ただし、正の値（SELECTまたは FETCHの結果が切り捨てられた）は、1バイト文字
ではなくマルチバイト文字単位の文字列の長さを表します。

ホスト・グループ項目の標識変数ホスト・グループ項目の標識変数ホスト・グループ項目の標識変数ホスト・グループ項目の標識変数
ホスト・グループ項目に標識変数を使用するには、別のグループ項目を設定するか、ハー
フ・ワードの整変数で構成される表を使用します。前者の場合、そのグループ項目にはホス
ト・グループ項目内の NULL値指定が可能な変数に対するそれぞれの標識変数を指定しま
す。グループ項目内の個々の変数に標識変数を関連付ける必要はありませんが、標識を使用
する、NULL値が可能なフィールドは、データ・グループ項目の先頭に置く必要がありま
す。次の標識グループ項目は、DEPARTUREグループ項目に使用できます。

 01  DEPARTURE-IND.
     05  HOUR-IND   PIC S9(4) COMP.
     05  MINUTE-IND PIC S9(4) COMP.
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標識表を使用する場合、ホスト・グループ項目内のメンバー数と同じ数の要素を持つ表を宣
言する必要はありません。次の標識表は、DEPARTUREグループ項目に使用できます。

 01 DEPARTURE-IND PIC S9(4) COMP OCCURS 2 TIMES.

SQL文で標識グループ項目を参照する方法は、ホスト標識変数を参照する方法と同じです。

     EXEC SQL SELECT DHOUR, DMINUTE
        INTO :DEPARTURE:DEPARTURE-IND
          FROM SCHEDULE
            WHERE ...

問合せが完了すると、選択された各コンポーネントが NULL状態かNOT NULL状態かの情
報がホスト標識グループ項目に設定されます。標識ホスト変数に関する制限事項および
ANSI必要条件は、ホスト標識グループ項目にも適用されます。

VARCHAR変数変数変数変数
COBOL文字列データ型は固定長です。ただし、Pro*COBOLでは VARCHARと呼ばれる可
変長文字列擬似型を宣言できます。VARCHAR変数は、データベースに格納するデータお
よびデータベースに渡すデータの長さを正確に指定できる擬似型です。

VARCHAR変数の宣言変数の宣言変数の宣言変数の宣言
VARCHARホスト変数は、次の例に示すように、キーワード VARYINGを宣言に追加する
ことによって定義します。

 01  ENAME  PIC X(15) VARYING. 

注意注意注意注意 : PIC Nおよび PIC Gは、VARYINGを使用した定義では使用できません。VARYING
変数での PIC Nおよび PIC Gの正しい使用方法は、4-26ページの「暗黙的な VARCHARグ
ループ項目」を参照してください。

COBOLの VARYING句は、添字および索引を増分するために、PERFORM文および
SEARCH文で使用するものです。前述の例の Pro*COBOLの VARYING句と混同しないで
ください。 

VARCHARは、Pro*COBOLの拡張データ型または宣言済グループ項目と考えられます。た
とえば、Pro*COBOLでは、

 01  ENAME  PIC X(15) VARYING. 

という VARCHAR宣言が、次のような lengthフィールドと文字列フィールドを持つグルー
プ項目に展開されます。 

 01  ENAME. 
     05  ENAME-LEN  PIC S9(4) COMP.
     05  ENAME-ARR  PIC X(15). 
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lengthフィールド（接尾辞 -LEN）には、文字列フィールド（接尾辞 -ARR）に格納されて
いる値の現在の長さが入れられます。VARCHARホスト変数宣言での最大長は 1～ 9.999バ
イトの範囲内であることが必要です。

VARCHAR変数の利点は、lengthフィールドを明示的に設定および参照できることです。
Pro*COBOLは、入力ホスト変数を使用して lengthフィールドの値を読み取り、そこに指定
された数だけ、文字列フィールドの文字を使用します。また、出力ホスト変数では、長さの
値を文字列フィールドに格納された文字列の長さに設定します。

暗黙的な暗黙的な暗黙的な暗黙的な VARCHARグループ項目グループ項目グループ項目グループ項目
Pro*COBOLは、プリコンパイラ・オプション VARCHAR=YESがコマンドラインで指定さ
れた場合、一部のグループ項目を暗黙的に VARCHARホスト変数として認識します。可変
長シングルバイト・キャラクタ・タイプの場合は、次の構造を使用してください（長さはシ
ングルバイト文字で表します）。

  nn   DATA-NAME-1.
       49  DATA-NAME-2 PIC S9(4) COMP.
       49  DATA-NAME-3 PIC X(length).

nnには 01～ 48を指定する必要があります。

可変長マルチバイト NCHAR文字列の場合は、次の書式を使用します（長さはダブルバイト
文字で表します）。

 nn  DATA-NAME-1.
     49 DATA-NAME-2  PIC  S9(4)  COMP.
     49 DATA-NAME-3  PIC  N(length).

 nn  DATA-NAME-1.
     49 DATA-NAME-2  PIC  S9(4)  COMP.
     49 DATA-NAME-3  PIC  G(length).

このグループ項目の基本項目は、Pro*COBOLに VARCHARホスト変数であると認識させる
ために、レベル 49として宣言する必要があります。
Pro*COBOLに VARCHARグループ項目の拡張書式を認識させるには、VARCHARオプショ
ンをコマンドラインで VARCHAR=YESと指定する必要があります。VARCHAR=NOと指定
した場合は、前述の書式と似た宣言はどれも通常のグループ項目として解釈されます。
VARCHAR=YESと指定しても、グループ項目の宣言書式が拡張 VARCHAR書式と似ている
が同じではない場合には、その項目は VARCHARグループ項目ではなく通常のグループ項目
と解釈されます。たとえば、VARCHAR=YESと指定して、次のように記述したとします。
  01  LASTNAME.
      48 LASTNAME-LEN  PIC S9(4) COMP.
      48 LASTNAME-TEXT PIC X(15).

このグループ項目の要素にはレベル 49ではなくレベル 48が使用されているため、この項目
は VARCHARグループ項目ではなく通常のグループ項目と解釈されます。
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Pro*COBOL VARCHARオプションの詳細は、第 14章「プリコンパイラ・オプション」を
参照してください。

VARCHAR変数の参照変数の参照変数の参照変数の参照
SQL文で VARCHAR変数を参照する場合は、次の例のように、グループ名の前にコロンを
付けたものを使用します。

 WORKING-STORAGE SECTION. 
     ... 
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
         ... 
 01  PART-NUMBER  PIC X(5). 
 01  PART-DESC    PIC X(20) VARYING. 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 

     EXEC SQL
         SELECT PDESC INTO :PART-DESC FROM PARTS
         WHERE PNUM = :PART-NUMBER 
     END-EXEC. 

問合せの実行後、データベースから取り出され、PART-DESC-ARRに格納された文字列の実
際の長さが、PART-DESC-LENに格納されます。

文字データの処理文字データの処理文字データの処理文字データの処理
この項では、Pro*COBOLが文字ホスト変数をどのように処理するかを説明します。文字ホ
スト変数には、シングルバイト文字ホスト変数とマルチバイト NLS文字ホスト変数がそれ
ぞれ 2種類あります。 
� PIC X(n)（または PIC X...X）

� PIC X(n) VARYING（または PIC X...X VARYING）

� PIC N(n)（または PIC N...N）または PIC G(n)（または PIC G...G）

注意注意注意注意 : マルチバイト NCHARデータ型を使用する前に、使用している COBOLコンパイ
ラが PIC Nデータ型、または PIC Gデータ型に対応していることを確認してください。

PIC Xのデフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルト
PCI Xのデフォルトのデータ型は CHARFです（リリース 8.0より前は VARCHAR2でし
た）。下位互換性を保つために、プリコンパイラ・コマンドライン・オプション PICXが用意
データ型とホスト変数 4-27



文字データの処理
されています。PICXはコマンドラインまたは構成ファイルにのみ入力できます。詳細は、
14-33ページの「PICX」を参照してください。

PICXオプションの効果オプションの効果オプションの効果オプションの効果
PICXオプションによって、文字列内のデータを Pro*COBOLがどのように扱うかが決定さ
れます。PICXオプションを使用すると、プログラムで ANSI固定長文字列を使用したり、
データベース・サーバーおよび Pro*COBOLの旧バージョンとの互換性を維持できます。

リリース 8.0より前の Pro*COBOLと同じ結果を得るには、PICX=VARCHAR2（デフォルト
ではありません）を使用する必要があります。あるいは、変数ごとに次の文を使用します。

     EXEC SQL varname IS VARCHAR2 END-EXEC.

固定長文字変数固定長文字変数固定長文字変数固定長文字変数
固定長文字変数は、PIC X(n)、PIC G(n)および PIC N(n)データ型を使用して宣言します。これ
らの変数の型では、文字データはそのロールに基づいて、入力変数または出力変数として扱わ
れます。 

入力時入力時入力時入力時
PICX=VARCHAR2の場合、プログラム・インタフェースは値をデータベースに送る前に、
後続する空白を削除します。固定長 CHAR列に挿入した場合、Pro*COBOLはそのデータ
ベース列の長さに達するまで、後続する空白を再度追加します。これに対し、可変長
VARCHAR2列に挿入した場合は、空白は追加されません。 

PICX=CHARFの場合は、後続する空白は削除されません。 

入力値に余分な文字が後続していないことを確認してください。値が PIC X(n)変数に
ACCEPTまたはMOVEされると、COBOLによってその変数の長さまで空白が追加されるた
め、これは通常は問題になりません。 

 この点について、次の例で示します。 

 WORKING-STORAGE SECTION.
     ...
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  EMPLOYEES. 
     05  EMP-NAME     PIC X(10). 
     05  DEPT-NUMBER  PIC S9(4) VALUE 20 COMP. 
     05  EMP-NUMBER   PIC S9(9) VALUE 9999 COMP. 
     05  JOB-NAME     PIC X(8). 
             ... 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
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 PROCEDURE DIVISION.
     ...
     DISPLAY "Employee name? " WITH NO ADVANCING. 
     ACCEPT EMP-NAME. 
*    Assume that the name MILLER was entered 
*    EMP-NAME contains "MILLER    " (4 trailing blanks) 
     MOVE "SALES" TO JOB-NAME. 
*    JOB-NAME now contains "SALES   " (3 trailing blanks) 
     EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME, DEPTNO, JOB) 
         VALUES (:EMP-NUMBER, :EMP-NAME, :DEPT-NUMBER, :JOB-NAME
     END-EXEC. 
     ...

最後の例で、PICX=VARCHAR2を指定してプリコンパイルした場合に、ターゲット・デー
タベース列が VARCHAR2であれば、プログラム・インタフェースによって入力時に後続す
る空白が削除され、6文字の文字列 "MILLER"と 5文字の文字列 "SALES"のみデータベース
に挿入されます。これに対し、ターゲット・データベース列が CHARの場合には、列の幅
に達するまで文字列に空白が埋め込まれます。 

最後の例で、PICX=CHARFを指定してコンパイルした場合に、JOB列が CHAR(10)として
定義されていると、JOB列に挿入される値は "SALES#####"（後続する空白は 5個）になり
ます。ただし、JOB列が VARCHAR2(10)として定義されている場合、ホスト変数は PIC 
X(8)として宣言されているので、挿入される値は "SALES###"（後続する空白は 3個）にな
ります。このように、期待したとおりの結果にならない場合があるので、注意してくださ
い。 

出力時出力時出力時出力時
PICXオプションは、固定長文字変数に対する出力には影響しません。PIC X(n)変数を出力ホ
スト変数として使用すると、Pro*COBOLによって空白が埋め込まれます。たとえば、プログラ
ムがデータベースから文字列 "MILLER"をフェッチした場合、EMP-NAME内の値は
"MILLER####"（後続する空白は 4個）になります。この文字列は、そのまま別の SQL文への入
力として使用できます。

可変長変数可変長変数可変長変数可変長変数
VARCHAR変数では、文字データはそのロールに基づいて、入力変数または出力変数とし
て扱われます。

入力時入力時入力時入力時
VARCHAR変数を入力ホスト変数として使用する場合は、次の例に示すように、拡張
VARCHAR宣言の lengthフィールドおよび文字列フィールドに値を割り当てる必要があり
ます。 

     IF ENAME-IND = -1 
         MOVE "NOT AVAILABLE" TO ENAME-ARR 
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         MOVE 13 TO ENAME-LEN. 

文字列変数に空白を埋め込む必要はありません。SQL操作では、Pro*COBOLは空白も含め
て、lengthフィールドで指定されたとおりの文字数を使用します。 

マルチバイト NLSデータのホスト入力変数の場合、後続する 2バイトの空白は削除されま
せん。length コンポーネントは、バイト単位ではなく文字単位のデータの長さと見なされます。 

出力時出力時出力時出力時
VARCHAR変数を出力ホスト変数として使用すると、Pro*COBOLによって lengthフィー
ルドが設定されます。次に例を示します。 

 WORKING-STORAGE SECTION. 
     ... 
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  EMPNO  PIC S9(4) COMP. 
 01  ENAME  PIC X(15) VARYING. 
         ... 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
     EXEC SQL
         SELECT ENAME INTO :ENAME FROM EMP 
         WHERE EMPNO = :EMPNO 
     END-EXEC. 
     IF ENAME-LEN = 0 
         MOVE FALSE TO VALID-DATA.  

VARCHAR変数が固定長文字列より優れている点は、Pro*COBOLによって戻された値の長
さをそのまま使用できることです。固定長文字列を使用した場合は、値の長さを得るには文
字数をカウントする必要があります。

マルチバイト NCHARデータのホスト出力変数には何も埋め込まれません。バッファの長さ
は、バイト単位ではなく文字単位の長さに設定されます。 

汎用汎用汎用汎用 ROWID
データベース・サーバーでは次のような 2種類の表構成が使用されます。

� ヒープ表

� 索引構成表

ヒープ表はデフォルトです。これは、Oracle8よりも前の表で使用される編成です。物理的
な行アドレス（ROWID）は、ヒープ表の行を識別するためのパーマネント・プロパティで
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す。物理的な ROWIDの外部文字書式は、ベース 64でコード化した 18バイトの文字列で
す。

索引構成表には、パーマネント識別子としての物理的な行アドレスがありません。そのよう
な表には、論理的な ROWIDが定義されます。索引構成表からの SELECT ROWID...文を使
用するとき、ROWIDは、表の主キー、制御情報、および物理的な推測を含む不透明な構造
です。表から値を検索するために、"WHERE ROWID =  ..."などの句を含む SQL文でこの
ROWIDを使用できます。

汎用 ROWIDは、Oracleリリース 8.1で導入されました。汎用 ROWIDは、物理的な
ROWIDと論理的な ROWIDのどちらにも使用できます。汎用 ROWIDを使用してヒープ表
または索引構成表のデータにアクセスできます。索引構成表へのアクセスでは、アプリケー
ションに影響を与えずに表編成を変更できます。ROWIDに使用される列データ型は、
UROWID(length)です。lengthは省略できます。

新しいアプリケーションでは、汎用 ROWIDを使用してください。

汎用 ROWIDの詳細は、『Oracle8i 概要』を参照してください。

疑似型 SQL-ROWIDを使用した汎用 ROWIDの宣言の例を次に示します。

 01  MY-ROWID SQL-ROWID.

汎用 ROWIDのメモリーは、ALLOCATE文を使用して割り当てます。

     EXEC SQL ALLOCATE :MY-ROWID END-EXEC.

SQL DML文でMY-ROWIDを次のように使用します。

     EXEC SQL SELECT ROWID INTO :MY-ROWID FROM MYTABLE WHERE ... END-EXEC.
...
     EXEC SQL UPDATE MYTABLE SET ... WHERE ROWID = :MY-ROWID END-EXEC.
...

この ROWIDが必要なくなった場合には、FREE宣言文を使用してメモリーを解放します。

     EXEC SQL FREE :MY-ROWID END-EXEC.

また、幅 18～ 4000の文字ホスト変数を汎用 ROWIDのホスト・バインド変数として使用す
ることもできます。文字ベースの汎用 ROWIDは、下位互換性の目的でヒープ表でサポート
されます。汎用 ROWIDは可変長にできます。そのため、選択したときに切り捨てられるこ
とがあります。この変数の詳細は『Oracle8i 概要』を参照してください。

文字変数の使用例を次に示します。

 01  MY-ROWID-CHAR PIC X(4000) VARYING.
... 
     EXEC SQL ALLOCATE :MY-ROWID-CHAR END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT ROWID INTO :MY-ROWID-CHAR FROM MYTABLE WHERE ... END-EXEC.
...
     EXEC SQL UPDATE MYTABLE SET ... WHERE ROWID = :MY-ROWID-CHAR END-EXEC.
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...
     EXEC SQL FREE :MY-ROWID-CHAR END-EXEC.

汎用 ROWIDを使用した位置付けされた更新の例は、5-17ページの「位置付け更新」を参照
してください。

サブプログラムサブプログラムサブプログラムサブプログラム SQLROWIDGET
Oracleサブプログラム SQLROWIDGETを使用して、最後に挿入、更新または選択した行の
ROWIDを取り出すことができます。SQLROWIDGETにはコンテキストまたは NULLおよ
び ROWIDが引数として必要です。 

デフォルトのコンテキストを使用するには、SQLROWIDGETへのコールの最初のパラメー
タとして表意定数 NULLを渡します。 

注意注意注意注意 : 汎用 ROWIDは、コール前に宣言および割当てを行う必要があります。コンテキスト
を使用する場合、コール前に宣言および割当てを行う必要があります。構文は次のとおりで
す。 

     CALL "SQLROWIDGET" USING NULL rowid. 

または

     CALL "SQLROWIDGET" USING context rowid. 

context（IN） は、擬似型 SQL-CONTEXTのランタイム・コンテキスト変数またはデフォル
ト・コンテキストの場合は表示定数 NULLです。ランタイム・コンテキストの説明は、12-7
ページの「ランタイム・コンテキストの埋込み SQL文と宣言文」を参照してください。

rowid（OUT） は、疑似型 SQL-ROWIDの汎用 ROWID変数です。コールの実行が正常に終
了すると、この変数は有効な汎用 ROWIDを指します。エラーが発生した場合は、 rowid は
定義されません。 

次にデフォルト・コンテキストを使用した例を示します。 

 01  MY-ROWID SQL-ROWID.  
 ...
     EXEC SQL ALLOCATE :MY-ROWID END-EXEC. 

* INSERT, or UPDATE or DELETE Goes here: 
 ...
     CALL "SQLROWIDGET" USING NULL MY-ROWID. 
* MY-ROWID now has the universal rowid descriptor for the last row
 ...
     EXEC SQL FREE :MY-ROWID END-EXEC. 
 ... 

使用するコンパイラで CALL文に表意定数 NULLを使用できない場合は、次のように、実
際の S9(9) COMP VALUE 0を使用して変数を宣言し、SQLROWIDGETへのコールにその変
数と BY VALUE句を指定してください。

 01 NULL-CONTEXT  PIC S9(9) COMP VALUE ZERO.
 01 MY-ROWID SQLROWID.
....
        CALL "SQLROWIDGET" USING BY VALUE NULL-CONTEXT BY REFERENCE MY-ROWID.
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各国語サポート各国語サポート各国語サポート各国語サポート
広く使用されている 7ビットまたは 8ビットの ASCIIキャラクタ・セットおよび EBCDIC
キャラクタ・セットが英数字を表すのに十分であっても、日本語などのアジアの言語の中に
は、数千という文字があるものもあります。このような言語では、個々の文字を表すのに 16
ビット以上必要です。Oracle8iは、このように異なる言語をどのように扱っているでしょう
か。 

Oracle8iには、シングルバイトおよびマルチバイトの文字データを処理し、キャラクタ・
セット間で変換できるように、各国語サポート（NLS）が用意されています。これによっ
て、異なる言語環境でアプリケーションを実行できます。NLSでは、数値書式と日付書式は
ユーザー・セッション用に指定された言語変換に自動的に適応します。したがって、NLSに
より、世界中のユーザーがそれぞれの母国語で Oracle8iと対話できます。 

様々な NLSパラメータを指定して、言語によって異なる機能の操作を制御できます。初期
化ファイルにデフォルトのパラメータ値を設定できます。表 4-8 は、各 NLSパラメータの詳
細を示します。

 

主なパラメータは NLS_LANGUAGEおよび NLS_TERRITORYです。NLS_LANGUAGEに
は言語によって異なる機能のデフォルト値を指定します。この機能には次が含まれます。

� サーバー・メッセージに使用する言語

� 日と月の名前に使用する言語

� ソート順序

NLS_TERRITORYには、地域によって異なる機能のデフォルト値を指定します。この機能
には次が含まれます。

� 日付書式

表表表表 4-8  NLS パラメータパラメータパラメータパラメータ

NLSパラメータパラメータパラメータパラメータ 指定内容指定内容指定内容指定内容

NLS_LANGUAGE 言語によって異なる表記法

NLS_TERRITORY 地域によって異なる表記法

NLS_DATE_FORMAT 日付書式

NLS_DATE_LANGUAGE 日と月の名前に使用する言語

NLS_NUMERIC_CHARACTERS 10進数文字およびグループ・セパレータ

NLS_CURRENCY 各国通貨記号

NLS_ISO_CURRENCY ISO通貨記号

NLS_SORT ソート順序
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� 10進数文字

� グループ・セパレータ

� 各国通貨記号

� ISO通貨記号

パラメータ NLS_LANGを次のように指定して、ユーザー・セッション用に言語ごとに異な
る NLS機能の操作を制御できます。

NLS_LANG = language_territory.characterset 

ここで、languageはユーザー・セッション用のNLS_LANGUAGEの値、territoryはNLS_
TERRITORYの値、charactersetは端末に使用されるコード体系を指します。コード体系（通常は
キャラクタ・セットまたはコード・ページと呼ばれる）は、端末で表示できるキャラクタ・セッ
トに対応する数値コードの範囲です。また、これには端末との通信を制御するコードも入ってい
ます。 

NLS_LANGは、環境変数（または使用しているシステムでこれに相当するもの）として定
義します。たとえば、Cシェルを使用する UNIXでは、NLS_LANGを次のように定義でき
ます。 

setenv NLS_LANG French_France.WE8ISO8859P1
 
セッション中に NLSパラメータの値を変更する場合は、次のような ALTER SESSION文を
使用します。 

ALTER SESSION SET nls_parameter = value 

Pro*COBOLは、Oracle8iデータベースに格納されている多言語のデータをアプリケーショ
ンで処理するための NLS機能をすべてサポートしています。たとえば、外国語の文字変数
を宣言し、それを INSTRB、LENGTHB、SUBSTRBなどの文字列関数に渡すことができま
す。これらの関数には、それぞれ INSTR、LENGTHおよび SUBSTR関数と共通の構文があ
りますが、文字単位ではなく、バイト単位の操作になります。 

関数 NLS_INITCAP、NLS_LOWERおよびNLS_UPPERを使用して、ケース変換の特別な
インスタンスを扱うことができます。さらに、関数 NLSSORTを使用して、バイナリ順序で
はなく言語上の順序でWHERE句の比較を指定できます。NLSパラメータを TO_CHAR、
TO_DATEおよび TO_NUMBER関数に渡すこともできます。NLSの詳細は、『 Oracle8i 
NLSガイド 』を参照してください。
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マルチバイト NLSキャラクタ・セット
マルチバイトマルチバイトマルチバイトマルチバイト NLSキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット
Pro*COBOLは、次の機能を通してマルチバイト NLSキャラクタ・セットを拡張サポートし
ています。

� Pro*COBOLによる埋込み SQL文中のマルチバイト文字列の認識。

� COBOLの PIC Nおよび PIC Gデータ型宣言句。これは、ホスト文字変数をマルチバイ
ト文字として解釈するように Pro*COBOLに指示します。

� 環境変数 NLS_NCHAR。PIC Nまたは PIC Gで使用されるクライアント側のキャラク
タ・セットと等価にします。

可変長の各国語キャラクタ・セットはサポートされません。

NLS_LOCAL=YESの場合の制限事項の場合の制限事項の場合の制限事項の場合の制限事項
プリコンパイラ・オプション NLS_LOCAL=YESと指定した場合、NLSマルチバイト・デー
タ型の空白埋込みと空白削除はランタイム・ライブラリ（SQLLIB）によって実行されます。

NLS_LOCAL=YESの場合、PL/SQLブロック内では、マルチバイト NCHAR機能はサポー
トされません。これらの機能は、N付き引用符で表された文字リテラルと固定長の文字変数
を組み込みます。

そのため、次の制限が適用されます。

配列は使用できません配列は使用できません配列は使用できません配列は使用できません : PIC Nまたは PIC Gデータ型を使用して宣言するホスト変数とし
て、配列を使用できません。

奇数バイト幅はありません奇数バイト幅はありません奇数バイト幅はありません奇数バイト幅はありません : マルチバイト NCHAR文字を格納するときには、Oracle8iの
CHAR列は使用しないでください。奇数バイト数のデータがシングルバイト列からマルチバ
イトの NCHARホスト変数に FETCHされると、ランタイム・エラーが発生します。

ホスト変数の同値化は行えませんホスト変数の同値化は行えませんホスト変数の同値化は行えませんホスト変数の同値化は行えません : EXEC SQL VAR文を使用してマルチバイト NCHAR文
字変数を同値化することはできません。

動的動的動的動的 SQLは使用できませんは使用できませんは使用できませんは使用できません : Pro*COBOLでは、NCHARマルチバイト文字列ホスト変数に
動的 SQLを使用できません。

マルチバイト NLSデータが格納されている列に対しては、関数を使用しないでください。
データ型とホスト変数 4-35



マルチバイト NLSキャラクタ・セット
埋込み埋込み埋込み埋込み SQL内の文字列内の文字列内の文字列内の文字列
埋込み SQL文内のマルチバイト NLS文字列は、文字 Nと、その後に続く引用符 (')で囲まれ
た文字列で構成されます。 

たとえば、次のように指定します。

     EXEC SQL 
         SELECT EMPNO INTO :EMP-NUM FROM EMP
         WHERE ENAME=N'NLS_string'
     END-EXEC.

埋込み埋込み埋込み埋込み DDL
プリコンパイラ・オプションが NLS_LOCAL=YESと設定されている場合、NCHARデータ
を格納する列は埋込みデータ定義言語（DDL）文では使用できません。この制限はプリコン
パイル時には適用されないため、NCHARなどの拡張された列型を埋込み DDL文で使用す
ると、プリコンパイル・エラーではなく実行エラーになります。

前述のオプションの詳細は、第 14章「プリコンパイラ・オプション」内の各項目を参照し
てください。

空白埋込み空白埋込み空白埋込み空白埋込み
Pro*COBOL文字変数をマルチバイト NLS変数として定義すると、その変数の外部データ型
に応じて、次の空白埋込みおよび空白削除の規則が適用されます。詳細は、4-27ページの
「文字データの処理」を参照してください。 

CHARF: 入力データから後続の 2バイトの空白が削除されます。ただし、文字列がマルチバ
イトの空白のみで構成されている場合は、標識としてマルチバイトの空白が 1つバッファに
残されます。

出力ホスト変数には、マルチバイトの空白が埋め込まれます。

VARCHAR: 入力時に、ホスト変数からは後続する 2バイトの空白が削除されません。
length コンポーネントは、バイト単位ではなく文字単位のデータの長さと見なされます。

出力では、ホスト変数には空白は埋め込まれません。バッファの長さは、バイト単位ではな
く文字単位のデータの長さに設定されます。

STRING/LONG VARCHAR: これらのホスト変数は、NLSデータには対応していません。
これらのホスト変数を指定するには動的 SQLまたはデータ型の同値化を使用する必要があ
りますが、NLSデータはそのどちらにも対応していないためです。
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標識変数標識変数標識変数標識変数
マルチバイト NLS文字変数でも、他の変数の場合と同様に標識変数を使用できます。ただ
し、列の長さの値はバイト数ではなく文字数で表されます。可能な値の一覧は、5-3ページ
の「標識変数の使用」を参照してください。

データ型の変換データ型の変換データ型の変換データ型の変換
プリコンパイル時に、各ホスト変数に外部データ型が割り当てられます。たとえば、
Pro*COBOLは PIC S9(n) COMP型のホスト変数に INTEGER外部データ型を割り当てます。
SQL文で使用するすべてのホスト変数のデータ型コードは、実行時に Oracle8iに渡されま
す。Oracle8iは、コードを使用して内部データ型と外部データ型を変換します。 

Oracle8iは、SELECTした列値を出力ホスト変数に割り当てる前に、必ずソース列の内部
データ型をホスト変数のデータ型に変換します。同様に、入力ホスト変数の値の、列への割
当てまたは比較を行う場合は、その前に必ずホスト変数の外部データ型をターゲット列の内
部データ型に変換します。

内部データ型と外部データ型との変換は、通常のデータ変換規則に従って行われます。たと
えば、CHAR値 "1234"は PIC S9(4) COMP値に変換できます。ただし、CHAR値 "65543"
（大きすぎる数）や "10F"（10進数でない数）を PIC S9(4) COMP値に変換することはできま
せん。同様に、アルファベット文字を含んでいる PIC X(n)値は NUMBER値に変換できませ
ん。 

ホスト変数のデータ型は、データベース列のデータ型と互換性が必要です。必ず、変換可能
な値を指定してください。たとえば、文字列値 "YESTERDAY"を DATE列値に変換しよう
とすると、エラーが発生します。内部データ型と外部データ型との変換は、通常のデータ変
換規則に従って行われます。たとえば、CHAR値 "1234"を 2バイトの整数に変換できます。
しかし、CHAR値 "65543"（大きすぎる数）や "10F"（10進数でない数）を 2バイトの整数
に変換することはできません。同様に、アルファベット文字を含んでいる文字列値は
NUMBER値に変換できません。

数値の変換は、Oracle8i初期化ファイルの各国語サポート（NLS）パラメータで指定された
規則に従って行われます。たとえば、ピリオド（.）ではなくカンマ（,）を小数点として認
識するようにシステムが構成されている場合があります。NLSの詳細は、『Oracle8i NLSガ
イド 』を参照してください。

次の表は、サポートされている内部データ型と外部データ型の変換を示します。
データ型とホスト変数 4-37



データ型の変換
表表表表 4-9  内部データ型と外部データ型の変換内部データ型と外部データ型の変換内部データ型と外部データ型の変換内部データ型と外部データ型の変換

内部内部内部内部

外部外部外部外部 CHAR DATE LONG LONG 
RAW

NUMBER RAW ROWID VARCHAR2

CHAR I/O I/O
（2）

I/O I（3） I/O I/O
（3）

I/O
（1）

I/O

CHARF I/O I/O
（2）

I/O I (3) I/O I/O
（3）

I/O
（1）

I/O

CHARZ I/O I/O
（2）

I/O I (3) I/O I/O
（3）

I/O
（1）

I/O

DATE I/O I/O I I/O

DECIMAL I/O
（4）

I I/O I/O
（4）

DISPLAY I/O
（4）

I I/O I/O
（4）

FLOAT I/O
（4）

I I/O I/O
（4）

INTEGER I/O
（4）

I I/O I/O
（4）

LONG I/O I/O
（2）

I/O I 
(3、5)

I/O I/O
（3）

I/O
（1）

I/O

LONG 
RAW

O
（6）

I
（5、6）

I/O I/O O
（6）

LONG 
VARCHAR

I/O I/O
（2）

I/O I
（3、5）

I/O I/O
（3）

I/O
  (1) 

I/O

LONG 
VARRAW

I/O
（6）

I
（5、6）

I/O I/O I/O
（6）

NUMBER I/O
（4）

I I/O I/O
（4）

RAW I/O
（6）

I
（5、6）

I/O I/O I/O
（6）

ROWID I I I/O I

STRING I/O I/O
（2）

I/O I
 (3、5)

I/O I/O
（3）

I/O
（1）

I/O
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DATE文字列書式の明示的な制御
DATE文字列書式の明示的な制御文字列書式の明示的な制御文字列書式の明示的な制御文字列書式の明示的な制御
Oracle8iでは、DATE列値を選択して文字ホスト変数に格納する場合、内部バイナリ値を外
部文字値に変換する必要があります。このため、デフォルトの日付書式で文字列を戻す SQL
関数 TO_CHARが暗黙的にコールされます。デフォルトの日付書式は、Oracle8iの初期化パ
ラメータ NLS_DATE_FORMATで設定します。時刻やユリウス暦の日付などのその他の情
報を得るには、書式マスクを指定して明示的に TO_CHARをコールする必要があります。

文字ホスト値を DATE列に挿入する際にも変換が必要です。Oracle8iは、デフォルトの日付
書式を期待する SQL関数 TO_DATEを暗黙的にコールします。その他の書式の日付を挿入
する場合は、書式マスクを指定して明示的に TO_DATEをコールする必要があります。 

UNSIGNED I/O
（4）

I I/O I/O
  (4) 

VARCHAR I/O I/O
（2）

I/O I
（3、5）

I/O I/O
（3）

I/O

VARCHAR
2

I/O I/O
（2）

I/O I
 (3)

I/O I/O
（3）

I/O
（1）

I/O

VARNUM I/O
（4）

I I/O I/O
（4）

VARRAW I/O
（6）

I
（5、6）

I/O I/O I/O
（6）

注意注意注意注意 : 

1. 入力時には、ホスト文字列を
Oracle'BBBBBBBB.RRRR.FFFF'の形式にする必要がありま
す。
出力時には、列値は同じ形式で戻されます。

2. 入力時には、ホスト文字列をデフォルトの DATE文字形
式にする必要があります。
出力時には、列値は同じ形式で戻されます。

3. 入力時には、ホスト文字列を 16進数形式にする必要があ
ります。 
出力時には、列値は同じ形式で戻されます。

4. 出力時には、列値は有効な数値を表している必要がありま
しす。

5. 入力時には、長さが 2000以下であることが必要です。

6. 入力時、列値は 16進数形式で格納されます。
出力時、列値は 16進数形式であることが必要です。 

凡例凡例凡例凡例 : 

I = 入力のみ

O = 出力のみ

I/O = 入出力

表表表表 4-9  内部データ型と外部データ型の変換内部データ型と外部データ型の変換内部データ型と外部データ型の変換内部データ型と外部データ型の変換
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データ型の同値化
Pro*COBOLには、他のバージョンの SQLとの互換性を保証するために、次のような日付文
字列を指定するためのプリコンパイラ・オプションが用意されています。

DATE_FORMAT={ISO | USA | EUR | JIS | LOCAL | 'fmt'（デフォルトは LOCAL）}

DATE_FORMATオプションは、コマンドラインまたは構成ファイル内で指定する必要があ
ります。指定できる日付文字列を次の表に示します。

 

'fmt'は、'Month dd, yyyy'などの日付書式モデルです。日付書式モデル要素の一覧は、
『Oracle8i SQLリファレンス 』を参照してください。

注意注意注意注意 : リンクする単位のうち別個にコンパイルしたものには、すべて同じ DATE_FORMAT
値を使用する必要があります。

データ型の同値化データ型の同値化データ型の同値化データ型の同値化
データ型を同値化すると、Oracle8iによる入力データの解釈方法および出力データのフォー
マット方法を制御できます。対応している COBOLのデータ型は、変数単位で外部データ型
に同値化できます。 

データ型を同値化する理由データ型を同値化する理由データ型を同値化する理由データ型を同値化する理由
データ型の同値化には、いくつかの利点があります。たとえば、COBOLプログラムで 可変
長文字列を使用するとします。PIC Xホスト変数を宣言した後に、これを外部データ型
VARCHAR2に同値化できます。

また、デフォルトのデータ型変換を変更する場合に、データ型の同値化を使用できます。初
期化ファイルの NLSパラメータで特に指定されていない限り、DATE列値を選択して文字
ホスト変数に入れると、Oracle8iは次のような書式の 9バイトの文字列を戻します。 

DD-MON-YY 

文字ホスト変数を DATE外部データ型に同値化すると、Oracle8iは内部形式の 7バイトの値
を戻します。

表表表表 4-10  日付文字列用の書式日付文字列用の書式日付文字列用の書式日付文字列用の書式

書式名書式名書式名書式名 略称略称略称略称 日付書式日付書式日付書式日付書式

国際標準化機構規格 ISO yyyy-mm-dd

USA標準 USA mm/dd/yyyy

ヨーロッパ標準 EUR dd.mm.yyyy

日本工業規格 JIS yyyy-mm-dd

インストール定義 LOCAL インストール時に定義した任意の書式
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ホスト変数の同値化ホスト変数の同値化ホスト変数の同値化ホスト変数の同値化
デフォルトでは、Pro*COBOLはすべてのホスト変数に特定の外部データ型を割り当てます。
デフォルトの割当ては、ホスト変数を外部データ型に同値化することによって変更できま
す。これをホスト変数の同値化と呼びます。   

VAR埋込み SQL文の構文は、次のとおりです。

      EXEC SQL
          VAR host_variable IS datatype [CONVBUFSZ [IS] (size)]
      END-EXEC

または

      EXEC SQL VAR host_variable [CONVBUFSZ [IS] (size)] END-EXEC

この場合、datatypeは次のとおりです。

SQL datatype [ ( {length | precision, scale } ) ]

この 2つの句のどちらか 1つまたは両方を必ず指定する必要があります。 

パラメータは次のとおりです。

host_variable 前に宣言された入力または出力ホスト変数（あるいはホスト表）。

外部データ型 VARCHARと VARRAWには、2バイトの lengthフィー
ルドの後に nバイトのデータ・フィールドがあります。nの範囲は 1～
65533です。 したがって、type_nameが VARCHARまたはVARRAWの場合
は、host_variableに最低 3バイトが必要です。

LONG VARCHARと LONG VARRAWの外部データ型には、4バイトの
lengthフィールドの後に nバイトのデータ・フィールドがあります。nの
範囲は 1～ 2147483643です。したがって、type_nameが LONG VARCHAR
または LONG VARRAWの場合は、host_variableに最低 5バイトが必要で
す。

SQL datatype RAW、STRINGなどの有効な外部データ型の名前。
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4-44ページの表 4-11に、各外部データ型に使用するパラメータを示しています。

CONVBUFSZ句の詳細は、4-43ページの「VAR文の CONVBUFSZ句」を参照してくださ
い。

NCHARホスト変数（PIC Gまたは PIC N句を含む変数）には、EXEC SQL VARは使用で
きません。

DECLARE_SECTION=TRUEの場合は宣言文が必要であり、また、宣言文に EXEC SQL 
VAR文を記述する必要があります。

この文の構文図は、F-90ページの「VAR（Oracle埋込み SQL宣言文）」を参照してくださ
い。

ext_type_nameが FLOATの場合は lengthを指定してください。ext_type_nameが DECIMAL
の場合は、lengthではなく、precisionおよび scaleを指定してください。

length 有効な長さをバイト数で指定する整数リテラル。長さの値には、外部デー
タ型を収容できるサイズを指定する必要があります。

type_nameがDECIMALまたはDISPLAYの場合は、lengthのかわりに
precisionおよび scaleを指定する必要があります。type_nameがVARNUM、
ROWIDまたはDATEの場合、lengthは事前定義済みのため指定できませ
ん。他の外部データ型では、lengthはオプションです。デフォルトは host_
variableの長さです。

lengthを指定するとき、type_nameが VARCHAR、VARRAW、LONG 
VARCHARまたは LONG VARRAWの場合には、データ・フィールドの最
大長を指定してください。Pro*COBOLは、lengthフィールドの分を加算し
ます。type_nameが LONG VARCHARまたは LONG VARRAWで、デー
タ・フィールドが 65533バイトを超える場合は、lengthフィールドを "-1"に
してください。 

precisionおよび
scale

有効桁数を示す整数リテラルと、ラウンドが発生する地点を示す整数リ
テラル。たとえばスケールが 2のときは、1/100の倍数の近似値に値が四
捨五入される（3.456は 3.46になる）ことを意味します。またスケールが -3
のときは、1000の倍数の近似値に値が四捨五入される（3456が 3000にな
る）ことを意味します。

1～ 99までの precision と -84～ 99までの scaleを指定できます。 ただし、
データベース列の精度とスケールの最大値は、それぞれ 38と 127です。し
たがって、precisionが 38を超えていると、host_variableの値はデータベー
ス列に挿入できません。一方、列値のスケールが 99を超えていると、host_
variableに入れる値の選択もフェッチもできません。

precisionおよび scaleは、type_nameがDECIMALまたはDISPLAYの場合に
のみ指定してください。 

size 指定した host_variableから別のキャラクタ・セットへの変換に使用する
バッファのサイズ（バイト数）を示す整数。
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ホスト変数の同値化には、いくつかの利点があります。たとえば、Oracle8iにデータを格納
するが解釈はさせたくない場合は、ホスト変数の同値化を利用できます。4バイトの整数か
らなるホスト表を RAWデータベース列に格納するとします。この場合は、次に示すよう
に、ホスト表を RAW外部データ型に同値化します。 

 WORKING-STORAGE SECTION. 
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  EMP-TABLES. 
     05  EMP-NUMBER  PIC S9(4) COMP OCCURS 50 TIMES. 
             ... 
*    Reset default datatype (INTEGER) to RAW.
     EXEC SQL VAR EMP-NUMBER IS RAW (200) END-EXEC.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

ホスト表で指定する長さは、その表の保持に必要なバッファ・サイズと一致している必要が
あります。最後の例では長さに 200を指定しています。これは、4バイトの整数を 50個格納
するのに必要なバッファ・サイズです。 

使用するグループ項目を LONG VARCHARとして宣言することもできます。

 01  MY-LONG-VARCHAR.
     05 UC-LEN PIC S9(9) COMP.
     05 UC-ARR PIC X(6000).
     EXEC SQL VAR MY-LONG-VARCHAR IS LONG VARCHAR(6000).

VAR文の文の文の文の CONVBUFSZ句句句句
EXEC SQL VAR文には、オプションの CONVBUFSZ句を使用できます。CONVBUFSZ句
には、指定したホスト変数のキャラクタ・セット間での変換に使用する、ランタイム・ライ
ブラリ内のバッファのサイズ（バイト数）を指定します。 

CONVBUFSZ句を指定しないと、ランタイム・ライブラリが、ホスト変数のキャラクタ・
サイズ（NLS_LANGで判別）とデータベース・キャラクタ・セットのキャラクタ・サイズ
との割合でバッファ・サイズを自動的に決定します。これによって、LONGサイズのバッ
ファが作成されることがあります。データベースでは、LONG列を 1つしか指定できませ
ん。複数の LONG値が指定されると、エラーとなります。

このようなエラーを避けるには、LONGより短い長さを指定します。キャラクタ・セットを
変換した値の長さが CONVBUFSZで指定された長さを超えた場合、Pro*COBOLはエラー
を戻します。

例例例例
EMP表から従業員の名前を選択して、NULL終了文字列を要求する C言語のルーチンに渡
すとします。これらの名前に、明示的に NULL終了記号を付ける必要はありません。次のよ
うに、ホスト変数を STRING外部データ型に同値化するのみです。

      EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
      ... 
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 01   EMP-NAME  PIC X(11).
     EXEC SQL VAR EMP-NAME IS STRING (11) END-EXEC. 
      EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 

ENAME列の幅は 10文字のため、NULL終了記号を含めるために新しい EMP-NAMEには
11文字を割り当てます（lengthのデフォルト値はホスト変数の長さのため、lengthの指定は
任意です）。ENAMEから値を選択して EMP-NAMEに入れると、その値は Oracle8iによっ
て NULL終了にされます。 

表表表表 4-11  ホスト変数を同値化するためのパラメータホスト変数を同値化するためのパラメータホスト変数を同値化するためのパラメータホスト変数を同値化するためのパラメータ

外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型 長さ長さ長さ長さ 精度精度精度精度 スケールスケールスケールスケール デフォルトの長さデフォルトの長さデフォルトの長さデフォルトの長さ

CHAR オプション 該当なし 該当なし 変数の宣言長

CHARZ オプション 該当なし 該当なし 変数の宣言長

DATE 該当なし 該当なし 該当なし 7バイト

DECIMAL 該当なし 必須 必須 なし

DISPLAY 該当なし 必須 必須 なし

DISPLAY 
TRAILING

該当なし 必須 必須 なし

UNSIGNED 
DISPLAY

該当なし 必須 必須 なし

OVERPUNCH 
TRAILING

該当なし 必須 必須 なし

OVERPUNCH 
LEADING

該当なし 必須 必須 なし

FLOAT オプション
（4または 8）

該当なし 該当なし 変数の宣言長

INTEGER オプション
（1、2または 4）

該当なし 該当なし 変数の宣言長

LONG オプション 該当なし 該当なし 変数の宣言長

LONG RAW オプション 該当なし 該当なし 変数の宣言長

LONG VARCHAR 必須（注意 1） 該当なし 該当なし なし

LONG VARRAW 必須（注意 1） 該当なし 該当なし なし

NUMBER 該当なし 該当なし 該当なし なし

STRING オプション 該当なし 該当なし 変数の宣言長

RAW オプション 該当なし 該当なし 変数の宣言長
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注意注意注意注意 1.データ・フィールドが 65533バイトを超える場合は、-1を渡します。

注意注意注意注意 2.長さは一般的な値ですが、デフォルトはポートによって異なります。

CHARFデータ型指定子の使用方法データ型指定子の使用方法データ型指定子の使用方法データ型指定子の使用方法
VAR文でデータ型指定子 CHARFを使用すると、COBOLのデータ型を固定長の ANSIデー
タ型 CHARに同値化できます。

PICX=CHARFの場合は、VAR文でデータ型 CHARを指定すると、ホスト言語のデータ型
は固定長の ANSIデータ型（Oracle8iの外部データ型コード 96）に同値化されます。
PICX=VARCHAR2の場合は、ホスト言語のデータ型は可変長のデータ型 VARCHAR2
（コード 1）に同値化されます。

ホスト言語のデータ型をいつでも固定長の ANSIデータ型 CHARに同値化できます。これ
には、VAR文でデータ型 CHARFを指定します。CHARFを使用すると、
PICX=VARCHAR2に設定されている場合でも、ホスト言語のデータ型は固定長の ANSI
データ型 CHARに同値化されます。

ROWID 該当なし 該当なし 該当なし 18バイト（注意 2）

UNSIGNED オプション
（1、2または 4）

該当なし 該当なし 変数の宣言長

VARCHAR 必須 該当なし 該当なし なし

VARCHAR2 オプション 該当なし 該当なし 変数の宣言長

VARNUM 該当なし 該当なし 該当なし 22バイト

VARRAW オプション 該当なし 該当なし なし

表表表表 4-11  ホスト変数を同値化するためのパラメータホスト変数を同値化するためのパラメータホスト変数を同値化するためのパラメータホスト変数を同値化するためのパラメータ

外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型 長さ長さ長さ長さ 精度精度精度精度 スケールスケールスケールスケール デフォルトの長さデフォルトの長さデフォルトの長さデフォルトの長さ
データ型とホスト変数 4-45



データ型の同値化
ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン
VARNUM値および DATE値は、必ず Oracle8iの内部形式で入力してください。Oracle8i
は、VARNUM値および DATE値の出力には内部形式を使用します。

列値を選択して VARNUMホスト変数に格納した後、先頭バイトをチェックして値の長さを
調べることができます。表 4-1は戻される VARNUM値の例を示しています。

DATE値の変換は、4-39ページの「DATE文字列書式の明示的な制御」を参照してくださ
い。

ニーズに合った Oracle8iの外部データ型がない場合は、VARCHAR2ベースまたは RAW
ベースの外部データ型を使用してください。 

表表表表 4-12  VARNUMの例の例の例の例

VARNUM値値値値

10進数進数進数進数 長さバイト長さバイト長さバイト長さバイト 指数バイト指数バイト指数バイト指数バイト 仮数バイト仮数バイト仮数バイト仮数バイト 終了文字バイト終了文字バイト終了文字バイト終了文字バイト

0 1 128 該当なし 該当なし

5 2 193 6 該当なし

-5 3 62 96 102

2767 3 194 28、 68 該当なし

-2767 4 61 74、 34 102

100000 2 195 11 該当なし

1234567 5 196 2、 24、 46、 68 該当なし
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RAW値および値および値および値および LONG RAW値値値値
Oracle8iでは、RAW列値または LONG RAW列値を選択して文字ホスト変数に格納する場
合、内部バイナリ値を外部文字値に変換する必要があります。この場合、Oracle8iは RAW
データまたは LONG RAWデータの各バイナリ・バイトを文字のペアとして戻します。個々
の文字は、ニブル（1/2バイト）の等価の 16進値を表します。たとえば、バイナリ・バイ
ト 11111111は文字のペア "FF"として戻されます。SQL関数 RAWTOHEXはこれと同じ変
換を実行します。

文字ホスト値を RAW列または LONG RAW列に挿入するときも変換が必要です。ホスト変
数内の文字のペアはそれぞれ、バイナリ・バイトの等価の 16進値を表している必要があり
ます。文字がニブルの 16進値を表していないと、Oracle8iはエラー・メッセージを発行し
ます。

データ型の変換の詳細は、4-47ページの「サンプル・プログラム 4: データ型の同値化」を参
照してください。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 4: データ型の同値化データ型の同値化データ型の同値化データ型の同値化
次のプログラムは、Oracleに接続した後、SCOTTアカウントに IMAGEの名前のデータ
ベースの表を作成し、この表への従業員番号のビットマップ・イメージの挿入をシミュレー
トします。データ型の同値化により、このプログラムは Oracle外部データ型 LONG RAW
を使用してビットマップ・イメージを表現できます。後でユーザーが従業員番号を入力する
と、その番号のビットマップが IMAGE表から選択され、端末の画面に表示されます。

      *****************************************************************
      * Sample Program 4:  Datatype Equivalencing                     *
      *                                                               *
      * This program simulates the storage and retrieval of bitmap    *
      * images into table IMAGE, which is created in the SCOTT        *
      * account after logging on to ORACLE.  Datatype equivalencing   *
      * allows an ORACLE external type of LONG RAW to be specified    *
      * for the programs representation of the images.                *
      *****************************************************************

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. DTY-EQUIV.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME          PIC X(10) VARYING.
       01  PASSWD            PIC X(10) VARYING.
       01  EMP-REC-VARS.
           05  EMP-NUMBER    PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-NAME      PIC X(10) VARYING.
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           05  SALARY        PIC S9(6)V99
                               DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
           05  COMMISSION    PIC S9(6)V99
                               DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
           05  COMM-IND      PIC S9(4) COMP.

           EXEC SQL VAR SALARY IS DISPLAY(8,2) END-EXEC.
           EXEC SQL VAR COMMISSION IS DISPLAY(8,2) END-EXEC.

       01  BUFFER-VAR.
           05  BUFFER        PIC X(8192).
           EXEC SQL VAR BUFFER IS LONG RAW END-EXEC.

       01  INEMPNO           PIC S9(4) COMP.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

       01  DISPLAY-VARIABLES.
           05  D-EMP-NAME    PIC X(10).
           05  D-SALARY      PIC $Z(4)9.99.
           05  D-COMMISSION  PIC $Z(4)9.99.
           05  D-INEMPNO     PIC 9(4).
       01  REPLY             PIC X(10).
       01  INDX              PIC S9(9) COMP.
       01  PRT-QUOT          PIC S9(9) COMP.
       01  PRT-MOD           PIC S9(9) COMP.

       PROCEDURE DIVISION.

       BEGIN-PGM.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR
               DO PERFORM SQL-ERROR END-EXEC.

           PERFORM LOGON.
           DISPLAY "OK TO DROP THE IMAGE TABLE? (Y/N)  "
               WITH NO ADVANCING.

           ACCEPT REPLY.

           IF (REPLY NOT = "Y") AND (REPLY NOT = "y")
               GO TO SIGN-OFF-EXIT.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           EXEC SQL DROP TABLE IMAGE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           IF (SQLCODE = 0) DISPLAY
               "TABLE IMAGE DROPPED - CREATING NEW TABLE."
           ELSE IF (SQLCODE = -942) DISPLAY
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               "TABLE IMAGE DOES NOT EXIST - CREATING NEW TABLE."
           ELSE PERFORM SQL-ERROR.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR
               DO PERFORM SQL-ERROR END-EXEC.
           EXEC SQL CREATE TABLE IMAGE
               (EMPNO NUMBER(4) NOT NULL, BITMAP LONG RAW)
           END-EXEC.
           EXEC SQL DECLARE EMPCUR CURSOR FOR
               SELECT EMPNO, ENAME FROM EMP
           END-EXEC.
           EXEC SQL OPEN EMPCUR END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY
             "INSERTING BITMAPS INTO IMAGE FOR ALL EMPLOYEES ...".
           DISPLAY " ".

       INSERT-LOOP.
           EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO NOT-FOUND END-EXEC.
           EXEC SQL FETCH EMPCUR
               INTO :EMP-NUMBER, :EMP-NAME
           END-EXEC.
           MOVE EMP-NAME-ARR TO D-EMP-NAME.
           DISPLAY "EMPLOYEE ", D-EMP-NAME WITH NO ADVANCING.
           PERFORM GET-IMAGE.
           EXEC SQL INSERT INTO IMAGE
               VALUES (:EMP-NUMBER, :BUFFER)
           END-EXEC.
           DISPLAY " IS DONE!".
           MOVE SPACES TO EMP-NAME-ARR.
           GO TO INSERT-LOOP.

       NOT-FOUND.
           EXEC SQL CLOSE EMPCUR END-EXEC.
           EXEC SQL COMMIT WORK END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY
             "DONE INSERTING BITMAPS.  NEXT, LET'S DISPLAY SOME.".

       DISP-LOOP.
           MOVE 0 TO INEMPNO.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ENTER EMPLOYEE NUMBER (0 TO QUIT):  "
               WITH NO ADVANCING.

           ACCEPT D-INEMPNO.

           MOVE D-INEMPNO TO INEMPNO.
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           IF (INEMPNO = 0)
               GO TO SIGN-OFF.
           EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO NO-EMP END-EXEC.
           EXEC SQL SELECT EMP.EMPNO, ENAME, SAL, NVL(COMM, 0), BITMAP
               INTO :EMP-NUMBER, :EMP-NAME, :SALARY,
                    :COMMISSION:COMM-IND, :BUFFER
               FROM EMP, IMAGE
               WHERE EMP.EMPNO = :INEMPNO
                 AND EMP.EMPNO = IMAGE.EMPNO
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           PERFORM SHOW-IMAGE.
           MOVE EMP-NAME-ARR TO D-EMP-NAME.
           MOVE SALARY TO D-SALARY.
           MOVE COMMISSION TO D-COMMISSION.
           DISPLAY "EMPLOYEE ", D-EMP-NAME, " HAS SALARY ", D-SALARY
               WITH NO ADVANCING.
           IF COMM-IND = -1
               DISPLAY " AND NO COMMISSION."
           ELSE
               DISPLAY " AND COMMISSION ", D-COMMISSION, "."
           END-IF.
           MOVE SPACES TO EMP-NAME-ARR.
           GO TO DISP-LOOP.

       NO-EMP.
           DISPLAY "NOT A VALID EMPLOYEE NUMBER - TRY AGAIN.".
           GO TO DISP-LOOP.

       LOGON.
           MOVE "SCOTT" TO USERNAME-ARR.
           MOVE 5 TO USERNAME-LEN.
           MOVE "TIGER" TO PASSWD-ARR.
           MOVE 5 TO PASSWD-LEN.
           EXEC SQL
               CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER:  ", USERNAME-ARR.
           DISPLAY " ".

       GET-IMAGE.
           PERFORM MOVE-IMAGE
               VARYING INDX FROM 1 BY 1 UNTIL INDX > 8192.

       MOVE-IMAGE.
           STRING '*' DELIMITED BY SIZE
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               INTO BUFFER
               WITH POINTER INDX.
           DIVIDE 256 INTO INDX
               GIVING PRT-QUOT REMAINDER PRT-MOD.
           IF (PRT-MOD = 0) DISPLAY "." WITH NO ADVANCING.

       SHOW-IMAGE.
           PERFORM VARYING INDX FROM 1 BY 1 UNTIL INDX > 10
               DISPLAY "               *************************"
           END-PERFORM.
           DISPLAY " ".

       SIGN-OFF.
           EXEC SQL DROP TABLE IMAGE END-EXEC.
       SIGN-OFF-EXIT.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY.".
           DISPLAY " ".
           EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

       SQL-ERROR.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED:  ".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
           EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.
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埋込み埋込み埋込み埋込み SQL

この章では、埋込み SQLプログラミングの基本的な技法およびその適用方法を説明します。
この章の構成は、次のとおりです。

� ホスト変数の使用方法

� 標識変数の使用

� 基本的な SQL文

� カーソル

� サンプル・プログラム 2: カーソル操作 
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ホスト変数の使用方法
ホスト変数の使用方法ホスト変数の使用方法ホスト変数の使用方法ホスト変数の使用方法
データベースからプログラムにデータおよび状態情報を渡すとき、またデータベースにデー
タを渡すときには、ホスト変数を使用します。 

出力ホスト変数および入力ホスト変数出力ホスト変数および入力ホスト変数出力ホスト変数および入力ホスト変数出力ホスト変数および入力ホスト変数
ホスト変数は、使用方法によって出力ホスト変数または入力ホスト変数と呼ばれます。 
SELECT文または FETCH文の INTO句内のホスト変数は、Oracleによって出力される列の
値が入るので出力ホスト変数と呼ばれます。 Oracleは、列の値を INTO句内の対応する出力
ホスト変数に割り当てます。

SQL文のその他のホスト変数の値は、プログラムがそれをOracleに入力するため、すべて
入力ホスト変数と呼ばれます。 たとえば、INSERT文の VALUES句内および UPDATE文の
SET句内では入力ホスト変数を使用します。 入力ホスト変数はWHERE句、HAVING句お
よび FOR句内でも使用されます。 実際、入力ホスト変数は、SQL文内で値または式を使用
できる位置であればどこにでも使用できます。

入力ホスト変数は、SQLキーワードまたはデータベース・オブジェクトの名前を指定するた
めに使用することはできません。つまり、ALTER、CREATEおよび DROPなどのデータ定
義文（DDLとも呼ばれます）では入力ホスト変数を使用できません。 次の例の DROP 
TABLE文は無効です。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
         01 TABLE-NAME    PIC X(30) VARYING.
          ... 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ...
     DISPLAY 'Table name? '. 
     ACCEPT TABLE-NAME. 
     EXEC SQL DROP TABLE :TABLE-NAME END-EXEC.
*  -- host variable not allowed 

注意注意注意注意 : ORDER BY句ではホスト変数が使用できますが、定数またはリテラルとして扱
われるのでホスト変数の内容は無効になります。たとえば、次のような SQL文がある
とします。

     EXEC SQL SELECT ENAME, EMPNO INTO :NAME, :NUMBER
         FROM EMP
         ORDER BY :ORD
     END-EXEC.

この文では、入力ホスト変数 ORDが使用されていますが、この場合のホスト変数は定
数として扱われます。 そのため、ORDの値が何であっても順序付けは行われません。 

入力ホスト変数を含む SQL文を Oracleで実行する前に、それらの入力ホスト変数に値を割
り当てる必要があります。 次の例を考えてみます。
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     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01     EMP-NUMBER   PIC S9(4) COMP. 
 01     EMP-NAME     PIC X(20) VARYING.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ...
* -- get values for input host variables 
     DISPLAY 'Employee number? '. 
     ACCEPT EMP-NUMBER. 
     DISPLAY 'Employee name? '. 
     ACCEPT EMP-NAME. 
     EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME) 
         VALUES (:EMP-NUMBER, :EMP-NAME) 
     END-EXEC. 

INSERT文の VALUES句内で入力ホスト変数の前にコロンが付いていることに注意してく
ださい。 

標識変数の使用標識変数の使用標識変数の使用標識変数の使用
ホスト変数に任意指定の標識変数を関連付けることができます。標識変数に関連付けたホス
ト変数を SQL文内で使用するたびに、結果コードが対応する標識変数内に格納されます。 つ
まり、標識変数によってホスト変数を監視できます。

VALUES句または SET句中の標識変数を使用して、入力ホスト変数にNULLを割り当てた
り、INTO句中の標識変数を使用して、出力ホスト変数内の NULLまたは切り捨てられた値
を検出できます。 

入力変数入力変数入力変数入力変数
入力ホスト変数の場合、プログラムが標識変数に割り当てる値の意味は次のとおりです。

-1 Oracleによって、その列に NULLが割り当てられます。このホスト変数の
値は無視されます。 

>= 0 Oracleによって、このホスト変数の値が列に割り当てられます。 
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出力変数出力変数出力変数出力変数
出力ホスト変数の場合、Oracleが標識変数に割り当てる値の意味は次のとおりです。

標識変数は、2バイトの整数として宣言する必要があります。また、SQL文中では、標識変
数の前にコロンを付けてホスト変数の直後に置く必要があります（キーワード INDICATOR
を使用しない場合）。 

NULLの挿入の挿入の挿入の挿入
標識変数を使用して、NULLを挿入できます。挿入の前に、次に示すように、NULLにする
列に対応する標識変数をそれぞれ -1に設定します。

      MOVE -1 TO IND-COMM.
      EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, COMM) 
          VALUES (:EMP-NUMBER, :COMMISSION:IND-COMM)
      END-EXEC. 

標識変数 IND-COMMにより、COMM列に NULLを入れるように指定されます。 

次のように、NULLをハードコードにすることもできます。

      EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, COMM) 
          VALUES (:EMP-NUMBER, NULL)
      END-EXEC. 

しかし、この方法は柔軟性がありません。 

一般的には、次の例に示すように条件的に NULLを挿入します。 

      DISPLAY 'Enter employee number or 0 if not available: '
          WITH NO ADVANCING.
      ACCEPT EMP-NUMBER. 
      IF EMP-NUMBER = 0
         MOVE -1 TO IND-EMPNUM 
      ELSE 

-2 列の値を切り捨ててホスト変数に割り当てましたが、数値が大きすぎ
るため、元の長さのまま標識変数に割り当てられませんでした。

-1 この列の値は NULLです。したがって、このホスト変数の値は予測不
能です。

0 列の値がそのままこのホスト変数に割り当てられました。 

> 0 列の値を切り捨ててホスト変数に割り当てました。列の元の長さ（マ
ルチバイト NLSホスト変数では、バイト数ではなく文字数で表され
る）を標識変数に割り当て、SQLCA内の SQLCODEを 0（ゼロ）に設
定しました。 
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          MOVE 0 TO IND-EMPNUM
      END-IF.
      EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, SAL) 
         VALUES (:EMP-NUMBER:IND-EMPNUM, :SALARY)
      END-EXEC. 

戻された戻された戻された戻された NULLの処理の処理の処理の処理
標識変数を使用すると、次の例に示すように、戻された NULLを操作することもできます。

      EXEC SQL SELECT ENAME, SAL, COMM 
         INTO :EMP-NAME, :SALARY, :COMMISSION:IND-COMM 
          FROM EMP
          WHERE EMPNO = :EMP_NUMBER
      END-EXEC. 
      IF IND-COMM = -1 
          MOVE SALARY TO PAY. 
*   -- commission is null; ignore it 
      ELSE 
          ADD SALARY TO COMMISSION GIVING PAY.
      END-IF. 

NULLのフェッチのフェッチのフェッチのフェッチ
プリコンパイラ・オプション UNSAFE_NULL=YESと設定されている場合は、次の例に示す
ように、標識変数を持たないホスト変数に対して NULLを選択またはフェッチできます。 

* --  assume that commission is NULL 
      EXEC SQL SELECT ENAME, SAL, COMM 
         INTO :EMP-NAME, :SALARY, :COMMISSION 
         FROM EMP 
         WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
      END-EXEC. 

SQLCA内の SQLCODEが 0（ゼロ）に設定されます。これは、Oracleがエラーまたは例外
を検出せずにその文を実行したことを示します。 

標識変数を使用しないと、NULLが戻されたかどうか知ることができません。ホスト変数の
値は未定義です。標識変数を使用しない場合は、プリコンパイラ・オプション UNSAFE_
NULLを YESに設定してください。したがって、既存のプログラムをアップグレードする
ときにのみ UNSAFE_NULL=YESに設定し、新規プログラムに対しては常に標識変数を使用
することをお薦めします。

ただし UNSAFE_NULL=NOの場合は、標識変数を持たないホスト変数に対して NULLを
選択またはフェッチすると、エラー・メッセージが発行されます。

詳細は、14-39ページの「UNSAFE_NULL」を参照してください。 
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NULLのテストのテストのテストのテスト
次の例のようにWHERE句で標識変数を使用して、NULLをテストできます。 

      EXEC SQL SELECT ENAME, SAL 
         INTO :EMP-NAME, :SALARY 
         FROM EMP 
         WHERE :COMMISSION:IND-COMM IS NULL ... 

しかし、関係演算子を使用して NULLとNULL、または NULLと他の値を比較することは
できません。たとえば、COMM列に複数の NULLが含まれる場合、次の SELECT文ではエ
ラーが出力されます。 

      EXEC SQL SELECT ENAME, SAL 
         INTO :EMP-NAME, :SALARY 
          FROM EMP 
          WHERE COMM = :COMMISSION:IND-COMM
      END-EXEC. 

次の例は、値のうちのいくつかが NULLである可能性がある場合の、値の等価性を比較する
方法を示します。 

      EXEC SQL SELECT ENAME, SAL 
         INTO :EMP_NAME, :SALARY 
         FROM EMP 
         WHERE (COMM = :COMMISSION) OR ((COMM IS NULL) AND 
             (:COMMISSION:IND-COMM IS NULL))
      END-EXEC. 

切り捨てられた値のフェッチ切り捨てられた値のフェッチ切り捨てられた値のフェッチ切り捨てられた値のフェッチ
ホスト変数に値をフェッチする際に値が切り捨てられると、エラー・メッセージは発行され
ません。警告は常に表示されます（8-8ページの「警告フラグ」を参照してください）。標識
変数を文字列と併用した場合、値が切り捨てられると、標識変数はデータベースの値の長さ
に設定されます。 数値が切り捨てられても、警告は表示されません。
5-6 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



基本的な SQL文
基本的な基本的な基本的な基本的な SQL文文文文
実行 SQL文を使用すると、Oracleデータの問合せ、操作および制御ができます。さらに、
表、ビューおよび索引などの Oracleオブジェクトの作成、定義および維持ができます。こ
の章では、データベース表のデータを操作する文（DML とも呼ばれます）およびカーソル
制御文を中心に説明します。 

次の SQL文は Oracleデータの問合せおよび操作に使用します。

INSERT、UPDATEまたは DELETEなどの DML文を実行する場合は、更新された行数と処
理結果を知る必要があります。これは、SQLCAを調べればわかります（SQL文を実行する
と、SQLCA変数が設定されます）。次の 2通りの方法で調べることができます。

� WHENEVER文による暗黙的なチェック

� SQLCA変数の明示的なチェック

MODE={ANSI | ANSI14}のときは、状態変数 SQLSTATEまたは SQLCODEをチェックす
ることもできます。詳細は、8-3ページの「ANSI SQLSTATE 変数」を参照してください。

ただし、SELECT文（問合せ）を実行している場合は、戻されたデータ行の処理もする必要
があります。問合せは次のように分類されます。

� 行を戻さない問合せ（有無のみを調べる）

� 1行のみ戻す問合せ

� 複数の行を戻す問合せ

複数行を戻す問合せには、明示的に宣言されたカーソルまたはカーソル変数が必要です。明
示的なカーソルの定義および制御は、次の埋込み SQL文で行います。

SELECT 1つ以上の表から行を戻します。 

INSERT 表に新しい行を追加します。 

UPDATE 表内の行を変更します。 

DELETE 表から行を削除します。 
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次の項では、最初に INSERT、UPDATE、DELETEおよび単一行の SELECT文を記述する方
法を説明します。次に、複数行を戻す SELECT文の使用方法を説明します。 各文と、その句
の詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。 

行の選択行の選択行の選択行の選択
データベースへの問合せは日常的な SQL処理です。問合せを発行するには、SELECT文を
使用します。次の例では、EMP表を問い合せています。 

      EXEC SQL SELECT ENAME, JOB, SAL + 2000 
         INTO :emp_name, :JOB-TITLE, :SALARY
         FROM EMP 
         WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
      END-EXEC. 

キーワード SELECTの後に続く列名および式が選択リストを構成します。 この例の選択リス
トには 3つの項目が含まれています。 WHERE句（および存在する場合は後続の句）内で指
定した条件に基づいて、Oracleは INTO句内のホスト変数に列の値を戻します。 選択リスト
内の項目の数は INTO句のホスト変数の数と一致している必要があります。これにより、戻
り値すべてに対する格納場所が確保されます。 

最も簡単な例として、問合せで 1行のみ戻される場合の形式は前述の例のようになります
（EMPNOは一意のキーです）。これに対し、問合せで複数行が戻される可能性がある場合
は、カーソルを使用して行をフェッチするか、行を選択してホスト配列に入れる必要があり
ます。 

1行のみ戻すように作成した問合せで、実際には複数の行が戻される可能性がある場合、エ
ラーになるかどうかはオプション SELECT_ERRORの指定によって決まります。SELECT_
ERROR=YES（デフォルト）の場合は、複数行が戻されると Oracleはエラー・メッセージを
発行します。 

SELECT_ERROR=NOの場合は、1行のみ戻され、エラーにはなりません。 

DECLARE カーソルに名前を付け、問合せに関連付けます。 

OPEN 問合せを実行してアクティブ・セットを決定します。 

FETCH カーソルを移動して、アクティブ・セット内の各行を 1つずつ取り出しま
す。 

CLOSE カーソルを使用禁止にします（アクティブ・セットは未定義）。
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使用可能な句使用可能な句使用可能な句使用可能な句
SELECT文では、INTO、FROM、WHERE、CONNECT BY、START WITH、GROUP BY、
HAVING、ORDER BYおよび FOR UPDATE OFなどの標準の SQL句がすべて使用できま
す。 

行の挿入行の挿入行の挿入行の挿入
INSERT文を使用すると、表またはビューに行を追加できます。 次の例では、EMP表に 1行
追加します。

      EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME, SAL, DEPTNO) 
         VALUES (:EMP_NUMBER, :EMP-NAME, :SALARY, :DEPT-NUMBER)
      END-EXEC. 

列リスト内に指定する各列は、INTO句で指定した表に含まれている必要があります。
VALUES句には、挿入する行の値を指定します。指定する値は、定数、ホスト変数、SQL
式または疑似列（USER、SYSDATEなど）のどの値でもかまいません。

VALUES句内の値の数は、列リスト内の名前の数と等しくする必要があります。 CREATE 
TABLEで定義された順序と同じ順序で表の各列の値が VALUES句に含まれている場合は列
リストを省略できますが、表の定義は変更されることがあるため、この方法はお薦めできま
せん。

DML戻り句戻り句戻り句戻り句
INSERT文、UPDATE文および DELETE文には、オプションで DML戻り句を含めること
ができます。この句は、ホスト標識変数 ivを使用して、ホスト変数 hvに列値の式 exprを戻
します。  戻り句の構文は次のとおりです。

{RETURNING | RETURN} {expr [,expr]}
    INTO {:hv [[INDICATOR]:iv] [, :hv [[INDICATOR]:iv]]}

式の個数は、ホスト変数の個数と等しくする必要があります。この句を使用すると、
INSERTまたは UPDATEの後、およびアプリケーションに対して情報を記録する必要があ
る場合の DELETEの前に、行を選択する必要がなくなります。DML戻り句によって、ネッ
トワークの非効率的なラウンドトリップ、余分な処理およびサーバーの使用メモリーを低減
できます。たとえば、1つのトリガーでデフォルト値または主キー値を挿入できます。

戻り句は、副問合せでは使用できません。VALUES句の後でのみ使用できます。

たとえば、前の INSERTの例の最後に次の句を入れることができます。

RETURNING EMPNO, ENAME, DEPTNO INTO :NEW-EMP-NUMBER, :NEW-EMP-NAME, :DEPT

DELETE、INSERTおよび UPDATEのエントリは、付録 F「埋込み SQL文およびプリコン
パイラ宣言文」を参照してください。
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副問合せの使用方法副問合せの使用方法副問合せの使用方法副問合せの使用方法
副問合せはネストされた SELECT文です。副問合せを使用すると、複数部分の検索を処理で
きます。 副問合せは、次の処理に使用できます。

� SELECT、UPDATEおよび DELETE文のWHERE、HAVINGおよび START WITH句内
の比較のための値を指定します。

� CREATE TABLEまたは INSERT文によって挿入する行の集合を定義します。

� UPDATE文の SET句に対して値を定義します。

たとえば、ある表から別の表に複数の行をコピーする場合は、次の例に示すように、
INSERT文の VALUES句を副問合せに置き換えます。

     EXEC SQL INSERT INTO EMP2 (EMPNO, ENAME, SAL, DEPTNO) 
         SELECT EMPNO, ENAME, SAL, DEPTNO FROM EMP 
         WHERE JOB = :JOB-TITLE
     END-EXEC. 

INSERT文が中間結果を得るためにどのように副問合せを使用しているのか注意してくださ
い。 

行の更新行の更新行の更新行の更新
UPDATE文を使用すると、表またはビュー内の指定した列の値を変更できます。 次の例で
は、EMP表内の SAL列と COMM列を更新します。

      EXEC SQL UPDATE EMP 
         SET SAL = :SALARY, COMM = :COMMISSION 
         WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
      END-EXEC. 

任意指定のWHERE句を使用して、行を更新する条件を指定できます。詳細は、5-11ページ
の「WHERE句の使用」を参照してください。

SET句には、値を指定する必要のある 1つ以上の列の名前の並びを指定します。 次の例に示
すように、副問合せを使用すると値を指定できます。 

      EXEC SQL UPDATE EMP 
      SET SAL = (SELECT AVG(SAL)*1.1 FROM EMP WHERE DEPTNO = 20)
      WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
      END-EXEC. 
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行の削除行の削除行の削除行の削除
DELETE文を使用すると、表またはビューから行を削除できます。 次の例では、EMP表から
指定した部内の全従業員を削除します。 

      EXEC SQL DELETE FROM EMP 
         WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER
      END-EXEC. 

任意指定のWHERE句を使用して、行を削除する条件を指定できます。 

WHERE句の使用句の使用句の使用句の使用
WHERE句を使用すると、表またはビュー内で検索条件を満たす行のみを選択、更新または
削除できます。WHERE句の検索条件は論理式であり、スカラー・ホスト変数、ホスト配列
（SELECT文を除く）および副問合せを使用できます。 

WHERE句を省略した場合は、表またはビュー内のすべての行が処理されます。UPDATE
または DELETE文でWHERE句を省略すると、Oracleは SQLCAの SQLWARN(5)を "W"
に設定して、すべての列が処理されたことを示します。 

カーソルカーソルカーソルカーソル
Oracleでは、SQL文を処理するためにプライベート SQL領域と呼ばれる作業領域がオープ
ンされます。このプライベート SQL領域には SQL文の実行に必要な情報が格納されます。 
カーソルと呼ばれる識別子を使用すると、SQL文に名前を付け、そのプライベート SQL領
域に保存されている情報にアクセスし、その処理をある程度まで制御できます。

静的 SQL文には、明示的と暗黙的の 2種類のカーソルがあります。 Oracleでは、INTO文を
使用する SELECT文を含め、すべてのデータ定義文および DML文についてカーソルが１つ
暗黙的に宣言されます。

取り出された一連の行を結果セットと呼びます。結果セットのサイズは、問合せの検索条件
を満たす行数によって変わります。 現在処理されている行（カレント行と呼びます）を識別
するには、明示的なカーソルを使用します。 

問合せで複数の行を戻す場合、明示的にカーソルを定義して次の処理を行うことができま
す。

� 問合せによって戻された最初の行以後の処理

� 現在どの行が処理されているかの追跡および記録

カーソルは、問合せによって戻された行の集合内におけるカレント行を示します。 これに
よって、プログラムは一度に 1行ずつ処理できます。 次の文を使用してカーソルを定義およ
び操作します。 

� DECLARE
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� OPEN

� FETCH

� CLOSE

最初に DECLARE文（正確には宣言文）を使用して、カーソルに名称を付け、問合せに関連
付けます。 

OPEN文によって問合せが実行され、この問合せの検索条件を満たす行がすべて判別されま
す。 これらの行は、カーソルのアクティブ・セットと呼ばれる集合を形成します。 カーソル
をオープンした後、対応する問合せによって戻された行を取り出すことができます。 

アクティブ・セットの行は 1行ずつ取り出されます（ホスト配列を使用していない場合）。 
FETCH文を使用してアクティブ・セット内のカレント行を取り出します。 FETCHは、すべ
ての行が取り出されるまで繰返し実行できます。

アクティブ・セットからの行のフェッチが終了した後、CLOSE文によってカーソルを使用
禁止にします（アクティブ・セットは未定義になります）。 

カーソルの宣言カーソルの宣言カーソルの宣言カーソルの宣言
次の例に示すように、DECLARE文でカーソルに名称を与えることでカーソルを定義できま
す。 

      EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, EMPNO, SAL 
         FROM EMP 
         WHERE DEPTNO = :DEPT_NUMBER
      END-EXEC. 

カーソル名は、ホスト変数やプログラム変数ではなく、プリコンパイラが使用する識別子な
ので、COBOL文では定義しないでください。 したがって、あるプリコンパイル単位から別
のプリコンパイル単位にカーソル名を渡すことはできません。カーソル名にハイフンは使用
できません。 長さは任意ですが、重要な意味があるのは先頭の 31文字までです。 ANSI互換
性を維持するため、カーソル名は 18文字までにしてください。   

コマンドラインまたは構成ファイルでプリコンパイラ・オプション CLOSE_ON_COMMIT
が使用できます。CLOSE_ON_COMMIT=YESに設定すると、WITH HOLD句なしで宣言さ
れたカーソルはすべて COMMITまたは ROLLBACKの後でクローズされます。詳細は、
3-15ページの「DECLARE CURSOR文でのWITH HOLD句の使用」および 14-14ページの
「CLOSE_ON_COMMIT」を参照してください。

CLOSE_ON_COMMITより高いレベルでMODEが指定されていると、MODEが優先され
ます。デフォルトはMODE=ORACLEおよび CLOSE_ON_COMMIT=NOです。
MODE=ANSIと指定した場合は、WITH HOLD句を使用していないカーソルは COMMIT
時にクローズされます。カーソルのクローズおよび再オープンの回数が多くなるため、アプ
リケーションの動作は遅くなります。MODE=ANSIのときは、CLOSE_ON_COMMIT=NO
と設定するとパフォーマンスが向上します。MODEなどのマクロ・オプションが CLOSE_
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ON_COMMITなどのマイクロ・オプションに与える影響は、14-4ページの「オプション値
の優先順位」を参照してください。

カーソルに関連付けられた SELECT文に INTO句を含めることはできません。 INTO句およ
び出力ホスト変数のリストは FETCH文の一部として指定します。 

DECLARE文は宣言部分なので、そのカーソルを参照する他のすべての SQL文よりも物理
的に（論理的にではなく）前にあることが必要です。 つまり、カーソルの順方向参照は許可
されていません。次の例では、OPEN文の位置が誤っています。 

      EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC.
*    -- MISPLACED OPEN STATEMENT
      EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, EMPNO, SAL 
         FROM EMP 
         WHERE ENAME = :EMP-NAME
      END-EXEC.

カーソル制御文（DECLARE、OPEN、FETCH、CLOSE）はすべて同一のプリコンパイル・
ユニット内で指定する必要があります。たとえば、ソース・ファイル A.PCOではカーソル
を宣言できませんが、ソース・ファイル B.PCOではカーソルをオープンするという処理が
できます。

ホスト・プログラムではカーソルを任意の数、宣言できます。 ただし、指定されたファイル
内ではそれぞれの DECLARE文は一意であることが必要です。つまり、カーソルの有効範囲
はファイル内でグローバルなので、1つのプリコンパイル単位の中では、ブロックやプロ
シージャが異なる場合でも同じ名前のカーソルを 2つ宣言することはできません。 

 MODE=ANSIまたは CLOSE_ON_COMMIT=YESを使用する場合は、DECLARE節に
WITH HOLD句を使用して、2つのオプションで定義される動作をオーバーライドできま
す。これらのオプションを設定すると、COMMITが発行されたときにすべてのカーソルが
クローズされます。この場合、処理を続行するのにカーソルを再びオープンする必要がある
ため、オーバーヘッドが生じてパフォーマンスが低下します。WITH HOLD句を正確に使用
して処理を高速化するには、プリコンパイラが ANSI標準に適合しているプログラムである
ことが必要です。

カーソルのオープンカーソルのオープンカーソルのオープンカーソルのオープン
OPEN文を使用して、問合せを実行し、アクティブ・セットを決定します。 次の例では、
EMPCURSORの名前のカーソルがオープンされます。 

     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC. 

OPENによって、カーソルはアクティブ・セットの最初の行の直前に位置付けられます。た
だし、この時点では実際に取り出される行はありません。行の取出しは FETCH文によって
行われます。 
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カーソルをオープンすると、問合せの入力ホスト変数はカーソルを再オープンするまで再検
査されません。つまり、アクティブ・セットは変更されません。アクティブ・セットを変更
するには、カーソルを再オープンします。 

OPENによって行われる作業量は、HOLD_CURSOR、RELEASE_CURSORおよび
MAXOPENCURSORSの 3つのプリコンパイラ・オプションの値によって決まります。詳細
は、14-12ページの「Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用」を参照してくださ
い。

カーソルからのフェッチカーソルからのフェッチカーソルからのフェッチカーソルからのフェッチ
FETCH文を使用すると、アクティブ・セットから行を取り出し、結果を格納する出力ホス
ト変数を指定できます。カーソルに関連付けられた SELECT文には INTO句を組み込めない
ことを思い出してください。 INTO句および出力ホスト変数のリストは FETCH文の一部と
して指定します。次の例では、フェッチした行を 3つのホスト変数に格納します。 

      EXEC SQL FETCH EMPCURSOR 
         INTO :EMP-NAME, :EMP-NUMBER, :SALARY
      END-EXEC. 

カーソルは、あらかじめ宣言し、オープンしておく必要があります。 最初に FETCH文を実
行すると、アクティブ・セットの最初の行より前にあるカーソルが最初の行に移動します。 
この行がカレント行になります。その後 FETCHを実行するたびに、カレント行を変更しな
がら、カーソルをアクティブ・セットの次の行に進めます。 カーソルはアクティブ・セット
内を順方向にしか進みません。すでにフェッチした行に戻るには、カーソルを再オープン
し、アクティブ・セットの最初の行からやり直す必要があります。 

アクティブ・セットを変更する場合は、カーソルに対応する問合せの入力ホスト変数に新し
い値を割り当て、カーソルを再オープンしてください。 MODE=ANSIに設定されている場合
は、再オープンする前にカーソルをクローズする必要があります。 

次の例に示すように、異なる出力ホスト変数セットを使用して同じカーソルからフェッチす
ることができます。しかし、各 FETCH文の INTO句内の対応するホスト変数は、同じデー
タ型であることが必要です。 

     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, SAL FROM EMP WHERE DEPTNO = 20
     END-EXEC.
     ... 
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC.
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO ...
 LOOP. 
     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :EMP-NAME1, :SAL1 END-EXEC 
     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :EMP-NAME2, :SAL2 END-EXEC 
     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :EMP-NAME3, :SAL3 END-EXEC 
     ...
     GO TO LOOP.
     ... 
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 END-PERFORM. 

アクティブ・セットが空か、または行が他になければ、FETCHを実行すると "データがあ
りません "という Oracle警告コードが SQLCAに戻されます（MODE=ANSIの場合はオプ
ションの SQLSTATE変数も設定されます）。 出力ホスト変数のステータスは予測不能です。 
（通常のプログラムでは、WHENEVER NOT FOUND文でこのエラーを検出します。） その
カーソルを再使用するには、再オープンする必要があります。 

カーソルのクローズカーソルのクローズカーソルのクローズカーソルのクローズ
アクティブ・セットからの行のフェッチ終了後、カーソルをクローズし、そのカーソルの
オープンによって獲得していたリソース（記憶域など）を解放します。 カーソルがクローズ
されると、解析ロックが解放されます。 どのリソースが解放されるかは、オプション
HOLD_CURSORおよび RELEASE_CURSORの指定によって異なります。 次の例では、
EMPCURSORの名前のカーソルをクローズします。 

     EXEC SQL CLOSE EMPCURSOR END-EXEC. 

クローズしたカーソルのアクティブ・セットは未定義になるので、クローズしたカーソルか
らフェッチすることはできません。 必要であれば、（たとえば、入力ホスト変数に新しい値を
指定して）カーソルを再オープンできます。 

CLOSE_ON_COMMIT=NO(MODE=ORACLEの場合のデフォルト )の場合、COMMITまた
は ROLLBACKを発行しても、クローズされるのは FOR UPDATE句を使用して宣言された
カーソルまたは CURRENT OF句で参照されるカーソルのみです。その他のカーソルは
COMMITまたは ROLLBACKによる影響を受けず、オープンされている場合はオープンさ
れたままです。ただし、CLOSE_ON_COMMIT=YES（MODE=ANSIの場合のデフォルト）
のときに COMMITまたは ROLLBACKを発行すると、すべてのカーソルがクローズします。
詳細は、14-14ページの「CLOSE_ON_COMMIT」を参照してください。

CURRENT OF句の使用方法句の使用方法句の使用方法句の使用方法
DELETE文または UPDATE文で CURRENT OF cursor_name句を使用すると、指定したカー
ソルから最後にフェッチした行を参照できます。カーソルをオープンし、行に位置付けてお
く必要があります。フェッチが 1度も行われていない場合や、そのカーソルがオープンされ
ていない場合には、CURRENT OF句を使用するとエラーが発生し、1行も処理されません。 

UPDATE文または DELETE文の CURRENT OF句で参照するカーソルを宣言するときに、
FOR UPDATE OF句を任意で指定できます。CURRENT OF句は、必要に応じて FOR 
UPDATE句を追加するようプリコンパイラに指示します。詳細は、7-19ページの
「CURRENT OF句の疑似実行」を参照してください。 

次の例では、CURRENT OF句を使用して、EMPCURSORの名前のカーソルから最後に
フェッチした行を参照します。 

     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, SAL FROM EMP WHERE JOB = 'CLERK'
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     END-EXEC. 
     ... 
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC.
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO ... 
 LOOP.
     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :EMP-NAME, :SALARY
     END-EXEC. 
     ... 
     EXEC SQL UPDATE EMP SET SAL = :NEW-SALARY 
         WHERE CURRENT OF EMPCURSOR
     END-EXEC.
     GO TO LOOP.

制限制限制限制限
明示的な FOR UPDATE OFまたは暗黙的な FOR UPDATEによって行の排他ロックが取得
されます。 いずれの行も、フェッチされるときではなくオープン時にロックされ、コミット
またはロールバックを行うとロックは解除されます。コミットした後で FOR UPDATEカー
ソルからフェッチしようとすると、エラーが発行されます。

CURRENT OF句には、結合で宣言されたカーソルを使用できません。これは、内部的に
CURRENT OF機構で ROWID擬似列が使用されており、ROWIDが関連付けられている表
を指定できないためです。他の方法の詳細は、7-19ページの「CURRENT OF句の疑似実行」
を参照してください。さらに、動的 SQLで CURRENT OF句を使用することもできません。 

一般的な文の順序一般的な文の順序一般的な文の順序一般的な文の順序
次の例は、CURRENT OF句と FOR UPDATE句を使用した一般的なカーソル制御文の順序
を示しています。 

* --  Define a cursor.
     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, JOB FROM EMP 
         WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
         FOR UPDATE OF JOB
     END-EXEC.
* --  Open the cursor and identify the active set.
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC.
* --  Exit if the last row was already fetched.
     EXEC SQL
         WHENEVER NOT FOUND GOTO NO-MORE
     END-EXEC.
* --  Fetch and process data in a loop.
 LOOP.
      EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :EMP-NAME, :JOB-TITLE
       END-EXEC. 
* -- host-language statements that operate on the fetched data
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       EXEC SQL UPDATE EMP 
          SET JOB = :NEW-JOB-TITLE 
          WHERE CURRENT OF EMPCURSOR
       END-EXEC. 
       GO TO LOOP.
     ...
 MO-MORE.
* --  Disable the cursor.
       EXEC SQL CLOSE EMPCURSOR END-EXEC. 
       EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.
   STOP RUN.

位置付け更新位置付け更新位置付け更新位置付け更新
次の例は、4-30ページの「汎用 ROWID」に定義されている汎用 ROWIDを使用した位置付
け更新を簡単に示しています。

...
 01  MY-ROWID SQL-ROWID.
...
     EXEC SQL ALLOCATE :MY-ROWID END-EXEC.
     EXEC SQL DECLARE C CURSOR FOR
        SELECT ROWID, ... FROM MYTABLE FOR UPDATE OF ... END-EXEC.
     EXEC SQL OPEN C END-EXEC.
     EXEC SQL FETCH C INTO :MY-ROWID ... END-EXEC.
* Process retrieved data.
...
     EXEC SQL UPDATE MYTABLE SET ... WHERE CURRENT OF C END-EXEC.
 ...
 NO-MORE-DATA:
     EXEC SQL CLOSE C END-EXEC.
     EXEC SQL FREE :MY-ROWID END-EXEC.
...

PREFETCHプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプション
プリコンパイラ・オプション PREFETCHを使用すれば、特定の行数をプリフェッチするこ
とによって問合せの効率を上げることができます。 これにより、必要なサーバーのラウンド
トリップ回数と必要なメモリーが減少します。構成ファイルまたはコマンドラインの
PREFETCHオプション値で設定した行数は、標準の優先順位規則に従って、明示的なカー
ソルを含むすべての問合せに使用されます。インラインで使用する場合は、次に示すカーソ
ル文の前に PREFETCHオプションを指定する必要があります。

� EXEC SQL OPEN cursor

� EXEC SQL OPEN cursor USING host_var_list
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サンプル・プログラム 2: カーソル操作
� EXEC SQL OPEN cursor USING DESCRIPTOR desc_name

OPENを実行すると、問合せの実行時にプリフェッチする行数が PREFETCHの値によって
指定されます。デフォルト値は 1ですが、0（プリフェッチなし）～ 9999までの値を設定で
きます。

ホスト表を手動で指定して選択およびフェッチするかわりに、このオプションを使用できま
す。プリフェッチは、宣言されたホスト変数のサイズに関係なく実行されます。つまり、
PREFETCH=100を指定してサイズ 5の表にフェッチを実行すると、100行がネットワークを
通じて送られます。うち 5行はプログラムに送られます。（5行ずつ）100行がすべてフェッ
チされると、次のネットワーク・ラウンドトリップが発生します。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 2: カーソル操作カーソル操作カーソル操作カーソル操作
次のプログラムでは、Oracleにログインし、カーソルを宣言およびオープンします。次に、
全営業担当者の名前、給料および歩合給をフェッチして結果を表示し、カーソルをクローズ
します。

最後のフェッチを除くすべてのフェッチは 1行を戻し、またフェッチ中にエラーが検出され
なかった場合には成功のステータス・コードを戻します。最後のフェッチは失敗し、"デー
タがありません "という Oracle警告コードを SQLCAの SQLCODEに戻します。実際に
フェッチされた行の累計数は、SQLCAの SQLERRD(3)に格納されます。 

      *****************************************************************
      * Sample Program 2:  Cursor Operations                          *
      *                                                               *
      * This program logs on to ORACLE, declares and opens a cursor,  *
      * fetches the names, salaries, and commissions of all           *
      * salespeople, displays the results, then closes the cursor.    *
      *****************************************************************

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CURSOR-OPS.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME          PIC X(10) VARYING.
       01  PASSWD            PIC X(10) VARYING.
       01  EMP-REC-VARS.
           05  EMP-NAME      PIC X(10) VARYING.
           05  SALARY        PIC S9(6)V99
                             DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
           05  COMMISSION    PIC S9(6)V99
                             DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
           EXEC SQL VAR SALARY IS DISPLAY(8,2) END-EXEC.
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サンプル・プログラム 2: カーソル操作
           EXEC SQL VAR COMMISSION IS DISPLAY(8,2) END-EXEC.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

       01  DISPLAY-VARIABLES.
           05  D-EMP-NAME    PIC X(10).
           05  D-SALARY      PIC Z(4)9.99.
           05  D-COMMISSION  PIC Z(4)9.99.

       PROCEDURE DIVISION.

       BEGIN-PGM.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR
               DO PERFORM SQL-ERROR END-EXEC.
           PERFORM LOGON.
           EXEC SQL DECLARE SALESPEOPLE CURSOR FOR
               SELECT ENAME, SAL, COMM
               FROM EMP
               WHERE JOB LIKE 'SALES%'
           END-EXEC.
           EXEC SQL OPEN SALESPEOPLE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "SALESPERSON  SALARY      COMMISSION".
           DISPLAY "-----------  ----------  ----------".

       FETCH-LOOP.
           EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND
               DO PERFORM SIGN-OFF END-EXEC.
           EXEC SQL FETCH SALESPEOPLE
               INTO :EMP-NAME, :SALARY, :COMMISSION
           END-EXEC.
           MOVE EMP-NAME-ARR TO D-EMP-NAME.
           MOVE SALARY TO D-SALARY.
           MOVE COMMISSION TO D-COMMISSION.
           DISPLAY D-EMP-NAME, "     ", D-SALARY, "    ", D-COMMISSION.
           MOVE SPACES TO EMP-NAME-ARR.
           GO TO FETCH-LOOP.

       LOGON.
           MOVE "SCOTT" TO USERNAME-ARR.
           MOVE 5 TO USERNAME-LEN.
           MOVE "TIGER" TO PASSWD-ARR.
           MOVE 5 TO PASSWD-LEN.
           EXEC SQL
               CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
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           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER:  ", USERNAME-ARR.

       SIGN-OFF.
           EXEC SQL CLOSE SALESPEOPLE END-EXEC. 
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY.".
           DISPLAY " ".
           EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

       SQL-ERROR.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED:".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
           EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.
 

5-20 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



埋込み P
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埋込み埋込み埋込み埋込み PL/SQL

この章では、PL/SQLトランザクション処理ブロックをプログラム内に埋め込むことによ
り、パフォーマンスを改善する方法を説明します。この章の構成は、次のとおりです。 

� PL/SQLの埋込み

� PL/SQLの利点

� PL/SQLブロックの埋込み

� ホスト変数と PL/SQL

� 標識変数と PL/SQL

� ホスト表と PL/SQL

� 埋込み PL/SQLでのカーソルの使用

� ストアド PL/SQLおよび Javaサブプログラム

� サンプル・プログラム 9: ストアド・プロシージャのコール

� カーソル変数 
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PL/SQLの埋込み
PL/SQLの埋込みの埋込みの埋込みの埋込み
Pro*COBOLは、PL/SQLブロックを単一の埋込み SQL文のように扱います。そのため、
PL/SQLブロックは、SQL文を記述できる位置であればホスト・プログラム内のどこにでも
記述できます。

ホスト・プログラムに PL/SQLブロックを埋め込むには、PL/SQLとの間で共有される変数
を宣言し、PL/SQLブロックを EXEC SQL EXECUTEキーワードと END-EXECキーワード
で囲みます。

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
PL/SQLブロックの中では、ホスト変数はブロック全体にわたるグローバルなものとして扱
われ、PL/SQL変数を記述できる位置であればどこにでも記述できます。SQL文内における
ホスト変数と同様、PL/SQLブロック内のホスト変数も先頭にコロンを付ける必要がありま
す。コロンは、ホスト変数と PL/SQL変数およびデータベース・オブジェクトとを区切りま
す。

VARCHAR変数変数変数変数
PL/SQLブロックに入ると、Oracle8iは自動的に VARCHARホスト変数の lengthフィール
ドをチェックします。このため、ブロックに入る前に lengthフィールドを設定する必要があ
ります。入力変数の lengthフィールドは、文字列フィールドに格納される値の長さに設定し
ます。 出力変数の場合は、lengthフィールドにその文字列フィールドに許される最大の長さ
を設定します。

標識変数標識変数標識変数標識変数
PL/SQLブロックでは、標識変数のみを参照することはできません。標識変数は、対応する
ホスト変数の後に記述する必要があります。また、標識変数によってホスト変数を参照する
場合は、同じブロック内では常に標識変数を使用してそのホスト変数を参照する必要があり
ます。

NULLの処理の処理の処理の処理
ブロックに入るとき、標識変数の値が -1であれば、PL/SQLによって NULLがホスト変数
に自動的に割り当てられます。ブロックから出るとき、ホスト変数が NULLであれば、
PL/SQLによって値 -1が標識変数に自動的に割り当てられます。

切り捨てられた値の処理切り捨てられた値の処理切り捨てられた値の処理切り捨てられた値の処理
PL/SQLでは、切り捨てられた文字列の値がホスト変数に割り当てられても、例外とはみな
されません。しかし、標識変数を指定している場合には、PL/SQLによってその標識変数が
文字列の元の長さに設定されます。
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PL/SQLの利点
SQLCHECK
埋込み PL/SQLブロックを持つプログラムをプリコンパイルする際には、
SQLCHECK=SEMANTICSを指定する必要があります。 また、USERIDオプションも使用す
る必要があります。詳細は、第 14章「プリコンパイラ・オプション」を参照してください。

PL/SQLの利点の利点の利点の利点
この項では、PL/SQLによって提供される次のような機能および利点を説明します。

� パフォーマンスの向上

� Oracle8iとの統合 

� カーソル FORループ

� プロシージャとファンクション

� パッケージ

� PL/SQL表

� ユーザー定義レコード

PL/SQLの詳細は、『Oracle8i PL/SQLユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照し
てください。

パフォーマンスの向上パフォーマンスの向上パフォーマンスの向上パフォーマンスの向上
PL/SQLによって、オーバーヘッドの削減、パフォーマンスの改善および生産性の向上が図
れます。たとえば、PL/SQLを使用しないと、Oracle8iは一度に 1つずつ SQL文を処理する
必要があります。 その結果、各 SQL文によってサーバーへの別のコールが発生し、オーバー
ヘッドが増加します。しかし、PL/SQLを使用すると、サーバーに SQL文のブロック全体
を送ることができます。これによって、アプリケーションとサーバーとの間の通信は最小限
になります。

Oracle8iとの統合との統合との統合との統合
PL/SQLはサーバーと密接に統合されます。たとえば、PL/SQLデータ型の大部分は、デー
タ・ディクショナリに固有のデータ型です。さらに、次の例に示すとおり、データ・ディク
ショナリ内に格納された列定義に基づいて変数を宣言するための %TYPE属性が使用できま
す。 

job_title  emp.job%TYPE; 

したがって、列の厳密なデータ型を知る必要はありません。 しかも、列定義を変更すれば、
変数宣言もそれに応じて自動的に変更されます。 これによって、データ独立性を提供し、メ
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ンテナンス・コストを削減し、データベース変更時にプログラムが順応できるようになりま
す。 

カーソルカーソルカーソルカーソル FORループループループループ
PL/SQLを使用すれば、カーソルを定義し操作するために DECLARE文、OPEN文、
FETCH文および CLOSE文を指定する必要がありません。かわりに、カーソル FORループ
を指定できます。カーソル FORループは、ループ索引をレコードとして暗黙的に宣言し、
指定された問合せに関連付けられているカーソルをオープンし、データを繰り返しカーソル
からフェッチしてレコードに入れてから、カーソルをクローズします。 次に例を示します。 

DECLARE 
    ... 
BEGIN 
    FOR emprec IN (SELECT empno, sal, comm FROM emp) LOOP 
        IF emprec.comm / emprec.sal > 0.25 THEN ... 
        ... 
    END LOOP; 
END; 

レコード中のフィールドの参照にはドット表記法を使用することに注意してください。 

サブプログラムサブプログラムサブプログラムサブプログラム
PL/SQLにはプロシージャおよびファンクションと呼ばれる 2種類のサブプログラムがあり
ます。これらを使用すると、各処理を個別に行えるため、アプリケーション開発が容易にな
ります。 一般的には、プロシージャを使用して処理を行い、ファンクションを使用して値を
計算します。 

プロシージャとファンクションには拡張性があります。つまり、プロシージャとファンク
ションを使用することにより、PL/SQL言語を必要に応じて調整できます。 たとえば、新し
い部門を作成するプロシージャが必要な場合、次のようにコーディングします。 

PROCEDURE create_dept 
    (new_dname  IN CHAR(14), 
     new_loc    IN CHAR(13), 
     new_deptno OUT NUMBER(2)) IS 
BEGIN 
    SELECT deptno_seq.NEXTVAL INTO new_deptno FROM dual; 
    INSERT INTO dept VALUES (new_deptno, new_dname, new_loc); 
END create_dept; 

このプロシージャをコールすると、新しい部門名および新しい位置が確立され、部門番号
データベース順序内のその次の値が選択され、新しい番号、名前および位置が dept表の中に
挿入されます。次に、新しい番号がコール側に戻ります。 
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PL/SQLの利点
サブプログラムをその都度再コンパイルせずに、複数のアプリケーションからコールできま
す。（CREATE FUNCTIONおよび CREATE PROCEDUREを使用してサブプログラムを
データベースに格納できます。）

パラメータ・モードパラメータ・モードパラメータ・モードパラメータ・モード
仮パラメータの動作を定義するには、パラメータ・モードを使用します。パラメータ・モー
ドには IN（デフォルト）、OUTおよび IN OUTの 3つがあります。INパラメータを使用す
ると、コールされるサブプログラムに値を渡すことができます。OUTパラメータを使用す
ると、サブプログラムのコール側に値を戻すことができます。IN OUTパラメータを使用す
ると、コールされるサブプログラムに初期値を渡し、更新された値をコール側に戻すことが
できます。 

それぞれの実パラメータのデータ型は、その対応する仮パラメータのデータ型に変換可能で
あることが必要です。6-15ページの表 6-1は、データ型間の有効な変換を示します。 

パッケージパッケージパッケージパッケージ
PL/SQLでは、論理的に関連する型、プログラム・オブジェクトおよびサブプログラムを 1
つのパッケージにまとめることができます。パッケージは、コンパイルしてデータベースに
格納できます。これにより、パッケージの内容を複数のアプリケーションで共有できるよう
になります。

パッケージには通常、仕様部と本体の 2つの部分があります。仕様部とは、アプリケーショ
ンへのインタフェースです。仕様部には、使用可能な型、定数、変数、例外、カーソルおよ
びサブプログラムが宣言されます。本体は、カーソルおよびサブプログラムを定義して、仕
様部を実行します。次の例では、2つの雇用プロシージャをパッケージ化しています。 

PACKAGE emp_actions IS  -- package specification 
    PROCEDURE hire_employee (empno NUMBER, ename CHAR, ...); 
    PROCEDURE fire_employee (emp_id NUMBER); 
END emp_actions; 

PACKAGE BODY emp_actions IS  -- package body 
    PROCEDURE hire_employee (empno NUMBER, ename CHAR, ...) IS 
    BEGIN 
        INSERT INTO emp VALUES (empno, ename, ...); 
    END hire_employee; 
    PROCEDURE fire_employee (emp_id NUMBER) IS 
    BEGIN 
        DELETE FROM emp WHERE empno = emp_id; 
    END fire_employee; 
END emp_actions; 

パッケージ仕様部内の宣言のみ参照可能で、アプリケーションからアクセスできます。パッ
ケージ本体中の詳細な実装内容は隠されていてアクセスできません。 
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PL/SQLの利点
PL/SQL表表表表
PL/SQLには TABLEの名前の複合データ型が用意されています。TABLE型のオブジェクト
は、PL/SQL表と呼ばれ、データベース表をモデルとしています（まったく同じではありま
せん）。PL/SQL表は 1列から成り、主キーを使用して、配列と同じ方法で行にアクセスし
ます。列は、任意のスカラー型（CHAR、DATEまたは NUMBERなど）にできますが、主
キーは型 BINARY_INTEGERにする必要があります。 

ブロック、プロシージャ、ファンクションまたはパッケージのいずれかの宣言部分で
PL/SQL表型を宣言できます。次の例では、NumTabTypと呼ばれる TABLE型を宣言してい
ます。 

DECLARE 
    TYPE NumTabTyp IS TABLE OF NUMBER 
        INDEX BY BINARY_INTEGER; 
    ... 
BEGIN 
    ... 
END; 

次の例に示すように、一度 NumTabTyp型を定義すれば、その型の PL/SQL表を宣言できま
す。 

num_tab  NumTabTyp; 

識別子 num_tabは、PL/SQL表全体を表しています。 

配列に似た構文を使用して PL/SQL表の中の行を参照し、主キーの値を指定します。たとえ
ば、num_tabの名前の PL/SQL表の中の 9番目の行を参照するには次のように指定します。 

num_tab(9) ... 

ユーザー定義レコードユーザー定義レコードユーザー定義レコードユーザー定義レコード
%ROWTYPE属性を使用して、データベース表の中の行を表すレコード、またはカーソルに
よってフェッチされる行を表すレコードを宣言できます。しかし、レコード内のフィールド
のデータ型を指定することはできず、ユーザー独自のフィールドを定義することもできませ
ん。複合データ型 RECORDを使用すると、これらの制限事項を取り除くことができます。 

RECORD型のオブジェクトをレコードといいます。PL/SQL表とは異なり、レコードには
一意の名前のフィールドがあります。フィールドのデータ型は異なっていてもかまいませ
ん。たとえば、ある従業員について異なる種類のデータ（名前、給料または雇用日など）が
あるとします。これらのデータは、型は異なりますが論理的に関連しています。従業員の名
前、給料または雇用日などのフィールドを持つレコードによって、これらのデータを 1つの
論理単位として処理できます。 

ブロック、プロシージャ、ファンクションまたはパッケージのいずれかの宣言部分で、レ
コード型およびレコード・オブジェクトを宣言できます。次の例では、DeptRecTypと呼ばれ
る RECORD型を宣言しています。 
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PL/SQLブロックの埋込み
DECLARE 
    TYPE DeptRecTyp IS RECORD 
        (deptno  NUMBER(4) NOT NULL := 10,  -- must initialize
         dname   CHAR(9), 
         loc     CHAR(14)); 

フィールド宣言は変数宣言と似ています。各フィールドには一意の名前と固有のデータ型を
指定します。フィールド宣言に NOT NULLオプションを追加すると、そのフィールドには
NULLを割り当てられません。ただし、NOT NULLを指定したフィールドは初期化する必
要があります。

次の例に示すように、一度 DeptRecTypを定義すれば、その型のレコードを宣言できます。 

dept_rec  DeptRecTyp; 

識別子 dept_recは、レコード全体を表しています。 

レコード内の個々のフィールドを参照するには、ドット表記法を使用します。たとえば、
dept_recレコードの dnameフィールドを参照する場合は、次のように記述します。 

dept_rec.dname ... 

PL/SQLブロックの埋込みブロックの埋込みブロックの埋込みブロックの埋込み
Pro*COBOLは、PL/SQLブロックを単一の埋込み SQL文のように扱います。そのため、
PL/SQLブロックは、SQL文を記述できる位置であればホスト・プログラム内のどこにでも
記述できます。 

PL/SQLブロックをホスト・プログラム内に埋め込むには、次のように、キーワード EXEC 
SQL EXECUTEおよび END-EXECで PL/SQLブロックを囲みます。 

     EXEC SQL EXECUTE 
         DECLARE 
         ... 
         BEGIN 
         ... 
         END;
     END-EXEC. 

プログラムで PL/SQLブロックを埋め込む場合、Pro*COBOLで PL/SQLを解析する必要が
あるので、プリコンパイラ・オプション SQLCHECK=SEMANTICSを指定する必要があり
ます。サーバーに接続する場合も、オプション USERIDを指定する必要があります。詳細
は、14-12ページの「Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用」を参照してくださ
い。 
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ホスト変数と PL/SQL
ホスト変数とホスト変数とホスト変数とホスト変数と PL/SQL
ホスト変数はホスト言語と PL/SQLブロック間の通信を仲介します。ホスト変数は PL/SQL
と共有できます。これにより、PL/SQLでのホスト変数の設定および参照が可能になりま
す。 

たとえば、ユーザーに情報の提供を求め、この情報を PL/SQLブロックに渡すためのホスト
変数を使用するようにユーザーに指示できます。これにより、PL/SQLを使用してデータ
ベースにアクセスし、ホスト変数を介してその結果をホスト・プログラムに戻せるようにな
ります。 

PL/SQLブロック内ではホスト変数はブロック全体のグローバル変数として扱われ、
PL/SQL変数を使用できる位置であればどこにでも使用できます。SQL文内におけるホスト
変数と同様、PL/SQLブロック内のホスト変数も先頭にコロンを付ける必要があります。コ
ロンは、ホスト変数と PL/SQL変数およびデータベース・オブジェクトとを区切ります。 

PL/SQLの例の例の例の例
次の例では、PL/SQLにおけるホスト変数の使用方法を示します。プログラムはユーザーに
従業員番号の入力を求め、その番号に応じて、従業員の役職名、雇用日および給与を表示し
ます。 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01 USERNAME   PIC X(20) VARYING.
 01 PASSWORD   PIC X(20) VARYING.
 01 EMP-NUMBER PIC S9(4) COMP.
 01 JOB-TITLE  PIC X(20) VARYING.
 01 HIRE-DATE  PIC X(9) VARYING.
 01 SALARY     PIC S9(6)V99
                          DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC. 
     ...
     DISPLAY 'Connected to Oracle'. 
 PERFORM
     DISPLAY 'Employee Number (0 to end)? 'WITH NO ADVANCING 
     ACCEPT EMP-NUMBER 
     IF EMP-NUMBER = 0  
         EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC 
         DISPLAY 'Exiting program' 
         STOP RUN
     END-IF. 
*   ---------------- begin PL/SQL block ----------------- 
     EXEC SQL EXECUTE 
        BEGIN 
            SELECT job, hiredate, sal 
                INTO :JOB-TITLE, :HIRE-DATE, :SALARY 
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ホスト変数と PL/SQL
                FROM EMP 
                WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER; 
        END; 
     END-EXEC. 
*    ---------------- end PL/SQL block ----------------- 
     DISPLAY 'Number  Job Title  Hire Date  Salary'. 
     DISPLAY '------------------------------------'. 
     DISPLAY EMP-NUMBER, JOB-TITLE, HIRE-DATE, SALARY. 
 END-PERFORM. 
     ...
 SQL-ERROR.
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC. 
     EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC. 
     DISPLAY 'Processing error'. 
     STOP RUN.

ホスト変数 EMP-NUMBERは PL/SQLブロックに入る前に設定され、ホスト変数
JOB-TITLE、HIRE-DATEおよび SALARYはブロックの中で設定されていることに注意して
ください。 

複雑な例複雑な例複雑な例複雑な例
次の例では、ユーザーに銀行口座番号、取引の種類および取引金額の入力を求め、次に口座
への記帳を行います。口座が存在しない場合は、例外が発生します。取引が完了すると、そ
のステータスが表示されます。 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01 USERNAME   PIC X(20) VARYING.
 01 ACCT-NUM   PIC S9(4) COMP.
 01 TRANS-TYPE PIC X(1).
 01 TRANS-AMT  PIC PIC S9(6)V99
                       DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
 01 STATUS     PIC X(80) VARYING.
   EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

     EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC. 
     DISPLAY 'Username? 'WITH NO ADVANCING. 
     ACCEPT USERNAME. 
     DISPLAY 'Password? '. 
     ACCEPT PASSWORD. 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO PERFORM SQL-ERROR. 
     EXEC SQL CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWORD. 
     PERFORM 
     DISPLAY 'Account Number (0 to end)? '
         WITH NO ADVANCING 
     ACCEPT ACCT_NUM 
     IF ACCT-NUM = 0
         EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC 
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         DISPLAY 'Exiting program' WITH NO ADVANCING 
         STOP RUN 
     END-IF.
     DISPLAY 'Transaction Type - D)ebit or C)redit? ' 
         WITH NO ADVANCING
     ACCEPT TRANS-TYPE 
     DISPLAY 'Transaction Amount? ' 
     ACCEPT trans_amt 
*   --------------------- begin PL/SQL block ------------------- 
     EXEC SQL EXECUTE 
        DECLARE 
            old_bal      NUMBER(9,2); 
            err_msg      CHAR(70); 
            nonexistent  EXCEPTION; 
        BEGIN 
           IF :TRANS-TYP-TYPE = 'C' THEN       -- credit the account 
                UPDATE accts SET bal = bal + :TRANS-AMT 
                    WHERE acctid = :acct-num; 
                IF SQL%ROWCOUNT = 0 THEN    -- no rows affected 
                    RAISE nonexistent; 
                ELSE 
                  :STATUs := 'Credit applied'; 

                END IF; 
            ELSIF :TRANS-TYPe = 'D' THEN    -- debit the account 
                SELECT bal INTO old_bal FROM accts 
                    WHERE acctid = :ACCT-NUM; 
                IF old_bal >= :TRANS-AMT THEN   -- enough funds 
                    UPDATE accts SET bal = bal - :TRANS-AMT 
                        WHERE acctid = :ACCT-NUM; 
                    :STATUS := 'Debit applied'; 
                ELSE 
                    :STATUS := 'Insufficient funds'; 
                END IF; 
            ELSE 
              :STATUS := 'Invalid type: ' || :TRANS-TYPE; 
            END IF; 
            COMMIT; 
        EXCEPTION 
            WHEN NO_DATA_FOUND OR nonexistent THEN 
                :STATUS := 'Nonexistent account'; 
            WHEN OTHERS THEN 
                err_msg := SUBSTR(SQLERRM, 1, 70); 
               :STATUS := 'Error: ' || err_msg; 
        END; 
     END-EXEC. 
*     ------------------- end PL/SQL block ----------------------- 
     DISPLAY 'Status: ', STATUS 
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 END-PERFORM.
     ...
 SQL-ERROR.
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC. 
     EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC. 
     DISPLAY 'Processing error'. 
     STOP RUN. 

VARCHAR疑似型疑似型疑似型疑似型
VARCHAR疑似型は、可変長の文字列の宣言に使用できます。VARCHARが入力ホスト変
数の場合は、どのくらいの長さが予測されるか Pro*COBOLに指示する必要があります。こ
のため lengthフィールドは、文字列フィールドに格納される値の実際の長さに設定してくだ
さい。 

VARCHARが出力ホスト変数の場合、Pro*COBOLは自動的に lengthフィールドを設定し
ます。しかし、PL/SQLブロックで VARCHAR出力ホスト変数を使用するには、ブロック
に入る前に lengthフィールドを初期化する必要があります。したがって、次の例に示すよう
に、宣言された（最大の）VARCHAR長に、lengthフィールドを設定してください。 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
        01 EMP-NUM   PIC S9(4) COMP.
        01 EMP-NAME  PIC X(10) VARYING.
        01 SALARY    PIC S9(6)V99
                     DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
     ... 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
 PROCEDURE DIVISION.
     ...
* -- initialize length field 
     MOVE 10 TO EMP-NAME-LEN.
     EXEC SQL EXECUTE 
     BEGIN 
        SELECT ename, sal INTO :EMP-NAME, :SALARY 
            FROM emp 
            WHERE empno = :EMP-NUM; 
        ... 
     END; 
     END-EXEC. 
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標識変数と標識変数と標識変数と標識変数と PL/SQL
PL/SQLでは、NULLを操作できるため、標識変数は必要ありません。たとえば、PL/SQL
内では、次のように IS NULL演算子を使用して NULLをテストできます。

IF variable IS NULL THEN ... 

次のように、代入演算子（:=）を使用して NULLを割り当てることができます。 

variable := NULL; 

しかし、ホスト言語は NULLを扱えないので、標識変数が必要です。埋込み PL/SQLでこ
の要件を満たすには、標識変数を次の用途に使用します。

� ホスト・プログラムからの NULL入力値の受け入れ

� NULLまたは切り捨てられた値のホスト・プログラムへの出力

PL/SQLブロックで標識変数を使用する場合は、次の規則に従ってください。

� 標識変数によってホスト変数を参照する場合、同じブロック内では常にホスト変数を使
用して標識変数を参照する必要があります。 

次の例では、標識変数 IND-COMMは、SELECT文でホスト変数 COMMISSIONとともに記
述されているため、IF文でもホスト変数とともに記述する必要があります。 

     EXEC SQL EXECUTE 
     BEGIN 
        SELECT ename, comm 
            INTO :EMP-NAME, :COMMISSION:IND-COMM FROM emp 
            WHERE empno = :EMP-NUM; 
        IF :COMMISSION:IND-COMM IS NULL THEN ... 
        ... 
     END; 
     END-EXEC. 

:COMMISSION:IND-COMMは、PL/SQLでは他の単純な変数と同じように扱われます。
PL/SQLブロック内の標識変数は直接参照できませんが、PL/SQLでは、ブロックに入ると
きに標識変数の値がチェックされ、ブロックから出るときにその値が正しく設定されます。 
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NULLの処理の処理の処理の処理
ブロックに入るとき、標識変数の値が -1であれば、PL/SQLによって NULLがホスト変数
に自動的に割り当てられます。ブロックから出るとき、ホスト変数が NULLであれば、
PL/SQLによって値 -1が標識変数に自動的に割り当てられます。次の例で、PL/SQLブロッ
クに入る前に IND-SALの値が -1になっていると、salary_missing例外が発生します。例外と
は、名前が指定されたエラー条件です。 

    EXEC SQL EXECUTE 
    BEGIN 
        IF :SALARY:IND-SAL IS NULL THEN 
            RAISE salary_missing; 
        END IF; 
        ... 
    END; 
    END-EXEC. 

切り捨てられた値の処理切り捨てられた値の処理切り捨てられた値の処理切り捨てられた値の処理
PL/SQLでは、切り捨てられた文字列の値がホスト変数に割り当てられても、例外とはみな
されません。しかし、標識変数を指定している場合には、PL/SQLによってその標識変数が
文字列の元の長さに設定されます。次の例では、ホスト・プログラムは、IND-NAMEの値
をチェックすることによって、切り捨てられた値が EMP-NAMEに割り当てられたかどうか
を判別できます。 

     EXEC SQL EXECUTE 
     DECLARE 
        ... 
        new_name  CHAR(10); 
     BEGIN 
        ... 
        :EMP_NAME:IND-NAME := new_name; 
        ... 
     END; 
     END-EXEC. 
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ホスト表とホスト表とホスト表とホスト表と PL/SQL
入力ホスト表および標識表を PL/SQLブロックに渡すことができます。入力ホスト表および
標識表には、BINARY_INTEGER型の PL/SQL変数、またはその型と互換性のあるホスト変
数を使用して索引付けができます。通常はホスト表全体が PL/SQLに渡されますが、
ARRAYLEN文（後で説明）を使用することによって、より小さい表ディメンションを指定
できます。 

また、サブプログラム・コールを使用して、ホスト表内のすべての値を PL/SQL表内の行に
割り当てることができます。表の添字範囲が m～ nであると、対応する PL/SQL表の索引
範囲は常に 1～（n-m+ 1）になります。たとえば、表の添字範囲が 5..10であると、対応す
る PL/SQL表の索引範囲は 1..（10-5+1）つまり 1..6になります。 

注意注意注意注意 : Pro*COBOLでは、ホスト表の使用方法はチェックされません。たとえば、索引
の範囲チェックは行われません。 

次の例では、salaryの名前のホスト表を PL/SQLブロックに渡します。PL/SQLブロックで
は、このホスト表がファンクション・コールで使用されます。この関数は、一連の数値の中
央値を検出するので、medianの名前が付いています。この関数の仮パラメータには、num_
tabの PL/SQL表が含まれています。このファンクション・コールは、実パラメータ salary
内のすべての値を仮パラメータ num_tab内の行に割り当てます。 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
 01  SALARY OCCURS 100 TIMES PIC S9(6)V99 COMP-3.
 01  MEDIAN-SALARY  PIC S9(6)V99 COMP-3.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
* -- populate the host table 
     EXEC SQL EXECUTE 
     DECLARE 
        TYPE NumTabTyp IS TABLE OF REAL 
            INDEX BY BINARY_INTEGER; 
        n  BINARY_INTEGER; 
        ... 
        FUNCTION median (num_tab NumTabTyp, n INTEGER) 
            RETURN REAL IS 
        BEGIN 
* -- compute median 
        END; 
     BEGIN 
        n := 100; 
        :MEDIAN-SALARY := median(:SALARY    END; 
     END-EXEC. 

また、サブプログラム・コールを使用して、PL/SQL表内のすべての行の値をホスト表内の
対応する要素に割り当てることもできます。6-20ページの「ストアド PL/SQLおよび Java
サブプログラム」の例を参照してください。
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ホスト表と PL/SQLの間のインタフェースによって、データ型が厳密に制御されます。PIC 
Xのデフォルトの外部型は CHARF（固定長文字列）で、CHAR型の PL/SQL表にのみマッ
プできます。

表 6-1 に、PL/SQL表内の行の値と、ホスト配列内の要素との間の有効な変換を示します。
この表からわかるように、PIC X変数を VARCHAR2型の表に渡すには、データ型の同値化
を使用して変数を VARCHAR2に同値化するか、コマンドラインで PICX=VARCHAR2を使
用する必要があります。  

 

表表表表 6-1  データ型の有効な変換データ型の有効な変換データ型の有効な変換データ型の有効な変換

PL/SQL表表表表

ホスト表ホスト表ホスト表ホスト表 CHAR DATE LONG LONG 
RAW

NUMBER RAW ROWID VARCHAR2

CHARF X

CHARZ X

DATE X

DECIMAL X

DISPLAY X

FLOAT X

INTEGER X

LONG X X

LONG 
VARCHAR

X X X X

LONG 
VARRAW

X X

NUMBER X

RAW X X

ROWID X

STRING X X X X

UNSIGNED X

VARCHAR X X X X

VARCHAR2 X X X X

VARNUM X

VARRAW X X
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ARRAYLEN文文文文
入力ホスト表を PL/SQLブロックに渡して、処理する必要があるとします。デフォルトで
は、このようなホスト表をバインドする際に、Pro*COBOLは宣言されたディメンションを
使用します。しかし、表の一部のみ処理する場合もあります。このような場合には、
ARRAYLEN文を使用してより小さい表ディメンションを指定できます。ARRAYLEN文は、
ホスト表をより小さいディメンションを格納するホスト変数と関連付けます。構文は次のと
おりです。 

     EXEC SQL ARRAYLEN host_array (dimension) EXECUTE END-EXEC. 

dimensionは 4バイトの整数ホスト変数です。リテラルや式ではありません。 

ARRAYLEN文は、host_arrayおよび dimensionの宣言の後に置く必要があります。ホスト表
にオフセットを指定することはできません。ただし、そのために COBOL機能を使用できる
場合があります。 

次の例では、ARRAYLENを使用して、BONUSの名前のホスト表のデフォルトのディメン
ションを指定変更しています。 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
 01 BONUS OCCURS 100 TIMES PIC S9(6)V99
         DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
 01 MY-DIM  PIC S9(4) COMP. 
     ...
     EXEC SQL ARRAYLEN BONUS (MY-DIM) END-EXEC. 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
* -- populate the host table 
     ... 
* -- set smaller table dimension 
     MOVE 25 TO MY-DIM.
     EXEC SQL EXECUTE 
     DECLARE 
        TYPE NumTabTyp IS TABLE OF REAL 
            INDEX BY BINARY_INTEGER; 
        median_bonus  REAL; 
        FUNCTION median (num_tab NumTabTyp, n INTEGER) 
            RETURN REAL IS 
        BEGIN 
* -- compute median 
        END; 
     BEGIN 
        median_bonus := median(:BONUS, :MY-DIM); 
       ... 

     END; 
     END-EXEC. 
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ARRAYLENによってホスト表の要素が 100から 25に減らされるので、25の表要素のみ
PL/SQLブロックに渡されます。結果として、実行のために PL/SQLブロックがサーバーに
送られるときに、一緒に送られるホスト表は、はるかに小さくなります。これにより、時間
を節約し、ネットワーク化された環境でネットワーク通信量を削減できます。 

ARRAYLEN文の文の文の文の EXECUTEオプション・キーワードオプション・キーワードオプション・キーワードオプション・キーワード
動的 SQL方法 2の文で使用されるホスト表には、ARRAYLEN文の EXCUTEオプション・
キーワードの有無によって 2種類の解釈があります。詳細は、9-12ページの「方法 2の使用
方法」を参照してください。

EXECUTEオプション・キーワードがない場合は、次のようになります。 

� PL/SQLが複数回実行されます。実行回数は使用される ARRAYLENの最小ディメン
ションによって決まります。  

� ホスト配列は、PL/SQL表にバインドできません。 

EXECUTEオプション・キーワードがある場合は、次のようになります。 

�  ホスト表は、PL/SQL索引表にバインドする必要があります。 

�  PL/SQLブロックは、1回だけ実行されます。 

�  EXEC SQL EXECUTE文で指定するホスト変数はすべて、次のいずれかにする必要があ
ります。

� ARRAYLEN ... EXECUTE文の中で指定する。

� スカラー値にする。

次の Pro*COBOLの例に、ホスト表を使用して PL/SQLブロックの実行回数を決定する方法
を示します。この例では、PL/SQLブロックは 3回実行され、emp表に 3行の新規の行が作
成されます。 

       ... 
 01  DYNSTMT   PIC X(80) VARYING. 
 01  EMPNOTAB  PIC S9(4) COMPUTATIONAL OCCURS 5 TIMES. 
 01  ENAMETAB  PIC X(10) OCCURS 3 TIMES. 
       ... 
           MOVE 1111 TO EMPNOTAB(1). 
           MOVE 2222 TO EMPNOTAB(2). 
           MOVE 3333 TO EMPNOTAB(3). 
           MOVE 4444 TO EMPNOTAB(4). 
           MOVE 5555 TO EMPNOTAB(5). 
  
           MOVE "MICKEY" TO ENAMETAB(1). 
           MOVE "MINNIE" TO ENAMETAB(2). 
           MOVE "GOOFY" TO ENAMETAB(3). 
  
           MOVE "BEGIN INSERT INTO emp(empno, ename) VALUES :b1, :b2; END;" 
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             TO DYNSTMT-ARR. 
           MOVE 57 TO DYNSTMT-LEN. 
   
           EXEC SQL PREPARE s1 FROM :DYNSTMT END-EXEC. 
           EXEC SQL EXECUTE s1 USING :EMPNOTAB, :ENAMETAB END-EXEC. 
       ... 
  
次の PL/SQLプロシージャを使用するとします。 

  CREATE OR REPLACE PACKAGE pkg AS  
     TYPE tab IS TABLE OF NUMBER(5) INDEX BY BINARY_INTEGER;  
     PROCEDURE proc1 (parm1 tab, parm2 NUMBER, parm3 tab);  
  END;  
  
次の Pro*COBOLの例は、動的方法 2を使用してホスト表を PL/SQL索引表にバインドする
方法を示します。EXEC SQL EXECUTE文に指定されたすべてのホスト配列について
ARRAYLEN...EXECUTE文があることに注意してください。 

       ... 
 01  DYNSTMT   PIC X(80) VARYING. 
 01  II        PIC S9(4) COMP VALUE 2. 
 01  INTTAB    PIC S9(9) COMP OCCURS 3 TIMES. 
 01  DIM       PIC S9(9) COMP VALUE 3. 
  
           EXEC SQL ARRAYLEN INTTAB (DIM) EXECUTE END-EXEC. 
       ... 
           MOVE 1 TO INTTAB(1). 
           MOVE 2 TO INTTAB(2). 
           MOVE 3 TO INTTAB(3). 
  
           MOVE "BEGIN pkg.proc1 (:v1, :v2, :v3); end;"; 
             TO DYNSTMT-ARR. 
           MOVE 37 TO DYNSTMT-LEN. 
   
           EXEC SQL PREPARE s1 FROM :DYNSTMT END-EXEC. 
           EXEC SQL EXECUTE s1 USING :INTTAB, :II, :INTTAB END-EXEC. 
       ... 
  
ただし、次の Pro*COBOLの例では INTTAB2に ARRAYLEN...EXECUTE文が存在しないの
で、プリコンパイル時にエラーになります。 

       ... 
 01  DYNSTMT   PIC X(80) VARYING. 
 01  INTTAB    PIC S9(9) COMP OCCURS 3 TIMES. 
 01  INTTAB2   PIC S9(9) COMP OCCURS 3 TIMES. 
 01  DIM       PIC S9(9) COMP VALUE 3. 
  
           EXEC SQL ARRAYLEN INTTAB (DIM) EXECUTE END-EXEC. 
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       ... 
           MOVE 1 TO INTTAB(1). 
           MOVE 2 TO INTTAB(2). 
           MOVE 3 TO INTTAB(3). 
  
           MOVE "BEGIN pkg.proc1 (:v1, :v2, :v3); end;"; 
             TO DYNSTMT-ARR. 
           MOVE 37 TO DYNSTMT-LEN. 
   
           EXEC SQL PREPARE s1 FROM :DYNSTMT END-EXEC. 
           EXEC SQL EXECUTE s1 USING :INTTAB, :INTTAB2, :INTTAB END-EXEC. 
       ... 

埋込み埋込み埋込み埋込み PL/SQLでのカーソルの使用でのカーソルの使用でのカーソルの使用でのカーソルの使用
プログラムで同時に使用できるカーソルの最大数は、データベースの初期化パラメータ
OPEN_CURSORSで決定します。通常、プリコンパイラでは文のカーソルを管理し、プリコ
ンパイラ・オプションの HOLD_CURSOR、RELEASE_CURSORおよび
MAXOPENCURSORSを使用して OPEN_CURSORSが超過するのを防ぐことができます
（この詳細は、D-11ページの「埋込み PL/SQLに関する考慮事項」を参照してください）。
埋込み PL/SQLブロックの実行中には、PL/SQLブロック全体に対応付けられた 1つの親
カーソルと、PL/SQLブロックの実行中に実行される文ごとの 1つの子カーソルがありま
す。PL/SQLブロックは実行時にサーバーに渡されるため、プリコンパイラのランタイム・
ライブラリでは親カーソルのみ追跡記録できます。したがって、この方法で多数のカーソル
を使用するアプリケーションでは、カーソルが OPEN_CURSORSで指定された数を上回る
可能性があります。図 6-1は、使用されるカーソルの最大数を計算する方法を示します。

図図図図 6-1  使用されるカーソルの最大数の計算方法使用されるカーソルの最大数の計算方法使用されるカーソルの最大数の計算方法使用されるカーソルの最大数の計算方法

SQL文カーソル�
PL/SQL親カーソル�
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使用中のカーソルの合計数 
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開発者はカーソルの状況に注意して、OPEN_CURSORSおよびMAXOPENCURSORSを設
定してください。

問題が解決しない場合は、SQL文の実行後に子カーソルをすべて解放することができます。

この場合は、RELEASE_CURSOR=YESと HOLD_CURSOR=NOの設定を使用します。最初
の設定をプログラム全体に適用するとパフォーマンスが低下するため、これらのオプション
の設定は次のようにします。

     EXEC ORACLE OPTION (RELEASE_CURSOR=YES) END-EXEC. 
* --  first embedded PL/SQL block 
     EXEC ORACLE OPTION (RELEASE_CURSOR=NO)END-EXEC. 
* --  embedded SQL statements
     EXEC ORACLE OPTION (RELEASE_CURSOR=YES)END-EXEC. 
* --  second embedded PL/SQL block 
     EXEC ORACLE OPTION (RELEASE_CURSOR=NO)END-EXEC. 
* --  embedded SQL statements 

ストアドストアドストアドストアド PL/SQLおよびおよびおよびおよび Javaサブプログラムサブプログラムサブプログラムサブプログラム
無名ブロックとは異なり、PL/SQLサブプログラム（プロシージャおよびファンクション）
と Javaメソッドは、別々にコンパイルしてデータベースに格納し、起動することができま
す。 

SQL*Plusなどの Oracleツールを使用して明示的に作成したサブプログラムを、ストアド・
サブプログラムと呼びます。コンパイルされ、データ・ディクショナリに格納されたストア
ド・サブプログラムは、データベース・オブジェクトとなり、再コンパイルせずに再実行で
きます。 

PL/SQLブロック内のサブプログラムまたはストアド・サブプログラムは、アプリケーショ
ンによってデータベースに送られると、インライン・サブプログラムになり、データベース
でコンパイルされます。Pro*COBOLは文をサーバーに送り、文が実行されます。 

パッケージ内で定義されているサブプログラムは、そのパッケージの一部と見なされ、パッ
ケージ・サブプログラムと呼ばれます。パッケージで定義されていないストアド・サブプロ
グラムは、スタンドアロン・サブプログラムと呼ばれます。 

ストアド・サブプログラムの作成ストアド・サブプログラムの作成ストアド・サブプログラムの作成ストアド・サブプログラムの作成
次の例に示すように、SQL文 CREATE FUNCTION、CREATE PROCEDUREおよび
CREATE PACKAGEを COBOLプログラムに埋め込むことができます。 

     EXEC SQL CREATE 
     FUNCTION sal_ok (salary REAL, title CHAR) 
      RETURN BOOLEAN AS 
        min_sal  REAL; 
        max_sal  REAL; 
     BEGIN 
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        SELECT losal, hisal INTO min_sal, max_sal 
            FROM sals 
            WHERE job = title; 
        RETURN (salary >= min_sal) AND 
               (salary <= max_sal); 
     END sal_ok; 
     END-EXEC. 

埋込み CREATE {FUNCTION | PROCEDURE | PACKAGE}文は混成であることに注意して
ください。他のすべての CREATE埋込み文と同様、キーワード EXEC SQL（EXEC SQL 
EXECUTEではありません）で始まります。 

埋込み CREATE {FUNCTION | PROCEDURE | PACKAGE}文が失敗した場合、Oracle8iは
エラーではなく警告を発行します。CREATE文の構文の詳細は、『Oracle8i SQLリファレン
ス 』を参照してください。 

ストアドストアドストアドストアド PL/SQLまたはまたはまたはまたは Javaサブプログラムのコールサブプログラムのコールサブプログラムのコールサブプログラムのコール
ホスト・プログラムからストアド・プログラムをコールするには、無名 PL/SQLブロックま
たは CALL埋込み SQL文のどちらかを使用できます。

無名無名無名無名 PL/SQLブロックブロックブロックブロック
次の例では、raise_salaryの名前のスタンドアロン・プロシージャをコールします。 

     EXEC SQL EXECUTE 
     BEGIN 
        raise_salary(:emp_id, :increase); 
     END; 
     END-EXEC. 

ストアド・サブプログラムにパラメータを組み込めることに注意してください。 この例では、
実パラメータ emp_idおよび increaseはホスト変数です。 

次の例では、プロシージャ raise_salaryが emp_actionsの名前のパッケージに格納されます。
したがって、プロシージャ・コールを完全に修飾するにはドット表記法を使用する必要があ
ります。 

     EXEC SQL EXECUTE 
     BEGIN 
        emp_actions.raise_salary(:emp_id, :increase); 
     END; 
     END-EXEC. 
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IN実パラメータには、リテラル、ホスト変数、ホスト表、PL/SQL定数、PL/SQL変数、
PL/SQL表、PL/SQLユーザー定義レコード、サブプログラム・コールまたは式を使用でき
ます。これに対して OUT実パラメータには、リテラル、サブプログラム・コールおよび式
は使用できません。 

埋込み PL/SQLブロックとともにプリコンパイラ・オプション SQLCHECK=SEMANTICS
を使用する必要があります。

CALL文文文文
前述の埋込み PL/SQLブロックに関する概念は、CALL文にも適用できます。CALL埋込み
PL/SQLの書式は次のようになります。

      EXEC SQL 
        CALL [schema.][package.]stored_proc[@db_link](arg1, ...) 
        [INTO :ret_var[[INDICATOR]:ret_ind]] 
     END-EXEC.

この場合、

schema : プロシージャを含むスキーマ

package : プロシージャを含むパッケージ

stored_proc : コールする Javaまたは PL/SQLストアド・プロシージャ

db_link : オプションのリモート・データベース・リンク

arg1... : 引き渡す一連の引数（変数、リテラル、式）

ret_var : 結果を受け取るオプションのホスト変数

ind_var : ret_varのオプションの標識変数 

CALL文とともに SQLCHECK=SYNTAXまたは SQLCHECK=SEMANTICSのどちらかを使
用できます。

CALLの例の例の例の例
次に示すように、入力された整数を受け取り、その階乗を整数で戻す PL/SQLファンクショ
ン fact（パッケージ mathpkgに格納されています）を作成済とします。

     EXEC SQL CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY mathpkg as 
       function fact(n IN INTEGER) RETURN INTEGER AS
         BEGIN
           IF (n <= 0) then return 1;
           ELSE return n * fact(n - 1);
           END IF;
         END fact;
       END mathpkge;
     END-EXEC.
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Pro*COBOLアプリケーションで factを使用するには、次のように指定します。

 ...

          01 N      PIC S9(4) COMP.
          01 FACT   PIC S9(9) COMP.
...
     EXEC SQL CALL mathpkge.fact(:N) INTO :FACT END-EXEC.
...

CALL文は、F-13ページの「CALL（実行可能埋込み SQL）」を参照してください。引数の
引渡しなど、詳細は『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』の「外部ルーチン」
の章を参照してください。

動的動的動的動的 PL/SQLの使用の使用の使用の使用
Pro*COBOLは、PL/SQLブロック全体を 1つの SQL文のように扱います。つまり、
PL/SQLブロックをホスト変数の文字列に格納できることを意味します。その場合、ブロッ
クにホスト変数が含まれていなければ、動的 SQL方法 1を使用して PL/SQL文字列を実行
できます。ブロックにホスト変数が含まれていて、その数がわかっている場合は、動的 SQL
方法 2を使用して PL/SQL文字列を準備し、実行します。ブロックに含まれるホスト変数の
数がわからない場合は、動的 SQL方法 4を使用する必要があります。詳細は、第 9章
「Oracle動的 SQL」、第 10章「ANSI動的 SQL」および第 11章「Oracle動的 SQL方法 4」 を
参照してください。
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サブプログラムの制限事項サブプログラムの制限事項サブプログラムの制限事項サブプログラムの制限事項
動的 SQL方法 4では、型が TABLEのパラメータを指定してホスト表を PL/SQLプロシー
ジャにバインドすることはできません。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 9: ストアド・プロシージャのコールストアド・プロシージャのコールストアド・プロシージャのコールストアド・プロシージャのコール
このサンプル・プログラムを実行する前に、次に示す CALLDEMO.SQLスクリプトを実行
して、calldemoの名前の PL/SQLパッケージを作成する必要があります。このスクリプトは
Pro*COBOLに付属のスクリプトで、Pro*COBOLデモ・ライブラリに入っています。この
スクリプトの正確なつづりは、使用しているシステム固有の Oracleマニュアルを参照して
ください。

CREATE OR REPLACE PACKAGE calldemo AS

   TYPE name_array IS TABLE OF emp.ename%type
       INDEX BY BINARY_INTEGER;
   TYPE job_array IS TABLE OF emp.job%type
       INDEX BY BINARY_INTEGER;
   TYPE sal_array IS TABLE OF emp.sal%type
       INDEX BY BINARY_INTEGER;

   PROCEDURE get_employees(
     dept_number IN     number,    -- department to query
     batch_size  IN     INTEGER,   -- rows at a time
     found       IN OUT INTEGER,   -- rows actually returned
     done_fetch  OUT    INTEGER,   -- all done flag
     emp_name    OUT    name_array,
     job         OUT    job_array,
     sal         OUT    sal_array);

END calldemo;
/

CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY calldemo AS

   CURSOR get_emp (dept_number IN number) IS
       SELECT ename, job, sal FROM emp
           WHERE deptno = dept_number;

   -- Procedure "get_employees" fetches a batch of employee
   -- rows (batch size is determined by the client/caller
   -- of the procedure).  It can be called from other
   -- stored procedures or client application programs.
   -- The procedure opens the cursor if it is not
   -- already open, fetches a batch of rows, and
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   -- returns the number of rows actually retrieved. At
   -- end of fetch, the procedure closes the cursor.

   PROCEDURE get_employees(
     dept_number IN     number,
     batch_size  IN     INTEGER,
     found       IN OUT INTEGER,
     done_fetch  OUT    INTEGER,
     emp_name    OUT    name_array,
     job         OUT    job_array,
     sal         OUT    sal_array) IS

   BEGIN
       IF NOT get_emp%ISOPEN THEN      -- open the cursor if
           OPEN get_emp(dept_number);  -- not already open
       END IF;

       -- Fetch up to "batch_size" rows into PL/SQL table,
       -- tallying rows found as they are retrieved. When all
       -- rows have been fetched, close the cursor and exit
       -- the loop, returning only the last set of rows found.

       done_fetch := 0;  -- set the done flag FALSE
       found := 0;

       FOR i IN 1..batch_size LOOP
           FETCH get_emp INTO emp_name(i), job(i), sal(i);
           IF get_emp%NOTFOUND THEN    -- if no row was found
               CLOSE get_emp;
               done_fetch := 1;   -- indicate all done
               EXIT;
           ELSE
               found := found + 1;  -- count row
           END IF;
       END LOOP;
   END;
END;
/

次のサンプル・プログラムは、データベースに接続し、ユーザーに部門番号を要求し、get_
employeesの名前の PL/SQLプロシージャをコールします。この PL/SQLプロシージャは
パッケージ calldemoに格納されています。プロシージャは 3つの PL/SQL表を OUT仮パラ
メータとして宣言し、その後従業員データのバッチを PL/SQL表にフェッチします。一致す
る実パラメータはホスト表です。このプロシージャが終了すると、PL/SQL表の行の値がホ
スト表の対応する要素に自動的に割り当てられます。プログラムはデータがなくなるまでこ
のプロシージャのコールを繰り返し、従業員データをバッチ単位で表示します。
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      *****************************************************************
      * Sample Program 9: Calling a Stored Procedure
      * 
      * This program connects to ORACLE, prompts the user for a
      * department number, then calls a PL/SQL stored procedure named
      * GET_EMPLOYEES, which is stored in package CALLDEMO.  The 
      * procedure declares three PL/SQL tables ast OUT formal
      * parameters, then fetches a batch of employee data into the 
      * PL/SQL tables.  The matching actual parameters are host tables.
      * When the procedure finishes, it automatically assigns all row
      * values in the PL/SQL tables to corresponding elements in the
      * host tables.  The program calls the procedure repeatedly,
      * displaying each batch of employee data, until no more data
      * is found.
      * Use option picx=varchar2 when precompiling this sample program.
      *****************************************************************

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CALL-STORED-PROC.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME         PIC X(15) VARYING.
       01  PASSWD           PIC X(15) VARYING.
       01  DEPT-NUM         PIC S9(9) COMP.
       01  EMP-TABLES.
           05  EMP-NAME     OCCURS 10 TIMES PIC X(10).
           05  JOB-TITLE    OCCURS 10 TIMES PIC X(10).

           05  SALARY       OCCURS 10 TIMES COMP-2.

       01  DONE-FLAG        PIC S9(9) COMP.
       01  TABLE-SIZE       PIC S9(9) COMP VALUE 10.
       01  NUM-RET          PIC S9(9) COMP.
       01  SQLCODE          PIC S9(9) COMP.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

       01  COUNTER          PIC S9(9) COMP.
       01  DISPLAY-VARIABLES.
           05  D-EMP-NAME   PIC X(10).
           05  D-JOB-TITLE  PIC X(10).

           05  D-SALARY     PIC Z(5)9.

           05  D-DEPT-NUM   PIC 9(2).
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           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

       PROCEDURE DIVISION.

       BEGIN-PGM.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO
               PERFORM SQL-ERROR END-EXEC.

           PERFORM LOGON.
           PERFORM INIT-TABLES VARYING COUNTER FROM 1 BY 1
               UNTIL COUNTER > 10.
           PERFORM GET-DEPT-NUM.
           PERFORM DISPLAY-HEADER.
           MOVE ZERO TO DONE-FLAG.
           MOVE ZERO TO NUM-RET.
           PERFORM FETCH-BATCH UNTIL DONE-FLAG = 1.
           PERFORM LOGOFF.

       INIT-TABLES.
           MOVE SPACE TO EMP-NAME(COUNTER).
           MOVE SPACE TO JOB-TITLE(COUNTER).
           MOVE ZERO TO SALARY(COUNTER).

       GET-DEPT-NUM.
           MOVE ZERO TO DEPT-NUM.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ENTER DEPARTMENT NUMBER: "
               WITH NO ADVANCING.

           ACCEPT D-DEPT-NUM.

           MOVE D-DEPT-NUM TO DEPT-NUM.

       DISPLAY-HEADER.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "EMPLOYEE    JOB TITLE    SALARY".
           DISPLAY "--------    ---------    ------".

       FETCH-BATCH.
           EXEC SQL EXECUTE
               BEGIN
                   CALLDEMO.GET_EMPLOYEES
                       (:DEPT-NUM, :TABLE-SIZE,
                        :NUM-RET,  :DONE-FLAG,
                        :EMP-NAME, :JOB-TITLE, :SALARY);
               END;
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           END-EXEC.
           PERFORM PRINT-ROWS VARYING COUNTER FROM 1 BY 1
               UNTIL COUNTER > NUM-RET.

       PRINT-ROWS.
           MOVE EMP-NAME(COUNTER) TO D-EMP-NAME.
           MOVE JOB-TITLE(COUNTER) TO D-JOB-TITLE.
           MOVE SALARY(COUNTER) TO D-SALARY.
           DISPLAY D-EMP-NAME, "  ",
                   D-JOB-TITLE, "   ",
                   D-SALARY.

       LOGON.
           MOVE "SCOTT" TO USERNAME-ARR.
           MOVE 5 TO USERNAME-LEN.
           MOVE "TIGER" TO PASSWD-ARR.
           MOVE 5 TO PASSWD-LEN.
           EXEC SQL
               CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER: ", USERNAME-ARR.

       LOGOFF.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY.".
           DISPLAY " ".
           EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

       SQL-ERROR.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED:".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
           EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

それぞれの実パラメータのデータ型は、対応する仮パラメータのデータ型に変換可能である
ことが必要です。また、ストアド・サブプログラムが終了する前にすべての OUT仮パラ
メータに値を割り当てる必要があります。そうしないと、対応する実パラメータの値が未確
定になります。 
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リモート・アクセスリモート・アクセスリモート・アクセスリモート・アクセス
PL/SQLを使用すると、データベース・リンクを経由してリモート・データベースにアクセ
スできます。通常、データベース・リンクは、DBAが作成し、データ・ディクショナリに
格納されます。データベース・リンクは、データベースの位置、そのデータベースへのパ
ス、および使用するユーザー名とパスワードをプログラムに示します。次の例では、データ
ベース・リンク dallasを使用して、raise_salaryプロシージャをコールします。 

     EXEC SQL EXECUTE 
        BEGIN 
        raise_salary@dallas(:emp_id, :increase); 
        END; 
     END-EXEC. 

次の例に示すように、シノニムを作成して、リモート・サブプログラムに位置の透過性を与
えることができます。 

 CREATE PUBLIC SYNONYM raise_salary FOR raise_salary@dallas;

カーソル変数カーソル変数カーソル変数カーソル変数
Pro*COBOLプログラムでカーソル変数を使用して、静的埋込み SQLによって複数行の問合せ
を処理できます。カーソル変数は、PL/SQLによってデータベース・サーバーで定義および
オープンされるカーソル参照を示します。カーソル変数の詳細は、『Oracle8i PL/SQLユー
ザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。

カーソル変数は、カーソルと同じように、複数行の問合せのアクティブ・セットの中のカレ
ント行を指します。カーソルとカーソル変数との違いは、定数と変数との違いと同じです。
カーソルは静的で、カーソル変数は特定の問合せに結び付けられていないため、動的です。
カーソル変数は、型の互換性のある任意の問合せに対してオープンできます。

カーソル変数に新しい値を割り当てて、サブプログラム（データベースに格納されているサ
ブプログラムなど）にパラメータとして渡すことができます。これにより、データ検索を簡
単に集中化できます。

まず、カーソル変数を宣言します。カーソル変数を宣言した後、次の文を使用してカーソル
変数を制御します。

� ALLOCATE

� OPEN... FOR

� FETCH

� CLOSE

� FREE
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カーソル変数を宣言してメモリーを割り当てた後、そのカーソル変数を入力ホスト変数（バ
インド変数）として PL/SQLに渡します。次に、サーバー側で OPEN FORを使用して複数
行の問合せ用にオープンし、クライアント側で FETCHしてから、サーバー側かクライアン
ト側のどちらかで CLOSEします。

カーソル変数の利点は、次のとおりです。

� メンテナンスの手軽さ : カーソル変数をオープンするストアド・プロシージャ内に問合
せを集中できます。カーソルを変更する必要がある場合には、ストアド・プロシージャ
のみ変更してください。アプリケーションごとに変更する必要はありません。

� セキュリティ : アプリケーションのユーザー（Pro*COBOLアプリケーションがデータ
ベースに接続したときのユーザー名）には、カーソルをオープンするストアド・プロ
シージャの実行権限が必要です。ただし、このユーザーには問合せで使用される表の読
込み権限は必要ありません。このセキュリティ機能を使用して、表の列へのアクセスを
制限できます。

カーソル変数の宣言カーソル変数の宣言カーソル変数の宣言カーソル変数の宣言
Pro*COBOLカーソル変数は SQL-CURSOR疑似型を使用して宣言します。たとえば、次の
文では、

 WORKING-STORAGE SECTION.
     ...
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
         ...
         01  CUR-VAR  SQL-CURSOR.
         ...
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

SQL-CURSOR変数は、Pro*COBOLが生成するコードに COBOLグループ項目としてインプ
リメントされます。カーソル変数は、他の Pro*COBOLホスト変数とまったく同じです。
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カーソル変数の割当てカーソル変数の割当てカーソル変数の割当てカーソル変数の割当て
カーソル変数を OPENするとき、またはその後で情報を FETCHするときには、
Pro*COBOLの ALLOCATEコマンドを使用してカーソル変数を初期化しておく必要があり
ます。たとえば、前の項で宣言したカーソル変数 CUR-VARを初期化するには、次の文を使
用します。 

     EXEC SQL ALLOCATE :CUR-VAR END-EXEC.

カーソル変数の割当てには、プリコンパイル時も実行時もサーバーをコールする必要はあり
ません。

ALLOCATE文では AT句は使用できません。

警告警告警告警告 : カーソル変数を割り当てると、ヒープ・メモリーが使用されます。したがって、プ
ログラム・ループではカーソル変数を割り当てないでください。

カーソル変数のオープンカーソル変数のオープンカーソル変数のオープンカーソル変数のオープン
データベース・サーバーでカーソル変数をオープンするには、埋込み無名 PL/SQLブロック
を使用する必要があります。無名 PL/SQLブロックは、カーソルをオープンする（また、同
じ文でカーソルを定義する）PL/SQLストアド・プロシージャをコールして間接的にカーソ
ルをオープンするか、Pro*COBOLプログラムから直接カーソルをオープンします。

PL/SQLストアド・プロシージャによる間接的なオープンストアド・プロシージャによる間接的なオープンストアド・プロシージャによる間接的なオープンストアド・プロシージャによる間接的なオープン
次の PL/SQLパッケージがデータベースに格納されているとします。

CREATE PACKAGE demo_cur_pkg AS
    TYPE EmpName IS RECORD (name VARCHAR2(10));
    TYPE cur_type IS REF CURSOR RETURN EmpName;
    PROCEDURE open_emp_cur (
               curs     IN OUT curtype,
               dept_num IN     number);
END;

CREATE PACKAGE BODY demo_cur_pkg AS
    CREATE PROCEDURE open_emp_cur (
               curs     IN OUT curtype,
               dept_num IN     number) IS
    BEGIN
        OPEN curs FOR
            SELECT ename FROM emp
                WHERE deptno = dept_num
                ORDER BY ename ASC;
    END;
END;
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このパッケージが格納された後、Pro*COBOLプログラムから open_emp_curストアド・プロ
シージャをコールしてカーソル cursをオープンし、プログラム内のカーソル変数
EMP-CURSORから FETCHすることができます。たとえば、次のとおりです。 

 WORKING-STORAGE SECTION.
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
 01  EMP-CURSOR     SQL-CURSOR.
 01  DEPT-NUM      PIC S9(4).
 01  EMP-NAME      PIC X(10) VARYING.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
     ...

 PROCEDURE DIVISION.
     ...
*    Allocate the cursor variable.
     EXEC SQL 
         ALLOCATE :EMP-CURSOR 
     END-EXEC.
     ...
     MOVE 30 TO DEPT_NUM.
*    Open the cursor on the Oracle Server.
     EXEC SQL EXECUTE
         BEGIN
             demo_cur_pkg.open_emp_cur(:EMP-CURSOR, :DEPT-NUM);
         END;
     END-EXEC.
     EXEC SQL 
         WHENEVER NOT FOUND DO PERFORM SIGN-OFF
     END-EXEC.
 FETCH-LOOP.
     EXEC SQL 
         FETCH :EMP-CURSOR INTO :EMP-NAME 
     END-EXEC.
     DISPLAY "Employee Name: ",:EMP-NAME.
     GO TO FETCH-LOOP.
     ...
 SIGN-OFF.
     ...

Pro*COBOLアプリケーションからの直接的なオープンアプリケーションからの直接的なオープンアプリケーションからの直接的なオープンアプリケーションからの直接的なオープン
Pro*COBOLプログラム内で無名 PL/SQLブロックを使用してカーソルをオープンするに
は、無名ブロックの中でカーソルを定義します。次の例を考えてみます。

 PROCEDURE DIVISION.
     ...
     EXEC SQL EXECUTE
         BEGIN
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             OPEN :EMP-CURSOR FOR SELECT ENAME FROM EMP
                 WHERE deptno = :DEPT-NUM;
         end;
     END-EXEC.
     ...

カーソル変数からのフェッチカーソル変数からのフェッチカーソル変数からのフェッチカーソル変数からのフェッチ
複数行の問合せ用にカーソル変数をオープンした後、FETCH文を使用して、静的カーソル
の場合と同じように行を取り出します。構文は次のとおりです。

     EXEC SQL FETCH cursor_variable_name 
         INTO {record_name | variable_name[, variable_name, ...]} 
     END-EXEC.

カーソル変数が戻す各列値は、データ型に互換性がある場合、INTO句内の対応するフィー
ルドまたは変数に割り当てられます。 

FETCH文はクライアント側で実行する必要があります。次の例では、EMP-RECの名前のホ
スト・レコードに行をフェッチします。

* -- exit loop when done fetching
     EXEC SQL
         WHENEVER NOT FOUND DO PERFORM NO-MORE
     END-EXEC.
     PERFORM
* -- fetch row into record
     EXEC SQL FETCH :EMP-CUR INTO :EMP-REC END-EXEC 
* -- test for transfer out of loop
     ...
* -- process the data
     ...
     END-PERFORM.
     ...
 NO-MORE.
     ...

カーソル変数をオープンしたときに SELECTした行を取り出すには、埋込み SQL FETCH .... 
INTOコマンドを使用します。たとえば、次の文では、

 EXEC SQL
     FETCH :EMP-CURSOR INTO :EMP-INFO:EMP-INFO-IND
 END-EXEC.

カーソル変数から FETCHするには、そのカーソル変数を初期化し、オープンしておく必要
があります。オープンされていないカーソル変数から FETCHすることはできません。
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カーソル変数のクローズカーソル変数のクローズカーソル変数のクローズカーソル変数のクローズ
カーソル変数をクローズするには、埋込み SQLの CLOSE文を使用します。その時点で、ア
クティブ・セットは未定義になります。構文は次のとおりです。 

     EXEC SQL CLOSE cursor_variable_name END-EXEC.

CLOSE文はクライアント側でもサーバー側でも実行できます。次の例では、最後の行が処
理されたときにカーソル変数 CUR-VARをクローズします。

 WORKING-STORAGE SECTION.
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
*    Declare the cursor variable.
         01  CUR-VAR       SQL-CURSOR.
         ...
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

 PROCEDURE DIVISION.
*    Allocate and open the cursor variable, then
*    Fetch one or more rows.
     ...
*    Close the cursor variable.
     EXEC SQL
         CLOSE :CUR-VAR
     END-EXEC.

カーソル変数の解放カーソル変数の解放カーソル変数の解放カーソル変数の解放
カーソル変数 CUR-VARに割り当てられたメモリーを解放するには、CLOSEの後で FREE
文を使用します。

*    Free the cursor variable memory.
     EXEC SQL 
         FREE :CUR-VAR 
     END-EXEC.

カーソル変数の制限カーソル変数の制限カーソル変数の制限カーソル変数の制限
カーソル変数の使用には、次の制限が適用されます。 

� カーソル変数は、動的 SQLではサポートされません。

� カーソル変数は、ALLOCATE、FETCHおよび CLOSEコマンドのみ使用できます。
DECLARE CURSORコマンドは、カーソル変数には適用されません。 

� ALLOCATEコマンドでは AT句を使用できません。
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サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 11:  カーソル変数カーソル変数カーソル変数カーソル変数
次のサンプル・プログラム、SQLスクリプト（SAMPLE11.SQL）と Pro*COBOLプログラム
（SAMPLE11.PCO）では、Pro*COBOLにおけるカーソル変数の使用方法を示します。

SAMPLE11.SQL
このサンプル・プログラムは、カーソル変数を宣言してオープンするパッケージを作成する
ための PL/SQLソース・コードです。

CONNECT SCOTT/TIGER
CREATE OR REPLACE PACKAGE emp_demo_pkg AS
    TYPE emp_cur_type IS REF CURSOR RETURN emp%ROWTYPE;
    PROCEDURE open_cur (
        cursor   IN OUT emp_cur_type,
        dept_num IN     number);
END emp_demo_pkg;
/  
CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY emp_demo_pkg AS

    PROCEDURE open_cur (
        cursor   IN OUT emp_cur_type, 
        dept_num IN     number) IS
    BEGIN 
        OPEN cursor FOR SELECT * FROM emp
        WHERE deptno = dept_num
        ORDER BY ename ASC;
    END;
END emp_demo_pkg;
/

SAMPLE11.PCO
次に、前述の SAMPLE11.SQLで宣言したカーソルを使用して、EMP表から従業員名、給料お
よび歩合給をフェッチする Pro*COBOLサンプル・プログラム SAMPLE11.PCOを示します。

      *****************************************************************
      * Sample Program 11:  Cursor Variable Operations                *
      *                                                               *
      * This program logs on to ORACLE, allocates and opens a cursor  *
      * variable fetches the names, salaries, and commissions of all  *
      * salespeople, displays the results, then closes the cursor.    *
      *****************************************************************
                                          
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. CURSOR-VARIABLES.
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       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME          PIC X(15) VARYING.
       01  PASSWD            PIC X(15) VARYING.
       01  HOST              PIC X(15) VARYING.
       01  EMP-CUR           SQL-CURSOR.
       01  EMP-INFO.
           05  EMP-NUM       PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-NAM       PIC X(10) VARYING.
           05  EMP-JOB       PIC X(10) VARYING.
           05  EMP-MGR       PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-DAT       PIC X(10) VARYING.
           05  EMP-SAL       PIC S9(6)V99 
                               DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
           05  EMP-COM       PIC S9(6)V99 
                               DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
           05  EMP-DEP       PIC S9(4) COMP.
       01  EMP-INFO-IND.
           05  EMP-NUM-IND   PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-NAM-IND   PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-JOB-IND   PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-MGR-IND   PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-DAT-IND   PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-SAL-IND   PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-COM-IND   PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-DEP-IND   PIC S9(4) COMP.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
      
           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.   

       01  DISPLAY-VARIABLES.
           05  D-DEP-NUM     PIC Z(3)9.
           05  D-EMP-NAM     PIC X(10).
           05  D-EMP-SAL     PIC Z(4)9.99.
           05  D-EMP-COM     PIC Z(4)9.99.
           05  D-EMP-DEP     PIC 9(2).

       PROCEDURE DIVISION.
      
       BEGIN-PGM.
           EXEC SQL
               WHENEVER SQLERROR DO PERFORM SQL-ERROR
           END-EXEC.
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           PERFORM LOGON.
           EXEC SQL
               ALLOCATE :EMP-CUR
           END-EXEC.
           DISPLAY "Enter department number (0 to exit):  " 
               WITH NO ADVANCING.
           ACCEPT D-EMP-DEP.
           MOVE D-EMP-DEP TO EMP-DEP.
           IF EMP-DEP <= 0
               GO TO SIGN-OFF
           END-IF.
           MOVE EMP-DEP TO D-DEP-NUM.
           EXEC SQL EXECUTE
               BEGIN
                   emp_demo_pkg.open_cur(:EMP-CUR, :EMP-DEP);
               END;
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "For department ", D-DEP-NUM, ":".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "EMPLOYEE   SALARY     COMMISSION".
           DISPLAY "---------- ---------- ----------".
                 
       FETCH-LOOP.
           EXEC SQL
               WHENEVER NOT FOUND GOTO CLOSE-UP
           END-EXEC.
           MOVE SPACES TO EMP-NAM-ARR.
           EXEC SQL FETCH :EMP-CUR
               INTO :EMP-NUM:EMP-NUM-IND,
                    :EMP-NAM:EMP-NAM-IND,
                    :EMP-JOB:EMP-JOB-IND,
                    :EMP-MGR:EMP-MGR-IND,
                    :EMP-DAT:EMP-DAT-IND,
                    :EMP-SAL:EMP-SAL-IND,
                    :EMP-COM:EMP-COM-IND,
                    :EMP-DEP:EMP-DEP-IND
           END-EXEC.
           MOVE EMP-SAL TO D-EMP-SAL.
           IF EMP-COM-IND = 0
               MOVE EMP-COM TO D-EMP-COM
               DISPLAY EMP-NAM-ARR, "   ", D-EMP-SAL, 
                       "   ", D-EMP-COM
           ELSE
               DISPLAY EMP-NAM-ARR, "   ", D-EMP-SAL, 
                       "        N/A"
           END-IF.
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           GO TO FETCH-LOOP. 
      
       LOGON.
           MOVE "SCOTT" TO USERNAME-ARR.
           MOVE 5 TO USERNAME-LEN.
           MOVE "TIGER" TO PASSWD-ARR.
           MOVE 5 TO PASSWD-LEN.
           MOVE "INST1_ALIAS" TO HOST-ARR.
           MOVE 11 TO HOST-LEN.
           EXEC SQL
               CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER: ", USERNAME-ARR.

       CLOSE-UP.
           EXEC SQL
               CLOSE :EMP-CUR
           END-EXEC.
           EXEC SQL
               FREE :EMP-CUR
           END-EXEC.
       SIGN-OFF.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY.".
           DISPLAY " ".
           EXEC SQL
               COMMIT WORK RELEASE
           END-EXEC.
           STOP RUN.

       SQL-ERROR.
           EXEC SQL
               WHENEVER SQLERROR CONTINUE
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED:".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
           EXEC SQL
               ROLLBACK WORK RELEASE
           END-EXEC.
           STOP RUN.
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ホスト表ホスト表ホスト表ホスト表

この章では、表を使用してコーディングを単純化し、プログラムのパフォーマンスを向上さ
せる方法を説明します。ここで紹介するのは、ホスト表を使用して Oracleデータを操作す
る方法、単一の SQL文を使用してホスト表内のすべての要素を処理する方法、処理対象と
なる表の要素数を制限する方法、およびグループ項目の表の使用方法です。 

この章の構成は、次のとおりです。

� ホスト表

� ホスト表を使用する利点

� 表に対する選択

� 表に対する挿入

� 表に対する更新

� 表に対する削除

� 標識表の使用

� FOR句の使用方法

� WHERE句の使用方法

� CURRENT OF句の疑似実行

� ホスト変数としてのグループ項目の表
ト表 7-1
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ホスト表ホスト表ホスト表ホスト表
ホスト表（配列とも呼ぶ）とは、関連するデータ項目（要素と呼ぶ）のセットを 1つの変数
名に関連付けたものです。標識変数を表として定義した場合、その標識変数を標識表と呼び
ます。標識表は、NULLABLEである任意のホスト表に関連付けできます。

ホスト表を使用する利点ホスト表を使用する利点ホスト表を使用する利点ホスト表を使用する利点
ホスト表列を使用することにより、プログラミングが容易になり、パフォーマンスが大幅に
向上します。通常、アプリケーションの作成には、大量のデータの格納と操作の問題が発生
します。ホスト表を使用すれば、複数の戻り値へのアクセスが簡単になります。

ホスト表を使用すると、1つの SQL文で複数の行を操作できます。このため、特にネット
ワーク化された環境では、通信オーバーヘッドが著しく低減されます。たとえば、およそ
300人の従業員に関する情報を EMPという表に挿入する必要があるとします。ホスト表を
使用しない場合は、プログラムでは従業員ごとに 1回づつ、合計 300回 INSERTを実行する
必要があります。ホスト表を使用した場合は、INSERTを 1回実行するだけです。

DML文の表文の表文の表文の表
Pro*COBOLでは、DML文でホスト表を使用できます。ホスト表は、INSERT、UPDATEお
よび DELETE文の入力変数として、また、SELECT文および FETCH文の INTO句の出力変
数として使用できます。

ホスト表に使用する構文は、通常のホスト変数に使用する構文とほとんど同じです。唯一の
違いは、オプションの FOR句を使用して表の処理を制御できることです。また、ホスト表
と通常のホスト変数を 1つの SQL文で併用する場合にはいくつかの制限があります。

ホスト表の宣言ホスト表の宣言ホスト表の宣言ホスト表の宣言
ホスト表の宣言とディメンション指定はデータ部で行います。次の例では、3つのホスト表
を宣言し、各表のディメンションは 50要素に指定されます。

     .... 
 01  EMP-TABLES. 
     05  EMP-NUMBER  OCCURS 50 TIMES PIC S9(4) COMP. 
     05  EMP-NAME    OCCURS 50 TIMES PIC X(10. 
     05  SALARY      OCCURS 50 TIMES PIC S9(5)V99 COMP-3. 
     .... 
次の例に示すように、OCCURS句で INDEXED BY句を使用すると、索引を指定できます。 
     ... 
 01  EMP-TABLES. 
     05  EMP-NUMBER  PIC X(10) OCCURS 50 TIMES 
         INDEXED BY EMP-INDX. 
             ... 
     ... 
7-2 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



DML文の表
この INDEXED BY句によって、索引項目 EMP-INDXが暗黙的に宣言されます。 

制限制限制限制限
多次元のホスト表は作成できません。したがって、次の例で宣言されている、2次元のホス
ト表は無効です。

     ... 
 01  NATION.
     05  STATE                OCCURS 50 TIMES. 
         10  STATE-NAME       PIC X(25).
         10  COUNTY           OCCURS 25 TIMES.
             15  COUNTY-NAME  PIX X(25).
     ... 

また、可変長のホスト表も使用できません。たとえば、次に示す EMP-RECの宣言はホスト変
数としては無効です。 

     ... 
 01  EMP-FILE. 
     05  REC-COUNT  PIC S9(3) COMP. 
     05  EMP-REC    OCCURS 0 TO 250 TIMES 
         DEPENDING ON REC-COUNT. 
     ... 

1つの SQL文で、1回のフェッチ操作によってアクセスできるホスト表の要素の最大数は
32,000です（使用するプラットフォームと使用可能なメモリーによっては、32,000以上にな
ります）。最大数を超える数のホスト表要素にアクセスすると、"パラメータが範囲外 "とい
うランタイム・エラーが表示されます。文が無名 PL/SQLブロックの場合、アクセス可能な
要素の数は、32512をデータ型のサイズで割った数に制限されます。

ホスト表の参照ホスト表の参照ホスト表の参照ホスト表の参照
また、単一の SQL文で複数のホスト表を使用する場合は、各表のディメンションは同じで
あることが必要です。ただし、これは Pro*COBOLでは常に最小のディメンションが SQL操
作に使用されるためであり、必要条件ではありません。次の例では、INSERTされるのは 25行
のみです。

 WORKING-STORAGE SECTION. 
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  EMP-TABLES. 
     05  EMP-NUMBER   PIC S9(4) COMP OCCURS 50 TIMES. 
     05  EMP-NAME     PIC X(10) OCCURS 50 TIMES. 
     05  DEPT-NUMBER  PIC S9(4) COMP OCCURS 25 TIMES. 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
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     ... 
*    Populate host tables here. 
     ... 
     EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME, DEPTNO) 
         VALUES (:EMP-NUMBER, :EMP-NAME, :DEPT-NUMBER) 
     END-EXEC. 
SQL文ではホスト表に添字を付けることはできません。 たとえば、次の INSERT文は無効で
す。 

 WORKING-STORAGE SECTION. 
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  EMP-TABLES. 
     05  EMP-NUMBER   PIC S9(4) COMP OCCURS 50 TIMES. 
     05  EMP-NAME     PIC X(10) OCCURS 50 TIMES. 
     05  DEPT-NUMBER  PIC S9(4) COMP OCCURS 50 TIMES. 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
     PERFORM LOAD-EMP VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > 50. 
     ... 
 LOAD-EMP. 
     EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME, DEPTNO) 
         VALUES (:EMP-NUMBER(J), :EMP-NAME(J), 
             :DEPT-NUMBER(J)) 
     END-EXEC. 

PERFORM VARYING文でホスト表を処理する必要はありません。SQL文では添字なしの表
名を使用してください。Pro*COBOLでは、ディメンション nのホスト表を使用した SQL文
は、n個の異なるスカラー・ホスト変数を使用してその SQL文を n回実行した場合と同じです。
（ただし、ホスト表を使用する方が効率的です。）
7-4 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



DML文の表
標識表の使用方法標識表の使用方法標識表の使用方法標識表の使用方法
標識表を使用すると、入力ホスト表の要素に NULLを割り当てたり、出力ホスト表の
NULLまたは切り捨てられた値（キャラクタ列のみ）を検出できます。次の例は、標識表を
使用して INSERTする方法を示したものです。 

 WORKING-STORAGE SECTION. 
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  EMP-TABLES. 
     05  EMP-NUMBER   PIC S9(4) COMP OCCURS 50 TIMES. 
     05  DEPT-NUMBER  PIC S9(4) COMP OCCURS 50 TIMES. 
     05  COMMISSION   PIC S9(5)V99 COMP-3 OCCURS 50 TIMES. 
     05  COMM-IND     PIC S9(4) COMP OCCURS 50 TIMES. 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
*    Populate the host and indicator tables. 
*    Set indicator table to all zeros.
     ... 
     EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, DEPTNO, COMM) 
         VALUES (:EMP-NUMBER, :DEPT-NUMBER, 
             :COMMISSION:COMM-IND) 
     END-EXEC. 

標識表のディメンションは、ホスト表のディメンションと同じか、それより大きくする必要
があります。

ホスト表で SELECTおよび FETCHを行うときには、必ず標識表を使用してください。 標識
配列を使用すると、対応する出力ホスト表に NULLがあるかどうかをテストできます。

プリコンパイラ・オプション DBMS=V7または V8でプリコンパイルする場合は、関連付け
られた標識変数のないホスト変数に NULLが選択またはフェッチされると、プログラムは処
理を停止し、sqlca.sqlerrd(3)を処理した行数に設定して、エラーを戻します。

DBMS=V7または V8のときは、切捨てはエラーとみなされません。

表を含んでいるホスト・グループ項目表を含んでいるホスト・グループ項目表を含んでいるホスト・グループ項目表を含んでいるホスト・グループ項目
注意注意注意注意 : 表を含むホスト・グループ項目の場合は、標識に対応する表のグループ項目を使用す
る必要があります。たとえば、次のようなグループ項目を考えます。

 01  DEPARTURE.
     05 HOUR    PIC X(2) OCCURS 3 TIMES.
     05 MINUTE  PIC X(2) OCCURS 3 TIMES.

この場合、次の標識変数は使用できません。

 01  DEPARTURE-IND PIC S9(4) COMP OCCURS 6 TIMES.
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表のグループ項目に使用する標識変数は、次のように、それ自体が表のグループ項目である
ことが必要です。

  01  DEPARTURE-IND.
      05 HOUR-IND   PIC S9(4) COMP OCCURS 3 TIMES.
      05 MINUTE-IND PIC S9(4) COMP OCCURS 3 TIMES.

Oracleでの制限での制限での制限での制限
VALUES、SET、INTOまたはWHERE句では、スカラー・ホスト変数とホスト表を併用で
きません。 ホスト変数のうちのどれか 1つがホスト表の場合は、すべてのホスト変数がホス
ト表であることが必要です。 

UPDATEまたは DELETE文の CURRENT OF句では、ホスト表は使用できません。 

ANSIでの制限と要件での制限と要件での制限と要件での制限と要件
配列インタフェースは、ANSI/ISOの埋込み SQL規格に対する Oracle拡張機能です。ただ
し、MODE=ANSIでプリコンパイルすれば、配列の SELECTおよび FETCHは使用できま
す。必要であれば、FIPSフラガー・プリコンパイラ・オプションによって、配列を使用して
いることをフラグで示すことができます。 

表に対する選択表に対する選択表に対する選択表に対する選択
ホスト表を SELECT文の出力変数として使用できます。選択で戻される行の最大数がわかっ
ている場合は、それと同じ数の要素数でホスト表を定義してください。次の例では、選択結
果を直接 3つのホスト表に入れます。選択で戻される行数が 50以下であることがわかって
いるので、50要素の表を定義します。

     01  EMP-REC-TABLES.
         05  EMP-NUMBER   OCCURS 50 TIMES PIC S9(4) COMP.
         05  EMP-NAME     OCCURS 50 TIMES PIC X(10) VARYING.
         05  SALARY       OCCURS 50 TIMES PIC S9(6)V99
                          DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
     ...
     EXEC SQL SELECT ENAME, EMPNO, SAL
         INTO :EMP-NAME, :EMP-NUMBER, :SALARY
         FROM EMP
         WHERE SAL > 1000
     END-EXEC.

この例では SELECT文は 50行までの行を戻します。選択される行数が 50行に満たないと
き、または 50行のみを取り出す場合はこの方法を使用します。ただし、選択される行数が
50行を超える場合は、この方法ではすべての行を取り出せません。この SELECT文をもう 1
度実行しても、他に選択対象の行があるにもかかわらず最初の 50行のみがまた戻されます。
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このような場合は、大きな表を定義するか、FETCH文に使用するカーソルを宣言する必要
があります。

SELECT_ERROR=NOと指定していない場合に、定義した表サイズよりも SELECT INTO文
で戻される行数が大きいと、Oracle8iはエラー・メッセージを出力します。詳細は、14-36
ページの「SELECT_ERROR」を参照してください。

バッチ・フェッチバッチ・フェッチバッチ・フェッチバッチ・フェッチ
処理するデータのサイズが大きい（100行以上）場合や戻される行数がわからない場合は、
バッチ・フェッチを使用してください。

 選択によって戻される行の最大数がわからない場合は、カーソルを宣言およびオープンし
て、そこからバッチ単位でフェッチすることができます。ループ内でバッチ・フェッチを実
行すれば、多数の行を簡単に取り出せます。フェッチを行うたびに、現行のアクティブ・
セットから次のバッチの行が戻されます。次の例では、20行ずつまとめて行をフェッチしま
す。

 ...
 01  EMP-REC-TABLES.
     05  EMP-NUMBER    OCCURS 20 TIMES PIC S9(4) COMP.
     05  EMP-NAME      OCCURS 20 TIMES PIC X(10) VARYING.
     05  SALARY        OCCURS 20 TIMES PIC S9(6)V99
                       DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
     ...
     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR
     SELECT EMPNO, SAL FROM EMP
     END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO PERFORM END-IT.
 LOOP.
     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :EMP-NUMBER, :SALARY END-EXEC.
* --  process batch of rows
     ...
     GO TO LOOP.
 END-IT.
...

最後のフェッチで実際に戻された行数を忘れずにチェックし、行を処理してください。 詳細
は、7-10ページの「サンプル・プログラム 3: バッチでのフェッチ」を参照してください。
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SQLERRD(3)の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
INSERT、UPDATEおよび DELETE文では、処理された行数は SQLERRD(3)に格納されま
す。

SQLERRD(3)は、表の操作中にエラーが発生したときにも役に立ちます。 処理はエラーを引
き起こした行で停止するので、SQLERRD(3)を調べることによって正常に処理された行数が
わかります。

FETCHされる行数される行数される行数される行数
それぞれのフェッチで戻される行数は、最大でも表のエントリと同じ数です。 次のような場
合は最大行数より少ない行が戻ります。

� アクティブ・セットの最後に達したとき : "データがありません "という警告コードが
SQLCAの SQLCODEに戻されます。たとえば、エントリ数が 100の表に対してフェッ
チを行い 20行しか戻らなかった場合です。

� フェッチ対象の行がバッチ行数よりも少ないとき :たとえば、エントリ数が 20の表に対
して 70行をフェッチした場合、3回目のフェッチの後ではフェッチ対象の行が 10行し
か残っていないため、このような状況が発生します。

� 行の処理中にエラーが検出されたとき :この場合、フェッチは失敗し、該当するエ
ラー・コードが SQLCODEに戻されます。

戻された行の累計数は、SQLCA内の SQLERRDの 3番目の要素（このマニュアルでは
SQLERRD(3)と呼びます）に格納されます。 これはオープン状態のすべてのカーソルに適用
されます。次の例では、カーソルの状態がそれぞれ更新されている様子がわかります。

     EXEC SQL OPEN CURSOR1 END-EXEC.
     EXEC SQL OPEN CURSOR2 END-EXEC.
     EXEC SQL FETCH CURSOR1 INTO :TABLE-OF-20 END-EXEC.
* --  now running total in SQLERRD(3) is 20
     EXEC SQL FETCH CURSOR2 INTO :TABLE-OF-30 END-EXEC.
* --  now running total in SQLERRD(3) is 30, not 50
     EXEC SQL FETCH CURSOR1 INTO :TABLE-OF-20 END-EXEC.
* --  now running total in SQLERRD(3) is 40 (20 + 20)
     EXEC SQL FETCH CURSOR2 INTO :TABLE-OF-30 END-EXEC.
* --  now running total in SQLERRD(3) is 60 (30 + 30)
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ホスト表の使用制限ホスト表の使用制限ホスト表の使用制限ホスト表の使用制限
SELECT文のWHERE句でホスト表を使用できるのは、副問合せの場合のみです。（7-18
ページの「WHERE句の使用方法」の例を参照してください。） また、Pro*COBOLでは常に
表の最小ディメンションが使用されるため、SELECT文または FETCH文の INTO句では通
常のホスト変数とホスト表を併用しないでください。そのようにすると、1行しか取り出さ
れません。 ホスト変数のうちのどれか 1つが表の場合は、すべてのホスト変数が表であるこ
とが必要です。

表 7-1 に、SELECT INTO文に有効なホスト表の使用方法を示します。

NULLのフェッチのフェッチのフェッチのフェッチ
UNSAFE_NULL=YESの場合は、標識表のないホスト表に対して NULLを選択または
フェッチしてもエラーが生成されません。 したがって、表の選択およびフェッチを行う場合
は、対応付けられた出力ホスト表の NULLを容易に検索できるように、標識表を使用するこ
とをお薦めします。（NULLおよび切り捨てられた値の検出方法は、5-3ページの「標識変数
の使用」を参照してください。）

UNSAFE_NULL=NOの場合は、標識表のないホスト表に対して NULLを選択またはフェッ
チすると、Oracle8iは処理を停止し、処理した行数を SQLERRD(3)に設定して、エラー・
メッセージを発行します。 

切り捨てられた値のフェッチ切り捨てられた値のフェッチ切り捨てられた値のフェッチ切り捨てられた値のフェッチ
標識表のないホスト表に対して切り捨てられた値を選択またはフェッチすると、Oracle8iは
SQLWARN(2)を設定します。 

SQLERRD(3)を調べると、切捨てが行われるまでに処理された行数がわかります。処理済行
数には切捨てエラーが発生した行も含まれます。 

表の選択およびフェッチを行うときには、標識表を使用できます。標識表を使用すると、
Oracle8iが 1つまたは複数の切り捨てられた列値を出力ホスト表に割り当てた場合に、対応
する標識表を調べることによってその列値の元の長さを確認できます。

表表表表 7-1  SELECT INTO文に有効なホスト表文に有効なホスト表文に有効なホスト表文に有効なホスト表

INTO句句句句 WHERE句句句句 有効有効有効有効 /無効無効無効無効 

表 表 無効

スカラー スカラー 有効

表 スカラー 有効

スカラー 表 無効
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サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 3: バッチでのフェッチバッチでのフェッチバッチでのフェッチバッチでのフェッチ
次のホスト表のサンプル・プログラムは、デモ・ディレクトリに入っています。

      *****************************************************************
      * Sample Program 3:  Host Tables                                *
      *                                                               *
      * This program logs on to ORACLE, declares and opens a cursor,  *
      * fetches in batches using host tables, and prints the results. *
      *****************************************************************

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. HOST-TABLES.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME          PIC X(15) VARYING.
       01  PASSWD            PIC X(15) VARYING.
       01  EMP-REC-TABLES.
           05  EMP-NUMBER    OCCURS 5 TIMES PIC S9(4) COMP.
           05  EMP-NAME      OCCURS 5 TIMES PIC X(10) VARYING.
           05  SALARY        OCCURS 5 TIMES PIC S9(6)V99
                             DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
           EXEC SQL VAR SALARY IS DISPLAY(8,2) END-EXEC.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.
       01  NUM-RET           PIC S9(9) COMP VALUE ZERO.
       01  PRINT-NUM         PIC S9(9) COMP VALUE ZERO.
       01  COUNTER           PIC S9(9) COMP.
       01  DISPLAY-VARIABLES.
           05  D-EMP-NAME    PIC X(10).
           05  D-EMP-NUMBER  PIC 9(4).
           05  D-SALARY      PIC Z(4)9.99.

       PROCEDURE DIVISION.

       BEGIN-PGM.
           EXEC SQL 
               WHENEVER SQLERROR DO PERFORM SQL-ERROR
           END-EXEC.
           PERFORM LOGON.
           EXEC SQL 
               DECLARE C1 CURSOR FOR
               SELECT EMPNO, SAL, ENAME 
               FROM EMP
           END-EXEC.
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           EXEC SQL
               OPEN C1
           END-EXEC.

       FETCH-LOOP.
           EXEC SQL 
               WHENEVER NOT FOUND DO PERFORM SIGN-OFF
           END-EXEC.
           EXEC SQL 
               FETCH C1 
               INTO :EMP-NUMBER, :SALARY, :EMP-NAME
           END-EXEC.
           SUBTRACT NUM-RET FROM SQLERRD(3) GIVING PRINT-NUM.
           PERFORM PRINT-IT.
           MOVE SQLERRD(3) TO NUM-RET.
           GO TO FETCH-LOOP.

       LOGON.
           MOVE "SCOTT" TO USERNAME-ARR.
           MOVE 5 TO USERNAME-LEN.
           MOVE "TIGER" TO PASSWD-ARR.
           MOVE 5 TO PASSWD-LEN.
           EXEC SQL
              CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER:  ", USERNAME-ARR.

       PRINT-IT.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "EMPLOYEE NUMBER  SALARY   EMPLOYEE NAME".
           DISPLAY "---------------  -------  -------------".
           PERFORM PRINT-ROWS
               VARYING COUNTER FROM 1 BY 1
               UNTIL COUNTER > PRINT-NUM.

       PRINT-ROWS.      
           MOVE EMP-NUMBER(COUNTER) TO D-EMP-NUMBER.
           MOVE SALARY(COUNTER) TO D-SALARY.
           DISPLAY "           ", D-EMP-NUMBER, " ", D-SALARY, "  ",
               EMP-NAME-ARR IN EMP-NAME(COUNTER).
           MOVE SPACES TO EMP-NAME-ARR IN EMP-NAME(COUNTER).

       SIGN-OFF.
           SUBTRACT NUM-RET FROM SQLERRD(3) GIVING PRINT-NUM.
           IF (PRINT-NUM > 0) PERFORM PRINT-IT.
           EXEC SQL 
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               CLOSE C1 
           END-EXEC. 
           EXEC SQL 
               COMMIT WORK RELEASE 
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY.".
           DISPLAY " ".
           STOP RUN.

       SQL-ERROR.
           EXEC SQL 
               WHENEVER SQLERROR CONTINUE 
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED:".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
           EXEC SQL 
               ROLLBACK WORK RELEASE 
           END-EXEC.
           STOP RUN.

表に対する挿入表に対する挿入表に対する挿入表に対する挿入
ホスト表は、INSERT文の入力変数として使用できます。その場合、INSERT文の実行前に
表にデータが挿入されるようにプログラムを作成してください。表の中に不適切な要素があ
る場合は、FOR句を使用して挿入する行数を制御できます。詳細は、7-16ページの「FOR
句の使用方法」を参照してください。

次に、ホスト表に対する挿入の例を示します。

 01  EMP-REC-TABLES.
     05  EMP-NUMBER    OCCURS 50 TIMES PIC S9(4) COMP.
     05  EMP-NAME      OCCURS 50 TIMES PIC X(10) VARYING.
     05  SALARY        OCCURS 50 TIMES PIC S9(6)V99
                       DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
* -- populate the host tables
     EXEC SQL INSERT INTO EMP (ENAME, EMPNO, SAL)
         VALUES (:EMP-NAME, :EMP-NUMBER, :SALARY)
     END-EXEC.

挿入された行数は、SQLERRD(3)を調べます。

SQL文ではホスト表に添字を付けることはできません。たとえば、次の INSERT文は無効で
す。

     PERFORM VARYING I FROM 1 BY 1 UNTIL I = TABLE-DIMENSION.
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表に対する更新
        EXEC SQL INSERT INTO EMP (ENAME, EMPNO, SAL)
            VALUES (:EMP-NAME(I), :EMP-NUMBER(I), :SALARY(I))
        END_EXEC
     END-PERFORM.

ホスト表の使用制限ホスト表の使用制限ホスト表の使用制限ホスト表の使用制限
INSERT、UPDATEまたは DELETE文の VALUES句に通常のホスト変数とホスト表を併用
すると、ホスト表の先頭要素のみ処理されます。Pro*COBOLは常に宣言された最小のディ
メンションを使用し、通常のホスト変数はディメンション 1のホスト表とされるからです。
この場合には警告が表示されます。

表に対する更新表に対する更新表に対する更新表に対する更新
次の例に示すように、UPDATE文の入力変数としてもホスト表を使用できます。

 01  EMP-REC-TABLES.
     05  EMP-NUMBER    OCCURS 50 TIMES PIC S9(4) COMP.
     05  SALARY        OCCURS 50 TIMES PIC S9(6)V99 
                           DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
 ...
* --  populate the host tables
     EXEC SQL
         UPDATE EMP SET SAL = :SALARY WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
     END-EXEC.

この文を発行して更新された行数は、SQLERRD(3)を調べます。更新された行数がホスト表
の行数と同じとは限りません。その累積数には、更新カスケードによって処理された行は含
まれていません。

表の中に不適切な要素がある場合は、FOR句を使用することによって更新する行数を制限で
きます。

前述の例は、一意キー（EMP-NUMBER）を使用した典型的な更新を示しています。この例
では、表の各要素によって更新されるのは 1行のみです。次の例では、表の 1つの要素に
よって複数の行が削除されます。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
     ...
            05  JOB-TITLE      OCCURS 10 TIMES PIC X(10) VARYING.
            05  COMMISSION     OCCURS 50 TIMES PIC S9(6)V99
                              DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
* --  populate the host tables
     EXEC SQL
         UPDATE EMP SET COMM = :COMMISSION WHERE JOB = :JOB-TITLE
     END-EXEC.
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表に対する削除
UPDATEでの制限での制限での制限での制限
UPDATE文の CURRENT OF句ではホスト表は使用できません。他の方法は、7-19ページ
の「CURRENT OF句の疑似実行」を参照してください。

表 7-2に、UPDATE文に有効なホスト表の使用方法を示します。

表に対する削除表に対する削除表に対する削除表に対する削除
ホスト表を DELETE文の入力変数としても使用できます。これは、WHERE句でそのホスト
表の連続した要素を使用して DELETE文を繰返し実行するのと同じことです。つまり 1回の
実行で表から 0行、1行または複数行が削除されます。次に示すのは、ホスト表を使用した
削除の例です。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
     ... 
         05  EMP-NUMBER    OCCURS 50 TIMES PIC S9(4) COMP.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
* --  populate the host table
     EXEC SQL
         DELETE FROM EMP WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
     END-EXEC.

削除された行の累計数は、SQLERRD(3)を調べます。 この累計数には、削除カスケードで処
理された行は含まれません。

次に、一意キー（EMP-NUMBER）を使用した典型的な削除の例を示します。この例では、
表の各要素によって削除されるのは 1行のみです。次の例では、表の 1つの要素によって複
数の行が削除されます。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
     ...
            05  JOB-TITLE    OCCURS 10 TIMES PIC X(10) VARYING.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
* --  populate the host table
     EXEC SQL
        DELETE FROM EMP WHERE JOB = :JOB-TITLE
     END-EXEC.

表表表表 7-2  UPDATE文に有効なホスト表文に有効なホスト表文に有効なホスト表文に有効なホスト表

SET句句句句 WHERE句句句句 有効有効有効有効 /無効無効無効無効 

表 表 有効

スカラー スカラー 有効

表 スカラー 無効

スカラー 表 無効
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標識表の使用
DELETEでの制限での制限での制限での制限
DELETE文の CURRENT OF句ではホスト表は使用できません。他の方法は、7-19ページの
「CURRENT OF句の疑似実行」を参照してください。

標識表の使用標識表の使用標識表の使用標識表の使用
標識表は、ホスト表に NULLを割り当てる場合や、出力ホスト表の中のNULLまたは切り
捨てられた値の検出に使用します。次に、標識表を使用した挿入方法の例を示します。

 01  EMP-REC-VARS.
     05  EMP-NUMBER  OCCURS 50 TIMES PIC S9(4) COMP.
     05  DEPT-NUMBER OCCURS 50 TIMES PIC S9(4) COMP.
     05  COMMISSION  OCCURS 50 TIMES  PIC S9(6)V99
                            DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
* -- indicator table:
     05  COMM-IND    OCCURS 50 TIMES  PIC S9(4) COMP.
* --  populate the host tables
* --  populate the indicator table; to insert a NULL into 
* --  the COMM column, assign -1 to the appropriate element in
* --  the indicator table
     EXEC SQL
         INSERT INTO EMP (EMPNO, DEPTNO, COMM)
         VALUES (:EMP_NUMBER, :DEPT-NUMBER, :COMMISSION:COMM-IND)
     END-EXEC.

標識表のエントリ数をホスト表のエントリ数より少なくすることはできません。
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FOR句の使用方法
FOR句の使用方法句の使用方法句の使用方法句の使用方法
オプションの FOR句を使用すると、次の SQL文で処理する表要素の数を設定できます。 

� DELETE

� EXECTUTE（Oracle動的 SQLは第 11章「Oracle動的 SQL方法 4」 を参照）

� FETCH

� INSERT

� OPEN

� UPDATE

特に UPDATE、INSERTおよび DELETE文内で FOR句を使用すると便利です。これらの文
では、表全体を使用する必要がない場合があります。 次の例に示すように、FOR句を使用す
ると、使用する要素数を任意の数に制限できます。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
 01  EMP-REC-VARS.
     05  EMP-NAME  OCCURS 1000 TIMES  PIC X(20) VARYING.
     05  SALARY    OCCURS 100  TIMES  PIC S9(6)V99
                   DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
 01 ROWS-TO-INSERT PIC S9(4) COMP.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
* --  populate the host tables
     MOVE 25 TO ROWS-TO-INSERT.
* -- set FOR-clause variable
* -- will process only 25 rows
     EXEC SQL FOR :ROWS-TO-INSERT  
         INSERT INTO EMP (ENAME, SAL)
         VALUES (:EMP-NAME, :SALARY)
     END-EXEC.

FOR句では、表の要素数の指定には整数のホスト変数を使用する必要があります。 たとえ
ば、次の文は無効です。

* -- illegal
     EXEC SQL FOR 25           
     INSERT INTO EMP (ENAME, EMPNO, SAL)
         VALUES (:EMP-NAME, :EMP-NUMBER, :SALARY)
     END-EXEC.

FOR句の変数によって、処理する表要素の数を指定します。その数は、表の最小ディメン
ションより大きくしないでください。内部では、値は符号なしの数量として扱われます。符
号付きのホスト変数を使用して負の値を渡すと、予測不能な動作が発生する原因となりま
す。
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FOR句の使用方法
制限制限制限制限
FOR句のセマンティックスを明確にするための制限が 2つあります。FOR句は、SELECT
文での使用または CURRENT OF句との併用はできません。

SELECT文での使用文での使用文での使用文での使用
SELECT文で FOR句を使用すると、エラー・メッセージが戻されます。

FOR句は意味が不明確なため、SELECT文では使用できません。この SELECT文を n回実
行するのか、この SELECT文を 1回実行して n行戻すのかが不明確です。前者の場合は、
SELECT文を実行するたびに複数行が戻される可能性があります。後者の解釈では、次に示
すように、カーソルを宣言してから FETCH文中で FOR句を使用することをお薦めします。

     EXEC SQL FOR :LIMIT FETCH EMPCURSOR INTO ...

CURRENT OF句との併用句との併用句との併用句との併用
次の例に示すように、UPDATEまたは DELETE文で CURRENT OF句を使用すると、
FETCH文によって戻される最後の行を参照できます。

     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, SAL FROM EMP WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
     END-EXEC.
     ... 
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL FETCH emp_cursor INTO :EM-NAME, :SALARY END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL UPDATE EMP SET SAL = :NEW-SALARY
         WHERE CURRENT OF EMPCURSOR
     END-EXEC.

ただし、CURRENT OF句と FOR句は併用できません。次の文は LIMITの論理値が 1に限
定されている（カレント行の更新または削除は 1回しかできない）ため無効です。

     EXEC SQL FOR :LIMIT UPDA-CURSOR END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL FOR :LIMIT DELETE FROM EMP 
         WHERE CURRENT OF EMP-CURSOR
     END-EXEC.
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WHERE句の使用方法
WHERE句の使用方法句の使用方法句の使用方法句の使用方法
 Pro*COBOLでは、エントリ数 nのホスト表を使用した SQL文は、n個の異なるスカラー変
数（表の個々の要素）を使用してその SQL文を n回実行した場合と同じように扱われます。
文意が不明瞭なためにこのような処理ができない場合にのみ、プリコンパイラはエラー・
メッセージを出力します。

たとえば次の宣言をしたとき、

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
     ...
     05  MGRP-NUMBER  OCCURS 50 TIMES  PIC S9(4) COMP.
     05  JOB-TITLE    OCCURS 50 TIMES  PIC X(20) VARYING.
 01  I PIC S9(4) COMP.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

次の文

     EXEC SQL SELECT MGR INTO :MGR-NUMBER FROM EMP
         WHERE JOB = :JOB-TITLE
     END-EXEC.

次のように架空の文のように処理した場合には、不明瞭です。

     PERFORM VARYING I FROM 1 BY 1 UNTIL I = 50
     SELECT MGR INTO :MGR-NUMBER(I) FROM EMP
         WHERE JOB = :JOB_TITLE(I)
     END-EXEC
     END-PERFORM.

WHERE句の検索条件を満たす行が複数あっても、データの受取りに使用できる出力変数が
1つしかないためです。 したがって、エラー・メッセージが出力されます。

一方、次の文を

      EXEC SQL
         UPDATE EMP SET MGR = :MGR_NUMBER
         WHERE EMPNO IN (SELECT EMPNO FROM EMP WHERE
         JOB = :JOB-TITLE)
     END-EXEC.

次の架空の文のように処理した場合には、不明瞭にはなりません。

     PERFORM VARYING I FROM 1 BY 1 UNTIL I = 50
         UPDATE EMP SET MGR = :MGR_NUMBER(I)
             WHERE EMPNO IN
             (SELECT EMPNO FROM EMP WHERE JOB = :JOB-TITLE(I))
         END-EXEC
     END-PERFORM.
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CURRENT OF句の疑似実行
これは、WHERE句の各 JOB-TITLEに該当する行が複数ある場合でも、JOB-TITLEに該当す
る行のそれぞれに対して SET句内にMGR-NUMBERが存在するためです。それぞれの
JOB-TITLEに該当するすべての行を、同じMGR-NUMBERに SETできます。 このため、エ
ラー・メッセージは出力されません。

CURRENT OF句の疑似実行句の疑似実行句の疑似実行句の疑似実行
CURRENT OF句を使用すると、カーソルの最も最近の行に対して UPDATEまたは
DELETEを実行できます。CURRENT OF句を使用すると、FOR UPDATE句がカーソルに
追加されます。この句にはカーソルで識別されたすべての行を排他モードでロックする効果
があります。CURRENT OF句はホスト表には使用できませんが、カーソルの定義に FOR 
UPDATEを追加し、ROWID列を明示的に選択して、その値を使用して更新または削除の実
行時にカレント行を識別できます。次に例を示します。

         05  EMP-NAME    OCCURS 25 TIMES PIC X(20) VARYING.
         05  JOB-TITLE   OCCURS 25 TIMES PIC X(15) VARYING.
         05  OLD-TITLE   OCCURS 25 TIMES PIC X(15) VARYING.
         05  ROW-ID      OCCURS 25 TIMES PIC X(18) VARYING.
     ...
     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR
         SELECT ENAME, JOB, ROWID FROM EMP
         FOR UPDATE
     END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC.
     ...
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO ...
     ...
     PERFORM
         EXEC SQL
             FETCH EMPCURSOR
             INTO :EMP-NAME, :JOB-TITLE, :ROW-ID
         END-EXEC
         ...
         EXEC SQL
             DELETE FROM EMP
             WHERE JOB = :OLD-TITLE AND ROWID = :ROW-ID
         END-EXEC
         EXEC SQL COMMIT WORK END-EXEC
      END-PERFORM.
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ホスト変数としてのグループ項目の表
ホスト変数としてのグループ項目の表ホスト変数としてのグループ項目の表ホスト変数としてのグループ項目の表ホスト変数としてのグループ項目の表
Pro*COBOLでは、埋込み SQL文でグループ項目（レコードとも呼ばれます）の表を使用で
きます。グループ項目の表は、SELECTまたは FETCH文の INTO句、および INSERT文の
VALUESリストで参照できます。 

次に例を示します。

 01    TABLES.
       05   EMP-TABLE           OCCURS 20 TIMES.
            10    EMP-NUMBER    PIC S9(4) COMP.
            10    EMP-NAME      PIC X(10).
            10    DEPT-NUMBER   PIC S9(4) COMP.

このように宣言した場合、次の文は有効です。

       EXEC SQL INSERT INTO EMP(EMPNO, ENAME, DEPTNO)
            VALUES(:EMP-TABLE)
       END-EXEC.

グループ項目にデータがすでに入っていると見なして、この文によって、従業員番号、従業
員名および部門番号で構成された行が 20行一括して EMP表に挿入されます。

グループ項目の順序が SQL文内での順序と同じであることを確認してください。

グループ項目の表を使用するときは、グループの基本項目を個別に指定することもできま
す。たとえば、次の文も有効です。従業員番号 20行分が EMP表の EMPNO列に挿入され
ます。

        EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO)
             VALUES (:EMP-TABLE.EMP-NUMBER)
        END-EXEC.

VARCHAR=YESの場合、グループ項目の宣言が VARCHARホスト変数と似ていると、そ
のグループ項目が 1つの基本項目として扱われます。そのため、SQL文でこのグループ項目
を参照するには、基本項目名ではなく、グループ名を使用する必要があります。

標識変数を使用するには、グループ項目の各変数の標識変数を含むグループ項目表を別に設
定します。

 01     TABLES-IND.
        05   EMP-TABLE-IND  OCCURS 20 TIMES.
             10   EMP-NUMBER-IND       PIC S9(4) COMP.
             10   EMP-NAME-IND         PIC S9(4) COMP.
             10   DEPT-NUMBER_IND      PIC S9(4) COMP.

 グループ項目のホスト標識表は、次のように使用できます。

        EXEC SQL INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME, DEPTNO)
            VALUES (:EMP-TABLE:EMP-TABLE-IND)
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ホスト変数としてのグループ項目の表
        END-EXEC.

データの特徴が正確にわかっている場合は、基本項目の標識をグループ項目に指定すると便
利です。

        05    EMP-TABLE-IND     PIC S9(4) COMP
                                OCCURS 20 TIMES.

グループ項目のホスト表には、表であるグループ項目を入れることはできません。たとえ
ば、次の文では、

 01   TABLES.
      05   EMP-TABLE               OCCURS 20 TIMES.
           10  EMP-NUMBER          PIC S9(4) COMP OCCURS 10 TIMES.
           10  EMP-NAME            PIC X(10).
           10  DEPT-NUMBER         PIC S9(4) COMP.

EMP-NUMBERは表であるため、EMP-TABLEはホスト変数として使用できません。

ネストされたグループ項目のホスト表は使用できません。たとえば、次の文では、

 01   TABLES.
      05   TEAM-TABLE                   OCCURS 20 TIMES
           10   EMP-TABLE
                15   EMP-NUMBER         PIC S9(4) COMP.
                15   EMP-NAME           PIC X(10).
           10   DEPT-TABLE.
                15   DEPT-NUMBER        PIC S9(4) COMP.
                15   DEPT-NAME          PIC X(10).

メンバー（EMP-TABLEおよび DEPT-TABLE）自体がグループ項目であるため、
TEAM-TABLEはホスト変数として使用できません。

また、Pro*COBOLでホスト表に適用される制限は、グループ項目の表にも適用されます。

� 多次元のホスト表および可変長のホスト表は作成できません。 

� 単一の SQL文で複数の表を使用する場合、各表のディメンションは同じであることが必
要です。

� SQL文のホスト表には添字を付けないでください。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 14: グループ項目の表グループ項目の表グループ項目の表グループ項目の表
このプログラムで、ログインし、カーソルを宣言およびオープンし、グループ項目の表を使
用してバッチ単位でフェッチを行います。詳細は、最初のコメントを参照してください。
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ホスト変数としてのグループ項目の表
      *****************************************************************
      * Sample Program 14:  Tables of group items                     *
      *                                                               *
      * This program logs on to ORACLE, declares and opens a cursor,  *
      * fetches in batches using a table of group items , and prints  *
      * the results.  This sample is identical to sample3 except that *
      * instead of using three separate host tables of five elements  *
      * each, it uses a five-element table of three group items.      *
      * The output should be identical.                               *
      *****************************************************************

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. TABLE-OF-GROUP-ITEMS.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME          PIC X(15) VARYING.
       01  PASSWD            PIC X(15) VARYING.
       01  EMP-REC-TABLE OCCURS 5 TIMES.
           05  EMP-NUMBER    PIC S9(4) COMP.
           05  SALARY        PIC S9(6)V99
                             DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
           05  EMP-NAME      PIC X(10) VARYING.
           EXEC SQL VAR SALARY IS DISPLAY(8,2) END-EXEC.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.
       01  NUM-RET           PIC S9(9) COMP VALUE ZERO.
       01  PRINT-NUM         PIC S9(9) COMP VALUE ZERO.
       01  COUNTER           PIC S9(9) COMP.
       01  DISPLAY-VARIABLES.
           05  D-EMP-NAME    PIC X(10).
           05  D-EMP-NUMBER  PIC 9(4).
           05  D-SALARY      PIC Z(4)9.99.

       PROCEDURE DIVISION.

       BEGIN-PGM.
           EXEC SQL 
               WHENEVER SQLERROR DO PERFORM SQL-ERROR
           END-EXEC.
           PERFORM LOGON.
           EXEC SQL 
               DECLARE C1 CURSOR FOR
               SELECT EMPNO, SAL, ENAME 
               FROM EMP
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           END-EXEC.
           EXEC SQL
               OPEN C1
           END-EXEC.

       FETCH-LOOP.
           EXEC SQL 
               WHENEVER NOT FOUND DO PERFORM SIGN-OFF
           END-EXEC.
           EXEC SQL 
               FETCH C1 
               INTO :EMP-REC-TABLE
           END-EXEC.
           SUBTRACT NUM-RET FROM SQLERRD(3) GIVING PRINT-NUM.
           PERFORM PRINT-IT.
           MOVE SQLERRD(3) TO NUM-RET.
           GO TO FETCH-LOOP.

       LOGON.
           MOVE "SCOTT" TO USERNAME-ARR.
           MOVE 5 TO USERNAME-LEN.
           MOVE "TIGER" TO PASSWD-ARR.
           MOVE 5 TO PASSWD-LEN.
           EXEC SQL
              CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER:  ", USERNAME-ARR.

       PRINT-IT.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "EMPLOYEE NUMBER  SALARY   EMPLOYEE NAME".
           DISPLAY "---------------  -------  -------------".
           PERFORM PRINT-ROWS
               VARYING COUNTER FROM 1 BY 1
               UNTIL COUNTER > PRINT-NUM.

       PRINT-ROWS.      
           MOVE EMP-NUMBER(COUNTER) TO D-EMP-NUMBER.
           MOVE SALARY(COUNTER) TO D-SALARY.
           DISPLAY "           ", D-EMP-NUMBER, " ", D-SALARY, "  ",
               EMP-NAME-ARR IN EMP-NAME(COUNTER).
           MOVE SPACES TO EMP-NAME-ARR IN EMP-NAME(COUNTER).

       SIGN-OFF.
           SUBTRACT NUM-RET FROM SQLERRD(3) GIVING PRINT-NUM.
           IF (PRINT-NUM > 0) PERFORM PRINT-IT.
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           EXEC SQL 
               CLOSE C1 
           END-EXEC. 
           EXEC SQL 
               COMMIT WORK RELEASE 
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY.".
           DISPLAY " ".
           STOP RUN.

       SQL-ERROR.
           EXEC SQL 
               WHENEVER SQLERROR CONTINUE 
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED:".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
           EXEC SQL 
               ROLLBACK WORK RELEASE 
           END-EXEC.
           STOP RUN.
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エラー処理と
8

エラー処理と診断エラー処理と診断エラー処理と診断エラー処理と診断

アプリケーション・プログラムでは、ランタイム・エラーを予測して、そのエラーをリカバ
リするように対処する必要があります。この章では、エラーの報告およびリカバリを詳しく
説明します。具体的には、ANSI状態変数 SQLCODEおよび SQLSTATE、または Oracle 
SQLCA（SQLコミュニケーション領域）構造を使用して警告とエラーを処理する方法を説
明します。また、WHENEVER文の使用方法と、Oracle ORACA（Oracleコミュニケーショ
ン領域）構造を使用して問題を診断する方法も説明します。 

この章の構成は、次のとおりです。 

� エラー処理の必要性

� エラー処理の代替手段

� SQLコミュニケーション領域の使用

� Oracleコミュニケーション領域の使用

� エラーと SQLSTATEコードの対応関係
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エラー処理の必要性
エラー処理の必要性エラー処理の必要性エラー処理の必要性エラー処理の必要性
どのようなアプリケーション・プログラムでも、その大部分をエラー処理に当てる必要があ
ります。エラー処理の主な利点は、エラーが存在していてもプログラムの処理を続行できる
ことにあります。エラーは設計ミス、コーディングの誤り、ハードウェア障害、誤ったユー
ザー入力をはじめ、様々な原因で発生します。

潜在的なエラーをすべて予測するのは無理ですが、プログラムにとって意味のある特定の種
類のエラーについてアクションを考えることはできます。 Pro*COBOLでは、エラー処理と
は SQL文の実行エラーを検出してリカバリを図ることを意味します。処理を中断しない限
り、プリコンパイラはエラーを無視して処理を続行するので、エラーは必ずトラップする必
要があります。

"切り捨てられた値 "などの警告や "データの終わり "などの状態の変更も処理できます。表
中の該当する行をすべて処理する前に INSERT、UPDATEまたは DELETE文が失敗する場
合もあるので、各 DML文の後にはエラーや警告の状態をチェックすることが非常に重要で
す。

エラー処理の代替手段エラー処理の代替手段エラー処理の代替手段エラー処理の代替手段
Pro*COBOLは次のような一般的なエラー処理方法をサポートしています。

� SQLCAおよびオプションの ORACAを使用した Oracle固有の方法

� SQLSTATE状態変数を使用した ANSI SQL92標準の方法

プリコンパイラ・オプションMODEは、ANSI/ISOに準拠するかどうかを制御します。
MODE={ANSI|ANSI14}の場合、SQLSTATE状態変数を PIC X(5)として宣言します。
ANSISQL89 SQL CODE状態変数も継続してサポートされていますが、新しいプログラムへ
の使用はお薦めしません。MODE={ORACLE|ANSI13}の場合は、EXEC SQL INCLUDE文
を通じて 必ず SQLCAを含めてください。1つのプログラムで 2つの方法を使用することも
可能ですが、通常その必要はありません。 

方法の併用の詳細は、8-37ページの「状態変数の組合せ」を参照してください。

SQLCA
SQLCAは、Oracleの警告、エラー番号およびエラーの説明を含むレコードに似たホスト言
語データ構造です。Oracle8iは、実行 SQL文または PL/SQL文を実行するたびに SQLCA
を更新します（宣言文の後では、SQLCAの値は未定義になります）。プログラムは、
SQLCAに格納されたリターン・コードをチェックして、SQL文の結果を判別できます。
SQLCAのチェックには、次の 2つの方法があります。

� WHENEVER文による暗黙的なチェック

� SQLCA変数の明示的なチェック
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エラー処理の代替手段
WHENEVER文を使用して SQL文の状態を暗黙的にチェックすると、Pro*COBOLは各実行
文の後に自動的にエラー・チェック・コードを挿入します。あるいは、自分で明示的にコー
ドを書いて SQLCA構造の SQLCODEメンバーの値をテストすることもできます。埋込み
SQL INCLUDE文を使用して SQLCAを含めるには、次のようにします。

EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

ORACA
ランタイム・エラーについて SQLCAから得られる情報が十分でない場合、ORACAを使用
できます。ORACAには、カーソル統計情報、SQL文のテキスト、特定のオプション設定お
よびシステム統計情報が格納されます。埋込み SQL INCLUDE文を使用して ORACAを含
めるには、次のようにします。

EXEC SQL INCLUDE ORACA END-EXEC.

ORACAはオプションであり、MODEの設定に関係なく宣言できます。ORACA状態変数の
詳細は、8-23ページの「Oracleコミュニケーション領域の使用」を参照してください。

ANSI SQLSTATE 変数変数変数変数
MODE=ANSIの場合は、宣言部に ANSI SQLSTATE変数を宣言して、明示的または暗黙的
なエラー・チェックを実行できます。オプション DECLARE_SECTIONを NOに設定する
と、宣言部の外でも宣言できます。 

注意注意注意注意 : MODE=ANSIの場合は、実際の S9(9) COMPを使用して SQLCODE変数を宣言
することも可能です。SQLSTATE変数のかわりに使用したり、SQLSTATE変数と併用
したりできますが、新しいプログラムにはお薦めしません。SQLCAと SQLSATE変数
を併用することもできます。MODE=ANSI14の場合、SQLSTATEはサポートされてい
ないため、SQLCODEを宣言するか、SQLCAを含める必要があります。設定モードに
関係なく、SQLCODEと SQLCAの両方を宣言することはできません。 
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エラー処理の代替手段
SQLSTATEの宣言の宣言の宣言の宣言
この項では、SQLSTATEの宣言方法を説明します。SQLSTATEは、次の例に示すように、5
文字の英数文字列として宣言する必要があります。

*    Declare the SQLSTATE status variable.
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
       ... 
 01 SQLSTATE PIC X(5). 
       ... 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 

SQLSTATE値値値値
SQLSTATEステータス・コードは、2文字のクラス・コードとそれに続く 3文字のサブクラ
ス・コードで構成されます。クラス・コード 00は正常終了を示し、それ以外のクラス・コード
は例外のカテゴリを示します。サブクラス・コード 000は特定の例外を示しませんが、それ以
外のサブクラス・コードは そのカテゴリの中の特定の例外を示します。たとえば、SQLSTATE
値 '22012'は、クラス・コード 22（データ例外）とサブクラス・コード 012（ゼロによる除算）
で構成されます。 

SQLSTATE値の 5文字は、それぞれ数字（0～ 9）または大文字の英文字（A～ Z）で構成
されます。0～ 4の範囲の数字、または A～ Hの範囲の文字で始まるクラス・コードは、
事前定義済みの状態（SQL92で定義されている）用に確保されています。他のすべてのクラ
ス・コードは処理系定義の状態用に確保されています。事前定義済みのクラス内では、0～
4の範囲の数字または A～ Hの範囲の英文字で始まるサブクラス・コードは、事前定義済
みのサブコンディションを示すために確保されています。その他のサブクラス・コードはす
べて、処理系定義のサブコンディションを示すために確保されています。図 8-1はコード体
系を示します。 
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エラー処理の代替手段
図図図図 8-1  SQLSTATEコード体系コード体系コード体系コード体系

表 8-1に、SQL92によって事前定義済みのクラスを示します。

表表表表 8-1  事前定義済みのクラス事前定義済みのクラス事前定義済みのクラス事前定義済みのクラス

CLASS 状態状態状態状態

00 正常終了

01 警告

02 データなし

07 動的 SQLエラー

08 例外接続

0A サポートされていない機能

21 制約違反

22 例外データ

23 整合性制約違反

24 カーソル状態が無効

25 トランザクション状態が無効

26 SQL文名が無効

27 トリガー・データの変更違反

クラス・コードの�
先頭文字�

0 . . 4 5 . . 9 A . . H I . . Z

0 . . 4

5 . . 9

A . . H

I . . Z

サ
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字
�

事前定義済み� 実装により定義済み�
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SQLコミュニケーション領域の使用
注意注意注意注意 : クラス・コード HZは、国際標準規格 ISO/IEC DIS 9579-2で定義された条件で
あるリモート・データベース・アクセス用に確保されています。 

表 8-4「SQLSTATEコード」 に、エラーと SQLSTATEステータス・コードの対応関係を示し
ます。1つのステータス・コードに複数のエラーが対応する場合もあります。また、ステー
タス・コードに対応するエラーがない場合もあります（この場合は、表の右端の欄は空白に
なります）。60000～ 99999の範囲のステータス・コードは、処理系定義です。

SQLコミュニケーション領域の使用コミュニケーション領域の使用コミュニケーション領域の使用コミュニケーション領域の使用
 Oracle8iでは、実行時にプログラムに渡された状態情報は SQLコミュニケーション領域
（SQLCA）に格納されます。SQLCAはレコードに似た COBOLデータ構造で、実行 SQL文
が実行されるたびに更新されます。このため、SQLCAは常に一番最後に実行された SQL操
作の結果を反映しています。SQLCAの各フィールドには、エラー、警告および状態の情報
が格納されます。これらの情報は、SQL文が実行されるたびに Oracle8iによって更新され

28 認証の指定が無効

2A 直接 SQL構文エラーまたはアクセス規則違反

2B 依存権限記述子がまだ存在しています。

2C キャラクタ・セット名が無効

2D トランザクションの終了が無効

2E 接続名が無効

33 SQL記述子名が無効

34 カーソル名が無効

35 状態番号が無効

37 動的 SQL構文エラーまたはアクセス規則違反

3C あいまいなカーソル名

3D カタログ名が無効

3F スキーマ名が無効

40 トランザクションのロールバック

42 構文エラーまたはアクセス規則違反

44 WITH_CHECK_OPTION指定違反

HZ リモート・データベース・アクセス

表表表表 8-1  事前定義済みのクラス事前定義済みのクラス事前定義済みのクラス事前定義済みのクラス

CLASS 状態状態状態状態
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SQLコミュニケーション領域の使用
ます。SQL文の実行結果を確認するには、SQLCA内の変数を調べます。これには、COBOL
コードを記述して明示的に調べる方法と、WHENEVER文を使用して暗黙的に調べる方法が
あります。

MODE={ORACLE | ANSI13}のときは SQLCAは必須です。SQLCAが宣言されていない
と、コンパイル時エラーが発生します。MODE={ANSI | ANSI14}のときは SQLCAは必須
ではありませんが、SQLCAを宣言しないとWHENEVER SQLWARNING文は使用できま
せん。マルチバイト NCHARホスト変数を使用するときにも SQLCAを含める必要がありま
す。

注意注意注意注意 : アプリケーションで Net8を使用してローカル・データベースとリモート・デー
タベースに同時にアクセスする場合、すべてのデータベースは 1つの SQLCAに書込み
ます。つまり、データベースごとに異なる SQLCAがあるわけではありません。詳細は、
3-3ページの「同時ログイン」を参照してください。

SQLCA内の情報内の情報内の情報内の情報
SQLCAには、エラー・コード、警告フラグ、イベント情報、処理済行数または診断情報な
ど、SQL文の実行に関する実行時情報が格納されます。

図 8-2に、SQLCA内のすべての変数を示します。

図図図図 8-2  Pro*COBOLのののの SQLCA変数宣言変数宣言変数宣言変数宣言

01  SQLCA.
    05  SQLCAID               PIC X(8).
    05  SQLCABC               PIC S9(9) COMPUTATIONAL.
    05  SQLCODE               PIC S9(9) COMPUTATIONAL.
    05  SQLERRM.
        49 SQLERRML           PIC S9(4) COMPUTATIONAL.
        49 SQLERRMC           PIC X(70)
    05  SQLERRP               PIC X(8).
    05  SQLERRD OCCURS 6 TIMES
                              PIC S9(9) COMPUTATIONAL.
    05  SQLWARN.
        10 SQLWARNO           PIC X(1).
        10 SQLWARN1           PIC X(1).
        10 SQLWARN2           PIC X(1).
        10 SQLWARN3           PIC X(1).
        10 SQLWARN4           PIC X(1).
        10 SQLWARN5           PIC X(1).
        10 SQLWARN6           PIC X(1).
        10 SQLWARN7           PIC X(1).
    05  SQLEXT                PIC X(8).
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SQLコミュニケーション領域の使用
SQLCAの宣言の宣言の宣言の宣言
SQLCAを宣言するには、次に示すように、（EXEC SQL INCLUDE文を使用して）
Pro*COBOLソース・ファイルの宣言文の外に組み込みます。

*    Include the SQL Communications Area (SQLCA). 
     EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC. 

SQLCAは宣言文の外で宣言する必要があります。

警告警告警告警告 : SQLCAが宣言されている場合は、SQLCODEを宣言しないでください。同様に、
SQLCODEが宣言されている場合は、SQLCAを宣言しないでください。SQLCA構造
体によって宣言される状態変数も SQLCODEという名前なので、両方のエラー・レポー
ト・メカニズムを使用するとエラーが発生します。

プログラムをプリコンパイルすると、INCLUDE SQLCA文はいくつかの変数宣言に置き換
えられます。これらの変数宣言によって、Oracle8iとプログラムとの間のやりとりが可能に
なります。 

エラー報告の基本コンポーネントエラー報告の基本コンポーネントエラー報告の基本コンポーネントエラー報告の基本コンポーネント
Pro*COBOLのエラー報告の基本的なコンポーネントは、SQLCA内のいくつかのフィール
ドを使用します。

ステータス・コードステータス・コードステータス・コードステータス・コード
実行 SQL文はすべて、SQLCA変数 SQLCODEにステータス・コードを戻します。戻され
たステータス・コードは、WHENEVER SQLERRORを使用して暗黙的に、または COBOL
コードを記述して明示的にチェックできます。

警告フラグ警告フラグ警告フラグ警告フラグ
警告フラグは、SQLCA変数 SQLWARN0～ SQLWARN7に戻されます。戻された警告フラ
グは、WHENEVER SQLWARNINGを使用するか、COBOLコードを記述することによって
チェックできます。警告フラグは、エラーとみなさない実行時の状態を検出する場合に役立
ちます。

処理済行数処理済行数処理済行数処理済行数
一番最後に実行された SQL文で処理された行数が、SQLCA変数 SQLERRD(3)に戻されま
す。OPENカーソルで繰り返される FETCHについては、フェッチされた行数の実行合計が
SQLERRD(3)に格納されます。

解析エラー・オフセット解析エラー・オフセット解析エラー・オフセット解析エラー・オフセット
Oracle8iは、SQL文を解析してから実行します。つまり実行前に、SQL文に正しい構文規則が
使用され有効なデータベース・オブジェクトを参照しているかを確認します。 エラーが見つかる
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SQLコミュニケーション領域の使用
と、SQLCA変数 SQLERRD(5)にオフセットを格納します。このオフセットは明示的にチェック
できます。解析エラーの始まりを示す SQL文中の文字位置がオフセットとして指定されます。
先頭の文字位置は 0（ゼロ）です。たとえば、オフセットが 9の場合、解析エラーの始まりは 10
番目の文字です。

SQL文に解析エラーがない場合、SQLERRD(5)は 0（ゼロ）に設定されます。解析エラーが
先頭の文字（文字位置 0（ゼロ））から始まっている場合にも、SQLERRD(5)は 0（ゼロ）に
設定されます。このため、SQLERRD(5)のチェックは、SQLCODEが負の値（エラーが発生
したことを示す）の場合にのみ行ってください。 

エラー・メッセージ・テキストエラー・メッセージ・テキストエラー・メッセージ・テキストエラー・メッセージ・テキスト
エラー・コードとメッセージは、SQLCA変数 SQLERRMCに格納されます。たとえば、エ
ラー処理ルーチンに次の文を記述します。

*    Handle SQL execution errors. 
     MOVE SQLERRMC TO ERROR-MESSAGE. 
     DISPLAY ERROR-MESSAGE. 

格納されるのは、メッセージ・テキストの先頭から 70文字までです。70文字を超えるメッ
セージについては、SQLGLMサブルーチンをコールする必要があります SQLGLMサブルー
チンの詳細は、8-13ページの「エラー・メッセージのテキスト全体の取得」を参照してくだ
さい。

SQLCAの構造の構造の構造の構造
この項では、SQLCAの構造およびそのフィールド、フィールドに格納できる値を説明しま
す。

SQLCAID
この文字列フィールドは、SQLコミュニケーション領域を示す "SQLCA" に初期化されます。

SQLCABC
この整数フィールドには、SQLCA構造の長さ（バイト数）が格納されます。

SQLCODE
この整数フィールドには、一番最後に実行された SQL文のステータス・コードが格納され
ます。ステータス・コードは SQL処理の結果を表します。コードの値は次のいずれかです。

0 Oracle8iは文を実行し、エラーも例外も検出しませんでした。 
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SQLコミュニケーション領域の使用
SQLERRM
このサブレコードには、次の 2つのフィールドがあります。

 

SQLERRP
この文字列フィールドは、将来の使用に備えて確保されています。 

SQLERRD
この 2進整数の表には 6つの要素があります。SQLERRDの各フィールドを説明します。 

> 0 Oracle8iは文を実行しましたが、例外を検出しました。この状態が発生
するのは、WHERE句の検索条件を満たす行がない場合、あるいは
SELECT INTOまたは FETCHで 1行も戻されなかった場合です。 

< 0 MODE={ANSI | ANSI14 | ANSI13}のときは、1行も INSERTされな
かった場合に SQLCODEに +100が戻されます。副問合せで処理に行が
戻されなかったときにこの状態が発生します。

データベース、システム、ネットワークまたはアプリケーションのい
ずれかにエラーが発生したため、Oracle8iは文を実行しませんでした。
このようなエラーは致命的です。こうしたエラーが発生すると、ほと
んどの場合はカレント・トランザクションがロールバックされます。 

負のリターン・コードは、『Oracle8i エラー・メッセージ』に記載され
ているエラー・コードに対応しています。

SQLERRML この整数フィールドには、SQLERRMCに格納されているメッセー
ジ・テキストの長さが格納されます。

SQLERRMC この文字列フィールドには、SQLCODEに格納されているエラー・
コードに対応するメッセージ・テキストが格納されます。格納できる
のは最大 70文字です。70文字を超えるメッセージのテキスト全体を
調べる場合は、SQLGLM関数を使用します。

SQLERRMCを参照するには、まず SQLCODEが負の値であること
を確かめてください。SQLCODEが 0（ゼロ）の場合は、
SQLERRMCを参照するとそれ以前の SQL文に関連するメッセージ・
テキストが戻されます。

SQLERRD(1) このフィールドは、将来の使用に備えて確保されています。 

SQLERRD(2) このフィールドは、将来の使用に備えて確保されています。 
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SQLWARN
この表は、それぞれ 1文字からなる 8つの要素で構成されています。これらの要素は警告フ
ラグとして使用されます。Oracle8iでは、フラグに "W"（警告）文字値を割り当ててフラグ
を設定します。フラグは例外状態の発生を警告します。 

たとえば、Oracle8iで列値を切り捨てて出力ホスト文字変数に割り当てると、警告フラグが
設定されます。

注意注意注意注意 : 8-7ページの図 8-2「Pro*COBOLの SQLCA変数宣言」は、SQLWARN0～
SQLWARN7の PIC X基本項目を持つグループ項目としての Pro*COBOLでの
SQLWARN実装を示します。

SQLWARNの各フィールドを説明します。

 

SQLERRD(3) このフィールドには、一番最後に実行された SQL文で処理された
行数が格納されます。SQL文が失敗した場合は、SQLERRD(3)の
値は未定義になります。ただし、1つだけ例外があります。表の操
作中にエラーが発生した場合、処理はエラーの原因となった行で停
止するため、SQLERRD(3)には正常に処理された行数が格納され
ます。 

処理済行数は OPEN文の後に 0（ゼロ）に設定され、FETCH文の
後にインクリメントされます。処理済行数は、EXECUTE文、
INSERT文、UPDATE文、DELETE文および SELECT INTO文に
ついて、正常に処理された行数を反映します。この数字には
UPDATEまたは DELETE CASCADEによって処理された行は含ま
れません。たとえばWHERE句の条件を満たす 20行が削除された
後で、列制約条件に違反する 5行が削除されたときの処理済行数
は、25ではなく 20となります。

SQLERRD(4) このフィールドは、将来の使用に備えて確保されています。 

SQLERRD(5) このフィールドには、一番最後に実行された SQL文中の、解析エ
ラーが始まる文字位置を示すオフセットが格納されます。先頭の文
字位置は 0（ゼロ）です。

SQLERRD(6) このフィールドは、将来の使用に備えて確保されています。 

SQLWARN(1) このフラグは別の警告フラグが設定されていることを示します。 
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SQLEXT
この文字列フィールドは、将来の使用に備えて確保されています。 

PL/SQLに関する考慮事項に関する考慮事項に関する考慮事項に関する考慮事項
埋込み PL/SQLブロックを実行する Pro*COBOLプログラムの場合、SQLCAのフィールド
がすべて設定されるわけではありません。たとえば、PL/SQLブロックで複数の行がフェッ
チされた場合、処理済行数 SQLERRD(3)は、実際にフェッチされた行数ではなく、1に設定さ
れます。したがって、PL/SQLブロックを実行した後は、信頼できる SQLCAのフィールドは
SQLCODEフィールドおよび SQLERRMフィールドのみになります。

SQLWARN(2) このフラグは、切り捨てられた列値が出力ホスト変数に代入された
ときに設定されます。これは文字データにのみ適用されます。
Oracle8iが一部の数値データを切り捨てるときには、警告の設定も
負の SQLCODE値の戻しもありません。

列値が切り捨てられたかどうか、またどれだけ切り捨てられたかを
調べるには、出力ホスト変数に対応する標識変数をチェックしま
す。標識変数によって戻された値が正の整数のときは、その値は列
値の元の長さを示します。その値に応じてホスト変数の長さを増や
すことができます。 

SQLWARN(3) AVG、COUNTまたはMAXなどの SQLグループ関数の評価で 1
つまたは複数の NULLが無視されたときに、このフラグが設定さ
れます。COUNT(*)以外のすべてのグループ関数では NULLが無
視されるので、このような動作になります。必要であれば、SQL
関数 NVLを使用して、NULLの列項目に一時的に値（0（ゼロ）
など）を割り当てることができます。 

SQLWARN(4) 問合せの選択リスト内の列の数が SELECT文または FETCH文の
INTO句内のホスト変数の数と一致しないときに、このフラグが設
定されます。戻される項目の数は両者のうち少ない方の数となりま
す。

SQLWARN(5) このフラグは現在使用されていません。 

SQLWARN(6) PL/SQLコンパイル・エラーが原因で EXEC SQL CREATE 
{PROCEDURE | FUNCTION | PACKAGE | PACKAGE BODY}文
が失敗したときに、このフラグが設定されます。 

SQLWARN(7) このフラグは現在使用されていません。 

SQLWARN(8) このフラグは現在使用されていません。 
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エラー・メッセージのテキスト全体の取得エラー・メッセージのテキスト全体の取得エラー・メッセージのテキスト全体の取得エラー・メッセージのテキスト全体の取得
SQLCODEを明示的に宣言し、SQLCAを含めていなければ、MODEの設定に関係なく、
SQLGLMを使用してエラー・メッセージのテキスト全体を取得できます。SQLCAには 70
文字までのエラー・メッセージを格納できます。70文字より長い（またはネストした）エ
ラー・メッセージを取得するには、SQLGMLサブ・ルーチンが必要です。 

データベースに接続すると、次の構文を使用して SQLGLMをコールできます。

     CALL "SQLGLM" USING MSG-TEXT, MAX-SIZE, MSG-LENGTH

パラメータは次のとおりです。

パラメータはすべて、参照によって渡す必要があります。通常、デフォルトでパラメータ引
渡し規則は参照によって引渡されるため、特別な処置は必要ありません。

エラー・メッセージの最大長は、512文字です。これには、エラー・コード、ネストされた
メッセージおよび表名や列名などのメッセージ挿入語句を含みます。SQLGLMで戻される
エラー・メッセージの最大長は、MAX-SIZEに指定した値によって決まります。 

次の例では、SQLGLMを使用して、エラー・メッセージの最大長を 200文字に設定します。

     ... 
*    Declare variables for the SQL-ERROR subroutine call. 
 01  MSG-TEXT    PIC X(200). 
 01  MAX-SIZE    PIC S9(9) COMP VALUE 200. 
 01  MSG-LENGTH  PIC S9(9) COMP. 
     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
 MAIN. 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR END-EXEC. 
     ... 
 SQL-ERROR. 
*    Clear the previous message text. 
     MOVE SPACES TO MSG-TEXT. 
*    Get the full text of the error message. 
     CALL "SQLGLM" USING MSG-TEXT, MAX-SIZE, MSG-LENGTH. 
     DISPLAY MSG-TEXT. 

パラメータパラメータパラメータパラメータ データ型データ型データ型データ型 パラメータ定義パラメータ定義パラメータ定義パラメータ定義

MSG-TEXT PIC X(n) エラー・メッセージを格納するフィールド（このフィー
ルドは先頭から格納され、余った部分は空白で埋められ
ます。） 

MAX-SIZE PIC S9(9) COMP MSG-TEXTフィールドの最大サイズ（バイト数）を指定
する整数 

MSG-LENGTH PIC S9(9) COMP エラー・メッセージの実際の長さを格納する整変数 
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この例では、SQLGLMは SQLエラーが発生したときのみにコールされます。SQLGLMを
コールする前に、SQLCODEが負の値であることを必ず確認してください。SQLCODEが 0（ゼ
ロ）のときに SQLGLMをコールすると、前の SQL文に対応するメッセージ・テキストが戻され
ます。 

注意注意注意注意 : アプリケーションで SQLGLMをコールしてメッセージ・テキストを取得する場
合は、メッセージの長さを渡す必要があります。SQLCA変数 SQLERRMLは使用しな
いでください。SQLERRMLは PIC S9(4) COMP整数ですが、SQLGLMと SQLIEMでは PIC 
S9(9) COMP整数が予測されています。かわりに、PIC S9(9) COMPとして宣言した別の変数
を使用します。

DSNTIAR
DB2には、表示可能な形式の SQLCAを取得するための、DSNTIARというアセンブラ・
ルーチンがあります。DB2から Oracleへ移行するユーザーのために、Pro*COBOLにも
DSNTIARが用意されています。DSNTIARは、ラップを行う SQLGLMとしてインプリメン
トされています。 DSNTIARのインターフェースは次のようになります。

     CALL 'DSNTIAR' USING SQLCA MESSAGE LRECL

MESSAGEはサイズ 240以上の VARCHAR形式の出力メッセージ領域で、LRECLは出力
メッセージの長さ（72～ 240）が格納されるフル・ワードです。MESSAGE引数の最初の
ハーフ・ワードには、残りの領域の長さが含まれます。 DSNTIARが戻すエラー・コードは
次のとおりです。 

WHENEVER 宣言文宣言文宣言文宣言文
デフォルトでは、Pro*COBOLは可能であればエラーおよび警告状態を無視して処理を続行
します。自動状態チェックおよびエラー処理を実行するにはWHENEVER文が必要です。

WHENEVER文を使用すると、Oracle8iがエラー、警告状態または "見つからない "という
状態を検出した場合の処置を指定できます。指定できる処置としては、次の文からの処理の
続行、段落の PERFORM、段落への分岐、停止などがあります。

Oracle8iに自動的に SQLCAをチェックさせて、次の状態が存在しないかどうかを調べるこ
とができます。

表表表表 8-2  DNSTIARエラー・コードと説明エラー・コードと説明エラー・コードと説明エラー・コードと説明

0 正常に実行しました。

4 指定されたメッセージに入りきらないデータがあります。

8 論理レコード長（LRECL）が 72～ 240の範囲外です。

12 メッセージ領域の大きさが十分ではありません（240よりも大きい）。
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状態状態状態状態

SQLWARNING
Oracle8iから警告が戻されたか（同時に SQLWARN(1)～ SQLWARN(7)の警告フラグのう
ちの 1つが設定されます）、あるいは SQLCODEの値が +1403以外の正の値になっていたた
めに、SQLWARN(0)が設定されている状態です。たとえば、切り捨てられた列値が出力ホ
スト変数に割り当てられると、SQLWARN(1)が設定されます。

MODE=|ANSI | ANSI14}のときは、SQLCAの宣言は任意です。ただし、WHENEVER 
SQLWARNINGを使用するには、必ず SQLCAを宣言してください。 

注意注意注意注意 : このためには SQLCAを含める必要があります。

SQLERROR
Oracle8iからエラーが戻されたために、SQLCODEが負の値に設定されている状態です。 

NOT FOUNDまたはまたはまたはまたは NOTFOUND
フェッチの終了条件が発生すると、SQLCODE値として +1403（またはMODE={ANSI | 
ANSI14 | ANSI13}または END_OF_FETCH=100の場合は +100）が戻されます。これは、
検索基準に適合するすべての行がフェッチされるか、検索基準に適合する行が 1つもない場
合に発生します。

 END_OF_FETCHオプションを使用して、MODEマクロ・オプションで使用される値を
オーバーライドできます。

END_OF_FETCH = 100 | 1403 (default 1403)

詳細は、14-18ページの「END_OF_FETCH」を参照してください。

アクションアクションアクションアクション

CONTINUE
可能であれば、プログラムは次の文からの実行を継続します。これはデフォルトの動作で、
WHENEVER文を使用しない場合と同じです。状態のチェックを "オフ "にするのに使用で
きます。

DO CALL
プログラムはネストされたサブプログラムをコールします。サブプログラムの最後に達する
と、失敗した SQL文の後の文に制御が渡されます。
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DO PERFORM
プログラムは制御を COBOL節または段落に渡します。節の最後では、失敗した SQL文の
後の文に制御が渡されます。

     EXEC SQL                                                
         WHENEVER <condition> DO PERFORM <section_name>    
     END-EXEC.                                              

GOTOまたはまたはまたはまたは GO TO
プログラムは指定された段落または節に分岐します。

STOP
プログラムは実行を停止し、COMMITされていない作業がロールバックされます。 

注意注意注意注意 : STOPアクションでは、ログアウトするまでメッセージは表示されません。

WHENEVER文のコーディング文のコーディング文のコーディング文のコーディング
WHENEVER文の構文は次のとおりです。

     EXEC SQL 
         WHENEVER <condition> <action> 
     END-EXEC. 

DO PERFORM
WHENEVER ... DO PERFORM文を使用するときには、段落または節に対して PERFORM
文を実行する場合の通常の規則が適用されます。ただし、THRU句、TIMES句、UNTIL句、
VARYING句は使用できません。 

たとえば、次のWHENEVER ... DO文は無効です。 

 PROCEDURE DIVISION. 
*    Invalid statement 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR DO 
         PERFORM DISPLAY-ERROR THRU LOG-OFF 
     END-EXEC. 
     ... 
 DISPLAY-ERROR. 
     ... 
 LOG-OFF. 
     ... 

次に示すのは、WHENEVER SQLERROR DO PERFORM文を使用して特定のエラーを処理
する例です。

 PROCEDURE DIVISION. 
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 MAIN SECTION.
 MSTART.
     ... 
     EXEC SQL 
         WHENEVER SQLERROR DO PERFORM INS-ERROR 
     END-EXEC. 
     EXEC SQL 
         INSERT INTO EMP (EMPNO, ENAME, DEPTNO) 
         VALUES (:EMP-NUMBER, :EMP-NAME, :DEPT-NUMBER) 
     END-EXEC.
     EXEC SQL 
         WHENEVER SQLERROR DO PERFORM DEL-ERROR 
     END-EXEC. 
     EXEC SQL 
         DELETE FROM DEPT 
         WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER 
     END-EXEC. 
     ...
 MEXIT.
     STOP RUN.
 INS-ERROR SECTION.
 INSSTART.
*    Check for "duplicate key value" Oracle8 error 
     IF SQLCA.SQLCODE = -1 
     ... 
*    Check for "value too large" Oracle8 error 
     ELSE IF SQLCA.SQLCODE = -1401 
     ... 
     ELSE 
     ... 
     END-IF.
     ...
 INSEXIT.
     EXIT.
*
 DEL-ERROR SECTION.
 DSTART.
*    Check for the number of rows processed.
     IF SQLCA.SQLERRD(3) = 0 
     ... 
     ELSE 
     ...
     END-IF.
     ...
 DEXIT.
     EXIT.
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各段落でどのように SQLCA内の変数をチェックし、実行する処理を決定しているか注意し
てください。 

DO CALL
この句はアクション・サブプログラムをコールします。句の構文を次に示します。

     EXEC SQL
         WHENEVER <condition> DO CALL <subprogram_name>
         [USING <param1> ...]
     END-EXEC.

次の制限または規則が適用されます。

� USING句では、RETURNING、ON_EXCEPTIONまたは OVER_FLOW句は使用できま
せん。

� COBOLソース・コードの PROGRAM-ID文で、キーワード COMMONの前にサブプロ
グラム名を入力することが必要な場合があります。

� アクション・サブプログラムではWHENEVER CONTINUE文を使用する必要がありま
す。

� WHENEVER宣言文の DO CALL句では、アクション・サブプログラム名を二重引用符
で囲むことが必要な場合があります。

次に示す例は、サブプログラム LOGONまたはMAINプログラムからエラー・サブプログ
ラム SQL-ERRORをコールするプログラムの例です。DO PERFORM句を使用したときと同
様、2つの位置でコードが繰り返されることはありません。

IDENTIFICATION DIVISION.
            PROGRAM-ID. MAIN.
            ENVIRONMENT DIVISION.
        ...
            PROCEDURE DIVISION.
            BEGIN-PGM.
                EXEC SQL
                    WHENEVER SQLERROR DO CALL "SQL-ERROR"
                END-EXEC.
                CALL "LOGON".
        ...
            IDENTIFICATION DIVISION.
            PROGRAM-ID. LOGON.
            DATA DIVISION.
            WORKING-STORAGE SECTION.
            01  USERNAME          PIC X(15) VARYING.
            01  PASSWD            PIC X(15) VARYING.
            PROCEDURE DIVISION.
                MOVE "SCOTT" TO USERNAME-ARR.
                MOVE 5 TO USERNAME-LEN.
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                MOVE "TIGER" TO PASSWD-ARR.
                MOVE 5 TO PASSWD-LEN.
                EXEC SQL
                   CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
                END-EXEC.
                DISPLAY " ".
                DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER:  ", USERNAME-ARR.
            END PROGRAM LOGON.
        ...
            IDENTIFICATION DIVISION.
            PROGRAM-ID. SQL-ERROR COMMON.
            PROCEDURE DIVISION.
                EXEC SQL
                    WHENEVER SQLERROR CONTINUE
                END-EXEC.
                DISPLAY " ".
                DISPLAY SQLERRMC.
                EXEC SQL
                    ROLLBACK WORK RELEASE
                END-EXEC.
                END PROGRAM SQL-ERROR.
            END PROGRAM MAIN.

有効範囲有効範囲有効範囲有効範囲
WHENEVER文は宣言文のため、その有効範囲は論理的なものではなく位置的なものになり
ます。WHENEVER文がテストするのは、ソース・ファイルの中でそのWHENEVER文よ
り後に記述されているすべての実行 SQL文であり、プログラム論理の流れの中でその
WHENEVER文それより後にくる実行 SQL文ではありません。したがってWHENEVER文
は、テストする最初の実行 SQL文の前に指定する必要があります。

WHENEVER文は、同じ条件をチェックする別のWHENEVER文に置き換えられるまで有
効です。 

提案提案提案提案 :  SQL文を含む各プログラム・ユニットの先頭にWHENEVER文を記述してくだ
さい。このようにすると、あるプログラム・ユニット内の SQL文が別のプログラム・
ユニット内のWHENEVERの処置を参照して、コンパイル時や実行時に発生するエ
ラーを回避できます。 

不注意な使用例不注意な使用例不注意な使用例不注意な使用例
WHENEVER文を不注意に使用すると、問題が発生することがあります。たとえば、次の
コードは、検索条件を満たす行がないため、DELETE文でNOT FOUND状態を設定すると
無限ループに陥ります。 

*    Improper use of WHENEVER. 
     EXEC SQL
         WHENEVER NOT FOUND GOTO NO-MORE
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     END-EXEC. 
     PERFORM GET-ROWS UNTIL DONE = "YES". 
     ... 
 GET-ROWS. 
     EXEC SQL
         FETCH EMP-CURSOR INTO :EMP-NAME, :SALARY
     END-EXEC. 
     ... 
 NO-MORE. 
     MOVE "YES" TO DONE. 
     EXEC SQL
         DELETE FROM EMP WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
     END-EXEC. 
     ... 

次の例では、GOTOのターゲットを設定しなおすことによってNOT FOUND状態を適切に
処理しています。 

*    Proper use of WHENEVER. 
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO NO-MORE END-EXEC. 
     PERFORM GET-ROWS UNTIL DONE = "YES". 
     ... 
 GET-ROWS. 
     EXEC SQL
         FETCH EMP-CURSOR INTO :EMP-NAME, :SALARY
     END-EXEC. 
     ... 
 NO-MORE. 
     MOVE "YES" TO DONE. 
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO NONE-FOUND END-EXEC. 
     EXEC SQL
        DELETE FROM EMP WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER
     END-EXEC. 
     ... 
 NONE-FOUND. 
     ... 

SQL文のテキストの取得文のテキストの取得文のテキストの取得文のテキストの取得
多くの Pro*COBOLアプリケーションでは、処理している文のテキスト、長さおよびその文
に記述されている SQLコマンド（INSERTや SELECTなど）がわかると便利です。これは、
動的 SQLを使用するアプリケーションでは特に重要です。

ルーチン SQLGLSを使用すると、次の情報が戻されます（このルーチンは SQLLIBランタイ
ム・ライブラリに入っています）。

� 最後に解析された SQL文のテキスト
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� その SQL文の長さ

� 関数コード

SQLGLSは、静的 SQL文の発行後にコールできます。動的 SQL方法 1では、SQL文の実行
後に SQLGLSをコールできます。動的 SQL方法 2、3または 4では、SQL文の作成後に
SQLGLSをコールできます。 

SQLGLSをコールするための構文は次のとおりです。 

     CALL "SQLGLS" USING SQLSTM STMLEN SQLFC.
 
表 8-3 に、SQLGLS引数リストのパラメータに使用可能なホスト言語のデータ型を示しま
す。

 

パラメータはすべて、参照によって渡す必要があります。通常、デフォルトのパラメータ引
渡し規則は参照によって引渡されるので、特別な処置は必要ありません。

パラメータ SQLSTMは、SQL文の戻されたテキストを保持する空白埋め（NULLで終了し
ない）文字バッファです。プログラムでは、このバッファを静的に宣言するか、このバッ
ファに動的にメモリーを割り当てる必要があります。

長さを指定するパラメータ STMLENは、4バイトの整数です。SQLGLSをコールする前に、
このパラメータを SQLSTMバッファの実際のサイズ（バイト数）に設定してください。 
SQLGLSが戻されると、SQLSTMバッファには SQL文のテキストが格納され、空き部分に
は空白が埋め込まれます。STMLENは、戻された文のテキストでの実際のバイト数を戻し
ます。（埋め込まれた空白は数えません。）ただし、エラーが発生した場合は、STMLENは 0
（ゼロ）を戻します。 

発生する可能性のあるエラーは次のとおりです。 

� SQL文が 1つも解析されませんでした。

� 無効なパラメータを渡しました（たとえば、長さとして負の値を渡した場合）。

� SQLLIBで内部例外が発生しました。

パラメータ SQLFCは、文中の SQLコマンドに対応する SQL関数コードを戻す 4バイトの
整数です。SQLコマンドの関数コードの詳細は、『Oracle8i コール・インタフェース・プロ
グラマーズ・ガイド』の表を参照してください。 

表表表表 8-3   パラメータのデータ型パラメータのデータ型パラメータのデータ型パラメータのデータ型

パラメータパラメータパラメータパラメータ データ型データ型データ型データ型

SQLSTM PIC X(n)

STMLEN PIC S9(9) COMP

SQLFC PIC S9(9) COMP
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次の文には、対応する SQL関数コードはありません。

� CONNECT

� COMMIT

� FETCH

� ROLLBACK

� RELEASE
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Oracleコミュニケーション領域の使用コミュニケーション領域の使用コミュニケーション領域の使用コミュニケーション領域の使用
SQLCAは、標準的な SQLの通信を対象としています。Oracleコミュニケーション領域
（ORACA）も SQLCAと同様の構造ですが、ORACAをプログラムに組み込むと Oracle8i固
有の通信を処理できるようになります。SQLCAで提供される情報よりも詳しい実行時情報
が必要な場合に、ORACAを使用してください。

ORACAは、問題の診断に役立つのみでなく、SQL文エグゼキュータやカーソル・キャッ
シュ（カーソル管理のために確保されているメモリー領域）などのリソースをプログラムがどの
ように使用しているかを監視する場合にも使用できます。

ORACA内の情報内の情報内の情報内の情報
ORACAにはオプション設定、システム統計および拡張診断機能が含まれています。図 8-3 
に、ORACAのすべての変数を示します。

図図図図 8-3   Pro*COBOLのののの ORACA変数宣言変数宣言変数宣言変数宣言

01 ORACA.
05 ORACAID PIC X(8).
05 ORACABC PIC S9(9) COMP.
05 ORACCHF PIC S9(9) COMP.
05 ORADBGF PIC S9(9) COMP.
05 ORAHCHF PIC S9(9) COMP.
05 ORASTXTF PIC S9(9) COMP.
05 ORASTXT.

49 ORASTXTL PIC S9(4) COMP.
49 ORASTXTL PIC X(70).

05 ORASFNM.
49 ORASFNML PIC S9(4) COMP.
49 ORASFNMC PIC X(70).

05 ORASLNR PIC X(8).
05 ORAHOC PIC S9(9) COMP.
05 ORAMOC PIC S9(9) COMP.
05 ORACOC PIC S9(9) COMP.
05 ORANOR PIC S9(9) COMP.
05 ORANPR PIC S9(9) COMP.
05 ORANEX PIC S9(9) COMP.

ORACA
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ORACAの宣言の宣言の宣言の宣言
ORACAを宣言するには、次に示すように、（EXEC SQL INCLUDE文を使用して）
Pro*COBOLソース・ファイルの宣言文の外に組み込みます。

*    Include the Oracle Communications Area (ORACA). 
     EXEC SQL INCLUDE ORACA END-EXEC. 

ORACAを使用可能にするを使用可能にするを使用可能にするを使用可能にする
ORACAを使用可能にするには、ORACAプリコンパイラ・オプションを YESに設定する必
要があります。これには、コマンドラインまたは構成ファイルに次のように入力します。

ORACA=YES 

またはインラインで次のように指定します。

     EXEC Oracle OPTION (ORACA=YES) END-EXEC. 

その後、ORACA内のフラグを設定することによって、適切なランタイム・オプションを選
択する必要があります。ORACAを使用可能にすると実行時のオーバーヘッドが増加するこ
とになるため、ORACAの使用は任意になっています。デフォルトの設定は ORACA=NO
です。

ランタイム・オプションの選択ランタイム・オプションの選択ランタイム・オプションの選択ランタイム・オプションの選択
ORACAにはいくつかのオプション・フラグがあります。これらのフラグを設定するには、
オプション・フラグに 0（ゼロ）以外の値を割り当てます。オプション・フラグの設定によ
り、次の処理を行えます。 

� SQL文のテキストの保存

� DEBUG処理の有効化

� カーソル・キャッシュの一貫性チェック（カーソル・キャッシュとは、カーソル管理に
使用されるメモリーで継続的に更新される領域） 

� ヒープの一貫性チェック（ヒープとは動的変数のために予約されるメモリー領域）

� カーソルの統計情報の収集

次の説明はオプションを選択するときの参考になります。 
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ORACAの構造の構造の構造の構造
この項では、ORACAの構造、フィールドおよびフィールドに格納できる値を説明します。

ORACAID
この文字列フィールドは、Oracleコミュニケーション領域を示す "ORACA"に初期化されま
す。

ORACABC
この整数フィールドには、ORACAデータ構造の長さ（バイト数）が格納されています。

ORACCHF
マスター DEBUGフラグ（ORADBGF）が設定されているときにこのフラグを設定すると、
カーソル操作のたびにカーソル・キャッシュの一貫性をあらかじめチェックできます。

ランタイム・ライブラリでは一貫性チェックが行われ、エラー・メッセージが出力される場
合もあります。エラー・メッセージの一覧は、『Oracle8i エラー・メッセージ』を参照して
ください。 

このフラグは次のいずれかを設定します。

ORADBGF
このマスター・フラグを使用すると、DEBUGオプションをすべて選択できます。このフラ
グには次のいずれかを設定します。 

ORAHCHF
マスター DEBUGフラグ（ORADBGF）が設定されているときにこのフラグを設定すること
により、Pro*COBOLが動的にメモリーの割当てや解放を行うたびにランタイム・ライブラ
リを使用してヒープの一貫性をチェックできます。これはメモリー障害を起こすプログラム
のバグを検出するのに役立ちます。 

0 キャッシュ一貫性チェックを使用禁止にします（デフォルト）。 

1 キャッシュ一貫性チェックを使用可能にします。 

0 すべての DEBUG処理を使用禁止にします（デフォルト）。 

1 DEBUG操作を使用可能にします。
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このフラグは CONNECTコマンドを発行する前に設定する必要があります。また、このフ
ラグは一度設定すると解除できなくなります。つまり設定後にこのフラグの変更要求があっ
ても無視されます。このフラグには次のいずれかを設定します。 

ORASTXTF
このフラグを使用すると、現行の SQL文のテキストを保存するタイミングを指定できます。
このフラグには次のいずれかを設定します。

 

SQL文のテキストは、ORASTXTの名前の ORACAサブレコードに保存されます。 

診断情報診断情報診断情報診断情報
ORACAは高度な診断情報を提供します。次の変数によってエラーの位置をすばやく特定で
きます。 

ORASTXT
このサブレコードは、問題のある SQL文を見つけるのに役立ちます。Oracle8iで解析され
た最後の SQL文のテキストを保存できます。このサブレコードには、次の 2つのフィール
ドがあります。

Pro*COBOLによって解析される文（CONNECT、FETCHまたは COMMITなど）は、
ORACAには保存されません。 

0 ヒープの一貫性チェックを使用可能にします（デフォルト）。 

1 ヒープの一貫性チェックを使用禁止にします。

0 SQL文のテキストを保存しません（デフォルト）。 

1 SQLERRORの SQL文のテキストのみ保存します。

2 SQLERRORまたは SQLWARNINGの SQL文のテキストのみ保存します。

3 常に SQL文のテキストを保存します。 

ORASTXTL この整数フィールドには、現行の SQL文の長さが格納されます。

ORASTXTC この文字列フィールドには、現行の SQL文のテキストが格納されま
す。先頭から最長 70文字分のテキストが保存されます。
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ORASFNM
このサブレコードによって、現行の SQL文が入っているファイルを識別できます。これに
より、1つのアプリケーション用に複数のファイルをプリコンパイルした場合にエラーを見
つけやすくなります。このサブレコードには、次の 2つのフィールドがあります。 

ORASLNR
この整数フィールドにより、現行の SQL文が記述されている行（またはその近くの行）を
識別できます。

カーソル・キャッシュ統計情報カーソル・キャッシュ統計情報カーソル・キャッシュ統計情報カーソル・キャッシュ統計情報
次に説明する一連の変数を使用して、カーソル・キャッシュ統計情報を収集できます。これ
らの変数は、プログラムが COMMITまたは ROLLBACKを発行するたびに自動的に設定さ
れます。内部的には、CONNECTされているデータベース別にこの変数のセットがありま
す。ORACAの現在の設定値は、最後にコミットまたはロールバックされたデータベースに
関する値です。

ORAHOC
この整数フィールドには、プログラムの実行中にMAXOPENCURSORSに設定された最大
の値が記録されます。 

ORAMOC
この整数フィールドには、プログラムの要求によってオープンされたカーソルの最大数が記
録されます。MAXOPENCURSORSの設定が低すぎると、この値が ORAHOCの値を上回る
ことがあります。この場合、Pro*COBOLによってカーソル・キャッシュが強制的に拡張さ
れます。 

ORACOC
この整数フィールドには、プログラムの要求によって現在オープンしているカーソル数が記
録されます。 

ORANOR
この整数フィールドには、プログラムの要求によって再割当てられたカーソル・キャッシュ
の数が記録されます。この数値はカーソル・キャッシュのスラッシングの程度を示し、でき
るだけ低く抑える必要があります。 

ORASFNML この整数フィールドには、ORASFNMCに格納されているファイル名
の長さが格納されます。

ORASFNMC この文字列フィールドには、ファイル名が格納されます。先頭から最
長 70文字分が保存されます。
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ORANPR
この整数フィールドには、プログラムの要求によって解析された SQL文の数が記録されま
す。 

ORANEX
この整数フィールドには、プログラムの要求によって実行された SQL文の数が記録されま
す。この数値の ORANPRの数値に対する割合は、できる限り高く保つ必要があります。つ
まり、不要な再解析は回避する必要があります。ヘルプについては、付録 D「パフォーマン
ス・チューニング」を参照してください。 

ORACAの例の例の例の例
次のプログラムは、部門番号の入力を要求し、その部門に所属している各従業員の名前と給
料を 2つの表のいずれかに挿入して、ORACAからの診断情報を表示します。 

 IDENTIFICATION DIVISION.
 PROGRAM-ID. ORACAEX.
 ENVIRONMENT DIVISION.
 DATA DIVISION.
 WORKING-STORAGE SECTION.
     EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC. 
     EXEC SQL INCLUDE ORACA END-EXEC. 

     EXEC ORACLE OPTION (ORACA=YES) END-EXEC. 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
 01 USERNAME       PIC X(20).
 01 PASSWORD       PIC X(20).
 01 EMP-NAME       PIC X(10) VARYING.
 01 DEPT-NUMBER    PIC S9(4) COMP.
 01 SALARY         PIC S9(6)V99
                          DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

 PROCEDURE DIVISION.
     DISPLAY "Username? " WITH NO ADVANCING. 
     ACCEPT USERNAME. 
     DISPLAY "Password? " WITH NO ADVANCING. 
     ACCEPT PASSWORD. 
     EXEC SQL
         WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR
     END-EXEC. 
     EXEC SQL
         CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWORD
     END-EXEC. 
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     DISPLAY "Connected to Oracle". 

* -- set flags in the ORACA 
* -- enable debug operations 
     MOVE 1 TO ORADBGF.
* -- enable cursor cache consistency check
     MOVE 1 TO ORACCHF.
* -- always save the SQL statement
     MOVE 3 TO ORASTXTF. 
     DISPLAY "Department number? " WITH NO ADVANCING. 
     ACCEPT DEPT-NUMBER. 
     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, SAL + NVL(COMM,0) 
         FROM EMP 
         WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER
     END-EXEC. 
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC. 
     EXEC SQL
         WHENEVER NOT FOUND GOTO NO-MORE
     END-EXEC. 
 LOOP. 
     EXEC SQL 
         FETCH EMPCURSOR INTO :EMP-NAME, :SALARY 
     END-EXEC.
     IF SALARY < 2500 
         EXEC SQL
             INSERT INTO PAY1 VALUES (:EMP-NAME, :SALARY)
         END-EXEC 
     ELSE 
         EXEC SQL
             INSERT INTO PAY2 VALUES (:EMP-NAME, :SALARY)
         END-EXEC 
     END-IF. 
     GO TO LOOP.

 NO-MORE.
     EXEC SQL CLOSE EMPCURSOR END-EXEC. 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC. 
     EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC. 
     DISPLAY "(NO-MORE.) Last SQL statement: ", ORASTXTC. 
     DISPLAY "... at or near line number:  ", ORASLNR. 
     DISPLAY  " ".
     DISPLAY "          Cursor Cache Statistics". 
     DISPLAY "-------------------------------------------". 
     DISPLAY "Maximum value of MAXOPENCURSORS     ", ORAHOC. 
     DISPLAY "Maximum open cursors required:      ", ORAMOC. 
     DISPLAY "Current number of open cursors:     ", ORACOC. 
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     DISPLAY "Number of cache reassignments:      ", ORANOR. 
     DISPLAY "Number of SQL statement parses:     ", ORANPR. 
     DISPLAY "Number of SQL statement executions: ", ORANEX. 
     STOP RUN. 

 SQL-ERROR.
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC. 
     EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC. 
     DISPLAY "(SQL-ERROR.) Last SQL statement: ", ORASTXTC. 
     DISPLAY "... at or near line number:  ", ORASLNR. 
     DISPLAY " ".
     DISPLAY "          Cursor Cache Statistics". 
     DISPLAY "-------------------------------------------". 
     DISPLAY "MAXIMUM VALUE OF MAXOPENCURSORS     ", ORAHOC. 
     DISPLAY "Maximum open cursors required:      ", ORAMOC. 
     DISPLAY "Current number of open cursors:     ", ORACOC. 
     DISPLAY "Number of cache reassignments:      ", ORANOR. 
     DISPLAY "Number of SQL statement parses:     ", ORANPR. 
     DISPLAY "Number of SQL statement executions: ", ORANEX. 
     STOP RUN.

エラーとエラーとエラーとエラーと SQLSTATEコードの対応関係コードの対応関係コードの対応関係コードの対応関係
コード、その意味、および戻されるエラーを次に示します。

表表表表 8-4  SQLSTATEコードコードコードコード

コードコードコードコード 状態状態状態状態 Oracle8iエラーエラーエラーエラー

00000 正常に完了しました。 ORA-00000

01000 警告

01001 カーソル操作の競合

01002 切断のエラー

01003 集合関数での NULL値が排除

01004 文字列データの右側切捨て

01005 項目記述子領域が不十分

01006 権限が取り消されていません。

01007 権限が付与されていません。

01008 暗黙のゼロビットの埋込み

01009 情報スキーマの検索条件が長すぎます。
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0100A 情報スキーマの問合せ式が長すぎます。

02000 データなし ORA-01095

ORA-01403

07000 動的 SQLエラー

07001 USING句がパラメータ指定と一致しません。

07002 USING句が相手指定と一致しません。

07003 カーソル仕様を実行できません。

07004 動的パラメータには USING句が必要です。

07005 準備された文がカーソル仕様ではありません。

07006 制限付きのデータ型属性違反

07007 結果フィールドには USING句が必要です。

07008 記述子の数が無効 SQL-02126

07009 記述子の索引が無効

08000 接続例外

08001 SQLのクライアントが SQL接続を確立できませ
ん。

08002 接続名の重複

08003 接続が存在しません。 SQL-02121

08004 SQLサーバーによる SQL接続の拒絶

08006 接続障害

08007 トランザクションの結果が不明です。

0A000 サポートされていない機能 ORA-03000～ 03099

0A001 複数のサーバー・トランザクション

21000 制約違反 ORA-01427

SQL-02112

22000 データ例外

22001 文字列データの右側切捨て ORA-01401

ORA-01406

表表表表 8-4  SQLSTATEコードコードコードコード

コードコードコードコード 状態状態状態状態 Oracle8iエラーエラーエラーエラー
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22002 NULL値（標識パラメータなし） ORA-01405

SQL-02124

22003 数値が範囲外 ORA-01426

ORA-01438

ORA-01455

ORA-01457

22005 割当てのエラー

22007 日時書式が無効

22008 日時フィールドのオーバーフロー ORA-01800～ 01899

22009 時間帯の変位値が無効

22011 副文字列のエラー

22012 0による除算 ORA-01476

22015 間隔フィールドのオーバーフロー

22018 キャストの文字値が無効

22019 エスケープ文字が無効 ORA-00911

ORA-01425

22021 レパートリに文字がありません。

22022 標識のオーバーフロー ORA-01411

22023 パラメータの値が正しくありません。 ORA-01025

ORA-01488

ORA-04000～ 04019

22024 C文字列が未終了 ORA-01479～ 01480 

22025 エスケープ・シーケンスが無効 ORA-01424 

22026 文字列データの長さ不一致

22027 切捨てエラー

23000 整合性制約違反 ORA-00001

ORA-02290～ 02299

表表表表 8-4  SQLSTATEコードコードコードコード

コードコードコードコード 状態状態状態状態 Oracle8iエラーエラーエラーエラー
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24000 カーソル状態が無効 ORA-01001～ 01003

ORA-01410

ORA-08006

SQL-02114

SQL-02117

SQL-02118

SQL-02122

25000 トランザクション状態が無効

26000 SQL文名が無効

27000 トリガー・データの変更違反

28000 認証の指定が無効

2A000 直接 SQL構文エラーまたはアクセス規則違反

2B000 依存権限記述子がまだ存在しています。

2C000 キャラクタ・セット名が無効

2D000 トランザクションの終了が無効

2E000 接続名が無効

33000 SQL記述子名が無効

34000 カーソル名が無効

35000 状態番号が無効

37000 動的 SQL構文エラーまたはアクセス規則違反

3C000 カーソル名があいまい

3D000 カタログ名が無効

3F000 スキーマ名が無効

40000 トランザクションのロールバック ORA-02091～ 02092 

40001 シリアライズ化の障害

40002 整合性制約違反

40003 文の完了が不明

表表表表 8-4  SQLSTATEコードコードコードコード

コードコードコードコード 状態状態状態状態 Oracle8iエラーエラーエラーエラー
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42000 構文エラーまたはアクセス規則違反 ORA-00022

ORA-00251

ORA-00900～ 00999

ORA-01031

ORA-01490～ 01493

ORA-01700～ 01799

ORA-01900～ 02099

ORA-02140～ 02289

ORA-02420～ 02424

ORA-02450～ 02499

ORA-03276～ 03299

ORA-04040～ 04059

ORA-04070～ 04099

44000 WITH_CHECK_OPTION指定違反 ORA-01402

60000  システム・エラー ORA-00370～ 00429

ORA-00600～ 00899

ORA-06430～ 06449

ORA-07200～ 07999

ORA-09700～ 09999

61000  リソース・エラー ORA-00018 ～ 00035

ORA-00050～ 00068

ORA-02376～ 02399

ORA-04020～ 04039

62000  マルチスレッド・サーバーおよび分離プロセスの
エラー

ORA-00100～ 00120

ORA-00440～ 00569

表表表表 8-4  SQLSTATEコードコードコードコード

コードコードコードコード 状態状態状態状態 Oracle8iエラーエラーエラーエラー
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63000   Oracle XAおよび 2タスク・インタフェースのエ
ラー

ORA-00150～ 00159

SQL-02128

ORA-02700～ 02899

ORA-03100～ 03199

ORA-06200～ 06249 
SQL-02128

64000  制御ファイル、データベース・ファイル、REDO
ファイルのエラー、ならびに

アーカイブおよびメディア・リカバリのエラー

ORA-00200～ 00369

ORA-01100～ 01250

65000 PL/SQLのエラー ORA-06500～ 06599

66000  Net8ドライバのエラー ORA-06000～ 06149

ORA-06250～ 06429

ORA-06600～ 06999

ORA-12100～ 12299

ORA-12500～ 12599

67000 ライセンス許可エラー ORA-00430～ 00439

69000  SQL*Connectのエラー ORA-00570～ 00599

ORA-07000～ 07199

72000  SQL実行フェーズのエラー ORA-01000～ 01099

ORA-01400～ 01489

ORA-01495～ 01499

ORA-01500～ 01699

ORA-02400～ 02419

ORA-02425～ 02449

ORA-04060～ 04069

ORA-08000～ 08190

ORA-12000～ 12019

ORA-12300～ 12499

ORA-12700～ 21999

表表表表 8-4  SQLSTATEコードコードコードコード

コードコードコードコード 状態状態状態状態 Oracle8iエラーエラーエラーエラー
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82100 メモリー不足のためメモリーが割り当てられませ
ん。

SQL-02100

82101 無効なカーソル・キャッシュです。ユニット・
カーソル /グローバル・カーソルが一致しませ
ん。

SQL-02101

82102 無効なカーソル・キャッシュです。グローバル・
カーソル・エントリがありません。

SQL-02102

82103 無効なカーソル・キャッシュです。カーソル・
キャッシュ参照の範囲を超えています。

SQL-02103

82104 無効なカーソル・キャッシュです。使用可能な
カーソル・キャッシュがありません。

SQL-02104

82105 無効なカーソル・キャッシュです。グローバル・
カーソルがありません。

SQL-02105

82106 無効なカーソル・キャッシュです。カーソル番号
が無効です。

SQL-02106

82107 ランタイム・ライブラリに対してプログラムが古
すぎます。

SQL-02107

82108 ランタイム・ライブラリに無効な記述子が渡され
ました。

SQL-02108

82109 無効なホスト・キャッシュです。ホスト参照が範
囲外です。

SQL-02109

82110 ホスト・キャッシュが無効です。ホスト・キャッ
シュ・エントリの型が無効です。

SQL-02110

82111 ヒープの一貫性エラーが発生しました。 SQL-02111

82112 メッセージ・ファイルをオープンできません。 SQL-02113

82113 コード生成の内部整合性の障害 SQL-02115

82114 再入可能なコード・ジェネレータが無効なコンテ
キストを与えました。

SQL-02116

82115 hstdef引数が無効です。 SQL-02119

82116 sqlrcnの第 1引数および第 2引数が両方とも
NULLです。

SQL-02120

82117 データベースへの接続での OPENまたは
PREPAREが無効です。

SQL-02122

表表表表 8-4  SQLSTATEコードコードコードコード

コードコードコードコード 状態状態状態状態 Oracle8iエラーエラーエラーエラー
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状態変数の組合せ状態変数の組合せ状態変数の組合せ状態変数の組合せ
MODE={ANSI | ANSI14}のときは、状態変数の動作は次の設定によって変わります。

� どの変数が宣言されているか

� 宣言の位置（宣言文の内部または外部）

� ASSUME_SQLCODEの設定

表 8-5と表 8-6に、ASSUME_SQLCODE=NOおよび ASSUME_SQLCODE=YESのときの各
状態変数の組合せの動作結果をそれぞれ示します。

両方の表には次のことが適用されます。DECLARE_SECTION=NOの場合は、状態変数の宣
言はすべて（宣言文の）内部にあるものとして扱われます。

ASSUME_SQLCODE=YESは、DECLARE_SECTION=NOと併用しないでください。

82118 アプリケーション・コンテキストが見つかりませ
ん。

SQL-02123

82119 接続エラーでメッセージを取り出せません。 SQL-02125

82120 プリコンパイラと SQLLIBのバージョンが一致し
ません。

SQL-02127

82121 取り出されたバイト数が奇数です。 SQL-02129

82122 EXEC TOOLSインタフェースが使用できません。 SQL-02130

82123 ランタイム・コンテキストは使用中です。 SQL-02131

82124 ランタイム・コンテキストを割り当てできませ
ん。

SQL-02131

82125 スレッドで使用するプロセスを初期化できませ
ん。

SQL-02133

82126 ランタイムのコンテキストが無効です。 SQL-02134

90000 デバッグ・イベント ORA-10000～ 10999

99999 すべて捕捉 その他すべて

HZ000 リモート・データベース・アクセス

表表表表 8-4  SQLSTATEコードコードコードコード

コードコードコードコード 状態状態状態状態 Oracle8iエラーエラーエラーエラー
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表表表表 8-5   ASSUME_SQLCODE=NO、、、、MODE=ANSI | ANSI14、、、、DECLARE_SECTION=YESのときのときのときのとき
の状態変数の動作の状態変数の動作の状態変数の動作の状態変数の動作

宣言文（宣言文（宣言文（宣言文（IN/OUT/—）））） 動作動作動作動作

SQLCODE SQLSTATE SQLCA

OUT — — SQLCODEが宣言され、状態変数であるとみなされます。

OUT — OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT — IN この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT OUT — SQLCODEが宣言され、状態変数とみなされます。SQLSTATEは
宣言されますが、状態変数とは認識されません。

OUT OUT OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT OUT IN この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT IN — SQLSTATEが状態変数として宣言されます。SQLCODEは宣言さ
れますが、状態変数とは認識されません。

OUT IN OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT IN IN この状態変数の構成はサポートされていません。

IN — — SQLCODEが状態変数として宣言されます。

IN — OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

IN — IN この状態変数の構成はサポートされていません。

IN OUT — SQLCODEが状態変数として宣言されます。SQLSTATEは宣言さ
れますが、状態変数とは認識されません。

IN OUT OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

IN OUT IN この状態変数の構成はサポートされていません。

IN IN — SQLCODEと SQLSTATEが状態変数として宣言されます。

IN IN OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

IN IN IN この状態変数の構成はサポートされていません。

— — — この状態変数の構成はサポートされていません。

— — OUT SQLCAが状態変数として宣言されます。

— — IN SQLCAが状態ホスト変数として宣言されます。

— OUT — この状態変数の構成はサポートされていません。

— OUT OUT SQLCAが状態変数として宣言されます。SQLSTATEは宣言され
ますが、状態変数とは認識されません。
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— OUT IN SQLCAが状態ホスト変数として宣言されます。SQLSTATEは宣
言されますが、状態変数とは認識されません。

— IN — SQLSTATEが状態変数として宣言されます。

— IN OUT SQLSTATEと SQLCAが状態変数として宣言されます。

— IN IN SQLSTATEと SQLCAが状態ホスト変数として宣言されます。

表表表表 8-6  ASSUME_SQLCODE=YES、、、、MODE=ANSI | ANSI14、、、、DECLARE_SECTION=YESのときのときのときのとき
の状態変数の動作の状態変数の動作の状態変数の動作の状態変数の動作

宣言文（宣言文（宣言文（宣言文（IN/OUT/—）））） 動作動作動作動作

SQLCODE SQLSTATE SQLCA

OUT — — SQLCODEが宣言され、状態変数であるとみなされます。

OUT — OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT — IN この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT OUT — SQLCODEが宣言され、状態変数とみなされます。SQLSTATE
は宣言されますが、状態変数とは認識されません。

OUT OUT OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT OUT IN この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT IN — SQLSTATEが状態変数として宣言されます。SQLCODEは宣言
されますが、状態変数とはみなされません。

OUT IN OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

OUT IN IN この状態変数の構成はサポートされていません。

IN — — SQLCODEが状態変数として宣言されます。

IN — OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

IN — IN この状態変数の構成はサポートされていません。

IN OUT — SQLCODEが状態変数として宣言されます。SQLSTATEは宣言
されますが、状態変数とは認識されません。

IN OUT OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

IN OUT IN この状態変数の構成はサポートされていません。

表表表表 8-5   ASSUME_SQLCODE=NO、、、、MODE=ANSI | ANSI14、、、、DECLARE_SECTION=YESのときのときのときのとき
の状態変数の動作の状態変数の動作の状態変数の動作の状態変数の動作

宣言文（宣言文（宣言文（宣言文（IN/OUT/—）））） 動作動作動作動作

SQLCODE SQLSTATE SQLCA
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IN IN — SQLCODEと SQLSTATEが状態変数として宣言されます。

IN IN OUT この状態変数の構成はサポートされていません。

IN IN IN この状態変数の構成はサポートされていません。

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

—

OUT

OUT

OUT

IN

IN

IN

—

OUT

IN

—

OUT

IN

—

OUT

IN

これらの状態変数の構成はサポートされていません。ASSUME_
SQLCODE=YESのときは、SQLCODEを宣言する必要がありま
す。

表表表表 8-6  ASSUME_SQLCODE=YES、、、、MODE=ANSI | ANSI14、、、、DECLARE_SECTION=YESのときのときのときのとき
の状態変数の動作の状態変数の動作の状態変数の動作の状態変数の動作

宣言文（宣言文（宣言文（宣言文（IN/OUT/—）））） 動作動作動作動作

SQLCODE SQLSTATE SQLCA
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Oracle動的動的動的動的 SQL

この章では、動的 SQLの使用方法を説明します。動的 SQLは、アプリケーションに柔軟性
と機能性を持たせる高度なプログラミング技法です。動的 SQLの長所と短所を比較した後、
実行時に SQL文をその場で受け入れて処理するプログラムを記述する方法を、単純なもの
から複雑なものまで 4つ紹介します。それぞれの方法の必要条件および制限事項、さらに実
行するジョブに対する適切な方法の選択方法についても説明します。 

この章の構成は、次のとおりです。

� 動的 SQL

� 動的 SQLの長所と短所

� 動的 SQLを使用する場合

� 動的 SQL文の要件

� 動的 SQL文の処理

� 動的 SQLの使用方法

� 方法 1の使用方法

� サンプル・プログラム 6: 動的 SQL方法 1

� 方法 2の使用方法

� サンプル・プログラム 7: 動的 SQL方法 2

� 方法 3の使用方法

� サンプル・プログラム 8: 動的 SQL方法 3

� 方法 4の使用方法

� DECLARE STATEMENT文の使用
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動的 SQL
� ホスト表の使用方法

� PL/SQLの使用

動的動的動的動的 SQL
ほとんどのデータベース・アプリケーションでは、ある特定のジョブが実行されます。 たと
えば、ユーザーに従業員番号の入力を要求して、その後 EMPおよび DEPTの表の行を更新
するという単純なプログラムがあります。 この場合は、プリコンパイル時に UPDATE文の
構成がわかっています。 つまり、変更する表、それぞれの表および列に定義されている制約、
更新する列、それぞれの列のデータ型がわかっています。

しかし、アプリケーションによっては、様々な SQL文を実行時に受け入れ（または作成
し）、処理する必要があります。たとえば汎用レポート・ライターでは、生成するレポート
についてそれぞれ別の SELECT文を作成する必要があります。この場合、文の構成は実行時
までわかりません。このような文は実行のたびに異なる可能性があります。このような文を
動的 SQL文と呼びます。

静的 SQL文とは異なり、動的 SQL文はソース・プログラム内には埋め込まれません。その
かわり、これらの文は実行時にプログラムに入力される（またはプログラムによって作成さ
れる）文字列に格納されます。動的 SQL文は対話形式で入力できるのみでなく、ファイル
から読込むこともできます。

動的動的動的動的 SQLの長所と短所の長所と短所の長所と短所の長所と短所
通常の埋込み SQLプログラムと比べると、動的に定義された SQL文を受け入れて処理する
ホスト・プログラムの方が柔軟性は高くなります。動的 SQL文は、SQLの知識がほとんど
ないユーザーでも対話形式で作成できます。

たとえば、SELECT文、UPDATE文または DELETE文のWHERE句内で使用する検索条件
の入力をユーザーに要求する単純なプログラムがあります。さらに複雑なプログラムでは、
SQL処理、表およびビューの名前、列の名前などを表示されているメニューからユーザーが
選択できるようになります。このように、動的 SQLを使用すると柔軟性に富んだアプリ
ケーションを記述できます。

ただし、動的問合せの中には複雑なコーディング、特殊なデータ構造体の使用および実行時
の処理の増加が必要なものもあります。処理時間が増えることは支障がない場合もあります
が、動的 SQLの概念および方法を完全に理解するまではコーディングが難しく感じられる
こともあります。

動的動的動的動的 SQLを使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合
実際は静的 SQLによって、プログラミング要件のほどんどを満たすことができます。動的
SQLは、その高度な柔軟性が必要とされる場合にのみ使用してください。動的 SQLの使用
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が望ましいのは、次の項目の中に、プリコンパイル時に不明なものが 1つまたは複数ある場
合です。

� SQL文のテキスト（コマンドまたは句など）

� ホスト変数の数

� ホスト変数のデータ型

� データべース・オブジェクトの参照（列、索引、順序、表、ユーザー名またはビューな
ど）

動的動的動的動的 SQL文の要件文の要件文の要件文の要件
動的 SQL文を表す文字列は、有効な DML SQL文または DDL SQL文のテキストを含む必要
がありますが、EXEC SQL句またはホスト言語のデリミタや文終了記号は含みません。

ほとんどの場合、この文字列にはダミーのホスト変数が含まれます。これらは SQL文内に
実際のホスト変数のための場所を確保します。ダミーのホスト変数は単なるプレース・ホル
ダ（場所を確保するもの）なので、宣言する必要はなく、任意の名前を付けられます（ハイ
フンは使用できません）。たとえば、Oracle8iでは次の 2つの文字列は区別されません。

'DELETE FROM EMP WHERE MGR = :MGRNUMBER AND JOB = :JOBTITLE'
'DELETE FROM EMP WHERE MGR = :M AND JOB = :J'

動的動的動的動的 SQL文の処理文の処理文の処理文の処理
一般にアプリケーション・プログラムでは、SQL文のテキストおよびその文で使用するホス
ト変数の値をユーザーが入力する必要があります。作成された SQL文は Oracle8iによって
解析されます。解析では、SQL文が構文規則に従っているか、有効なデータベース・オブ
ジェクトを参照しているかについて調べられます。また、データベース・アクセス権限の
チェック、必要なリソースの確保および最適なアクセス・パスの検索も行われます。

次に、Oracle8iはホスト変数を SQL文にバインドします。これにより、Oracle8iはホスト変
数のアドレスを取得し、その値の読込みや書込みを実行できます。

文が問合せの場合、SELECT変数を定義すると、Oracle8i によってフェッチが実行され、す
べての行が取り出されます。そして、カーソルがクローズします。

この後、Oracle8iで SQL文が実行されます。つまり、その SQL文の要求（表からの行の削
除など）を Oracle8iが実行します。

これらのホスト変数に別の値を指定すると、この SQL文を繰り返し実行できます。
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動的動的動的動的 SQLの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
この項では、動的 SQL文の定義に使用できる 4つの方法を紹介します。まずそれぞれの方
法の機能と制限事項を簡単に説明した後、適切な方法を選択するためのガイドラインを示し
ます。詳細な使用方法は、以降の項を参照してください。 

この 4つの方法は番号が大きくなるに従って対象が広がるようになっています。つまり方法
2は方法 1を包含し、方法 3は方法 1と方法 2を包含するというようになります。ただし、
表 9-1に示すように、それぞれの方法は特定の種類の SQL文を処理する場合に最も役立ちま
す。

選択リスト項目には、列名や式を使用します。

方法方法方法方法 1
この方法では、動的 SQL文を受け入れるか、または作成し、EXECUTE IMMEDIATEコマ
ンドを使用してその文をすぐに実行できます。この SQL文では、問合せ（SELECT文）の
使用や、入力ホスト変数に対するプレース・ホルダの組込みはできません。たとえば次のホ
スト文字列は有効です。

'DELETE FROM EMP WHERE DEPTNO = 20'

'GRANT SELECT ON EMP TO SCOTT'

方法 1では、SQL文は実行のたびに解析されます（HOLD_CURSOR=YESと指定した場合
でも関係ありません）。

方法方法方法方法 2
この方法では、動的 SQL文を受け入れるか、または作成し、PREPAREおよび EXECUTEコ
マンドを使用してその文を処理できます。SQL文は問合せであってはなりません。入力ホス
ト変数のプレース・ホルダの数と入力ホスト変数のデータ型はプリコンパイル時にわかって
いる必要があります。たとえば次のホスト文字列はこのカテゴリに該当します。

'INSERT INTO EMP (ENAME, JOB) VALUES (:EMPNAME, :JOBTITLE)'

表表表表 9-1  適切な使用方法適切な使用方法適切な使用方法適切な使用方法

方法方法方法方法 SQL 文の種類文の種類文の種類文の種類

1 入力ホスト変数のない非問合せ

2 入力ホスト変数の数がわかっている非問合せ

3 選択リスト項目の数と入力ホスト変数の数がわかっている問合せ

4 選択リスト項目の数または入力ホスト変数の数が不明な問合せ
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'DELETE FROM EMP WHERE EMPNO = :EMPNUMBER'

方法 2では、PREPAREをコールすることで SQL文は 1回だけ解析されますが、ホスト変数
の値を変えれば同じ SQL文を何回でも実行できます。ただし、RELEASE_CURSOR=YESを
指定した場合は異なります。この場合は、実行するたびに文を先に準備しておく必要があり
ます。 

注意注意注意注意 : CREATEなどの SQLデータ定義文は、PREPARE時に実行されます。

方法方法方法方法 3
この方法では、動的問合せを受け入れるか、または作成し、DECLARE、OPEN、FETCHお
よび CLOSEカーソル・コマンドとともに PREPAREコマンドを使用してその問合せを処理
できます。選択リスト項目の数、入力ホスト変数に対するプレース・ホルダの数、および入
力ホスト変数のデータ型は、プリコンパイル時にわかっている必要があります。たとえば、
次のホスト文字列は有効です。

'SELECT DEPTNO, MIN(SAL), MAX(SAL) FROM EMP GROUP BY DEPTNO'
'SELECT ENAME, EMPNO FROM EMP WHERE DEPTNO = :DEPTNUMBER'

方法方法方法方法 4
この方法では、プログラムは動的 SQL文の受け入れまたは作成を行い、記述子（9-24ペー
ジの「方法 4の使用方法」を参照）を使用して処理します。選択リスト項目の数、入力ホス
ト変数に対するプレース・ホルダの数、および入力ホスト変数のデータ型は、実行時まで不
明でもかまいません。たとえば次のホスト文字列はこのカテゴリに該当します。

'INSERT INTO EMP (unknown) VALUES (unknown)'

'SELECT unknown FROM EMP WHERE DEPTNO = 20'

方法 4は、選択リスト項目の数または入力ホスト変数の数が不明な動的 SQL文を実行する
ときに必要です。
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ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン
4つの方法はいずれも、動的 SQL文を文字列に格納する必要があります。このとき指定する
文字列は、ホスト変数または引用符で囲んだリテラルであることが必要です。SQL文を文字
列に格納する場合は、キーワード EXEC SQLおよび文終了記号は省略してください。

方法 2と方法 3では、プリコンパイル時に入力ホスト変数に対するプレース・ホルダの数と
入力ホスト変数のデータ型がわかっている必要があります。

方法の番号が大きくなるほどアプリケーションへの制約は少なくなりますが、コードの記述
が難しくなります。通常は、最も簡単な方法を使用してください。ただし、動的 SQL文を
繰返し実行する場合、方法 1では実行のたびに再解析されるので、これを避けるために方法
2を使用してください。

方法 4は最も柔軟性に富んでいますが、複雑なコード記述方法および動的 SQLの概念の完
全な理解が求められます。通常、方法 4を使用するのは、方法 1、2または 3を使用できな
い場合のみです。

9-7ページの図 9-1「正しい方法の選択」を参考にして、適切な方法を選択してください。

一般的なエラーの回避一般的なエラーの回避一般的なエラーの回避一般的なエラーの回避
動的 SQL文を文字配列に格納する場合は、その配列に空白を埋め込んでから SQL文を格納
してください。こうして余分な文字を消去します。別の SQL文を格納するために配列を再
利用するときに、この処理が重要となります。原則として、SQL文を格納する前に必ずホス
ト文字列を初期化（または再初期化）してください。

ホスト文字列には NULL終了記号を使用しないでください。Oracle8iでは、NULL終了記号
は文字列の終了標識とはみなされず、SQL文の一部として扱われます。

動的 SQL文を VARCHAR変数に格納する場合は、VARCHAR変数の長さを正しく設定
（または再設定）してから PREPARE文および EXECUTE IMMEDIATE文を実行してくださ
い。

EXECUTEを実行すると、SQLCAの SQLWARN警告フラグはリセットされます。したがっ
て、無条件の更新（これはWHERE句を指定しなかった場合に発生します）などの誤りを検
出するには、PREPARE文を実行してから EXECUTE文を実行するまでの間に SQLWARN
フラグをチェックする必要があります。
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図図図図 9-1  正しい方法の選択正しい方法の選択正しい方法の選択正しい方法の選択

方法方法方法方法 1の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
最も単純な種類の動的 SQL文の結果は成功または失敗のみです。このときホスト変数は使
用されません。次にいくつかの例を示します。

'DELETE FROM table_name WHERE column_name = constant'

方法1 方法2 方法3 方法4

いいえ�

いいえ�

いいえ�

はい�

はい�

はい�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

はい�

はい�

はい�

問合せか？�

 SQL文について...

選択リストに�
数が不明な項目が�
あるか？�

入力ホスト変数が�
含まれるか？�

数が不明な�
入力ホスト変数が�
あるか？�

数が不明な�
入力ホスト変数が�
あるか？�

何度も実行�
されるか？�
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方法 1の使用方法
'CREATE TABLE table_name ...'
'DROP INDEX index_name'
'UPDATE table_name SET column_name = constant'
'GRANT SELECT ON table_name TO username'

EXECUTE IMMEDIATE文文文文
方法 1では、SQL文を解析すると、EXECUTE IMMEDIATEコマンドを使用してその文をす
ぐに実行します。コマンドには実行用の SQL文を含む文字列（ホスト変数またはリテラル）
が続きます。この文は問合せにしないでください。

EXECUTE IMMEDIATE文の構文は次のとおりです。

EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE { :HOST-STRING | STRING-LITERAL }END-EXEC.

次の例では、ユーザーが入力する SQL文をホスト変数 SQL-STMTに格納しています。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
     ... 
 01   SQL-STMT  PIC X(120);
      EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
     ...
 LOOP.
     DISPLAY 'Enter SQL statement: ' WITH NO ADVANCING.
     ACCEPT SQL-STMT END-EXEC.
* --  sql_stmt now contains the text of a SQL statement
     EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :SQL-STMT END-EXEC.
 NEXT.
     ...

EXECUTE IMMEDIATEは入力されている SQL文を実行するたびに解析するため、方法 1
は 1回しか実行しない文に最も適しています。通常、データ定義文は、このカテゴリに入り
ます。

例例例例
次のプログラムは、UPDATE文のWHERE句で使用する検索条件の入力をユーザーに求め、
方法 1を使用して UPDATE文を実行します。

     ...
*    THE RELEASE_CURSOR=YES OPTION INSTRUCTS PRO*COBOL TO
*    RELEASE IMPLICIT CURSORS ASSOCIATED WITH EMBEDDED SQL
*    STATEMENTS.  THIS ENSURES THAT Oracle8 DOES NOT KEEP PARSE
*    LOCKS ON TABLES, SO THAT SUBSEQUENT DATA MANIPULATION
*    OPERATIONS ON THOSE TABLES DO NOT RESULT IN PARSE-LOCK
*    ERRORS.
 
     EXEC ORACLE OPTION (RELEASE_CURSOR=YES) END-EXEC.
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*   
     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
 01  USERNAME  PIC X(10) VALUE "SCOTT".
 01  PASSWD    PIC X(10) VALUE "TIGER".
 01  DYNSTMT   PIC X(80).
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.
 01  UPDATESTMT PIC X(40).
 01  SEARCH-COND PIC X(40).
     ...
     DISPLAY "ENTER A SEARCH CONDITION FOR STATEMENT:".
     MOVE "UPDATE EMP SET COMM = 500 WHERE " TO UPDATESTMT.
     DISPLAY UPDATESTMT.
     ACCEPT SEARCH-COND.
*    Concatenate SEARCH-COND to UPDATESTMT and store result 
*    in DYNSTMT.
     STRING UPDATESTMT DELIMITED BY SIZE 
         SEARCH-COND DELIMITED BY SIZE INTO DYNSTMT.
     EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :DYNSTMT END-EXEC.

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 6:  動的動的動的動的 SQL方法方法方法方法 1
このプログラムは、動的 SQL方法 1を使用して、表の作成、行の挿入、挿入のコミットお
よび表の削除を行います。

      *****************************************************************
      * Sample Program 6:  Dynamic SQL Method 1                       *
      *                                                               *
      * This program uses dynamic SQL Method 1 to create a table,     *
      * insert a row, commit the insert, then drop the table.         *
      *****************************************************************
      
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID.  DYNSQL1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

      *    INCLUDE THE ORACLE COMMUNICATIONS AREA, A STRUCTURE
      *    THROUGH WHICH ORACLE MAKES ADDITIONAL RUNTIME STATUS
      *    INFORMATION AVAILABLE TO THE PROGRAM.

           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

      *    INCLUDE THE ORACLE COMMUNICATIONS AREA, A STRUCTURE
      *    THROUGH WHICH ORACLE MAKES ADDITIONAL RUNTIME STATUS
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      *    INFORMATION AVAILABLE TO THE PROGRAM.

           EXEC SQL INCLUDE ORACA END-EXEC.

      *    THE OPTION ORACA=YES MUST BE SPECIFIED TO ENABLE USE OF
      *    THE ORACA.

           EXEC ORACLE OPTION (ORACA=YES) END-EXEC.

      *    THE RELEASE_CURSOR=YES OPTION INSTRUCTS PRO*COBOL TO
      *    RELEASE IMPLICIT CURSORS ASSOCIATED WITH EMBEDDED SQL
      *    STATEMENTS.  THIS ENSURES THAT ORACLE DOES NOT KEEP PARSE
      *    LOCKS ON TABLES, SO THAT SUBSEQUENT DATA MANIPULATION
      *    OPERATIONS ON THOSE TABLES DO NOT RESULT IN PARSE-LOCK
      *    ERRORS.

           EXEC ORACLE OPTION (RELEASE_CURSOR=YES) END-EXEC.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME  PIC X(10) VALUE "SCOTT".
       01  PASSWD    PIC X(10) VALUE "TIGER".
       01  DYNSTMT   PIC X(80) VARYING.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

      *    DECLARE VARIABLES NEEDED TO DISPLAY COMPUTATIONALS.
       01  ORASLNRD  PIC 9(9).

       PROCEDURE DIVISION.

       MAIN.

      *    BRANCH TO PARAGRAPH SQLERROR IF AN ORACLE ERROR OCCURS.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SQLERROR END-EXEC.

      *    SAVE TEXT OF CURRENT SQL STATEMENT IN THE ORACA IF AN ERROR
      *    OCCURS.
           MOVE 1 TO ORASTXTF.

      *    CONNECT TO ORACLE.
           EXEC SQL
               CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER:  " WITH NO ADVANCING.
           DISPLAY USERNAME.
           DISPLAY " ".
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サンプル・プログラム 6: 動的 SQL方法 1
      *    EXECUTE A STRING LITERAL TO CREATE THE TABLE.  HERE, YOU
      *    GENERALLY USE A STRING VARIABLE INSTEAD OF A LITERAL, AS IS
      *    DONE LATER IN THIS PROGRAM.  BUT, YOU CAN USE A LITERAL IF
      *    YOU WISH.
           DISPLAY "CREATE TABLE DYN1 (COL1 CHAR(4))".
           DISPLAY " ".
           EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE
               "CREATE TABLE DYN1 (COL1 CHAR(4))"
           END-EXEC.

      *    ASSIGN A SQL STATEMENT TO THE VARYING STRING DYNSTMT.
      *    SET THE -LEN PART TO THE LENGTH OF THE -ARR PART.
           MOVE "INSERT INTO DYN1 VALUES ('TEST')" TO DYNSTMT-ARR. 
           MOVE 36 TO DYNSTMT-LEN.
           DISPLAY DYNSTMT-ARR.
           DISPLAY " ".

      *    EXECUTE DYNSTMT TO INSERT A ROW.  THE SQL STATEMENT IS A
      *    STRING VARIABLE WHOSE CONTENTS THE PROGRAM MAY DETERMINE
      *    AT RUN TIME.
           EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :DYNSTMT END-EXEC.

      *    COMMIT THE INSERT.
           EXEC SQL COMMIT WORK END-EXEC.

      *    CHANGE DYNSTMT AND EXECUTE IT TO DROP THE TABLE.
           MOVE "DROP TABLE DYN1" TO DYNSTMT-ARR.
           MOVE 19 TO DYNSTMT-LEN.
           DISPLAY DYNSTMT-ARR.
           DISPLAY " ".
           EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :DYNSTMT END-EXEC.

      *    COMMIT ANY PENDING CHANGES AND DISCONNECT FROM ORACLE.
           EXEC SQL COMMIT RELEASE END-EXEC.
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY!".
           DISPLAY " ".
           STOP RUN.

       SQLERROR.

      *    ORACLE ERROR HANDLER.  PRINT DIAGNOSTIC TEXT CONTAINING
      *    ERROR MESSAGE, CURRENT SQL STATEMENT, AND LOCATION OF ERROR.
           DISPLAY SQLERRMC.
           DISPLAY "IN ", ORASTXTC.
           MOVE ORASLNR TO ORASLNRD.
           DISPLAY "ON LINE ", ORASLNRD, " OF ", ORASFNMC.
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      *    DISABLE ORACLE ERROR CHECKING TO AVOID AN INFINITE LOOP
      *    SHOULD ANOTHER ERROR OCCUR WITHIN THIS PARAGRAPH.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.

      *    ROLL BACK ANY PENDING CHANGES AND DISCONNECT FROM ORACLE.
           EXEC SQL ROLLBACK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

方法方法方法方法 2の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
方法 1では 1ステップで実行し、方法 2では 2ステップに分けて実行します。動的 SQL文
（問合せは不可）は、まず PREPARE（名前の指定と解析）され、次に EXECUTEされます。

方法 2では、SQL文の中にホスト変数および標識変数のプレース・ホルダを使用できます。
この SQL文は 1度 PREPAREすれば、ホスト変数に別の値を指定して繰り返し EXECUTE
できます。COMMITまたは ROLLBACKの後で SQL文を再度 PREPAREする必要はありま
せん（ログアウトして再接続する場合は除きます）。

PREPARE文の構文は次のとおりです。

     EXEC SQL PREPARE STATEMENT-NAME
         FROM { :HOST-STRING | STRING-LITERAL }
     END-EXEC.

PREPAREは、この SQL文を解析して名前を指定します。

STATEMENT-NAMEはプリコンパイラが使用する識別子です。これはホスト変数でもプロ
グラム変数でもないので、COBOL文の中では宣言しないでください。これは単に
EXECUTEの対象として PREPAREした文を示しています。

EXECUTE文の構文は次のとおりです。

     EXEC SQL
         EXECUTE STATEMENT-NAME [USING HOST-VARIABLE-LIST]
     END-EXEC.

HOST-VARIABLE-LISTの構文を次に示します。

:HOST-VAR1[:INDICATOR1] [, HOST-VAR2[:INDICATOR2], ...]

解析した SQL文は、それぞれの入力ホスト変数に指定済の値を使用して EXECUTEによっ
て実行されます。次の例では、入力 SQL文にプレース・ホルダ nが組み込まれています。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
     ... 
 01  EMP-NUMBER   PIC S9(4) COMP VALUE ZERO.
     ...
 01  DELETE-STMT   PIC X(120) VALUE SPACES.
     ...
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     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  WHERE-STMT    PIC X(40).
 01  SEARCH-COND   PIC X(40). 
     ... 
     MOVE 'DELETE FROM EMP WHERE EMPNO = :N AND ' TO WHERE-STMT.
     DISPLAY 'Complete this statement's search condition:'.
     DISPLAY WHERE-STMT.
     ACCEPT SEARCH-COND.
*    Concatenate SEARCH-COND to WHERE-STMT and store in DELETE-STMT
     STRING WHERE-STMT DELIMITED BY SIZE
         SEARCH-COND DELIMITED BY SIZE INTO
         DELETE-STMT. 
     EXEC SQL PREPARE SQLSTMT FROM :DELETE-STMT END-EXEC.
 LOOP.
     DISPLAY 'Enter employee number: ' WITH NO ADVANCING.
     ACCEPT EMP-NUMBER.
     IF EMP-NUMBER = 0
       GO TO NEXT.
     EXEC SQL EXECUTE SQLSTMT USING :EMP-NUMBER END-EXEC.
 NEXT.

方法 2では、プリコンパイル時に入力ホスト変数のデータ型がわかっている必要がありま
す。最後の例では、EMP-NUMBERが PIC S9(4) COMP型で宣言されています。Oracle8iで
は、PIC X(4)型または COMP-1型から内部 NUMBER型へのデータ型変換がすべてサポート
されているので、入力ホスト変数を PIC X(4)型または COMP-1型で宣言することもできま
す。
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USING句句句句
SQL文を EXECUTEすると、PREPAREされた動的 SQL文中のプレース・ホルダが USING
句の対応する入力ホスト変数に置き換えられます。

PREPAREされた動的 SQL文中のプレース・ホルダはすべて、USING句のホスト変数に対
応してる必要があります。このため、PREPARE済の文で同じプレース・ホルダが複数回使
用されている場合は、それぞれが USING句の中のホスト変数に対応している必要がありま
す。USING句のホスト変数のうち 1つでも配列があれば、すべてのホスト変数が配列であ
ることが必要です。それ以外の場合は、レコードが 1つだけ処理されます。

プレース・ホルダの名前とホスト変数の名前が一致している必要はありません。ただし、
PREPAREされた動的 SQL文中のプレース・ホルダの順序は、USING句の対応するホスト
変数の順序と一致している必要があります。

NULLを指定するために、標識変数を USING句のホスト変数と対応付けることができます。
詳細は、5-3ページの「標識変数の使用」を参照してください。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 7:  動的動的動的動的 SQL方法方法方法方法 2
このプログラムは動的 SQL方法 2を使用して、EMP表に 2行挿入し、挿入した行を削除し
ます。

      *****************************************************************
      * Sample Program 7:  Dynamic SQL Method 2                       *
      *                                                               *
      * This program uses dynamic SQL Method 2 to insert two rows     *
      * into the EMP table, then delete them.                         *
      *****************************************************************
      
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID.  DYNSQL2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

      *    INCLUDE THE SQL COMMUNICATIONS AREA, A STRUCTURE THROUGH
      *    WHICH ORACLE MAKES RUNTIME STATUS INFORMATION (SUCH AS ERROR
      *    CODES, WARNING FLAGS, AND DIAGNOSTIC TEXT) AVAILABLE TO THE
      *    PROGRAM.
           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

      *    INCLUDE THE ORACLE COMMUNICATIONS AREA, A STRUCTURE THROUGH
      *    WHICH ORACLE MAKES ADDITIONAL RUNTIME STATUS INFORMATION
      *    AVAILABLE TO THE PROGRAM.
           EXEC SQL INCLUDE ORACA END-EXEC.

      *    THE OPTION ORACA=YES MUST BE SPECIFIED TO ENABLE USE OF
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      *    THE ORACA.
           EXEC ORACLE OPTION (ORACA=YES) END-EXEC.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME  PIC X(10) VALUE "SCOTT".
       01  PASSWD    PIC X(10) VALUE "TIGER".
       01  DYNSTMT   PIC X(80) VARYING.
       01  EMPNO     PIC S9(4) COMPUTATIONAL VALUE 1234.
       01  DEPTNO1   PIC S9(4) COMPUTATIONAL VALUE 10.
       01  DEPTNO2   PIC S9(4) COMPUTATIONAL VALUE 20.
           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

      *    DECLARE VARIABLES NEEDED TO DISPLAY COMPUTATIONALS.
       01  EMPNOD    PIC 9(4).
       01  DEPTNO1D  PIC 9(2).
       01  DEPTNO2D  PIC 9(2).
       01  ORASLNRD  PIC 9(9).

       PROCEDURE DIVISION.
       MAIN.

      *    BRANCH TO PARAGRAPH SQLERROR IF AN ORACLE ERROR OCCURS.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SQLERROR END-EXEC.

      *    SAVE TEXT OF CURRENT SQL STATEMENT IN THE ORACA IF AN ERROR
      *    OCCURS.
           MOVE 1 TO ORASTXTF.

      *    CONNECT TO ORACLE.
           EXEC SQL
               CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE.".
           DISPLAY " ".

      *    ASSIGN A SQL STATEMENT TO THE VARYING STRING DYNSTMT.  BOTH
      *    THE ARRAY AND THE LENGTH PARTS MUST BE SET PROPERLY.  NOTE
      *    THAT THE STATEMENT CONTAINS TWO HOST VARIABLE PLACEHOLDERS,
      *    V1 AND V2, FOR WHICH ACTUAL INPUT HOST VARIABLES MUST BE
      *    SUPPLIED AT EXECUTE TIME.
           MOVE "INSERT INTO EMP (EMPNO, DEPTNO) VALUES (:V1, :V2)"
               TO DYNSTMT-ARR.
           MOVE 49 TO DYNSTMT-LEN.

      *    DISPLAY THE SQL STATEMENT AND ITS CURRENT INPUT HOST
      *    VARIABLES.
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           DISPLAY DYNSTMT-ARR.
           MOVE EMPNO TO EMPNOD.
           MOVE DEPTNO1 TO DEPTNO1D.
           DISPLAY "    V1 = ", EMPNOD, "    V2 = ", DEPTNO1D.

      *    THE PREPARE STATEMENT ASSOCIATES A STATEMENT NAME WITH A
      *    STRING CONTAINING A SQL STATEMENT.  THE STATEMENT NAME IS
      *    A SQL IDENTIFIER, NOT A HOST VARIABLE, AND THEREFORE DOES
      *    NOT APPEAR IN THE DECLARE SECTION.

      *    A SINGLE STATEMENT NAME MAY BE PREPARED MORE THAN ONCE,
      *    OPTIONALLY FROM A DIFFERENT STRING VARIABLE.
           EXEC SQL PREPARE S FROM :DYNSTMT END-EXEC.

      *    THE EXECUTE STATEMENT EXECUTES A PREPARED SQL STATEMENT
      *    USING THE SPECIFIED INPUT HOST VARIABLES, WHICH ARE
      *    SUBSTITUTED POSITIONALLY FOR PLACEHOLDERS IN THE PREPARED
      *    STATEMENT.  FOR EACH OCCURRENCE OF A PLACEHOLDER IN THE
      *    STATEMENT THERE MUST BE A VARIABLE IN THE USING CLAUSE.
      *    THAT IS, IF A PLACEHOLDER OCCURS MULTIPLE TIMES IN THE
      *    STATEMENT, THE CORRESPONDING VARIABLE MUST APPEAR
      *    MULTIPLE TIMES IN THE USING CLAUSE.  THE USING CLAUSE MAY 
      *    BE OMITTED ONLY IF THE STATEMENT CONTAINS NO PLACEHOLDERS.
      *    A SINGLE PREPARED STATEMENT MAY BE EXECUTED MORE THAN ONCE,
      *    OPTIONALLY USING DIFFERENT INPUT HOST VARIABLES.
           EXEC SQL EXECUTE S USING :EMPNO, :DEPTNO1 END-EXEC.

      *    INCREMENT EMPNO AND DISPLAY NEW INPUT HOST VARIABLES.
           ADD 1 TO EMPNO.
           MOVE EMPNO TO EMPNOD.
           MOVE DEPTNO2 TO DEPTNO2D.
           DISPLAY "    V1 = ", EMPNOD, "    V2 = ", DEPTNO2D.

      *    REEXECUTE S TO INSERT THE NEW VALUE OF EMPNO AND A
      *    DIFFERENT INPUT HOST VARIABLE, DEPTNO2.  A REPREPARE IS NOT
      *    NECESSARY.
           EXEC SQL EXECUTE S USING :EMPNO, :DEPTNO2 END-EXEC.

      *    ASSIGN A NEW VALUE TO DYNSTMT.
           MOVE "DELETE FROM EMP WHERE DEPTNO = :V1 OR DEPTNO = :V2"
               TO DYNSTMT-ARR.
           MOVE 50 TO DYNSTMT-LEN.

      *    DISPLAY THE NEW SQL STATEMENT AND ITS CURRENT INPUT HOST
      *    VARIABLES.
           DISPLAY DYNSTMT-ARR.
           DISPLAY "    V1 = ", DEPTNO1D, "      V2 = ", DEPTNO2D.
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      *    REPREPARE S FROM THE NEW DYNSTMT. 
           EXEC SQL PREPARE S FROM :DYNSTMT END-EXEC.

      *    EXECUTE THE NEW S TO DELETE THE TWO ROWS PREVIOUSLY
      *    INSERTED.
           EXEC SQL EXECUTE S USING :DEPTNO1, :DEPTNO2 END-EXEC.

      *    ROLLBACK ANY PENDING CHANGES AND DISCONNECT FROM ORACLE.
           EXEC SQL ROLLBACK RELEASE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY!".
           DISPLAY " ".
           STOP RUN.

        SQLERROR.
      *    ORACLE ERROR HANDLER.  PRINT DIAGNOSTIC TEXT CONTAINING
      *    ERROR MESSAGE, CURRENT SQL STATEMENT, AND LOCATION OF ERROR.
           DISPLAY SQLERRMC.
           DISPLAY "IN ", ORASTXTC.
           MOVE ORASLNR TO ORASLNRD.
           DISPLAY "ON LINE ", ORASLNRD, " OF ", ORASFNMC.

      *    DISABLE ORACLE ERROR CHECKING TO AVOID AN INFINITE LOOP
      *    SHOULD ANOTHER ERROR OCCUR WITHIN THIS PARAGRAPH.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.

      *    ROLL BACK ANY PENDING CHANGES AND DISCONNECT FROM ORACLE.
           EXEC SQL ROLLBACK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

方法方法方法方法 3の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
方法 3は方法 2に似ていますが、PREPARE文をカーソルの定義および処理に必要な文と結
合する点で異なります。これによって、プログラムで問合せを受け入れて処理できます。要
するに、動的 SQL文が問合せをする場合は、方法 3または方法 4を必ず使用してください。

方法 3では、プリコンパイル時に問合せ選択リスト内の列の数と入力ホスト変数に対するプ
レース・ホルダの数がわかっている必要があります。ただし、表や列などのデータベース・
オブジェクトの名前は、実行時に指定できます（ホスト変数と重複する名前は無効です）。
問合せ結果を限定、分類およびソートする句（WHERE、GROUP BY、ORDER BYなど）も
実行時に指定できます。

方法 3では、埋込み SQL文を次のような順序で使用します。
Oracle動的 SQL 9-17



方法 3の使用方法
     EXEC SQL 
         PREPARE STATEMENTNAME FROM { :HOST-STRING | STRING-LITERAL }
     END-EXEC. 
     EXEC SQL DECLARE CURSORNAME CURSOR FOR STATEMENTNAME END-EXEC.
     EXEC SQL OPEN CURSORNAME [USING HOST-VARIABLE-LIST] END-EXEC.
     EXEC SQL FETCH CURSORNAME INTO HOST-VARIABLE-LIST END-EXEC.
     EXEC SQL CLOSE CURSORNAME END-EXEC.

次に、それぞれの文の実行内容を説明します。

PREPARE
PREPAREはこの動的 SQL文を解析するとともに名前を指定します。次の例では、
PREPAREにより文字列 SELECT-STMTに格納された問合せを解析し、その問合せに
SQLSTMTの名前を付けます。

     MOVE 'SELECT MGR, JOB FROM EMP WHERE SAL < :SALARY'
         TO SELECT-STMT.
     EXEC SQL PREPARE SQLSTMT FROM :SELECT-STMT END-EXEC.

一般的には、この問合せのWHERE句は実行時に端末から入力するか、またはアプリケー
ションによって生成されます。

識別子 SQLSTMTはホスト変数でもプログラム変数でもありませんが、一意であることが必
要です。sql_stmtは特定の動的 SQL文を指定します。

次の文も有効です。

     EXEC SQL 
         PREPARE SQLSTMT FROM 'SELECT MGR, JOB FROM EMP WHERE SAL < :SALARY' 
     END-EXEC.

'%'のワイルドカードを使用した次の PREPARE文も有効です。

     MOVE "SELECT ENAME FROM TEST WHERE ENAME LIKE 'SMIT%'" TO MY-STMT.
     EXEC SQL 
         PREPARE S FROM MY-STMT
     END-EXEC.
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DECLARE
DECLAREは、カーソルに名前を指定するとともにこれを特定の問合せに対応付けてカーソ
ルを定義します。カーソルの宣言は、そのプリコンパイル単位内でのみ有効です。前述の例
では、次に示すように、DECLAREにより EMPCURSORの名前のカーソルを定義し、それ
を SQLSTMTに対応付けます。

     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR SQLSTMT END-EXEC.

識別子 SQLSTMTおよび EMPCURSORはホスト変数でもプログラム変数でもありません
が、一意であることが必要です。同じ文名を使用して 2つのカーソルを宣言すると、
Pro*COBOLはその 2つのカーソル名を同義とみなします。たとえば次の文を実行したとし
ます。

     EXEC SQL PREPARE SQLSTMT FROM :SELECT-STMT END-EXEC.
     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR FOR SQLSTMT END-EXEC.
     EXEC SQL PREPARE SQLSTMT FROM :DELETE-STMT END-EXEC.
     EXEC SQL DECLARE DEPCURSOR FOR SQLSTMT END-EXEC.

この場合、EMPCURSORを OPENしたときに処理対象となるのはDELETE-STMTに格納さ
れている動的 SQL文であって、SELECT-STMTに格納されている動的 SQL文ではありませ
ん。

OPEN
OPENにより、カーソルの割当て、入力ホスト変数のバインド、問合せの実行およびアク
ティブ・セットの決定を行います。さらに OPENにより、アクティブ・セットの最初の行に
カーソルを位置付け、SQLCA内の SQLERRDの 3番目の要素に保存される処理済行数を 0
（ゼロ）に設定します。PREPAREされた動的 SQL文中のプレース・ホルダは、USING句の
対応する入力ホスト変数に置き換えられます。

前述の例では、次に示すように OPENによって EMPCURSORを割り当て、ホスト変数
SALARYをWHERE句に割り当てます。

     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR USING :SALARY END-EXEC.

FETCH
FETCHはアクティブ・セットから行を戻し、選択リスト内の列の値を INTO句内の対応す
るホスト変数に割り当てた後、カーソルを次の行に進めます。行がなくなると、"データが
ありません "というエラー・コードが SQLCA内の SQLCODEに戻されます。

前述の例では、次に示すように FETCHによってアクティブ・セットから 1行を戻し、列
MGRおよび JOBの値をホスト変数MGR-NUMBERおよび JOB-TITLEに代入します。

     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :MGR-NUMBER,:JOB-TITLE END-EXEC.

ホスト表は方法 3で使用できます。
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CLOSE
CLOSEはカーソルを使用禁止にします。 一度カーソルをクローズすると、それ以降は
FETCHできなくなります。前述の例では、次に示すように、CLOSE文によって
EMPCURSORが無効になります。

     EXEC SQL CLOSE EMPCURSOR END-EXEC.

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 8:  動的動的動的動的 SQL方法方法方法方法 3
このプログラムは、動的 SQL方法 3を使用して、指定された部門の全従業員の名前を EMP
表から取り出します。

      *****************************************************************
      * Sample Program 8:  Dynamic SQL Method 3                       *
      *                                                               *
      * This program uses dynamic SQL Method 3 to retrieve the names  *
      * of all employees in a given department from the EMP table.    *
      *****************************************************************
      
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID.  DYNSQL3.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

      *    INCLUDE THE SQL COMMUNICATIONS AREA, A STRUCTURE THROUGH
      *    WHICH ORACLE MAKES RUNTIME STATUS INFORMATION (SUCH AS ERROR
      *    CODES, WARNING FLAGS, AND DIAGNOSTIC TEXT) AVAILABLE TO THE
      *    PROGRAM.
           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

      *    INCLUDE THE ORACLE COMMUNICATIONS AREA, A STRUCTURE THROUGH
      *    WHICH ORACLE MAKES ADDITIONAL RUNTIME STATUS INFORMATION
      *    AVAILABLE TO THE PROGRAM.
           EXEC SQL INCLUDE ORACA END-EXEC.

      *    THE ORACA=YES OPTION MUST BE SPECIFIED TO ENABLE USE OF
      *    THE ORACA.
           EXEC ORACLE OPTION (ORACA=YES) END-EXEC.

           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME  PIC X(10) VALUE "SCOTT".
       01  PASSWD    PIC X(10) VALUE "TIGER".
       01  DYNSTMT   PIC X(80) VARYING.
       01  ENAME     PIC X(10).
       01  DEPTNO    PIC S9999 COMPUTATIONAL VALUE 10.
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           EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.

      *    DECLARE VARIABLES NEEDED TO DISPLAY COMPUTATIONALS.
       01  DEPTNOD   PIC 9(2).
       01  ENAMED    PIC X(10).
       01  SQLERRD3  PIC 9(2).
       01  ORASLNRD  PIC 9(4).

       PROCEDURE DIVISION.
       MAIN.

      *    BRANCH TO PARAGRAPH SQLERROR IF AN ORACLE ERROR OCCURS.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GO TO SQLERROR END-EXEC.

      *    SAVE TEXT OF CURRENT SQL STATEMENT IN THE ORACA IF AN ERROR
      *    OCCURS.
           MOVE 1 TO ORASTXTF.

      *    CONNECT TO ORACLE.
           EXEC SQL
               CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE.".
           DISPLAY " ".

      *    ASSIGN A SQL QUERY TO THE VARYING STRING DYNSTMT.  BOTH THE
      *    ARRAY AND THE LENGTH PARTS MUST BE SET PROPERLY.  NOTE THAT
      *    THE STATEMENT CONTAINS ONE HOST VARIABLE PLACEHOLDER, V1,
      *    FOR WHICH AN ACTUAL INPUT HOST VARIABLE MUST BE SUPPLIED
      *    AT OPEN TIME.
           MOVE "SELECT ENAME FROM EMP WHERE DEPTNO = :V1"
               TO DYNSTMT-ARR.
           MOVE 40 TO DYNSTMT-LEN.

      *    DISPLAY THE SQL STATEMENT AND ITS CURRENT INPUT HOST
      *    VARIABLE.
           DISPLAY DYNSTMT-ARR.
           MOVE DEPTNO TO DEPTNOD.
           DISPLAY "    V1 = ", DEPTNOD.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "EMPLOYEE".
           DISPLAY "--------".

      *    THE PREPARE STATEMENT ASSOCIATES A STATEMENT NAME WITH A
      *    STRING CONTAINING A SELECT STATEMENT.  THE STATEMENT NAME,
      *    WHICH MUST BE UNIQUE, IS A SQL IDENTIFIER, NOT A HOST
Oracle動的 SQL 9-21



サンプル・プログラム 8: 動的 SQL方法 3
      *    VARIABLE, AND SO DOES NOT APPEAR IN THE DECLARE SECTION.
           EXEC SQL PREPARE S FROM :DYNSTMT END-EXEC.

      *    THE DECLARE STATEMENT ASSOCIATES A CURSOR WITH A PREPARED
      *    STATEMENT.  THE CURSOR NAME, LIKE THE STATEMENT NAME, DOES
      *    NOT APPEAR IN THE DECLARE SECTION.
           EXEC SQL DECLARE C CURSOR FOR S END-EXEC.

      *    THE OPEN STATEMENT EVALUATES THE ACTIVE SET OF THE PREPARED
      *    QUERY USING THE SPECIFIED INPUT HOST VARIABLES, WHICH ARE
      *    SUBSTITUTED POSITIONALLY FOR PLACEHOLDERS IN THE PREPARED
      *    QUERY.  FOR EACH OCCURRENCE OF A PLACEHOLDER IN THE
      *    STATEMENT THERE MUST BE A VARIABLE IN THE USING CLAUSE.
      *    THAT IS, IF A PLACEHOLDER OCCURS MULTIPLE TIMES IN THE
      *    STATEMENT, THE CORRESPONDING VARIABLE MUST APPEAR MULTIPLE
      *    TIMES IN THE USING CLAUSE.  THE USING CLAUSE MAY BE
      *    OMITTED ONLY IF THE STATEMENT CONTAINS NO PLACEHOLDERS.
      *    OPEN PLACES THE CURSOR AT THE FIRST ROW OF THE ACTIVE SET
      *    IN PREPARATION FOR A FETCH.

      *    A SINGLE DECLARED CURSOR MAY BE OPENED MORE THAN ONCE,
      *    OPTIONALLY USING DIFFERENT INPUT HOST VARIABLES.
           EXEC SQL OPEN C USING :DEPTNO END-EXEC.

      *    BRANCH TO PARAGRAPH NOTFOUND WHEN ALL ROWS HAVE BEEN
      *    RETRIEVED.
           EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GO TO NOTFOUND END-EXEC.

       GETROWS.

      *    THE FETCH STATEMENT PLACES THE SELECT LIST OF THE CURRENT
      *    ROW INTO THE VARIABLES SPECIFIED BY THE INTO CLAUSE, THEN
      *    ADVANCES THE CURSOR TO THE NEXT ROW.  IF THERE ARE MORE
      *    SELECT-LIST FIELDS THAN OUTPUT HOST VARIABLES, THE EXTRA
      *    FIELDS ARE NOT RETURNED.  SPECIFYING MORE OUTPUT HOST
      *    VARIABLES THAN SELECT-LIST FIELDS RESULTS IN AN ORACLE ERROR.
           EXEC SQL FETCH C INTO :ENAME END-EXEC.
           MOVE ENAME TO ENAMED.
           DISPLAY ENAMED.

      *    LOOP UNTIL NOT FOUND CONDITION IS DETECTED.
           GO TO GETROWS.

       NOTFOUND.
           MOVE SQLERRD(3) TO SQLERRD3.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "QUERY RETURNED ", SQLERRD3, " ROW(S).".
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      *    THE CLOSE STATEMENT RELEASES RESOURCES ASSOCIATED WITH THE
      *    CURSOR.
           EXEC SQL CLOSE C END-EXEC.

      *    COMMIT ANY PENDING CHANGES AND DISCONNECT FROM ORACLE.
           EXEC SQL COMMIT RELEASE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY!".
           DISPLAY " ".
           STOP RUN.

       SQLERROR.

      *    ORACLE ERROR HANDLER.  PRINT DIAGNOSTIC TEXT CONTAINING
      *    ERROR MESSAGE, CURRENT SQL STATEMENT, AND LOCATION OF ERROR.
           DISPLAY SQLERRMC.
           DISPLAY "IN ", ORASTXTC.
           MOVE ORASLNR TO ORASLNRD.
           DISPLAY "ON LINE ", ORASLNRD, " OF ", ORASFNMC.

      *    DISABLE ORACLE ERROR CHECKING TO AVOID AN INFINITE LOOP
      *    SHOULD ANOTHER ERROR OCCUR WITHIN THIS PARAGRAPH.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.

      *    RELEASE RESOURCES ASSOCIATED WITH THE CURSOR.
           EXEC SQL CLOSE C END-EXEC.

      *    ROLL BACK ANY PENDING CHANGES AND DISCONNECT FROM ORACLE.
           EXEC SQL ROLLBACK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.
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方法方法方法方法 4の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
この項では、概要のみ説明します。詳細は、第 11章「Oracle動的 SQL方法 4」を参照して
ください

方法 4では、LOBはサポートされません。LOBアプリケーションおよび他の新規アプリ
ケーションにはすべて ANSI動的 SQLを使用してください。 

方法 3を使用したプログラムでも処理できない種類の動的 SQL文があります。選択リスト
項目の数や、入力ホスト変数のプレース・ホルダの数が実行時まで不明な場合、プログラム
では記述子を使用する必要があります。記述子とは、動的 SQL文で変数の完全な記述を保
存するためにプログラムと Oracle8iが使用するメモリー領域です。

複数行を戻す問合せでは、選択された列値は宣言されている出力ホスト変数のリストに繰り
返し FETCH INTOされます。この選択リストがわからないときは、プリコンパイル時に
INTO句でホスト変数リストを作成できません。たとえば、次の問合せでは 2つの列値が戻
されます。

     EXEC SQL
         SELECT ENAME, EMPNO FROM EMP WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER
     END-EXEC.

ただし、この選択リストをユーザーに定義させると、その問合せによって戻される列の数は
わからなくなります。

SQLDAの必要性の必要性の必要性の必要性
このような種類の動的問合せを処理するには、プログラムで DESCRIBE SELECT LISTコマ
ンドを発行するとともに、SQL記述子領域（SQLDA）というデータ構造体を宣言する必要
があります。この構造体は、問合せ選択リストの列の記述を保持しているため、選択記述子
とも呼ばれます。

同様に、動的 SQL文に記述されている入力ホスト変数のプレース・ホルダの数が不明な場
合には、プリコンパイル時に USING句によるホスト変数リストの設定はできません。

このような動的 SQL文を処理するには、プログラムは DESCRIBE BIND VARIABLESコマ
ンドを発行し、入力ホスト変数に対するプレース・ホルダの記述を格納するためにバインド
記述子という別の種類の SQLDAを宣言する必要があります。（入力ホスト変数はバインド
変数とも呼ばれます）。

プログラム内にアクティブな SQL文が複数ある（たとえばプログラムが複数のカーソルを
OPENしている）ときは、それぞれの文に専用の SQLDAが必要になります。ただし、非並
行のカーソルでは SQLDAを再利用できます。なお、1つのプログラム内の SQLDAの数に
制限はありません。
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DESCRIBE文文文文
DESCRIBEは、選択リスト項目または入力ホスト変数の記述を保存するために記述子を初期
化します。

選択記述子を指定すると、PREPAREした動的問合せのそれぞれの選択リスト項目が
DESCRIBE SELECT LIST文によってチェックされます。これによって、選択リスト項目の
名前、データ型、制約、長さ、スケールおよび精度が決定されます。続いて、この情報がそ
の選択記述子に保存されます。

バインド記述子を指定すると、DESCRIBE BIND VARIABLES文によって PREPARE済の動
的 SQL文内の各プレース・ホルダを調べ、その名前および長さ、対応する入力ホスト変数
のデータ型を確認します。続いて、この情報がそのバインド記述子に保存されます。たとえ
ば、プレース・ホルダ名を使用して、入力ホスト変数値の入力をユーザーに要求できます。

SQLDAとはとはとはとは
SQLDAはホスト・プログラムのデータ構造体です。この構造体は選択リスト項目または入
力ホスト変数の記述を保持します。

SQLDAはホスト言語によって異なりますが、一般的な選択 SQLDAには、問合せ選択リス
トに関する次の情報が格納されます。

� DESCRIBEできる列の最大数

� 実際に DESCRIBEで検出された列数

� 列値を格納するバッファのアドレス

� 列値の長さ

� 列値のデータ型

� 標識変数の値のアドレス

� 列名を格納するバッファのアドレス

� 列名を格納するバッファのサイズ

� 列名の現行の長さ

一般的なバインド SQLDAには、SQL文内の入力ホスト変数に関する次の情報が格納されて
います。

� DESCRIBEできるプレース・ホルダの最大数

� DESCRIBEによって検出されたプレース・ホルダの実際の数

� 入力ホスト変数のアドレス

� 入力ホスト変数の長さ

� 入力ホスト変数のデータ型
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� 標識変数のアドレス

� プレース・ホルダ名を格納するバッファのアドレス

� プレース・ホルダ名を格納するバッファのサイズ

� プレース・ホルダ名の現行の長さ

� 標識変数名を格納するバッファのアドレス

� 標識変数名を格納するバッファのサイズ

� 標識変数名の現行の長さ

方法方法方法方法 4の実行の実行の実行の実行
方法 4では、一般に次の順序で埋込み SQL文を使用します。

     EXEC SQL
         PREPARE STATEMENT-NAME
         FROM { :HOST-STRING | STRING-LITERAL }
     END-EXE
     EXEC SQL
         DECLARE CURSOR-NAME CURSOR FOR STATEMENT-NAME
     END-EXEC.
     EXEC SQL
         DESCRIBE BIND VARIABLES FOR STATEMENT-NAME
         INTO BIND-DESCRIPTOR-NAME
     END-EXEC.
     EXEC SQL 
         OPEN CURSOR-NAME
         [USING DESCRIPTOR BIND-DESCRIPTOR-NAME]
     END-EXEC.
     EXEC SQL
         DESCRIBE [SELECT LIST FOR] STATEMENT-NAME
         INTO SELECT-DESCRIPTOR-NAME
     END-EXEC.
     EXEC SQL 
         FETCH CURSOR-NAME
         USING DESCRIPTOR SELECT-DESCRIPTOR-NAME
     END-EXEC.
     EXEC SQL CLOSE CURSOR-NAME END-EXEC.

選択記述子とバインド記述子の両方を使用する必要はありません。問合せ選択リストの列の
数がわかっていて、入力ホスト変数のプレース・ホルダの数がわからない場合は、方法 4の
OPEN文と次に示す方法 3の FETCH文を併用できます。

     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :HOST-VARIABLE-LIST END-EXEC.
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逆に、入力ホスト変数のプレース・ホルダの数がわかっていて、選択リストの列の数がわか
らない場合は、次に示す方法 3の OPEN文と方法 4の FETCH文を併用できます。

     EXEC SQL OPEN CURSORNAME [USING HOST-VARIABLE-LIST] END-EXEC.

方法 4では、問合せ以外の SQL文に対して EXECUTEを使用できるので注意してください。

DECLARE STATEMENT文の使用文の使用文の使用文の使用
方法 2、3および 4では、次の文を使用することが必要な場合があります。

      EXEC SQL [AT dbname] DECLARE statementname STATEMENT END-EXEC.

dbnameと statementnameは Pro*COBOLが使用する識別子で、ホスト変数でもプログラム変
数でもありません。

DECLARE STATEMENTによって動的 SQL文の名前が宣言されます。するとこの動的 SQL
文は PREPARE、EXECUTE、DECLARE CURSORおよび DESCRIBEで参照できます。デ
フォルト以外のデータベースで動的 SQL文を実行するときにこの文が必要になります。次
に、方法 2での使用例を示します。

     EXEC SQL AT remotedb DECLARE sqlstmt STATEMENT END-EXEC.
     EXEC SQL PREPARE sqlstmt FROM :sqlstring END-EXEC.
     EXEC SQL EXECUTE sqlstmt END-EXEC.

この例では、remotedbによって、SQL文をどこで EXECUTEする必要があるかを Oracle8i
に指示します。

方法 3および方法 4では、次の例に示すように DECLARE CURSOR文が PREPARE文の前
にある場合にも DECLARE STATEMENTが必要です。

     EXEC SQL DECLARE sqlstmt STATEMENT END-EXEC.
     EXEC SQL DECLARE empcursor CURSOR FOR sqlstmt END-EXEC.
     EXEC SQL PREPARE sqlstmt FROM :sqlstring END-EXEC.

一般的な文の順序は次のとおりです。

     EXEC SQL PREPARE sqlstmt FROM :sqlstring END-EXEC.
     EXEC SQL DECLARE empcursor CURSOR FOR sqlstmt END-EXEC.
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ホスト表の使用方法ホスト表の使用方法ホスト表の使用方法ホスト表の使用方法
ホスト表の使用方法は、静的 SQLでも動的 SQLでも同じです。たとえば、動的 SQL方法 2
で入力ホスト表を使用する場合は、次の構文を使用します。

     EXEC SQL EXECUTE statementname USING :HOST-TABLE-LIST END-EXEC.

HOST-TABLE-LISTは 1つ以上のホスト表で構成されています。方法 3の場合は、次の構文
を使用します。

     OPEN cursorname USING :HOST-TABLE-LIST END-EXEC.

方法 3で出力ホスト表を使用する場合は、次の構文を使用します。

     FETCH cursorname INTO :HOST-TABLE-LIST END-EXEC.

方法 4では、オプションの FOR句を使用して、入力ホスト表または出力ホスト表のサイズ
を Oracle8iに認識させる必要があります。この方法は、ホスト言語の補足を参照してくださ
い。

PL/SQLの使用の使用の使用の使用
Pro*COBOLは、PL/SQLブロックを単一の SQL文として扱います。したがって SQL文と
同様に、PL/SQLブロックを文字列のホスト変数またはリテラルに格納できます。PL/SQL
ブロックを文字列に格納するときは、キーワード EXEC SQL EXECUTEおよびキーワード
END-EXEC、文終了記号は省略してください。

ただし、Pro*COBOLによる SQLと PL/SQLの処理方法には、次の 2つの相違点がありま
す。

� PL/SQLホスト変数は、入力ホスト変数または出力ホスト変数のいずれ（あるいはその
両方）であっても、すべて入力ホスト変数の場合と同様に扱う必要があります。

� PL/SQLブロックに格納できる SQL文の数には制限がないため、PL/SQLブロックから
は FETCHできません。ただし、カーソル変数を使用して同様の機能を実行できます。
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方法方法方法方法 1の場合の場合の場合の場合
PL/SQLブロックにホスト変数が含まれていなければ、方法 1で通常どおり PL/SQL文字列
を EXECUTEできます。

方法方法方法方法 2の場合の場合の場合の場合
PL/SQLブロック内の入力ホスト変数および出力ホスト変数の数がわかっていれば、方法 2
で通常どおり PL/SQL文字列を PREPAREおよび EXECUTEできます。

USING句には、すべてのホスト変数を指定する必要があります。PL/SQL文字列を
EXECUTEすると、PREPAREされた文字列のプレース・ホルダが USING句の対応するホ
スト変数に置き換えられます。Pro*COBOLでは、PL/SQLホスト変数はすべて入力ホスト
変数として扱われますが、値は正しく代入されます。入力（プログラム）値は入力ホスト変
数に代入されます。また出力（列）値は出力ホスト変数に代入されます。

PREPAREされた PL/SQL文字列内のプレース・ホルダはすべて、USING句内のホスト変
数に対応している必要があります。このため、PREPAREされた文字列で同じプレース・ホ
ルダが複数回使用されている場合は、それぞれが USING句内のホスト変数に対応している
必要があります。

方法方法方法方法 3の場合の場合の場合の場合
方法 3は、FETCHが使用できることを除けば方法 2と同じです。PL/SQLブロックから
FETCHを行うことはできないので、方法 2を使用してください。

方法方法方法方法 4の場合の場合の場合の場合
PL/SQLブロックに数の不明な入力ホスト変数または出力ホスト変数が含まれている場合
は、方法 4を必ず使用します。

方法 4を使用するには、すべての入力ホスト変数および出力ホスト変数について 1つのバイ
ンド記述子を設定します。DESCRIBE BIND VARIABLESを実行すると、入力ホスト変数お
よび出力ホスト変数に関する情報がそのバインド記述子に保存されます。PL/SQLホスト変
数はすべて入力ホスト変数に対応付けられた方法で参照するため、DESCRIBE SELECT LIST
を実行しても効果はありません。

方法 4でのバインド記述子の詳細は、ホスト言語補足を参照してください。

注意注意注意注意 : 動的 SQL方法 4では、タイプが tableのパラメータを指定してホスト配列を PL/SQL
プロシージャにバインドすることはできません。

注意注意注意注意 : 動的に処理される PL/SQLブロックでは、行終了文字が無視されるので、ANSI形式
のコメント（--...）は使用しないでください。ANSIで記述すると、行の終わりではなくブ
ロックの終わりまでコメントが続いてしまいます。ANSI形式のコメントではなく、C形式
のコメント（/*... */）を使用してください。
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ANSI動的動的動的動的 SQL

この章では、新しい方法 4アプリケーションに使用する ANSI動的 SQL（SQL92動的 SQL
とも呼ばれます）の Oracleでのインプリメンテーションを説明します。インプリメンテー
ションは、第 11章「Oracle動的 SQL方法 4」で説明する従来の Oracle動的 SQL方法 4に
拡張機能を加えたものです。Oracle方法 4ではカーソル変数、グループ項目の表、DML戻
り句および LOBはサポートされませんが、ANSI方法 4では Oracleの型がすべてサポート
されます。

従来の Oracle動的 SQL方法 4では記述子はユーザーの Pro*COBOLプログラムで定義され
ますが、ANSI動的 SQLでは記述子は Oracle内部で管理されます。どちらの場合でも、方
法 4では、Pro*COBOLプログラムが様々な数のホスト変数を含む SQL文の受け入れまたは
作成を行います。

この章の構成は、次のとおりです。

� ANSI動的 SQLの基礎

� ANSI SQL文の概要

� Oracle拡張要素

� ANSI動的 SQLのプリコンパイラ・オプション

� 動的 SQL文の構文

� サンプル・プログラム SAMPLE12.PCO
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ANSI動的 SQLの基礎
ANSI動的動的動的動的 SQLの基礎の基礎の基礎の基礎
次の SQL文について考えます。

SELECT ename, empno FROM emp WHERE deptno = :deptno_data 

ANSI動的 SQLを使用する手順は、次のとおりです。

� 実行する文を格納する文字列などの変数を宣言します。

� 入力変数および出力変数に記述子を割り当てます。

� 文を準備します。

� 入力記述子の入力を記述します。

� 入力記述子を設定します（この例では 1つの入力ホスト・バインド変数 deptno_
data）。

� 動的カーソルを宣言およびオープンします。

� 出力記述子を設定します（この例では出力ホスト変数 enameと empno）。

� enameおよび empnoデータ・フィールドを各行から取り出すために、GET 
DESCRIPTORを使用してデータを繰り返しフェッチします。

� 取り出したデータを処理します（出力など）。

� 動的カーソルを閉じ、入力記述子および出力記述子への割当てを解除します。

プリコンパイラのオプションプリコンパイラのオプションプリコンパイラのオプションプリコンパイラのオプション
通常、ANSI動的 SQLを使用する場合はプリコンパイラの ANSI標準に従ってコードを書く
ので、マクロ・コマンドライン・オプションMODE=ANSIを使用します。 この方法を
MODE=ANSIを使用せずに使用する場合は、マイクロ・コマンドライン・オプション
DYNAMIC=ANSIによって機能を制御します。 

プリコンパイラ・マイクロ・オプション DYNAMICを ANSIに設定するか、マクロ・オプ
ションMODEを ANSIに設定します。これによって、DYNAMICのデフォルト値が ANSI
に設定されます。DYNAMICのもう 1つの設定は ORACLEです。マイクロ・オプションの
詳細は、14-5ページの「マクロ・オプションとマイクロ・オプション」および 14-18ページ 
の「DYNAMIC」を参照してください。

ANSIタイプ・コードを使用するには、プリコンパイラ・マイクロ・オプション TYPE_
CODEを ANSIに設定するか、マクロ・オプションMODEを ANSIに設定します。MODE
を ANSIに設定すると、TYPE_CODEのデフォルト設定が ANSIになります。TYPE_CODE
を ANSIに設定するには、DYNAMICも ANSIに設定する必要があります。

ANSI SQL型の一覧は、10-5ページ の表 10-1を参照してください。異なるデータベース・
プラットフォームへの移植性があり、できる限り ANSIに準拠したアプリケーションを作成
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するのであれば、プリコンパイラ・オプション TYPE_CODEを ANSIに設定して ANSIタイ
プを使用してください。 

詳細は、14-28ページの「MODE」および 14-39ページの「TYPE_CODE」を参照してくだ
さい。

ANSI SQL文の概要文の概要文の概要文の概要
動的 SQL文では、記述子を使用する前に記述子領域を割り当てます。 

ALLOCATE DESCRIPTOR文の構文は次のとおりです。

     EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}
        [WITH MAX {:occurrences | numeric_literal}]
     END-EXEC.

グローバル記述子は、プログラム内の任意のモジュールで使用できます。ローカル記述子
は、その記述子を割り当てたファイル内でのみアクセス可能です。デフォルトはローカルで
す。 

記述子名 desc_namは、ホスト変数です。かわりに文字列リテラルを使用することもできま
す。

occurrencesは、記述子に格納できるバインド変数または列の最大数です。デフォルトは
100です。

記述子が必要なくなった場合は、割当てを解除してメモリーを節約します。データベース接
続がなくなると、割当ての解除が自動的に行われます。

割当て解除文は次のとおりです。

     EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL]
        {:desc_nam | string_literal}
     END-EXEC.

準備済の SQL文に関する情報を取得するには、DESCRIBE文を使用します。DESCRIBE 
INPUTでは、準備済の動的文のバインド変数が記述されます。DESCRIBE OUTPUT（デ
フォルト）では、出力列の番号、型および長さが記述されます。単純化した構文は次のとお
りです。

     EXEC SQL DESCRIBE [INPUT | OUTPUT] sql_statement 
        USING [SQL] DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}
     END-EXEC.

SQL文に入力値と出力値がある場合は、入力値と出力値に 1つずつ記述子を割り当てる必要
があります。次の例のように入力値がない場合は、

SELECT ename, empno FROM emp 
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入力記述子は必要ありません。

SELECT文の INSERTS、UPDATES、DELETESおよびWHERE句の入力値を指定するには、
SET DESCRIPTOR文を使用します。入力記述子に DESCRIBEを行っていないときは、SET 
DESCRIPTORを使用して（COUNTに格納する）入力バインド変数の数を設定します。 

     EXEC SQL SET DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal} 
        COUNT = {:kount | numeric_literal} 
     END-EXEC.

 kount には、ホスト変数または数値リテラル（5など）を指定できます。SET 
DESCRIPTOR文を各ホスト変数に使用して、少なくとも変数のデータ値は割り当てる必要
があります。

     EXEC SQL SET DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}
        VALUE item_number DATA = :hv3
     END-EXEC.

また、次のように入力ホスト変数の型と長さを設定することもできます。

注意注意注意注意 : TYPE_CODE=ORACLEの場合、型と長さの設定を SET DESCRIPTOR文で明示
的に行うか、または DESCRIBE OUTPUTを実行して暗黙的に行わなかった場合は、ホ
スト変数自体から導出された型および長さの値がプリコンパイラで使用されます。
TYPE_CODE=ANSIの場合は、表 10-1「ANSI SQLデータ型」に示す値を使用して型を
設定する必要があります。また、ANSIのデフォルトの長さがホスト変数のデフォルト
の長さと一致しない場合があるので、長さも設定してください。

     EXEC SQL SET DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}
        VALUE item_number TYPE = :hv1, LENGTH = :hv2, DATA = :hv3
     END-EXEC.

識別子 hv1、hv2および hv3を使用していることからもわかるように、ホスト変数によっ
て値を与える必要があります。 item_number は、SQL文での入力変数の位置です。ここには、
ホスト変数または整数を指定できます。

TYPE_CODEを ANSIに設定した場合は、次の表のタイプ・コードから TYPEを選択しま
す。
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Oracleタイプ・コードは、11-16ページの表 11-2「Oracleの外部データ型および関連する
COBOLデータ型」を参照してください。ANSIデータ型が表になく、TYPE_CODE = ANSI
である場合は、Oracleコードの負の値を使用してください。

DATAは、入力されるホスト変数値です。

標識、精度、スケールなど、その他の入力値を設定することもできます。詳細は、10-18
ページの「SET DESCRIPTOR」の使用できる記述子項目名のリストを参照してください。

SET DESCRIPTOR文の数値は、PIC S9(9) COMPまたは PIC S9(4) COMPのどちらかと
して宣言する必要があります。ただし、標識の値および戻される長さの値は、PIC S9(9) 
COMPとして宣言する必要があります。 

次の例に、empnoを取り出すときの値の設定を示します。empnoは動的 SQL文の 2つ目の
出力ホスト変数なので、VALUE=2と設定します。ホスト変数 EMPNO-TYPは、3（整数の
Oracleタイプ）に設定されます。ホスト変数の長さ EMPNO-LENは、4に設定されます。こ
れは、ホスト変数のサイズを示します。DATAは、データベース表からの値を受け取るホス
ト変数 EMPNO-DATAと等しくなります。コードの一部を次に示します。

 ... 
 01  DYN-STATEMENT PIC X(58)
     VALUE "SELECT ename, empno FROM emp WHERE deptno =:deptno_number".
 01  EMPNO-DATA PIC S9(9) COMP.
 01  EMPNO-TYP  PIC S9(9) COMP   VALUE 3.
 01  EMPNO-LEN  PIC S9(9) COMP   VALUE 4.
 ...
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'out' VALUE 2  TYPE=:EMPNO-TYP, LENGTH=:EMPNO-LEN,
        DATA=:EMPNO-DATA END-EXEC.

表表表表 10-1   ANSI SQL データ型データ型データ型データ型

データ型データ型データ型データ型 タイプ・コードタイプ・コードタイプ・コードタイプ・コード

CHARACTER 1

CHARACTER VARYING 12

DATE 9

DECIMAL 3

DOUBLE PRECISION 8

FLOAT 6

INTEGER 4

NUMERIC 2

REAL 7

SMALLINT 5
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サンプル・コード
 
入力値を設定した後で、入力記述子を使用して文を実行またはオープンします。文に出力値
がある場合は、FETCHを実行する前に出力値を設定します。DESCRIBE OUTPUTを実行し
た場合は、ホスト変数の実際の型と長さを再設定する必要がある場合があります。これは、
DESCRIBEを実行すると、ホスト変数の外部型および長さとは別の内部型および長さが生成
されるためです。

出力記述子を FETCHした後、GET DESCRIPTORを使用して、戻されたデータにアクセス
します。単純化した構文を次に示します。詳しい構文は、この章で後述します。

     EXEC SQL GET DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}
        VALUE item_number 
        :hv1 = DATA, :hv2 = INDICATOR, :hv3 = RETURNED_LENGTH
     END-EXEC.

desc_namおよび item_numberには、リテラルまたはホスト変数を指定できます。記述子
名には、リテラル（'out'など）を指定できます。項目番号には、数値リテラル（2など）を
指定できます。

hv1、hv2および hv3は、それぞれホスト変数です。ここにはホスト変数を指定する必要が
あり、リテラルは指定できません。例では、戻されるデータを 3つだけ示しています。戻さ
れるデータとして取得できる項目は、10-16ページの表 10-4「記述子項目名の定義」の一覧
を参照してください。

数値には、プラットフォーム依存の上限が nである PIC S9(n) COMPを使用するか、また
は PIC S9(9) COMPか PIC S9(4) COMPを使用します。ただし、標識変数および戻され
る長さの変数は PIC S9(4) COMPであることが必要です。 

サンプル・コードサンプル・コードサンプル・コードサンプル・コード
次の例に、ANSI動的 SQLの使用方法を示します。この例では、SELECT文を実行するため
の入力記述子（'in'）および出力記述子（'out'）を割り当てます。入力値は、SET 
DESCRIPTOR文によって設定します。カーソルを開き、そこからフェッチを実行します。
結果の出力値を GET DESCRIPTOR文によって取り出します。

 ... 
 01  DYN-STATEMENT PIC X(58)
     VALUE "SELECT ENAME, EMPNO FROM EMP WHERE DEPTNO =:DEPTNO-DAT".
 01  EMPNO-DAT  PIC S9(9) COMP.
 01  EMPNO-TYP  PIC S9(9) COMP   VALUE 3.
 01  EMPNO-LEN  PIC S9(9) COMP   VALUE 4.
 01  DEPTNO-TYP PIC S9(9) COMP   VALUE 3.
 01  DEPTNO-LEN PIC S9(9) COMP   VALUE 2.
 01  DEPTNO-DAT PIC S9(9) COMP   VALUE 10.
 01  ENAME-TYP  PIC S9(9) COMP   VALUE 3.
 01  ENAME-LEN  PIC S9(9) COMP   VALUE 30.
 01  ENAME-DAT  PIC X(30).
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サンプル・コード
 01  SQLCODE PIC S9(9)    COMP   VALUE 0.
 ...
* Place preliminary code, including connection, here
...
     EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR 'in' END-EXEC.
     EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR 'out' END-EXEC.
     EXEC SQL PREPARE s FROM :DYN-STATEMENT END-EXEC.
     EXEC SQL DESCRIBE INPUT s USING DESCRIPTOR 'in' END-EXEC.
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'in' VALUE 1 TYPE=:DEPTNO-TYP,
        LENGTH=:DEPTNO-LEN, DATA=:DEPTNO-DAT END-EXEC.
     EXEC SQL DECLARE c CURSOR FOR s END-EXEC.
     EXEC SQL OPEN c USING DESCRIPTOR 'in' END-EXEC.
     EXEC SQL DESCRIBE OUTPUT s USING DESCRIPTOR 'out' END-EXEC.
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'out' VALUE 1 TYPE=:ENAME-TYP, 
        LENGTH=:ENAME-LEN, DATA=:ENAME-DAT END-EXEC.
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'out' VALUE 2 TYPE=:EMPNO-TYP, 
        LENGTH=:EMPNO-LEN, DATA=:EMPNO-DAT END-EXEC.

     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO BREAK END-EXEC.
 LOOP.
     IF SQLCODE NOT = 0
        GOTO BREAK.
     EXEC SQL FETCH c INTO DESCRIPTOR 'out' END-EXEC.
     EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'OUT' VALUE 1 :ENAME-DAT = DATA END-EXEC.
     EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'OUT' VALUE 2 :EMPNO-DAT = DATA END-EXEC.
     DISPLAY "ENAME = " WITH NO ADVANCING
     DISPLAY ENAME-DAT  WITH NO ADVANCING
     DISPLAY "EMPNO = " WITH NO ADVANCING
     DISPLAY EMPNO-DAT.
     GOTO LOOP.
 BREAK:
     EXEC SQL CLOSE c END-EXEC.
     EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR 'in' END-EXEC.
     EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR 'out' END-EXEC.
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Oracle拡張要素拡張要素拡張要素拡張要素
この項では、次の拡張要素を説明します。

� SET文のデータ項目の参照セマンティックス

� バルク操作のための配列

� オブジェクト型、NCHAR列および LOBのサポート

参照セマンティックス参照セマンティックス参照セマンティックス参照セマンティックス
ANSI規格では、値構文が指定されています。パフォーマンス向上のために、Oracleではこ
の規格を拡張して参照セマンティックスを導入しています。 

値構文では、ホスト変数データのコピーを作成します。参照セマンティックスでは、ホスト
変数のアドレスを使用し、コピーは行いません。そのため、参照セマンティックスを使用す
ると、大量データ処理のパフォーマンスが向上します。

フェッチの速度向上には、データ句の前に REFキーワードを使用します。

     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'out' VALUE 1 TYPE=:ENAME-TYP,
        LENGTH=:ENAME-LEN, REF DATA=:ENAME-DAT END-EXEC.
     EXEC SQL DESCRIPTOR 'out' VALUE 2 TYPE=:EMPNO-TYP,
        LENGTH=:EMPNO-LEN, REF DATA=:EMPNO-DAT END-EXEC.

これにより、取り出された結果がホスト変数に渡されます。GET文は必要ありません。
FETCHが実行されるたびに、取り出されたデータは、ename_dataおよび empno_dataに
直接書き込まれます。

次のコード例に示すように、REFキーワードが使用できるのは、DATA、INDICATORおよ
び RETURNED_LENGTH項目（フェッチする行によって変わる可能性があります）の前に
限られます。

 01   INDI       PIC S9(4) COMP.
 01   RETRN-LEN  PIC S9(9) COMP.
 ...
      EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'out' VALUE 1 TYPE=:ENAME-TYP,
         LENGTH=:ENAME-LEN, REF DATA=:ENAME-DAT,
         REF INDICATOR=:INDI, REF RETURNED_LENGTH =:RETRN-LEN END-EXEC.

フェッチするたびに、enameフィールドの実際に取り出された長さが RETRN-LENに送られ
ます。これは、CHARまたは VARCHAR2データの場合に便利です。

ENAME-LENには取り出された長さは渡されません。ENAME-LENは、FETCH文によって
変更されません。データの行をフェッチする前に列の最大幅を調べるには、GET文の前に
DESCRIBEを使用します。

REFキーワードは、SELECT以外の SQL文の処理速度向上のためにも使用します。参照セ
マンティックスでは、記述子領域にコピーされた値ではなくホスト変数が使用されることに
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注意してください。SQL文を実行する時点でのホスト変数データが使用されるのであって、
SETの時点でのデータではありません。次に例を示します。

 ...
     MOVE 1 to VAL.
 ...
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'value' VALUE 1 DATA = :VAL END-EXEC.
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'reference' VALUE 1 REF DATA = :VAL END-EXEC.
     MOVE 2 to VAL.
* Will use  VAL = 1
     EXEC SQL EXECUTE s USING  DESCRIPTOR 'value' END-EXEC.
*Will use VAL = 2
     EXEC SQL EXECUTE s USING DESCRIPTOR 'reference' END-EXEC.

この処理の違いの詳細は、10-18ページの「SET DESCRIPTOR」を参照してください。

バルク操作での表の使用バルク操作での表の使用バルク操作での表の使用バルク操作での表の使用
Oracleでは、SQL92 ANSI動的規格を拡張したバルク操作を提供しています。バルク操作を
行うには、処理する入力データ量または行数を指定するために、FOR句で配列サイズを指定
します。

FOR句は、ALLOCATE文で最大データ量または最大行数の指定に使用します。最大配列サ
イズ 100を指定するには、次のように記述します。

     EXEC SQL FOR 100 ALLOCATE DESCRIPTOR 'out' END-EXEC.

または

     MOVE 100 TO INT-ARR-SIZE.
     EXEC SQL FOR :INT-ARR-SIZE ALLOCATE DESCRIPTOR 'out' END-EXEC.

次に、記述子にアクセスする文で FOR句を使用します。次に示すように、出力記述子では、
ALLOCATE文で指定した配列サイズと等しいか、それよりも小さい配列サイズを FETCH
文に割り当てる必要があります。

     EXEC SQL FOR 20 FETCH c1 USING DESCRIPTOR 'out' END-EXEC.

後続の、同じ記述子の DATA、INDICATORまたは RETURNED_LENGTH値を取得する
GET文では、FETCH文と同じ配列サイズを指定する必要があります。

 01  VAL-DATA   OCCURS 20 TIMES  PIC S9(9) COMP.
 01  VAL-INDI   OCCURS 20 TIMES  PIC S9(4) COMP.
...
     EXEC SQL FOR 20 GET DESCRIPTOR 'out' VALUE 1 :VAL-DATA = DATA,
       :VAL-INDI = INDICATOR 
     END-EXEC.
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ただし、LENGTH、TYPE、COUNTなど、行によって変化しない項目を参照する GET文で
は、FOR句は使用しないでください。

 01  CNT  PIC S9(9) COMP.
 01  LEN  PIC S9(9) COMP.
...
     EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'out'   :CNT = COUNT END-EXEC.
     EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'out' VALUE 1 :LEN = LENGTH END-EXEC.

これは、参照セマンティックスを使用した SET文でも同じです。FETCHの前にあり、
DATA、INDICATORまたは RETURNED_LENGTHに対する参照セマンティックスを使用
した SET文には、FETCHと同じ配列サイズを指定する必要があります。

 ... 
 01  REF-DATA   OCCURS 20 TIMES  PIC S9(9) COMP.
 01  REF-INDI   OCCURS 20 TIMES  PIC S9(4) COMP.
...
     EXEC SQL FOR 20 SET DESCRIPTOR 'out' VALUE 1 REF DATA = :REF-DATA,
        REF INDICATOR = :REF-INDI END-EXEC.

同様に、行のバッチの挿入など、入力に使用する記述子でも、ALLOCATE文で使用した配
列サイズと等しいか、それよりも小さいサイズの配列サイズを EXECUTEまたは OPEN文
に使用する必要があります。値構文と参照セマンティックスのどちらも、DATA、
INDICATORまたは RETURNED_LENGTHにアクセスする SET文では、EXECUTE文と同
じ配列サイズを使用する必要があります。

FOR句は、DEALLOCATEまたは PREPARE文では使用しません。

次のコード・サンプルに、出力記述子のないバルク操作の例を示します（出力はなく、表
empに挿入する入力のみあります）。CNTの値は 2です（INSERT文に ENAMEと EMPNOの 2
つのホスト変数があることを示します）。 データ表 ENAME-TABLE には、"Tom   "、 "Dick  " 
および "Harry "の順で 3つの文字列が格納されます。彼らの雇用者番号を表 EMPNO-TABLE
に格納します。標識表 ENAME-INDには 2つ目の要素に -1の値を設定しているので、"Dick"
ではなく NULLが挿入されます。

 01  DYN-STATEMENT  PIC X(240) value 
         "INSERT INTO EMP(ENAME, EMPNO) VALUES (:ENAME,:EMPNO)". 
 01  ARRAY-SIZE PIC S9(9) COMP   VALUE 3. 
 01  ENAME-VALUES. 
      05 FILLER PIC X(6)   VALUE "Tom   ". 
      05 FILLER PIC X(6)   VALUE "Dick  ". 
      05 FILLER PIC X(6)   VALUE "Harry ". 
 01  ENAME-TABLE REDEFINES ENAME-VALUES. 
      05 ENAME  PIC X(6)OCCURS 3 TIMES. 
 01  ENAME-IND  PIC S9(4) COMPOCCURS 3 TIMES. 
 01  ENAME-LEN  PIC S9(9) COMP   VALUE   6. 
 01  ENAME-TYP  PIC S9(9) COMP   VALUE  96. 
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Oracle拡張要素
 01  EMPNO-VALUES. 
      05 FILLER PIC S9(9) COMP   VALUE 8001. 
      05 FILLER PIC S9(9) COMP   VALUE 8002. 
      05 FILLER PIC S9(9) COMP   VALUE 8003. 
 01  EMPNO-TABLE REDEFINES EMPNO-VALUES. 
      05 EMPNO  PIC S9(9) DISPLAY SIGN LEADING  OCCURS 3 TIMES. 
 01  EMPNO-LEN  PIC S9(9) COMP   VALUE   4. 
 01  EMPNO-TYP  PIC S9(9) COMP   VALUE   3. 
 01  CNT        PIC S9(9) COMP   VALUE   2. 
........ 
     EXEC SQL FOR :ARRAY-SIZE ALLOCATE DESCRIPTOR 'in' END-EXEC.  
     EXEC SQL PREPARE S FROM :DYN-STATEMENT  END-EXEC. 
     MOVE 0 TO ENAME-IND(1). 
     MOVE -1 TO ENAME-IND(2). 
     MOVE 0 TO ENAME-IND(3). 
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'in' COUNT = :CNT END-EXEC. 
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'in' VALUE 1  
        TYPE = :ENAME-TYP, LENGTH =:ENAME-LEN 
     END-EXEC. 
     EXEC SQL FOR :ARRAY-SIZE  SET DESCRIPTOR 'in' VALUE 1 
        DATA = :ENAME, INDICATOR = :ENAME-IND  
     END-EXEC. 
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR 'in' VALUE 2  
        TYPE = :EMPNO-TYP, LENGTH =:EMPNO-LEN 
     END-EXEC. 
     EXEC SQL FOR :ARRAY-SIZE  SET DESCRIPTOR 'in' VALUE 2 
        DATA = :EMPNO  
     END-EXEC. 
     EXEC SQL FOR :ARRAY-SIZE EXECUTE S  
        USING DESCRIPTOR 'in' END-EXEC. 
  ...

この例のコードによって、次の値が表に挿入されます。 

      EMPNO   ENAME 
      8001    Tom        
      8002            
      8003    Harry      

 制限および注意の詳細は、7-16ページの「FOR句の使用方法」を参照してください。
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ANSI動的 SQLのプリコンパイラ・オプション
ANSI動的動的動的動的 SQLのプリコンパイラ・オプションのプリコンパイラ・オプションのプリコンパイラ・オプションのプリコンパイラ・オプション
マクロ・オプションMODE（14-28ページの「MODE」を参照）では、ANSI互換特性を設
定し、いくつかの機能を制御します。MODEの値には ANSIまたは ORACLEを設定できま
す。個々の機能には、MODE設定に優先するマイクロ・オプションがあります。

プリコンパイラ・マイクロ・オプション DYNAMICでは、動的 SQLの記述子の動作を指定
します。プリコンパイラ・マイクロ・オプション TYPE_CODEでは、ANSIと Oracleのど
ちらのデータ型コードを使用するかを指定します。 

マクロ・オプションを ANSIに設定すると、マイクロ・オプション DYNAMICは自動的に
ANSIになります。MODEを ORACLEに設定すると、DYNAMICは ORACLEになります。 

DYNAMICと TYPE_CODEはインラインでは使用できません。

次の表に、機能と DYNAMIC設定による影響を示します。

 

表表表表 10-2   DYNAMICオプションの設定オプションの設定オプションの設定オプションの設定

機能機能機能機能 DYNAMIC=ANSI DYNAMIC=ORACLE

記述子の作成 ALLOCATE文を使用する
必要があります。

Oracle形式の記述子を使用する必要があ
ります。

記述子の破損 DEALLOCATE文を使用で
きます。

使用不可。

データの取出し FETCH文と GET文のどち
らも使用できます。

FETCH文のみ使用できます。

入力データの設定 DESCRIBE INPUT文を使用
できます。SET文を使用す
る必要があります。

コードに記述子値を設定する必要があり
ます。DESCRIBE BIND VARIABLES文
を使用する必要があります。

記述子の表現 引用符付きのリテラル、ま
たは記述子名を含むホスト
識別子。 

ホスト変数、SQLDAを指すポインタ。

利用可能なデータ型 BITを除くすべての ANSI
型、およびすべての Oracle
型。

オブジェクト、LOBおよびカーソル変数
を除く Oracle型。
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動的 SQL文の構文
マイクロ・オプション TYPE_CODEは、プリコンパイラによってマクロ・オプション
MODEと同じ値に設定されます。DYNAMICが ANSIの場合、TYPE_CODEは ANSIにし
か設定できません。

TYPE_CODEの設定に対応する機能は次のとおりです。

動的動的動的動的 SQL文の構文文の構文文の構文文の構文
次の文の詳細は、付録 F「埋込み SQL文およびプリコンパイラ宣言文」のアルファベット順
の一覧を参照してください。

ALLOCATE DESCRIPTOR
この文は ANSI動的 SQLでのみ使用できます。

用途用途用途用途
この文は、SQL記述子領域を割り当てるために使用します。記述子、記述子のホスト・バイ
ンド項目のオカレンスの最大数、配列サイズを指定します。 

構文構文構文構文
     EXEC SQL [FOR [:]array_size] ALLOCATE DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL]
        {:desc_nam | string_literal} [WITH MAX occurrences]
     END-EXEC.

変数変数変数変数
array_size

これは、表の処理をサポートするオプションの句（Oracle拡張要素）です。表の処理に記述
子を使用できることをプリコンパイラに示します。

表表表表 10-3   TYPE_CODEオプションの設定オプションの設定オプションの設定オプションの設定

機能機能機能機能 TYPE_CODE=ANSI TYPE_CODE=ORACLE

動的 SQLからの入出力に使
用するデータ型コード番号 

ANSI型があるときは ANSI
コード番号を使用します。ない
場合は Oracleコード番号の負
の値を使用します。

DYNAMIC=ANSIのときのみ
有効です。

Oracleコード番号を使用します。

DYNAMICの設定に関係なく使
用できます。
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 GLOBAL | LOCAL

オプションの有効範囲句です。入力しなかった場合のデフォルトは LOCALです。ローカル
記述子は、その記述子を割り当てたファイル内でのみアクセス可能です。グローバル記述子
は、コンパイル・ユニット内の任意のモジュールで使用できます。

desc_nam

ローカル記述子は、モジュール内で一意であることが必要です。以前に記述子が割り当てら
れ解除されていない場合は、ランタイム・エラーが発生します。グローバル記述子は、アプ
リケーション内で一意であることが必要です。一意でない場合はランタイム・エラーが発生
します。

occurrences

記述子のホスト変数の予測最大数。0～ 64Kの整定数を指定する必要があります。これ以外
の数を指定するとエラーが戻されます。デフォルトは 100で、句を省略することもできま
す。指定規則に反していた場合は、プリコンパイラ・エラーが発生します。

 例例例例
     EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR 'SELDES' WITH MAX 50 END-EXEC.

     EXEC SQL FOR :BATCH ALLOCATE DESCRIPTOR GLOBAL :BINDDES WITH MAX 25
        END-EXEC.

DEALLOCATE DESCRIPTOR

用途用途用途用途
この文は、割当て済の SQL記述子領域の割当てを解除して、メモリーを節約するために使
用します。

構文構文構文構文
     EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] 
        {:desc_nam | string_literal}
     END-EXEC.

変数変数変数変数
desc_nam

記述子名。同じ名前と有効範囲の記述子が割り当てられていない場合、または割り当てられ
ていてすでに解除されている場合は、ランタイム・エラーが発生します。 
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例例例例
     EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR GLOBAL 'SELDES' END-EXEC.

     EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR :BINDDES END-EXEC.

GET DESCRIPTOR

用途用途用途用途
この文は、SQL記述子領域からの情報の取得に使用します。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [FOR [:]array_size] GET DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL]
        {:desc_nam | string_literal}
        {:hv0  = COUNT | VALUE item_number :hv1 = item_name1 
        [{, :hvN = item_nameN }]}
     END-EXEC.

変数変数変数変数
array_size

 FOR array_size は、オプションの Oracle拡張要素です。 array_size は、FETCH文
の array_size フィールドと等しいことが必要です。

desc_nam

記述子名。

GLOBAL | LOCAL

GLOBALは、すべてのプログラム・ファイルで記述子名が認識されることを示します。
LOCALは、記述子名を割り当てたファイル内でだけ記述子名が認識されることを示します。
LOCALがデフォルトです。

COUNT

バインド変数の合計数。 

VALUE item_number

SQL文での項目の位置。 item_number には変数または定数を指定できます。 item_
numberが COUNTよりも大きいと、"データがありません "という状態が戻されます。 
item_number は 0よりも大きくする必要があります。

hv1 .. hvN

値の転送先のホスト変数。
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item_name1 .. item_nameN

ホスト変数に対応付けられた記述子項目名。ANSIの記述子項目名は、次のとおりです。

 Oracleに追加された記述子項目名は、次のとおりです。

表表表表 10-4   記述子項目名の定義記述子項目名の定義記述子項目名の定義記述子項目名の定義

記述子項目名記述子項目名記述子項目名記述子項目名 意味意味意味意味

TYPE ANSIタイプ・コードは、10-5ページの表 10-1を参照してくだ
さい。 Oracleタイプ・コードは、11-16ページの表 11-2を参照
してください。ANSIデータ型が表になく、TYPE_CODE = 
ANSIである場合は、Oracleコードの負の値を使用してくださ
い。

LENGTH 列内のデータの長さ。NCHARは文字単位、それ以外はバイト
単位です。DESCRIBE OUTPUTによって設定されます。

OCTET_LENGTH バイト単位でのデータの長さ。

RETURNED_LENGTH FETCH後の実際のデータ長。 固定長キャラクタ・タイプにつ
いては未定義になります。

RETURNED_OCTET_LENGTH 戻されたデータのバイト単位での長さ。

PRECISION 桁数。

SCALE 真数値型での小数点の右側の桁数。

NULLABLE 1のときは、列に NULL値を使用できます。0のときは、列に
NULL値は使用できません。

INDICATOR 対応付けられた標識値。

DATA データ値。

NAME 列名。

CHARACTER_SET_NAME 列の文字セット。

表表表表 10-5   記述子項目名の定義の記述子項目名の定義の記述子項目名の定義の記述子項目名の定義の Oracle 拡張要素拡張要素拡張要素拡張要素

記述子項目名記述子項目名記述子項目名記述子項目名 意味意味意味意味

NATIONAL_CHARACTER 2は NCHARまたは NVARCHAR2を示します。
1は文字を示します。0は文字以外を示します。

INTERNAL_LENGTH 内部でのバイト単位の長さ。
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動的 SQL文の構文
使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
FOR句は、DATA、INDICATORおよび RETURNED_LENGTH項目のみを含む GET 
DESCRIPTOR文で使用してください。 

内部型は、DESCRIBE OUTPUT文によって設定されます。入力および出力のどちらでも、
ホスト変数の外部型に使用する型を設定する必要があります。 TYPEは、Oracleコードまた
は ANSIコード（10-5ページの表 10-1）です。 ANSI型が表にはない場合は、Oracle型の負
の値が戻されます。

LENGTHには、列の長さが格納され、固定幅の各国語キャラクタ・セットが設定された
フィールドでは文字単位、それ以外のキャラクタ列ではバイト単位になります。LENGTH
は DESCRIBE OUTPUTによって設定されます。

RETURNED_LENGTHは、FETCH文によって設定される実際のデータ長です。LENGTH
と同様にバイト単位または文字単位になります。フィールド OCTET_LENGTHおよび
RETURNED_OCTET_LENGTHは、バイト単位の長さです。

NULLABLE = 1は、列にNULLを使用できることを示します。NULLABLE = 0は、列に
NULLを使用できないことを示します。

CHARACTER_SET_NAMEは、キャラクタ列の場合にのみ意味があります。他の型では未
定義になります。DESCRIBE OUTPUT文によって値が設定されます。

DATAおよび INDICATORは、その列のデータ値および標識ステータスです。データが
NULLで標識が要求されなかった場合は、実行時にエラーが発生します（"DATA 
EXCEPTION、NULL VALUE、NO INDICATOR PARAMETER"）。

Oracle固有の記述子項目名固有の記述子項目名固有の記述子項目名固有の記述子項目名   

列が NCHARまたは NVARCHAR2列の場合は、NATIONAL_CHARACTER =  2になりま
す。列が文字（ただし、各国文字ではない）列の場合、項目は 1に設定されます。文字以外
の列の場合、DESCRIBE OUTPUTの実行後にこの項目は 0に設定されます。

INTERNAL_LENGTHは、Oracle動的方法 4との互換性があるため、Oracle記述子領域の
長さメンバーと同じ値に設定されます。詳細は、11-1ページの「Oracle動的 SQL方法 4」
を参照してください。

例例例例
     EXEC SQL GET DESCRIPTOR :BINDDES :COUNT = COUNT END-EXEC.

     EXEC SQL GET DESCRIPTOR 'SELDES' VALUE 1 :TYP = TYPE, :LEN = LENGTH
        END-EXEC.

     EXEC SQL FOR :BATCH GET DESCRIPTOR LOCAL 'SELDES'
        VALUE :SEL-ITEM-NO :IND = INDICATOR, :DAT = DATA END-EXEC. 
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SET DESCRIPTOR

用途用途用途用途
この文は、ホスト変数からの記述子領域の情報を設定するために使用します。SET 
DESCRIPTORでは、項目名のホスト変数のみサポートされます。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [FOR [:]array_size] SET DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] 
        {:desc_nam | string_literal} 
        {COUNT = :hv0 | VALUE item_number
        [REF] item_name1 = :hv1 
        [{, [REF] item_nameN = :hvN}]}
     END-EXEC.

変数変数変数変数
array_size

これは、オプションの Oracle句です。この句によって、記述子項目の DATA、
INDICATORおよび RETURNED_LENGTHのみ設定するときに配列を使用できます。FOR
句を含む SET DESCRIPTORでは、他の項目は使用できません。すべてのホスト変数表のサ
イズが一致する必要があります。SET文の配列サイズは、FETCH文に使う配列サイズと同
じ設定にします。 

desc_nam

記述子名。ALLOCATE DESCRIPTORでの規則が適用されます。

COUNT

バインド（入力）変数または定義（出力）変数の数。

VALUE item_number

動的 SQL文でのホスト変数の位置。

hv1 .. hvN

設定するホスト変数（定数ではありません）。

item_name1 .. item_nameN

GET DESCRIPTOR構文（10-15ページの「GET DESCRIPTOR」を参照）と同様に、item_
nameに次の値を指定できます。
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動的 SQL文の構文
記述子項目名の Oracle拡張要素は次のとおりです。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
参照セマンティックスは、パフォーマンス向上のために使用する別のオプションの Oracle
拡張要素です。記述子項目名が DATA、INDICATORおよび RETURNED_LENGTHの場合
にのみ、それらの前に REFキーワードを指定します。REFキーワードを使用した場合は、
GET文を使用する必要はありません。複合データ型および DMLの戻り句には、SET 
DESCRIPTORの REF書式が必要です。詳細は、5-9ページの「DML戻り句」を参照してく
ださい。

REFを使用すると、対応付けられたホスト変数自体が SETで使用されます。この場合、GET
は必要ありません。値構文ではなく、REFセマンティックスを使用するときにのみ、
RETURNED_LENGTHを設定できます。

表表表表 10-6   SET DESCRIPTORの記述子項目名の記述子項目名の記述子項目名の記述子項目名

記述子項目名記述子項目名記述子項目名記述子項目名 意味意味意味意味

TYPE ANSIタイプ・コードは 10-5ページの表 10-1を参
照してください。 Oracleタイプ・コードは 11-16
ページの表 11-2を参照してください。ANSI型が表
にはなく、TYPE_CODE = ANSIである場合は、
Oracleタイプ・コードの負の値を使用してくださ
い。

LENGTH 列内のデータの最大長。

PRECISION 桁数。

SCALE 真数値型での小数点の右側のバイト数。

INDICATOR 対応付けられた標識値。参照セマンティックスのた
めに設定します。

DATA 設定するデータの値。参照セマンティックスのため
に設定します。

CHARACTER_SET_NAME 列のキャラクタ・セット。

表表表表 10-7  SET DESCRIPTORの記述子項目名のの記述子項目名のの記述子項目名のの記述子項目名の Oracle拡張要素拡張要素拡張要素拡張要素

記述子項目名記述子項目名記述子項目名記述子項目名 意味意味意味意味

RETURNED_LENGTH FETCH後に戻される長さ。参照セマン
ティックスを使用する場合に設定します。

NATIONAL_CHARACTER 入力ホスト変数が NCHARまたは
NVARCHAR2型のときは、2に設定します。
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SETまたは GET文の配列サイズは、FETCHで使用する配列サイズと同じにしてください。

NCHARホスト変数には、NATIONAL_CHARフィールドを 2に設定します。

オブジェクト型の特性を設定するときは、USER_DEFINED_TYPE_NAMEおよび USER_
DEFINED_TYPE_NAME_LENGTHを設定する必要があります。

省略した場合は、USER_DEFINED_TYPE_SCHEMAおよび USER_DEFINED_TYPE_
SCHEMA_LENGTHはデフォルトで現行の接続に設定されます。

例例例例
バルク表の例は、10-9ページの「バルク操作での表の使用」を参照してください。

 ...
 O1  BINDNO  PIC S9(9) COMP  VALUE 2.
 01  INDI    PIC S9(4) COMP  VALUE -1.
 01  DATA    PIC X(6)  COMP  VALUE "ignore".
 01  BATCH   PIC S9(9) COMP  VALUE 1.
 ...
     EXEC SQL FOR :batch ALLOCATE DESCRIPTOR :BINDDES END-EXEC.
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR GLOBAL :BINDDES COUNT = 3 END-EXEC.
     EXEC SQL FOR :batch SET DESCRIPTOR :BINDDES
        VALUE :BINDNO INDICATOR = :INDI, DATA = :DATA END-EXEC.
...

PREPAREの使用の使用の使用の使用

用途用途用途用途
この方法で使用する PREPARE文は、Oracle動的 SQL方法で使用する PREPARE文と同じ
です。Oracle拡張要素によって、変数と同様に SQL文で引用符付きの文字列を使用できま
す。 

構文構文構文構文
     EXEC SQL PREPARE statement_id FROM :sql_statement END-EXEC.

変数変数変数変数
statement_id

この変数を宣言しないでください。これは、準備済の SQL文に対応付けられた宣言されて
いない SQL識別子です。

sql_statement

埋込み SQL文を格納する文字列（定数または変数）
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例例例例
 ...
 01  STATEMENT    PIC X(255)
        VALUE "SELECT ENAME FROM emp WHERE deptno = :d".
 ...
     EXEC SQL PREPARE S1 FROM :STATEMENT END-EXEC.

DESCRIBE INPUT

用途用途用途用途
この文は、入力バインド変数に関する情報を戻します。

構文構文構文構文
     EXEC SQL DESCRIBE INPUT statement_id USING [SQL] DESCRIPTOR 
        [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}
     END-EXEC.

変数変数変数変数
statement_id

PREPAREおよび DESCRIBE OUTPUTで使用するものと同じです。この変数を宣言しない
でください。これは SQL識別子です。

GLOBAL | LOCAL

GLOBALは、すべてのプログラム・ファイルで記述子名が認識されることを示します。
LOCALは、記述子名を割り当てたファイル内でのみ記述子名が認識されることを示します。
LOCALがデフォルトです。

desc_nam

記述子名。
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使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
このバージョンでは、COUNTおよび NAMEのみがバインド変数のためにインプリメント
されています。 

例例例例
     EXEC SQL DESCRIBE INPUT S1 USING SQL DESCRIPTOR GLOBAL :BINDDES END-EXEC.
     EXEC SQL DESCRIBE INPUT S2 USING DESCRIPTOR 'input' END-EXEC.

DESCRIBE OUTPUT

用途用途用途用途
この文は、PREPARE文の列に関する情報を取得するために使用します。ANSI構文は以前
の構文と違います。SQL記述子領域に格納される情報は、戻された値の個数、および関連す
る情報（型、長さ、名前など）です。

構文構文構文構文
     EXEC SQL DESCRIBE [OUTPUT] statement_id USING [SQL] DESCRIPTOR
        [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}
     END-EXEC.

変数変数変数変数
statement_id

PREPAREで使用するものと同じです。この変数を宣言しないでください。これは SQL識別
子です。

GLOBAL | LOCAL

GLOBALは、すべてのプログラム・ファイルで記述子名が認識されることを示します。
LOCALは、記述子名を割り当てたファイル内でのみ記述子名が認識されることを示します。
LOCALがデフォルトです。

desc_nam

記述子名。 ホスト変数の前に ":"を付けたもの、または引用符付き文字列。

OUTPUTがデフォルト設定で、これは省略できます。

例例例例
 ...
 01  DESNAME   PIC X(10) VALUE "SELDES".
 ...
     EXEC SQL DESCRIBE S1 USING SQL DESCRIPTOR 'SELDES' END-EXEC. 
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* Or:
     EXEC SQL DESCRIBE OUTPUT S1 USING DESCRIPTOR :DESNAME END-EXEC.

EXECUTE

用途用途用途用途
EXECUTEは、準備済の SQL文の入力変数および出力変数を照合し、文を実行します。
ANSIバージョンの EXECUTEは、以前の EXECUTEとは違い、DML RETURNINGをサ
ポートするために 1つの文に記述子を 2つ使用できます。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [FOR [:]array_size] EXECUTE statement_id 
        [USING [SQL] DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}] 
        [INTO [SQL] DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}]
     END-EXEC.

変数変数変数変数
array_size

文が処理する行数。

statement_id

PREPAREで使用するものと同じです。この変数を宣言しないでください。これは SQL識別
子です。リテラルを指定できます。

GLOBAL | LOCAL

GLOBALは、すべてのプログラム・ファイルで記述子名が認識されることを示します。
LOCALは、記述子名を割り当てたファイル内でだけ記述子名が認識されることを示します。
LOCALがデフォルトです。

desc_nam

記述子名。 ホスト変数の前に ":"を付けたもの、または引用符付き文字列。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
INTO句は、INSERT、UPDATEおよび DELETEの RETURNING句をインプリメントしま
す（5-9ページの「行の挿入」とその後のページを参照してください）。

例例例例
     EXEC SQL EXECUTE S1 USING SQL DESCRIPTOR GLOBAL :BINDDES END-EXEC.

     EXEC SQL EXECUTE S2 USING DESCRIPTOR :bv1 INTO DESCRIPTOR 'SELDES'
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        END-EXEC.

EXECUTE IMMEDIATEの使用の使用の使用の使用

用途用途用途用途
SQL文を含むリテラル文字列またはホスト変数文字列を実行します。この文の ANSI SQL書
式は、以前の動的 SQLと同じです。

構文構文構文構文
     EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE [:]sql_statement END-EXEC.

変数変数変数変数
sql_statement

文字列内の SQL文または PL/SQLブロック。ホスト変数またはリテラルを指定できます。 

例例例例
     EXEC SQL EXECUTE IMMEDIATE :statement END-EXEC.

DYNAMIC DECLARE CURSORの使用の使用の使用の使用

用途用途用途用途
問合せ文に対応付けられたカーソルを宣言します。これは、一般的なカーソル宣言文です。

構文構文構文構文
     EXEC SQL DECLARE cursor_name CURSOR FOR statement_id END-EXEC.

変数変数変数変数
cursor_name

カーソル変数（SQL識別子です。ホスト変数ではありません）。

statement_id

未定義の SQL識別子（PREPARE文で使用するものと同じです）。

例例例例
     EXEC SQL DECLARE C1 CURSOR FOR S1 END-EXEC. 
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カーソルのカーソルのカーソルのカーソルの OPEN

用途用途用途用途
OPEN文は、入力パラメータとカーソルとを対応付け、カーソルをオープンします。 

構文構文構文構文
     EXEC SQL [FOR [:]array_size] OPEN dyn_cursor 
        [[USING [SQL] DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] desc_nam1]
        [INTO [SQL] DESCRIPTOR [GLOBAL | LOCAL] desc_nam2] ]
     END-EXEC.

変数変数変数変数
array_size

この変数は、記述子を割り当てた時に指定した数と等しいか、それよりも小さい数に制限さ
れます。

GLOBAL | LOCAL

GLOBALは、すべてのプログラム・ファイルで記述子名が認識されることを示します。
LOCALは、記述子名を割り当てたファイル内でのみ記述子名が認識されることを示します。
LOCALがデフォルトです。

dyn_cursor

カーソル変数。

desc_nam1、desc_nam2

オプションの記述子名。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
カーソルに対応付けられた準備済みの文にコロンまたは疑問符が含まれる場合は、USING
句を指定する必要があります。指定しなかった場合は、実行時にエラーが発生します。 INTO
句は、DML RETURNINGに対応しています（5-9ページの「行の挿入」およびその後の
DELETEと UPDATEに関する項を参照してください）。

例例例例
     EXEC SQL OPEN C1 USING SQL DESCRIPTOR :BINDDES END-EXEC.

     EXEC SQL FOR :LIMIT OPEN C2 USING DESCRIPTOR :B1, :B2 
       INTO SQL DESCRIPTOR :SELDES
     END-EXEC.
ANSI動的 SQL 10-25



動的 SQL文の構文
FETCH

用途用途用途用途
動的 DECLARE文で宣言したカーソルの行をフェッチします。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [FOR [:]array_size] FETCH cursor INTO [SQL] DESCRIPTOR 
       [GLOBAL | LOCAL] {:desc_nam | string_literal}
     END-EXEC.

変数変数変数変数
array_size

文が処理する行数。

cursor

事前に宣言された動的カーソル。

GLOBAL | LOCAL

GLOBALは、すべてのプログラム・ファイルで記述子名が認識されることを示します。
LOCALは、記述子名を割り当てたファイル内でのみ記述子名が認識されることを示します。
LOCALがデフォルトです。

desc_nam

記述子名。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意
FOR句のオプションの array_sizeは、ALLOCATE DESCRIPTOR文で指定した数と等し
いか、それより小さい必要があります。

RETURNED_LENGTHは、固定長キャラクタ・タイプに対しては未定義になります。

例例例例
     EXEC SQL FETCH FROM C1 INTO DESCRIPTOR 'SELDES' END-EXEC.

     EXEC SQL FOR :ARSZ FETCH C2 INTO DESCRIPTOR :DESC END-EXEC.
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動的カーソルの動的カーソルの動的カーソルの動的カーソルの CLOSE

用途用途用途用途
動的カーソルをクローズします。 構文は方法 4の場合と同じです。

構文構文構文構文
     EXEC SQL CLOSE cursor END-EXEC.

変数変数変数変数
cursor

事前に宣言された動的カーソル。

例例例例
     EXEC SQL CLOSE C1 END-EXEC.

Oracle動的方法動的方法動的方法動的方法 4との違いとの違いとの違いとの違い
ANSI動的 SQLインタフェースでは、Oracle動的方法 4でサポートされる機能がすべてサ
ポートされます。それ以外に、次のサポートが追加されています。

� ANSI動的 SQLでは、すべてのデータ型（カーソル変数を含む）および LOB型がサポー
トされます。

� ANSIモードでは、内部の SQL記述領域が使用されます。これは、Oracleの以前の動的
方法 4で入力および出力情報の格納に使用される外部 SQLDAを拡張したものです。

� ALLOCATE DESCRIPTOR、DEALLOCATE DESCRIPTOR、DESCRIBE、GET 
DESCRIPTORおよび SET DESCRIPTORという新しい埋込み SQL文が導入されていま
す。

� ANSI動的 SQLでは、DESCRIBE文は標識変数の名前を戻しません。

� ANSI動的 SQLでは、戻される列名または式の最大サイズを指定できません。デフォル
ト・サイズは 128に設定されます。

� 記述子名は、引用符で囲んだ識別子、または先頭にコロンをつけたホスト変数のどちら
かであることが必要です。

� 出力では、DESCRIBEのオプションの SELECT LIST FOR句がオプション・キーワード
OUTPUTに変更されています。INTO句は USING DESCRIPTOR句に変更されていま
す。USING DESCRIPTOR句にはオプション・キーワード SQLを使用できます。
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� 入力では、DESCRIBEのオプションの BIND VARIABLES FOR句をキーワード INPUT
に置き換えることができます。INTO句は USING DESCRIPTOR句に変更されていま
す。USING DESCRIPTOR句にはオプション・キーワード SQLを使用できます。

� EXECUTE、FETCHおよびOPEN文でUSING句のキーワードDESCRIPTORの前にオプ
ション・キーワード SQLを指定できます。

制限制限制限制限
ANSI動的 SQLには次の制限が適用されます。

� 同じモジュール内で 2つの動的方法は併用できません。

� プリコンパイラ・オプション DYNAMICを ANSIに設定する必要があります。
DYNAMICを ANSIに設定したときにのみ、プリコンパイラ・オプション TYPE_
CODEを ANSIに設定できます。

� SET文は、項目名としてのホスト変数のみサポートします。

サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム SAMPLE12.PCO
次の ANSI SQL動的方法 4プログラム SAMPLE12.PCOは、デモ・ディレクトリにありま
す。SAMPLE12は、ユーザーが入力する SQL文を要求することによって SQL*Plusを模造
したプログラムです。プログラムの流れの詳細は、最初のコメントを参照してください。

      ******************************************************************
      * Sample Program 12: Dynamic SQL Method 4 using ANSI Dynamic SQL *
      *                                                                *
      * This program shows the basic steps required to use dynamic     *
      * SQL Method 4 with ANSI Dynamic SQL.  After logging on to       *
      * ORACLE, the program prompts the user for a SQL statement,      *
      * PREPAREs the statement, DECLAREs a cursor, checks for any      *
      * bind variables using DESCRIBE INPUT, OPENs the cursor, and     *
      * DESCRIBEs any select-list variables.  If the input SQL         *
      * statement is a query, the program FETCHes each row of data,    *
      * then CLOSEs the cursor.                                        *
      * use option dynamic=ansi when precompiling this sample.         *
      ******************************************************************

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID.  ANSIDYNSQL4.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

       01  USERNAME       PIC X(20).
       01  PASSWD         PIC X(20).
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       01  BDSC           PIC X(6) VALUE "BNDDSC".
       01  SDSC           PIC X(6) VALUE "SELDSC".
       01  BNDCNT         PIC S9(9) COMP.
       01  SELCNT         PIC S9(9) COMP.
       01  BNDNAME        PIC X(80).
       01  BNDVAL         PIC X(80).
       01  SELNAME        PIC X(80) VARYING.
       01  SELDATA        PIC X(80).
       01  SELTYP         PIC S9(4) COMP.
       01  SELPREC        PIC S9(4) COMP.
       01  SELLEN         PIC S9(4) COMP.
       01  SELIND         PIC S9(4) COMP.
       01  DYN-STATEMENT  PIC X(80).
       01  BND-INDEX      PIC S9(9) COMP.
       01  SEL-INDEX      PIC S9(9) COMP.
       01  VARCHAR2-TYP   PIC S9(4) COMP VALUE 1.
       01  VAR-COUNT      PIC 9(2).
       01  ROW-COUNT      PIC 9(4).
       01  NO-MORE-DATA   PIC X(1) VALUE "N".
       01  TMPLEN         PIC S9(9) COMP.
       01  MAX-LENGTH     PIC S9(9) COMP VALUE 80.

           EXEC SQL INCLUDE SQLCA         END-EXEC.

       PROCEDURE DIVISION.
       START-MAIN.

           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR END-EXEC.

           DISPLAY "USERNAME: " WITH NO ADVANCING.
           ACCEPT USERNAME.
           DISPLAY "PASSWORD: " WITH NO ADVANCING.
           ACCEPT PASSWD.
           EXEC SQL CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD END-EXEC.
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER: ", USERNAME.

      *    ALLOCATE THE BIND AND SELECT DESCRIPTORS.

           EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR :BDSC WITH MAX 20 END-EXEC.
           EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR :SDSC WITH MAX 20 END-EXEC.

      *    GET A SQL STATEMENT FROM THE OPERATOR.

           DISPLAY "ENTER SQL STATEMENT WITHOUT TERMINATOR:".
           DISPLAY ">" WITH NO ADVANCING.
           ACCEPT DYN-STATEMENT.
           DISPLAY " ".
ANSI動的 SQL 10-29



サンプル・プログラム SAMPLE12.PCO
      *    PREPARE THE SQL STATEMENT AND DECLARE A CURSOR.

           EXEC SQL  PREPARE S1 FROM :DYN-STATEMENT  END-EXEC.
           EXEC SQL  DECLARE C1 CURSOR FOR S1        END-EXEC.

      *    DESCRIBE BIND VARIABLES.

           EXEC SQL DESCRIBE INPUT S1 USING DESCRIPTOR :BDSC END-EXEC.

           EXEC SQL GET DESCRIPTOR :BDSC :BNDCNT = COUNT END-EXEC.

           IF BNDCNT < 0
               DISPLAY "TOO MANY BIND VARIABLES."
               GO TO END-SQL
           ELSE
               DISPLAY "NUMBER OF BIND VARIABLES: " WITH NO ADVANCING
               MOVE BNDCNT TO VAR-COUNT
               DISPLAY VAR-COUNT
      *        EXEC SQL SET DESCRIPTOR :BDSC COUNT = :BNDCNT END-EXEC
           END-IF.

           IF BNDCNT = 0
               GO TO DESCRIBE-ITEMS.
           PERFORM SET-BND-DSC
                   VARYING BND-INDEX FROM 1 BY 1
                   UNTIL BND-INDEX > BNDCNT.

      *    OPEN THE CURSOR AND DESCRIBE THE SELECT-LIST ITEMS.

       DESCRIBE-ITEMS.
           EXEC SQL  OPEN C1 USING DESCRIPTOR :BDSC END-EXEC.

           EXEC SQL  DESCRIBE OUTPUT S1 USING DESCRIPTOR :SDSC  END-EXEC.

           EXEC SQL GET DESCRIPTOR :SDSC :SELCNT = COUNT END-EXEC.

           IF SELCNT < 0
               DISPLAY "TOO MANY SELECT-LIST ITEMS."
               GO TO END-SQL
           ELSE
               DISPLAY "NUMBER OF SELECT-LIST ITEMS: "
                   WITH NO ADVANCING
               MOVE SELCNT TO VAR-COUNT
               DISPLAY VAR-COUNT
               DISPLAY " "
      *        EXEC SQL SET DESCRIPTOR :SDSC COUNT = :SELCNT END-EXEC
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           END-IF.

      *    SET THE INPUT DESCRIPTOR

           IF SELCNT > 0
               PERFORM SET-SEL-DSC
                   VARYING SEL-INDEX FROM 1 BY 1
                   UNTIL SEL-INDEX > SELCNT
               DISPLAY " ".

      *    FETCH EACH ROW AND PRINT EACH SELECT-LIST VALUE.

           IF SELCNT > 0
               PERFORM FETCH-ROWS UNTIL NO-MORE-DATA = "Y".

           DISPLAY " "
           DISPLAY "NUMBER OF ROWS PROCESSED: " WITH NO ADVANCING.
           MOVE SQLERRD(3) TO ROW-COUNT.
           DISPLAY ROW-COUNT.

      *    CLEAN UP AND TERMINATE.

           EXEC SQL CLOSE C1 END-EXEC.
           EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR :BDSC END-EXEC.
           EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR :SDSC END-EXEC.
           EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY!".
           DISPLAY " ".
           STOP RUN.

      *    DISPLAY ORACLE ERROR MESSAGE AND CODE.

       SQL-ERROR.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
       END-SQL.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

      *    PERFORMED SUBROUTINES BEGIN HERE:

      *    SET A BIND-LIST ELEMENT'S ATTRIBUTE
      *    LET THE USER FILL IN THE BIND VARIABLES AND
      *    REPLACE THE 0S DESCRIBED INTO THE DATATYPE FIELDS OF THE
      *    BIND DESCRIPTOR WITH 1S TO AVOID AN "INVALID DATATYPE"
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      *    ORACLE ERROR
       SET-BND-DSC.
               EXEC SQL GET DESCRIPTOR :BDSC VALUE
                      :BND-INDEX :BNDNAME = NAME END-EXEC.
               DISPLAY "ENTER VALUE FOR ", BNDNAME.
               ACCEPT BNDVAL.
               EXEC SQL SET DESCRIPTOR :BDSC VALUE :BND-INDEX
                 TYPE = :VARCHAR2-TYP, LENGTH = :MAX-LENGTH, 
                 DATA = :BNDVAL END-EXEC.

      * SET A SELECT-LIST ELEMENT'S ATTRIBUTES
       SET-SEL-DSC.
           MOVE SPACES TO SELNAME-ARR.
           EXEC SQL GET DESCRIPTOR :SDSC VALUE :SEL-INDEX
                 :SELNAME = NAME, :SELTYP = TYPE,
                 :SELPREC = PRECISION, :SELLEN = LENGTH END-EXEC.

      *    IF DATATYPE IS DATE, LENGTHEN TO 9 CHARACTERS.
           IF SELTYP = 12
               MOVE 9 TO SELLEN.

      *    IF DATATYPE IS NUMBER, SET LENGTH TO PRECISION.
           MOVE 0 TO TMPLEN. 
           IF SELTYP = 2 AND SELPREC = 0
               MOVE 40 TO TMPLEN.
           IF SELTYP = 2 AND SELPREC > 0
               ADD 2 TO SELPREC
               MOVE SELPREC TO TMPLEN.

           IF SELTYP = 2
               IF TMPLEN > MAX-LENGTH
                   DISPLAY "COLUMN VALUE TOO LARGE FOR DATA BUFFER."
                   GO TO END-SQL
               ELSE
                   MOVE TMPLEN TO SELLEN.

      * COERCE DATATYPES TO VARCHAR2.
           MOVE 1 TO SELTYP.

      *    DISPLAY COLUMN HEADING.
           DISPLAY "  ", SELNAME-ARR(1:SELLEN) WITH NO ADVANCING.

           EXEC SQL SET DESCRIPTOR :SDSC VALUE :SEL-INDEX
              TYPE = :SELTYP, LENGTH = :SELLEN END-EXEC.

      * FETCH A ROW AND PRINT THE SELECT-LIST VALUE.
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       FETCH-ROWS.
           EXEC SQL  FETCH C1 INTO DESCRIPTOR :SDSC END-EXEC.
           IF SQLCODE NOT = 0
               MOVE "Y" TO NO-MORE-DATA.
           IF SQLCODE = 0
               PERFORM PRINT-COLUMN-VALUES
                   VARYING SEL-INDEX FROM 1 BY 1
                   UNTIL SEL-INDEX > SELCNT
               DISPLAY " ".

      * PRINT A SELECT-LIST VALUE.

       PRINT-COLUMN-VALUES.
           MOVE SPACES TO SELDATA.
      *    returned length is not set for blank padded types
           IF SELTYP EQUALS 1
              EXEC SQL GET DESCRIPTOR :SDSC VALUE :SEL-INDEX
                :SELDATA = DATA, :SELIND = INDICATOR, 
                :SELLEN = LENGTH END-EXEC
           ELSE    
              EXEC SQL GET DESCRIPTOR :SDSC VALUE :SEL-INDEX
                 :SELDATA = DATA, :SELIND = INDICATOR, 
                 :SELLEN = RETURNED_LENGTH END-EXEC.
           IF (SELIND = -1)
              move "  NULL" to SELDATA.

           DISPLAY SELDATA(1:SELLEN), "  " 
                 WITH NO ADVANCING.
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Oracle動的動的動的動的 SQL方法方法方法方法 4

この章では Oracle動的 SQL方法 4を実装する方法を説明します。この方法では、ホスト変
数を含む動的 SQL文を受け取ったり、作成したりできます。含まれるホスト変数の個数は
様々です。 

新しいアプリケーションは、第 10章「ANSI動的 SQL」に示した最新の ANSI SQL方法 4
を使用して開発してください。ANSI方法 4では、Oracleのすべての型をサポートしていま
す。しかし、古い Oracle方法 4では、カーソル変数、グループ項目の表、DML戻り句およ
び LOBをサポートしていません。

この章の構成は、次のとおりです。 

� 方法 4の特殊要件 

� SQL記述子領域（SQLDA）の理解

� SQLDA変数

� 予備知識

� 基本手順

� 各手順の詳細

� 方法 4でのホスト表の使用

� サンプル・プログラム 10: 動的 SQL方法 4

注意注意注意注意 : 動的 SQL方法 1、2および 3の詳細と方法 4の概要については、第 9章「Oracle
動的 SQL」を参照してください。
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方法 4の特殊要件
方法方法方法方法 4の特殊要件の特殊要件の特殊要件の特殊要件
方法 4の要件を学ぶ前に、選択リスト項目およびプレース・ホルダの用語を十分に理解して
ください。選択リスト項目とは、問合せ内でキーワード SELECTの後に続く列または式のこ
とです。たとえば、次の動的問合せは 3つの選択リスト項目を含んでいます。 

SELECT ENAME, JOB, SAL + COMM FROM EMP WHERE DEPTNO = 20

プレース・ホルダとは、SQL文の中で実際のバインド変数用に場所を確保する、ダミーのバイ
ンド（入力）変数のことです。プレース・ホルダの宣言は行いません。また、プレース・ホル
ダには任意の名前を付けることができます。バインド変数のプレース・ホルダは、SET、
VALUESおよびWHERE句でよく使用されます。たとえば、次の動的 SQL文にはそれぞれ 2つ
のプレース・ホルダが記述されています。

INSERT INTO EMP (EMPNO, DEPTNO) VALUES (:E, :D)
DELETE FROM DEPT WHERE DEPTNO = :DNUM AND LOC = :DLOC

プレース・ホルダでは、表や列の名前は参照できません。 

方法方法方法方法 4が特別な理由が特別な理由が特別な理由が特別な理由
方法 1、2および 3とは異なり、動的 SQL方法 4ではプログラムで次のことができます。

� 選択リスト項目の数またはプレース・ホルダの数が不明な動的 SQL文を受け入れまたは
作成する

� Oracle8iと COBOLの間のデータ型の変換を明示的に制御する 

このような柔軟性をプログラムに加えるには、ランタイム・ライブラリに情報を追加する必
要があります。

データベースに必要な情報データベースに必要な情報データベースに必要な情報データベースに必要な情報
Pro*COBOLは、実行可能な動的 SQL文すべてについて Oracle8のコールを作成します。
データベースは、選択リスト項目もプレース・ホルダも組み込まれていない動的 SQL文の
実行には追加情報を必要としません。次の DELETE文がこのカテゴリに該当します。 

*    Dynamic SQL statement...
     MOVE 'DELETE FROM EMP WHERE DEPTNO = 30' TO STMT.

ところが、ほとんどの動的 SQL文には選択リスト項目またはバインド変数のプレース・ホ
ルダが組み込まれています。次の UPDATE文はその一例です。 

*    Dynamic SQL statement with place-holders...
     MOVE 'UPDATE EMP SET COMM = :C WHERE EMPNO = :E' TO STMT.
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選択リスト項目またはバインド変数のプレース・ホルダ（あるいはその両方）が組み込まれ
ている動的 SQL文を実行する場合、データベースは出力値または入力値を格納するプログ
ラム変数についての情報を必要とします。データベースでは、特に次の情報が必要です。 

� 選択リスト項目の数およびバインド変数の数

� 各選択リスト項目の長さおよび各バインド変数の長さ

� 各選択リスト項目のデータ型および各バインド変数のデータ型

� 選択リスト項目の値を格納する各出力変数のメモリー・アドレスおよび各バインド変数
のアドレス

たとえば、選択リスト項目の値を書き込むには、データベースは対応する出力変数のアドレ
スが必要です。 

情報の格納位置情報の格納位置情報の格納位置情報の格納位置
選択リスト項目またはバインド変数のプレース・ホルダに関してデータベースが必要とする
情報は、（その値を除いて）すべて SQL記述子領域（SQLDA）と呼ばれるプログラム・
データ構造に格納されます。

選択リスト項目の記述は選択 SQLDAに格納され、バインド変数のプレース・ホルダの記述は
バインド SQLDAに格納されます。

選択リスト項目の値は出力バッファに格納され、バインド変数の値は入力バッファに格納さ
れます。これらのデータ・バッファのアドレスをライブラリ・ルーチン SQLADRを使用し
て選択 SQLDAまたはバインド SQLDAに格納すると、データベースは出力値の書込み先や
入力値の読込み元を認識できます。

値はどのようにしてこれらのデータ変数に代入されるのでしょうか。出力値はカーソルを使
用して FETCHされます。入力値は、通常はユーザーが対話形式で入力した情報をもとに、
プログラムによって代入されます。 

情報の取得方法情報の取得方法情報の取得方法情報の取得方法
データベースが必要とする情報を取得するには、DESCRIBE文を使用します。DESCRIBE 
SELECT LIST文は、各選択リスト項目を調べて、その名前、データ型、制約、長さ、スケー
ルおよび精度を確認した後、それらの情報を選択 SQLDAに格納します。たとえば、格納さ
れた情報は、後で印刷出力の列見出しとして選択リスト名を使用するときなどに使用できま
す。DESCRIBEでは、選択リスト項目の総数も SQLDAに格納されます。 

DESCRIBE BIND VARIABLES文は、各プレース・ホルダを調べて、その名前と長さを確認
した後、それらの情報を入力バッファおよびバインド SQLDAに格納します。格納された情
報は、後でプレース・ホルダ名を使用してバインド変数の値の入力をユーザーに求めるとき
などに使用できます。 
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SQL記述子領域（SQLDA）の理解
SQL記述子領域（記述子領域（記述子領域（記述子領域（SQLDA）の理解）の理解）の理解）の理解
この項では SQLDAのデータ構造を詳しく説明します。SQLDAの宣言方法、格納されてい
る変数、初期化の方法およびプログラム内での使用方法を理解できます。

SQLDAの目的の目的の目的の目的
方法 4は、選択リスト項目の数またはバインド変数のプレース・ホルダの数が不明な動的
SQL文の処理に必要とされます。このような動的 SQL文を処理するには、プログラムで
SQLDA（記述子とも呼ばれます）を明示的に宣言する必要があります。個々の記述子は、プロ
グラム内のグループ項目に対応します。

選択記述子には、選択リスト項目の記述、および選択リスト項目の名前と値を格納する出力
バッファのアドレスが格納されます。

注意注意注意注意 : 選択リスト項目の名前には、列名、列の別名、または SAL+COMMなどの式を
表すテキストが使用できます。

バインド記述子にはバインド変数と標識変数の記述、およびバインド変数と標識変数の名前
と値が格納されている入力バッファのアドレスを格納します。

記述子変数の中には、値ではなくアドレスを格納するものがあります。このため、値を保存
するためのデータ・バッファを宣言する必要があります。必要な入力バッファおよび出力
バッファのサイズは自由に設定できます。COBOLではポインタはサポートされていないの
で、入力バッファおよび出力バッファのアドレスを取得するにはライブラリ・サブルーチン
SQLADRを使用する必要があります。SQLADRのコール方法については、11-14ページの
「SQLADRの使用」を参照してください。

複数の複数の複数の複数の SQLDA
プログラムにアクティブな動的 SQL文が 2つ以上ある場合は、それぞれの文が専用の
SQLDAを持つ必要があります。別の名前で任意の数の SQLDAを宣言できます。たとえば、
同時にオープンされている 3つのカーソルから FETCHするために、SELDSC1、SELDSC2
および SELDSC3の名前の 3つの選択 SQLDAを宣言できます。ただし、非並行のカーソル
では SQLDAを再利用できます。 
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SQL記述子領域（SQLDA）の理解
SQLDAの宣言の宣言の宣言の宣言
選択およびバインド SQLDAを宣言するには、図 11-1に示す選択およびバインド SQLDAの
サンプルを使用して、プログラムに記述する方法があります。配列の大きさは、必要に応じ
て変更できます。

注意注意注意注意 : バイトスワップ・プラットフォームの場合は、SQLDAの宣言時に COMPのかわり
に COMP5を使用します。
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SQL記述子領域（SQLDA）の理解
図図図図 11-1   Pro*COBOL SQLDA記述子とデータ・バッファの例記述子とデータ・バッファの例記述子とデータ・バッファの例記述子とデータ・バッファの例

01 SELDSC.
05 SQLDNUM PIC S9(9) COMP.
05 SQLDFND PIC S9(9) COMP.
05 SELDVAR OCCURS 20 TIMES.

10 SELDV PIC S9(9) COMP.
10 SELDFMT PIC S9(9) COMP.
10 SELDVLN PIC S9(9) COMP.
10 SELDFMTL PIC S9(4) COMP.
10 SELDVTYP PIC S9(4) COMP.
10 SELDI PIC S9(9) COMP.
10 SELDH–VNAME PIC S9(9) COMP.
10 SELDH–MAX–VNAMEL PIC S9(4) COMP.
10 SELDH–CUR–VNAMEL PIC S9(4) COMP.
10 SELDI–VNAME PIC S9(9) COMP.
10 SELDI–MAX–VNAMEL PIC S9(4) COMP.
10 SELDI–CUR–VNAMEL PIC S9(4) COMP.
10 SELDFCLP PIC S9(9) COMP.
10 SELDFCRCP PIC S9(9) COMP.

01 XSELDI.
05 SEL–DI OCCURS 20 TIMES PIC S9(4) COMP.

01 XSELDIVNAME.
05 SEL–DI–VNAME OCCURS 20 TIMES PIC X(80).

01 XSELDV.
05 SEL–DV OCCURS 20 TIMES PIC X(80).

01 XSELDHVNAME
05 SEL–DH–VNAME OCCURS 20 TIMES PIC X(80).

01 XSEL–DFMT PIC X(6).

01 BNDDSC.
05 SQLDNUM PIC S9(9) COMP.
05 SQLDFND PIC S9(9) COMP.
05 BNDDVAR OCCURS 20 TIMES.

10 BNDDV PIC S9(9) COMP.
10 BNDDFMT PIC S9(9) COMP.
10 BNDDVLN PIC S9(9) COMP.
10 BNDDFMTL PIC S9(4) COMP.
10 BNDDVTYP PIC S9(4) COMP.
10 BNDDI PIC S9(9) COMP.
10 BNDDH-VNAME PIC S9(9) COMP.
10 BNDDH–MAX–VNAMEL PIC S9(4) COMP.
10 BNDDH–CUR–VNAMEL PIC S9(4) COMP.
10 BNDDI–VNAME PIC S9(9) COMP.
10 BNDDI–MAX–VNAMEL PIC S9(4) COMP.
10 BNDDI–CUR–VNAMEL PIC S9(4) COMP.
10 BNDDFCLP PIC S9(9) COMP.
10 BNDDFCRCP PIC S9(9) COMP.

01 XBNDDI.
05 BND–DI OCCURS 20 TIMES PIC S9(4) COMP.

01 XBNDDINAME.
05 BND–DI–VNAME OCCURS 20 TIMES PIC X(80).

01 XBNDDV.
05 BND–DV OCCURS 20 TIMES PIC X(80).

01 XBNDDHVNAME
05 BND–DH–VNAME OCCURS 20 TIMES PIC X(80).

01 XBND–DFMT PIC X(6).
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SQL記述子領域（SQLDA）の理解
次に示すように、SQLDAを（たとえば SELDSCおよび BNDDSCの名前の）ファイルに格
納して、INCLUDE文を使用してそのファイルをプログラムにコピーできます。

     EXEC SQL INCLUDE SELDSC END-EXEC.
     EXEC SQL INCLUDE BNDDSC END-EXEC.

図 11-2は、変数が SQLADRコール、DESCRIBEコマンド、FETCHコマンドまたはプログ
ラム代入のどれによって設定されるかを示しています。 

図図図図 11-2  変数の設定方法変数の設定方法変数の設定方法変数の設定方法

選択SQLDA バインドSQLDA

出力バッファ� 入力バッファ�

SLIネーム・バッファのアドレス�

SLI値バッファのアドレス�

SLI名の長さ�

選択リスト項目のデータ型�

SLIネーム・バッファの長さ�

BV値バッファの長さ�

SLI値バッファのデータ型�

選択リスト項目の名前�

選択リスト項目の値�

Pネーム・バッファのアドレス�

BV値バッファのアドレス

P名の長さ�

Pネーム・バッファの長さ�

BV値バッファの長さ�

BV値バッファのデータ型

プレース・ホルダの名前�

バインド変数の値�

設定:

SQLADR

SQLADR

DESCRIBE

DESCRIBE

Program

Program

Program

DESCRIBE

FETCH

選択リスト項目(SLI) バインド変数(BV)の
プレース・ホルダ(P)

'SELECT  ENAME FROM EMP WHERE EMPNO=:NUM' 

動的SQL文�
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SQLDA変数
SQLDA変数変数変数変数
この項では、SQLDA内の各変数の用途と使用方法を説明します。

SQLDNUM
この変数により、DESCRIBEできる選択リスト項目またはプレース・ホルダの最大数が指定
されます。したがって、SQLDNUMによって記述子表の要素の数（ディメンション）が決
まります。

DESCRIBEコマンドを発行する前に、この変数を記述子表のサイズに設定する必要がありま
す。また、DESCRIBEの実行後に、この変数を実際に DESCRIBEされた変数の数（これは
SQLDFNDに格納されます）に再設定する必要があります。

SQLDFND
これは、DESCRIBEコマンドで実際に検出された選択リスト項目またはプレース・ホルダの
数です。

SQLDFNDは DESCRIBEによって設定されます。SQLDFNDが負の値の場合は、
DESCRIBEコマンドが検出した選択リスト項目またはプレース・ホルダの数が、記述子のサ
イズに対して多すぎることを意味します。たとえば、SQLDNUMを 10に設定した場合に
DESCRIBEで 11個の選択リスト項目またはプレース・ホルダが検索されると、SQLDFND
は -11に設定されます。この場合、記述子を再び割り当てないかぎり SQL文の処理はできま
せん。

DESCRIBEの後で、SQLDNUMを SQLDFNDの値に設定してください。

SELDV | BNDDV
これは、選択リストまたはバインド変数の値を格納するデータ・バッファのアドレスの表で
す。

SELDVおよび BNDDVの要素は、SQLADRを使用して設定する必要があります。

選択記述子の場合選択記述子の場合選択記述子の場合選択記述子の場合
次の文は、

     EXEC SQL FETCH ... USING DESCRIPTOR ...

FETCHされた選択リスト変数を、SELDV(1)～ SELDV(SQLDNUM)でアドレス指定された
データ・バッファに格納するようにデータベースに指示します。したがって、データベース
は J番目の選択リスト値を SEL-DV(J)に格納します。
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バインド記述子の場合バインド記述子の場合バインド記述子の場合バインド記述子の場合
この表は、OPENコマンドを発行する前に設定する必要があります。次の文は、

     EXEC SQL OPEN ... USING DESCRIPTOR ...

BNDDV(1)～ BNDDV(SQLDNUM)でアドレス指定されたバインド変数の値を使用して動的
SQL文を実行するように、Oracle8に指示します。（通常、値はユーザーによって入力されま
す。）データベースは、J番目のバインド変数値を BND-DV(J)から検索します。

SELDFMT | BNDDFMT
これは、選択リストまたはバインド変数の変換形式文字列を格納するデータ・バッファのア
ドレスの表です。現在は、COBOLのパック 10進数にのみ使用できます。変換文字列の形式
は PP.+SSまたは PP.-SSです。PPは精度を示し、SSはスケールを示します。精度とスケー
ルの定義については、11-20ページの「精度とスケールの抽出」を参照してください。

形式文字列を使用するかどうかは任意です。J番目の選択リスト項目またはバインド変数に
変換形式を使用する場合は、SQLADRを使用して SELDFMT(J)または BNDDFMT(J)を設定
し、パック 10進形式（"07.+02"など）を SEL-DFMTまたは BND-DFMTに格納します。変
換形式を使用しない場合は、SELDFMT(J)または BNDDFMT(J)を 0（ゼロ）に設定してくだ
さい。

SELDVLN | BNDDVLN
これは、データ・バッファに格納される選択リスト値またはバインド変数値の長さの表で
す。

選択記述子の場合選択記述子の場合選択記述子の場合選択記述子の場合
この表は、DESCRIBE SELECT LISTによって、各選択リスト項目に期待される最大値に設
定されます。しかし、FETCHコマンドを発行する前に長さを再設定する場合も考えられま
す。FETCHでは最大で n文字が戻されます（nは、FETCHコマンドを実行する前の
SELDVLN(J)の値です）。

長さの形式はデータ型によって異なります。CHAR型の選択リスト項目の場合は、
DESCRIBE SELECT LISTは SELDVLN(J)をその選択リスト項目の最大長（バイト数）に設
定します。NUMBER型の選択リスト項目については、スケールと精度が変数の下位バイト
とその次の上位側バイトにそれぞれ戻されます。ライブラリ・ルーチン SQLPRCを使用し
て、SELDVLNから精度とスケールを抽出できます。詳細は、11-20ページの「精度とス
ケールの抽出」を参照してください。

FETCHを実行する前に、SELDVLN(J)を必要なデータ・バッファの長さに再設定する必要
があります。たとえば、NUMBER型の数値を COBOLの文字列に強制変換するときには、
SELDVLN(J)を、その数値の精度に符号と小数点のために 2を加えた長さに設定してくださ
い。また、NUMBER型の数値を COBOLの浮動小数点数に強制変換するときには、
SELDVLN(J)を、使用しているシステムでの適切な浮動小数点型の長さに設定してくださ
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い。強制変換するデータ型の長さの詳細は、11-15ページの「データの変換」を参照してく
ださい。

バインド記述子の場合バインド記述子の場合バインド記述子の場合バインド記述子の場合
OPENコマンドを発行する前に、この長さの表を設定する必要があります。たとえば、次の
文を使用して、ユーザーが入力したバインド変数文字列の長さを設定できます。

 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
     PERFORM GET-INPUT-VAR 
         VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > SQLDNUM IN BNDDSC. 
     ... 
 GET-INPUT-VAR. 
     DISPLAY "Enter value of ", BND-DH-VNAME(J). 
     ACCEPT INPUT-STRING. 
     UNSTRING INPUT-STRING DELIMITED BY "  " 
         INTO BND-DV(J) COUNT IN BNDDVLN(J). 

Oracle8iは、SELDV(J)または BNDDV(J)に格納されているアドレスを使用して間接的に
データ・バッファにアクセスするので、データ・バッファ内の値の長さは認識しません。J
番目の選択リスト値またはバインド変数値に対して Oracle8iが使用する長さを変更する場合
は、SELDVLN(J)または BNDDVLN(J)を必要な長さに再設定してください。入力バッファ
または出力バッファにはそれぞれ異なる長さを指定できます。

SELDFMTL|BNDDFMTL
これは、選択リストまたはバインド変数の変換形式文字列の長さの表です。現在は、
COBOLのパック 10進数にのみ使用できます。

形式文字列を使用するかどうかは任意です。J番目の選択リスト項目に変換形式を使用する
場合は、FETCHの前に、SELDFMTL(J)を SEL-DFMTに格納されているパック 10進形式の
長さに設定します。J番目のバインド変数に変換形式を使用する場合は、OPENの前に、
BNDDFMTL(J)を BND-DFMTに格納されているパック 10進形式の長さに設定します。変
換形式を使用しない場合は、SELDFMTL(J)または BNDDFMTL(J)を 0（ゼロ）に設定して
ください。

SELDFMTL(J)の値が 0（ゼロ）の場合は、SELDFMTL(J)は使用されません。同様に、
BNDDFMT(J)の値が 0（ゼロ）の場合は、BNDDFMT(J)は使用されません。
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SELDVTYP | BNDDVTYP
これは、選択リスト値またはバインド変数値のデータ型コードの表です。データ型コードに
よって、SELDVの要素でアドレス指定されたデータ・バッファに格納されたときに
Oracle8iデータがどのように変換されるかが決まります。詳細は 11-15ページの「データの
変換」を参照してください。

選択記述子の場合選択記述子の場合選択記述子の場合選択記述子の場合
DESCRIBE SELECT LISTにより、この表は、選択リスト項目の内部データ型（VARCHAR2、
CHAR、NUMBER、DATEなど）に設定されます。

データ型の内部形式は処理が難しいので、FETCHを行う前にデータ型を再設定することを
お薦めします。表示用には、選択リスト値のデータ型を VARCHAR2に強制変換するのが一
般的です。計算用には、数値を Oracle8iから COBOL書式に強制変換することができます。
詳細は、11-18ページの「データ型の強制変換」を参照してください。

SELDVTYP(J)の上位ビットは、J番目の選択リスト列の NULL/NOT NULL状態を示しま
す。OPENコマンドまたは FETCHコマンドを発行する前に、常にこのビットをオフにする
必要があります。ライブラリ・ルーチン SQLNULを使用して、データ型コードを取り出し、
NULL/NOT NULLビットをクリアできます。詳細は、11-21ページの「NULLまたはNOT 
NULLデータ型の処理」を参照してください。

NUMBER内部データ型は、SELDV(J)でアドレス指定された COBOLデータ・バッファの外
部データ型と互換性のある外部データ型に変更してください。

バインド記述子の場合バインド記述子の場合バインド記述子の場合バインド記述子の場合
DESCRIBE BIND VARIABLESは、この表を 0（ゼロ）に設定します。OPENコマンドを発
行する前に、このデータ型の表を再設定する必要があります。コードは、BNDDV(J)でアド
レス指定されたバッファの外部（COBOL）データ型を表します。多くの場合、バインド変
数値は文字列に格納されるので、データ型表の要素は 1（VARCHAR2データ型のコード）
に設定されます。

J番目の選択リスト値またはバインド変数値のデータ型を変更するには、SELDVTYP(J)また
は BNDDVTYP(J)を希望するデータ型に再設定してください。

SELDI | BNDDI
これは、標識変数の値を格納するデータ・バッファのアドレスの表です。SELDIまたは
BNDDIの要素は、SQLADRを使用して設定する必要があります。 
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選択記述子の場合選択記述子の場合選択記述子の場合選択記述子の場合
この表は、FETCHコマンドを発行する前に設定する必要があります。Oracle8iが次の文を
実行すると、 

     EXEC SQL FETCH ... USING DESCRIPTOR ... 

戻された選択リストの J番目の値が NULLの場合は、SELDI(J)でアドレス指定されたバッ
ファが -1に設定されます。それ以外の場合は、（値が NULLでない）0または（値が切り捨
てられている）正の整数に設定されます。

バインド記述子の場合バインド記述子の場合バインド記述子の場合バインド記述子の場合
OPENコマンドを実行する前にこの表を初期化し、対応する標識変数を設定する必要があり
ます。Oracle8iが次の文を実行すると、

     EXEC SQL OPEN ... USING DESCRIPTOR ...

BNDDI(J)でアドレス指定されたバッファによって、J番目のバインド変数が NULLかどう
かがわかります。標識変数の値が -1の場合、対応するバインド変数は NULLです。

SELDH-VNAME | BNDDH-VNAME
これは、動的 SQL文に表示される選択リストまたはプレース・ホルダの名前を格納する
データ・バッファのアドレスの表です。SELDH-VNAMEまたは BNDDH-VNAMEの要素
は、DESCRIBEコマンドを発行する前に SQLADRを使用して設定する必要があります。

DESCRIBEは、J番目の選択リスト項目またはプレース・ホルダの名前を
SELDH-VNAME(J)または BNDDH-VNAME(J)でアドレス指定されたデータ・バッファに
格納するように、Oracle8iに指示します。Oracle8iは、J番目の選択リストまたはプレース・
ホルダの名前を SEL-DH-VNAME(J)または BND-DH-VNAME(J)に格納します。

SELDH-MAX-VNAMEL | BNDDH-MAX-VNAMEL
これは、選択リストまたはプレース・ホルダの名前を格納するデータ・バッファの最大長の
表です。バッファは SELDH-VNAMEまたは BNDDH-VNAMEの要素によってアドレス指
定されます。

SELDH-MAX-VNAMELまたは BNDDH-MAX-VNAMELの要素は、DESCRIBEコマンドを
発行する前に設定する必要があります。選択リスト名のバッファまたはプレース・ホルダ名
のバッファは、それぞれ長さが異なっていてもかまいません。
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SELDH-MAX-VNAMEL | BNDDH-MAX-VNAMEL
これは、選択リスト名またはプレース・ホルダ名の実際の長さの表です。DESCRIBEはこの
表を、各選択リスト名またはプレース・ホルダ名の文字数に設定します。

SELDI-VNAME | BNDDI-VNAME
これは、標識変数名を格納するデータ・バッファのアドレスの表です。

標識変数の値は、選択リスト項目およびバインド変数と対応付けできますが、ただし標識変
数の名前は、バインド変数のみに対応付けることができます。したがって、この表はバイン
ド記述子でのみ使用できます。SELDH-VNAMEまたは BNDDH-VNAMEの要素は、
DESCRIBEコマンドを発行する前に SQLADRを使用して設定する必要があります。

DESCRIBE BIND VARIABLESは、標識変数名を BNDDI-VNAME(1)～
BNDDI-VNAME(SQLDNUM)でアドレス指定されたデータ・バッファに格納するように、
Oracle8iに指示します。Oracle8iは、J番目の標識変数名を BND-DI-VNAME(J)に格納しま
す。

SELDI-MAX-VNAMEL | BNDDI-MAX-VNAMEL
これは、標識変数名を格納するデータ・バッファの最大長の表です。バッファは、
SELDI-VNAMEまたは BNDDI-VNAMEの要素によってアドレス指定されます。

標識変数名はバインド変数にのみ対応付けできます。したがって、この表はバインド記述子
でのみ使用できます。

要素 BNDDI-MAX-VNAMEL(1)～ BNDDI-MAX-VNAMEL(SQLDNUM)は、DESCRIBEコ
マンドの発行前に設定する必要があります。標識変数名のバッファは、それぞれ長さが異
なっていてもかまいません。

SELDI-CUR-VNAMEL | BNDDI-CUR-VNAMEL
これは、標識変数名の実際の長さを格納した表です。標識変数名はバインド変数にのみ対応
付けできます。したがって、この表はバインド記述子でのみ使用できます。

DESCRIBE BIND VARIABLESは、この表を、各標識変数名の文字数に設定します。
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SELDFCLP | BNDDFCLP
これは、将来の使用のために確保されている表です。Oracle8iはグループ項目 SELDSCまた
は BNDDSCが特定のサイズであるとみなすため、この表が必要となります。SELDFCLPま
たは BNDDFCLPの要素を 0（ゼロ）に設定する必要があります。

SELDFCRCP | BNDDFCRCP
これは、将来の使用のために確保されている表です。Oracle8iはグループ項目 SELDSCまた
は BNDDSCが特定のサイズであるとみなすため、この表が必要となります。SELDFCRCP
または BNDDFCRCPの要素を 0（ゼロ）に設定する必要があります。

予備知識予備知識予備知識予備知識
動的 SQL方法 4を実現するには次の処理についての知識が必要です。

� ライブラリ・ルーチン SQLADRの使用

� データの変換

� データ型の強制変換

� NULLまたはNOT NULLデータ型の処理

SQLADRの使用の使用の使用の使用
入力値および出力値を格納するデータ・バッファのアドレスを取得するには、ライブラリ・
サブルーチン SQLADRをコールする必要があります。取得したアドレスをバインド
SQLDAまたは選択 SQLDAに格納すると、Oracle8iはバインド変数値の読込み元や選択リ
スト値の書込み先を認識できるようになります。 

次の構文で、SQLADRをコールします。

     CALL "SQLADR" USING BUFFER, ADDRESS.

パラメータは次のとおりです。 

BUFFER
選択リスト項目またはバインド変数、標識変数の値または名前を格納するデータ・バッ
ファ。

ADDRESS
データ・バッファのアドレスを戻す整変数。

SQLADRをコールすると、BUFFERのアドレスが ADDRESSに格納されます。次の例では、
SQLADRを使用して、選択記述子表 SELDV、SELDH-VNAME、SELDIを初期化します。
これらの表の要素によって、選択リスト値、選択リスト名、標識値のデータ・バッファのア
ドレスが指定されます。
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予備知識
 PROCEDURE DIVISION.
     ... 
     PERFORM INIT-SELDSC 
         VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > SQLDNUM IN SELDSC.
     ... 
 INIT-SELDSC.
     CALL "SQLADR" USING SEL-DV(J), SELDV(J).
     CALL "SQLADR" USING SEL-DH-VNAME(J), SELDH-VNAME(J).
     CALL "SQLADR" USING SEL-DI(J), SELDI(J).

データの変換データの変換データの変換データの変換
この項では、データ型記述子表を詳しく説明します。データ型の同値化も動的 SQL方法 4
も使用しないホスト・プログラムでは、内部データ型と外部データ型の間の変換はプリコン
パイル時に決定されます。デフォルトでは、Pro*COBOLによって各ホスト変数に特定の外
部データ型が割り当てられます。たとえば、型 PIC S9(n) COMPのホスト変数には
INTEGER外部データ型が割り当てられます。 

しかし方法 4を使用すると、データの変換および形式を制御できます。変換の指定は、デー
タ型記述子表のデータ型コードを設定して行います。 

内部データ型内部データ型内部データ型内部データ型
内部データ型により、Oracle8iがデータベース表への列値の格納に使用する形式および疑似
列値の表現に使用する形式が指定されます。

DESCRIBE SELECT LISTコマンドを発行すると、Oracle8iは各選択リスト項目の内部データ
型コードを SELDVTYP（データ型）記述子表に戻します。たとえば、J番目の選択リスト項
目のデータ型コードは SELDVTYP(J)に戻されます。

表 11は、内部のデータ型とそのコードを示しています。
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予備知識
外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型
外部データ型には、入力ホスト変数および出力ホスト変数に値を格納するのに使用する形式
を指定します。

DESCRIBE BIND VARIABLESコマンドは、データ型コードの BNDDVTYP表を 0（ゼロ）
に設定します。このため、OPENコマンドを発行する前にそれらのコードを再設定する必要
があります。データ型コードは、様々なバインド変数にどの外部データ型が使用されるかを
Oracle8iに知らせます。J番目のバインド変数の外部データ型を指定するには、BNDDVTYP(J)
を希望する外部データ型に再設定してください。 

次の表は、外部データ型とそのコード、および対応する COBOLデータ型を示したもので
す。 

表表表表 11-1  内部のデータ型と関連コード内部のデータ型と関連コード内部のデータ型と関連コード内部のデータ型と関連コード

内部データ型内部データ型内部データ型内部データ型 コードコードコードコード

VARCHAR2

NUMBER

LONG

ROWID

DATE

RAW

LONG RAW

CHAR

1

2

8

11

12

23

24

96

表表表表 11-2  Oracleの外部データ型および関連するの外部データ型および関連するの外部データ型および関連するの外部データ型および関連する COBOLデータ型データ型データ型データ型

名前名前名前名前 コードコードコードコード COBOLデータ型データ型データ型データ型

VARCHAR2 1 PIC X(n)（MODE=ANSIの場合）

NUMBER 2 PIC X(n)

INTEGER 3 PIC S9(n) COMP 

PIC S9(n) COMP5 

（バイトスワップ・プラットフォームの場合は COMP5）

FLOAT 4 COMP-1

COMP-2

STRING (1) 5 PIC X(n)

VARNUM 6 PIC X(n)

DECIMAL 7 PIC S9(n)V9(n) COMP-3
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注注注注意意意意 :  

1. EXEC SQL VAR文でのみ使用します。

2. nバイトの lengthフィールドを含みます。

データ型とその書式の詳細は、4-2ページの「Oracle8iのデータ型」を参照してください。

PL/SQLのデータ型のデータ型のデータ型のデータ型
PL/SQLでは、各種の事前定義済みスカラー・データ型および複合データ型を使用できま
す。スカラー型には内部コンポーネントはありません。複合型には、個々に操作できる内部コ

LONG 8 PIC X(n)

VARCHAR (2) 9 PIC X(n) VARYING

PIC N(n) VARYING

ROWID 11 PIC X(n)

DATE 12 PIC X(n)

VARRAW (2) 15 PIC X(n)

RAW 23 PIC X(n)

LONG RAW 24 PIC X(n)

UNSIGNED 68 （サポートされていません）

DISPLAY 91 PIC S9...9V9...9 DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE

PIC S9(n)V9(n) DISPLAY SIGN LEADING SEPARATE

LONG VARCHAR (2) 94 PIC X(n)

LONG VARRAW (2) 95 PIC X(n)

CHARF 96 PIC X(n)（MODE=ANSIの場合）

PIC N(n)（MODE=ANSIの場合）

CHARZ (1) 97 PIC X(n)

CURSOR 102 SQL-CURSOR

表表表表 11-2  Oracleの外部データ型および関連するの外部データ型および関連するの外部データ型および関連するの外部データ型および関連する COBOLデータ型データ型データ型データ型

名前名前名前名前 コードコードコードコード COBOLデータ型データ型データ型データ型
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予備知識
ンポーネントがあります。表 11-3は、事前定義済みの PL/SQLのスカラー・データ型とそれに
相当する内部データ型を示しています。

データ型の強制変換データ型の強制変換データ型の強制変換データ型の強制変換
選択記述子の場合、DESCRIBE SELECT LISTはいずれの内部データ型も戻すことができま
す。文字データの場合など、ほとんどの場合内部データ型は適切な外部データ型と正確に対
応していますが、内部データ型には扱いにくい外部データ型にマップするものもあります。
このため、SELDVTYP記述子表の要素の中には再設定が必要なものもあります。

表表表表 11-3  PL/SQLのデータ型とそれに相当する内部データ型のデータ型とそれに相当する内部データ型のデータ型とそれに相当する内部データ型のデータ型とそれに相当する内部データ型

PL/SQLデータ型データ型データ型データ型 Oracle内部データ型内部データ型内部データ型内部データ型

VARCHAR

VARCHAR2

VARCHAR2

BINARY_INTEGER

DEC

DECIMAL

DOUBLE PRECISION

FLOAT

INT

INTEGER

NATURAL

NUMBER

NUMERIC

POSITIVE

REAL

SMALLINT

NUMBER

LONG LONG

ROWID ROWID

DATE DATE

RAW RAW

LONG RAW LONG RAW

CHAR

CHARACTER

STRING

CHAR
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予備知識
たとえば、NUMBER値を FLOAT値（これは COBOLの PIC S9nV9(n) COMP-1値に対応）
に再設定します。Oracle8iは、内部データ型と外部データ型の間の必要な変換を FETCH時に行
います。このため、データ型の再設定は必ずDESCRIBE SELECT LISTの後、FETCHの前に行っ
てください。

バインド記述子の場合は、DESCRIBE BIND VARIABLESによってバインド変数のデータ型
が戻されることはありません。バインド変数の数と名前のみ戻されます。したがって、データ
型コードの BNDDVTYP表を明示的に設定して、各バインド変数の外部データ型をOracle8iに
認識させる必要があります。Oracle8iは、内部データ型と外部データ型の間の必要な変換を
OPEN時に行います。 

SELDVTYPまたは BNDDVTYPの記述子表でデータ型コードをリセットするときに、デー
タ型を強制変換します。たとえば、J番目の選択リスト値を VARCHAR2に強制変換するに
は、次の文を使用します。 

*    Coerce select-list value to VARCHAR2. 
     MOVE 1 TO SELDVTYP(J). 

表示を目的として NUMBER選択リスト値を VARCHAR2に強制変換する場合は、その値の
精度およびスケールのバイトを抽出し、その情報を使用して最大表示長を算出する必要があ
ります。その後、FETCHを行う前に SELDVLN（長さ）記述子表の該当する要素を再設定
して、使用するバッファの長さを Oracle8iに認識させる必要があります。J番目の選択リス
ト値の長さを指定するには、SELDVLN(J)を必要な長さに設定します。

たとえば、DESCRIBE SELECT LISTで J番目の選択リスト項目の型が NUMBERであるとわ
かった場合、戻り値を PIC S9(n)V9(n) COMP-1として宣言したCOBOL変数に格納するには、
SELDVTYP(J)を 4に設定し、SELDVLN(J)をシステムが定めるCOMP-1数値の長さに設定しま
す。

例外例外例外例外
DESCRIBE SELECT LISTによって戻される内部データ型が、目的に合わない場合もありま
す。DATE型とNUMBER型がその例です。DATE選択リスト項目を DESCRIBEすると、
Oracle8iはデータ型 12を SELDVTYP表に戻します。FETCHの前にコードを再設定しない
かぎり、日付の値はその 7バイト内部形式で戻されます。デフォルトの文字形式で日付を取
得するには、データ型コードを 12から 1（VARCHAR2）に変更して、SELDVLNの値を 7
から 9に増やす必要があります。

同様に、NUMBER選択リスト項目をDESCRIBEすると、Oracle8iはデータ型コード 2を
SELDVTYP表に戻します。FETCHの前にコードを再設定しないかぎり、数値はその内部形
式で戻されるので、求めている値と異なる可能性が高くなります。このような場合は、コー
ドを 2から 1（VARCHAR2）、3（INTEGER）または 4（FLOAT）に変更するか、その他の
適切なデータ型に変更してください。 
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予備知識
精度とスケールの抽出精度とスケールの抽出精度とスケールの抽出精度とスケールの抽出
ライブラリ・サブルーチン SQLPRCにより、精度とスケールが抽出されます。このサブ
ルーチンは通常、DESCRIBE SELECT LISTの後で使用され、その最初のパラメータは
SELDVLN(J)です。次の構文で、SQLPRCをコールします。

     CALL "SQLPRC" USING LENGTH, PRECISION, SCALE.

パラメータは次のとおりです。 

次の例に、SQLPRCを使用して、VARCHAR2に強制変換される NUMBER値の最大表示長
を算出する方法を示します。

 WORKING-STORAGE SECTION. 
 01  PRECISION       PIC S9(9) COMP. 
 01  SCALE           PIC S9(9) COMP. 
 01  DISPLAY-LENGTH  PIC S9(9) COMP. 
 01  MAX-LENGTH      PIC S9(9) COMP VALUE 80. 
     ... 
 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
     PERFORM ADJUST-LENGTH 
         VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > SQLDNUM IN SELDSC. 
 ADJUST-LENGTH. 
*    If datatype is NUMBER, extract precision and scale. 
     IF SELDVTYP(J) = 2 
         CALL "SQLPRC" USING SELDVLN(J), PRECISION, SCALE. 
     MOVE 0 TO DISPLAY-LENGTH. 
*    Precision is set to zero if the select-list item 
*    refers to a NUMBER of unspecified size.  We allow for 
*    a maximum precision of 10. 
     IF SELDVTYP(J) = 2 AND PRECISION = 0 
         MOVE 10 TO DISPLAY-LENGTH. 
*    Allow for possible decimal point and sign. 

LENGTH NUMBER値の長さが格納される整変数。値のスケールと精度はそれ
ぞれ、下位バイトとその上のバイトに格納されます。

PRECISION NUMBER値の精度を戻す整変数。精度とは有効桁数を指します。サ
イズが未指定の NUMBERが選択リスト項目によって参照される場
合は、precisionの値は 0（ゼロ）に設定されます。この場合、サイ
ズが未指定なので、最大精度の 38とみなされます。

SCALE NUMBER値のスケールを戻す整変数。スケールには四捨五入する位
置を指定します。たとえば、スケールが 2の場合は最も近い 100分
の 1の位に値が四捨五入され（3.456は 3.46となります）、スケール
が -3の場合は最も近い 1000の位に値が四捨五入されます（3.456は
3000となります）。
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予備知識
     IF SELDVTYP(J) = 2 AND PRECISION > 0 
         ADD 2 TO PRECISION 
         MOVE PRECISION TO DISPLAY-LENGTH. 
     ... 

このサブルーチン・コールの最初のパラメータは、選択リストの長さの表の J番目の要素に
なるので注意してください。 

SQLPRCプロシージャ（これは SQLLIBランタイム・ライブラリで定義されています）によ
り、特定の SQLデータ型については精度とスケールの値として 0（ゼロ）が戻されます。
SQLPR2プロシージャは、この表に示すデータ型を除けば、同じ構文で同じバイナリ値を戻すと
いう点で SQLPRCに似ています。

.

NULLまたはまたはまたはまたは NOT NULLデータ型の処理データ型の処理データ型の処理データ型の処理
DESCRIBE SELECT LISTは、各選択リスト列（式は除く）の NULL/NOT NULLの標識を、
選択記述子のデータ型表に戻します。J番目の選択リスト列の制約がNOT NULLになる場
合、SELDVTYP(J)データ型変数の上位ビットは 0（ゼロ）です。NOT NULL制約がない場
合は、上位ビットは 1に設定されています。

NULL状態ビットがセットされていると、OPEN文または FETCH文でデータ型を使用する
前にクリアする必要があるので、このビットはセットしないでください。

ライブラリ・ルーチン SQLNULを使用して、列にNULLを使用できるかどうかを調べた
り、そのデータ型の NULL状態ビットをクリアできます。次の構文で、SQLNULをコール
します。

     CALL "SQLNUL" USING VALUE-TYPE, TYPE-CODE, NULL-STATUS.

パラメータは次のとおりです。 

表表表表 11-4  SQLPR2 プロシージャのデータ型の例外プロシージャのデータ型の例外プロシージャのデータ型の例外プロシージャのデータ型の例外

SQLデータ型データ型データ型データ型 2進数精度進数精度進数精度進数精度 スケールスケールスケールスケール
バイナリバイナリバイナリバイナリ

FLOAT 126 -127

FLOAT(n) n (range is 1 .. 126) -127

REAL 63 -127

DOUBLE PRECISION 126 -127
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次の例は、SQLNULの使用方法を示したものです。

 WORKING-STORAGE SECTION.
     ... 
*    Declare variable for subroutine call.
     01  NULL-STATUS  PIC S9(9) COMP.
     ... 
 PROCEDURE DIVISION.
 MAIN.
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR END-EXEC.
     ...
     PERFORM HANDLE-NULLS
         VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > SQLDNUM IN SELDSC.
     ...
 HANDLE-NULLS.
*    Find out if column is NOT NULL, and clear high-order bit.
     CALL "SQLNUL" USING SELDVTYP(J), SELDVTYP(J), NULL-STATUS.
*    If NULL-STATUS = 1, NULLs are allowed.

このサブルーチン・コールの最初のパラメータと 2番目のパラメータが同じことに注意して
ください。この 2つのパラメータはそれぞれ、NULL状態ビットがクリアされる前と後の
データ型変数です。

基本手順基本手順基本手順基本手順
方法 4はあらゆる動的 SQL文に使用することができます。11-39ページの「方法 4でのホスト
表の使用」の例では、入力ホスト変数および出力ホスト変数をどのように扱うかわかるように問
合せが処理されています。

このサンプル・プログラムでは次の手順に従って動的問合せを処理します。 

1. 問合せテキストを保存するためのホスト文字列を宣言します。 

2. 選択記述子とバインド記述子を宣言します。 

3. DESCRIBEできる選択リスト項目とプレース・ホルダの最大数を設定します。 

4. 選択記述子とバインド記述子を初期化します。 

5. 問合せテキストをホスト文字列に格納します。 

VALUE-TYPE 選択リスト列のデータ型コードを戻す 2バイトの整変数。

TYPE-CODE 選択リスト列のデータ型コードを戻す 2バイトの整変数。上位ビッ
トはクリアされます。

NULL-STATUS 選択リスト列の NULL状態を戻す整変数。1は列が NULLを許可し、
0は許可しないことを意味します。
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6. ホスト文字列から問合せを PREPAREします。 

7. 問合せ用のカーソルを DECLAREします。 

8. バインド記述子にバインド変数を DESCRIBEします。 

9. プレース・ホルダの数を、DESCRIBEで実際に検出された数に再設定します。 

10. DESCRIBEで検出されたバインド変数の値を取得します。 

11. バインド記述子を使用してカーソルを OPENします。 

12. 選択記述子に選択リストを DESCRIBEします。 

13. 選択リスト項目の最大数を DESCRIBEにより実際に検出された数に再設定します。 

14. 表示用にそれぞれの選択リスト項目の長さとデータ型を再設定します。 

15. 選択記述子を使用してデータベースからデータ・バッファに行を FETCH INTOします。 

16. FETCHにより戻された選択リストの値を処理します。 

17. FETCHする行がなくなった場合カーソルを CLOSEします。 

注意注意注意注意 : 動的 SQL文が問合せではない 場合、あるいは個数がわかっている選択リスト項目
またはプレース・ホルダを含む場合は、前述の一部のステップは必要ありません。 

各手順の詳細各手順の詳細各手順の詳細各手順の詳細
この項では、個々のステップを詳しく説明します。また、この章の終わりには、方法 4のコ
メント付きの完全なプログラム例が掲載されています。方法 4では、次の一連の埋込み SQL
文を使用します。

     EXEC SQL
         PREPARE <statement_name>
         FROM {:<host_string> | <string_literal>}
     END-EXEC.
     EXEC SQL 
         DECLARE <cursor_name> CURSOR FOR <statement_name>
     END-EXEC.
     EXEC SQL
         DESCRIBE BIND VARIABLES FOR <statement_name>
         INTO <bind_descriptor_name>
     END-EXEC.
     EXEC SQL
         OPEN <cursor_name> 
         [USING DESCRIPTOR <bind_descriptor_name>]
     END-EXEC.
     EXEC SQL
         DESCRIBE [SELECT LIST FOR] <statement_name>
         INTO <select_descriptor_name>
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     END-EXEC.
     EXEC SQL
         FETCH <cursor_name> USING DESCRIPTOR <select_descriptor_name>
     END-EXEC.
     EXEC SQL
         CLOSE <cursor_name>
     END-EXEC.

動的問合せの選択リスト項目の数がわかっているときは、DESCRIBE SELECT LISTを省略
するとともに次の方法 3の FETCH文を使用できます。 

EXEC SQL FETCH <cursor_name> INTO <host_variable_list> END-EXEC.

また、動的 SQL文中のバインド変数のプレース・ホルダの数がわかっている場合は、
DESCRIBE BIND VARIABLESを使用せずに、次に示す方法 3の OPEN文を使用できます。 

     EXEC SQL OPEN <cursor_name> [USING <host_variable_list>] END-EXEC.

次にこれらの文により、記述子を使用してホスト・プログラムで動的 SQL文を受け入れ、
それを処理する方法を説明します。 

注意注意注意注意 : 以降では、図を使用して説明します。図が複雑になるのを避けるため、記述子表
の要素は 3つまで、名前と値の最大長はそれぞれ 5文字と 10文字に制限しました。 

ホスト文字列の宣言ホスト文字列の宣言ホスト文字列の宣言ホスト文字列の宣言
プログラムには、動的 SQL文のテキストを格納するためのホスト変数が必要です。このホ
スト変数（例では SELECTSTMT）は、文字列として宣言する必要があります。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
 01  SELECTSTMT  PIC X(120). 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
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SQLDAの宣言の宣言の宣言の宣言
例では、問合せの選択リスト項目またはプレース・ホルダの数が不明な場合があるため、選
択記述子とバインド記述子を宣言する必要があります。SQLDAをハードコードするかわり
に、次のように、INCLUDEを使って SQLDAをプログラムにコピーします。 

     EXEC SQL INCLUDE SELDSC END-EXEC. 
     EXEC SQL INCLUDE BNDDSC END-EXEC. 

参考のため、INCLUDEされる SELDSCの宣言を次に示します。 

 WORKING-STORAGE SECTION. 
     ... 
 01  SELDSC. 
         05  SQLDNUM              PIC S9(9) COMP. 
         05  SQLDFND              PIC S9(9) COMP. 
         05  SELDVAR              OCCURS 3 TIMES. 
             10 SELDV             PIC S9(9) COMP. 
             10 SELDFMT           PIC S9(9) COMP. 
             10 SELDVLN           PIC S9(9) COMP. 
             10 SELDFMTL          PIC S9(4) COMP. 
             10 SELDVTYP          PIC S9(4) COMP. 
             10 SELDI             PIC S9(9) COMP. 
             10 SELDH-VNAME       PIC S9(9) COMP. 
             10 SELDH-MAX-VNAMEL  PIC S9(4) COMP. 
             10 SELDH-CUR-VNAMEL  PIC S9(4) COMP. 
             10 SELDI-VNAME       PIC S9(9) COMP. 
             10 SELDI-MAX-VNAMEL  PIC S9(4) COMP. 
             10 SELDI-CUR-VNAMEL  PIC S9(4) COMP. 
             10 SELDFCLP          PIC S9(9) COMP. 
             10 SELDFCRCP         PIC S9(9) COMP. 

 01  XSELDI. 
     05  SEL-DI        OCCURS 3 TIMES PIC S9(9) COMP. 
 01  XSELDIVNAME. 
         05  SEL-DI-VNAME  OCCURS 3 TIMES PIC X(5). 
 01  XSELDV. 
         05  SEL-DV        OCCURS 3 TIMES PIC X(10). 
 01  XSELDHVNAME. 
         05  SEL-DH-VNAME  OCCURS 3 TIMES PIC X(5).  
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DESCRIBEへの最大数の設定への最大数の設定への最大数の設定への最大数の設定
次に、DESCRIBEできる選択リスト項目またはプレース・ホルダの最大数を設定します。 

     MOVE 3 TO SQLDNUM IN SELDSC. 
     MOVE 3 TO SQLDNUM IN BNDDSC. 

記述子の初期化記述子の初期化記述子の初期化記述子の初期化
初期化を必要とする記述子変数もあります。また、初期化にライブラリ・サブルーチン
SQLADRが必要なものもあります。 

例では、名前バッファの最大長が SELDH-MAX-VNAMEL表、BNDDH-MAX-VNAMELお
よび BNDDI-MAX-VNAMEL表に格納され、SQLADRを使用して値バッファと名前バッ
ファのアドレスが表 SELDV、SELDI、BNDDV、BNDDI、SELDH-VNAME、
BNDDH-VNAMEおよび BNDDI-VNAMEに格納されています。 

 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
     PERFORM INIT-SELDSC 
         VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > SQLDNUM IN SELDSC. 
     PERFORM INIT-BNDDSC 
         VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > SQLDNUM IN BNDDSC. 
     ... 
 INIT-SELDSC. 
     MOVE SPACES TO SEL-DV(J). 
     MOVE SPACES TO SEL-DH-VNAME(J). 
     MOVE 5 TO SELDH-MAX-VNAMEL(J). 
     CALL "SQLADR" USING SEL-DV(J), SELDV(J). 
     CALL "SQLADR" USING SEL-DH-VNAME(J), SELDH-VNAME(J). 
     CALL "SQLADR" USING SEL-DI(J), SELDI(J). 
     ... 
 INIT-BNDDSC. 
     MOVE SPACES TO BND-DV(J). 
     MOVE SPACES TO BND-DH-VNAME(J). 
     MOVE SPACES TO BND-DI-VNAME(J). 
     MOVE 5 TO BNDDH-MAX-VNAMEL(J). 
     MOVE 5 TO BNDDI-MAX-VNAMEL(J). 
     CALL "SQLADR" USING BND-DV(J), BNDDV(J). 
     CALL "SQLADR" USING BND-DH-VNAME(J), BNDDH-VNAME(J). 
     CALL "SQLADR" USING BND-DI(J), BNDDI(J). 
     CALL "SQLADR" USING BND-DI-VNAME(J), BNDDI-VNAME(J).
     ...

図 11-3と図 11-4に、結果として得られる記述子を示します。
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図図図図 11-3  初期化した選択記述子初期化した選択記述子初期化した選択記述子初期化した選択記述子
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図図図図 11-4  初期化したバインド記述子初期化したバインド記述子初期化したバインド記述子初期化したバインド記述子
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ホスト文字列への問合せテキストの格納ホスト文字列への問合せテキストの格納ホスト文字列への問合せテキストの格納ホスト文字列への問合せテキストの格納
次に、ユーザーに SQL文の入力を求め、入力された文字列を SELECTSTMTに格納します。 

     DISPLAY "Enter a SELECT statement: " WITH NO ADVANCING. 
     ACCEPT SELECTSTMT. 

このときユーザーが次の文字列を入力したと仮定します。

     SELECT ENAME, EMPNO, COMM FROM EMP WHERE COMM < :BONUS

ホスト文字列からの問合せのホスト文字列からの問合せのホスト文字列からの問合せのホスト文字列からの問合せの PREPARE
PREPAREは、この SQL文を解析して名前を指定します。例では、PREPAREでホスト文字
列 SELECTSTMTを解析し、SQLSTMTの名前を付けます。

     EXEC SQL PREPARE SQLSTMT FROM :SELECTSTMT END-EXEC. 

カーソルの宣言カーソルの宣言カーソルの宣言カーソルの宣言
DECLARE CURSORは名前を指定し、特定の SELECT文に対応付けることにより、カーソ
ルを定義します。 

静的問合せ用のカーソルを宣言するには次の構文を使用します。

     EXEC SQL DECLARE cursor_name CURSOR FOR SELECT ... 

動的問合せ用にカーソルを宣言するには、PREPAREにより動的問合せに指定された文の名
前で静的問合せを置換します。例では、次に示すように、DECLARE CURSORは
EMPCURSORの名前のカーソルを定義し、それを SQLSTMTと対応付けます。 

     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR SQLSTMT END-EXEC.

注意注意注意注意 : 問合せのみでなく、すべての動的 SQL文にカーソルを宣言する必要があります。
また、問合せ以外の場合も、カーソルの OPENにより動的 SQL文を実行します。 

バインド変数のバインド変数のバインド変数のバインド変数の DESCRIBE
DESCRIBE BIND VARIABLESは、バインド変数の記述をバインド記述子に格納します。例
では、DESCRIBEで BNDDSCを準備します。

     EXEC SQL 
         DESCRIBE BIND VARIABLES FOR SQLSTMT 
         INTO BNDDSC 
     END-EXEC. 

BNDDSCの前にはコロンを付けないでください。 
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DESCRIBE BIND VARIABLES文は PREPARE文の後で、かつ OPEN文の前に指定する必要
があります。 

図 11-5に、DESCRIBE実行後のバインド記述子の例を示します。DESCRIBEにより、処理
対象の SQL文で検出されたプレース・ホルダの実際の数に、SQLDFNDが設定されている
ことに注意してください。 
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図図図図 11-5  DESCRIBE実行後のバインド記述子実行後のバインド記述子実行後のバインド記述子実行後のバインド記述子
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プレース・ホルダの数の再設定プレース・ホルダの数の再設定プレース・ホルダの数の再設定プレース・ホルダの数の再設定
次に、プレース・ホルダの最大数を、DESCRIBEで実際に検出された数に再設定する必要が
あります。 

     IF SQLDFND IN BNDDSC < 0 
         DISPLAY "Too many bind variables" 
         GOTO ROLL-BACK 
     ELSE 
         MOVE SQLDFND IN BNDDSC TO SQLDNUM IN BNDDSC
     END-IF. 

バインド変数の値の取得バインド変数の値の取得バインド変数の値の取得バインド変数の値の取得
プログラムは SQL文中のバインド変数の値を取得する必要があります。値はどのように取
得してもかまいません。たとえば値をハードコードしたり、ファイルから読込むことや対話
形式で入力することもできます。 

例では、問合せのWHERE句のプレース・ホルダ BONUSに置き換わるバインド変数に値を
代入する必要があります。次のように、ユーザーに値の入力を求め、入力された値を処理し
ます。 

 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
     PERFORM GET-INPUT-VAR 
         VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > SQLDNUM IN BNDDSC. 
     ... 
 GET-INPUT-VAR. 
     ... 
*    Replace the 0 DESCRIBEd into the datatype table 
*    with a 1 to avoid an "invalid datatype" Oracle error. 
     MOVE 1 TO BNDDVTYP(J). 
*    Get value of bind variable. 
     DISPLAY "Enter value of ", BND-DH-VNAME(J). 
     ACCEPT INPUT-STRING. 
     UNSTRING INPUT-STRING DELIMITED BY "  " 
         INTO BND-DV(J) COUNT IN BNDDVLN(J). 

ここでは、ユーザーが BONUSの値として 625を入力したとして、次の表に結果として得ら
れるバインド記述子を示します。
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図図図図 11-6  値を割り当てた後のバインド記述子値を割り当てた後のバインド記述子値を割り当てた後のバインド記述子値を割り当てた後のバインド記述子
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カーソルのカーソルのカーソルのカーソルの OPEN
動的問合せの OPEN文は、カーソルがバインド記述子に対応付けられることを除けば、静的
問合せの OPEN文と同じです。実行時に決定され、バインド記述子表の要素でアドレス指定
されたバッファに格納された値を使用して、SQL文を評価します。問合せの場合は、アク
ティブ・セットの識別にも同じ値を使用します。

例では、OPENが EMPCURSORを BNDDSCに対応付けています。 

     EXEC SQL 
         OPEN EMPCUR USING DESCRIPTOR BNDDSC 
     END-EXEC. 

BNDDSCの前にはコロンを付けないでください。 

OPENは SQL文を実行します。問合せのときは、OPENはアクティブ・セットを決定する
とともにカーソルを先頭行に位置づけます。 

選択リストの選択リストの選択リストの選択リストの DESCRIBE
動的 SQL文が問合せのときは、DESCRIBE SELECT LIST文は OPEN文の後で、かつ
FETCH文の前に指定する必要があります。

DESCRIBE SELECT LISTは、選択リスト項目の記述を選択記述子に格納します。例では、
DESCRIBEによって SELDSCを準備しています。 

     EXEC SQL 
         DESCRIBE SELECT LIST FOR SQLSTMT INTO SELDSC 
     END-EXEC. 

DESCRIBEは、データ・ディクショナリにアクセスして、各選択リスト値の長さとデータ型
を設定します。 

図 11-7に、DESCRIBE実行後のバインド記述子を示します。DESCRIBEにより、問合せの
選択リストで実際に検出された項目の数に、SQLDFNDが設定されていることに注意してく
ださい。SQL文が問合せではない場合は、SQLDFNDは 0（ゼロ）に設定されます。また、
NUMBER型の長さはまだ使用できないことに注意してください。NUMBERとして定義さ
れた列については、ライブラリ・サブルーチン SQLPRCを使用して精度とスケールを抽出
する必要があります。詳細は 11-18ページの「データ型の強制変換」を参照してください。
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各手順の詳細
図図図図 11-7  DESCRIBE実行後の選択記述子実行後の選択記述子実行後の選択記述子実行後の選択記述子

選択リスト項目の最大数の再設定選択リスト項目の最大数の再設定選択リスト項目の最大数の再設定選択リスト項目の最大数の再設定
次に選択リスト項目の最大数を、DESCRIBEにより実際に検出された数に再設定する必要が
あります。 

     MOVE SQLDFND IN SELDSC TO SQLDNUM IN SELDSC. 
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各選択リスト項目の長さとデータ型の再設定各選択リスト項目の長さとデータ型の再設定各選択リスト項目の長さとデータ型の再設定各選択リスト項目の長さとデータ型の再設定
例では、選択リストの値をフェッチする前に、長さの表とデータ型の表の要素の一部を表示
するために再設定します。 

 PROCEDURE DIVISION. 
     ... 
     PERFORM COERCE-COLUMN-TYPE 
         VARYING J FROM 1 BY 1 UNTIL J > SQLDNUM IN SELDSC. 
     ... 
 COERCE-COLUMN-TYPE. 
*    Clear NULL bit. 
     CALL "SQLNUL" USING SELDVTYP(J), SELDVTYP(J), NULL-STATUS. 

*    If datatype is DATE, lengthen to 9 characters. 
     IF SELDVTYP(J) = 12 
         MOVE 9 TO SELDVLN(J). 

*    If datatype is NUMBER, extract precision and scale. 
     MOVE 0 TO DISPLAY-LENGTH. 
     IF SELDVTYP(J) = 2 AND PRECISION = 0 
         MOVE 10 TO DISPLAY-LENGTH. 
     IF SELDVTYP(J) = 2 AND PRECISION > 0 
         ADD 2 TO PRECISION 
         MOVE PRECISION TO DISPLAY-LENGTH. 
     IF SELDVTYP(J) = 2 
         IF DISPLAY-LENGTH > MAX-LENGTH 
             DISPLAY "Column value too large for data buffer." 
             GO TO END-PROGRAM 
         ELSE 
             MOVE DISPLAY-LENGTH TO SELDVLN(J). 

*    Coerce datatypes to VARCHAR2. 
     MOVE 1 TO SELDVTYP(J). 
図 11-8 に、結果として得られる選択記述子を示します。NUMBERの長さが使用でき、すべ
てのデータ型が VARCHAR2になっていることに注意してください。符号と小数点を使用で
きるよう、DESCRIBEした長さ 4および 7をそれぞれ 2づつ増加させたため、
SESLDVLN(2)と SELDVLN(3)の長さが 6および 9になっています。 
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図図図図 11-8  FETCH実行前の選択記述子実行前の選択記述子実行前の選択記述子実行前の選択記述子
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FETCHはアクティブ・セットから 1行を戻し、データ・バッファに選択リストの値を格納
してから、カーソルをアクティブ・セットの次の行に進めます。行がなくなると、SQLCA
の SQLCODEまたは SQLCODE変数、SQLSTATE変数を "データがありません "のエ
ラー・コードに設定します。次の例では、FETCHは列 ENAME、EMPNOおよび COMM
の値を SELDSCに戻します。

     EXEC SQL 
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     END-EXEC. 
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図 11-9に、FETCH実行後の選択記述子を示します。Oracle8iが、SELDVと SELDIの要素
によってアドレス指定されたデータ・バッファに、選択リストと標識の値を格納しているこ
とに注意してください。 

データ型 1の出力バッファの場合、Oracle8iは SELDVLNに格納されている長さを使用し
て、CHARデータと VARCHAR2データは左揃えにし、NUMBERデータは右揃えにしま
す。 

値 "MARTIN"は、EMP表の VARCHAR2(10)列から取り出されました。Oracle8iは、
SELDVLN(1)に格納された長さを使用して、この値を 10バイトのフィールドに左揃えにし
て入れ、バッファの残りの部分を埋めます。 

値 7654は NUMBER(4)から取り出され、"7654"に強制変換されています。しかし、
SELDVLN(2)の長さが 2増えて符号と小数点を使用できるようになっているため、Oracle8i
では 6バイトのフィールド値で値が右揃えになります。 

値 482.50は NUMBER(7.2)から取り出され、"482.50"に強制変換されています。ここでも、
SELDVLN(3)の長さが 2増えているため、Oracle8iでは 9バイトのフィールドで値が右揃え
になります。 

選択リストの値の取得と処理選択リストの値の取得と処理選択リストの値の取得と処理選択リストの値の取得と処理
FETCHの後、プログラムは FETCHで戻された選択リストの値を処理できます。例では、
列 ENAME、EMPNOおよび COMMの値が処理されます。 

カーソルのカーソルのカーソルのカーソルの CLOSE
CLOSEはカーソルを使用禁止にします。例では、CLOSEによって EMPCURSORが使用禁
止になります。

     EXEC SQL CLOSE EMPCURSOR END-EXEC.
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方法 4でのホスト表の使用
図図図図 11-9  FETCH実行後の選択記述子実行後の選択記述子実行後の選択記述子実行後の選択記述子

方法方法方法方法 4でのホスト表の使用でのホスト表の使用でのホスト表の使用でのホスト表の使用
方法 4で入力ホスト配列または出力ホスト配列を使用するには、オプションの FOR句を使
用してホスト配列のサイズを Oracle8iに認識させる必要があります。FOR句の詳細は、第 7
章「ホスト表」を参照してください。

J番目の選択リスト項目またはバインド変数の記述子エントリを設定します。この場合、
SELDVLN(J)または BNDDVLN(J)により、1つのデータ・バッファではなく、データ・バッ
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方法 4でのホスト表の使用
ファの配列がアドレス指定されます。次に、EXECUTEまたは FETCH文で FOR句を使用し
て、処理する配列要素の数を Oracle8iに認識させます。 

Oracle8iがホスト配列のサイズを認識する方法は他にないため、このステップは必須です。 

次の例では、2つの入力ホスト表を使用して、EMPNOおよび DEPTNOの 8組の値を EMP
表に挿入します。方法 4では問合せ以外の SQL文に対して EXECUTEを使用できることに
注意してください。

 IDENTIFICATION DIVISION. 
 PROGRAM-ID. DYN4INS. 
 ENVIRONMENT DIVISION. 
 DATA DIVISION. 
 WORKING-STORAGE SECTION. 
 01  BNDDSC. 
     02  SQLDNUM              PIC S9(9) COMP VALUE 2. 
     02  SQLDFND              PIC S9(9) COMP. 
     02  BNDDVAR              OCCURS 2 TIMES. 
         03 BNDDV             PIC S9(9) COMP. 
         03 BNDDFMT           PIC S9(9) COMP. 
         03 BNDDVLN           PIC S9(9) COMP. 
         03 BNDDFMTL          PIC S9(4) COMP. 
         03 BNDDVTYP          PIC S9(4) COMP. 
         03 BNDDI             PIC S9(9) COMP. 
         03 BNDDH-VNAME       PIC S9(9) COMP. 
         03 BNDDH-MAX-VNAMEL  PIC S9(4) COMP. 
         03 BNDDH-CUR-VNAMEL  PIC S9(4) COMP. 
         03 BNDDI-VNAME       PIC S9(9) COMP. 
         03 BNDDI-MAX-VNAMEL  PIC S9(4) COMP. 
         03 BNDDI-CUR-VNAMEL  PIC S9(4) COMP. 
         03 BNDDFCLP          PIC S9(9) COMP. 
         03 BNDDFCRCP         PIC S9(9) COMP. 
 01  XBNDDI. 
     03  BND-DI               OCCURS 2 TIMES PIC S9(4) COMP. 
 01  XBNDDIVNAME. 
     03  BND-DI-VNAME         OCCURS 2 TIMES PIC X(80). 
 01  XBNDDV. 
*    Since you know what the SQL statement will be, you can set 
*    up a two-dimensional table with a maximum of 2 columns and 
*    8 rows.  Each element can be up to 10 characters long.  (You 
*    can alter these values according to your needs.) 
     03  BND-COLUMN           OCCURS 2 TIMES. 
         05  BND-ELEMENT      OCCURS 8 TIMES PIC X(10). 
 01  XBNDDHVNAME. 
     03  BND-DH-VNAME         OCCURS 2 TIMES PIC X(80).  
 01  COLUMN-INDEX             PIC 999. 
 01  ROW-INDEX                PIC 999. 
 01  DUMMY-INTEGER            PIC 9999.
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     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
         01  USERNAME         PIC X(20). 
         01  PASSWD           PIC X(20). 
         01  DYN-STATEMENT    PIC X(80). 
         01  NUMBER-OF-ROWS   PIC S9(4) COMP. 
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 

     EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC. 

 PROCEDURE DIVISION. 
 START-MAIN. 

     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR END-EXEC. 

     MOVE "SCOTT" TO USERNAME. 
     MOVE "TIGER" TO PASSWD. 
     EXEC SQL 
         CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD 
     END-EXEC. 
     DISPLAY "Connected to Oracle". 

*    Initialize bind and select descriptors. 
     PERFORM INIT-BNDDSC THRU INIT-BNDDSC-EXIT 
         VARYING COLUMN-INDEX FROM 1 BY 1 
         UNTIL COLUMN-INDEX > 2. 

*    Set up the SQL statement. 
     MOVE SPACES TO DYN-STATEMENT. 
     MOVE "INSERT INTO EMP(EMPNO, DEPTNO) VALUES(:EMPNO,:DEPTNO)" 
         TO DYN-STATEMENT.
     DISPLAY DYN-STATEMENT.

*    Prepare the SQL statement. 
     EXEC SQL 
         PREPARE S1 FROM :DYN-STATEMENT 
     END-EXEC. 

*    Describe the bind variables. 
     EXEC SQL 
         DESCRIBE BIND VARIABLES FOR S1 INTO BNDDSC 
     END-EXEC. 

     PERFORM Z-BIND-TYPE THRU Z-BIND-TYPE-EXIT 
         VARYING COLUMN-INDEX FROM 1 BY 1 
         UNTIL COLUMN-INDEX > 2. 

     IF SQLDFND IN BNDDSC < 0 
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方法 4でのホスト表の使用
         DISPLAY "TOO MANY BIND VARIABLES." 
         GO TO SQL-ERROR 
     ELSE 
         DISPLAY "BIND VARS = " WITH NO ADVANCING 
         MOVE SQLDFND IN BNDDSC TO DUMMY-INTEGER 
         DISPLAY DUMMY-INTEGER 
         MOVE SQLDFND IN BNDDSC TO SQLDNUM IN BNDDSC. 

         MOVE 8 TO NUMBER-OF-ROWS. 
         PERFORM GET-ALL-VALUES THRU GET-ALL-VALUES-EXIT 
             VARYING ROW-INDEX FROM 1 BY 1 
             UNTIL ROW-INDEX > NUMBER-OF-ROWS. 

*    Execute the SQL statement. 
     EXEC SQL FOR :NUMBER-OF-ROWS 
         EXECUTE S1 USING DESCRIPTOR BNDDSC 
     END-EXEC. 

     DISPLAY "INSERTED " WITH NO ADVANCING. 
     MOVE SQLERRD(3) TO DUMMY-INTEGER. 
     DISPLAY DUMMY-INTEGER WITH NO ADVANCING. 
     DISPLAY " ROWS.". 
     GO TO END-SQL. 

 SQL-ERROR. 
*    Display any SQL error message and code. 
     DISPLAY SQLERRMC. 
     EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC. 
     STOP RUN. 

 END-SQL. 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC. 
     EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC. 
     STOP RUN. 

 INIT-BNDDSC. 
*    Start of COBOL PERFORM procedures, initialize the bind 
*    descriptor. 
     MOVE 80 TO BNDDH-MAX-VNAMEL(COLUMN-INDEX). 
     CALL "SQLADR" USING 
         BND-DH-VNAME(COLUMN-INDEX) 
         BNDDH-VNAME(COLUMN-INDEX). 
     MOVE 80 TO BNDDI-MAX-VNAMEL(COLUMN-INDEX). 
     CALL "SQLADR" USING 
         BND-DI-VNAME(COLUMN-INDEX) 
         BNDDI-VNAME (COLUMN-INDEX). 
     MOVE 10 TO BNDDVLN(COLUMN-INDEX). 
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     CALL "SQLADR" USING 
         BND-ELEMENT(COLUMN-INDEX,1) 
         BNDDV(COLUMN-INDEX). 
     MOVE ZERO TO BNDDI(COLUMN-INDEX). 
     CALL "SQLADR" USING 
         BND-DI(COLUMN-INDEX) 
         BNDDI(COLUMN-INDEX). 
     MOVE ZERO TO BNDDFMT(COLUMN-INDEX). 
     MOVE ZERO TO BNDDFMTL(COLUMN-INDEX). 
     MOVE ZERO TO BNDDFCLP(COLUMN-INDEX). 
     MOVE ZERO TO BNDDFCRCP(COLUMN-INDEX). 
 INIT-BNDDSC-EXIT. 
     EXIT.

 Z-BIND-TYPE. 
*    Replace the 0s DESCRIBEd into the datatype table with 1s to 
*    avoid an "invalid datatype" Oracle error. 
     MOVE 1 TO BNDDVTYP(COLUMN-INDEX). 

 Z-BIND-TYPE-EXIT. 
     EXIT. 

 GET-ALL-VALUES. 
*    Get the bind variables for each row. 
     DISPLAY "ENTER VALUES FOR ROW NUMBER ",ROW-INDEX. 
     PERFORM GET-BIND-VARS 
         VARYING COLUMN-INDEX FROM 1 BY 1 
         UNTIL COLUMN-INDEX > SQLDFND IN BNDDSC. 
 GET-ALL-VALUES-EXIT. 
     EXIT. 

 GET-BIND-VARS. 
*    Get the value of each bind variable. 
     DISPLAY "    ENTER VALUE FOR ",BND-DH-VNAME(COLUMN-INDEX) 
         WITH NO ADVANCING. 
     ACCEPT BND-ELEMENT(COLUMN-INDEX,ROW-INDEX). 
 GET-BIND-VARS-EXIT. 
     EXIT.  
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サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム 10: 動的動的動的動的 SQL方法方法方法方法 4
このプログラムでは、動的 SQL方法 4を使用するために必要な基本手順を示します。ログ
インすると、ユーザーは SQL文の入力を求められます。次にこのプログラムでは、文の
PREPARE、カーソルの DECLAREに続いて、DESCRIBE BINDを使用してバインド変数を
チェックします。最後にカーソルを OPENして、選択リスト変数を DESCRIBEします。入
力された SQL文が問合せのときは、プログラムは各行のデータを FETCHしてからカーソル
を CLOSEします。

      ***************************************************************
      * Sample Program 10: Dynamic SQL Method 4                     *
      *                                                             *
      * This program shows the basic steps required to use dynamic  *
      * SQL Method 4.  After logging on to ORACLE, the program      *
      * prompts the user for a SQL statement, PREPAREs the          *
      * statement, DECLAREs a cursor, checks for any bind variables *
      * using DESCRIBE BIND, OPENs the cursor, and DESCRIBEs any    *
      * select-list variables.  If the input SQL statement is a     *
      * query, the program FETCHes each row of data, then CLOSEs    *
      * the cursor.                                                 *
      ***************************************************************

       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID.  DYNSQL4.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.

       01  BNDDSC.

           02  SQLDNUM               PIC S9(9) COMP VALUE 20.
           02  SQLDFND               PIC S9(9) COMP.
           02  BNDDVAR               OCCURS 20 TIMES.
               03  BNDDV             PIC S9(9) COMP.
               03  BNDDFMT           PIC S9(9) COMP.
               03  BNDDVLN           PIC S9(9) COMP.
               03  BNDDFMTL          PIC S9(4) COMP.
               03  BNDDVTYP          PIC S9(4) COMP.
               03  BNDDI             PIC S9(9) COMP.
               03  BNDDH-VNAME       PIC S9(9) COMP.
               03  BNDDH-MAX-VNAMEL  PIC S9(4) COMP.
               03  BNDDH-CUR-VNAMEL  PIC S9(4) COMP.
               03  BNDDI-VNAME       PIC S9(9) COMP.
               03  BNDDI-MAX-VNAMEL  PIC S9(4) COMP.
               03  BNDDI-CUR-VNAMEL  PIC S9(4) COMP.
               03  BNDDFCLP          PIC S9(9) COMP.
               03  BNDDFCRCP         PIC S9(9) COMP.
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       01  XBNDDI.

           03  BND-DI                OCCURS 20 TIMES PIC S9(4) COMP.

       01  XBNDDIVNAME.
           03  BND-DI-VNAME          OCCURS 20 TIMES PIC X(80).
       01  XBNDDV.
           03  BND-DV                OCCURS 20 TIMES PIC X(80).
       01  XBNDDHVNAME.
           03  BND-DH-VNAME          OCCURS 20 TIMES PIC X(80).

       01  SELDSC.

           02  SQLDNUM               PIC S9(9) COMP VALUE 20.
           02  SQLDFND               PIC S9(9) COMP.
           02  SELDVAR               OCCURS 20 TIMES.
               03  SELDV             PIC S9(9) COMP.
               03  SELDFMT           PIC S9(9) COMP.
               03  SELDVLN           PIC S9(9) COMP.
               03  SELDFMTL          PIC S9(4) COMP.
               03  SELDVTYP          PIC S9(4) COMP.
               03  SELDI             PIC S9(9) COMP.
               03  SELDH-VNAME       PIC S9(9) COMP.
               03  SELDH-MAX-VNAMEL  PIC S9(4) COMP.
               03  SELDH-CUR-VNAMEL  PIC S9(4) COMP.
               03  SELDI-VNAME       PIC S9(9) COMP.
               03  SELDI-MAX-VNAMEL  PIC S9(4) COMP.
               03  SELDI-CUR-VNAMEL  PIC S9(4) COMP.
               03  SELDFCLP          PIC S9(9) COMP.
               03  SELDFCRCP         PIC S9(9) COMP.

       01  XSELDI.

           03  SEL-DI                OCCURS 20 TIMES PIC S9(4) COMP.

       01  XSELDIVNAME.
           03  SEL-DI-VNAME          OCCURS 20 TIMES PIC X(80).
       01  XSELDV.
           03  SEL-DV                OCCURS 20 TIMES PIC X(80).
       01  XSELDHVNAME.
           03  SEL-DH-VNAME          OCCURS 20 TIMES PIC X(80).

       01  TABLE-INDEX               PIC 9(3).
       01  VAR-COUNT                 PIC 9(2).
       01  ROW-COUNT                 PIC 9(4).
       01  NO-MORE-DATA              PIC X(1) VALUE "N".
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       01  NULLS-ALLOWED             PIC S9(9) COMP.

       01  PRECISION                 PIC S9(9) COMP.
       01  SCALE                     PIC S9(9) COMP.

       01  DISPLAY-LENGTH            PIC S9(9) COMP.
       01  MAX-LENGTH                PIC S9(9) COMP VALUE 80.
       01  COLUMN-NAME               PIC X(30).
       01  NULL-VAL                  PIC X(80) VALUE SPACES.
           EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC.
       01  USERNAME       PIC X(20).
       01  PASSWD         PIC X(20).
       01  DYN-STATEMENT  PIC X(80).
           EXEC SQL END DECLARE SECTION   END-EXEC.
           EXEC SQL INCLUDE SQLCA         END-EXEC.

       PROCEDURE DIVISION.
       START-MAIN.

           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR END-EXEC.

           DISPLAY "USERNAME: " WITH NO ADVANCING.

           ACCEPT USERNAME.

           DISPLAY "PASSWORD: " WITH NO ADVANCING.

           ACCEPT PASSWD.

           EXEC SQL CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD END-EXEC.
           DISPLAY "CONNECTED TO ORACLE AS USER: ", USERNAME.

      *    INITIALIZE THE BIND AND SELECT DESCRIPTORS.

           PERFORM INIT-BNDDSC
               VARYING TABLE-INDEX FROM 1 BY 1 
               UNTIL TABLE-INDEX > 20.

           PERFORM INIT-SELDSC
               VARYING TABLE-INDEX FROM 1 BY 1 
               UNTIL TABLE-INDEX > 20.

      *    GET A SQL STATEMENT FROM THE OPERATOR.

           DISPLAY "ENTER SQL STATEMENT WITHOUT TERMINATOR:".
           DISPLAY ">" WITH NO ADVANCING.
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           ACCEPT DYN-STATEMENT.

           DISPLAY " ".

      *    PREPARE THE SQL STATEMENT AND DECLARE A CURSOR.

           EXEC SQL  PREPARE S1 FROM :DYN-STATEMENT  END-EXEC.
           EXEC SQL  DECLARE C1 CURSOR FOR S1        END-EXEC.

      *    DESCRIBE ANY BIND VARIABLES.

           EXEC SQL  DESCRIBE BIND VARIABLES FOR S1 INTO BNDDSC
           END-EXEC.

           IF SQLDFND IN BNDDSC < 0
               DISPLAY "TOO MANY BIND VARIABLES."
               GO TO END-SQL
           ELSE
               DISPLAY "NUMBER OF BIND VARIABLES: " WITH NO ADVANCING
               MOVE SQLDFND IN BNDDSC TO VAR-COUNT
               DISPLAY VAR-COUNT
               MOVE SQLDFND IN BNDDSC TO SQLDNUM IN BNDDSC
           END-IF.

      *    REPLACE THE 0S DESCRIBED INTO THE DATATYPE FIELDS OF THE
      *    BIND DESCRIPTOR WITH 1S TO AVOID AN "INVALID DATATYPE"
      *    ORACLE ERROR

           MOVE 1 TO TABLE-INDEX.
       FIX-BIND-TYPE.
               MOVE 1 TO BNDDVTYP(TABLE-INDEX)
               ADD 1 TO TABLE-INDEX
               IF TABLE-INDEX <= 20
                   GO TO FIX-BIND-TYPE.

      *    LET THE USER FILL IN THE BIND VARIABLES.

           IF SQLDFND IN BNDDSC = 0
               GO TO DESCRIBE-ITEMS.
           MOVE 1 TO TABLE-INDEX.
       GET-BIND-VAR.
               DISPLAY "ENTER VALUE FOR ", BND-DH-VNAME(TABLE-INDEX).

               ACCEPT BND-DV(TABLE-INDEX).

               ADD 1 TO TABLE-INDEX
               IF TABLE-INDEX <= SQLDFND IN BNDDSC
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                   GO TO GET-BIND-VAR.

      *    OPEN THE CURSOR AND DESCRIBE THE SELECT-LIST ITEMS.

       DESCRIBE-ITEMS.

           EXEC SQL  OPEN C1 USING DESCRIPTOR BNDDSC          END-EXEC.
           EXEC SQL  DESCRIBE SELECT LIST FOR S1 INTO SELDSC  END-EXEC.

           IF SQLDFND IN SELDSC < 0
               DISPLAY "TOO MANY SELECT-LIST ITEMS."
               GO TO END-SQL
           ELSE
               DISPLAY "NUMBER OF SELECT-LIST ITEMS: "
                   WITH NO ADVANCING
               MOVE SQLDFND IN SELDSC TO VAR-COUNT
               DISPLAY VAR-COUNT
               DISPLAY " "
               MOVE SQLDFND IN SELDSC TO SQLDNUM IN SELDSC
           END-IF.

      *    COERCE THE DATATYPE OF ALL SELECT-LIST ITEMS TO VARCHAR2.

           IF SQLDNUM IN SELDSC > 0
               PERFORM COERCE-COLUMN-TYPE
                   VARYING TABLE-INDEX FROM 1 BY 1
                   UNTIL TABLE-INDEX > SQLDNUM IN SELDSC
               DISPLAY " ".

      *    FETCH EACH ROW AND PRINT EACH SELECT-LIST VALUE.

           IF SQLDNUM IN SELDSC > 0
               PERFORM FETCH-ROWS UNTIL NO-MORE-DATA = "Y".

           DISPLAY " "
           DISPLAY "NUMBER OF ROWS PROCESSED: " WITH NO ADVANCING.
           MOVE SQLERRD(3) TO ROW-COUNT.
           DISPLAY ROW-COUNT.

      *    CLEAN UP AND TERMINATE.

           EXEC SQL  CLOSE C1             END-EXEC.
           EXEC SQL  COMMIT WORK RELEASE  END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY!".
           DISPLAY " ".
           STOP RUN.
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      *    DISPLAY ORACLE ERROR MESSAGE AND CODE.

       SQL-ERROR.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
       END-SQL.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
           STOP RUN.

      *    PERFORMED SUBROUTINES BEGIN HERE:

      *    INIT-BNDDSC: INITIALIZE THE BIND DESCRIPTOR.

       INIT-BNDDSC.

           MOVE SPACES TO BND-DH-VNAME(TABLE-INDEX).
           MOVE 80 TO BNDDH-MAX-VNAMEL(TABLE-INDEX).
           CALL "SQLADR" USING 
               BND-DH-VNAME(TABLE-INDEX) 
               BNDDH-VNAME(TABLE-INDEX). 
        
           MOVE SPACES TO BND-DI-VNAME(TABLE-INDEX).
           MOVE 80 TO BNDDI-MAX-VNAMEL(TABLE-INDEX).
           CALL "SQLADR" USING 
               BND-DI-VNAME(TABLE-INDEX) 
               BNDDI-VNAME (TABLE-INDEX).
        
           MOVE SPACES TO BND-DV(TABLE-INDEX).
           MOVE 80 TO BNDDVLN(TABLE-INDEX).
           CALL "SQLADR" USING 
               BND-DV(TABLE-INDEX) 
               BNDDV(TABLE-INDEX).
           MOVE ZERO TO BND-DI(TABLE-INDEX).
           CALL "SQLADR" USING 
               BND-DI(TABLE-INDEX) 
               BNDDI(TABLE-INDEX).

           MOVE ZERO TO BNDDFMT(TABLE-INDEX).
           MOVE ZERO TO BNDDFMTL(TABLE-INDEX).
           MOVE ZERO TO BNDDFCLP(TABLE-INDEX).
           MOVE ZERO TO BNDDFCRCP(TABLE-INDEX).

      *    INIT-SELDSC: INITIALIZE THE SELECT DESCRIPTOR.

       INIT-SELDSC.
Oracle動的 SQL方法 4 11-49



サンプル・プログラム 10: 動的 SQL方法 4
           MOVE SPACES TO SEL-DH-VNAME(TABLE-INDEX).
           MOVE 80 TO SELDH-MAX-VNAMEL(TABLE-INDEX).
           CALL "SQLADR" USING 
               SEL-DH-VNAME(TABLE-INDEX) 
               SELDH-VNAME(TABLE-INDEX). 
        
           MOVE SPACES TO SEL-DI-VNAME(TABLE-INDEX).
           MOVE 80 TO SELDI-MAX-VNAMEL(TABLE-INDEX).
           CALL "SQLADR" USING 
               SEL-DI-VNAME(TABLE-INDEX) 
               SELDI-VNAME (TABLE-INDEX).

           MOVE SPACES TO SEL-DV(TABLE-INDEX).
           MOVE 80 TO SELDVLN(TABLE-INDEX).
           CALL "SQLADR" USING 
               SEL-DV(TABLE-INDEX) 
               SELDV(TABLE-INDEX).

           MOVE ZERO TO SEL-DI(TABLE-INDEX).
           CALL "SQLADR" USING 
               SEL-DI(TABLE-INDEX) 
               SELDI(TABLE-INDEX).

           MOVE ZERO TO SELDFMT(TABLE-INDEX).
           MOVE ZERO TO SELDFMTL(TABLE-INDEX).
           MOVE ZERO TO SELDFCLP(TABLE-INDEX).
           MOVE ZERO TO SELDFCRCP(TABLE-INDEX).

      *    COERCE SELECT-LIST DATATYPES TO VARCHAR2.

       COERCE-COLUMN-TYPE.
           CALL "SQLNUL" USING
               SELDVTYP(TABLE-INDEX)
               SELDVTYP(TABLE-INDEX)
               NULLS-ALLOWED.

      *    IF DATATYPE IS DATE, LENGTHEN TO 9 CHARACTERS.
           IF SELDVTYP(TABLE-INDEX) = 12
               MOVE 9 TO SELDVLN(TABLE-INDEX).

      *    IF DATATYPE IS NUMBER, SET LENGTH TO PRECISION.
           IF SELDVTYP(TABLE-INDEX) = 2
               CALL "SQLPRC" USING
                   SELDVLN(TABLE-INDEX)
                   PRECISION
                   SCALE.
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           MOVE 0 TO DISPLAY-LENGTH.
           IF SELDVTYP(TABLE-INDEX) = 2 AND PRECISION = 0
               MOVE 40 TO DISPLAY-LENGTH.
           IF SELDVTYP(TABLE-INDEX) = 2 AND PRECISION > 0
               ADD 2 TO PRECISION
               MOVE PRECISION TO DISPLAY-LENGTH.

           IF SELDVTYP(TABLE-INDEX) = 2
               IF DISPLAY-LENGTH > MAX-LENGTH
                   DISPLAY "COLUMN VALUE TOO LARGE FOR DATA BUFFER."
                   GO TO END-SQL
               ELSE
                   MOVE DISPLAY-LENGTH TO SELDVLN(TABLE-INDEX).

      *    COERCE DATATYPES TO VARCHAR2.
           MOVE 1 TO SELDVTYP(TABLE-INDEX).

      *    DISPLAY COLUMN HEADING.
           MOVE SEL-DH-VNAME(TABLE-INDEX) TO COLUMN-NAME.
           DISPLAY COLUMN-NAME(1:SELDVLN(TABLE-INDEX)), " "
               WITH NO ADVANCING.

      *FETCH A ROW AND PRINT THE SELECT-LIST VALUE.

       FETCH-ROWS.
           EXEC SQL  FETCH C1 USING DESCRIPTOR SELDSC  END-EXEC.
           IF SQLCODE NOT = 0
               MOVE "Y" TO NO-MORE-DATA.
           IF SQLCODE = 0
               PERFORM PRINT-COLUMN-VALUES
                   VARYING TABLE-INDEX FROM 1 BY 1
                   UNTIL TABLE-INDEX > SQLDNUM IN SELDSC
               DISPLAY " ".

      *PRINT A SELECT-LIST VALUE.

       PRINT-COLUMN-VALUES.
           IF SEL-DI(TABLE-INDEX) = -1
             DISPLAY NULL-VAL(1:SELDVLN(TABLE-INDEX)), " "
                 WITH NO ADVANCING
           ELSE
             DISPLAY SEL-DV(TABLE-INDEX)(1:SELDVLN(TABLE-INDEX)), " "
                 WITH NO ADVANCING
           END-IF.
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マルチスレッド・アプリケーションマルチスレッド・アプリケーションマルチスレッド・アプリケーションマルチスレッド・アプリケーション

開発プラットフォームがスレッドをサポートしていない場合は、この章は無視してくださ
い。

この章の構成は、次のとおりです。

� スレッド

� Pro*COBOLのランタイム・コンテキスト

� ランタイム・コンテキストの使用モデル

� マルチスレッド・アプリケーションのユーザー・インタフェース機能

� マルチスレッドの例
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スレッド
スレッドスレッドスレッドスレッド
マルチスレッド・アプリケーションでは、共有アドレス領域で複数のスレッドが実行されま
す。スレッドとは、1つのプロセス内で実行する軽量なサブプロセスのことです。スレッド
のコードとデータ・セグメントは共通ですが、プログラム・カウンタ、マシン登録およびス
タックはスレッドごとに異なります。作業記憶域（ローカル記憶域やスレッド・ローカル記
憶域ではない）にスレッド・ローカル属性を指定せずに宣言された変数は、すべてのスレッ
ドに共通です。したがって、アプリケーションの複数のスレッドから変数へのアクセスを管
理するには、相互に排他的な機構が必要になります。mutexは、データの整合性を維持する
ための同期化機構です。

mutexの詳細は、マルチスレッドの説明を参照してください。マルチスレッド・アプリケー
ションの詳細は、スレッド・ファンクションのマニュアルを参照してください。

Pro*COBOLは、マルチスレッド・アプリケーション対応のプラットフォームで、次のもの
を使用したマルチスレッド Oracle8i サーバー・アプリケーションの開発に対応しています。

� スレッド・セーフのコードを生成するコマンドライン・オプション

� マルチスレッドに対応した埋込み SQL文および宣言文

� スレッド・セーフ SQLLIBおよびその他のクライアント側 Oracle8i ライブラリ

注意注意注意注意 : 対応しているスレッド・パッケージはプラットフォームにより異なるため、使用して
いるプラットフォーム固有の Oracleマニュアルを参照して、  Oracle8iがスレッド・パッケー
ジをサポートしているかを調べてください。

この章では、前述の機能を使用してマルチスレッド Pro*COBOLアプリケーションを開発す
る方法を説明します。

� マルチスレッド・アプリケーション用のランタイム・コンテキスト

� ランタイム・コンテキストを使用するための 2つのモデル

� マルチスレッド・アプリケーションのユーザー・インタフェース機能

� Pro*COBOLでマルチスレッド・アプリケーションを作成するためのプログラミングに
関する注意事項

� マルチスレッド Pro*COBOLアプリケーションのサンプル

Pro*COBOLのランタイム・コンテキストのランタイム・コンテキストのランタイム・コンテキストのランタイム・コンテキスト
Pro*COBOLには、スレッドと接続を疎結合するためのランタイム・コンテキストの概念が
導入されています。ランタイム・コンテキストには、次のリソースとその現在の状態が含ま
れます。

� 1つ以上の Oracleサーバーへのゼロまたはそれ以上の接続

� サーバー接続に使用されるゼロまたはそれ以上のカーソル
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� MODE、HOLD_CURSOR、RELEASE_CURSORおよび SELECT_ERRORなどのインラ
イン・オプション

単にスレッドと接続の間の疎結合に対応するのみでなく、Pro*COBOLではスレッドとラン
タイム・コンテキストを疎結合できます。Pro*COBOLを使用すると、アプリケーションで
ランタイム・コンテキストを処理するハンドルを定義し、そのハンドルをスレッド間で渡す
ことができます。

たとえば、ある対話型アプリケーションがスレッド、T1を起動して問合せを実行し、アプ
リケーションの先頭の 10行を戻します。 T1はそこで終了します。必要なユーザー入力を取
得すると、別のスレッド、T2が起動します（あるいは既存のスレッドが使用されます）。次
に T1のランタイム・コンテキストが T2に渡され、T2は同じカーソルを処理して次の 10行
をフェッチすることができます。図 12-1 で、これを示します。
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ランタイム・コンテキストの使用モデル
図図図図 12-1  疎結合接続とスレッド疎結合接続とスレッド疎結合接続とスレッド疎結合接続とスレッド

ランタイム・コンテキストの使用モデルランタイム・コンテキストの使用モデルランタイム・コンテキストの使用モデルランタイム・コンテキストの使用モデル
マルチスレッド・アプリケーションでランタイム・コンテキストを使用する際に考えられる
2つのモデルは次のとおりです。

� 複数のスレッドで 1つのランタイム・コンテキストを共有。

サーバー�

スレッド�T1

.

..

 
主プログラム�

アプリケーション�

USE :ctx
Fetch...

スレッド�
 

USE :ctx
Fetch...

スレッド�T2

USE :ctx
Fetch...

. ..

ENABLE THREADS
ALLOCATE :ctx
Connect...
...
FREE :ctx

注意：この図および以降の図で�
使用された構文は、構造を�
示すための参考です。�
正しい構文は「マルチスレッド・�
アプリケーションのユーザー・�
インターフェース機能」の項を�
参照して下さい。�
�
�

実行時間�Shared runtime 
context is 
passed from 
one thread to 
the next 

Tn
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ランタイム・コンテキストの使用モデル
� 複数のスレッドで別々のランタイム・コンテキストを使用。

いずれのモデルを使用した場合も、複数のスレッドで同時に 1つのランタイム・コンテキス
トを共有することはできません。2つ以上のスレッドで同じランタイム・コンテキストを同
時に使用すると、ランタイム・エラーが発生します。

複数のスレッドで複数のスレッドで複数のスレッドで複数のスレッドで 1つのランタイム・コンテキストを共有つのランタイム・コンテキストを共有つのランタイム・コンテキストを共有つのランタイム・コンテキストを共有
図 12-2は、マルチスレッド環境で実行するアプリケーションを示します。1つ以上の SQL
文を処理するために、様々なスレッドが 1つのランタイム・コンテキストを共有します。こ
の場合も、同時に複数のスレッドでランタイム・コンテキストを共有することはできませ
ん。図 12-2のmutexは、同時使用を回避する方法を示します。

図図図図 12-2  スレッド間でのコンテキストの共有スレッド間でのコンテキストの共有スレッド間でのコンテキストの共有スレッド間でのコンテキストの共有

アプリケーション�

サーバー�

スレッド�1

USE :ctx

. ..

Mutex
Select...

スレッド�

 

USE :ctx
Mutex
Select...

スレッド�2

USE :ctx
Mutex

UnMutex UnMutexUnMutex
Update...

主プログラム�

ENABLE THREADS
ALLOCATE :ctx
USE :ctx
Connect...
Spawning Threads...
FREE :ctx

n
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ランタイム・コンテキストの使用モデル
複数のスレッドで複数のランタイム・コンテキストを共有複数のスレッドで複数のランタイム・コンテキストを共有複数のスレッドで複数のランタイム・コンテキストを共有複数のスレッドで複数のランタイム・コンテキストを共有
図 12-3は、複数のランタイム・コンテキストを使用して複数のスレッドを実行するアプリ
ケーションを示します。この場合、各スレッドは専用のランタイム・コンテキストを使用す
るため、アプリケーションにはmutexは必要ありません。

図図図図 12-3  スレッド間でのコンテキストの非共有スレッド間でのコンテキストの非共有スレッド間でのコンテキストの非共有スレッド間でのコンテキストの非共有

アプリケーション�

サーバー�

スレッド�1

  

USE :ctx1

. ..

Connect...
Select...

スレッド�

 

USE :ctxn
Connect...
Select...

スレッド�2

 

USE :ctx2
Connect...
Update...

主プログラム�

ENABLE THREADS
ALLOCATE :ctx1
ALLOCATE :ctx2
...
ALLOCATE :ctxn
...
Spawning Threads...
...
FREE :ctx1
FREE :ctx2
...
FREE :ctxn

n
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マルチスレッド・アプリケーションのユーザー・インタフェース機能
マルチスレッド・アプリケーションのユーザー・インタフェーマルチスレッド・アプリケーションのユーザー・インタフェーマルチスレッド・アプリケーションのユーザー・インタフェーマルチスレッド・アプリケーションのユーザー・インタフェー
ス機能ス機能ス機能ス機能

Pro*COBOLには、マルチスレッド・アプリケーションに対応した次のユーザー・インタ
フェース機能があります。

� LOCAL-STORAGE節と THREAD-LOCAL-STORAGE節にホスト変数の宣言が可能

� コマンドライン・オプション THREADS=YES | NO

� 埋込み SQL文と宣言文

� スレッド・セーフ SQLLIBパブリック・ファンクション

THREADSオプションオプションオプションオプション
Pro*COBOLでは、12-9ページのマルチスレッド・プログラミングに関する注意事項に説明
された指針に従って、コマンドラインに THREADS=YESを指定すると、スレッド・セーフ
のコードが生成されます。Pro*COBOLでは、THREADS=YESを指定すると、すべての SQL
文がユーザー定義のランタイム・コンテキストの有効範囲内で実行されます。プログラムが
この要件を満たしていないと、プリコンパイラ・エラーが戻されます。詳細は、14-38ペー
ジの THREADSを参照してください。

ランタイム・コンテキストの埋込みランタイム・コンテキストの埋込みランタイム・コンテキストの埋込みランタイム・コンテキストの埋込み SQL文と宣言文文と宣言文文と宣言文文と宣言文
ランタイム・コンテキストおよびスレッドの定義と使用に対応した埋込み SQLおよび宣言
文は、次のとおりです。

� EXEC SQL ENABLE THREADS END-EXEC.

� EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :context_var END-EXEC.

� EXEC SQL CONTEXT USE { :context_var | DEFAULT} END-EXEC.

� EXEC SQL CONTEXT FREE :context_var END-EXEC.

前述の EXEC SQL文では、context_varはランタイム・コンテキストに対するハンドルで、次
のように SQL-CONTEXT型として宣言する必要があります。

 01  SQL-CONTEXT context_var END-EXEC.

DEFAULTを使用すると、別の CONTEXT USE文でオーバーライドされるまで、以降のす
べての埋込み SQL文にデフォルト（グローバル）ランタイム・コンテキストが使用されま
す。

様々なコンテキスト文の使用例は、12-9ページの「複数のコンテキストの例」を参照してく
ださい。
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マルチスレッド・アプリケーションのユーザー・インタフェース機能
SQL-CONTEXTのホスト表は使用できないのホスト表は使用できないのホスト表は使用できないのホスト表は使用できない
SQL-CONTEXTのホスト表は宣言できません。代わりに、S9(9) COMP変数のホスト表を宣
言し、SQL-CONTEXTとしてサブプログラムに宣言した後に、1つずつサブプログラムに渡
してください。

EXEC SQL ENABLE THREADS
この実行 SQL文は、複数のスレッドに対応しているプロセスを初期化します。これは、マ
ルチスレッド・アプリケーションを含むプログラムの最初の実行 SQL文であることが必要
です。1つのアプリケーションのすべてのファイルに指定できる ENABLE THREADS文は 1
つのみです。複数を指定すると、エラーになります。詳細は、F-38ページの ENABLE 
THREADS（実行可能埋込み SQL拡張要素）を参照してください。

EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE
この実行 SQL文は、メモリーを初期化して指定されたランタイム・コンテキストに割り当
てます。SQL_CONTEXT型のランタイム・コンテキスト変数を宣言する必要があります。
詳細は、F-19ページの CONTEXT ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）を参照し
てください。

EXEC SQL CONTEXT USE
この宣言文は、以降の実行 SQL文に指定されたランタイム・コンテキストを使用するよう
にプリコンパイラに指示します。ランタイム・コンテキストを指定するには、EXEC SQL 
CONTEXT ALLOCATE文で事前に割り当てる必要があります。 

EXEC SQL CONTEXT USE宣言文は、EXEC SQL WHENVER宣言文と同様に動作します。
つまり、COBOLの標準有効範囲ルールに関係なく、指定されたソース・ファイルでこの文
とともに動作するすべての実行 SQL文に対して有効です。 

詳細は、F-21ページの CONTEXT USE（Oracle埋込み SQL宣言文）および F-19ページの
CONTEXT ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）を参照してください。

EXEC SQL CONTEXT FREE
この実行 SQL文は、指定されたランタイム・コンテキストに対応付けられたメモリーを解
放し、ホスト・プログラム変数に NULLポインタを挿入します。詳細は、F-20ページの
CONTEXT FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）を参照してください。
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Pro*C/C++プログラムとの対話プログラムとの対話プログラムとの対話プログラムとの対話
ランタイム・コンテキストは、連絡節で定義した引数を使用して渡すことができます。マル
チスレッド Pro*C/C++プログラムは Pro*COBOLサブプログラムを、また Pro*COBOLプ
ログラムは Pro*C/C++で記述されたサブプログラムをコールできます。

マルチスレッド・プログラミングに関する注意事項マルチスレッド・プログラミングに関する注意事項マルチスレッド・プログラミングに関する注意事項マルチスレッド・プログラミングに関する注意事項
Oracle8iでは、必ずスレッド・セーフの SQLLIBコードが生成されますが、スレッドと正常
に動作するようにソース・コードを設計するのはプログラマの責任です。たとえば、使用す
る変数の有効範囲は慎重に決定してください。 

また、マルチスレッドでは次のような設計上の要件を考慮してください。

� 各ランタイム・コンテキストに SQLCAを 1つ含めます。

� 通常は自動変数である SQLCAのように、スレッド・セーフ・グループ項目としてラン
タイム・コンテキストごとに SQLDAを宣言します。

� スレッド・セーフ方式でホスト変数を宣言するときは、静的ホスト変数とグローバル・
ホスト変数の使用に注意してください。

� 複数のスレッドで 1つのランタイム・コンテキストを同時に使用しないでください。

� デフォルトのデータベース接続を使用するか、AT句でデータベース接続を明示的に定
義します。

ランタイム・コンテキストでは、EXEC SQL UPDATEなどの実行可能埋込み SQL文は１つ
のみにしてください。

プリコンパイル済みアプリケーションの既存の要件も適用されます。たとえば、特定のカー
ソルへの参照はすべて同じソース・ファイルに含まれている必要があります。

マルチスレッドの制限マルチスレッドの制限マルチスレッドの制限マルチスレッドの制限
スレッドを使用する場合は、次の要件を考慮する必要があります。

� SQL-CONTEXTデータ型の配列は使用できません。

� 同時スレッドにはそれぞれ SQLCAを指定します。

� 同時スレッドにはそれぞれ専用のコンテキスト領域を割り当てます。

複数のコンテキストの例複数のコンテキストの例複数のコンテキストの例複数のコンテキストの例
次のコードは、複数のコンテキストを使用する方法と、コンテキスト使用文の有効範囲を示
します。 
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例例例例 1
この例では、スレッドが生成されないため、プリコンパイル・オプションを
THREADS=YESに設定する必要はありません。

 IDENTIFICATION DIVISION.
 PROGRAM-ID. MAIN.
 ...
* declare a context area
 01  CTX1  SQL-CONTEXT.
 01  UID1  PIC X(11) VALUE "SCOTT/TIGER".
 01  UID2  PIC X(10) VALUE "MARY/LION"

 PROCEDURE DIVISION.
...
* allocate context area
     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CTX1 END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX1 END-EXEC.
* all statements until the next context use will use CTX1
     EXEC SQL CONNECT :UID1 END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT ....
     EXEC SQL CONTEXT USE DEFAULT END-EXEC.
* all statements physically following the above will use the default context
     EXEC SQL CONNECT :UID2 END-EXEC.
     EXEC SQL INSERT ...
 ...

例例例例 2
次の例は、複数のコンテキストを示します。コンテキストの 1つは生成されたスレッドに使
用され、もう 1つは主プログラムに使用されます。開始したスレッド、SUBPRGM1はコン
テキスト CTX1を使用し、CTX1は連絡節を介して渡されます。この例から、CONTEXT 
USE文の有効範囲もわかります。

注意注意注意注意 : この例のプログラム・ファイルに加え、この項では以降のすべての例の主プログ
ラムを、THREADS=YESオプションを設定してプリコンパイルする必要があります。

 IDENTIFICATION DIVISION.
 PROGRAM-ID. MAIN.
 ...
* declare two context areas
 01  CTX1  SQL-CONTEXT.
 01  CTX2  SQL-CONTEXT.

 PROCEDURE DIVISION.

* enable threading
     EXEC SQL ENABLE THREADS END-EXEC.
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* allocate context areas
     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CTX1 END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CTX2 END-EXEC.

* include your code to start thread "SUBPGM1" using CTX1 here.

     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX2 END-EXEC.
* all statement physically following the above will use CTX2

     EXEC SQL CONNECT :USERID END-EXEC.
     EXEC SQL INSERT .....
 ...

スレッドSUBPRGM1は別のファイルに入ります。

 PROGRAM-ID. SUBPRGM1.
 ...
 01  USERID PIC X(11) VALUE "SCOTT/TIGER".
 LINKAGE SECTION.
 01  CTX1 SQL-CONTEXT.
 PROCEDURE DIVISION USING CTX1.

     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX1 END-EXEC.
     EXEC SQL CONNECT :USERID END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT ...
 ...

例例例例 3
次の例では複数のスレッドが使用されます。各スレッドには、それぞれ別のコンテキストを
使用します。スレッドを同時実行する場合は、各スレッドに専用のコンテキストが必要にな
ります。コンテキストは、START文の USING CLAUSEを使用してスレッドに渡され、ス
レッド・サブプログラムの連絡節に宣言されます。 

 IDENTIFICATION DIVISION.
 PROGRAM-ID. MAIN.
 ...
 DATA DIVISION.

 01  CTX1 SQL-CONTEXT.
 01  CTX2 SQL-CONTEXT.

 PROCEDURE DIVISION.
 ...
     EXEC SQL ENABLE THREADS END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CTX1 END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CTX2 END-EXEC.
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* include your code to start thread "SUBPGM" using CTX1 here.
* include your code to start thread "SUBPGM" using CTX2 here.
 ...

スレッド SUBPGMは別のファイルに入ります。

 PROGRAM-ID. SUBPGM.
 ...
 DATA DIVISION.
 ...
 01  USERID PIC X(11) VALUE "SCOTT/TIGER".
 ...
 LINKAGE SECTION.
 01  CTX SQL-CONTEXT.
 PROCEDURE DIVISION USING CTX.
     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX END-EXEC.
     EXEC SQL CONNECT :USERID END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT ....
 ...

例例例例 4
次の例では、前の例を基にしていますが、トップレベルのプログラムで接続し、コンテキス
トとともにその接続がスレッド・サブプログラムに渡されます。

 IDENTIFICATION DIVISION.
 PROGRAM-ID. MAIN.
 ...
 DATA DIVISION.

 01  CTX1 SQL-CONTEXT.
 01  CTX2 SQL-CONTEXT.
 01  USERID PIC X(11) VALUE "SCOTT/TIGER".

 ROCEDURE DIVISION.

     EXEC SQL ENABLE THREADS END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CTX1 END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CTX2 END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX1 END-EXEC.
     EXEC SQL CONNECT :USERID END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX2 END-EXEC.
     EXEC SQL CONNECT :USERID END-EXEC.

* include your code to start thread "SUBPGM" using CTX1 here.
* include your code to start thread "SUBPGM" using CTX2 here.
 ...
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スレッド SUBPGMは別のファイルに入ります。 

 PROGRAM-ID. SUBPGM.
 ...
 LINKAGE SECTION.
 01  CTX SQL-CONTEXT.
 PROCEDURE DIVISION USING CTX.
     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT ....
 ...

例例例例 5
次の例は、1つのコンテキストを共有する複数のスレッドを示します。この場合、スレッド
をシリアライズ化する必要があります。

 IDENTIFICATION DIVISION.
 PROGRAM-ID. MAIN.
 ...
 DATA DIVISION.

 01  CTX1 SQL-CONTEXT.

 PROCEDURE DIVISION.

     EXEC SQL ENABLE THREADS END-EXEC.
     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CTX1 END-EXEC.

* include your code to start thread1 "SUBPGM1" using CTX1 here.
* include your code to wait for thread1 here.
* include your code to start thread2 "SUBPGM2" using CTX1 here.
 ...

2つのスレッドは別々に 2つのファイルに入れられます。最初のファイルの内容は次のとお
りです。

 PROGRAM-ID. SUBPGM1.
 ...
 DATA DIVISION.
 ..
 01  USERID PIC X(11) VALUE "SCOTT/TIGER".
 ...
 LINKAGE SECTION.
 01  CTX SQL-CONTEXT.
 PROCEDURE DIVISION USING CTX.
     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX END-EXEC.
 ...
     EXEC SQL CONNECT :USERID END-EXEC.
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もう 1つのファイルには SUBPGM2が入ります。

 PROGRAM-ID. SUBPGM2.
 ...
 DATA DIVISION.
 ...
 LINKAGE SECTION.
 01  CTX SQL-CONTEXT.
 PROCEDURE DIVISION USING CTX.
     EXEC SQL CONTEXT USE :CTX END-EXEC.
     EXEC SELECT ....
 ...

マルチスレッドの例マルチスレッドの例マルチスレッドの例マルチスレッドの例
この複数ファイルで構成されるアプリケーションは、SQLLIBランタイム・コンテキスト領
域（SQL-CONTEXT）を使用して複数のスレッドに対応する 1つの方法を示します。
THREADS=YESを設定して再コンパイルします。

主プログラム、orathrd2は、sqllibコンテキストを格納する S9(9) COMP変数の配列を宣言
します。orathrd2は、次の文を通じてスレッドを使用可能にします。

EXEC SQL ENABLE THREADS END-EXEC. 

次に、（oracon.pcoファイル内の）サブプログラム oraconをコールして、スレッドを割り
当てます。さらに、oraconは割り当てられたコンテキストごとに接続を確立します。

ORTHRD2は、THREAD-1または THREAD-2のいずれかのスレッド・エントリ・ポイント
にコンテキストを渡します。THREAD-1は、1人の従業員の給与を選択して表示するのみで
す。Thread-2は、その従業員の給与を選択して更新します。THREAD-2は COMMITを発
行するため、コミット後に SELECTを実行するスレッドからは更新が参照できますが、更新
と同時実行するスレッドでは参照できません。更新とコミットのタイミングは不確定である
ため、実行ごとに出力が異なる点に注意してください。
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同時スレッドにはそれぞれ専用のコンテキストが必要なことに注意してください。コンテキ
ストは後続のスレッドに渡して使用できますが、スレッドが同時に同じコンテキストを使用
することはできません。このモデルは接続プーリングに使用できます。この場合、最大接続
数が最初に設定され、使用可能な接続がスレッドに随時渡されてユーザーの要求が処理され
ます。

現時点では SQL-CONTEXTの配列を宣言できないため、S9(9) COMP変数の配列が使用され
ます。

注意注意注意注意 : このプログラムは、SolarisおよびMerant MicroFocus ServerExpressコンパイラを実
行し、ベンダー固有の宣言文および機能を使用する Sunワークステーション用に開発された
ものです。

マルチスレッドに対応する COBOL文の詳細は、使用するプラットフォームのマニュアルを
参照してください。

主プログラムはファイル orathrd2.pcoに入ります。

      $SET REENTRANT MF
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. ORATHRD2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       78 MAX-LOOPS            VALUE 10.
       01 THREAD-ID            USAGE POINTER.
       01 TP-1                 USAGE THREAD-POINTER OCCURS MAX-LOOPS.
       01 IDEN-4               PIC 9(4).
       01 LOOP-COUNTER         PIC 9(2)  COMP-X EXTERNAL.
       01 PEMPNO               PIC S9(4) COMP EXTERNAL.
       01 ISAL                 PIC S9(4) COMP   VALUE ZERO.
           EXEC SQL
                INCLUDE SQLCA
           END-EXEC.
       THREAD-LOCAL-STORAGE SECTION.
       01  CONTEXT-AREA          PIC S9(9) COMP OCCURS MAX-LOOPS.
       PROCEDURE DIVISION.
       MAIN SECTION.
                
           PERFORM INITIALISATION
           PERFORM ORACLE-CONNECTIONS VARYING LOOP-COUNTER
                   FROM 1 BY 1 UNTIL LOOP-COUNTER > MAX-LOOPS
           PERFORM  VARYING LOOP-COUNTER FROM 1 BY 1
              UNTIL LOOP-COUNTER > MAX-LOOPS
               PERFORM START-THREAD
           END-PERFORM
           STOP RUN.
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      *---------------------------------------------------------------
      * CHECK THAT WE ARE RUNNING UNDER A MULTI THREADED RTS.
      *---------------------------------------------------------------
       INITIALISATION SECTION.

           CALL "CBL_THREAD_SELF" USING THREAD-ID ON EXCEPTION
                DISPLAY "NO THREAD SUPPORT IN THIS RTS"
                STOP RUN
           END-CALL
           IF RETURN-CODE = 1008
                DISPLAY "CANNOT RUN THIS TEST ON SINGLE THREADED RTS"
                STOP RUN
           END-IF
           DISPLAY "MULTI-THREAD RTS"

      * ENABLING THREADS MUST BE DONE ONCE BEFORE ANY CONTEXT USEAGE
           EXEC SQL ENABLE THREADS END-EXEC.
           IF SQLCODE NOT = ZERO
              DISPLAY 'ERROR ENABLING ORACLE THREAD SUPPORT '
                      ' - ABORTING : ' SQLERRMC
              STOP RUN
           END-IF

      *  SET A VALUE FOR THE EMPLOYEE NUMBER.  BECAUSE THIS IS AN
      *  EXTERNAL VARIABLE, A COPY OF ITS VALUE IS VISIBLE TO THE 
      *  OTHER MODULES IN THIS APPLICATION
           MOVE 7566 TO PEMPNO
           EXIT SECTION.

      *-----------------------------------------------------------------
      * CREATE THREADS AND START WITH EITHER THREAD-1 OR THREAD-2
      *-----------------------------------------------------------------
       START-THREAD SECTION.

           IF LOOP-COUNTER = 2 OR LOOP-COUNTER = 5
              START "THREAD-2 "
                 USING CONTEXT-AREA(LOOP-COUNTER)
                 IDENTIFIED BY TP-1(LOOP-COUNTER)
                 STATUS IS IDEN-4
                 ON EXCEPTION DISPLAY "THREAD CREATE FAILED"
              END-START
              IF IDEN-4 NOT = ZERO
                DISPLAY "THREAD CREATE FAILED RETURNED " IDEN-4
              END-IF
           ELSE
              START "THREAD-1 "
                 USING CONTEXT-AREA(LOOP-COUNTER)
12-16 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



マルチスレッドの例
                 IDENTIFIED BY TP-1(LOOP-COUNTER)
                 STATUS IS IDEN-4
                 ON EXCEPTION DISPLAY "THREAD CREATE FAILED"
              END-START
              IF IDEN-4 NOT = ZERO
                DISPLAY "THREAD CREATE FAILED RETURNED " IDEN-4
              END-IF
           END-IF.

       START-THREAD-END.
           EXIT SECTION.

      *-----------------------------------------------------------------
      * ALLOCATE CONTEXT AREAS ESTABLISH CONNECTION WITH EACH AREA.
      *-----------------------------------------------------------------
       ORACLE-CONNECTIONS SECTION.

           CALL "ORACON" USING CONTEXT-AREA(LOOP-COUNTER).
       ORACLE-CONNECTIONS-END.
           EXIT SECTION.

ファイル thread-1.pcoの内容は次のとおりです。

      * This is Thread 1.  It selects and displays the data for 
      * the employee. The context area upon which a connection
      * has been established is passed to the thread via the 
      * linkage section. In a multi-file application, you
      * can pass the context via the linkage section.  
      * Precompile with THREADS=YES.
      * 
      $SET REENTRANT MF
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. THREAD-1.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 PEMPNO               PIC S9(4) COMP EXTERNAL.

       LOCAL-STORAGE SECTION.
       01 DEMPNO               PIC Z(4) VALUE ZERO.
       01 PEMP-NAME1           PIC X(15) VARYING  VALUE SPACES.
       01 PSAL-VALUE1          PIC S9(7)V99 COMP-3 VALUE ZERO.
       01 ISAL1                PIC S9(4)   COMP   VALUE ZERO.
       01 DSAL-VALUE           PIC +(7).99 VALUE ZERO.
           EXEC SQL
                INCLUDE SQLCA
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           END-EXEC.

       LINKAGE SECTION.
       01 CONTEXT-AREA1         SQL-CONTEXT.

      *---------------------------------------------------------------
      * USING THE PASSED IN CONTEXT, SELECT AND DISPLAY THE
      * DATA FOR EMPLOYEE.  
      *---------------------------------------------------------------
       PROCEDURE DIVISION USING CONTEXT-AREA1.
       MAIN SECTION.

           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SELECT-ERROR END-EXEC
           EXEC SQL CONTEXT USE :CONTEXT-AREA1 END-EXEC
           EXEC SQL
                SELECT  ENAME, SAL
                  INTO  :PEMP-NAME1, :PSAL-VALUE1:ISAL1
                  FROM  EMP
                 WHERE  EMPNO = :PEMPNO
           END-EXEC
           IF ISAL1 < ZERO
              MOVE ZERO     TO PSAL-VALUE1
           END-IF
           MOVE PEMPNO      TO DEMPNO
           MOVE PSAL-VALUE1 TO DSAL-VALUE
           DISPLAY "FOR EMP ", DEMPNO, " NAME ",
                   PEMP-NAME1-ARR(1:PEMP-NAME1-LEN),
                   " THE CURRENT SALARY IS ", DSAL-VALUE
           EXIT PROGRAM.

      *---------------------------------------------------------------
      * THERE HAS BEEN AN ERROR WHEN SELECTING FROM THE EMP TABLE
      *---------------------------------------------------------------
       SELECT-ERROR SECTION.

           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC
           DISPLAY "HIT AN ORACLE ERROR SELECTING EMPNO 7566"
           DISPLAY "SQLCODE = ", SQLCODE
           DISPLAY "ERROR TEXT ", SQLERRMC(1:SQLERRML)
           GOBACK
           EXIT SECTION.

ファイル thread-2.pcoの内容は次のとおりです。

      * This is Thread 2.  The program will select, then update,
      * increment, and then commit the salary.  It uses the passed-in 
      * context upon which a connection has previously been established.
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      * Precompile with THREADS=YES.
      *
      $SET REENTRANT MF
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. THREAD-2.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 PEMPNO               PIC S9(4)   COMP EXTERNAL.

       LOCAL-STORAGE SECTION.
       01 DEMPNO               PIC Z(4) VALUE ZERO.
       01 PEMP-NAME2           PIC X(15) VARYING  VALUE SPACES.
       01 PSAL-VALUE2          PIC S9(7)V99 COMP-3 VALUE 100.
       01 ISAL2                PIC S9(4)   COMP   VALUE ZERO.
       01 DSAL-VALUE           PIC +(7).99 VALUE ZERO.
           EXEC SQL
                INCLUDE SQLCA
           END-EXEC.

       LINKAGE SECTION.
       01 CONTEXT-AREA2         SQL-CONTEXT.

      *---------------------------------------------------------------
      * USING THE PASSED IN CONTEXT AREA, FIRST SELECT TO GET INITIAL
      * VALUES, INCREMENT THE SALARY, UPDATE AND COMMIT.
      *---------------------------------------------------------------
       PROCEDURE DIVISION USING CONTEXT-AREA2.
       MAIN SECTION.

           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO UPDATE-ERROR END-EXEC
           EXEC SQL CONTEXT USE     :CONTEXT-AREA2 END-EXEC
           EXEC SQL
                SELECT  ENAME, SAL
                  INTO  :PEMP-NAME2, :PSAL-VALUE2:ISAL2
                  FROM  EMP
                 WHERE  EMPNO = :PEMPNO
           END-EXEC
           ADD  10  TO PSAL-VALUE2
           EXEC SQL
                   UPDATE  EMP
                      SET  SAL   = :PSAL-VALUE2
                    WHERE  EMPNO = :PEMPNO
           END-EXEC
           MOVE PEMPNO      TO DEMPNO
           MOVE PSAL-VALUE2 TO DSAL-VALUE
           DISPLAY "FOR EMP ", DEMPNO, " NAME ",
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                   PEMP-NAME2-ARR(1:PEMP-NAME2-LEN),
                   " THE UPDATED SALARY IS ", DSAL-VALUE
      *    THIS COMMIT IS REQUIRED, OTHERWISE THE DATABASE
      *    WILL BLOCK SINCE THE UPDATES ARE TO THE SAME ROW
           EXEC SQL COMMIT WORK END-EXEC
           EXIT PROGRAM.

      *---------------------------------------------------------------
      * THERE HAS BEEN AN ERROR WHEN UPDATING THE SAL IN THE EMP TABLE
      *---------------------------------------------------------------
       UPDATE-ERROR SECTION.

           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC
           DISPLAY "HIT AN ORACLE ERROR UPDATING EMPNO 7566"
           DISPLAY "SQLCODE = ", SQLCODE
           DISPLAY "ERROR TEXT ", SQLERRMC(1:SQLERRML)
           GOBACK
           EXIT SECTION.

ファイル oracon.pcoの内容は次のとおりです。

      * This program allocates SQLLIB runtime contexts, stores
      * a pointer to the context in the variable which was
      * passed in from the main program via the linkage section,
      * and establishes a connection on the allocated context.
      *
      * This program is written for Merant MicroFocus COBOL and uses
      * vendor-specific directives and functionality. Precompile
      * with THREADS=YES.
      *
      $SET REENTRANT MF
       IDENTIFICATION DIVISION.
       PROGRAM-ID. ORACON.
       ENVIRONMENT DIVISION.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01 LOGON-STRING         PIC X(40)          VALUE SPACES.
           EXEC SQL
                INCLUDE SQLCA
           END-EXEC.
       LINKAGE SECTION.
       01  CONTEXT          SQL-CONTEXT.

       PROCEDURE DIVISION USING CONTEXT.
       MAIN SECTION.
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      *-----------------------------------------------------------------
      * ALLOCATE CONTEXT AREAS ESTABLISH CONNECTION WITH EACH AREA.
      *-----------------------------------------------------------------
       ORACLE-CONNECTION SECTION.

           MOVE "SCOTT/TIGER"  TO LOGON-STRING
           EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :CONTEXT END-EXEC
           IF SQLCODE NOT = ZERO
              DISPLAY 'ERROR ALLOCATING CONTEXT '
                      '- ABORTING : ' SQLERRMC
              GOBACK
           ELSE
              DISPLAY 'CONTEXT ALLOCATED'
           END-IF

           EXEC SQL CONTEXT USE :CONTEXT END-EXEC
           EXEC SQL  CONNECT    :LOGON-STRING  END-EXEC
           IF SQLCODE NOT = ZERO
              DISPLAY 'ERROR CONNECTING SECOND THREAD TO THE DATABASE '
                      '- ABORT TEST : ' SQLERRMC
              GOBACK
           ELSE
              DISPLAY 'CONNECTION ESTABLISHED'
           END-IF
           EXIT SECTION.
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ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（LOB））））

この章では、埋込み SQL文により提供される LOB（Large Object）データ型のサポートを記
述します。4種類の LOB型を説明し、従来の LONGおよび LONG RAWデータ型と比較し
ます。 

Pro*COBOLの埋込み SQLインタフェースは、PL/SQL言語と同様の機能を提供します。

LOB文およびその LOBオプションとホスト変数を説明します。

最後に、LOBインタフェースを使用した Pro*COBOLによるプログラミング例を説明しま
す。

この章の構成は、次のとおりです。

� LOB

� プログラムでの LOBの使用方法

� LOB文のルール

� LOB文

� LOBサンプル・プログラム LOBDEMO1.PCO
・オブジェクト（LOB） 13-1



LOB
LOB
LOB（large object）とは、ASCIIテキスト、各国文字のテキスト、様々なグラフィック・
フォーマットのファイルおよびサウンド波形などの多くのデータ（最大 4GB）を格納するた
めに使用されるデータベース型のことです。

内部内部内部内部 LOB
内部 LOB（BLOB、CLOB、NCLOB）は、データベースの表領域に格納されます。また、内
部 LOBではデータベース・サーバーのトランザクション・サポート（コミット、ロール
バックなど、内部 LOBで使用する機能）が有効です。

BLOB（Binary LOB）には、ビデオ・クリップなどの非構造化バイナリ・（"ロー "とも呼ば
れます）データが格納されます。

CLOB（Character LOB）には、データベース・キャラクタ・セットの文字列データのラー
ジ・ブロックが保存されます。

NCLOB（National Character LOB）には、各国語キャラクタ・セットの文字列データのラー
ジ・ブロックが保存されます。

外部外部外部外部 LOB
外部 LOBは、データベース表領域外のオペレーティング・システム・ファイルです。ただ
し、データベース・サーバーのトランザクション・サポートは無効です。

BFILE（Binary Files）では、データは外部バイナリ・ファイルの形式で格納されます。
BFILEでは、GIF、JPEG、MPEG、MPEG2、テキストなどのフォーマットを扱うことができ
ます。

BFILEのセキュリティのセキュリティのセキュリティのセキュリティ
DIRECTORYオブジェクトは、BFILEに対するアクセスや使用のために使います。
DIRECTORYは、ファイルが格納されているサーバー・ファイル・システムの実際の物理
ディレクトリの（サーバーに格納されている）論理別名です。DIRECTORYオブジェクトに
対するアクセス権限が割り当てられているユーザー以外は、ファイルにアクセスできませ
ん。

BFILEで使用できる SQL文は、次の 2種類です。

� DDL（Data Definition Language）SQL文の CREATE、REPLACE、ALTERおよび
DROP 

� DIRECTORYオブジェクト上のシステムとオブジェクトに対する READ権限の GRANT
および REVOKEを行う DML（Data Management Language）SQL文

CREATE DIRECTORY宣言文の例を次に示します。

     EXEC SQL CREATE OR REPLACE DIRECTORY "Mydir" AS '/usr/home/mydir' END-EXEC.
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LOB
ユーザーまたはロールは、GRANTなどの DML（Data Manipulation Language）文の権限
が割当てられている場合にのみ、ディレクトリを読み込むことができます。たとえば、ユー
ザー scottがディレクトリ /usr/home/mydirの BFILESを読み込めるようにするには次
のようにします。

     EXEC SQL GRANT READ ON DIRECTORY "Mydir" TO scott END-EXEC.

1セッション内で、最大 10個の BFILESを同時にオープンできます。SESSION_MAX_
OPEN_FILESパラメータの設定を変更して、デフォルト値を変更できます。

DIRECTORYオブジェクトおよび BFILEセキュリティの詳細は、『Oracle8i アプリケーショ
ン開発者ガイド 基礎編』を参照してください。GRANTコマンドの詳細は、『Oracle8i SQL 
リファレンス』を参照してください。

LOBと、と、と、と、LONGおよびおよびおよびおよび LONG RAWの比較の比較の比較の比較
LOBは、従来の LONGおよび LONG RAWデータ型と多くの点で異なります。

� LOBの最大サイズは 4GBです。LONGおよび LONG RAWの最大サイズは 2GBです。

� LOBでは、ランダム・アクセス方法および順次アクセス方法を使用できます。LONGお
よび LONG RAWでは、順次アクセス方法のみです。

� LOB（NCLOBは除きます）は、定義したオブジェクト型の属性になります。

� 表では複数の LOB列を作成できますが、複数の LONGまたは LONG RAW列は作成で
きません。

既存の LONGおよび LONG RAW属性は、LOBに移行することをお薦めします。今後のリ
リースでは、LONGおよび LONG ROWはサポートしない予定です。移行の詳細は、
『Oracle8i 移行ガイド』を参照してください。

LOBロケータロケータロケータロケータ
LOBロケータによって、実際の LOB内容がポイントされます。ロケータは、LOBの内容で
はなく LOBを取り出したときに戻されます。LOBロケータは、特定のトランザクションま
たはセッションには保存されずに、後続のトランザクションまたはセッションで再使用され
ます。

テンポラリテンポラリテンポラリテンポラリ LOB
LOBデータベースを使いやすくするために、テンポラリ LOBを作成できます。テンポラリ
LOBはローカル変数に似ていますが、表には関連付けられていません。テンポラリ LOBを
作成したユーザーのみがロケータを使用してアクセスでき、セッションが終了すると削除さ
れます。
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プログラムでの LOBの使用方法
テンポラリ BFILESはサポートしていません。テンポラリ LOBは、INSERT文のWHERE
句、UPDATE文の SET句または DELETE文のWHERE句の入力変数（IN値）のみで使用
することができます。テンポラリ LOBでは、データベース・サーバーのトランザクション・
サポートは無効です。つまり、COMMITSまたは ROLLBACKすることはできません。

テンポラリ LOBロケータは、トランザクションをまたがって使用することができます。テ
ンポラリ LOBは、サーバーが異常終了したとき、およびデータベース SQL操作からエラー
が戻されたときも削除されます。

LOBバッファリング・サブシステムバッファリング・サブシステムバッファリング・サブシステムバッファリング・サブシステム
LBS（LOB Buffering Subsystem）は、クライアントのアドレス空間で 1つまたは複数の
LOBバッファとして使用するためのユーザー・メモリー領域です。

バッファリングには次の利点があります。特に、LOBの特定領域に小規模な読込みおよび書
込みを繰り返すクライアントのアプリケーションに有効です。

� LOBに対する複数の読込み /書込みをバッファに蓄積し、FLUSH宣言文が実行された
ときにサーバーに書き込むため、サーバーへのラウンドトリップが減少します。 

� サーバー上での LOBの合計更新数が減少します。この結果、LOBのパフォーマンスが
向上し、ディスク領域が節約されます。

このバッファリングは、簡単なバッファ・サブシステムで、キャッシュではありません。
バッファの内容が、サーバーの LOB値と常に同期しているとは限りません。サーバーの
LOBに実際に更新を書き込むには、FLUSH文を使用します。

LOBのバッファへの読込み /書込みは、ロケータを使用して実行されます。バッファリン
グが使用可能なロケータを使用すると、書込みを実行するまで、LOBを常に読み込むことが
できます。

ロケータは、バッファへのWRITEに使用されると更新されます。最新の LOBバージョンに
は、バッファリング・サブシステムを介してアクセスします。これ以降のバッファされた
LOBへのWRITEは、更新されたロケータを使用しないとできません。バッファされた LOB
の操作を行うトランザクションは、ユーザー・セッション間で移行することはできません。

LBSは、サーバーの LOB値を FLUSH文を使用して更新するユーザーが管理します。LBS
は、シングル・ユーザーで単一スレッドです。サーバー LOBの妥当性を確保するには、
ROLLBACKおよび SAVEPOINTアクションを使用します。バッファされた LOB操作のト
ランザクション・サポートは無効です。バッファされた LOB更新のトランザクション・セ
マンティックスを確保するには、エラー発生時にロールバックを行う論理セーブポイントを
メンテナンスする必要があります。

LBSの詳細は、『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』を参照してください。

プログラムでのプログラムでのプログラムでのプログラムでの LOBの使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
Pro*COBOLから LOBにアクセスするには、次の 2つの方法があります。
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プログラムでの LOBの使用方法
LOBへのへのへのへの 2つのアクセス方法つのアクセス方法つのアクセス方法つのアクセス方法
� PL/SQLブロックの DBMS_LOBパッケージ

� 埋込み SQL文

SQL文は、PL/SQLインタフェースと同じ機能を使用できるように設計されています。

次の表では、PL/SQLからの LOBアクセスおよび Pro*COBOLの埋込み SQL文を比較しま
す。空欄は、機能がないことを示します。

表表表表 13-1  LOBへのアクセス方法へのアクセス方法へのアクセス方法へのアクセス方法

PL/SQL1 Pro*COBOLの埋込みの埋込みの埋込みの埋込み SQL

COMPARE()

INSTR()

SUBSTR()

APPEND() APPEND

:= ASSIGN

CLOSE() CLOSE

COPY() COPY

CREATETEMPORARY() CREATE TEMPORARY

DISABLE BUFFERING

ENABLE BUFFERING

ERASE() ERASE

GETCHUNKSIZE() DESCRIBE

ISOPEN() DESCRIBE

FILECLOSE() CLOSE

FILECLOSEALL() FILE CLOSE ALL

FILEEXISTS() DESCRIBE

FILEGETNAME() DESCRIBE

FILEISOPEN() DESCRIBE

FILEOPEN() OPEN

BFILENAME() FILE SET2

FLUSH BUFFER

FREETEMPORARY() FREE TEMPORARY
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プログラムでの LOBの使用方法
注意注意注意注意 : 新しい文を使用する前に、LOBに対して修正または変更する行を明示的にロックす
る必要があります。LOB値を修正する操作には、APPEND、COPY、ERASE、LOAD 
FROM FILE、TRIMおよびWRITEがあります。

アプリケーションでのアプリケーションでのアプリケーションでのアプリケーションでの LOBロケータロケータロケータロケータ
Pro*COBOLアプリケーションで LOBロケータを使用するには、次の擬似タイプを使用しま
す。 

� SQL-BLOB

� SQL-CLOB

� SQL-NCLOB

� SQL-BFILE.

MY-NCLOBと呼ばれる NCLOB変数を宣言するには、次のようにします。

 01  MY-NCLOB    SQL-NCLOB.

GETLENGTH() DESCRIBE

=

ISTEMPORARY() DESCRIBE

LOADFROMFILE() LOAD FROM FILE

OPEN() OPEN

READ() READ

TRIM() TRIM

WRITE() WRITE

WRITEAPPEND() WRITE
1 dbmslob.sqlからコールします。からコールします。からコールします。からコールします。BFILENAMEを除くルーチンの前にを除くルーチンの前にを除くルーチンの前にを除くルーチンの前に
は、すべては、すべては、すべては、すべて 'DBMS_LOB'を付ける必要があります。を付ける必要があります。を付ける必要があります。を付ける必要があります。

2 SQL関数に組み込まれている関数に組み込まれている関数に組み込まれている関数に組み込まれている BFILENAME()も使用できることがあも使用できることがあも使用できることがあも使用できることがあ
ります。ります。ります。ります。

表表表表 13-1  LOBへのアクセス方法へのアクセス方法へのアクセス方法へのアクセス方法

PL/SQL1 Pro*COBOLの埋込みの埋込みの埋込みの埋込み SQL
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プログラムでの LOBの使用方法
LOBの初期化の初期化の初期化の初期化

内部内部内部内部 LOB
BLOBを初期化して空にするには、EMPTY_BLOB()関数または ALLOCATE SQL文を使用
します。 CLOBおよび NCLOBには、 EMPTY_CLOB() 関数を使用します。 EMPTY_BLOB()お
よび EMPTY_CLOB()の詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』 を参照してください。これら
の関数は、INSERT文の VALUES句内または UPDATE文の SET句のソースでのみ使用でき
ます。

たとえば、次の文では、

     EXEC SQL INSERT INTO lob_table (a_blob, a_clob)
        VALUES (EMPTY_BLOB(), EMPTY_CLOB()) END-EXEC.

ALLOCATE文は、LOBロケータを割り当て、初期化して空にします。次のコードは、前の
例と同じです。

...
 01  A-BLOB      SQL-BLOB.
 01  A-CLOB      SQL-CLOB.
...
     EXEC SQL ALLOCATE :A-BLOB END-EXEC.
     EXEC SQL ALLOCATE :A-CLOB END-EXEC.
     EXEC SQL INSERT INTO lob_table (a_blob, a_clob)
        VALUES (:A-BLOB, :A-CLOB) END-EXEC.

外部外部外部外部 LOB
BFILEおよび FILENAMEの DIRECTORY別名を初期化するには、LOB FILE SET文を次の
ように使用します。

...
 01  ALIAS        PIC X(14) VARYING.
 01  FILENAME     PIC X(14) VARYING.
 01  A-BFILE      SQL-BFILE.
 ...
     MOVE "lob_dir" TO ALIAS-ARR.
     MOVE 7 TO ALIAS-LEN.
     MOVE "image.gif" TO FILENAME-ARR
     MOVE 9 TO FILENAME-LEN..     
     EXEC SQL ALLOCATE :A-BFILE END-EXEC.
     EXEC SQL LOB FILE SET :A-BFILE
        DIRECTORY = :ALIAS, FILENAME = :FILENAME END-EXEC.
     EXEC SQL INSERT INTO file_table (a_bfile) VALUES (:A-BFILE) END-EXEC.

DIRECTORYオブジェクトのネーミング規則および DIRECTORYオブジェクトの権限の詳
細は、『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』を参照してください。
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LOB文のルール
また、INSERTまたは UPDATE文の BFILENAME（'ディレクトリ ', 'ファイル名 '）機能を
使用して、BFILE列または特定行の属性を初期化し、実際の物理ディレクトリおよびファイ
ル名を取得できます。

     EXEC SQL INSERT INTO file_table (a_bfile)
        VALUES (BFILENAME('lob_dir', 'image.gif'))
           RETURNING a_bfile INTO :A-BFILE END-EXEC.

注意注意注意注意 : BFILENAME()は、ディレクトリおよびファイル名の権限、または物理ディレクトリ
が実際に存在するかどうかはチェックしません。BFILEロケータを使用した後続のファイ
ル・アクセスがこのチェックを行います。また、これらのチェックの結果ファイルにアクセ
スできない場合は、エラーが戻されます。

テンポラリテンポラリテンポラリテンポラリ LOB
埋込み SQLの LOB CREATE TEMPORARY文を使用して最初にテンポラリ LOBを作成した
ときに、テンポラリ LOBは初期化され空になります。EMPTY_BLOB()および EMPTY_
CLOB()関数は、テンポラリ LOBでは使用できません。

LOBの解放の解放の解放の解放
ALLOCATE文で使用されるメモリーを解放するには、FREE文を使用します。

EXEC SQL FREE :A-BLOB END-EXEC.

LOB文のルール文のルール文のルール文のルール
LOB文を使用するときのルールを説明します。

すべてのすべてのすべてのすべての LOB文に適用されるルール文に適用されるルール文に適用されるルール文に適用されるルール
次の一般的な制限および制約は、SQL LOB文を使用して LOBを操作するときに適用されま
す。

� 埋込み SQLの LOB文では、FOR句は使用できません。これらの文は、単一の LOBロ
ケータのみ使用できます。ただし、ALLOCATEおよび FREE文では、FOR句を使用す
ることができます。

� 分散 LOBはサポートされていません。新規の埋込み SQL LOB文であれば ATデータ
ベース句を使用できます。しかし、異なったデータベース接続を使用して作成または
ALLOCATEされた LOBロケータを、同一 SQL LOB文内で併用することはできませ
ん。

LOBバッファリング・サブシステムに適用されるルールバッファリング・サブシステムに適用されるルールバッファリング・サブシステムに適用されるルールバッファリング・サブシステムに適用されるルール
LBSでは、次のルールに従う必要があります。
13-8 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



LOB文のルール
� 読込みまたは書込みアクセス時のエラーは、次回のサーバー、アクセス時にレポートさ
れます。このため、エラー復旧のコードは、ユーザーが作成する必要があります。

� バッファへの書込みにより LOBを更新するときは、必ず LOBバッファリング・サブシ
ステムを経由して更新を行ってください。

� バッファリングが可能な更新済 LOBロケータは、INパラメータとして PL/SQLプロ
シージャに渡すことができます。しかし、IN OUTあるいは OUTパラメータとしては
渡すことができません。エラーが戻されます。更新済ロケータを戻そうとしたときに
も、エラーが戻されます。

� バッファリング可能な更新済ロケータを、別のロケータに ASSIGNすることはできませ
ん。

� バッファへの書込みを LOB値に追加することができますが、その開始オフセットの 1文
字は、LOBの最後に続く必要があります。LBSでは、データベース・サーバーの LOB
に、0バイトの充填文字または空白が入る APPEND文は使用できません。

� ホスト・ロケータのバインド変数の文字セットとデータベース・サーバーの CLOBは、
同じであることが必要です。

� ASSIGN、READおよびWRITE文のみ、バッファリング可能なロケータとともに使用で
きます。 

� バッファリング可能なロケータで APPEND、COPY、ERASE、DESCRIBE（LENGTH
のみ）、SELECTおよび TRIMの文を使用すると、エラーになります。また、これらの
文をバッファリング不可能なロケータとともに使用した場合でも、そのロケータによっ
てポイントされた LOBが他のロケータによってバッファ・モードでアクセスされた場
合には、エラーが戻されます。

注意注意注意注意 : FLUSH文を LOBで使用するときは、次の処理の前に、LOBバッファリング・サブ
システムで LOBが使用可能になっている必要があります。

� トランザクションのコミット

� カレント・トランザクションから他のトランザクションへの移行

� LOB上でのバッファ操作の使用禁止

ホスト変数に適用されるルールホスト変数に適用されるルールホスト変数に適用されるルールホスト変数に適用されるルール
LOB文の場合、次のルールおよび注意を使用します。

� srcおよび dstを使用して、内部または外部 LOBロケータを参照できますが、fileでは、
外部ロケータ以外は参照できません。

� 数値のホスト値（amt、src_offset、dst_offsetなど）は、4バイトの整数値 PIC 
S9(9) COMPとして宣言されます。値は、0～ 4GBに制限されています。
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LOB文
� LOBロケータでは、NULLの概念が使用されています。LOB文では、標識変数は必要あ
りません。NULLは、amt、src_offsetなどの数値変数とともに使用できません。使
用した場合はエラーになります。

� オフセット値 src_offset および dst_offsetのデフォルト値は 1です。

LOB文文文文
アルファベット順に文を説明します。すべての説明文で、database はデータベース接続を示
します。

APPEND

用途用途用途用途
この文では、別の LOBの最後に LOB値を追加します。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB APPEND :src TO :dst END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN) : ソース LOBを一意に参照する内部 LOBロケータ。

dst (IN OUT) : 宛先 LOBを一意に参照する内部 LOBロケータ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
ソース LOBのデータが宛先 LOBの最後にコピーされると、宛先 LOBが最大 4GBまで拡張
されます。LOBが 4GBを超えて拡張される場合は、エラーが発生します。

ソースおよび宛先 LOBは、すでに存在している必要があります。また、宛先 LOBは初期化
されている必要があります。

ソースおよび宛先 LOBの両方が、同じ内部 LOB型であることが必要です。どちらのロケー
タに対しても、LOBバッファリングを有効にすると、エラーとなります。

ASSIGN

用途用途用途用途
LOBまたは BFILEロケータを、別のロケータに割り当てます。
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LOB文
構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB ASSIGN :src to :dst END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN) : コピー元の LOBまたは BFILEロケータ・ソース。

dst (IN OUT) : コピー先の LOBまたは BFILEロケータ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
割当て後は、両方のロケータが同じ LOB値を参照します。宛先 LOBロケータは、有効な、
初期化された（ALLOCATEされた）ロケータであることが必要です。

内部 LOBでは、宛先ロケータが表に格納されている場合にのみ、ソース・ロケータの LOB
値が宛先ロケータの LOB値にコピーされます。Pro*COBOLでは、宛先ロケータを格納して
いるオブジェクトの FLUSHを発行すると、LOB値をコピーします。

BFILEロケータが内部 LOBロケータに割り当てられた場合は、エラーが戻されます。その
逆も同様です。src および dst LOBが同じ型でない場合も、エラーが戻されます。

ソース・ロケータがバッファリング可能な内部ロケータ用であり、かつ LOBバッファリン
グ・サブシステムを介して LOB値を変更するのに使用されていた場合、またバッファが
WRITE後に FLUSHされていない場合には、ソース・ロケータを宛先ロケータに割り当てる
ことはできません。これは、LOBバッファリング・サブシステムを介して LOB値を修正す
る場合、1つの LOBに対してロケータは 1つしか使用できないためです。

CLOSE

用途用途用途用途
オープンされている LOBまたは BFILEをクローズします。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB CLOSE :src END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN OUT) : クローズされる LOBまたは BFILEのロケータ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
異なるロケータ、もしくは同一ロケータを使用した場合でも、同一 LOBを 2回クローズす
るとエラーになります。外部 LOBの場合は、BFILEが存在して一度もオープンされていな
い状態であれば、エラーは発生しません。
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オープンしていた LOBをすべてクローズする前に、トランザクションを COMMITすると
エラーになります。トランザクションの ROLL BACK時にオープンしている LOBは、ク
ローズされず、すべて破棄されます。

COPY

用途用途用途用途
LOB値の全部または一部を別の LOBにコピーします。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB COPY :amt FROM :src [AT :src_offset]
        TO :dst [AT :dst_offset] END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
amt (IN) : コピーする BLOBの最大バイト数または CLOBおよびNCLOBの文字数。

src (IN) : ソース LOBのロケータ。

src_offset (IN) : CLOBまたは NCLOBの文字数、および BLOBのバイト数。LOBの先頭で
1から始まります。 

dst (IN) : 宛先 LOBのロケータ。

dst_offset (IN) : 宛先のオフセット。src_offsetと同じルールが適用されます。

使用方法使用方法使用方法使用方法
データが宛先のオフセット以降にあらかじめ存在する場合は、ソース・データで上書きされ
ます。宛先のオフセットがカレント・データの最後を超えている場合は、宛先 LOBのカレ
ント・データの最後から新しく書き込まれたソース・データの先頭まで、ゼロバイト充填文
字（BLOB）または空白（CLOB）が書き込まれます。

新しく書き込まれるデータが宛先 LOBの現行の長さを超えている場合は、そのデータを格
納できるように宛先 LOBが拡張されます。4GBを超えて LOBが拡張されると、ランタイ
ム・エラーが発生します。

初期化されていない LOBからコピーすると、エラーになります。

ソース LOBおよび宛先 LOBは、同じ型である必要があります。LOBバッファリングは、両
方のロケータに対して使用可能にしないでください。 

amt変数は、コピーの最大量を示します。指定した量がコピーされる前にソース LOBの最
後に到達した場合は、エラーを発行せずに操作が終了します。

テンポラリ LOBを永続 LOBにするには、COPY文を使用して、テンポラリ LOBを永続
LOBに明示的に COPYする必要があります。
13-12 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



LOB文
CREATE TEMPORARY

用途用途用途用途
テンポラリ LOBを作成します。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB CREATE TEMPORARY :src END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN OUT) : 

実行前で INのときは、srcは事前に ALLOCATEされた LOBロケータです。

実行後で OUTになったときは、srcは新しい空のテンポラリ LOBをポイントする LOBロ
ケータです。

使用方法使用方法使用方法使用方法
実行が正常に終了すると、ロケータはデータベース・サーバーに新しく作成された、表に依
存しないテンポラリ LOBをポイントします。テンポラリ LOBは空で、長さゼロです。

セッション終了時に、すべてのテンポラリ LOBは解放されます。テンポラリ LOBへの
READおよびWRITEは、バッファ・キャッシュを経由しません。

DISABLE BUFFERING

用途用途用途用途
LOBロケータの LOBバッファリングを使用禁止にします。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB DISABLE BUFFERING :src END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN OUT) : 内部 LOBロケータ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文は、BFILEをサポートしていません。後続の読込みまたは書込みは、LBS経由では行
われません。
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注意注意注意注意 : 変更を永続的なものにするために FLUSH BUFFERコマンドを使用してください。こ
の文は、LOBバッファリング・サブシステムが作成した変更を、暗黙的にフラッシュするこ
とはありません。

ENABLE BUFFERING

用途用途用途用途
LOBロケータの LOBバッファリングを使用可能にします。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB ENABLE BUFFERING :src END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN OUT) : 内部 LOBロケータ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文は、BFILEをサポートしていません。後続の読込みおよび書込みは、LBSを経由して
行われます。

ERASE

用途用途用途用途
指定されたオフセットから始まる、指定された量の LOBデータを消去します。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB ERASE :amt 
        FROM :src [AT :src_offset] END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
amt (IN OUT) : 入力は、消去するバイト数または文字数です。戻される出力は、実際に消去
されたバイト数または文字数です。

src (IN OUT) : 内部 LOBロケータ。

src_offset (IN) : LOBの開始からのオフセット。1から指定できます。

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文は、BFILEをサポートしていません。 
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実行後、消去された実際の文字数またはバイト数が amtから戻されます。要求した文字数ま
たはバイト数を消去する前に LOB値の最後に到達した場合は、実際の消去数と要求した消
去数は異なります。LOBが空の場合は、amtは 0文字または 0バイトが消去されたことを示
します。

BLOBの場合は、消去とはゼロバイト充填文字で既存の LOB値を上書きすることです。
CLOBの場合は、空白で既存の LOB値を上書きすることです。

FILE CLOSE ALL

用途用途用途用途
カレント・セッションでオープンしている BFILESをすべてクローズします。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB FILE CLOSE ALL END-EXEC.

使用方法使用方法使用方法使用方法
適切にクローズされなかったオープン・ファイルがセッションに存在する場合は、FILE 
CLOSE ALL文を使用して、セッションでオープンしているファイルをすべてクローズし、
ファイル操作を始めから再開できます。

FILE SET

用途用途用途用途
BFILEロケータの DIRECTORY別名および FILENAMEを設定します。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB FILE SET :file
        DIRECTORY = :alias, FILENAME = :filename END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
file (IN OUT) : DIRECTORY別名および FILENAMEを設定する BFILEロケータ。

alias (IN) : 設定する DIRECTORY別名。

filename (IN) : 設定する FILENAME。
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使用方法使用方法使用方法使用方法
指定した BFILEロケータは、この文で使用する前に、ALLOCATEされている必要がありま
す。

DIRECTORY別名および FILENAMEは必須項目です。

DIRECTORY別名の最大長は 30バイトです。FILENAMEの最大長は 255バイトです。

DIRECTORY別名および FILENAME属性がサポートされている外部データ型は、
VARCHAR、VARCHAR2および CHARFのみになります。

この文を外部 LOBロケータ以外で使用すると、エラーになります。

FLUSH BUFFER

用途用途用途用途
LOBのバッファをデータベース・サーバーに書き込みます。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB FLUSH BUFFER :src [FREE] END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN OUT) : 内部 LOBロケータ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
入力ロケータが参照する LOBからサーバーのデータベース LOBに、バッファ・データを書
き込みます。

LOBバッファリングは、入力 LOBロケータに対してすでに有効になっている必要がありま
す。

デフォルトでの FLUSH操作では、バッファ・リソースの解放および別のバッファされた
LOB操作への再割当ては行われません。ただし、バッファを明示的に解放する場合は、オプ
ションの FREEキーワードを使用して指定できます。

FREE TEMPORARY

用途用途用途用途
LOBロケータ用にテンポラリ領域を解放します。
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構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB FREE TEMPORARY :src END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN OUT) : テンポラリ LOBをポイントする LOBロケータ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
入力ロケータは、テンポラリ LOBをポイントしている必要があります。出力ロケータは、
初期化されずに、後続の LOB文で使用されます。 

LOAD FROM FILE

用途用途用途用途
BFILEの一部または全部を、内部 LOBにコピーします。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB LOAD :amt 
        FROM FILE :file [AT :src_offset] INTO :dst [AT :dst_offset] END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
amt (IN) : ロードする最大バイト数。

file (IN OUT) : ソースの BFILEロケータ。

src_offset (IN) : ファイルの先頭からのオフセット・バイト数。1から指定できます。

dst (IN OUT) : 宛先 LOBロケータ。BLOB、CLOBおよび NCLOBが有効です。

dst_offset (IN) : 書込みが開始する宛先 LOBの先頭からのバイト数（BLOBの場合）または
文字数（CLOBおよび NCLOBの場合）です。1から始まります。

使用方法使用方法使用方法使用方法
データは、ソース BFILEから宛先内部 LOBにコピーされます。BFILEデータを CLOBまた
は NCLOBにコピーする場合、文字セットは変換されません。このため、BFILEデータは、
あらかじめデータベース内の CLOBまたは NCLOBと同じ文字セットになっている必要があ
ります。

ソースおよび宛先 LOBは、すでに存在している必要があります。宛先の開始位置にすでに
データがある場合は、ソース・データで上書きされます。宛先の開始位置が現行データの最
後を超えている場合は、ゼロバイト充填文字（BLOB）または空白（CLOBおよび NCLOB）
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が、宛先 LOBのデータの最後からソースによって新しく書き込まれたデータの先頭まで書
き込まれます。

宛先 LOBが現行の長さを超えて拡張される場合は、新しく書き込まれるデータを格納でき
るように拡張されます。4GBを超えて LOBが拡張されると、エラーになります。

また、初期化されていない BFILEからコピーをすると、エラーになります。

amountパラメータは、ロードする最大量を示します。指定した量がロードされる前にソー
ス BFILEの最後に到達した場合は、エラーを発行せずに操作が終了します。

OPEN

用途用途用途用途
読込み、または読込み /書込みアクセスのために、LOBまたは BFILEをオープンします。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB OPEN :src 
        [ READ ONLY | READ WRITE ] END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN OUT) : LOBまたは BFILEの LOBロケータ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
デフォルト・モードでは、LOBまたは BFILEは READ ONLYアクセスで OPENされます。

内部 LOBの場合は、OPENは LOBと関連付けられます。ロケータとは関連付けられませ
ん。すでに OPENしているロケータを別のロケータに割り当てても、新しい LOBを OPEN
したとは見なされません。そのかわり、両方のロケータが同じ LOBを参照します。BFILE
の場合は、OPENしているファイルはロケータと関連付けられます。

同時に OPENできる LOBの最大数は 32個です。33個目の LOBを OPENすると、エラー
が戻されます。

書込み可能な BFILESは、サポートしていません。このため、BFILEを READ WRITEモー
ドで OPENすると、エラーが戻されます。

LOBを READ ONLYモードでオープンした後にWRITEすると、エラーになります。 
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READ

用途用途用途用途
LOBまたは BFILEの一部または全部をバッファに読み込みます。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB READ :amt FROM :src [AT :src_offset]
        INTO :buffer [WITH LENGTH :buflen] END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
amt (IN OUT) : 

入力は、読み込む文字数またはバイト数です。出力は、読み込まれた実際の文字数またはバ
イト数です。

読み込まれたバイト数がバッファ長より大きい場合は、LOBはポーリング・モードで読み込
まれていると見なされます。入力時にこの値がゼロの場合は、データは入力オフセットから
LOBの最後までポーリング・モードで読み込まれます。 

実際に読み込まれるバイト数または文字数は amt で戻されます。 データがピース単位で読
み込まれる場合、 amt には常に最後に読み込まれたピースが含まれます。 

LOBの最後に到達すると、「ORA-1403:データが見つかりません」エラーが発行されます。 

ポーリング・モードで読み込むときは、アプリケーションから LOB READを繰り返しコー
ルし、データがなくなるまで LOBのピースを読み込む必要があります。ORA-1403エラーを
捕捉するには、WHENEVER宣言文でNOT FOUND条件を使用してポーリング・モードを
制御してください。

src (IN) : または BFILEロケータ。

src_offset (IN) : これは読込みを開始した LOB値の先頭からの絶対オフセットです。キャラ
クタ LOBにおいては、これは LOBの先頭からの文字数を意味します。バイナリ LOBまた
は BFILEにおいては、これはバイト数を意味します。最初の位置は 1です。

buffer (IN/OUT) : LOBデータが読み込まれるバッファ。バッファの外部データ型は、ソー
ス LOBの型によって一定の型に制限されます。バッファの最大長は、LOB値を格納するた
めに使用される外部データ型によって決まります。次の表は、有効な外部データ型、および
そのソース LOB型ごとの最大長のリストです。
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buflen (IN) : 他の方法で長さがわからない場合は、指定したバッファの長さを指定します。 

使用方法使用方法使用方法使用方法
BFILEは、データベース・サーバーにすでに存在し、入力ロケータを使用してオープンされ
ている必要があります。データベースにはファイルの読込み権限が必要で、ユーザーには
ディレクトリの読込み権限が必要になります。

初期化されていない LOBまたは BFILEからの読込みは、エラーとなります。

バッファの長さは、次のように決定されます。

� WITH LENGTH句を指定した場合の、buflenの値。

� WITH LENGTH句を指定しなかった場合は、4-1ページの「文字データの処理」のルー
ルに従って、バッファ・ホスト変数を OUTモードで処理すると長さが決定します。

表表表表 13-2  ソースソースソースソース LOBおよびプリコンパイラのデータ型およびプリコンパイラのデータ型およびプリコンパイラのデータ型およびプリコンパイラのデータ型

外部外部外部外部
LOB1

1  これらの外部データ型は、これらの外部データ型は、これらの外部データ型は、これらの外部データ型は、BFILEで使用できます。で使用できます。で使用できます。で使用できます。

内部内部内部内部 LOB プリコンパイラのプリコンパイラのプリコンパイラのプリコンパイラの
外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型

プリコンパイラのプリコンパイラのプリコンパイラのプリコンパイラの
最大長最大長最大長最大長 2

2  長さは、文字単位ではなく、バイト単位で計算されています。長さは、文字単位ではなく、バイト単位で計算されています。長さは、文字単位ではなく、バイト単位で計算されています。長さは、文字単位ではなく、バイト単位で計算されています。

PL/SQL
データ型データ型データ型データ型

PL/SQL
最大長最大長最大長最大長

BFILE

BLOB RAW

VARRAW

LONG RAW

LONG VARRAW

65535

65533

2147483647

2147483643

RAW 32767

CLOB VARCHAR2

VARCHAR

LONG VARCHAR

65535 

65533

2147483643

VARCHAR2 32767

NCLOB NVARCHAR2 4000 NVARCHAR2 4000
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TRIM

用途用途用途用途
LOB値を切り捨てます。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB TRIM :src TO :newlen END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN OUT) : 内部 LOB用の LOBロケータ。

newlen (IN) : LOB値の新規の長さ。

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文は BFILES用ではありません。新規の長さは、現行の長さより大きくは設定できませ
ん。大きく設定した場合は、エラーが戻されます。

WRITE

用途用途用途用途
バッファの内容を LOBに書き込みます。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB WRITE [APPEND] [ FIRST | NEXT | LAST | ONE ]
        :amt FROM :buffer [WITH LENGTH :buflen] 
           INTO :dst [AT :dst_offset] END-EXEC.

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
amt (IN OUT) : 

入力は、書き込む文字数またはバイト数です。

出力は、書き込まれた実際の文字数またはバイト数です。

ポーリング方法を使用して書き込みをした場合は、WRITE LAST文の実行後に、WRITE文
実行時に書き込まれた累積合計長が amtから戻されます。WRITE文が中断された場合は、
amtは定義されません。

buffer (IN) : LOBデータの書込み元のバッファ。データ型の長さについては、13-19ページ
の「READ」を参照してください。
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dst (IN OUT) : LOBロケータ。

dst_offset (IN) : LOBの先頭からのオフセット（1から始まります）。文字単位の場合は
CLOBおよび NCLOB、バイト単位の場合は BLOB。

buflen (IN) : 他の方法で計算できなかった場合のバッファ長。

使用方法使用方法使用方法使用方法
LOBデータがすでに存在する場合は、バッファに格納されているデータで上書きされます。
指定されたオフセットが、現在 LOB内にあるデータの最後を超える場合は、ゼロバイト充
填文字または空白が LOBに挿入されます。

WRITE文にキーワード APPENDを指定すると、LOBの最後にデータが自動的に書き込ま
れます。APPENDを指定すると、宛先オフセットが LOBの最後と見なされます。WRITE
文に APPENDオプションを指定したときに、宛先オフセットを指定するとエラーになりま
す。

バッファは、LOBに対して 1ピースで書き込まれるか（デフォルトの ONE方向変換を使用
します）、標準のポーリング方法を使用してピース単位で書き込むことができます。

FIRSTを使用してポーリングを開始し、NEXTで後続のピースを書き込みます。LASTキー
ワードは、書込みを終了する最後のピースの書込みに使用します。 

このピース単位の書込みモードを使用すると、各ピースのサイズおよび場所が異なる場合
に、バッファおよびバッファ長をコール単位に指定することができます。

すべての書込みの終了後に渡される合計データ量が、amtパラメータで指定した量よりも少
ない場合は、エラーになります。

同じルールが、READ文のバッファ長の決定にも適用されます。詳細は、13-19ページの
「READ」を参照してください。
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DESCRIBE

用途用途用途用途
この文は、いくつかの OCIおよび PL/SQL文と同等です（このため、最後に保存されま
す）。LOB DESCRIBE SQL文を使用して LOBから属性を取り出します。この機能は、OCI
および PL/SQLプロシージャに類似しています。LOB DESCRIBE文の書式は次のとおりで
す。

構文構文構文構文
     EXEC SQL [AT [:]database] LOB DESCRIBE :src GET attribute1 [{, attributeN}]
        INTO :hv1 [[INDICATOR] :hv_ind1] [{, :hvN [[INDICATOR] :hv_indN] }] 
           END-EXEC.

次の属性を指定できます。

CHUNKSIZE | DIRECTORY | FILEEXISTS | FILENAME | ISOPEN | ISTEMPORARY | LENGTH

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
src (IN) : 内部または外部 LOBの LOBロケータ。

hv1～ hvN (OUT) : 属性名リストで指定された順番で、属性値を受け取るホスト変数。

hv_ind1～ hv_indN (OUT) : 属性名リストの順番で、NULL状態の標識を受け取るオプショ
ンのホスト変数。

次の表では、関連する LOBの属性および読込みが必要な COBOL型を説明します。 
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使用方法使用方法使用方法使用方法
標識変数は、PIC S9(4) COMPとして宣言する必要があります。実行完了後、SQLERRD(3)
には、エラーなしに取り出された属性の数が格納されます。実行エラーが発生した場合は、
エラーが発生した属性の数は SQLERRD(3)の内容より 1だけ多くなっています。

表表表表 13-3  LOB属性属性属性属性

LOB属性属性属性属性 属性の説明属性の説明属性の説明属性の説明 制限制限制限制限 COBOL型型型型

CHUNKSIZE LOB値を格納する LOBチャンクで使用される領域の量
（BLOBの場合はバイト単位、CLOBまたは NCLOBの場合は
文字単位）。複数のチャンク・サイズを使用して
READ/WRITE要求を発行すると、パフォーマンスが向上し
ます。すべてのWRITEをチャンク単位に行うと、不要また
は重複した世代管理が行われることがありません。同一
CHUNKに対して複数のWRITEコールを発行するかわりに、
チャンクがいっぱいになるまで、WRITEを蓄積することがで
きます。

BLOB、CLOB
および NCLOB
のみ

PIC S9(9) 
COMP

DIRECTORY BFILEの場合は、DIRECTORY別名。 長さ nは、1～ 30バイ
トです。 実際の長さを使用します。

FILE LOBのみ PIC X(n) 
[VARYING]

FILEEXISTS BFILEが、サーバーの OSファイル・システム上に存在する
かどうかを決定します。ゼロ以外の場合は、FILEEXISTは真、
ゼロの場合は、偽です。

FILE LOBのみ PIC S9(9) 
COMP

FILENAME BFILEの名前。 長さ nは、1～ 255バイトです。 実際の長さ
を使用します。

FILE LOBのみ PIC X(n) 
[VARYING]

ISOPEN BFILEの場合は、入力 BFILEロケータが OPEN文で使用され
なかった場合は、このロケータからは OPENされていないも
のと見なされます。ただし、別の BFILEロケータによって、
BFILEが OPENされていることもあります。複数のロケータ
を使用して、同一 BFILE上で複数の OPENを実行することも
できます。LOBの場合は、別のロケータを使用して LOBを
OPENしても、LOBは入力ロケータによって OPENされて
いると見なされます。ゼロ以外の場合は、ISOPENは真で、
ゼロの場合は、偽です。

PIC S9(9) 
COMP

ISTEMPORARY 入力 LOBロケータがテンポラリ LOBを参照するかどうかを
決定します。ゼロ以外の場合は、ISTEMPORARYは真で、ゼ
ロの場合は、偽です。

BLOB、CLOB
および NCLOB
のみ

PIC S9(9) 
COMP

LENGTH BLOBおよび BFILEの場合はバイト長。CLOBおよび
NCLOBの場合は文字長。BFILEでは、EOFが存在する場合
EOFは長さに含まれます。空の内部 LOBは、長さゼロです。
初期化されていない LOBまたは BFILEの長さは定義されま
せん。

PIC 9(9) 
COMP
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DESCRIBEの例の例の例の例
指定された BFILEから、DIRECTORYおよび FILENAME属性を抽出する簡単な
Pro*COBOLの例です。

...
 01  A-BFILE      SQL-BFILE.
 01  DIRECTORY    PIC X(30) VARYING.
 01  FILENAME     PIC X(30) VARYING.
 01  D-IND        PIC S9(4) COMP.
 01  F-IND        PIC S9(4) COMP.
 01  FEXISTS      PIC S9(9) COMP.
 01  ISOPN        PIC S9(9) COMP.  
...

最後に、いくつかの LOB表から BFILEロケータを選択し、DESCRIBEします。

     EXEC SQL ALLOCATE :A-BFILE END-EXEC.
     EXEC SQL INSERT INTO lob_table (a_bfile) VALUES (BFILENAME ('lob.dir',
        'image.gif')) END-EXEC.
     EXEC SQL SELECT a_bfile INTO :A-BFILE FROM lob_table WHERE ... END-EXEC.
     EXEC SQL DESCRIBE :A-BFILE GET DIRECTORY, FILENAME, FILEEXISTS, ISOPEN
        INTO :DIRECTORY:D-IND, :FILENAME:F-IND, FEXISTS, ISOPN ND-EXEC.

標識変数は、DIRECTORYおよび FILENAME属性を使用するときにのみ有効です。これら
の属性は文字列なので、値が格納されるホスト変数バッファの大きさが不足している場合
は、値が切り捨てられることがあります。切捨てが発生した場合は、標識の値には属性の元
の長さが設定されます。

ポーリング・モードを使用したポーリング・モードを使用したポーリング・モードを使用したポーリング・モードを使用した READおよびおよびおよびおよび WRITE
ポーリング・モードで READを行うときの例です。

最初の LOB READで量にゼロを設定（または読み込まれる全データのサイズ量を設定）し、
読込みポーリングを開始します。次の例では、この量にゼロが初期設定されます（詳細は省
略してあります）。

      EXEC SQL ALLOCATE :CLOB1 END-EXEC.

      EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO END-OF-CLOB END-EXEC.

      EXEC SQL SELECT A_CLOB INTO :CLOB1 FROM LOB_TABLE WHERE ... END-EXEC.

      MOVE 0 TO AMT.
      EXEC SQL LOB READ :AMT FROM :VLOB1 AT :OFFSET INTO :BUFFER END-EXEC.

 READ-LOOP.
      EXEC SQL LOB READ :AMT FROM :CLOB1 INTO BUFFER $END-EXEC.
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      GO TO READ-LOOP.

 END-OF-CLOB.     
      EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND CONTINUE END-EXEC.

      EXEC SQL FREE :CLOB1 END-EXEC.

次のコードは、バッファから内部 CLOBへのデータの書込みの例です。初期書込み文の
AMT（16文字）値は、書き込むデータ全体の長さと同じである必要があります。バッファ
の長さは 5文字です。

初期読込みで EOFが読み込まれた場合は、LOB WRITE ONEが行われます。EOFが読み込
まれなかった場合は、バッファの LOB WRITE FIRSTによってポーリングが開始されます。
データが読み込まれ、出力として LOB WRITE NEXTが行われます。最後の書込みの後で
データが書き込まれるため、LOB WRITE NEXTにはオフセットは必要ありません。EOFが
読み込まれると、読込みループが終了し、LOB WRITE LASTが行われます。戻された量は、
量の初期値（16）と等しくなっている必要があります。

     MOVE 16 TO AMT.
     PERFORM READ-NEXT-RECORD.
     MOVE INREC TO BUFFER-ARR.
     MOVE 5 TO BUFFER-LEN.
     IF (END-OF-FILE = "Y")
         EXEC SQL LOB WRITE ONE :AMT FROM :BUFFER INTO CLOB1 
            AT :OFFSET END-EXEC.
         PERFORM DISPLAY-CLOB
     ELSE
         EXEC SQL LOB WRITE FIRST :AMT FROM :BUFFER INTO :CLOB1
            AT :OFFSET END-EXEC.
     PERFORM READ-NEXT-RECORD.
     PERFORM WRITE-TO-CLOB 
        UNTIL END-OF-FILE = "Y".
     MOVE INREC TO BUFFER-ARR.
     MOVE 1 TO BUFFER-LEN.
     EXEC SQL LOB WRITE LAST :AMT FROM :BUFFER INTO :CLOB1 END-EXEC.
     PERFORM DISPLAY-CLOB.
     ...
 WRITE-TO-CLOB.
     MOVE INREC TO BUFFER-ARR.
     MOVE 5 TO BUFFER-LEN.
     EXEC SQL LOB WRITE NEXT :AMT FROM :BUFFER INTO :CLOB1 END-EXEC.
     PERFORM READ-NEXT RECORD.

 READ-NEXT-RECORD.
     MOVE SPACES TO INREC.
     READ INFILE NEXT RECORD
        AT END
        MOVE "Y" TO END-OF-FILE.
 ...
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LOBサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム LOBDEMO1.PCO
次のプログラム LOBDEMO1.PCOは、いくつかの LOB埋込み SQL文の例です。ソース・
コードは、demoディレクトリ内にあります。このアプリケーションでは、社会保障番号列、
名前列および交通違反の集計が格納されている CLOB列で構成される license_tableの
名前の表を使用します。標準的な自動車部門の簡単な SQL操作を、いくつかモデル化しま
す。

発生する可能性のあるアクションを示します。

� 新しいレコードを追加します。

� 社会保障番号別のレコード・リストを出力します。

� 特定の社会保障番号で指定して、レコード情報のリストを出力します。

� 既存の CLOBの内容に新しい交通違反を追加します。

LOBDEMO1.PCOの内容は次のとおりです。

      *********************************************************************
      * LOB Demo 1: DMV Database                                          *
      *                                                                   *
      * SCENARIO:                                                         *
      *                                                                   *
      * We consider the example of a database used to store driver's      *
      * licenses. The licenses are stored as rows of a table containing   *
      * three columns: the sss number of a person, his/her name and the   *
      * text summary of the info found in his license.                    *
      *                                                                   *
      * The sss number and the name are the unique social security number *
      * and name of an individual.  The text summary is a summary of the  *
      * information on the individual, including his driving record,      *
      * which can be arbitrarily long and may contain comments and data   *
      * regarding the person's driving ability.                           *
      *                                                                   *
ラージ・オブジェクト（LOB） 13-27



LOBサンプル・プログラム LOBDEMO1.PCO
      * APPLICATION OVERVIEW:                                             *
      *                                                                   *
      * This example demonstrate how a Pro*COBOL client can handle the    *
      * new LOB datatypes.  Demonstrated are the mechanisms for accessing *
      * and storing lobs to/from tables.                                  *
      *                                                                   *
      *  To run the demo:                                                 *
      *                                                                   *
      *  1. Execute the script, lobdemo1.sql in Server Manager            *
      *  2. Precompile using Pro*COBOL                                    *
      *       procob lobdemo1                                             *
      *  3. Compile/Link (This step is platform specific)                 *
      *                                                                   *
      * lobdemo1.sql contains the following SQL statements:               *
      *                                                                   *
      * connect scott/tiger;                                              *
      *                                                                   *
      * drop table license_table;                                         *
      *                                                                   *
      * create table license_table(                                       *
      * sss char(9),                                                      *
      * name varchar2(50),                                                *
      * txt_summary clob);                                                *
      *                                                                   *
      * insert into license_table                                         *
      *  values('971517006', 'Dennis Kernighan',                          *
      *  'Wearing a Bright Orange Shirt');                                *
      *                                                                   *
      * insert into license_table                                         *
      *  values('555001212', 'Eight H. Number',                           *
      *  'Driving Under the Influence');                                  *
      *                                                                   *
      * insert into license_table                                         *
      *  values('010101010', 'P. Doughboy',                               *
      *  'Impersonating An Oracle Employee');                             *
      *                                                                   *
      * insert into license_table                                         *
      *  values('555377012', 'Calvin N. Hobbes',                          *
      *  'Driving Under the Influence');                                  *
      *                                                                   *
      * The main program provides the menu of actions that can be         *
      * performed.  The program stops when the number 5 (Quit) option     *
      * is entered.  Depending on the input, this main program calls      *
      * the appropriate nested program to execute the chosen action.      *
      *                                                                   *
      *********************************************************************
       IDENTIFICATION DIVISION.
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       PROGRAM-ID.  LOBDEMO1.
       DATA DIVISION.
       WORKING-STORAGE SECTION.
       01  USERNAME       PIC X(5).
       01  PASSWD         PIC X(5).
       01  CHOICE         PIC 9 VALUE 0.
       01  SSS            PIC X(9).
       01  SSSEXISTS      PIC 9 VALUE ZERO.
       01  LICENSE-TXT    SQL-CLOB .
       01  NEWCRIME       PIC X(35) VARYING.
       01  SSSCOUNT       PIC S9(4) COMP.
       01  THE-STRING    PIC X(200) VARYING.
       01  TXT-LENGTH    PIC S9(9) COMP.
       01  CRIMES.
           05 FILLER PIC X(35) VALUE "Driving Under the Influence".
           05 FILLER PIC X(35) VALUE "Grand Theft Auto".
           05 FILLER PIC X(35) VALUE "Driving Without a License".
           05 FILLER PIC X(35) VALUE 
                  "Impersonating an Oracle Employee".
           05 FILLER PIC X(35) VALUE "Wearing a Bright Orange Shirt".
       01  CRIMELIST REDEFINES CRIMES.
           05 CRIME  PIC X(35) OCCURS 5 TIMES.
       01  CRIME-INDEX   PIC 9.
       01  TXT-LEN       PIC S9(9) COMP.
       01  CRIME-LEN     PIC S9(9) COMP.
       01  NAME1         PIC X(50) VARYING.
       01  NEWNAME         PIC X(50).
      *********************************************************************

           EXEC SQL INCLUDE SQLCA END-EXEC.

       PROCEDURE DIVISION.
       A000-CONTROL SECTION.
      *********************************************************************
      *  A000-CONTROL
      *     Overall control section 
      *********************************************************************
       A000-CNTRL.
              EXEC SQL 
WHENEVER SQLERROR DO PERFORM Z900-SQLERROR 
      END-EXEC.
              PERFORM B000-LOGON.
      PERFORM C000-MAIN UNTIL CHOICE = 5.
      PERFORM D000-LOGOFF.
       A000-EXIT.
      STOP RUN.
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       B000-LOGON SECTION.
      *********************************************************************
      *  B000-LOGON
      *    Log on to database.
      *********************************************************************
       B000-LGN.
           DISPLAY '**************************************************'.
           DISPLAY '*            Welcome to the DMV Database         *'.
           DISPLAY '**************************************************'.
           MOVE "scott" TO USERNAME.
           MOVE "tiger" TO PASSWD.
           EXEC SQL
              CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PASSWD
           END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "Connecting to license database account:  ", 
              USERNAME, "/", PASSWD.
           DISPLAY " ".
       B000-EXIT.
           EXIT.
       C000-MAIN SECTION.
      *********************************************************************
      *  C000-MAIN
      *    Display the main menu and action requests   
      *********************************************************************
       C000-MN.

           DISPLAY " ".
           DISPLAY "License Options:".
           DISPLAY "1. List available records by SSS number".
           DISPLAY "2. Get information on a particular record".
           DISPLAY "3. Add crime to a record".
           DISPLAY "4. Insert new record to database".
           DISPLAY "5. Quit".
           DISPLAY " ".
 
           MOVE ZERO TO CHOICE.
           PERFORM Z300-ACCEPT-CHOICE UNTIL CHOICE < 6 
                                   AND CHOICE > 0.
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           IF (CHOICE = 1)
              PERFORM C100-LIST-RECORDS.
           IF (CHOICE = 2)
               PERFORM C200-GET-RECORD.
           IF (CHOICE = 3)
               PERFORM C300-ADD-CRIME.
           IF (CHOICE = 4)
               PERFORM C400-NEW-RECORD.
        C000-EXIT.
   EXIT.
       
        C100-LIST-RECORDS SECTION.
      *********************************************************************
      *  C100-LIST-RECORDS
      *   Select  Social Security Numbers from LICENCSE_TABLE
      *   and display the list
      *********************************************************************
        C100-LST.

           EXEC SQL DECLARE SSS_CURSOR CURSOR FOR 
SELECT SSS FROM LICENSE_TABLE
           END-EXEC.
 
           EXEC SQL OPEN SSS_CURSOR END-EXEC.
 
           DISPLAY "Available records:".

           PERFORM C110-DISPLAY-RECORDS UNTIL SQLCODE = 1403.
           EXEC SQL CLOSE SSS_CURSOR END-EXEC.
       C100-EXIT.
           EXIT. 
       C110-DISPLAY-RECORDS SECTION.
      *********************************************************************
      *  C110-DISPLAY-RECORDS
      *    Fetch the next record from the cursor and display it.
      *********************************************************************
       C110-DSPLY.
            EXEC SQL FETCH SSS_CURSOR INTO :SSS END-EXEC.
            IF SQLCODE = 0 THEN
                DISPLAY SSS.
       C110-EXIT.
            EXIT. 

       C200-GET-RECORD SECTION.
      *******************************************************************
      *  C200-GET-RECORD
      *    Allocates the global clob LICENSE-TXT then selects 
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      *    the name and text which corresponds to the client-supplied
      *    sss.  It then calls Z200-PRINTCRIME to print the information and
      *    frees the clob.
      *******************************************************************
       C200-GTRECRD.
           PERFORM Z100-GET-SSS.
           IF (SSSEXISTS = 1)
             EXEC SQL ALLOCATE :LICENSE-TXT END-EXEC
             EXEC SQL SELECT NAME, TXT_SUMMARY 
                  INTO :NAME1, :LICENSE-TXT FROM LICENSE_TABLE 
                  WHERE SSS = :SSS END-EXEC
             DISPLAY "==================================================
      -         "========================"
             DISPLAY " "
             DISPLAY "NAME:  ", NAME1-ARR, "SSS:  ", SSS
             DISPLAY " "
             PERFORM Z200-PRINTCRIME       
             DISPLAY " "
             DISPLAY "==================================================
      -         "========================"
             EXEC SQL FREE :LICENSE-TXT END-EXEC
           ELSE
              DISPLAY "SSS Number Not Found".
       C200-EXIT.
           EXIT.
       C310-GETNEWCRIME SECTION.
      *******************************************************************
      *  C310-GETNEWCRIME
      *    Provides a list of the possible crimes to the user and
      *    stores the user's correct response in the variable
      *    NEWCRIME.
      *******************************************************************
       C310-GTNWCRM.

            EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           
            DISPLAY " ".
            DISPLAY "Select from the following:".
            PERFORM C311-DISPLAY-CRIME
              VARYING CRIME-INDEX FROM 1 BY 1
              UNTIL CRIME-INDEX > 5.
            MOVE ZERO TO CHOICE.
            PERFORM Z300-ACCEPT-CHOICE UNTIL CHOICE < 6
                                  AND CHOICE > 0.
            MOVE CRIME(CHOICE) TO NEWCRIME-ARR.
            MOVE 35 TO NEWCRIME-LEN.
            MOVE ZERO TO CHOICE.
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       C310-EXIT.
            EXIT.
       C311-DISPLAY-CRIME SECTION.
      *******************************************************************
      *   C311-DISPLAY-CRIME
      *      Display an element of the crime table
      *******************************************************************
       C311-DSPLYCRM.
           DISPLAY "(", CRIME-INDEX, ") ", CRIME(CRIME-INDEX).
       C311-EXIT.
            EXIT.
       C320-APPENDTOCLOB SECTION.
      *******************************************************************
      * C320-APPENDTOCLOB
      *    Obtains the length of the global clob LICENSE-TXT and
      *    uses that in the LOB WRITE statement to append the NEWCRIME
      *    character buffer to the global clob LICENSE-TXT.
      *    The name corresponding the global SSS is then selected
      *    and displayed to the screen along with value of LICENSE-TXT.
      *    The caller to this function must allocate, select and later
      *    free the global clob LICENSE-TXT.
      *******************************************************************
       C320-PPNDTCLB.

           EXEC SQL 
WHENEVER SQLERROR DO PERFORM Z900-SQLERROR 
   END-EXEC.

           EXEC SQL LOB DESCRIBE :LICENSE-TXT GET LENGTH
               INTO :TXT-LEN END-EXEC.

           MOVE NEWCRIME-LEN TO CRIME-LEN.
           IF (TXT-LEN NOT = 0)
             ADD 3 TO TXT-LEN
           ELSE
             ADD 1 TO TXT-LEN.
           EXEC SQL LOB WRITE :CRIME-LEN FROM :NEWCRIME
                 INTO :LICENSE-TXT AT :TXT-LEN END-EXEC.
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           EXEC SQL SELECT NAME INTO :NAME1 FROM LICENSE_TABLE 
               WHERE SSS = :SSS END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "NAME:  ", NAME1-ARR, "SSS:  ", SSS.
           DISPLAY " ".
           PERFORM Z200-PRINTCRIME.       
           DISPLAY " ".          

       C320-EXIT.
          EXIT.
 
       C300-ADD-CRIME SECTION.
      *******************************************************************
      * ADD-CRIME
      *    Obtains a sss and crime from the user and appends
      *    the crime to the list of crimes of the corresponding sss.
      *******************************************************************
       C300-DDCRM.

           EXEC SQL 
              WHENEVER SQLERROR DO PERFORM Z900-SQLERROR 
   END-EXEC.

           PERFORM Z100-GET-SSS.
           IF (SSSEXISTS = 1)
             EXEC SQL ALLOCATE :LICENSE-TXT END-EXEC
             PERFORM C310-GETNEWCRIME       
             EXEC SQL SELECT TXT_SUMMARY INTO :LICENSE-TXT
                  FROM LICENSE_TABLE WHERE SSS = :SSS 
                  FOR UPDATE END-EXEC
             PERFORM C320-APPENDTOCLOB
             EXEC SQL FREE :LICENSE-TXT END-EXEC
           ELSE
              DISPLAY "SSS Number Not Found".
       C300-EXIT.
           EXIT.

       C400-NEW-RECORD SECTION.
      *******************************************************************
      * C400-NEW-RECORD
      *    Obtains the sss and name of a new record and inserts them
      *    along with an empty_clob() for the clob in the table.
      *******************************************************************
       C400-NWRCRD.

           PERFORM Z100-GET-SSS.
           IF (SSSEXISTS = 1)
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             DISPLAY "Record with that sss number already exists"
           ELSE
             DISPLAY "Name? " WITH NO ADVANCING
             ACCEPT NEWNAME
             DISPLAY " ".
             EXEC SQL ALLOCATE :LICENSE-TXT END-EXEC
             EXEC SQL INSERT INTO LICENSE_TABLE
                  VALUES (:SSS, :NEWNAME, EMPTY_CLOB()) END-EXEC
             EXEC SQL SELECT TXT_SUMMARY INTO :LICENSE-TXT
                  FROM LICENSE_TABLE WHERE SSS = :SSS END-EXEC
             DISPLAY "==================================================
      -         "========================"
             DISPLAY "NAME: ", NEWNAME,"SSS: ", SSS
             PERFORM Z200-PRINTCRIME
             DISPLAY "==================================================
      -         "========================"
             EXEC SQL FREE :LICENSE-TXT END-EXEC.
       C400-EXIT.
          EXIT.
       D000-LOGOFF SECTION.
      *******************************************************************
      *  D000-LOGOFF
      *    Commit the work done to the database and log off
      *******************************************************************
       D000-LGFF.
           EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "HAVE A GOOD DAY!".
           DISPLAY " ".
       D000-EXIT.
           STOP RUN.
       Z100-GET-SSS SECTION.
      *******************************************************************
      *  Z100-GET-SSS
      *    Fills the global variable SSS with the client-supplied sss.
      *    Sets the global variable SSSEXISTS to 0 if the sss does not 
      *    correspond to any entry in the database, else sets it to 1.
      *******************************************************************
       Z100-GTSSS.
           DISPLAY "Social Security Number? " WITH NO ADVANCING.
           ACCEPT SSS.
           DISPLAY " ".
          
           EXEC SQL SELECT COUNT(*) INTO :SSSCOUNT FROM LICENSE_TABLE
               WHERE SSS = :SSS END-EXEC.
           
           IF (SSSCOUNT = 0)
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              MOVE 0 TO SSSEXISTS
           ELSE 
              MOVE 1 TO SSSEXISTS.
       Z100-EXIT.
          EXIT.
       Z200-PRINTCRIME SECTION.
      *******************************************************************
      *  Z200-PRINTCRIME
      *    Obtains the length of the global clob LICENSE-TXT and
      *    uses that in the LOB READ statement to read the clob
      *    into a character buffer to display the contents of the clob.
      *    The caller to this function must allocate, select and later
      *    free the global clob LICENSE-TXT.
      *******************************************************************
       Z200-PRNTCRM.
           DISPLAY "=====================".
           DISPLAY " CRIME SHEET SUMMARY ".
           DISPLAY "=====================".

           MOVE SPACE TO THE-STRING-ARR.
           EXEC SQL LOB DESCRIBE :LICENSE-TXT GET LENGTH
               INTO :TXT-LENGTH END-EXEC.

           IF (TXT-LENGTH = 0)
              DISPLAY "Record is clean"
            ELSE
              EXEC SQL LOB READ :TXT-LENGTH FROM :LICENSE-TXT
                 INTO :THE-STRING END-EXEC
              DISPLAY THE-STRING-ARR.

       Z200-EXIT.
           EXIT.
       Z300-ACCEPT-CHOICE SECTION.
      *******************************************************************
      *   Z300-ACCEPT-CHOICE
      *      Accept a choice between 1 and 5
      *******************************************************************
       Z300-CCPT.
           DISPLAY "Your Selection (1-5)? " WITH NO ADVANCING.
           ACCEPT CHOICE.
           DISPLAY " ".
           IF CHOICE >5 OR CHOICE < 1 THEN
              DISPLAY "Invalid Selection"
              DISPLAY "Please Choose from the indicated list".
       Z300-EXIT.
          EXIT.
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       Z900-SQLERROR SECTION.
      *******************************************************************
      * Z900-SQLERROR
      *    Called whenever a SQLERROR occurs.
      *    Display the Error, Roll Back any work done and Log Off
      *******************************************************************
       Z900-SQLRRR.
           EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC.
           DISPLAY " ".
           DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED:".
           DISPLAY " ".
           DISPLAY SQLERRMC.
           EXEC SQL ROLLBACK WORK RELEASE END-EXEC.
       Z900-EXIT.
           STOP RUN.
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プリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプションプリコンパイラ・オプション

この章では Pro*COBOLのプリコンパイラ・オプションを説明します。この章の構成は、次
のとおりです。

� Pro*COBOLコマンド

� プリコンパイル時の処理

� オプションについて

� オプションの入力

� オプションの有効範囲

� クイック・リファレンス

� Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用
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Pro*COBOLコマンド
Pro*COBOLコマンドコマンドコマンドコマンド
Pro*COBOLは、システムごとに異なった場所に格納されます。通常は、システム管理者か
DBAが、環境変数または別名を定義するか、あるいはオペレーティング・システム固有の
その他の方法を使用して、Pro*COBOLの実行可能ファイルをアクセス可能にします。

Oracle Pro*COBOLプリコンパイラを実行するには、次のコマンドを使用します。

procob [option_name=value] [option_name=value] ... 

オプション名とオプション値の間には必ず等号を置きます。等号の前後には空白を入れない
でください。 

たとえば、プリコンパイルするソース・ファイルの指定には、INAMEオプションを使用し
ます。次のコマンドでは、

procob INAME=test

Pro*COBOLはファイル拡張子を .pcoとみなすため、カレント・ディレクトリ内のファイル
test.pcoがプリコンパイルされます。

このように、INAMEの指定でファイル拡張子を使用する必要はありません（ただし、ファ
イル拡張子が標準以外の場合には拡張子を指定する必要があります）。

入力ファイル名と出力ファイル名を、それぞれのオプション名 INAMEおよび ONAMEと
ともに指定する必要はありません。オプション名を指定しない場合、Pro*COBOLはコマン
ドラインに指定された最初のファイル名を入力ファイル名とみなし、2番目のファイル名を
出力ファイル名とみなします。

したがって、

procob MODE=ANSI myfile myfile.cob

は次のオプションに相当します。

procob MODE=ANSI INAME=myfile.pco ONAME=myfile.cob

大大大大 /小文字区別小文字区別小文字区別小文字区別
一般に、コマンドライン・オプションの名前および値には、大文字と小文字のどちらも使用
できます。ただし、大 /小文字を区別するオペレーティング・システム（UNIXなど）を使
用している場合は、Pro*COBOLの実行可能ファイルの名前も含めて、ファイル名は大文字
と小文字を正しく組み合せて指定してください。

注意注意注意注意 : ファイル名などのように、特定のオペレーティング・システム・オブジェクトを
指定しないオプション名やオプション値では、大文字と小文字は区別されません。この
マニュアル中の例では、オプション名は大文字または小文字で記述し、オプション値は
通常は小文字で記述しています。ファイル名を指定する場合は、Pro*COBOLの実行可
14-2 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



オプションについて
能ファイルも含めて、それを実行するオペレーティング・システムの大 /小文字区別の
規則に従ってください。

UNIX Cシェルなどの一部のオペレーティングおよびユーザーシェルでは、"?"の前に
バックスラッシュ （\）などの "escape"文字を指定する必要があります。たとえば、
Pro*COBOLのオプション設定を示すには、"procob?"のかわりに "procob \?"を使用す
る必要があります。

プラットフォーム固有のマニュアルを参照してください。

プリコンパイル時の処理プリコンパイル時の処理プリコンパイル時の処理プリコンパイル時の処理
Pro*COBOLは、プリコンパイル中に、ホスト・プログラムに埋め込まれた SQL文に置き換
わる COBOLのコードを生成します。生成されたコードには、各ホスト変数のデータ型、長
さ、アドレスなどデータ構造の他、Oracleランタイム・ライブラリ SQLLIBが必要とするそ
の他の情報が組み込まれています。またこのコードには、埋込み SQLの処理を実行する
SQLLIBルーチンのコールも入っています。 

Pro*COBOLは警告やエラー・メッセージを発行することがあります。これらのメッセージ
は、『Oracle8i エラー・メッセージ』で説明されています。

オプションについてオプションについてオプションについてオプションについて
プリコンパイル時には数多くの便利なオプションを使用できます。それらを使用して、リ
ソースの使用、エラーの報告、入出力の書式化、カーソルの管理を制御できます。 

オプションの値はリテラルであり、テキストまたは数値を表します。たとえば次のオプショ
ンでは、

... INAME=my_test

値はファイル名を指定する文字列リテラルです。 

次のオプションでは、

... PREFETCH=100

値は数値です。

オプションの中にはブール値をとるものもあります。ブール値には、文字列 YESまたは
NO、TRUEまたは FALSE、整数リテラル 1または 0を指定できます。たとえばオプション

... SELECT_ERROR=YES

は次のオプションに相当します。

... SELECT_ERROR=TRUE
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または、

... SELECT_ERROR=1

空白によって各オプションを区切るため、等号の前後には空白を入れないでください。たと
えば、次のように、コマンドラインにオプション AUTO_CONNECTを指定できます。

... AUTO_CONNECT=YES

オプション名には略称を使用できますが、他と区別がつかなくなる略称は使用しないでくだ
さい。たとえば、MAXの略称はMAXLITERALとMAXOPENCURSORSのどちらを表すの
かわからないため、使用できません。

Pro*COBOLオプションの参考資料は、オンラインで簡単に見ることができます。オンライ
ン表示するには、オペレーティング・システムのプロンプトから、引数を指定せずに
Pro*COBOLコマンドを入力します。

procob

オンライン画面には、各オプションの名前および構文、デフォルト値および用途が表示され
ます。アスタリスク（*）が付いたオプションは、コマンドラインでもインラインでも指定
できます。

オプション値の優先順位オプション値の優先順位オプション値の優先順位オプション値の優先順位
オプションの値は、次の値によって決まります（下にいくほど優先順位が高くなります）。

� Pro*COBOLに組み込まれているデフォルト値

� システム構成ファイルに設定されている値

� ユーザー構成ファイルに設定されている値

� コマンドラインに入力された値

� インライン指定で設定された値

たとえば、オプションMAXOPENCURSORSはキャッシュ内のオープン・ カーソルの最大
数を指定します。Pro*COBOLに組み込まれているこのオプションのデフォルト値は、10で
す。システム構成ファイルにMAXOPENCURSORS=32が指定されている場合は、値は 32
になります。ユーザー構成ファイルの設定値は変更できます。変更すると、システム構成値
が上書きされます。 

さらに、このオプションをコマンドラインで設定した場合には、新しいコマンドラインの値
が優先されます。最終的には、インライン指定が前述のすべてのデフォルト値よりも優先さ
れます。詳細は、14-6ページの「オプションの入力」を参照してください。
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マクロ・オプションとマイクロ・オプションマクロ・オプションとマイクロ・オプションマクロ・オプションとマイクロ・オプションマクロ・オプションとマイクロ・オプション
オプションMODEはマクロ・オプションです。新しいオプションの中には、END_OF_
FETCHのように、1つの機能のみを制御するものがあります。このようなオプションをマイ
クロ・オプションと呼びます。マクロ・オプションおよびマイクロ・オプションを設定する
場合は、14-4ページの「オプション値の優先順位」の項に記載されているように、マクロ・
オプションの優先順位がマイクロ・オプションより高い場合にかぎり、マクロ・オプション
が優先されることに注意してください。この点は、リリース 8.0より前の Pro*COBOLとは
動作が異なります。

たとえば、MODEのデフォルトは ORACLEです。また、END_OF_FETCHのデフォルトは
1403です。ユーザー構成ファイルにMODE=ANSIを指定した場合は、Pro*COBOLから
フェッチの最後に値 100が戻され、END_OF_FETCHのデフォルト値 1403が上書きされま
す。また、構成ファイルでMODE=ANSIと指定し、コマンドラインで END_OF_
FETCH=1403と指定した場合も、100が戻されます。

次の表に、マクロ・オプションの値によって設定されるマイクロ・オプションの値を示しま
す。

表表表表 14-1  マクロ・オプション値によるマイクロ・オプション値の設定マクロ・オプション値によるマイクロ・オプション値の設定マクロ・オプション値によるマイクロ・オプション値の設定マクロ・オプション値によるマイクロ・オプション値の設定

マクロ・オプションマクロ・オプションマクロ・オプションマクロ・オプション マイクロ・オプションマイクロ・オプションマイクロ・オプションマイクロ・オプション

MODE=ANSI | ISO CLOSE_ON_COMMIT=YES

DECLARE_SECTION=YES

END_OF_FETCH=100

DYNAMIC=ANSI

TYPE_CODE=ANSI

MODE=ANSI14 | ANSI13 | ISO14 | ISO13 CLOSE_ON_COMMIT=NO

DECLARE_SECTION=YES

END_OF_FETCH=100

MODE=ORACLE CLOSE_ON_COMMIT=NO

DECLARE_SECTION=NO

END_OF_FETCH=1403

DYNAMIC=ORACLE

TYPE_CODE=ORACLE
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カレント値の決定カレント値の決定カレント値の決定カレント値の決定
コマンドラインで疑問符（?）を使用すると、複数のオプションのカレント値を対話形式で
調べることができます。たとえば次のコマンドを発行すると、

procob ?

すべてのオプションの設定とそのカレント値が端末に表示されます。この場合、表示される
値は Pro*COBOLに組み込まれている値ですが、システム構成ファイルに値が指定されてい
る場合は構成ファイル内の値が表示されます。一方、次のコマンドを発行した場合には、

procob CONFIG=my_config_file.cfg ?

カレント・ディレクトリに my_config_file.cfgの名前のファイルがあると、my_config_file.cfg
ファイルに指定されているオプションが、その他のデフォルト値とともに表示されます。
ユーザー構成ファイル内で指定された値はここでは表示されません。また、ユーザー構成
ファイルに指定された値は、Pro*COBOLに組み込まれている値やシステム構成ファイルに
指定されている値より優先されます。

次のようにオプション名の後に "=?"を指定して、シングルオプションのカレント値を指定す
ることもできます。

procob MAXOPENCURSORS=?

オプションの入力オプションの入力オプションの入力オプションの入力
Pro*COBOLのオプションはすべて、コマンドラインまたは構成ファイル（CONFIGを除い
て）から入力できます。また、インラインで入力できるオプションも多数あります。
Pro*COBOLは実行時に、これら 3つのソースのオプションをすべて受け入れます。

コマンドラインコマンドラインコマンドラインコマンドライン
次の構文を使用して、コマンドラインからプリコンパイラ・オプションを入力できます。
[option_name=value] [option_name=value] ... 

オプションとオプションの間は、1つ以上の空白で区切ります。たとえば、次のようにオプ
ションを入力できます。 

... ERRORS=no LTYPE=short 

インラインインラインインラインインライン
次の構文を使用して EXEC ORACLE OPTION文を記述すると、オプションをインライン入
力できます。 

     EXEC ORACLE OPTION (option_name=value) END-EXEC. 
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たとえば、次のような文をコーディングできます。 

     EXEC ORACLE OPTION (RELEASE_CURSOR=YES) END-EXEC. 

インラインでオプションを入力すると、コマンドラインから入力された同じオプションは無
効になります。 

長所長所長所長所
EXEC ORACLE機能は、プリコンパイル中にオプション値を変更する場合に特に便利です。
たとえば、文ごとに HOLD_CURSOR値および RELEASE_CURSOR値を変更することがあ
ります。この場合、付録 D「パフォーマンス・チューニング」を参照してください。実行時
のパフォーマンスを最適化するための、インライン・オプションの使用方法が記載されてい
ます。

インラインでのオプションの指定は、使用しているオペレーティング・システムでコマンド
ラインに入力できる文字数に制限がある場合にも便利です。また、インライン・オプション
は構成ファイルに格納できます。これについては次の項で説明します。 

EXEC ORACLEの有効範囲の有効範囲の有効範囲の有効範囲
EXEC ORACLE文は、同一オプションを指定した別の EXEC ORACLE文によってオプショ
ン指定値（テキスト）が変更されるまで有効です。次の例では、HOLD_CURSOR=NOは
HOLD_CURSOR=YESが指定されるまで有効です。

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
 01  EMP-NAME    PIC X(20) VARYING.
 01  EMP-NUMBER  PIC S9(4) COMP VALUE ZERO.
 01  SALARY      PIC S9(5)V99 COMP-3 VALUE ZERO.
 01  DEPT-NUMBER PIC S9(4) COMP VALUE ZERO.
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO NO-MORE END-EXEC. 
     ...
     EXEC ORACLE OPTION (HOLD_CURSOR=NO)END-EXEC. 
     ...
     EXEC SQL DECLARE EMP-CURSOR CURSOR FOR 
       SELECT EMPNO, DEPTNO FROM EMP 

     END-EXEC.
     EXEC SQL OPEN EMP-CURSOR END-EXEC.
  
     DISPLAY 'Employee Number  Dept'.
     DISPLAY '---------------  ----'.
     PERFORM
         EXEC SQL
           FETCH EMP-CURSOR INTO :EMP-NUMBER, :DEPT-NUMBER
         END-EXEC 
         DISPLAY EMP-NUMBER, DEPT-NUMBER END-EXEC
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     END-PERFORM. 

 NO-MORE.
         EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND CONTINUE END-EXEC. 
     PERFORM
         DISPLAY 'Employee number? ' 
         ACCEPT EMP-NUMBER 
         IF EMP-NUMBER IS NOT = 0 
             EXEC ORACLE OPTION (HOLD_CURSOR=YES) END-EXEC 
             EXEC SQL SELECT ENAME, SAL 
                 INTO :EMP-NAME, :SALARY 
                 FROM EMP 
                 WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER 
                 DISPLAY 'Salary for ', EMP-NAME, ' is ', SALARY
             END-EXEC 
         END-IF
     END-PERFORM. 
  NEXT-PARA.
     ... 

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル
構成ファイルは、プリコンパイラ・オプションを格納するテキスト・ファイルです。ファイ
ルのそれぞれのレコード（行）には、1つのオプションおよび対応付けられた値が入ります。
たとえば、構成ファイルに次のような行が入っているとします。

FIPS=YES
MODE=ANSI

これらの行によって FIPSオプションとMODEオプションの値が設定されています。

システムにはそれぞれ 1つのシステム構成ファイルがあります。システム構成ファイルの名
前は次のとおりです。

pcbcfg.cfg

システム構成ファイルの位置はオペレーティング・システムによって異なります。ほとんど
の UNIXシステムでは、Pro*COBOL構成ファイルは通常、
$ORACLE_HOME/precomp/admin ディレクトリにあります（$ORACLE_HOMEはデータベー
ス・ソフトウェアの環境変数です）。

リリース 8.0より前の Pro*COBOLでは、構成ファイル名は pccob.cfgであることに注意して
ください。

Pro*COBOLのユーザーは 1つ以上のユーザー構成ファイルを持つことができます。ユー
ザー構成ファイルの名前は CONFIGオプションを使用してコマンドラインで指定します。
詳細は、14-6ページの「カレント値の決定」を参照してください。
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注意注意注意注意 : 構成ファイルはネストできません。つまり、CONFIGは構成ファイル内では有効
なオプションではありません。

オプションの有効範囲オプションの有効範囲オプションの有効範囲オプションの有効範囲
プリコンパイル単位は、COBOLコードおよび 1つ以上の埋込み SQL文が入っている 1つの
ファイルです。特定のプリコンパイル・ユニットに対して指定したオプションは、そのプリ
コンパイル・ユニットにのみ効力を持ちます。 

たとえば、単位 AにHOLD_CURSOR=YESおよび RELEASE_CURSOR=YESを指定し、単
位 Bには指定しなかった場合、単位 Aの SQL文は指定した HOLD_CURSORおよび
RELEASE_CURSORの値で実行されますが、単位 Bの SQL文はデフォルト値で実行されま
す。ただし、Oracleに接続した時点で有効であったMAXOPENCURSORSの設定は、その
接続を切り離すまで有効です。 

インライン・オプションの有効範囲は論理的なものではなく、位置的なものです。つまり、
インライン・オプションの影響を受けるのは、プログラム論理の流れでそのインライン・オ
プションの後にくる SQL文ではなく、ソース・ファイル内でそのインライン・ オプション
の後に記述されている SQL文です。オプションの設定は、そのオプションを再指定しない
かぎり、ファイルの終わりまで有効です。

クイック・リファレンスクイック・リファレンスクイック・リファレンスクイック・リファレンス
表 14-2は、Pro*COBOLオプションのクイック・リファレンスを示しています。アスタリス
クが付いているオプションは、インラインで入力できます。

また、オンラインでも簡単な参照ができます。オンライン画面で Pro*COBOLオプションを
表示するには、オペレーティング・システムのプロンプトに、オプションを指定せずに
Pro*COBOLコマンドを入力します。オンライン画面には、各オプションの名前、構文、デ
フォルト値および用途が表示されます。

注意注意注意注意 : プラットフォーム固有のオプションもいくつかあります。たとえば、バイトス
ワップ・プラットフォームでは、オプション COMP5によって COMPUTATIONAL項
目の使用を管理します。使用しているシステム固有の Oracleマニュアルを参照してく
ださい。

  

表表表表 14-2   オプション・リストオプション・リストオプション・リストオプション・リスト

構文構文構文構文 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値 指定内容指定内容指定内容指定内容

ASACC={YES | NO} NO YESの場合は、リスト・ファイルに
ASAキャリッジ制御を使用します。

ASSUME_SQLCODE={YES | NO} NO YESの場合は、SQLCODE変数が存
在するものとみなします。
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クイック・リファレンス
AUTO_CONNECT={YES | NO} NO YESの場合は、最初の実行文の前に、
ops$アカウントに自動的に接続でき
ます。

CLOSE_ON_COMMIT NO YESの場合は、COMMIT時にすべて
のカーソルをクローズします。

CONFIG=filename ユーザー定義構成ファイルの名前を
指定します。

DATE_FORMAT LOCAL 日付文字列書式を指定します。

DBMS={NATIVE | V7 | V8} NATIVE プリコンパイル時にみられる Oracle
のバージョン固有の動作です。

DECLARE_SECTION NO YESの場合は、DECLARE SECTION
が必須となります。

DEFINE=symbol * 条件付きプリコンパイルで使用する
記号を定義します。

DYNAMIC ORACLE SQL方法 4で、Oracleまたは ANSI
動的セマンティックスを指定します。

END_OF_FETCH 1403 フェッチ終了時の SQLCODEの値。

ERRORS={YES | NO} * YES YESの場合は、端末にエラーを表示
します。

FIPS={YES | NO} NO YESの場合は、ANSI/ISOの拡張要
素にフラグを付けます。

FORMAT={ANSI | TERMINAL} ANSI 入力ファイルの COBOL文の書式。 

HOLD_CURSOR={YES | NO}* NO YESの場合は、Oracleカーソルを保
持します（再割当てしません）。

HOST={COBOL | COB74} COBOL 入力ファイルで使用する COBOLの
バージョン（COBOL 85または
COBOL 74）。

[INAME=]filename 入力ファイルの名前。

INCLUDE=path* EXEC SQL INCLUDEファイルのパス
名。

IRECLEN=integer 80 入力ファイルのレコード長

LITDELIM={APOST | QUOTE} QUOTE COBOL文字列のデリミタ。

LNAME=filename リスト・ファイルの名前。

表表表表 14-2   オプション・リストオプション・リストオプション・リストオプション・リスト

構文構文構文構文 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値 指定内容指定内容指定内容指定内容
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クイック・リファレンス
LRECLEN=integer 132 リスト・ファイルのレコード長。

LTYPE={LONG | SHORT | NONE} * LONG リスト・ファイルの型。

MAXLITERAL=integer* 1024 文字列の最大長。

MAXOPENCURSORS=integer * 10 キャッシュされる Oracleカーソルの
最大数（1）。

MODE={ORACLE | ANSI} ORACLE ANSIの場合は、ANSI/ISO SQL規格
に準拠します。

NESTED={YES | NO} YES YESの場合は、ネストしたプログラ
ムがサポートされます。

NLS_LOCAL={YES | NO} NO YESの場合は、Pro*COBOLの旧リ
リースの NCHAR方法を使用します。

[ONAME=]filename iname.cob 出力ファイルの名前。

ORACA={YES | NO}* NO YESの場合は、ORACAコミュニ
ケーション領域を使用します。

ORECLEN=integer 80 出力ファイルのレコード長。

PAGELEN=integer 66 リスト・ファイルの 1ページ当たり
の行数。

PICX CHARF PIC X COBOL変数のデータ型。

PREFETCH 1 一定数の行をプリフェッチして、問
合せを高速化します。

RELEASE_CURSOR={YES | NO} * NO YESの場合は、実行後に Oracleカー
ソルを解放します。

SELECT_ERROR={YES | NO}* YES YESの場合は、SELECT時に
FOUNDエラーが発生します。

SQLCHECK={SEMANTICS | SYNTAX}* SYNTAX SQLチェックのレベル。

THREADS={YES | NO} NO マルチスレッド・アプリケーション
を示します。

TYPE_CODE ORACLE 動的 SQL方法 4の場合は、Oracleま
たは ANSI型コードを使用します。

UNSAFE_NULL={YES | NO} NO YESの場合は、安全でない NULLの
フェッチが可能になります
（ORA-01405メッセージが発行されな
くなります）。

表表表表 14-2   オプション・リストオプション・リストオプション・リストオプション・リスト

構文構文構文構文 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値 指定内容指定内容指定内容指定内容
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Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用
Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用プリコンパイラ・オプションの使用プリコンパイラ・オプションの使用プリコンパイラ・オプションの使用
この項は、プリコンパイラ・オプションを簡単に参照できるように構成されています。
Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションをアルファベット順に示し、各オプションごとに
用途、構文、デフォルト値を記載してあります。さらに「使用上の注意」の欄で、オプショ
ンについて説明します。使用上の注意に特に記載がない場合、そのオプションはコマンドラ
イン、インラインまたは構成ファイルのどの方法でも入力できます。

ASACC

用途用途用途用途
リスト・ファイルが ASA規則に従って、キャリッジ制御のために各行の最初の桁を使用す
るかどうかを指定します。

構文構文構文構文
ASACC={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

USERID=username/password[@dbname] Oracleのユーザー名、パスワードお
よびオプショナル・データベース。

VARCHAR={YES | NO} NO YESの場合は、ユーザー定義の
VARCHARグループ項目を受け入れ
ます。

XREF={YES | NO}* YES YESの場合は、リスト・ファイル内
に記号のクロス・リファレンスを生
成します。

表表表表 14-2   オプション・リストオプション・リストオプション・リストオプション・リスト

構文構文構文構文 デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値 指定内容指定内容指定内容指定内容
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ASSUME_SQLCODE

用途用途用途用途
SQLCODEがプログラムで宣言されているかどうか、また、型が正しいかどうかに関係な
く、SQLCODEが宣言されているとみなすように Pro*COBOLに指示します。

構文構文構文構文
ASSUME_SQLCODE={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

DECLARE_SECTION=YESの場合に ASSUME_SQLCODE=YESと指定すると、SQLCODE
を宣言文の外で宣言できます。 

DECLARE_SECTION=YESの場合に ASSUME_SQLCODE=NOと指定すると、次の基準の
うち少なくとも 1つが満たされた場合にのみ、SQLCODEは状態変数として認識されます。

� 完全に正しいデータ型で宣言済みの場合

� Pro*COBOLが他の状態変数を見つけられない場合。Pro*COBOLは、（完全に正しい型
の）SQLSTATE宣言を検出した場合や、SQLCAの組込みを検出した場合には、
SQLCODEが宣言されているとはみなしません。 

ASSUME_SQLCODE=YESと指定した場合は、SQLSTATEまたは SQLCAあるいはその両方
が状態変数として宣言されると、SQLCODEが宣言されているかどうか、また正しい型かど
うかに関係なく、Pro*COBOLは SQLCODEが宣言されているものとみなします。

AUTO_CONNECT

用途用途用途用途
プログラムをデフォルトのユーザー・アカウントに自動的に接続するかどうかを指定しま
す。

構文構文構文構文
AUTO_CONNECT={YES | NO}
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Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用
デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

AUTO_CONNECT=YESと指定した場合、Pro*COBOLが実行 SQL文を検出すると同時に、
ユーザー・プログラムは自動的に次のユーザー IDで Oracleにログインを試みます。

<prefix><username>

<prefix>には Oracle初期化パラメータ OS_AUTHENT_PREFIXの値（デフォルト値は
OPS$）を指定し、<username>には使用しているオペレーティング・システムのユーザー名
またはタスク名を指定します。この場合、コマンドラインに別の値を指定しても、
MAXOPENCURORS(10)のデフォルト値は変更できません。

AUTO_CONNECT=NO（デフォルト）の場合は、Oracleにログインするには CONNECT
文を使用する必要があります。 

CLOSE_ON_COMMIT

用途用途用途用途
WITH HOLD句なしで宣言されたカーソルを、コミット時にすべてクローズするかどうかを
指定します。

構文構文構文構文
CLOSE_ON_COMMIT={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
コマンドラインまたは構成ファイルからのみ入力できます。

このオプションは、DECLARE CURSOR文でWITH HOLD句を使用せずに宣言されたカー
ソルがある場合にのみ有効です（WITH HOLD句が指定されていると、このオプションも、
MODEオプションに対応するそれまでの動作も無効になります）。CLOSE_ON_COMMITよ
り高いレベルでMODEが指定されていると、MODEが優先されます。たとえば、デフォル
トはMODE=ORACLEおよび CLOSE_ON_COMMIT=NOです。コマンドラインで
MODE=ORACLEと指定した場合は、WITH HOLD句を使用せずに宣言されているカーソ
ルはすべて、コミット時にクローズされます。
14-14 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用
COMMITまたは ROLLBACKを発行すると、明示的なカーソルがすべてクローズされます
（MODE=ORACLEの場合は、コミットまたはロールバックを発行すると CURRENT OF句
で参照されているカーソルのみクローズされます）。 

このオプションの優先順位の詳細は、14-5ページの「マクロ・オプションとマイクロ・オプ
ション」を参照してください。

CONFIG

用途用途用途用途
ユーザー構成ファイルの名前を指定します。

構文構文構文構文
CONFIG=filename

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
なし

使用方法使用方法使用方法使用方法
コマンドラインでのみ入力できます。

Pro*COBOLは、コマンドライン・オプションがあらかじめ設定されている構成ファイルを
使用できます。ユーザー構成ファイルと呼ばれる代替ファイルも指定できます。詳細は、
14-6ページの「オプションの入力」を参照してください。

構成ファイルはネストできません。したがって、構成ファイルはオプション CONFIGを指
定できません。

DATE_FORMAT

用途用途用途用途
日付が戻される文字列の書式を指定します。

構文構文構文構文
DATE_FORMAT={ISO | USA | EUR | JIS | LOCAL | 'fmt'（デフォルト LOCAL）｝

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
LOCAL
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使用方法使用方法使用方法使用方法
コマンドラインまたは構成ファイルからのみ入力できます。指定できる日付文字列を次の表
に示します。

 

'fmt'は、'Month dd, yyyy'などの日付書式モデルです。日付書式モデル要素のリストは、
『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。

DATE_FORMATオプションの使用方法には、制限が 1つあります。コンパイルした単位を
後でリンクする場合、すべての単位が同じ DATE_FORMAT値を使用している必要がありま
す。コンパイル単位間で DATE_FORMATの値に不一致があると、エラーが発生します。

DBMS

用途用途用途用途
Oracleの意味上および構文上の規則を、Oracleバージョン 7、Oracle8iまたは Oracleのネ
イティブ・バージョン（つまり、アプリケーションが接続されているバージョン）のうちの
どの規則に合わせるかを指定します。

構文構文構文構文
DBMS={NATIVE | V7 | V8}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NATIVE

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。 

DBMSオプションを使用して、Oracleのバージョン固有の動作を制御できます。
DBMS=NATIVE（デフォルト）の場合、Oracleは、Oracleのネイティブ・バージョンの意
味および構文上の規則に従います。

表表表表 14-3  日付文字列用の書式日付文字列用の書式日付文字列用の書式日付文字列用の書式

書式名書式名書式名書式名 略称略称略称略称 日付書式日付書式日付書式日付書式

国際標準化機構規格 ISO yyyy-mm-dd

USA標準 USA mm/dd/yyyy

ヨーロッパ標準 EUR dd.mm.yyyy

日本工業規格 JIS yyyy-mm-dd

インストール定義 LOCAL インストール時に定義した任意の書式
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Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用
DECLARE_SECTION

用途用途用途用途
宣言文内の宣言のみホスト変数として使用するかどうかを指定します。

構文構文構文構文
DECLARE_SECTION={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
コマンドラインまたは構成ファイルからのみ、入力できます。

Pro*COBOLリリース 8.0以降では、MODE=ORACLEであれば、BEGIN DECLARE 
SECTION文と END DECLARE SECTION文は省略できます。DECLARE_SECTIONオプ
ションは、旧リリースとの下位互換性のために用意されています。DECLARE_SECTIONは
MODEのマイクロ・ オプションです。

このオプションを使用すると、MODE=ORACLEと DECLARE_SECTION=YESを一緒に指
定でき、旧リリースでMODE=ORACLEのみ指定した場合と同じ結果が得られます
（DECLARE文で宣言した変数のみ、ホスト変数として使用できます）。このオプションの優
先順位の詳細は、14-4ページの「オプション値の優先順位」を参照してください。

DEFINE

用途用途用途用途
条件付きプリコンパイル時にソース・コードの一部組込みまたは除外を行うために使用す
る、ユーザー定義の記号を指定します。詳細は、2-25ページの「条件付きプリコンパイル」
を参照してください。

構文構文構文構文
DEFINE=symbol

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
なし
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使用方法使用方法使用方法使用方法
DEFINEをインラインで入力する場合の EXEC ORACLE文の書式は次のとおりです。

EXEC ORACLE DEFINE symbol END-EXEC.

DYNAMIC

用途用途用途用途
このMODEマイクロ・オプションは、動的 SQL方法 4の記述子の動作を指定します。

構文構文構文構文
DYNAMIC={ORACLE | ANSI}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
ORACLE

使用方法使用方法使用方法使用方法
EXEC ORACLE OPTION文を使用してインラインで入力することはできません。

DYNAMICオプションの設定については、10-12ページの「ANSI動的 SQLのプリコンパイ
ラ・オプション」を参照してください。

END_OF_FETCH

用途用途用途用途
このMODEマイクロ・オプションは、SQL文の実行後に END-OF-FETCH条件が発生した
場合に戻される SQLCODE値を指定します。

構文構文構文構文
END_OF_FETCH={100 | 1403}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
1403

使用方法使用方法使用方法使用方法
コマンドラインまたは構成ファイルからのみ、入力できます。
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END_OF_FETCHはMODEのマイクロ・オプションです。詳細は、14-5ページの「マク
ロ・オプションとマイクロ・オプション」を参照してください。

構成ファイルでMODE=ANSIと指定した場合、END_OF_FETCH条件が発生すると、
Pro*COBOLは SQLCODE値 100を戻し、END_OF_FETCHのデフォルト値である 1403を
オーバーライドします。

構成ファイルでMODE=ANSIと END_OF_FETCH=1403の両方を指定した場合は、END_
OF_FETCH条件が発生すると、Pro*COBOLは SQLCODE値 1403を戻します。 

構成ファイルでMODE=ANSIと指定し、構成ファイルよりも優先順位の高いコマンドライ
ンで END_OF_FETCH=1403と指定した場合も、END_OF_FETCH条件が発生すると
Pro*COBOLは SQLCODE値 1403を戻します。

ERRORS

用途用途用途用途
Pro*COBOLのエラー・メッセージを、端末とリスト・ファイルの両方に送るか、リスト・
ファイルにのみ送るかを指定します。

構文構文構文構文
ERRORS={YES | NO} 

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
YES

使用方法使用方法使用方法使用方法
ERRORS=YESと指定すると、エラー・メッセージは端末とリスト・ファイルの両方に送ら
れます。 

ERRORS=NOのときは、エラー・メッセージはリスト・ファイルにのみ送られます。 

FIPS

用途用途用途用途
ANSI/ISO SQLの拡張要素に（FIPSフラガーによって）フラグを付けるかどうかを指定し
ます。拡張要素とは、ANSI/ISOの形式または構文規則（権限付与規則は除く）に従ってい
ない SQL要素のことです。
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構文構文構文構文
FIPS={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
FIPS=YESの場合は、ANSI/ISOに組み込まれた SQL規格（SQL92）からの Oracle拡張要
素を使用したり、SQL92の機能を規格に準拠しない方法で使用すると、FIPSフラガーは警
告メッセージを発行します（エラー・メッセージではありません）。 

プリコンパイル時に、次に示す ANSI/ISO SQLの拡張要素にフラグが付きます。

� FOR句を含む配列インタフェース

� SQLCA、ORACAおよび SQLDAデータ構造体

� DESCRIBE文を含む動的 SQL

� 埋込み PL/SQLブロック

� 自動データ型変換

� DATE、COMP-3、NUMBER、RAW、LONG RAW、VARRAW、ROWIDおよび
VARCHARデータ型

� 実行時オプションを指定するための ORACLE OPTION文

� ユーザー・イグジットでの EXEC IAF文および EXEC TOOLS文

� CONNECT文

� TYPEおよび VARデータ型の同値化文

� AT db_name句 

� DECLARE...DATABASE文、...STATEMENT文および ...TABLE文

� WHENEVER文での SQLWARNING条件

� WHENEVER文の DO処置および STOP処置

� COMMIT文の COMMENT句および FORCE TRANSACTION句

� ROLLBACK文での FORCE TRANSACTION句および TO SAVEPOINT句

� COMMIT文および ROLLBACK文での RELEASEパラメータ

� INTO句のWHENEVER...DOラベルおよびホスト変数の前に付けるオプションのコロン
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FORMAT

用途用途用途用途
COBOL文の書式を指定します。

構文構文構文構文
FORMAT={ANSI | TERMINAL}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
ANSI

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。 

入力行の書式はシステムによって異なります。システム固有の Oracleのマニュアルまたは
COBOLコンパイラをチェックしてください。

FORMAT=ANSIと指定した場合、入力行の書式は COBOLに関する現行の ANSI規格にで
きる限り準拠しているものと解釈されます。FORMAT=TERMINALと指定した場合、入力
行は列 1から始まります。このマニュアルのコード例は TERMINAL書式内にあります。詳
細は、2-12ページの「コーディング領域」を参照してください。

HOLD_CURSOR

用途用途用途用途
カーソル・キャッシュでの SQL文および PL/SQLブロック用カーソルの取扱い方法を指定
します。

構文構文構文構文
HOLD_CURSOR={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
HOLD_CURSORを使用すると、プログラムのパフォーマンスを改善できます。詳細は、付
録 D「パフォーマンス・チューニング」を参照してください。 
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SQL DML文を実行すると、その文に対応付けられたカーソルがカーソル・キャッシュ内の
エントリにリンクされます。続いてカーソル・キャッシュ・エントリは Oracleプライベー
ト SQL領域にリンクされます。この領域には SQL文の実行に必要な情報が格納されます。
HOLD_CURSORはカーソルとカーソル・キャッシュの間のリンクで発生する処理を制御し
ます。 

HOLD_CURSOR=NOと指定した場合、Oracleが SQL文を実行してカーソルがクローズさ
れた後、Pro*COBOLはそのリンクを再使用可能としてマークします。このリンクは、それ
が示すカーソル・キャッシュ・エントリが別の SQL文に必要になると、すぐに再利用され
ます。これにより、プライベート SQL領域に割り当てられたメモリーが解放され、解析
ロックが解除されます。 

HOLD_CURSOR=YESを指定した場合は、リンクは維持され、Pro*COBOLはリンクを再使
用しません。これによって、以降の実行をスピードアップし、文を再解析したり、Oracleプ
ライベート SQL領域にメモリーを割り当てたりする必要がなくなるため、実行頻度の高い
SQL文に使用すると便利です。 

暗黙的カーソル用としてインラインで使用するときは、SQL文の実行前にHOLD_CURSOR
を設定してください。明示的なカーソルをインラインで指定する場合は、カーソルをオープ
ンする前に HOLD_CURSORを設定してください。 

HOLD_CURSORおよび RELEASE_CURSORオプションの相互動作に関する詳細は、付録
D「パフォーマンス・チューニング」の D-12ページ表 D-1「HOLD_CURSORおよび
RELEASE _CURSORの相互関係」を参照してください。 

HOST

用途用途用途用途
使用するホスト言語を指定します。

構文構文構文構文
HOST={COB74 | COBOL}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
COBOL

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

COB74は、ANSI承認 COBOLの 1974版を表します。COBOLは、1985版を表します。プ
ラットフォームによっては、これ以外の値も使用できます。
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INAME

用途用途用途用途
入力ファイル名を指定します。

構文構文構文構文
INAME=filename

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
なし

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

プリコンパイル時は、すべての入力ファイル名を一意にする必要があります。

コマンドラインから入力ファイルの名前を指定する場合は、キーワード INAMEは省略でき
ます。たとえば、Pro*COBOLでは、INAME=myprog.pcoと指定するかわりに myprog.pcoと
指定できます。

このように、INAMEの指定でファイル拡張子を使用する必要はありません（ただし、ファ
イル拡張子が標準以外の場合には拡張子を指定する必要があります）。

INCLUDE

用途用途用途用途
EXEC SQL INCLUDEファイルのディレクトリ・パスを指定します。このオプションは、
ディレクトリを使用するオペレーティング・システム専用です。

構文構文構文構文
INCLUDE=path 

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
カレント・ディレクトリ
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使用方法使用方法使用方法使用方法
通常、INCLUDEは SQLCAファイルおよび ORACAファイルのディレクトリ・パスを指定
するために使用します。Pro*COBOLは、最初にカレント・ディレクトリを検索し、次に
INCLUDEで指定されたディレクトリを検索して、最後に標準 INCLUDEファイル用のディ
レクトリを検索します。このため、SQLCAや ORACAなどの標準ファイルのディレクト
リ・パスを指定する必要はありません。 

しかし、標準以外のファイルについては、カレント・ディレクトリに格納されている場合を
除いて、INCLUDEを使用してディレクトリ・パスを指定する必要があります。次に示すよ
うに、コマンドラインに複数のパスを指定できます。 

... INCLUDE=path1 INCLUDE=path2 ... 

Pro*COBOLは、最初にカレント・ディレクトリを検索し、次に path1で指定されたディレ
クトリを検索し、続いて path2で指定されたディレクトリを検索して、最後に標準
INCLUDEファイル用のディレクトリを検索します。 

注意注意注意注意 : ディレクトリ・パスを指定しても、Pro*COBOLは最初にカレント・ディレクトリを
検索します。このため、INCLUDEするファイルがカレント・ディレクトリ以外の場所に存
在する場合は、同じ名前のファイルがカレント・ディレクトリにないことを確認してくださ
い。 

ディレクトリ・パスを指定するための構文はシステムによって異なります。使用しているオ
ペレーティング・システムの規則に従って指定してください。 

IRECLEN

用途用途用途用途
入力ファイルのレコード長を指定します。

構文構文構文構文
IRECLEN=integer

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
80

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。 

IRECLENには、ORECLENの値より大きい値は指定できません。指定可能な最大値はシス
テムによって異なります。 
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LITDELIM

用途用途用途用途
LITDELIMオプションは、Pro*COBOLが生成する COBOLコード内の文字列定数およびリ
テラルのデリミタを指定します。

構文構文構文構文
LITDELIM={APOST | QUOTE} 

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
QUOTE

使用方法使用方法使用方法使用方法
LITDELIM=APOSTと指定すると、Pro*COBOLはCOBOLコードを生成するときに引用符を
使用します。LITDELIM=QUOTEを指定すると、次に示すように二重引用符が使用されます。

     CALL "SQLROL" USING SQL-TMP0. 

SQL文では、次の例に示すように、特殊文字または小文字を含んでいる識別子は二重引用符
で区切る必要があります。

     EXEC SQL CREATE TABLE "Emp2" END-EXEC. 

また、文字列定数を区切る場合は、次の例のように引用符を使用します。

     EXEC SQL SELECT ENAME FROM EMP WHERE JOB = 'CLERK' END-EXEC.

Pro*COBOLは、Pro*COBOLソース・ファイルで使用されているデリミタに関係なく、
LITDELIMの値で指定されたデリミタを使用します。

LNAME

用途用途用途用途
リスト・ファイルのデフォルト以外の名前を指定します。

構文構文構文構文
LNAME=filename

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
input.LIS。inputは入力ファイルの基本名です。 
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使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

デフォルトでは、リスト・ファイルはカレント・ディレクトリに作成されます。

LRECLEN

用途用途用途用途
リスト・ファイルのレコード長を指定します。

構文構文構文構文
LRECLEN=integer

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
132

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

LRCLENの値の範囲は、80～ 132です。80未満の値を指定した場合は、80がセットされま
す。この範囲より大きい値を指定すると、エラーが発生します。行番号を挿入できるよう
に、LRECLENの値が IRECLENより 8以上大きくなるよう指定してください。

LTYPE

用途用途用途用途
リスト・ファイルの型を指定します。

構文構文構文構文
LTYPE={LONG | SHORT | NONE}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
LONG

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。
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MAXLITERAL

用途用途用途用途
コンパイラの制限を超えないように、Pro*COBOLが生成する文字列リテラルの最大長を指
定します。たとえば、コンパイラが 132文字より長い文字列リテラルを処理できない場合
は、コマンドラインにMAXLITERAL=132と指定します。

構文構文構文構文
MAXLITERAL=integer

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
1024

使用方法使用方法使用方法使用方法
MAXLITERALに指定可能な最大値は、コンパイラによって異なります。言語ごとに異なる
デフォルト値が適用されますが、このデフォルト値より小さい値を指定する必要がある場合
もあります。たとえば、COBOLコンパイラの中には 132文字より長い文字列リテラルを処
理できないものもあります。その場合は、MAXLITERAL=132と指定します。

MAXLITERALで指定した長さを超える文字列はプリコンパイル中に分割され、実行時に再
び結合（連結）されます。

MAXLITERALはインラインで入力できますが、プログラムでMAXLITERALの値を設定で
きるのは 1回のみです。また、その EXEC ORACLE文は最初の EXEC SQL文より前に記述
する必要があります。この条件に違反すると、Pro*COBOLは警告メッセージを発行し、余
分な EXEC ORACLE文あるいは誤った位置にある EXEC ORACLE文を無視して、処理を続
行します。

MAXOPENCURSORS

用途用途用途用途
同時にオープンされるカーソル、Pro*COBOLがキャッシュに保存しておけるカーソルの最
大数を指定します。

表表表表 14-4  リスト・ファイルの型リスト・ファイルの型リスト・ファイルの型リスト・ファイルの型

LTYPE=LONG  リスト・ファイルに入力行が表示されます。 

LTYPE=SHORT  リスト・ファイルに入力行は表示されません。 

LTYPE=NONE  リスト・ファイルが作成されません。
プリコンパイラ・オプション 14-27



Pro*COBOLプリコンパイラ・オプションの使用
構文構文構文構文
MAXOPENCURSORS=integer

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
10 

使用方法使用方法使用方法使用方法
MAXOPENCURSORSを使用すると、プログラムのパフォーマンスを改善できます。詳細
は、付録 D「パフォーマンス・チューニング」を参照してください。

分割してプリコンパイルする場合は、2-26ページ「分割プリコンパイル」の説明に従って
MAXOPENCURSORSを指定してください。

MAXOPENCURSORSオプションには、SQLLIBカーソル・キャッシュの初期サイズを指定
します。 

HOLD_CURSOR=NOのときに、暗黙的な文が実行されるか明示的カーソルがクローズされ
ると、カーソル・エントリは再利用可能とマークされます。この文が再び発行された時に
カーソル・エントリが別の文に使用されていなければ、カーソルは再利用されます。

割当て済みのカーソル数がMAXOPENCURSORSに満たない場合に新しいカーソルが必要
になると、キャッシュに格納された次のカーソルが割り当てられます。
MAXOPENCURSORSが上限を超えると、Oracleはまず 1つ前のエントリの再利用を試みま
す。空きエントリがなければ、追加のキャッシュ・エントリが割り当てられます。Oracleは
プログラムがメモリー不足になるか、データベース・パラメータ OPEN_CURSORSの指定
値を超えるまで、この作業を続けます。

通常の処理では、HOLD_CURSORS=NOで RELEASE_CURSOR=NO（デフォルト）を使用
するときには、データ・ディクショナリで使用されるカーソルが文を処理できるように、
MAXOPENCURSORSの値を OPEN_CURSORSデータベース・パラメータの値より 6以上
小さい値に設定しないことをお薦めします。

プログラムが同時に必要とするオープン・カーソルの数が増えて、MAXOPENCURSORSを
再指定する必要がある場合もあります。45～ 50の値を指定することは珍しくありませんが、
ユーザー・プロセスのメモリー領域にカーソル 1つにつき、１つのプライベートな SQLが
必要なことに注意してください。デフォルト値の 10は、大半のプログラムには適切な値で
す。 

MODE

用途用途用途用途
このマクロ・オプションは、プログラムが Oracleの基準に従うか、現行の ANSI SQL規格
に準拠するかを指定します。
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構文構文構文構文
MODE={ANSI | ISO | ANSI14 | ISO14 | ANSI13 | ISO13 | ORACLE}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
ORACLE

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

たとえば、次の 2つの文は等価です。ANSIと ISO、ANSI14と ISO14、ANSI13と ISO13。 

MODE=ORACLE（デフォルト）のとき、埋込み SQLプログラムは Oracleの動作規則に従
います。 

MODE={ANSI14|ANSI13}と指定した場合、プログラムはほぼ現行の ANSI SQL規格に準拠
します。 

MODE=ANSIと指定した場合、プログラムは完全にANSI規格に準拠し、次のような変更が
加えられます。 

� すでにオープンされているカーソルを OPENしたり、すでにクローズされているカーソル
をCLOSEしたりすることはできません（MODE=ORACLEの場合は、再解析をさけるため
にオープンされているカーソルを再OPENできます）。

� Oracleが切り捨てられた列値を出力ホスト変数に割り当てた場合、エラー・メッセージ
は発行されません。 

MODE={ANSI|ANSI14}と指定した場合、SQLCODEの 4バイトの整変数または
SQLSTATEの 5バイトの文字変数を宣言する必要があります。詳細は、8-2ページの「エ
ラー処理の代替手段」を参照してください。
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NESTED

用途用途用途用途
ネストしたプログラムの GLOBAL句が生成されたかどうかを示します。コンパイラがネス
トしたプログラムをサポートしている場合は、NESTED値として YESを使用します。

構文構文構文構文
NESTED={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
YES

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

NLS_LOCAL

用途用途用途用途
NLS_LOCALオプションは、NLS文字変換が Pro*COBOLランタイム・ライブラリによっ
て実行されるか Oracle Serverによって実行されるかを指定します。

構文構文構文構文
NLS_LOCAL={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

このオプションは、サーバーとの間で各国語キャラクタ・セット変数を受け渡しするのに使
用します。

NLS_LOCAL=YESと指定した場合、マルチバイトNLSデータ型を持つホスト変数の空白埋
込みと空白削除はランタイム・ライブラリ（SQLLIB）によってローカルに実行されます。
リリース 8.0以前のリリース用に記述された Pro*COBOLアプリケーションの場合は、引き
続きこの値を使用します。
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NLS_LOCAL=YESの場合、動的 SQL文はプリコンパイル時には処理されないので、このオ
プションは動的 SQL文に対して効力を持ちません。

また、NLS_LOCAL=YESのときは、マルチバイトNLSデータを格納する列は埋込みデータ
定義言語（DDL）文で使用できません。この制限はプリコンパイル時には適用されないた
め、このような列型を埋込み DDL文で使用すると、プリコンパイル・エラーではなく実行
エラーが発生します。

NLS_LOCAL=NOと指定した場合は、マルチバイト NLSデータ型を持つホスト変数の空白
埋込みおよび空白削除の操作はOracle Serverによって行われます。新しいOracle8.0以降のアプ
リケーションについては、すべてこの値を使用してください。

環境変数 NLS_NCCHARは、有効な固定幅の各国語キャラクタ・セットに設定する必要が
あります。可変幅の各国語キャラクタ・セットはサポートされていません。

ONAME

用途用途用途用途
出力ファイル名を指定します。

構文構文構文構文
ONAME=filename

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
システムによって異なります。

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

このオプションは、出力ファイルの名前が入力ファイルの名前と異なる場合に、出力ファイ
ルの名前を指定するために使用します。たとえば、次のコマンドを発行したとします。

procob INAME=my_test

デフォルト出力ファイル名は、my_test.cobです。出力ファイル名をmy_test_1.cobにする場合
は、次のコマンドを発行します。

procob INAME=my_test ONAME=my_test_1.cob 

ONAMEを使用して指定するファイルには、.cob 拡張子を付けてください。ONAMEオプ
ションにはデフォルトの拡張子はありません。

注意注意注意注意 : 出力ファイルにはデフォルト名を使用するのではなく、ONAMEオプションで
明示的に指定してください。
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ORACA

用途用途用途用途
プログラムが Oracleコミュニケーション領域（ORACA）を使用できるかどうかを指定しま
す。

構文構文構文構文
ORACA={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
ORACA=YESと指定した場合は、プログラムに INCLUDE ORACA文を記述する必要があ
ります。 

ORECLEN

用途用途用途用途
出力ファイルのレコード長を指定します。

構文構文構文構文
ORECLEN=integer

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
80 

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

ORECLENに指定する値は、IRECLENの値と同じか、それより大きい値にする必要があり
ます。指定可能な最大値はシステムによって異なります。 
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PAGELEN

用途用途用途用途
リスト・ファイルの物理ページ当たりの行数を指定します。

構文構文構文構文
PAGELEN=integer

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
66

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。指定可能な最大値はシステムによって異なります。 

PICX

用途用途用途用途
PIC X変数のデフォルトのデータ型を指定します。

構文構文構文構文
PICX={CHARF | VARCHAR2}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
CHARF

使用方法使用方法使用方法使用方法
コマンドラインまたは構成ファイルからのみ、入力できます。

Pro*COBOL 8.0からは、PIC X、Nまたは G変数のデフォルトのデータ型が VARCHAR2か
ら CHARFに変わりました。PICXは、下位互換性を維持するために用意されているオプ
ションです。

新しいデフォルトの動作は、COBOLの標準の移動規則と整合がとれています。新しい方式
により、PIC X変数を（MODE=ORACLEと指定して） VARCHAR2列に挿入した場合の動
作が変わります。以前は後続ブランクは切り捨てられましたが、切り捨てられなくなりま
す。また、新しいデフォルトにより、バインド変数の後続ブランクが比較の前に切り捨てら
れるので、WHERE 句で後続ブランク付きで初期化したバインド変数を使用すると、char列
に格納された同数の後続ブランクを持つ値と一致しないという状態が少なくなります。
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PICX=VARCHAR2と指定した場合、Oracleは PL/SQLブロック内のローカル CHAR変数
を可変長文字値のように扱います。PICX=CHARFと指定した場合は、Oracleは CHAR変数
を ANSI準拠の固定長文字値のように扱います。詳細は、4-27ページの「PIC Xのデフォル
ト」を参照してください。

PREFETCH

用途用途用途用途
このオプションを使用して一定の行数をプリフェッチすると、問合せが高速化します。

構文構文構文構文
PREFETCH=integer

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
1

使用方法使用方法使用方法使用方法
構成ファイルまたはコマンドラインからのみ入力できます。整数値は、明示的なカーソルを
使用する問合せの実行にすべて適用されます。このとき、優先順位のルールも適用されま
す。

インラインで使用するときは、明示的なカーソルを使用し、OPEN文の前に配置する必要が
あります。OPEN文が実行されたときにプリフェッチされる行数は、有効な最後のインライ
ン PREFETCHオプションによって決まります。

最大値は 9999です。詳細は、5-17ページの「PREFETCHプリコンパイラ・オプション」を
参照してください。

RELEASE_CURSOR

用途用途用途用途
カーソル・キャッシュでの SQL文および PL/SQLブロック用カーソルの取扱い方法を指定
します。

構文構文構文構文
RELEASE_CURSOR={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO
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使用方法使用方法使用方法使用方法
RELEASE_CURSORを使用すると、プログラムのパフォーマンスを改善できます。詳細は、
付録 D「パフォーマンス・チューニング」を参照してください。

SQL DML文を実行すると、その文に対応付けられたカーソルがカーソル・キャッシュ内の
エントリにリンクされます。続いてカーソル・キャッシュ・エントリは Oracleプライベー
ト SQL領域にリンクされます。この領域には SQL文の実行に必要な情報が格納されます。
RELEASE_CURSORはカーソル・キャッシュとプライベート SQL領域の間のリンクで発生
する処理を制御します。 

RELEASE_CURSOR=YESと指定した場合、Oracleが SQL文を実行してカーソルがクローズ
されると、Pro*COBOLはただちにリンクを削除します。これにより、プライベート SQL領
域に割り当てられたメモリーが解放され、解析ロックが解除されます。カーソルの CLOSE
時に関連リソースが確実に解放されるようにするには、RELEASE_CURSOR=YESを指定す
る必要があります。 

RELEASE_CURSOR=NOを指定すると、リンクは保持されます。オープンされているカー
ソルの数がMAXOPENCURSORSの値を超えないかぎり、Pro*COBOLはリンクを再使用し
ません。この設定によって後に続く処理の実行速度が向上するため、これは実行頻度の高い
SQL文には便利です。文を解析し直したり、Oracleプライベート SQL領域にメモリーを割
り当てたりする必要がないためです。 

暗黙的カーソル用としてインラインで使用するときは、SQL文の実行前に RELEASE_
CURSORを設定してください。明示的なカーソルをインラインで指定する場合は、カーソ
ルをオープンする前に RELEASE_CURSORを設定してください。 

RELEASE_CURSOR=YESは HOLD_CURSOR=YESをオーバーライドすることに注意してく
ださい。これら 2つのオプションの相互関係の詳細は、付録 D「パフォーマンス・チューニ
ング」の D-12ページ表 D-1「HOLD_CURSORおよび RELEASE _CURSORの相互関係」を
参照してください。 
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SELECT_ERROR

用途用途用途用途
SELECT文で複数の行が戻されたり、ホスト配列に入りきらない数の行が戻された場合に、
プログラムがエラーを発行するかどうかを指定します。

構文構文構文構文
SELECT_ERROR={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
YES

使用方法使用方法使用方法使用方法
SELECT_ERROR=YESと指定すると、1行を戻す選択で複数行が戻された場合や、配列の選
択でホスト配列に入りきらない数の行が戻された場合にはエラーが発生します。

SELECT_ERROR=NOと指定すると、1行を戻す選択で複数行が戻された場合や、配列の選
択でホスト配列に入りきらない数の行が戻された場合でも、エラーは発生しません。 

YESを指定しても NOを指定しても、行は表から無作為に選択されます。特定の順序で行を
選択する場合は、SELECT文で ORDER BY句を使用してください。SELECT_ERROR=NO
と指定した場合、ORDER BY句を使用すると、Oracleは最初の行を戻します。また、配列
の選択の場合は最初の n行を戻します。SELECT_ERROR=YESと指定した場合は、ORDER BY
句を使用してもしなくても、戻された行が多すぎる場合にはエラーが発生します。 

SQLCHECK

用途用途用途用途
構文および意味チェックのタイプとレベルを指定します。

構文構文構文構文
SQLCHECK={SEMANTICS | FULL | SYNTAX | LIMITED}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
SYNTAX

使用方法使用方法使用方法使用方法
値 SEMANTICSと FULLは等価です。また、SYNTAXと LIMITEDも等価です。
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Pro*COBOLは、埋込み SQL文および PL/SQLブロックの構文と意味をチェックすると、
プログラムのデバッグを支援します。検出されたエラーはプリコンパイル時にレポートされ
ます。

チェックのレベルを制御するには、コマンドラインもしくはインライン、またはその両方で
SQLCHECKオプションを入力します。ただし、インラインで指定するチェックのレベルを、
コマンドラインで指定する（またはデフォルトによって受け入れる）レベルよりも高くする
ことはできません。 

PL/SQLの予約語が SQL文で使用されていると、その SQL文が PL/SQLでない場合でも、
Pro*COBOLはエラーを発行します。PL/SQLの予約語を識別子として使用する必要がある
場合は、二重引用符（"）で囲んでください。

SQLCHECK=SEMANTICSと指定した場合、Pro*COBOLは次の項目を対象として構文およ
び意味上のチェックを行います。

� INSERT文や UPDATE文などの DML文

� PL/SQLブロック

ただし、リモート DML文（AT db_name句を使用するDML文）については、構文上の
チェックのみ行われます。

Pro*COBOLは、意味上のチェックに必要な情報を、埋め込まれた DECLARE TABLE文か
ら取得します。また、オプション USERIDが指定されている場合は、Oracleに接続してデー
タ・ディクショナリに アクセスして取得します。DML文または PL/SQLブロックで参照さ
れる表がすべて DECLARE TABLE文で定義されていれば、Oracleに接続する必要はありま
せん。 

Oracleに接続してデータ・ディクショナリにアクセスしても見つからない情報があった場合
は、DECLARE TABLE文を使用して欠けている情報を提供する必要があります。プリコン
パイル時に DECLARE TABLE文の定義とデータ・ディクショナリの定義の内容が矛盾する
場合は、DECLARE TABLE文の定義が使用されます。 

新しいプログラムをプリコンパイルするときは、SQLCHECK=SEMANTICSを指定してくだ
さい。ホスト・プログラムに PL/SQLブロックを埋め込む場合は、
SQLCHECK=SEMANTICSと指定し、オプション USERIDを指定する必要があります。

SQLCHECK=SYNTAXと指定した場合、Pro*COBOLは DML文の構文チェックを行いま
す。

意味上のチェックは行いません。DECLARE TABLE文は無視され、PL/SQLブロックは使
用できません。DML文のチェックには、下位互換性のある Oracle8i構文規則が使用されま
す。プリコンパイル済のプログラムを移行する場合は、SQLCHECK=SYNTAXを指定して
ください。 

表 14-5に、SQLCHECKで行われる検査をまとめてあります。構成検査と意味検査の詳細
は、付録 E「構文および意味検査」を参照してください。
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THREADS

用途用途用途用途
THREADS=YESの場合は、プリコンパイラにマルチスレッド・アプリケーションを使用で
きます。

構文構文構文構文
THREADS={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

このプリコンパイラ・プログラムは、マルチスレッド・サポートを必要とするすべてのプロ
グラムに必須です。 

THREADS=YESに設定した場合、最初のコンテキストが参照され、SQL実行文が見つかる
前に EXEC SQL CONTEXT USE宣言文が検出されると、プリコンパイラはエラーを発行し
ます。詳細は、第 12章「マルチスレッド・アプリケーション」を参照してください。

表表表表 14-5  SQLCHECKによる検査による検査による検査による検査

SQLCHECK=SEMANTICS のののの
指定指定指定指定

SQLCHECK=SYNTAXのののの
指定指定指定指定

構文 意味 構文 意味

DML X X X

リモート DML X X

PL/SQL X X
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TYPE_CODE

用途用途用途用途
このMODEマイクロ・オプションでは、ANSI動的 SQL方法 4で ANSIまたは Oracleデー
タ型コードのどちらを使用するかを決定します。この設定は、MODEオプションの設定と
同じです。

構文構文構文構文
TYPE_CODE={ORACLE | ANSI}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
ORACLE

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

設定できるオプションの詳細は、10-13ページの表 10-3を参照してください。

UNSAFE_NULL

用途用途用途用途
UNSAFE_NULL=YESを指定すると、標識変数を使用せずに NULLをフェッチしても
ORA-01405メッセージは生成されません。

構文構文構文構文
UNSAFE_NULL={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

MODE=ORACLEの場合のみ、UNSAFE_NULL=YESを設定できます。

埋込み PL/SQLブロックのホスト変数では UNSAFE_NULLオプションは何の効果もありま
せん。ORA-01405エラーの発生を避けるために、必ず標識変数を使用してください。
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UNSAFE_NULL=YESと指定すると、SELECT文または FETCH文で NULLが選択され、出
力ホスト変数に対応する標識変数がない場合でも、エラーは戻されません。UNSAFE_
NULL=NOと指定した場合、対応する標識変数のないホスト変数に NULLの列または式を
SELECTまたは FETCHすると、エラーが発生します（SQLSTATEは "22002"に、
SQLCODEは ORA-01405に設定されます）。

USERID

用途用途用途用途
Oracleユーザー名およびパスワードを指定します。

構文構文構文構文
USERID=username/password[@dbname]

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
なし

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

自動ログイン機能を使用する場合は、このオプションは指定しないでください。自動ログイ
ンでは、Oracle初期化パラメータ OS_AUTHENT_PREFIXの値を接頭辞とする Oracleユー
ザー名が受け入れられます。 

SQLCHECK=SEMANTICSと指定した場合に、Oracleに接続してデータ・ディクショナリ
にアクセスすることにより Pro*COBOLが必要な情報を得られるようにする場合は、
USERIDも指定してください。データベース別名はオプションです。大カッコは、入力しな
いでください。

VARCHAR

用途用途用途用途
VARCHARオプションは、第 5章「埋込み SQL」で説明したCOBOLのグループ項目を
VARCHARデータ型として扱うように Pro*COBOLに指示します。

構文構文構文構文
VARCHAR={YES | NO}
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デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
NO

使用方法使用方法使用方法使用方法
インラインでは入力できません。

VARCHAR=YESと指定した場合、第 5章「埋込み SQL」で説明した暗黙的なグループ項目
を、lengthフィールドと文字列フィールドを持つVARCHAR外部データ型として受け入れま
す。

VARCHAR=NOと指定した場合、Pro*COBOLは暗黙的なグループ項目を VARCHAR外部
データ型として受け入れません。

XREF

用途用途用途用途
リスト・ファイルにクロス・リファレンスのセクションを組み込むかどうかを指定します。

構文構文構文構文
XREF={YES | NO}

デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値
YES

使用方法使用方法使用方法使用方法
XREF=YESと指定すると、ホスト変数、カーソル名および文名にクロス・リファレンスが組
み込まれます。クロス・リファレンスは、個々のオブジェクトがプログラム内のどこで定義
され、どこで参照されているかを示します。 

XREF=NOと指定した場合は、クロス・リファレンスのセクションは組み込まれません。 
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A

新機能新機能新機能新機能

この付録では、Oracle Pro*COBOLプリコンパイラで強化された点と新機能を紹介します。
各項目を簡単に説明し、各章にある詳細な説明の参照先を示します。

この付録の構成は、次のとおりです。

� リリース 8.1の新機能

� リリース 8.0の DB2互換性機能

� リリース 8.0の他の新機能

� 以前のリリースからの移行
機能 A-1



リリース 8.1の新機能
リリースリリースリリースリリース 8.1の新機能の新機能の新機能の新機能

マルチスレッド・アプリケーションのサポートマルチスレッド・アプリケーションのサポートマルチスレッド・アプリケーションのサポートマルチスレッド・アプリケーションのサポート
マルチスレッド COBOLアプリケーションがサポートされます。マルチスレッド
Pro*C/C++プログラムで Pro*COBOLサブプログラムをコールできます。詳細は、第 12章
「マルチスレッド・アプリケーション」を参照してください。

CALL文文文文
CALL埋込み SQL文はストアド・プロシージャを起動します。 CALL文は、新しいアプリ
ケーションで埋込み PL/SQLブロックまたはストアド Javaプロシージャのかわりに使用で
きます。詳細は、F-13ページの「CALL（実行可能埋込み SQL）」を参照してください。

Javaメソッドのコールメソッドのコールメソッドのコールメソッドのコール
Javaで記述されたストアド・プロシージャ（メソッド）をアプリケーションからコールでき
ます。Javaで記述されたプロシージャをコールする方法は、6-20ページの「ストアド
PL/SQLおよび Javaサブプログラム」を参照してください。

LOBサポートサポートサポートサポート
埋込み SQL文のインタフェースにより、LOB（large object）をプリコンパイラのアプリ
ケーションで使用できます。LOBの使用方法、内部 LOBと外部 LOB、LOBを処理する他の
方法との比較を説明します。新しい SQL文のおのおのを説明します。LOBインタフェース
の使用方法をサンプル・コードで示します。詳細は、第 13章「ラージ・オブジェクト
（LOB）」を参照してください。

ANSI動的動的動的動的 SQL
埋込み SQL文を使用した動的 SQL方法 4の完全な ANSIインプリメンテーションを第 10章
「ANSI動的 SQL」に示します。簡単な例で概要を示します。次に、新しい SQL文を詳細に
説明します。さらに、demoディレクトリにあるサンプル・プログラムを示します。

PREFETCHオプションオプションオプションオプション
このプリコンパイラ・オプションは、値を "あらかじめフェッチする "ことによりデータ
ベース・アクセスの速度を向上させ、ネットワークのサーバー・ラウンドトリップ数を少な
くします。詳細は、5-17ページの「PREFETCHプリコンパイラ・オプション」を参照して
ください。
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DML戻り句戻り句戻り句戻り句
この句によりデータベース・サーバーにラウンドトリップを保存することができ、現在は
INSERT、DELETEおよび UPDATE文で使用できます。詳細は、5-9ページの「行の挿入」
を参照してください。

汎用汎用汎用汎用 ROWID
汎用 ROWID型がサポートされます。索引構成表では、この概念を使用します。詳細は、
4-30ページの「汎用 ROWID」を参照してください。

CONNECT文の文の文の文の SYSDBA/SYSOPER権限権限権限権限
CONNECT文を使用してこれらの権限を設定するには、3-2ページの「Oracleへの接続」を
参照してください。

グループ項目の表グループ項目の表グループ項目の表グループ項目の表
Pro*COBOLのホスト変数としてグループ項目の表を使用できるようになりました。詳細は、
7-20ページの「ホスト変数としてのグループ項目の表」を参照してください。 

WHENEVER DO CALL分岐分岐分岐分岐
WHENEVER宣言文に DO CALLアクションが備わりました。サブプログラムがコールされ
ます。詳細は、8-14ページの「WHENEVER 宣言文」を参照してください。

DECIMAL-POINT IS COMMA
DECIMAL-POINT IS COMMA句がサポートされています。これにより、数値リテラルの小
数点のかわりにカンマを使用できます。詳細は、2-14ページの「Decimal-Point is Comma
句」を参照してください。

ヘッダー部のオプション化ヘッダー部のオプション化ヘッダー部のオプション化ヘッダー部のオプション化
IDENTIFICATION、ENVIRONMENT、DATAの各部とその内容はオプションになりまし
た。詳細は、2-15ページの「オプションの分割ヘッダー」を参照してください。

NESTEDオプションオプションオプションオプション
NESTEDプリコンパイラ・オプションをNOに設定すると、ネストしていないプログラムの
ための GLOBAL句は生成されません。詳細は、14-30ページの「NESTED」を参照してくだ
さい。
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リリース 8.0の DB2互換性機能
リリースリリースリリースリリース 8.0のののの DB2互換性機能互換性機能互換性機能互換性機能
Pro*COBOLリリース 8.0の新機能は、DB2から Oracleへのアプリケーションの移行に役立
ちますが、Pro*COBOLのユーザーは必ずそれらの機能を十分に検討する必要があります。

宣言文のオプション化宣言文のオプション化宣言文のオプション化宣言文のオプション化
DECLARE_SECTION=NO（デフォルト）のときは、BEGIN DECLARE SECTION文と
END DECLARE SECTION文の使用は任意になりました。この 2つの DECLARE SECTION
文を使用する場合は、同じWORKING-STORAGE SECTION内またはその他の COBOL宣言
単位内で対になっている必要があります。詳細は、14-17ページの「DECLARE_SECTION」
を参照してください。

新しいデータ型のサポート新しいデータ型のサポート新しいデータ型のサポート新しいデータ型のサポート
計算用のデータ型 COMP-4（COMPUTATIONAL-4）は、バイナリ・ データ型として扱われ
ます。IBMによる計算用データ型 COMP-4（COMPUTATIONAL-4）も、バイナリ・データ
型として扱われます。 

また、次の表示用データ型がサポートされるようになりました。

� Over-Punch（ZONED-DECIMAL）。これは、COBOL言語用のデフォルトの符号付き数
値です。各桁は 10を基数とした ASCII形式または EBCDIC形式で格納され、1つの桁
がコンピュータ記憶域の 1バイトを占めます。符号は、使用されるバイトの 1つの上位
ニブルに格納されます。このデータ型が over-punchと呼ばれるのは、符号が最初また
は最後のバイトのどちらかに格納された数字の "上に埋め込まれる "からです。デフォ
ルトの符号位置は、後続バイトです。OVER-PUNCHの指定には、PIC S9(n)V9(m) 
TRAILINGまたは PIC S9(n)V9(m) LEADINGを使用します。

� DISPLAY-1 MULTIBYTE型（PIC G）。このデータ型は PIC Nと等価であり、マルチバ
イト文字に使用されます。 

詳細は、4-12ページの「ホスト変数」を参照してください。

ホスト変数としてのグループ項目のサポートホスト変数としてのグループ項目のサポートホスト変数としてのグループ項目のサポートホスト変数としてのグループ項目のサポート
Pro*COBOL 2.0では、埋込み SQL文内でグループ項目を使用できるようになりました。 ホ
スト・グループ項目は、SELECT文または FETCH文の INTO句および INSERT文の
VALUESリストで参照できます。グループ項目をホスト変数として使用する場合は、SQL
文ではグループ名のみ使用します。詳細は、4-20ページの「ホスト変数としてのグループ項
目」を参照してください。
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リリース 8.0の DB2互換性機能
VARCHARグループ項目の暗黙書式グループ項目の暗黙書式グループ項目の暗黙書式グループ項目の暗黙書式
VARCHARとして認識される COBOLグループの宣言は、次のような書式をとります。

 nn   <identifier-1>
      49   <identifier-2> PIC S9(4) <integer declaration>.
      49   <identifier-3> PIC X(nc).

レベル nnの範囲は 01～ 48です。長さ ncの範囲は 1～ 65533です。

Pro*COBOLに VARCHARグループ項目の拡張書式を認識させるには、VARCHARオプ
ションをコマンドラインで VARCHAR=YESと指定する必要があります。このオプションを
指定しないと、前述の書式の宣言はすべて通常のグループ項目として解釈されます。詳細
は、4-27ページの「VARCHAR変数の参照」を参照してください。

フェッチ終了時のフェッチ終了時のフェッチ終了時のフェッチ終了時の SQLCODE戻り値の明示的な制御戻り値の明示的な制御戻り値の明示的な制御戻り値の明示的な制御
DB2では、フェッチの終了条件が発生すると、SQLCODE値として 100が戻されます。
Oracleが戻す値を明示的に制御するには、次のオプションを使用します。

END_OF_FETCH={100 | 1403 (default)}

このプリコンパイラ・オプションは、コマンドラインまたは構成ファイル内で指定する必要
があります。詳細は、14-18ページの「END_OF_FETCH」を参照してください。

DECLARE CURSOR文での文での文での文での WITH HOLD句のサポート句のサポート句のサポート句のサポート
DB2では、デフォルトでコミット時にカーソルがすべてクローズされます。（FOR UPDATE
として宣言されている）カーソルの宣言でWITH HOLD句を指定すれば、そのカーソルに
ついてのこの動作を無効にできます。WITH HOLD句を指定して宣言されたカーソルはすべ
て、コミットまたはロールバック後もオープンされたままになります。MODE=ANSIのと
きは DB2のデフォルトが適用されますが、その場合はすべてのホスト変数を宣言文で宣言
する必要があります。詳細は、5-12ページの「カーソルの宣言」を参照してください。

新しいプリコンパイラ・オプション新しいプリコンパイラ・オプション新しいプリコンパイラ・オプション新しいプリコンパイラ・オプション CLOSE_ON_COMMIT
次のプリコンパイラ・オプションが新しく追加されています。

CLOSE_ON_COMMIT={YES | NO (default)}

このオプションは、コマンドラインまたは構成ファイル内で指定する必要があります。この
オプションは、WITH HOLD句を指定して記述されていないカーソルがあるときにのみ効力
をもちます。WITH HOLD句が指定されていると、CLOSE_ON_COMMIT設定も、MODE
オプションに対応するそれまでの動作も無効になります。詳細は、5-12ページの「カーソル
の宣言」および 14-14ページの「CLOSE_ON_COMMIT」を参照してください。
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リリース 8.0の DB2互換性機能
DSNTIARのサポートのサポートのサポートのサポート
DB2には、表示可能な形式の SQLCAを取得するためのルーチン DSNTIARが用意されてい
ます。Pro*COBOLでも、DSNTIARを使用できるようになりました。インタフェースは次
のとおりです。

     CALL "DSNTIAR" USING SQLCA MESSAGE LRECL.

SQLCAは SQLコミュニケーション領域、MESSAGEは出力メッセージ領域（サイズ 240以
上の VARCHAR形式）です。LRECLは出力メッセージの長さ（72～ 240）が格納されるフ
ルワードです。詳細は、8-14ページの「DSNTIAR」を参照してください。

日付文字列書式のプリコンパイラ・オプション日付文字列書式のプリコンパイラ・オプション日付文字列書式のプリコンパイラ・オプション日付文字列書式のプリコンパイラ・オプション
Pro*COBOLでは、DB2との互換性のために、日付文字列を指定するための次のプリコンパ
イラ・オプションが追加されました。

DATE_FORMAT={ISO | USA | EUR | JIS | LOCAL | 'fmt' (default LOCAL)}

DATE_FORMATオプションは、コマンドラインまたは構成ファイル内で指定する必要があ
ります。指定できる日付文字列を次の表に示します。

 

'fmt'は、'Month dd, yyyy'などの日付書式モデルです。日付書式モデル要素のリストは、
『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。詳細は、14-15ページの「DATE_

FORMAT」を参照してください。

表表表表 A-1  日付文字列用の書式日付文字列用の書式日付文字列用の書式日付文字列用の書式

書式名書式名書式名書式名 略称略称略称略称 日付書式日付書式日付書式日付書式

国際標準化機構規格 ISO yyyy-mm-dd

USA標準 USA mm/dd/yyyy

ヨーロッパ標準 EUR dd.mm.yyyy

日本工業規格 JIS yyyy-mm-dd

インストール定義 LOCAL インストール時に定義した任意の書式
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リリース 8.0の他の新機能
SQL文の後に指定できる終了記号文の後に指定できる終了記号文の後に指定できる終了記号文の後に指定できる終了記号
SQL文は、カンマ、ピリオドまたはその他の COBOL文によって終了できるようになりまし
た。詳細は、2-19ページの「文終了記号」を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 8.0の他の新機能の他の新機能の他の新機能の他の新機能

構成ファイル名の変更構成ファイル名の変更構成ファイル名の変更構成ファイル名の変更
構成ファイルの名前は、pccob.cfgではなく pcbcfg.cfgになりました。14-6ページの「オプ
ションの入力」を参照してください。

その他の追加データ型のサポートその他の追加データ型のサポートその他の追加データ型のサポートその他の追加データ型のサポート
計算用のデータ型 PACKED-DECIMALは、ANSIとの互換性のために COMP-3データ型と
して扱われます。

データ型 SCALED DISPLAY（PIC 9(n)および PIC S9(n)）がサポートされています。各桁は
10を基数とした ASCII形式または EBCDIC形式で格納され、1つの桁がコンピュータ記憶
域の 1バイトを占めます。符号がある場合、符号は独立したバイト（句 SIGN SEPARATE
で 指定）に格納されます。位置は、デフォルトでは後続ですが、SIGN TRAILING句を使用
して指定することもできます。

詳細は、4-12ページの「ホスト変数」を参照してください。

ネストされたプログラムのサポートネストされたプログラムのサポートネストされたプログラムのサポートネストされたプログラムのサポート
Pro*COBOLでは、1つのソース・ファイル内の埋込み SQLによってネストされたプログラ
ムを使用できるようになりました。ただし、再帰的なネストされたプログラムは使用できま
せん。上位プログラムでグローバルとしてマークされており、上位プログラム・レベルで有
効なホスト変数であるすべての 01レベルの項目は、上位プログラムに直接的および間接的
に含まれるすべてのプログラムにおいて、有効なホスト変数として使用できます。詳細は、
2-22ページの「ネストされたプログラム」を参照してください。

REDEFINESおよびおよびおよびおよび FILLERのサポートのサポートのサポートのサポート
REDEFINES句を使用してグループ項目を再定義できます。詳細は、2-18ページの
「REDEFINES句」を参照してください。

ホスト変数の宣言でワード FILLERを使用できるようになりました。詳細は、4-12ページの
「ホスト変数」を参照してください。
新機能 A-7



リリース 8.0の他の新機能
新しいプリコンパイラ・オプション新しいプリコンパイラ・オプション新しいプリコンパイラ・オプション新しいプリコンパイラ・オプション PICX
PIC X変数のデフォルトのデータ型が、VARCHAR2から CHARFに変わりました。これに
伴い、下位互換性を保つために次のプリコンパイラ・オプションが追加されました。

PICX={VARCHAR2 | CHARF（デフォルト）}

このオプションは、コマンドラインまたは構成ファイル内でのみ指定できます。新しいデ
フォルトの動作は、標準の COBOLの移動方法と整合性があります。 

詳細は、14-33ページの「PICX」を参照してください。

VAR文でのオプションの文でのオプションの文でのオプションの文でのオプションの CONVBUFSZ句句句句
この句には、キャラクタ・セット間の変換に使用するオプションのバッファが指定されま
す。

詳細は、4-43ページの「VAR文の CONVBUFSZ句」を参照してください。

エラー報告の改善エラー報告の改善エラー報告の改善エラー報告の改善
エラーは、任意の行ファイルまたは端末出力の適切な行に対応付けられるようになりまし
た。「無効なホスト変数」のエラーには、与えられた COBL変数が埋込み SQLで無効になっ
ている理由が述べられています。

接続時のパスワード変更接続時のパスワード変更接続時のパスワード変更接続時のパスワード変更
実行可能埋込み SQL文、CONNECTには、パスワードを変更できるようにオプションの最
後に新しい句が用意されています。

EXEC SQL CONNECT ... [ALTER AUTHORIZATION :new_password] END-EXEC.

3-10ページの「実行時のパスワード変更」および F-17ページの「CONNECT（実行可能埋
込み SQL拡張要素）」を参照してください。

エラー・メッセージ・コードエラー・メッセージ・コードエラー・メッセージ・コードエラー・メッセージ・コード
エラー・コードおよび警告コードは、以前のリリースの Pro*COBOLとカレント・リリース
では異なります。コードとメッセージの詳細リストは、『Oracle8i エラー・メッセージ』を
参照してください。

SQLLIBが発行するランタイム・メッセージには、以前のリリースの Pro*COBOLで使用さ
れていた接頭語 RTL-ではなく、接頭語 SQL-が付くようになりました。メッセージ・コー
ドは以前のリリースのものと同じです。

SQLCHECK=SEMANTICSを使用してプリコンパイルする場合は、PL/SQLコンパイラは
PLSを接頭語として使用します。この種のエラーは、Pro*COBOLによるものではありませ
ん。
A-8 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



以前のリリースからの移行
以前のリリースからの移行以前のリリースからの移行以前のリリースからの移行以前のリリースからの移行
Pro*COBOLで記述された既存のアプリケーションは、変更を加えなくても Oracle8iサー
バーで動作します。再度プリコンパイルを行う場合は、プリコンパイラ・オプションの設定
を変更する必要があります。詳細は、第 14章「プリコンパイラ・オプション」を参照して
ください。

詳細は、『Oracle8i 移行ガイド 』を参照してください。
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以前のリリースからの移行
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オペレーティング・システムの依
B

オペレーティング・システムの依存性オペレーティング・システムの依存性オペレーティング・システムの依存性オペレーティング・システムの依存性

COBOLプログラミングの詳細は、システムによって異なります。この付録は、Pro*COBOL
に関するシステム固有の問題をまとめたものです。マニュアル・セット内の他の資料を参照
できる場合は、適宜記載してあります。
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このマニュアルにあるシステム特有の参照情報
このマニュアルにあるシステム特有の参照情報このマニュアルにあるシステム特有の参照情報このマニュアルにあるシステム特有の参照情報このマニュアルにあるシステム特有の参照情報
この項の参照情報は、第 4章「データ型とホスト変数」に同様の順序と見出しで記載されて
います。

COBOLのバージョンのバージョンのバージョンのバージョン
Pro*COBOLプリコンパイラは、オペレーティング・システムで使用される標準的な
COBOL（通常は COBOL-85または COBOL-74）の導入をサポートしています。COBOL-85
および COBOL-74の両方に対応しているプラットフォームもあります。使用しているシステ
ム固有の Oracleマニュアルを参照してください。

ホスト変数ホスト変数ホスト変数ホスト変数
ホスト変数の宣言方法とネーミング方法は、使用している COBOLコンパイラによって異な
ります。ホスト変数の宣言およびネーミングの詳細は、使用している COBOLのユーザー
ズ・ガイドを参照してください。

宣言宣言宣言宣言
ホスト変数の宣言は、Oracleがサポートする COBOLデータ型を指定して、COBOLの規則
に従って行います。4-13ページの表 4-6「ホスト変数の宣言」は、指定できる COBOLデー
タ型および擬似型を示しています。ただし、使用している COBOLによっては、すべての型
が指定可能とは限りません。

ネーミングネーミングネーミングネーミング
ホスト変数名には英文字、数字およびハイフン以外使用できません。また、英文字で始める
必要があります。長さは任意ですが、重要な意味があるのは先頭の 30文字までです。コン
パイラによっては、最大長が異なるものもあります。

INCLUDE文文文文
INCLUDEは、どのファイルに対しても実行できます。Pro*COBOLプログラムをプリコン
パイルすると、EXEC SQL INCLUDE文はそれぞれ、その文で指定されたファイルのコピー
で置き換えられます。

システムでファイル拡張子を使用するがその拡張子を指定しない場合、Pro*COBOLプリコ
ンパイラはソース・ファイルのデフォルトの拡張子（通常は COB）を使用します。デフォ
ルトの拡張子はシステムによって異なります。使用しているシステム固有の Oracleマニュ
アルを参照してください。

システムがディレクトリを使用する場合は、プリコンパイラ・オプション INCLUDE=path
を指定すると、INCLUDEするファイルのディレクトリ・パスを設定できます。しかし、標
準以外のファイルについては、カレント・ディレクトリに格納されている場合を除いて、
INCLUDEを使用してディレクトリ・パスを指定する必要があります。ディレクトリ・パス
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このマニュアルにあるシステム特有の参照情報
を指定するための構文はシステムによって異なります。使用しているシステム固有の Oracle
マニュアルを参照してください。

MAXLITERALのデフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルト
MAXLITERALプリコンパイラ・オプションを使用して、プリコンパイラが生成する文字列
リテラルの最大長を指定し、コンパイラの制限を超えないようにすることができます。 
MAXLITERALのデフォルト値は 1024ですが、これより小さい値を指定する必要がある場
合もあります。 

たとえば、ご使用の COBOLコンパイラで、132文字以上の文字列リテラルを扱えない場合
は、"MAXLITERAL=132"を指定します。ご使用の COBOLコンパイラのユーザーズ・ガイ
ドをチェックしてください。MAXLITERALオプションの詳細は、第 14章「プリコンパイ
ラ・オプション」を参照してください。

マルチバイトマルチバイトマルチバイトマルチバイト NLS文字の文字の文字の文字の PIC N句または句または句または句または PIC G句句句句
COBOLコンパイラの中には、マルチバイト NLS文字変数の宣言で PIC Nまたは PIC G句
を使用できないものがあります。ソース・コードを書くときにマルチバイト NLS文字変数
を宣言するための句を含める場合は、ご使用の COBOLユーザーズ・ガイドで確認してくだ
さい。

予測できない予測できない予測できない予測できない RETURN-CODE特別登録特別登録特別登録特別登録
SQL文または SQLLIB関数の後の RETURN-CODE特別登録（システムがサポートしている
場合）の内容は予測できません。

バイナリ・データのバイト順序バイナリ・データのバイト順序バイナリ・データのバイト順序バイナリ・データのバイト順序
NTなどの一部のプラットフォームでは、COBOLコンパイラを使用するとバイナリ・デー
タのバイト順序が逆転します。 COMP5プリコンパイラ・オプションの詳細は、ご使用のプ
ラットフォームのマニュアルを参照してください。
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このマニュアルにあるシステム特有の参照情報
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予約語、キーワードおよび名前
C

予約語、キーワードおよび名前空間予約語、キーワードおよび名前空間予約語、キーワードおよび名前空間予約語、キーワードおよび名前空間

この付録の構成は、次のとおりです。

� 予約語とキーワード

� 予約されている名前空間
空間 C-1



予約語とキーワード
予約語とキーワード予約語とキーワード予約語とキーワード予約語とキーワード
一部の語は Oracleで予約されています。予約語は Oracleにおいて特別な意味を持っている
ため、再定義はできません。したがって、予約語は列、表または索引などのデータベース・
オブジェクト名としては使用できません。SQLおよび PL/SQLの Oracle予約語リストは、
『Oracle8i SQLリファレンス 』および『Oracle8i PL/SQLユーザーズ・ガイドおよびリファ
レンス』を参照してください。

Pro*COBOLキーワードは、COBOLキーワードと同様、プログラムで変数として使用する
ことはできません。変数として使用するとエラーが発生します。キーワードを列などのデー
タベース・オブジェクト名として使用すると、エラーが発生することがあります。
Pro*COBOLで使用されるキーワードを次に示します。

:

all allocate alter

analyze and any

append arraylen as

asc assign at

audit authorization avg

begin between bind

both break buffer

buffering by call

cast char character

character_set_name charf charz

check chunksize close

comment commit connect

constraint constraints context

continue convbufsz copy

count crerate current

curval cursor data

database date datetime_interval_code

datetime_interval_precision day deallocate

decimal declare default

define delete desc

describe descriptor directory
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予約語とキーワード
disable display distinct

do drop else

enable end end-exec

endif erase escape

exec execute exsits

explain extract fetch

file fileexists filename

first float flush

for force found

free from function

get global go

goto grant group

having hold host_stride_length

hour iaf identified

ifdef ifndef immediate

in include indicator

indicator_stride_length input insert

integer internal_length intersect

interval into is

isopen istemporary last

leading length level

like list load

lob local lock

long max message

min minus minute

mode month name

national_character nchar next

nextval noaudit not

notfound nowait NULL

nullable number nvachar2
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予約語とキーワード
octet_length of one

only open option

or oracle order

output overlaps verpunch

package partition perform

precision prepare prior

procedure put raw

read ref reference

release rename replace

return returned_length returned_octet_length

returning revoke role

rollback rowid rownum

savepoint scale second

section select set

some sql sql_context

sql_cursor sqlerror sqlwarning

start statement stddev

stop string sum

sysdate sysdba sysoper

table temporary threads

time timestamp timezone_hour

timezone_minute to tools

trailing transaction trigger

trim truncate type

uid union unique

unsigned user_defined_type_name user_defined_type_name_length

user_defined_type_schema user_defined_type_schema_length user_defined_type_version

update use user

using validate value

values var varchar
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予約されている名前空間
予約されている名前空間予約されている名前空間予約されている名前空間予約されている名前空間
表 C-1に、Oracle8iにより確保されている名前空間を示します。Oracle8iライブラリでは、
サブプログラム名の最初の文字は次に示す文字列に制限されます。名前が競合する可能性が
あるため、サブプログラムにはこれらの文字で始まらない名前を付けてください。 

たとえば、Net8 Transparent Network Serviceの機能はすべて "NS"文字で始まるため、名前
が "NS"で始まるサブプログラムを書かないようにします。

varchar2 variables variance

varnum varraw view

whenever where with

work write year

zone

表表表表 C-1   予約されている名前空間予約されている名前空間予約されている名前空間予約されている名前空間

名前空間名前空間名前空間名前空間 ライブラリライブラリライブラリライブラリ

 XA XAアプリケーション専用の外部関数

 SQ Oracleプリコンパイラおよび SQL*モジュール・アプリケーションが
使用する外部 SQLLIB関数

 O、OCT 外部 OCI関数、内部 OCI関数

UPI、KP Oracle UPIレイヤーの関数名

NA

NC

ND

NL

NM

NR

NS

NT

NZ

OSN

TTC

Net8ネイティブ・サービス・プロダクト

Net8 RPCプロジェクト

Net8ディレクトリ

Net8ネットワーク・ライブラリ・レイヤー

Net8ネット管理プロジェクト

Net8インタチェンジ

Net8 Transparent Network Service

Net8ドライバ

Net8セキュリティ・サービス

Net8 V1

Net8 2タスク
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予約されている名前空間
 GEN、L、ORA Coreライブラリ関数

 LI、LM、LX Oracle NLSレイヤーの関数名

 S システム依存ライブラリの関数名

表表表表 C-1   予約されている名前空間予約されている名前空間予約されている名前空間予約されている名前空間

名前空間名前空間名前空間名前空間 ライブラリライブラリライブラリライブラリ
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パフォーマンス・
D

パフォーマンス・チューニングパフォーマンス・チューニングパフォーマンス・チューニングパフォーマンス・チューニング

この付録では、アプリケーションのパフォーマンス（性能）が向上する簡単な適用方法をい
くつか紹介します。これらの方法を使用すれば、たいていは処理時間を 25%以上削減でき
ます。この付録の構成は、次のとおりです。

� パフォーマンスを低下させる原因

� パフォーマンスを改善する方法

� ホスト表の使用方法

� PL/SQLおよび Javaの使用

� SQL文の最適化

� 索引の使用

� 行レベル・ロックの利用

� 不要な解析の排除
チューニング D-1



パフォーマンスを低下させる原因
パフォーマンスを低下させる原因パフォーマンスを低下させる原因パフォーマンスを低下させる原因パフォーマンスを低下させる原因
パフォーマンスを低下させる原因の 1つは、Oracleの通信オーバーヘッドが高いことです。
Oracleは一度に SQL文を 1つずつ処理する必要があります。つまり、各 SQL文が Oracle
をコールするので、オーバーヘッドが増加します。ネットワーク化された環境下では、ネッ
トワークを介して SQL文を送信する必要があるため、ネットワーク通信量が増加すること
になります。ネットワーク通信量が多いと、アプリケーションの処理速度は著しく低下しま
す。

パフォーマンスを低下させるもう 1つの原因は、非効率的な SQL文です。SQLはたいへん
柔軟性に富むため、2つの異なる文から同一の結果を得ることもできますが、効率に差があ
る場合もあります。たとえば、次の 2つの SELECT文は同じ行（少なくとも従業員が 1人い
る部門ごとの名称および番号）を戻します。

     EXEC SQL SELECT DNAME, DEPTNO 
         FROM DEPT 
         WHERE DEPTNO IN (SELECT DEPTNO FROM EMP)
     END-EXEC. 

     EXEC SQL SELECT DNAME, DEPTNO 
         FROM DEPT 
         WHERE EXISTS 
         (SELECT DEPTNO FROM EMP WHERE DEPT.DEPTNO = EMP.DEPTNO)
     END-EXEC. 

ただし、この最初の文は DEPT表内のすべての部門番号を探して EMP表全体をスキャンす
るため、処理に時間がかかります。EMP表内の DEPTNO列に索引を付けていても、この副
問合せには DEPTNOを指定するWHERE句がないので、索引は使用されません。

パフォーマンスを低下させる 3番目の原因は、不要な解析とバインドです。SQL文を実行す
る前に Oracleがこの SQL文を解析しバインドする必要があることに注意してください。 解
析とは、SQL文を調べて、これが構文規則に従って正しいデータベース・オブジェクトを参
照していることを確認する作業です。バインドとは、SQL文内のホスト変数を Oracleがそ
の値に対して読込みまたは書込みができるようにそれぞれのアドレスに対応付ける作業で
す。

大部分のアプリケーションにおいて、カーソルの管理を十分に行っているとはいえません。
このため不要な解析またはバインドが発生し、結果的に処理のオーバーヘッドが著しく増加
します。

パフォーマンスを改善する方法パフォーマンスを改善する方法パフォーマンスを改善する方法パフォーマンスを改善する方法
プリコンパイルしたプログラムのパフォーマンスがよくない場合でも、オーバーヘッドを減
少させる方法はあります。

ネットワーク化された環境下では、次の方法で、Oracleの通信オーバーヘッドを大幅に削減
できます。
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PL/SQLおよび Javaの使用
� ホスト配列の使用

� 埋込み PL/SQLの使用

次の方法で、処理のオーバーヘッドを場合によっては大幅に削減できます。

� SQL文の最適化

� 索引の使用

� 行レベル・ロックの利用

� 不要な解析の排除

次の項目では、オーバーヘッドを削減するための方法を検討します。

ホスト表の使用方法ホスト表の使用方法ホスト表の使用方法ホスト表の使用方法
ホスト表を使用すると、単一の SQL文でデータの集合全体を操作できるため、パフォーマ
ンスが向上します。 たとえば、300人の従業員の給料を EMP表に挿入する場合を考えてみま
す。表を使用しないと、プログラムでは従業員ごとに 1回づつ、合計 300回 INSERTを実行
する必要があります。 配列を使用すれば、必要な INSERTは 1回のみになります。 次の文を
考えてみましょう。

     EXEC SQL INSERT INTO EMP (SAL) VALUES (:SALARY) END-EXEC.

SALARYが通常のホスト変数の場合は、Oracleは INSERT文を 1回実行し、EMP表に 1行
を挿入します。この行の SAL列には SALARYの値が格納されます。 この方法で 300行を挿
入するには、この INSERT文を 300回実行する必要があります。

これに対して、SALARYがサイズ 300のホスト表の場合は、Oracleは 300行全部を 1度に
EMP表に挿入します。各行の SAL列には SALARY表の要素の値が格納されます。

詳細は第 7章「ホスト表」を参照してください。

PL/SQLおよびおよびおよびおよび Javaの使用の使用の使用の使用
図 D-1に示すように、データベース処理が中心のアプリケーションの場合は、プロシージャ
の構造を使用して複数の SQL文を 1つの PL/SQLブロックにまとめ、そのブロック全体を
Oracleに送信できます。これにより、使用しているアプリケーションとデータベースとの通
信量を大幅に削減できます。 

また、PL/SQLおよび Javaサブプログラムを使用して、アプリケーションからデータベー
スへのコールを削減できます。たとえば、10の SQL文を個々に実行するには、10のコール
が必要になります。しかし、10の SQL文を含む 1つのサブプログラムの実行は、1つの
コールで済みます。 

無名ブロックとは異なり、PL/SQLおよび Javaサブプログラムは別々にコンパイルし、デー
タベースに格納できます。コールされた PL/SQLサブプログラムは、ただちに PL/SQLエンジ
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SQL文の最適化
ンに渡されます。 さらに、複数のユーザーが 1つのサブプログラムを実行する場合でも、メモ
リーにロードするコピーは 1つで済みます。 

図図図図 D-1   PL/SQLによるパフォーマンスの向上によるパフォーマンスの向上によるパフォーマンスの向上によるパフォーマンスの向上

SQL文の最適化文の最適化文の最適化文の最適化
オプティマイザはすべての SQL文に対して実行計画を生成します。実行計画とは、その SQL
文を実行するためにOracleが行う一連のステップです。この手順は、『Oracle8i アプリケー
ション開発者ガイド 基礎編』に記載されるルールによって決まります。これらのルールに従う
と、最適な SQL文を作成できます。

SQL
IF ... THEN

SQL
ELSE

SQL
END IF
SQL

SQL

SQL

SQL

SQL

アプリケーション�

アプリケーション�

その他のDBMS

PL/SQLを使用�
したOracle8i

　　　PL/SQLは特にネットワーク環境でのパフォーマンスを改善します
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SQL文の最適化
オプティマイザ・ヒントオプティマイザ・ヒントオプティマイザ・ヒントオプティマイザ・ヒント
オプティマイザはすべての SQL文に対して実行計画を生成します。実行計画とは、その SQL
文を実行するためにOracleが行う一連のステップです。場合によっては、SQL文を最適化する
方法を提示することもできます。 このような提示はヒントと呼ばれ、これによりオプティマイザ
による決定に運用側から影響を与えることができます。

ヒントは宣言文ではありません。オプティマイザがジョブを実行するのを助けるためのもの
にすぎません。ヒントには、総合的な方法を示すものもあれば、SQL文の最適化に利用でき
る情報に限られているものもあります。ヒントを使用して、次の事項を指定できます。

� SQL文のための最適化アプローチ

� 参照されているそれぞれの表へのアクセス・パス

� 結合のための結合順序

� 表を結合するための方法

ヒントの渡し方ヒントの渡し方ヒントの渡し方ヒントの渡し方
ヒントをオプティマイザに渡すには、SELECT文、UPDATE文または DELETE文の動詞の
直後に C言語形式のコメントの中に入れます。ルール重視の最適化とコスト重視の最適化の
どちらかを選択できます。コスト重視の最適化では、ヒントはスループットの最大化と応答
時間に寄与します。次の例では、ALL_ROWSヒントによって問合せのスループットが最大
になります。

     EXEC SQL SELECT /*+ ALL_ROWS (cost-based) */ EMPNO, ENAME, SAL
         INTO :EMP-NUMBER, :EMP-NAME, :SALARY  
         FROM EMP 
         WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER
     END-EXEC. 

コメント開始記号の直後に正符号（+）を記述する必要があります。正符号は、そのコメン
トに 1つまたは複数のヒントが含まれていることを示します。同じコメントに、ヒントの他
に注釈も指定できます。

オプティマイザ・ヒントの詳細は、『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』を参
照してください。 

トレース機能トレース機能トレース機能トレース機能
SQLトレース機能と EXPLAIN PLAN文を使用すると、アプリケーションの処理速度を低下
させるおそれのある SQL文を特定できます。トレース機能で、Oracleで実行するすべての
SQL文に対する統計表示を生成します。この統計表示で、最も処理時間のかかる文がどれか
判断できます。このため、それらの文の処理効率のチューニングに専念できます。

EXPLAIN PLAN文はアプリケーション内の各 SQL文に対する実行計画を示します。 実行計
画を使用すると、非効率的な SQL文を特定できます。
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索引の使用
このようなツールの使用方法および出力の解析方法は、『Oracle8i アプリケーション開発者
ガイド 基礎編』を参照してください。

索引の使用索引の使用索引の使用索引の使用
索引は、ROWIDを使用して、表の列のそれぞれの値をその値が入っている行に対応付けます。 
索引はCREATE INDEX文で作成します。詳細は『 Oracle8i SQLリファレンス』を参照してく
ださい。

表の 15%未満の行しか戻さない問合せでは、索引を使用することによりパフォーマンスが
向上します。表の 15%以上の行を戻す問合せは、フル・スキャンによる方法、つまり、すべ
ての行を順番に読み込む方法の方が速く処理されます。 WHERE句内で索引の付いた列を指定す
る問合せは、その索引を使用します。どの列に索引を付けるかを選択するためのガイドライン
は、『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』を参照してください。

行レベル・ロックの利用行レベル・ロックの利用行レベル・ロックの利用行レベル・ロックの利用
デフォルトでは、Oracleは表レベルではなく行レベルでデータをロックします。行レベルで
ロックすると、複数のユーザーが同一の表の別の行に同時にアクセスできます。その結果、
パフォーマンスが大幅に向上します。 

表レベルでのロックも指定できますが、これはトランザクション処理オプションの効果を低
下させます。表ロックの詳細は、3-23ページ「LOCK TABLE文の使用方法」の「LOCK 
TABLE文の使用」を参照してください。

オンラインのトランザクション処理を実行するアプリケーションには、行レベル・ロックが
最も有効です。アプリケーションで表レベル・ロックを指定している場合は、行レベル・
ロックを利用できるように変更してください。通常、明示的な表レベル・ロックは使用しな
いようにします。

不要な解析の排除不要な解析の排除不要な解析の排除不要な解析の排除
不要な解析をなくすには、カーソルを正しく操作すること、および次に示すカーソル管理オ
プションを選択して使用することが必要です。

� MAXOPENCURSORS

� HOLD_CURSOR

� RELEASE_CURSOR

これらのオプションは、暗黙的なカーソルと明示的なカーソル、カーソル・キャッシュおよ
びプライベート SQL領域に影響します。 

注意注意注意注意 : カーソル・キャッシュの統計情報は、ORACAを使用して取得できます。詳細は、
8-23ページの「Oracleコミュニケーション領域の使用」を参照してください。
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不要な解析の排除
明示的なカーソルの操作明示的なカーソルの操作明示的なカーソルの操作明示的なカーソルの操作
カーソルには暗黙的なカーソルおよび明示的なカーソルの 2種類があることに注意してくだ
さい（2-9ページの「エラーおよび警告」を参照してください）。Oracleはデータ定義文およ
び DML文のすべてを暗黙的にカーソルを宣言します。ただし、複数の行を戻す問合せでは、
明示的にカーソルを宣言し、1つのホスト表の中に選択するのではなく一括でフェッチする
必要があります。DECLARE CURSOR文を使用すると、明示的なカーソルを宣言できます。
明示的なカーソルのオープンとクローズの方法によって、パフォーマンスに影響がありま
す。

アクティブ・セットの再評価が必要なときは、そのカーソルを再度オープンするだけでかま
いません。OPEN文では、任意の新しいホスト変数の値が使用されます。最初にカーソルを
クローズせずにオープンのままにしておくと、処理時間を節約できます。 

カーソルの OPENによって取得したリソース（メモリーおよびロック）を解放するときにの
み、そのカーソルを CLOSEします。たとえば、プログラムでは終了前にすべてのカーソル
をクローズする必要があります。

注意注意注意注意 : パフォーマンスをチューニングしやすいように、プリコンパイラではすでにオー
プンされているカーソルを再オープンできます。ただし、これは ANSI/ISOの埋込み
SQL規格に対する Oracle拡張機能です。したがって、MODE=ANSIのときは、カーソ
ルを再オープンする前にクローズする必要があります。

カーソルの制御カーソルの制御カーソルの制御カーソルの制御
一般的に、明示的に宣言されたカーソルの制御には次のような 3つの要素が影響します。 

� DECLARE、OPEN、FETCHおよび CLOSE文を使用する。

� PREPARE、DECLARE、OPEN、FETCHおよび CLOSE文を使用する。

� MODE=ANSIの場合、COMMITによってカーソルをクローズする。

最初の方法を使用する場合は、不要な解析に注意する必要があります。OPEN文で解析を行
うのは、カーソルをクローズしたか、もしくは 1度もオープンしていないために解析文が使
用できない場合のみです。プログラムはカーソルを宣言し、ホスト変数の値が変わるたびに
再オープンします。この SQL文が不要となった場合のみカーソルをクローズします。 

2番目の方法（動的 SQL方法 3および方法 4）を使用する場合は、PREPARE文で解析を実
行し、この解析された文は CLOSE文を実行するまで使用できます。プログラムは、SQL文
を準備してカーソルを宣言し、ホスト変数の値が変わるたびに、カーソルを再オープンしま
す。また、SQL文が変わった場合には SQL文の再準備とカーソルの再オープンを行います。
カーソルをクローズするのは、その SQL文が不要となった場合のみです。

OPEN文および CLOSE文をループの中に指定するのは、できるかぎり避けてください。
SQL文の不要な再解析の原因になります。次の例では、OPEN文と CLOSE文がどちらも外
側のループの中にあります。MODE=ANSIの場合は、CLOSE文は例に示す位置に指定する必
要があります。ANSIでは、カーソルを再度オープンする前にクローズする必要があります。
パフォーマンス・チューニング D-7



不要な解析の排除
     EXEC SQL DECLARE EMP-CURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, SAL FROM EMP
         WHERE SAL >  :SALARY
         AND SAL <= :SALARY + 1000
     END-EXEC. 
     MOVE 0 TO SALARY. 
 TOP. 
     EXEC SQL OPEN EMP-CURSOR END-EXEC.
 LOOP.
     EXEC SQL FETCH EMP-CURSOR INTO ....
     ... 
         IF SQLCODE = 0
              GO TO LOOP
          ELSE
              ADD 1000 TO SALARY
          END-IF.
     EXEC SQL CLOSE EMP-CURSOR END-EXEC.
     IF SALARY < 5000
         GO TO TOP. 

MODE=ORACLEで CLOSE文を外側のループの外に指定すると、OPEN文が繰り返される
たびに再解析されるのを回避できます。 

 TOP. 
     EXEC SQL OPEN EMP-CURSOR END-EXEC.
 LOOP.
     EXEC SQL FETCH EMP-CURSOR INTO ....
     ... 
         IF SQLCODE = 0
              GO TO LOOP
          ELSE
              ADD 1000 TO SALARY
          END-IF. 
     IF SALARY < 5000
         GO TO TOP. 
     EXEC SQL CLOSE EMP-CURSOR END-EXEC.
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不要な解析の排除
カーソル管理オプションの使用カーソル管理オプションの使用カーソル管理オプションの使用カーソル管理オプションの使用
SQL文の解析は、構成を変更しないかぎり一度のみで十分です。たとえば、選択リストまた
はWHERE句に列を追加して問合せの構成を変更するとします。HOLD_CURSOR、
RELEASE_CURSORおよびMAXOPENCURSORSオプションによって、SQL文の解析およ
び再解析を Oracleがどのように管理するかを制御できます。明示的なカーソルを宣言する
と、解析を最大限に制御できます。

プライベートプライベートプライベートプライベート SQL領域とカーソル・キャッシュ領域とカーソル・キャッシュ領域とカーソル・キャッシュ領域とカーソル・キャッシュ
どの文を実行しても、その文に対応しているカーソルがカーソル・キャッシュ内のエントリ
にリンクされます。カーソル・キャッシュとはカーソル管理のために使用されて連続的に更
新されるメモリー領域です。カーソル・キャッシュ・エントリは、次々に 1つのプライベー
ト SQL領域にリンクされます。

プライベート SQL領域とは、Oracleが実行時に動的に作成する作業領域です。この領域に
は、解析された SQL文、ホスト変数のアドレスおよびその文の処理に必要なその他の情報
が保存されます。動的方法 3を使用すると、SQL文のネーミング、プライベート SQL領域
に保存されている情報へのアクセス、およびある程度の処理の制御を行うことができます。

図 D-2は、プログラムで INSERTおよび DELETEが実行された後のカーソル・キャッシュ
を表しています。

図図図図 D-2  カーソル・キャッシュでリンクされたカーソルカーソル・キャッシュでリンクされたカーソルカーソル・キャッシュでリンクされたカーソルカーソル・キャッシュでリンクされたカーソル

　カーソル・キャッシュ�

コンテキスト領域�

コンテキスト領域�

E(1)

E(2)

E(MAXOPENCURSORS)

EXEC SQL INSERT ...
Cursor

EXEC SQL DELETE ...
Cursor

.

.

.

.

.

.
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不要な解析の排除
リソースの使用リソースの使用リソースの使用リソースの使用
ユーザー・セッションごとのオープン・カーソルの最大数は、初期化パラメータ OPEN_
CURSORSによって設定します。

MAXOPENCURSORSは、カーソル・キャッシュの初期サイズを指定します。新しいカーソ
ルが必要で、空きのキャッシュ・エントリがない場合、Oracleはエントリを再利用しようとし
ます。再利用の可能性はHOLD_CURSORと RELEASE_CURSORの値によって決まり、また明
示的カーソルの場合には、カーソル自体の状態によって決まります。 

プログラム実行中にキャッシュする必要がある文の数よりMAXOPENCURSORSの値が少
ない場合は、MAXOPENCURSORSキャッシュ・エントリがなくなると、Oracleは再利用で
きるカーソル・キャッシュ・エントリを探します。たとえば、INSERT文のキャッシュ・エ
ントリ E(1)が再利用可能とマークされていて、キャッシュ・エントリの数がすでに
MAXOPENCURSORSに達しているとします。プログラムが新しい文を実行する場合、キャッ
シュ・エントリ E(1)とそのプライベート SQL領域は新しい文に再度割り当てられることがあり
ます。INSERT文を再実行するには、Oracleはそれをもう一度解析し、別のキャッシュ・エント
リを再度割り当てる必要があります。 

再利用できるキャッシュ・エントリが見つからない場合、Oracleは追加のキャッシュ・エン
トリを割り当てます。たとえば、MAXOPENCURSORS=8で、8エントリすべてがアクティ
ブな場合、9番目のエントリが作成されます。 Oracleは、空きメモリーがなくなるか OPEN_
CURSORSで設定された限界に達するまで、必要に応じてキャッシュ・エントリの割当てを
続行します。 この動的割当ては、処理オーバーヘッドを増大させます。 

したがって、HOLD_CURSOR=NO（デフォルト）を指定してMAXOPENCURSORSの値を
小さく設定すると、メモリーの節約にはなりますが、新しいキャッシュ・エントリの動的割
当ておよび割当て解除に資源を消耗する場合があります。MAXOPENCURSORSの値を大き
く設定すると、実行は確実に速くなりますが、より大きなメモリーを使用することになりま
す。 

実行回数の少ない場合実行回数の少ない場合実行回数の少ない場合実行回数の少ない場合
実行回数の少ない SQL文とそのプライベート SQL領域間のリンクは、一時的なものにした
方がよい場合もあります。 

HOLD_CURSOR=NO（デフォルト値）と指定した場合は、Oracleがその SQL文を実行し
てカーソルがクローズされた後、プリコンパイラはこのカーソルとカーソル・キャッシュ間
のリンクに再利用可能のマークを付けます。このリンクは、それが示すカーソル・キャッ
シュ・エントリが別の SQL文に必要になると、すぐに再利用されます。これにより、プラ
イベート SQL領域に割り当てられたメモリーが解放され、解析ロックが解除されます。し
かし、PREPAREしたカーソルは実行状態のままである必要があるので、HOLD_
CURSOR=NOと指定した場合でもそのリンクは維持されます。

RELEASE_CURSOR=YESと指定した場合は、Oracleがその SQL文を実行してカーソルがク
ローズされた後、プライベート SQL領域が自動的に解放され、解析した文はなくなります。
これは、メモリーを節約する場合などに必要になるかも知れません。 
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不要な解析の排除
RELEASE_CURSOR=YESを指定した場合は、プライベート SQL領域とキャッシュ・エント
リ間のリンクはただちに削除され、このプライベート SQL領域は解放されます。HOLD_
CURSOR=YESを指定している場合でも、Oracleでは SQL文を実行する前にプライベート
SQL領域のためにメモリーを再度割り当て、この SQL文を再解析する必要があります。し
たがって、RELEASE_CURSOR=YESを指定すると、HOLD_CURSOR=YESはオーバーライ
ドされます。 

実行回数の多い場合実行回数の多い場合実行回数の多い場合実行回数の多い場合
プライベート SQL領域には SQL文の実行に必要なすべての情報が格納されるため、頻繁に
実行される SQL文では、そのプライベート SQL領域とのリンクを維持する必要があります。
この情報へのアクセスを上手に管理すれば、後続の文の実行速度をさらに向上させることがで
きます。

HOLD_CURSOR=YESの場合、Oracleが SQL文を実行した後にカーソルとカーソル・
キャッシュのリンクが維持されます。したがって、解析された文と割り当てられたメモリー
が、利用可能なまま維持されます。これは、不要な再解析を避けるために、アクティブな状
態にしておく SQL文で有効です。

共有共有共有共有 SQL領域への影響領域への影響領域への影響領域への影響
Oracle8iでは、解析された SQL文および PL/SQLの表現を共有 SQLキャッシュにキャッ
シュします。これらの表現は、他の文をキャッシュするために領域が必要になってエージ・
アウトするまで保持されます。詳細は『Oracle8i 概要 』マニュアルを参照してください。こ
の面での Oracleサーバーの動作は、プリコンパイラのカーソル管理設定の影響を受けませ
んので、次のような効果をもたらします。

� RELEASE_CURSOR=YESを設定して文を再実行すると、要求がサーバーに送られて解
析されますが、文はまだキャッシュに格納されているので全解析を行う必要はありませ
ん。

� HOLD_CURSOR=YESを使用すると、文で参照されるオブジェクトのロックは保持され
ません。したがって、文のオブジェクトの 1つが再定義されると、キャッシュされた文
が無効になり、サーバーは自動的に文を再解析します。これは予想しない結果をもたら
すことがあります。

� ただし、RELEASE_CURSOR=YESを指定した場合は、Oracleは SQL文と PL/SQLブ
ロックの解析した表現を共有 SQLキャッシュに入れておくため、これ以上再解析で処理
する必要がないこともあります。カーソルをクローズしても、解析された表現はキャッ
シュの内容が書き換えられるまで効力を持ちます。 

埋込み埋込み埋込み埋込み PL/SQLに関する考慮事項に関する考慮事項に関する考慮事項に関する考慮事項
カーソルを管理するために、埋込み PL/SQLブロックは SQL文と同様に扱われます。埋込
み PL/SQLブロックが実行されると、親カーソルが PL/SQLブロック全体に対応付けられ、
埋込み PL/SQLブロック用にキャッシュ・エントリと PGAのプライベート SQL領域の間に
リンクが作成されます。埋込みブロック内の各 SQL文にも、PGAのプライベート SQL領域
パフォーマンス・チューニング D-11



不要な解析の排除
が必要なことに注意してください。これらの SQL文は、PL/SQLが管理する子カーソルを
使用します。子カーソルの性質は、対応付けられた親カーソルによって決まります。つま
り、子カーソルが使用するプライベート SQL領域は、親カーソルのプライベート SQL領域
が解放された後解放されます。

注意注意注意注意 : デフォルトの HOLD_CURSOR=YESおよび RELEASE_CURSOR=NOを使用した場
合、Oracleの旧バージョンで SQL文を実行すると、解析された表現は実行後も使用可能で
す。これと同じ条件で Oracle8iで SQL文を実行すると、解析された表現は、共有 SQL
キャッシュがエージ・アウトされるまで使用可能です。通常、これが問題となることはあり
ませんが、SQL文が再解析される前に参照されたオブジェクトの定義が変更されると、予期
しない結果をもたらす場合があります。 

パラメータの相互作用パラメータの相互作用パラメータの相互作用パラメータの相互作用
表 D-1 は、HOLD_CURSORと RELEASE_CURSORの相互関係を示しています。HOLD_
CURSOR=NOを指定すると、RELEASE_CURSOR=NOはオーバーライドされ、RELEASE_
CURSOR=YESを指定すると、HOLD_CURSOR=YESがオーバーライドされることに注意し
てください。

 

表表表表 D-1   HOLD_CURSORおよびおよびおよびおよび RELEASE _CURSORの相互関係の相互関係の相互関係の相互関係

HOLD_CURSOR RELEASE_CURSOR リンクリンクリンクリンク

NO NO 再利用可能としてマーク

YES NO 維持

NO YES ただちに削除

YES YES ただちに削除
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構文および意味
E

構文および意味検査構文および意味検査構文および意味検査構文および意味検査

埋込み SQL文および PL/SQLブロックの構文および意味を検査すると、Oracleプリコンパ
イラはコーディングの誤りをすみやかに発見し修正できるよう支援します。この付録では、
プリコンパイラ・オプションの SQLCHECKを使用して検査の種類および範囲を制御する方
法を説明します。 

この付録の構成は、次のとおりです。

� 構文および意味検査

� 検査の種類および範囲の制御

� SQLCHECK=SEMANTICSの指定
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構文および意味検査
構文および意味検査構文および意味検査構文および意味検査構文および意味検査 
構文規則は、言語要素を並べて正しい文を作成する基準を示します。 つまり、構文検査は
キーワード、オブジェクト名、演算子、デリミタなどが SQL文に正しく配置されているこ
とを検証します。PL/SQLブロックからコールされたプロシージャおよび関数にも適用され
ます。たとえば、次の埋込み SQL文には構文上のエラーがあります。

* --  misspelled keyword WHERE
     EXEC SQL DELETE FROM EMP WERE DEPTNO = 20 END-EXEC.
* --  missing parentheses around column names COMM and SAL
     EXEC SQL
         INSERT INTO EMP COMM, SAL VALUES (NULL, 1500)
     END-EXEC.

意味上の規則は、有効な外部参照を行う方法を示しています。つまり、意味検査では、デー
タベース・オブジェクトおよびホスト変数への参照が正しいこととホスト変数のデータ型が
正しいことを検証します。たとえば、次の埋込み SQL文には意味上のエラーがあります。

* --  nonexistent table, EMPP
     EXEC SQL DELETE FROM EMPP WHERE DEPTNO = 20 END-EXEC.
* --  undeclared host variable, EMP-NAME
     EXEC SQL SELECT * FROM EMP WHERE ENAME = :EMP-NAME END-EXEC.

SQL構文と意味の規則の定義は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。

検査の種類および範囲の制御検査の種類および範囲の制御検査の種類および範囲の制御検査の種類および範囲の制御
コマンドラインでプリコンパイラ・オプションの SQLCHECKを指定すると、検査の種類お
よび範囲を制御します。SQLCHECKでは、検査の種類は、構文、または構文と意味の 2種
類があります。検査の範囲には、DML文と PL/SQLブロックを含めることができます。た
だし、動的 SQL文は実行時まで完全に定義されないため、SQLCHECKで動的 SQL文は
チェックできません。

SQLCHECKについて次の値を指定できます。

� SEMANTICS | FULL

� SYNTAX | LIMITED

値 SEMANTICSと FULLは等価です。また、SYNTAXと LIMITEDも等価です。デフォル
ト値は SYNTAXです。
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SQLCHECK=SEMANTICSの指定
SQLCHECK=SEMANTICSの指定の指定の指定の指定
SQLCHECK=SEMANTICSの場合、プリコンパイラは次の内容について構文および意味の検
査を行います。

� INSERT文や UPDATE文などの DML文

� PL/SQLブロック

プリコンパイラは、意味検査に必要な情報を、埋め込まれた DECLARE TABLE文から取得
します。また、オプション USERIDが指定されている場合は、データベースに接続してデー
タ・ディクショナリにアクセスするとこの情報を取得します。 

データベースに接続し、データ・ディクショナリで表情報が検出されない場合は、
DECLARE TABLE文を使用し、不足している情報を提供する必要があります。DECLARE 
TABLE文とデータ・ディクショナリの定義が矛盾する場合は、DECLARE TABLEの定義が
使用されます。

DML文を検査する場合、プリコンパイラは『Oracle8i SQLリファレンス』に掲載されてい
る Oracle8iの構文規則を使用しますが、意味検査にはさらに厳密な規則を使用します。その
結果、SQLCHECK=SEMANTICSのときは、Oracleの以前のバージョン用に作成した既存
のアプリケーションを正常にプリコンパイルできない場合があります。

新しいプログラムをプリコンパイルするときは、SQLCHECK=SEMANTICSを指定してくだ
さい。ホスト・プログラム内に PL/SQLブロックを埋め込むときは、必ず
SQLCHECK=SEMANTICSを指定してください。

意味検査の使用許可意味検査の使用許可意味検査の使用許可意味検査の使用許可
SQLCHECK=SEMANTICSを指定すると、プリコンパイラは意味検査に必要な情報を、次の
方法のどれかで入手できます。

� Oracleに接続し、そのデータ・ディクショナリにアクセスする

� 埋込み DECLARE TABLE文を使用する

Oracleへの接続への接続への接続への接続
意味検査を行うために、プリコンパイラはホスト・プログラム内で参照される表および
ビューの定義が保存されているデータベースに接続できます。接続した後、プリコンパイラ
はデータ・ディクショナリにアクセスして必要な情報を探します。データ・ディクショナリ
には、表および列の名前、表および列の制約、列の長さ、列のデータ型などが格納されてい
ます。

必要な情報の一部をデータ・ディクショナリ内で検出できない場合（たとえば、プログラム
が未作成の表を参照するときなど）は、DECLARE TABLE文を使用して足りない情報を指
定する必要があります。
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SQLCHECK=SEMANTICSの指定
データベースに接続するには、次の構文を使用して、コマンドラインで USERIDオプション
を指定します。

USERID=username/password

この usernameおよび passwordは有効な Oracle8iユーザー IDを構成します。パスワードを
省略すると、パスワードの入力が求められます。仮に、ユーザー名とパスワードのかわり
に、次のように指定したとします。

USERID=/

プリコンパイラは、自動的に次のユーザー IDを使用してデータベースに接続しようとしま
す。

<prefix><username>

prefixは初期化パラメータ OS_AUTHENT_PREFIXの値（デフォルト値は OPS$）、username
はオペレーティング・システムのユーザー名またはタスク名です。

（データベースが使用不能などの理由で）接続に失敗すると、プリコンパイラは処理を停止
し、エラー・メッセージを発行します。オプション USERIDが指定されないと、プリコンパ
イラは埋込み DECLARE TABLE文から必要な情報を取得することになります。

DECLARE TABLEの使用の使用の使用の使用
プログラムで無名 PL/SQLブロックからストアド・プロシージャまたは関数をコールしない
限り、プリコンパイラはデータベースに接続しなくても意味検査を実行できます。プリコン
パイラは、意味検査に必要な表やビューに関する情報を、埋込み DECLARE TABLE宣言文
から取得する必要があります。つまり、DML文または PL/SQLブロック内で参照する表を
すべて DECLARE TABLE文内で定義する必要があります。

DECLARE TABLE文の構文は次のとおりです。

     EXEC SQL DECLARE table_name TABLE
         (col_name col_datatype [DEFAULT expr] [NULL|NOT NULL], ...)
     END-EXEC.

この exprは CREATE TABLE文で列のデフォルト値として使用できる任意の式です。col_
datatypeは、Oracle列宣言です。使用できるのは整数のみで、式は使用できません。詳細は、
F-29ページの「DECLARE TABLE（Oracle埋込み SQL宣言文）」を参照してください。

DECLARE TABLEを使用して既存のデータベースの表を定義した場合、プリコンパイラは
その定義に従います。このときデータ・ディクショナリの定義は無視されます。
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埋込み SQL文およびプリコンパイラ宣
F

埋込み埋込み埋込み埋込み SQL文およびプリコンパイラ宣言文文およびプリコンパイラ宣言文文およびプリコンパイラ宣言文文およびプリコンパイラ宣言文

この付録では、SQL92の埋込み SQL文と宣言文、および Oracle8iの埋込み SQL拡張要素を
説明します。これらの文と宣言文をソース・コードで使用するときは、キーワード EXEC 
SQLを前に付けます。 

注意注意注意注意 : この付録では、非埋込み SQLと構文が異なる文のみ説明します。非埋込み SQL文の
詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。

この付録の構成は、次のとおりです。

� プリコンパイラ宣言文および埋込み SQL文の概要

� 文記述子

� 構文図の読み方

� ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� ALLOCATE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）

� CALL（実行可能埋込み SQL）

� CLOSE（実行可能埋込み SQL）

� COMMIT（実行可能埋込み SQL）

� CONNECT（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� CONTEXT ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� CONTEXT FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� CONTEXT USE（Oracle埋込み SQL宣言文）

� DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）

� DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）

� DECLARE STATEMENT（埋込み SQL宣言文）

� DECLARE TABLE（Oracle埋込み SQL宣言文）
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� DELETE（実行可能埋込み SQL）

� DESCRIBE（実行可能埋込み SQL）

� DESCRIBE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）

� ENABLE THREADS（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� EXECUTE ...END-EXEC（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� EXECUTE（実行可能埋込み SQL）

� EXECUTE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）

� EXECUTE IMMEDIATE（実行可能埋込み SQL）

� FETCH（実行可能埋込み SQL）

� FETCH DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）

� FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）

� INSERT（実行可能埋込み SQL）

� LOB APPEND（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB ASSIGN（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB CLOSE（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB COPY（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB CREATE TEMPORARY（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB DESCRIBE（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB DISABLE BUFFERING（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB ENABLE BUFFERING（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB ERASE（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB FILE CLOSE ALL（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB FILE SET（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB FLUSH BUFFER（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB FREE TEMPORARY（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB LOAD（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB OPEN（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB READ（実行可能埋込み SQL拡張要素）
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� LOB TRIM（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� LOB WRITE（実行可能埋込み SQL拡張要素）

� OPEN（実行可能埋込み SQL）

� OPEN DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）

� PREPARE（実行可能埋込み SQL）

� ROLLBACK（実行可能埋込み SQL）

� SAVEPOINT（実行可能埋込み SQL）

� SET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）

� SELECT（実行可能埋込み SQL）

� UPDATE（実行可能埋込み SQL）

� VAR（Oracle埋込み SQL宣言文）

� WHENEVER（埋込み SQL宣言文）
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プリコンパイラ宣言文および埋込み SQL文の概要
プリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込み SQL文の概要文の概要文の概要文の概要
埋込み SQL文は、DDL、DMLおよびトランザクション制御文をプロシージャ型言語プログ
ラムに挿入します。Oracleプリコンパイラでは、埋込み SQLをサポートしています。表 F-1
は、埋込み SQL文および宣言文の機能の概要です。 

表 F-1のタイプの欄は、ソース /型の形式で、次のように記載されています。

ソース SQL92標準の SQL（S）または Oracleの拡張要素（O）

型 実行文（E）または宣言文（D）

表表表表 F-1  プリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込み SQL コマンドと句コマンドと句コマンドと句コマンドと句

EXEC SQL文文文文 ソースソースソースソース /型型型型 用途用途用途用途

ALLOCATE O/E カーソル変数、LOBロケータまたは ROWIDにメモリーを割り
当てます。

ALLOCATE DESCRIPTOR S/E 記述子を ANSI動的 SQLに割り当てます。

CALL S/E ストアド・プロシージャをコールします。

CLOSE S/E カーソルを使用禁止にします。

COMMIT S/E データベースの変更をすべて確定します。

CONNECT O/E データベースのインスタンスにログインします。

CONTEXT ALLOCATE O/E メモリーを SQLLIBランタイム・コンテキストに割り当てます。

CONTEXT FREE O/E メモリーを SQLLIBランタイム・コンテキストから解放します。

CONTEXT USE O/E SQLLIBランタイム・コンテキストを指定します。

DEALLOCATE DESCRIPTOR S/E 記述子領域の割当てを解除し、メモリーを解放します。

DECLARE CURSOR S/D 問合せに対応付けてカーソルを宣言します。

DECLARE DATABASE O/D 後続の埋込み SQL文でアクセスされるデフォルト以外のデータ
ベースの識別子を宣言します。

DECLARE STATEMENT S/D SQL文に SQL変数名を割り当てます。

DECLARE TABLE O/D Oracleプリコンパイラで埋込み SQL文の意味検査に使用される
表構造を宣言します。

DELETE S/E 表またはビューのベース表から行を削除します。 

DESCRIBE S/E 記述子（ホスト変数の説明を保持している構造体）を初期化し
ます。

DESCRIBE DESCRIPTOR S/E ANSI SQL文の情報を取得し、記述子に格納します。

ENABLE THREADS O/E 複数のスレッドをサポートするプロセスを初期化します。
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プリコンパイラ宣言文および埋込み SQL文の概要
EXECUTE...END-EXEC O/E 無名 PL/SQLブロックを実行します。

EXECUTE S/E 準備済の動的 SQL文を実行します。

EXECUTE DESCRIPTOR S/E ANSI動的 SQLを使用して準備済の文を実行します。

EXECUTE IMMEDIATE S/E ホスト変数を持たない SQL文を準備して実行します。

FETCH S/E 問合せで選択した行を取り出します。

FETCH DESCRIPTOR S/E ANSI動的 SQLを使用する問合せにより、選択された行を取り
出します。

FREE S/E カーソル変数、LOBロケータまたは ROWIDが使用するメモ
リーを解放します。

GET DESCRIPTOR S/E ANSI SQLの記述子領域の情報をホスト変数に移動します。

INSERT S/E 表またはビューのベース表に行を追加します。 

LOB APPEND O/E LOBを別の LOBの最後に追加します。

LOB ASSIGN O/E LOBまたは BFILEロケータを別のロケータに割り当てます。

LOB CLOSE O/E オープンされている LOBまたは BFILEをクローズします。

LOB COPY O/E LOB値の全部または一部を別の LOBにコピーします。

LOB CREATE TEMPORARY O/E テンポラリ LOBを作成します。

LOB DESCRIBE O/E LOBから属性を取り出します。

LOB DISABLE BUFFERING O/E LOBバッファリングを使用禁止にします。

LOB ENABLE BUFFERING O/E LOBバッファリングを有効にします。

LOB ERASE O/E 指定されたオフセットから始まる指定された量の LOBデータを
消去します。

LOB FILE CLOSE ALL O/E オープンしている BFILEをすべてクローズします。

LOB FILE SET O/E BFILEロケータの DIRECTORYおよび FILENAMEを設定しま
す。

LOB FLUSH BUFFER O/E LOBのバッファをデータベース・サーバーに書き込みます。

LOB FREE TEMPORARY O/E LOBロケータ用にテンポラリ領域を解放します。

LOB LOAD O/E BFILEの全部または一部を、内部 LOBにコピーします。

表表表表 F-1  プリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込み SQL コマンドと句コマンドと句コマンドと句コマンドと句（続き）（続き）（続き）（続き）

EXEC SQL文文文文 ソースソースソースソース /型型型型 用途用途用途用途
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文記述子
文記述子文記述子文記述子文記述子
宣言文および文はアルファベット順で示します。各コマンドの説明には、次の項目がありま
す。

LOB OPEN O/E 読込みまたは読込み /書込みアクセスするために、LOBまたは
BFILEをオープンします。

LOB READ O/E LOBまたは BFILEの一部をバッファにコピーします。

LOB TRIM O/E LOB値を切り捨てます。

LOB WRITE O/E バッファの内容を LOBに書き込みます。

OPEN S/E カーソルに対応付けられた問合せを実行します。

OPEN DESCRIPTOR S/E ANSI動的 SQLのカーソルに対応付けられた問合せを実行しま
す。

PREPARE S/E 動的 SQL文を解析します。

ROLLBACK S/E カレント・トランザクションを終了し、すべての変更を破棄し
ます。

SAVEPOINT S/E 後でロールバックする位置をトランザクション内に指定します。

SELECT S/E 選択した値をホスト変数に割り当てて、1つまたは複数の表、
ビューまたはスナップショットからデータを取り出します。

SET DESCRIPTOR S/E ホスト変数から ANSI SQL記述子領域に情報を設定します。

UPDATE S/E 表またはビューのベース表の既存の値を変更します。 

VAR O/D デフォルトのデータ型を無効にして、特定の Oracle8iの外部
データ型をホスト変数に割り当てます。

WHENEVER S/D エラー状態および警告状態の処置を指定します。

表表表表 F-1  プリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込みプリコンパイラ宣言文および埋込み SQL コマンドと句コマンドと句コマンドと句コマンドと句（続き）（続き）（続き）（続き）

EXEC SQL文文文文 ソースソースソースソース /型型型型 用途用途用途用途
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構文図の読み方
 

構文図の読み方構文図の読み方構文図の読み方構文図の読み方
埋込み SQLの構文は、わかりやすいように構文図を使用して説明します。構文図とは、有
効な構文を示す図です。 

構文図は、左から右に矢印が指す方向にたどってください。 

文のキーワードは、四角形の中に大文字で表記されています。これらの文字は、四角形の中
に表示されているとおり正確に入力してください。パラメータは、楕円形の中に小文字で表
記されています。パラメータには変数が使用されます。演算子、デリミタおよび終了記号
は、円の中に表示されています。

構文図に複数のパスがある場合は、任意のパスを選択できます。 

キーワード、演算子またはパラメータの選択肢が複数ある場合は、オプションを縦に並べて
示します。次の例では、まず縦方向を選択した後、横方向に進めます。

この図は、次の文がすべて有効であることを示しています。 

EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND ... 
EXEC SQL WHENEVER SQLERROR ... 
EXEC SQL WHENEVER SQLWARNING ... 

用途 コマンドの基本的な用途を示します。 

前提条件 必要な権限と、文を使用する前に実行する必要のある手順を示しま
す。特記していない限り、ほとんどの文では、データベースがユー
ザーのインスタンスによってオープンされている必要があります。

構文 文のキーワードおよびパラメータの構文図を示します。

キーワードおよ
びパラメータ

各キーワードとパラメータの用途を示します。

使用方法 文の使用方法と条件を示します。 

例 文の例文を示します。 

関連項目 関連する文、句およびこのマニュアル内の項を示します。 

EXEC  SQL WHENEVER

NOT  FOUND

SQLERROR

SQLWARNING
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構文図の読み方
文終了記号文終了記号文終了記号文終了記号
Pro*COBOL EXEC SQLの構文図はすべて、文がトークン END-EXECで終了するものと解釈
してください。

必須のキーワードとパラメータ必須のキーワードとパラメータ必須のキーワードとパラメータ必須のキーワードとパラメータ
必須のキーワードとパラメータは単一、または代替の選択肢を縦に並べた状態で示します。
必須のキーワードまたはパラメータが 1つしかない場合は、メイン・パス、つまり現在た
どっている横線上に示します。次の例では、cursorは必須パラメータです。

したがって、EMPCURSORの名前のカーソルがある場合、前述の構文図によると次の文は
有効です。 

     EXEC SQL CLOSE EMPCURSOR END-EXEC. 

複数のキーワードまたはパラメータがメイン・パス上に縦に並んでいる場合は、その中のい
ずれかが必須になります。つまり、キーワードやパラメータを 1つ選択する必要があります
が、それはメイン・パス上にあるものでなくてもかまいません。次の例では、4つのアク
ションのうち 1つを選択する必要があります。

EXEC  SQL CLOSE cursor

CONTINUE

GOTO label

STOP

DO routine
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構文図の読み方
オプションのキーワードとパラメータオプションのキーワードとパラメータオプションのキーワードとパラメータオプションのキーワードとパラメータ
キーワードとパラメータがメイン・パスの上に並べられている場合は、オプションです。次
の例では、上方向にたどらないで、メイン・パスを続けることができます。

この図では、oracle2の名前のデータベースが存在する場合、次の文はすべて有効です。 

     EXEC SQL ROLLBACK END-EXEC. 
     EXEC SQL ROLLBACK WORK END-EXEC. 
     EXEC SQL AT ORACLE2 ROLLBACK END-EXEC. 

構文ループ構文ループ構文ループ構文ループ
ループは、その中の構文を何回でも繰り返せることを示します。次の例では、column_name
がループの中にあります。このため、列名を 1つ選択した後で、繰り返し戻って別の列名を
選択できます。

DEBIT、CREDITおよび BALANCEが列名の場合、この図では次の文がすべて有効です。 

EXEC SQL SELECT DEBIT INTO ... 
EXEC SQL SELECT CREDIT, BALANCE INTO ... 
EXEC SQL SELECT DEBIT, CREDIT, BALANCE INTO ... 

EXEC  SQL
AT db_name

ROLLBACK
WORK

EXEC SQL SELECT column_name

'

INTO ...
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ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
複数パーツの図複数パーツの図複数パーツの図複数パーツの図
複数パーツの図では、メイン・パスがすべて端から端まで続いていると考えます。次の例は
2パーツの図です。

この図は、次の文が有効であることを示しています。 

     EXEC SQL PREPARE statement_name FROM :host_string END-EXEC. 

Oracle Names
表や列などの Oracleデータベース・オブジェクトの名前は、30文字以内であることが必要
です。先頭文字は英文字であることが必要ですが、残りの文字には、英文字、数字、ドル記
号（$）、ポンド記号（#）およびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて使用できます。 

ただし、名前を二重引用符（"）で囲むと、有効な文字を任意に組み合せて使用できます。
この場合、空白は有効な文字ですが、引用符は無効です。 

Oracleの名前は、引用符で囲んだ場合を除いて大 /小文字の区別がありません。 

ALLOCATE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
PL/SQLブロックで参照するカーソル変数、LOBロケータまたは ROWIDを割り当てます。

前提条件前提条件前提条件前提条件
SQL-CURSOR型のカーソル変数（第 6章「埋込み PL/SQL」を参照）は、カーソル変数の
メモリーを割り当てる前に宣言する必要があります。

EXEC  SQL PREPARE statement_name

FROM
: host_string

string_literal
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ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
カーソルが静的であるのに対して、カーソル変数は特定の問合せに結び付けられていないた
め、動的です。カーソル変数は、型の互換性のある任意の問合せに対してオープンできま
す。 

このコマンドの詳細は、『Oracle8i PL/SQLユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』およ
び『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。 

例例例例
この例では、ALLOCATE文の使用方法を示します。 

       ...
 01  EMP-CUR       SQL-CURSOR.
 01  EMP-REC.
     ...
     EXEC SQL ALLOCATE :EMP-CUR END-EXEC.
     ...

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-14ページの「CLOSE（実行可能埋込み SQL）」

F-14ページの「EXECUTE（実行可能埋込み SQL）」

F-46ページの「FETCH（実行可能埋込み SQL）」

F-51ページの「FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

cursor_variable SQL_CURSOR型のカーソル変数

host_ptr LOB用の ROWID、SQL-BLOB、SQL-CLOBまたは SQL-NCLOB
の SQL_ROWID型の変数

EXEC  SQL ALLOCATE :
cursor_variable

host_ptr
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ALLOCATE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
ALLOCATE DESCRIPTOR（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
記述子を割り当てる ANSI動的 SQL文です。

前提条件前提条件前提条件前提条件
なし 

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
DYNAMIC=ANSIプリコンパイラ・オプションを使用してください。このコマンドの詳細
は、10-13ページの「ALLOCATE DESCRIPTOR」を参照してください。

例例例例
     EXEC SQL 

array_size

integer

処理される行数を格納するホスト変数

処理される行数

descriptor_name

descriptor name

ANSI記述子名を格納するホスト変数

ANSI記述子の名前

GLOBAL | LOCAL LOCAL（デフォルト）はファイルの有効範囲で、GLOBALはアプリ
ケーションの有効範囲 

WITH MAX integer ホスト変数の最大数（デフォルトは 100）

EXEC SQL

FOR
integer

: array_size
ALLOCATE DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL

: descriptor_name

' descriptor name '

WITH MAX integer
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CALL（実行可能埋込み SQL）
       FOR :batch ALLOCATE DESCRIPTOR GLOBAL :binddes WITH MAX 25 
     END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-36ページの「DESCRIBE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-52ページの「GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-83ページの「SET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

CALL（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
ストアド・プロシージャをコールします。

前提条件前提条件前提条件前提条件
アクティブなデータベース接続が存在している必要があります。

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

schema プロシージャを格納するスキーマ。schemaを省略した場合、
Oracle8iはプロシージャが固有のスキーマ内にあると見なします。 

pkg プロシージャが格納されているパッケージ。

st_proc コールするストアド・プロシージャ。

EXEC SQL CALL
schema . pkg .

st_proc
@ db_link

( expr

,

)
INTO : ret_var

INDICATOR
: ret_ind
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CLOSE（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
この文の詳細は、6-21ページの「ストアド PL/SQLまたは Javaサブプログラムのコール」
を参照してください。 

ストアド・プロシージャの詳細は、『Oracle8i アプリケーション開発者ガイド 基礎編』（「外
部ルーチン」の章）を参照してください。

例例例例
 ...
     05  EMP-NAME      PIC X(10) VARYING.
     05  EMP-NUMBER    PIC S9(4) COMP VALUE ZERO.
     05  SALARY        PIC S9(5)V99 COMP-3 VALUE ZERO.
...
      05  D-EMP-NUMBER  PIC 9(4).
...
      ACCEPT D-EMP-NUMBER.
      EXEC SQL 
        CALL mypkge.getsal(:EMP-NUMBER, :D-EMP-NUMBER, :EMP-NAME) INTO :SALARY 
      END-EXEC.
...

関連項目関連項目関連項目関連項目
なし

CLOSE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
カーソルのオープン時に取得したリソースを解放し、解析ロックを解除して、カーソルを使
用禁止にします。 

db_link プロシージャが格納されているリモート・データベースへのデー
ターベース・リンクの、完全または一部の名前。データベース・
リンク参照の情報は、『Oracle8i SQLリファレンス』を参照して
ください。 

expr プロシージャのパラメータ式のリスト。

ret_var 関数からの戻り値を受け取るホスト変数。

ret_ind ret_var用の標識変数。
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COMMIT（実行可能埋込み SQL）
前提条件前提条件前提条件前提条件
カーソルまたはカーソル変数をオープンしている必要があります。またMODE=ANSIであ
ることが必要です。 

構文構文構文構文
 

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
クローズしたカーソルからは行をフェッチできません。カーソルを再オープンするには、そ
のカーソルがクローズされている必要はありません。HOLD_CURSORおよび RELEASE_
CURSORのプリコンパイラ・オプションによって、CLOSE文の結果は異なります。これら
のオプションの詳細は、第 14章「プリコンパイラ・オプション」を参照してください。

例例例例
この例では、CLOSE文の使用方法を示します。

     EXEC SQL CLOSE EMP-CUR END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）」

F-70ページの「OPEN（実行可能埋込み SQL）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

COMMIT（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
データベースの変更内容をすべて確定し、オプションですべてのリソースを解放してデータ
ベース・サーバーから切断し、カレント・トランザクションを終了します。

cursor クローズするカーソル。

cusor_variable クローズするカーソル変数。

EXEC SQL CLOSE
cursor

: cursor_variable
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COMMIT（実行可能埋込み SQL）
前提条件前提条件前提条件前提条件
カレント・トランザクションをコミットするために必要な権限はありません。 

自分でコミットしたインダウトの分散トランザクションを手動でコミットするには、FORCE 
TRANSACTIONのシステム権限が必要です。他のユーザーがコミットしたインダウトの分
散トランザクションを手動でコミットするには、FORCE ANY TRANSACTIONのシステム
権限が必要です。 

構文構文構文構文
 

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

AT どのデータベースに対して COMMIT文を発行するかを指定します。次
のいずれかを使用してデータベースを指定します。 

db_name すでに DECLARE DATABASE文で宣言されている
データベース識別子、または CONNECT文で使用さ
れているデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変数。 

この句を省略した場合、Oracle8iはデフォルトのデータベースに対して
COMMIT文を発行します。 

WORK  標準 SQLへの準拠のためにのみサポートされています。COMMIT文
と COMMIT WORK文は同等です。 

COMMENT カレント・トランザクションに対応付けるコメントを指定します。'text'
は、50文字以内の引用リテラルで、トランザクションがインダウトに
なると、Oracle8iではデータ・ディクショナリ・ビュー DBA_2PC_
PENDINGに、トランザクション IDとともに格納されます。 

RELEASE リソースをすべて解放し、アプリケーションを Oracle8i Serverから切
断します。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
COMMIT

WORK

COMMENT ' text ' RELEASE

FORCE ' text '
, integer
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CONNECT（実行可能埋込み SQL拡張要素）
使用方法使用方法使用方法使用方法
プログラムの最後のトランザクションは、COMMITコマンドまたは ROLLBACK文と
RELEASEオプションを使用して、必ず明示的にコミットまたはロールバックしてください。
プログラムが異常終了すると、Oracle8iは自動的に変更内容をロールバックします。

COMMIT文は、ホスト変数やプログラムの制御の流れには影響しません。この文の詳細は、
3-14ページの「COMMIT文の使用」を参照してください。

例例例例
この例では、埋込み SQL COMMIT文の使用方法を示します。 

     EXEC SQL AT SALESDB COMMIT RELEASE END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-76ページの「ROLLBACK（実行可能埋込み SQL）」

F-79ページの「SAVEPOINT（実行可能埋込み SQL）」

CONNECT（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
Oracle8iのデータベースにログインします。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
指定するデータベースに対して CREATE SESSIONのシステム権限が必要です。 

FORCE インダウトの分散トランザクションを手動でコミットできます。トラ
ンザクションは、ローカルまたはグローバル・トランザクション IDを
格納する 'text'によって識別されます。インダウトの分散トランザク
ションの IDを検索するには、データ・ディクショナリ・ビュー DBA_
2PC_PENDINGに問い合わせてください。また、オプションの integer
を使用してトランザクションにシステム変更番号（SCN）を明示的に
割り当てることができます。integerを省略した場合、トランザクショ
ンはカレント SCNを使用してコミットされます。 
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CONNECT（実行可能埋込み SQL拡張要素）
構文構文構文構文
 

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

user

password

ユーザー名とパスワードを個別に指定します。 

user_password 接続文字列 username / password [ @dbname ]を含む 1つのホスト
変数。

Oracle8iでご使用のオペレーティング・システムとの接続を検
証するには、"/"を user_password値として指定します。 

AT 接続先のデータベースを指定します。次のいずれかを使用して
データベースを指定します。 

db_name すでに DECLARE DATABASE文で宣言され
ているデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変
数。 

USING デフォルト以外のデータベースへの接続に使用します。この句
を省略した場合は、デフォルトのデータベースに接続します。 

ALTER AUTHORIZATION パスワードを次の文字列に変更します。

new_password 新パスワードの文字列です。

EXEC SQL CONNECT :
user IDENTIFIED BY : password

user_password

AT
db_name

: host_variable USING : dbstring

ALTER AUTHORIZATION : new_password

IN
SYSDBA

SYSOPER
MODE
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CONTEXT ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
使用方法使用方法使用方法使用方法
プログラムは複数の接続を持つことができますが、デフォルト・データベースには 1度しか
接続できません。この文の詳細は、3-3ページの「同時ログイン」を参照してください。

例例例例
次の例では、CONNECTの使用方法を示します。 

     EXEC SQL CONNECT :USERNAME 
          IDENTIFIED BY :PASSWORD 
     END-EXEC.

さらにこの文を使用して、useridの値を usernameの値にしたり、'SCOTT/TIGER'のように
passwordを "/"で区切ったものを設定したりできます。 

     EXEC SQL CONNECT :USERID END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-15ページの「COMMIT（実行可能埋込み SQL）」

F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

F-76ページの「ROLLBACK（実行可能埋込み SQL）」

CONTEXT ALLOCATE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
EXEC SQL CONTEXT USE文で参照されている SQLLIBランタイム・コンテキストを初期化
します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
ランタイム・コンテキストは、SQL-CONTEXT型で宣言されている必要があります。

IN SYSDBA MODE

IN SYSOPER MODE

SYSDBAまたは SYSOPERシステム権限で接続します。ALTER 
AUTHORIZATIOが使用されているとき、またはプリコンパイ
ラ・オプションの AUTO_CONNECTが YESに設定されている
ときは、接続が許可されません。
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CONTEXT FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文の詳細は、12-7ページの「ランタイム・コンテキストの埋込み SQL文と宣言文」を
参照してください。

例例例例
この例では、Pro*COBOL埋込み SQLプログラムで CONTEXT ALLOCATE文を使用する方
法を示します。

     EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE :ctx1 END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-20ページの「CONTEXT FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

F-21ページの「CONTEXT USE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

CONTEXT FREE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
ランタイム・コンテキストに関連付けられたすべてのメモリーを解放し、NULLポインタを
ホスト・プログラム変数に代入します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
CONTEXT FREE文を使用してランタイム・コンテキストに割り当てられたメモリーを解放
する前に、CONTEXT ALLOCATE文を使用して、指定されているランタイム・コンテキス
トにメモリーを割り当てる必要があります。

context メモリーが割り当てられる SQLLIBランタイム・コンテキスト。

EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE : context
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CONTEXT USE（Oracle埋込み SQL宣言文）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文の詳細は、12-7ページの「ランタイム・コンテキストの埋込み SQL文と宣言文」を
参照してください。

例例例例
この例では、Pro*COBOL埋込み SQLプログラムで CONTEXT FREE文を使用する方法を示
します。

     EXEC SQL CONTEXT FREE :ctx1 END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-19ページの「CONTEXT ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

F-21ページの「CONTEXT USE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

CONTEXT USE（（（（Oracle埋込み埋込み埋込み埋込み SQL宣言文）宣言文）宣言文）宣言文）

用途用途用途用途
後続の実行 SQL文の前提条件で指定された SQLLIBランタイム・コンテキストを使用する
ように、プリコンパイラに指示します。

CONTEXT USE宣言文によって指定されたランタイム・コンテキストは、事前に宣言されて
いる必要があります。

context メモリーの割当てを解除する、割当て済ランタイム・コンテキスト。

EXEC  SQL CONTEXT  FREE : context
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CONTEXT USE（Oracle埋込み SQL宣言文）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文は、EXEC SQL INCLUDEあるいは EXEC ORACLE OPTIONなどの宣言文に対して
無効です。構文の動作は、EXEC SQL WHENEVER宣言文と同様です。つまり、Cの標準有
効範囲ルールに関係なく、指定されたソース・ファイル内でこの文とともに動作するすべて
の実行 SQL文に対して有効です。 

この文の詳細は、12-7ページの「ランタイム・コンテキストの埋込み SQL文と宣言文」を
参照してください。

例例例例
この例では、Pro*COBOLプログラムで CONTEXT USE宣言文を使用する方法を示します。

     EXEC SQL CONTEXT USE :ctx1 END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-19ページの「CONTEXT ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

F-20ページの「CONTEXT FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

context 後続の実行 SQL文によって使用される、割当て済ランタイム・コンテキ
ストです。たとえば、使用するコンテキストをソース・コードに指定し
た後（複数のコンテキストを割り当てることができます）、Oracle Server
に接続し、コンテキストの有効範囲内でデータベースを操作できます。

DEFAULT グローバル・コンテキストが使用されるように指示します。

EXEC SQL CONTEXT USE
: context

DEFAULT
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DEALLOCATE DESCRIPTOR（埋込み SQL文）
DEALLOCATE DESCRIPTOR（埋込み（埋込み（埋込み（埋込み SQL文）文）文）文）

用途用途用途用途
記述子領域の割当てを解除し、メモリーを解放する ANSI動的 SQL文です。

前提条件前提条件前提条件前提条件
DEALLOCATE DESCRIPTOR文で指定されている記述子は、ALLOCATE DESCRIPTOR文
を使用して事前に割り当てる必要があります。

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

'

使用方法使用方法使用方法使用方法
DYNAMIC=ANSIプリコンパイラ・オプションを使用してください。

この文の詳細は、10-14ページの「DEALLOCATE DESCRIPTOR」を参照してください。

例例例例
     EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR GLOBAL 'SELDES'  END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-12ページの「ALLOCATE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-36ページの「DESCRIBE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

GLOBAL | LOCAL LOCAL（デフォルト）はファイルの有効範囲です。GLOBALはアプリ
ケーションの有効範囲です。 

descriptor_name

'descriptor name' 

割り当てられた ANSI記述子名を格納するホスト変数。 

割り当てられた ANSI記述子の名前。

EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL : descriptor_name

' descriptor name '
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DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）
F-52ページの「GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

F-83ページの「SET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

DECLARE CURSOR（埋込み（埋込み（埋込み（埋込み SQL宣言文）宣言文）宣言文）宣言文）

用途用途用途用途
カーソルを宣言するためにカーソルに名前を付け、それを SQL文または PL/SQLブロック
に対応付けます。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
SQL文または PL/SQLブロックの識別子を使用してカーソルを対応付けるには、DECLARE 
STATEMENT文を使用してこの識別子を事前に宣言する必要があります。

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

AT カーソルを宣言するデータベースを指定します。次のいずれかを使
用してデータベースを指定します。 

db_name DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣
言されているデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変
数。

この句を省略した場合、Oracle8iはデフォルトのデータベースに対
してこのカーソルを宣言します。 

EXEC  SQL

AT
db_name

: host_variable

DECLARE cursor CURSOR
WITH  HOLD

FOR

SELECT command

statement_name

block_name
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DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）
使用方法使用方法使用方法使用方法
カーソルは、他の埋込み SQL文で参照する前に、宣言する必要があります。カーソル宣言
の有効範囲はプリコンパイル・ユニット内全体になるため、各カーソルの名前は有効範囲内
で一意であることが必要です。1つのプリコンパイル・ユニット内で同じ名前のカーソルを
複数宣言することはできません。 

カーソルは、UPDATE文または DELETE文のWHERE句内で CURRENT OF構文を使用し
て参照できます。このとき、カーソルは OPEN文を使用してオープンし、FETCH文を使用
して行に位置付けられている必要があります。この文の詳細は、3-15ページの「DECLARE 
CURSOR文でのWITH HOLD句の使用」を参照してください。 

例例例例
この例では、DECLARE CURSOR文の使用方法を示します。

     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR 
         FOR SELECT ENAME, EMPNO, JOB, SAL 
         FROM EMP 
         WHERE DEPTNO = :DEPTNO 
     END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-14ページの「CLOSE（実行可能埋込み SQL）」

F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

F-27ページの「DECLARE STATEMENT（埋込み SQL宣言文）」

F-31ページの「DELETE（実行可能埋込み SQL）」

F-46ページの「FETCH（実行可能埋込み SQL）」

F-70ページの「OPEN（実行可能埋込み SQL）」

cursor 宣言するカーソルの名前。 

WITH HOLD カーソルは、COMMITまたは ROLLBACKの実行後もオープンさ
れたままです。UPDATEの場合は、カーソルを宣言しないでくだ
さい。

SELECT文 カーソルに対応付ける SELECT文。直後の文に INTO句を含めな
いでください。 

statement_name カーソルに対応付ける SQL文または PL/SQLブロックを指定しま
す。statement_nameまたは block_nameは、DECLARE 
STATEMENT文を使用して事前に宣言する必要があります。 
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DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）
F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

F-80ページの「SELECT（実行可能埋込み SQL）」

F-86ページの「UPDATE（実行可能埋込み SQL）」

DECLARE DATABASE（（（（Oracle埋込み埋込み埋込み埋込み SQL宣言文）宣言文）宣言文）宣言文）

用途用途用途用途
後続の埋込み SQL文でアクセスされるデフォルト以外のデータベースの識別子を宣言しま
す。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
デフォルト以外のデータベースのユーザー名にアクセスできる必要があります。 

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
デフォルト以外のデータベースに対して db_nameを宣言するのは、他の埋込み SQL文が AT
句を使用してそのデータベースを参照するためです。AT句を指定して CONNECT文を発行
する前に、DECLARE DATABASE文を使用してデフォルト以外のデータベースに対して
db_nameを宣言する必要があります。

この文の詳細は、3-5ページの「ユーザー名 /パスワードの使用方法」を参照してください。

例例例例
この例では、DECLARE DATABASE宣言文の使用方法を示します。 

     EXEC SQL DECLARE ORACLE3 DATABASE END-EXEC.

db_name デフォルト以外のデータベースに対して設定する識別子。 

EXEC  SQL DECLARE db_name DATABASE
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DECLARE STATEMENT（埋込み SQL宣言文）
関連項目関連項目関連項目関連項目
F-15ページの「COMMIT（実行可能埋込み SQL）」

F-17ページの「CONNECT（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）」

F-27ページの「DECLARE STATEMENT（埋込み SQL宣言文）」

F-31ページの「DELETE（実行可能埋込み SQL）」

F-41ページの「EXECUTE（実行可能埋込み SQL）」

F-44ページの「EXECUTE IMMEDIATE（実行可能埋込み SQL）」

F-55ページの「INSERT（実行可能埋込み SQL）」

F-80ページの「SELECT（実行可能埋込み SQL）」

F-86ページの「UPDATE（実行可能埋込み SQL）」

DECLARE STATEMENT（埋込み（埋込み（埋込み（埋込み SQL宣言文）宣言文）宣言文）宣言文）

用途用途用途用途
SQL文または PL/SQLブロックの識別子を宣言し、他の埋込み SQL文で使用できるように
します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
なし 
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DECLARE STATEMENT（埋込み SQL宣言文）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
DECLARE STATEMENT文を使用して SQL文または PL/SQLブロックの識別子を宣言する
必要があるのは、その識別子を参照する DECLARE CURSOR文の埋込み SQLプログラム内
での位置が、文またはブロックを解析して識別子と対応付ける PREPARE文よりも物理的に
（論理的ではなく）前になっているときだけです。 

文の宣言の有効範囲は、カーソルの宣言と同様に、プリコンパイル・ユニット内全体です。
この文の詳細は、9-19ページの「DECLARE」を参照してください。

例例例例 I
この例では、DECLARE STATEMENT文の使用方法を示します。 

     EXEC SQL AT REMOTEDB 
         DECLARE MYSTATEMENT STATEMENT 
     END-EXEC.
     EXEC SQL PREPARE MYSTATEMENT FROM :MY-STRING
     END-EXEC.
     EXEC SQL EXECUTE MYSTATEMENT END-EXEC.

AT SQL文または PL/SQLブロックをどのデータベースに対して宣言
するかを指定します。次のいずれかを使用してデータベースを指
定します。 

db_name DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣言
されているデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変数。 

この句を省略した場合、Oracle8iはデフォルトのデータベースに対
して SQL文または PL/SQLブロックを宣言します。 

statement_name 文または PL/SQLブロックに対して宣言されている識別子。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
DECLARE statement_name STATEMENT
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DECLARE TABLE（Oracle埋込み SQL宣言文）
例例例例 II
この例では、DECLARE CURSOR文が PREPARE文の前にあるため、DECLARE 
STATEMENT文が必要です。 

     EXEC SQL DECLARE MYSTATEMENT STATEMENT END-EXEC. 
     ...
     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR MYSTATEMENT END-EXEC. 
     ...
     EXEC SQL PREPARE MYSTATEMENT FROM :MY-STRING END-EXEC. 
     ...

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-14ページの「CLOSE（実行可能埋込み SQL）」

F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

F-46ページの「FETCH（実行可能埋込み SQL）」

F-70ページの「OPEN（実行可能埋込み SQL）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

DECLARE TABLE（（（（Oracle埋込み埋込み埋込み埋込み SQL宣言文）宣言文）宣言文）宣言文）

用途用途用途用途
オプションが SQLCHECK=SEMANTICS（もしくは FULL）の場合に、プリコンパイラに
よって、各々の列のデータ型、デフォルト値、および意味検査のための NULLかNOT 
NULL指定など、表またはビューの構造を定義します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
なし 
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DECLARE TABLE（Oracle埋込み SQL宣言文）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
データ型の場合、長さ、精度およびスケールに使用できるのは（式ではなく）整数のみで
す。この文の使用方法の詳細は、E-3ページの「SQLCHECK=SEMANTICSの指定」 を参照
してください。

例例例例
次の文では、PARTNO、BINおよび QTYの列を含む PARTSという表を宣言しています。 

     EXEC SQL DECLARE PARTS TABLE 
         (PARTNO  NUMBER  NOT NULL, 
          BIN     NUMBER, 
          QTY     NUMBER) 
     END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
なし 

table 宣言した表の名前。 

column tableの列。 

datatype columnのデータ型。Oracle8iデータ型の詳細は、4-2ページの
「Oracle8iのデータ型」を参照してください。

NOT NULL columnには NULLを入れることができません。 

EXEC SQL DECLARE table TABLE

( column datatype
NOT NULL

,

)
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DELETE（実行可能埋込み SQL）
DELETE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
表またはビューのベース表から行を削除します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
表から行を削除するには、表が自分のスキーマ内にあるか、表に対して DELETEの権限を
持っている必要があります。 

ビューのベース表から行を削除するには、ビューが属するスキーマの所有者が、ベース表に
対して DELETEの権限を持っている必要があります。 また、ビューが自分のスキーマ以外の
スキーマにある場合は、ビューに対する DELETEの権限を付与されている必要があります。 

DELETE ANY TABLEシステム権限を持っていれば、すべての表またはビューのベース表か
ら行を削除できます。 

構文構文構文構文

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
FOR

: host_integer

integer

DELETE
FROM

alias
WHERE

condition

CURRENT OF cursor DML.RETURNING.CLAUSE

( subquery )

schema . table

view

@ db_link

PARTITION ( part_name )
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DELETE（実行可能埋込み SQL）
DMLの Returning句の構文を示します。

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

AT どのデータベースに対して DELETE文を発行するかを指定します。
次のいずれかを使用してデータベースを指定します。

db_name DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣
言されているデータベース識別子。

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変数。

この句を省略した場合、DELETE文はデフォルトのデータベース
に対して発行されます。

host_integer

integer

WHERE句に配列ホスト変数が含まれる場合に、文を実行する回数
を制限します。この句を省略すると、Oracle8iは最小の配列の各コ
ンポーネントにつき 1回ずつ文を実行します。

schema 表またはビューを含むスキーマ。schemaを省略した場合、Oracle8i
は表またはビューが自スキーマ内にあると見なします。 

table view 行を削除する表の名前。viewを指定すると、Oracle8iはビューの
ベース表から行を削除します。 

dblink 表またはビューがあるリモート・データベースへのデーターベー
ス・リンクの完全または部分的な名前。 データベース・リンクの参
照方法の詳細は、『Oracle8i SQLリファレンス』 の第 2章を参照し
てください。  Oracle8i を分散オプションで使用している場合のみ、
リモートの表またはビューから行を削除できます。 

dblinkを省略した場合、Oracle8は表またはビューがローカル・
データベースにあると見なします。

part_name 表内のパーティションの名前。

alias 表に割り当てられている別名。 別名は一般に、DELETE文で相関問
合せのために使用します。 

RETURN

RETURNING
expr

,

INTO : host_variable

INDICATOR
: ind_variable

,
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DELETE（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
 WHERE句のホスト変数は、すべてスカラーか、すべて配列であることが必要です。変数が
スカラーの場合、Oracle8iは DELETE文を 1回のみ実行します。変数が配列の場合、
Oracle8iは配列のコンポーネント・セットごとに 1回ずつこの文を実行します。 1回の実行
で 0行、1行または複数行を削除できます。 

WHERE句の配列ホスト変数は、サイズが異なっていてもかまいません。この場合、
Oracle8iが文を実行する回数は、次の値のうち小さい方によって決まります。 

� 最小の配列のサイズ

� オプションの FOR句の host_integerの値 

この条件を満たす行が存在しない場合、行は削除されず、SQLCODEは NOT_FOUND条件
を戻します。 

削除された行の累積数は SQLCAを介して戻されます。 WHERE句に配列ホスト変数が指定
されていると、DELETE文によって処理された配列のすべてのコンポーネントにおよぶ削除
行数の合計がこの値に設定されます。 

条件を満たす行がない場合、Oracle8iは SQLCAの SQLCODEを介してエラーを戻します。
WHERE句を省略した場合、Oracle8iは SQLCAの SQLWARNの第 5コンポーネントに警
告フラグを設定します。この文と SQLCAの詳細は、8-6ページの「SQLコミュニケーショ
ン領域の使用」を参照してください。

DELETE文ではコメントを使用して指示またはヒントをOracle8iのオプティマイザに渡すこ
とができます。 オプティマイザはヒントを使用して文の実行計画を選択します。ヒントの詳
細は、『Oracle8iパフォーマンスのための設計およびチューニング』を参照してください。

WHERE 削除する行を指定します。 

condition 条件を満たす行のみ削除します。条件には、ホ
スト変数およびオプショの標識変数を使用でき
ます。『Oracle8i SQLリファレンス』の condition
の構文説明を参照してください。

CURRENT OF cursorによって最後にフェッチされた行のみ削
除します。 FOR UPDATE句で明確に 1つの表の
みをロックしない限り、cursorを JOINを実行す
る SELECT文に対応付けることができません。 

この句を完全に省略した場合、Oracle8iは表またはビューからすべ
ての行を削除します。

DML戻り句 詳細は、5-9ページの「DML戻り句」を参照してください。
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DESCRIBE（実行可能埋込み SQL）
例例例例
この例では、DELETE文の使用方法を示します。 

     EXEC SQL DELETE FROM EMP
        WHERE DEPTNO = :DEPTNO
        AND JOB = :JOB
    END-EXEC.
    EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR
        FOR SELECT EMPNO, COMM
        FROM EMP
    END-EXEC.
    EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC.
    EXEC SQL FETCH EMPCURSOR
        INTO :EMP-NUMBER, :COMMISSION
    END-EXEC.
    EXEC SQL DELETE FROM EMP
        WHERE CURRENT OF EMPCURSOR
    END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

F-27ページの「DECLARE STATEMENT（埋込み SQL宣言文）」

DESCRIBE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
Oracle動的 SQL文または PL/SQLブロックのホスト変数の記述を保持する記述子を初期化
します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
埋込み SQLの PREPARE文を使用して、SQL文または PL/SQLブロックを事前に準備して
おく必要があります。 
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DESCRIBE（実行可能埋込み SQL）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
埋込み SQLプログラム内のバインド記述子または選択記述子を操作するには、その前に
DESCRIBE文を発行する必要があります。 

入力変数と出力変数の両方を同じ記述子に記述することはできません。 

DESCRIBE文が検出する変数の数は、準備する SQL文または PL/SQLブロックのプレー
ス・ホルダの合計数です。一意に名前が付けられたプレース・ホルダの合計数ではありませ
ん。この文の詳細は、9-25ページの「DESCRIBE文」を参照してください。

例例例例
この例では、Pro*COBOL埋込み SQLプログラムで DESCRIBE文を使用する方法を示しま
す。 

     EXEC SQL PREPARE MYSTATEMENT FROM :MY-STRING END-EXEC. 
     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR 
         FOR SELECT EMPNO, ENAME, SAL, COMM 
         FROM EMP 
         WHERE DEPTNO = :DEPT-NUMBER 

BIND VARIABLES FOR SQL文または PL/SQLブロックの入力変数に関する情報を保持す
る記述子を初期化します。 

SELECT LIST FOR SELECT文の選択リストに関する情報を保持する記述子を初期化し
ます。 

デフォルトは SELECT LIST FORです。 

statement_name PREPARE文を使用して事前に準備した SQL文または PL/SQLブ
ロックを指定します。 

descriptor 初期化する記述子の名前です。 

EXEC SQL DESCRIBE

BIND VARIABLES FOR

SELECT LIST FOR

statement_name INTO descriptor
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DESCRIBE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
     END-EXEC.
     EXEC SQL DESCRIBE BIND VARIABLES FOR MYSTATEMENT 
         INTO BINDDESCRIPTOR
     END-EXEC. 
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR 
         USING BINDDESCRIPTOR
     END-EXEC. 
     EXEC SQL DESCRIBE SELECT LIST FOR MY-STATEMENT 
         INTO SELECTDESCRIPTOR
     END-EXEC. 
     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR 
         INTO SELECTDESCRIPTOR
     END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

DESCRIBE DESCRIPTOR（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
ANSI SQL文の情報を取得し、記述子に格納します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
埋込み SQLの PREPARE文を使用して、SQL文を事前に準備しておく必要があります。 
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DESCRIBE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
DYNAMIC=ANSIプリコンパイラ・オプションを使用してください。INPUT記述子では、
COUNTおよび NAMEのみインプリメントされます。

DESCRIBE文が検出する変数の数は、準備する SQL文または PL/SQLブロックのプレー
ス・ホルダの合計数です。一意に名前が付けられたプレース・ホルダの合計数ではありませ
ん。この文の詳細は、第 10章「ANSI動的 SQL」を参照してください。

例例例例
     EXEC SQL PREPARE s FROM :my_stament END-EXEC. 
     EXEC SQL DESCRIBE INPUT s USING DESCRIPTOR 'in' END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-12ページの「ALLOCATE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-23ページの「DEALLOCATE DESCRIPTOR（埋込み SQL文）」

F-52ページの「GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

statement_id 事前に準備されている SQL文または PL/SQLブロックの名前。 
OUTPUTはデフォルトです。 

desc_name SQL文の情報を保持する記述子名を格納するホスト変数。

'descriptor name' 記述子の名前。

GLOBAL | LOCAL LOCALはデフォルトで、ファイルの有効範囲です。GLOBALはアプリ
ケーションの有効範囲です。

EXEC SQL DESCRIBE

INPUT

OUTPUT
statement_id

USING
SQL

DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL : descriptor_name

’ descriptor name ’
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ENABLE THREADS（実行可能埋込み SQL拡張要素）
F-83ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

F-83ページの「SET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

ENABLE THREADS（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
複数のスレッドをサポートするプロセスを初期化します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
マルチスレッド・アプリケーションをサポートするプラットフォーム用にプリコンパイラ・
アプリケーションを開発し、このプラットフォームでコンパイルを実行して、コマンドライ
ンに THREADS=YESを指定する必要があります。 

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ
なし

使用方法使用方法使用方法使用方法
ENABLE THREADS文を実行するのは 1度、それも他の実行 SQL文の前やスレッドの起動
前にしてください。この文にはホスト変数を指定する必要はありません。

例例例例
この例では、Pro*COBOLプログラムで ENABLE THREADS文を使用する方法を示します。 

EXEC SQL ENABLE THREADS END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-19ページの「CONTEXT ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

F-20ページの「CONTEXT FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

F-21ページの「CONTEXT USE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

EXEC  SQL ENABLE  THREADS
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EXECUTE ...END-EXEC（実行可能埋込み SQL拡張要素）
EXECUTE ...END-EXEC（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
Oracle Pro*COBOLプログラムに無名 PL/SQLブロックを埋め込みます。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
なし 

構文構文構文構文

EXEC  SQL

AT
db_name

: host_variable
EXECUTE pl/sql_block END-EXEC
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EXECUTE ...END-EXEC（実行可能埋込み SQL拡張要素）
キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
Oracleプリコンパイラは埋込み PL/SQLブロックを 1つの埋込み SQL文のように扱うため、
PL/SQLブロックは Oracleプリコンパイラ・プログラムで SQL文を埋め込める場所であれ
ばどこにでも埋め込めます。 Oracleプリコンパイラ・プログラムへの PL/SQLブロックの埋
込みに関する詳細は、第 6章「埋込み PL/SQL」を参照してください。

例例例例
Oracleプリコンパイラ・プログラムにこの EXECUTE文を挿入すると、プログラムに
PL/SQLブロックが埋め込まれます。 

     EXEC SQL EXECUTE 
     BEGIN 
        SELECT ENAME, JOB, SAL 
            INTO :EMP-NAME:IND-NAME, :JOB-TITLE, :SALARY 
            FROM EMP 
            WHERE EMPNO = :EMP-NUMBER; 
        IF :EMP-NAME:IND-NAME IS NULL 
            THEN RAISE NAME-MISSING; 
        END IF; 
     END; 
     END-EXEC.

AT PL/SQLブロックをどのデータベースに対して実行するかを指定します。次
のいずれかを使用してデータベースを指定します。 

db_name DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣言されてい
るデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変数。 

この句を省略した場合、PL/SQLブロックはデフォルトのデータベースに対
して実行されます。 

pl/sql_block PL/SQLブロックの作成方法など、PL/SQLの詳細は 『Oracle8i PL/SQL
ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。

END-EXEC 埋込み PL/SQLブロックの後に配置する必要があります。キーワード
END-EXECの後には、COBOLの文終了記号、"."を付ける必要があります。 
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EXECUTE（実行可能埋込み SQL）
関連項目関連項目関連項目関連項目
F-44ページの「EXECUTE IMMEDIATE（実行可能埋込み SQL）」

EXECUTE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
Oracle動的 SQLでは、埋込み SQLの PREPARE文によって準備済の DELETE文、INSERT
文または UPDATE文、あるいは PL/SQLブロックを実行します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
埋込み SQLの PREPARE文を使用して、SQL文または PL/SQLブロックを先に準備してお
く必要があります。 

構文構文構文構文

EXEC SQL

FOR
integer

: array_size
EXECUTE statement_id

USING

DESCRIPTOR SQLDA_descriptor

: host_variable

INDICATOR
: indicator_variable

,
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EXECUTE（実行可能埋込み SQL）
キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文の詳細は、第 9章「Oracle動的 SQL」を参照してください。

例例例例
この例では、Pro*COBOL埋込み SQLプログラムで EXECUTE文を使用する方法を示しま
す。 

     EXEC SQL PREPARE MY-STATEMENT FROM MY-STRING END-EXEC. 
     EXEC SQL EXECUTE MY-STATEMENT USING :MY-VAR END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

FOR :array_size

FOR integer

処理される行数を格納するホスト変数。

処理される行数。

USING句が配列ホスト変数を含む場合に、文の実行回数を制限し
ます。この句を省略した場合、Oracle8iは最も小さい配列の各コン
ポーネントに対してこの文を 1回ずつ実行します。 

statement_id 実行する SQL文または PL/SQLブロックに対応付けられているプ
リコンパイラ識別子。プリコンパイラ識別子を文または PL/SQL
ブロックに対応付けるには、埋込み SQLの PREPARE文を使用し
ます。 

USING DESCRIPTOR 
SQLDA_descriptor

Oracle記述子を使用します。

ANSI記述子（INTO句）と一緒には使用できません。

USING オプションの標識変数を使用してホスト変数のリストを指定しま
す。Oracle8i は実行する文にこれらの変数を入力変数として代入し
ます。 ホスト変数および標識変数は、すべてスカラーか、すべて配
列であることが必要です。 

host_variable ホスト変数。

indicator_variable 標識変数。
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EXECUTE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
EXECUTE DESCRIPTOR（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
ANSI SQL方法 4では、埋込み SQLの PREPARE文によって準備済の DELETE文、INSERT
文または UPDATE文、あるいは PL/SQLブロックを実行します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
埋込み SQLの PREPARE文を使用して、SQL文または PL/SQLブロックを先に準備してお
く必要があります。 

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

FOR :array_size

FOR integer

処理される行数を格納するホスト変数。

処理される行数。

文の実行回数を制限します。Oracle8iは最も小さい配列の各コン
ポーネントに対してこの文を 1回ずつ実行します。 

EXEC SQL

FOR
integer

: array_size
EXECUTE statement_id

USING
SQL

DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL : descriptor_name

’ descriptor name ’

INTO
SQL

DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL : descriptor_name

’ descriptor name ’
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EXECUTE IMMEDIATE（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
この文の詳細は、10-23ページの「EXECUTE」を参照してください。

例例例例
ANSI動的 SQL方法 4では、EXECUTEの INTO句により SELECTの DML RETURNING
を使用することができます。

EXEC SQL EXECUTE S2 USING DESCRIPTOR :bv1 INTO DESCRIPTOR 'SELDES' END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

EXECUTE IMMEDIATE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
ホスト変数を含まない DELETE文、INSERT文または UPDATE文、あるいは PL/SQLブ
ロックを準備し、実行します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
なし 

statement_id 実行する SQL文または PL/SQLブロックに対応付けられている
プリコンパイラ識別子。プリコンパイラ識別子を文または
PL/SQLブロックに対応付けるには、埋込み SQLの PREPARE
文を使用します。 

USING

descriptor_name

descriptor name

ANSI入力記述子。

入力記述子名を格納するホスト変数。

入力記述子の名前。

INTO

descriptor_name

descriptor name

ANSI出力記述子。

出力記述子名を格納するホスト変数。

出力記述子の名前。

GLOBAL | LOCAL LOCAL（デフォルト）はファイルの有効範囲です。GLOBALは
アプリケーションの有効範囲です。 
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EXECUTE IMMEDIATE（実行可能埋込み SQL）
構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
EXECUTE IMMEDIATE文を発行すると、Oracle8iは指定した SQL文または PL/SQLブ
ロックを解析してエラーをチェックし、実行します。 見つかったエラーは、SQLCAの
SQLCODEコンポーネントに戻されます。 

この文の詳細は、9-8ページの「EXECUTE IMMEDIATE文」を参照してください。 

例例例例
この例では、EXECUTE IMMEDIATE文の使用方法を示します。 

    

AT SQL文または PL/SQLブロックをどのデータベースに対して宣言する
かを指定します。次のいずれかを使用してデータベースを指定します。 

db_name DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣言さ
れているデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変数。 

この句を省略した場合、文またはブロックはデフォルトのデータベー
スに対して実行されます。

host_string 実行する SQL文または PL/SQLブロックを値とするホスト変数。 

text 実行する SQL文または PL/SQLブロックを含むテキスト・リテラル。
引用符は省略できます。

SQL文は、DELETE文、INSERT文または UPDATE文のいずれかであ
ることが必要です。 

EXEC  SQL

AT
db_name

: host_variable

EXECUTE  IMMEDIATE
: host_string

’ text ’
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FETCH（実行可能埋込み SQL）
 EXEC SQL
         EXECUTE IMMEDIATE 'DELETE FROM EMP WHERE EMPNO = 9460'
     END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

F-41ページの「EXECUTE（実行可能埋込み SQL）」

FETCH（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL）））） 

用途用途用途用途
選択リストの値をホスト変数に割り当てて、問合せが戻した 1つまたは複数の行を取り出し
ます。ANSI動的 SQL方法 4の詳細は、F-49ページの「FETCH DESCRIPTOR（実行可能埋
込み SQL）」を参照してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件
OPEN文を使用してカーソルを先にオープンしておく必要があります。

構文構文構文構文

EXEC SQL

FOR
integer

: array_size
FETCH

cursor

: cursor_variable

USING DESCRIPTOR SQLDA_descriptor

INTO : host_variable

INDICATOR
: indicator_variable

,
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FETCH（実行可能埋込み SQL）
キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
FETCH文はアクティブ・セットの行を読み込み、結果が含まれる出力変数の名前を示しま
す。 対応付けられたホスト変数が NULLの場合、標識変数の値は -1に設定されます。 

出力ホスト変数のサイズは取り出された行数を示し、FOR句は値を示します。 データを受け
取るホスト変数は、すべてスカラーか、すべて配列であることが必要です。スカラーの場
合、Oracle8iは 1行のみフェッチします。配列の場合、Oracle8iは配列を満たすのに十分な
数の行をフェッチします。 

配列ホスト変数は、サイズが異なってもかまいません。この場合、Oracle8iがフェッチする
行数は、次の値のうち低い方です。 

� 最小の配列のサイズ

� オプションの FOR句の host_integerの値 

� フェッチする行数は、実際に問合せを満たす行数によってさらに限定できます。 

FOR :array_size

FOR integer

処理される行数を格納するホスト変数。

処理される行数。

配列ホスト変数を使用する場合にフェッチする行数を制限します。
この句を省略した場合、Oracle8iは最小の配列を満たすのに十分な
数の行をフェッチします。 

cursor DECLARE CURSOR文を使用して宣言したカーソル。 FETCH文は、
カーソルに対応付けられた問合せが選択した行のうちの 1行を戻し
ます。 

cursor_variable ALLOCATE文を使用して割り当てたカーソル変数。 FETCH文は、
カーソル変数に対応付けられた問合せが選択した行のうちの 1行を
戻します。

INTO データをフェッチするホスト変数およびオプションの標識変数のリ
ストを指定します。 これらのホスト変数および標識変数は、プログ
ラム内で宣言されている必要があります。 

USING SQLDA_variable DESCRIBE文を使用して事前に参照している Oracle記述子を指定
します。この句は、動的埋込み SQL方法 4以外では使用しないで
ください。カーソル変数を使用している場合は、USING句は適用
されません。

host_variable データが戻されるホスト変数。

indicator_variable ホスト標識変数。
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FETCH（実行可能埋込み SQL）
FETCH文が、問合せで戻された行をすべて取り出さなかった場合、カーソルは戻された次
の行に配置されます。 問合せで戻された最後の行を取り出すと、その次の FETCHでは警告
コードが発生します。この警告コードは SQLCAの SQLCODE要素に戻されます。

配列が完全に満たされない場合には警告が発行されます。その場合は、実際にフェッチされ
た行数を SQLERRD(3)で確認してください。

FETCH文には AT句がないので注意してください。カーソルによってアクセスされるデー
タベースは、DECLARE CURSOR文で指定する必要があります。 

FETCH文では、アクティブ・セット内を前方向にのみ進めます。すでにフェッチした行に
戻りたい場合は、カーソルを再オープンして各行を順番に取り出す必要があります。アク
ティブ・セットを変更するには、新しい値をカーソルの問合せの入力ホスト変数に割り当
て、カーソルを再オープンします。 

例例例例
この例では、Pro*COBOL埋込み SQLプログラム内の FETCH文を示します。 

     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT JOB, SAL FROM EMP WHERE DEPTNO = 30
     END-EXEC. 
     ... 
     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO ... 
 LOOP. 
     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :JOB-TITLE1, :SALARY1 END-EXEC. 
     EXEC SQL FETCH EMPCURSOR INTO :JOB-TITLE2, :SALARY2 END-EXEC. 
     ... 
     GO TO LOOP. 
     ... 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-14ページの「CLOSE（実行可能埋込み SQL）」

F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）」

F-70ページの「OPEN（実行可能埋込み SQL）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」
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FETCH DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
FETCH DESCRIPTOR（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL）））） 

用途用途用途用途
選択リストの値をホスト変数に割り当てて、問合せが戻した 1つまたは複数の行を取り出し
ます。ANSI動的 SQL方法 4で使用します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
OPEN文を使用してカーソルを先にオープンしておく必要があります。

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

FOR: array_size

FOR integer

処理される行数を格納するホスト変数。

処理される行数。

配列ホスト変数を使用する場合にフェッチする行数を制限します。こ
の句を省略した場合、Oracle8iは最小の配列を満たすのに十分な数の
行をフェッチします。 

cursor DECLARE CURSOR文を使用して宣言したカーソル。 FETCH文は、
カーソルに対応付けられた問合せが選択した行のうちの 1行を戻しま
す。 

cursor_variable ALLOCATE文を使用して割り当てたカーソル変数。 FETCH文は、
カーソル変数に対応付けられた問合せが選択した行のうちの 1行を戻
します。

EXEC SQL

FOR
integer

: array_size
FETCH

cursor

: cursor_variable

INTO
SQL

DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL : descriptor_name

’ descriptor name ’
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FETCH DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
出力ホスト変数のサイズは取り出された行数を示し、FOR句は値を示します。 データを受け
取るホスト変数は、すべてスカラーか、すべて配列であることが必要です。スカラーの場
合、Oracle8iは 1行のみフェッチします。配列の場合、Oracle8iは配列を満たすのに十分な
数の行をフェッチします。 

配列ホスト変数は、サイズが異なってもかまいません。この場合、Oracle8iがフェッチする
行数は、次の値のうち低い方です。 

� 最小の配列のサイズ

� オプションの FOR句の array_sizeの値 

� フェッチする行数は、実際に問合せを満たす行数によってさらに限定できます。 

FETCH文が、問合せで戻された行をすべて取り出さなかった場合、カーソルは戻された次
の行に配置されます。 問合せで戻された最後の行を取り出すと、その次の FETCH文では警
告コードが発生します。この警告コードは SQLCAの SQLCODE要素に戻されます。

配列が完全に満たされない場合には警告が発行されます。その場合は、実際にフェッチされ
た行数を SQLERRD(3)で確認してください。

FETCH文には AT句がないので注意してください。 カーソルによってアクセスされるデータ
ベースは、DECLARE CURSOR文で指定する必要があります。 

FETCH文では、アクティブ・セット内を前方向にのみ進めます。 すでにフェッチした行に戻
る場合は、カーソルを再オープンして各行を順番に取り出す必要があります。アクティブ・
セットを変更するには、新しい値をカーソルの問合せの入力ホスト変数に割り当て、カーソ
ルを再オープンします。 

ANSI SQL方法 4アプリケーション用に DYNAMIC=ANSIプリコンパイラ・オプションを
使用してください。ANSI SQL方法 4アプリケーションの詳細は、10-26ページの「FETCH」
を参照してください。

INTO データをフェッチするホスト変数およびオプションの標識変数のリス
トを指定します。 これらのホスト変数および標識変数は、プログラム
内で宣言されている必要があります。 

INTO 'descriptor name'

INTO : descriptor_name

ANSI記述子の名前。

出力記述子名を格納するホスト変数。

GLOBAL | LOCAL LOCAL（デフォルト）はファイルの有効範囲です。GLOBALはアプ
リケーションの有効範囲です。 
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FREE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
例例例例
...
EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR 'output_descriptor' END-EXEC.
...
EXEC SQL PREPARE S FROM :dyn_statement END-EXEC.
EXEC SQL DECLARE mycursor CURSOR FOR S END-EXEC.
...
EXEC SQL FETCH mycursor INTO DESCRIPTOR 'output_descriptor' END-EXEC.
...

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

FREE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
カーソル変数、LOBロケータまたは ROWIDが使用するメモリーを解放します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
メモリーがすでに割り当てられている必要があります。

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

cursor_variable ALLOATE文に割当て済のカーソル変数。 SQL-CURSOR型です。

FETCH文は、カーソル変数に対応付けられた問合せが選択した
行のうちの 1行を戻します。

host_ptr LOB用の ROWID、SQL-BLOB、SQL-CLOBまたは SQL-NCLOB
の SQL_ROWID型の変数。

EXEC SQL FREE :
cursor_variable

host_ptr
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GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
5-11ページの「カーソル」および 6-29ページの「カーソル変数」を参照してください。

例例例例
* CURSOR VARIABLE EXAMPLE
...
 01  CUR      SQL-CURSOR.
...
     EXEC SQL ALLOCATE :CUR END-EXEC.
...
     EXEC SQL CLOSE :CUR END-EXEC.
     EXEC SQL FREE  :CUR END-EXEC.
...

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-10ページの「ALLOCATE（実行可能埋込み SQL拡張要素）」

F-14ページの「CLOSE（実行可能埋込み SQL）」

F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）」

GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
SQL記述子領域のホスト変数の情報を取得します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
値構文および ANSI動的 SQL方法 4以外では使用しないでください。
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GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
構文構文構文構文

item_nameのみ次の中から選択できます。

EXEC SQL

FOR
integer

: array_size
GET DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL

: descriptor_name

'descriptor name'

VALUE
: host_integer

integer
: host_var = item_name

,

: host_var = COUNT

TYPE

LENGTH

OCTET_LENGTH

RETURNED_LENGTH

RETURNED_OCTET_LENGTH

PRECISION

SCALE

NULLABLE

INDICATOR

DATA

NAME

CHARACTER_SET_NAME

NATIONAL_CHARACTER

INTERNAL_LENGTH
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GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
DYNAMIC=ANSIプリコンパイラ・オプションを使用してください。配列サイズ句は、
DATA、RETURNED_LENGTおよび INDICATORの項目名で使用できます。詳細は 10-15
ページの「GET DESCRIPTOR」を参照してください。

例例例例
     EXEC SQL GET DESCRIPTOR GLOBAL 'mydesc' :mydesc_num_vars = COUNT END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-12ページの「ALLOCATE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-36ページの「DESCRIBE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-83ページの「SET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

array_size

integer

処理される行数を格納するホスト変数。

処理される行数。

descriptor_name 割り当てられた ANSI記述子名を格納するホスト変数。

'descriptor name' 割り当てられた ANSI記述子の名前。

GLOBAL | LOCAL LOCAL（デフォルト）はファイルの有効範囲です。GLOBALは
アプリケーションの有効範囲です。 

host_var=COUNT 入力および出力変数の合計数を格納するホスト変数。

integer 入力および出力変数の合計数。

VALUE :host_integer 参照される入力または出力変数の位置を格納するホスト変数。

VALUE integer 参照される入力または出力変数の位置。

host_var 項目の値を受け取るホスト変数。

item_name  item_nameに関しては、10-16ページの表 10-4および 10-16ペー
ジの表 10-5の "記述子項目名 "列の見出しの下を参照してくださ
い。 
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INSERT（実行可能埋込み SQL）
INSERT（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
表またはビューのベース表に行を追加します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
表に行を挿入するには、その表が自分のスキーマ内にあるか、またはその表に対して
INSERTの権限を持っている必要があります。 

ビューのベース表に行を挿入するには、ビューが属するスキーマの所有者が、そのベース表
に対して INSERTの権限を持っている必要があります。 また、ビューが自分のスキーマ以外
のスキーマ内にある場合は、ビューに対して INSERTの権限を持っている必要があります。 

INSERT ANY TABLEシステム権限を使用すると、表またはビューのベース表ならどれにで
も行を入力できます。 

構文構文構文構文

EXEC  SQL

AT
db_name

: host_variable
FOR

: host_integer

integer

INSERT  INTO

( subquery )

schema . table

view

@ db_link

PARTITION ( part_name )

( column )

,

VALUES ( expr

,

)

subquery

DML.RETURNING.CLAUSE
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INSERT（実行可能埋込み SQL）
DMLの RETURNING句の構文を示します。

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

AT INSERT文をどのデータベースについて実行するかを指定します。次の
いずれかを使用してデータベースを指定します。 

db_name DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣言
されているデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変数。 

この句を省略した場合、INSERT文はデフォルトのデータベースに対し
て実行されます。 

FOR :host_integer VALUES句に配列ホスト変数が含まれる場合に、文を実行する回数を制
限します。この句を省略すると、Oracle8iは最小の配列の各コンポーネ
ントについて 1回ずつ文を実行します。 

schema 表またはビューを含むスキーマ。schemaを省略した場合、Oracle8iは表
またはビューが自スキーマ内にあると見なします。 

table

view

行を挿入する表の名前。viewを指定する場合、Oracle8iではビューの
ベース表に行を追加します。 

db_link 表またはビューがあるリモート・データベースへのデーターベース・リ
ンクの完全または部分的な名前。データベース・リンク参照の情報は、
『Oracle8i SQLリファレンス』を参照してください。分散オプションで

Oracle8i を使用している場合のみ、リモートの表またはビューに行を挿
入できます。

 dblinkを省略した場合、Oracle8iは表またはビューがローカル・データ
ベース内にあると見なします。

part_name 表内のパーティションの名前。

RETURN

RETURNING
expr

,

INTO : host_variable

INDICATOR
: ind_variable

,

F-56 Oracle8i Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド



INSERT（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
WHERE句内のホスト変数は、すべてスカラーか、すべて配列であることが必要です。変数
がスカラーの場合、Oracle8は INSERT文を 1回実行します。変数が配列の場合、Oracle8i
は INSERT文を各配列コンポーネント・セットについて 1回ずつ実行して、1行ずつ挿入し
ます。 

WHERE句の配列ホスト変数は、サイズが異なってもかまいません。この場合、Oracle8iが
文を実行する回数は、次の値のうち小さい方によって決まります。 

� 最小の配列のサイズ

� オプションの FOR句の host_integerの値 

この文の詳細は、5-7ページの「基本的な SQL文」を参照してください。

例例例例 I
この例では、埋込み SQL INSERT文の使用方法を示します。 

     EXEC SQL 
         INSERT INTO EMP (ENAME, EMPNO, SAL) 
         VALUES (:ENAME, :EMPNO, :SAL)
     END-EXEC. 

column 表またはビューの列。挿入した行では、このリストの各列に VALUES
句または問合せから値が割り当てられます。 

このリストから表の列を削除する場合、挿入された行の列値は、表の作
成時に指定した列のデフォルト値となります。列のリストを完全に省略
した場合は、VALUES句または問合せによって、表のすべての列の値を
指定する必要があります。 

VALUES 表またはビューに挿入する値の行を指定します。『Oracle8i SQLリファ
レンス』の exprの構文説明を参照してください。ホスト変数にオプショ
ンの標識変数を合わせた表現も使用できます。VALUES句では、列のリ
ストの各列に式を指定する必要があります。 

subquery 表に挿入される行を戻す副問合せ。この副問合せの選択リストの列数
は、INSERT文の列のリストの列数と同じであることが必要です。副問
合せの構文説明は、『Oracle8i SQLリファレンス』の「SELECT」を参照
してください。

DML戻り句 詳細は、5-9ページの「DML戻り句」を参照してください。
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LOB APPEND（実行可能埋込み SQL拡張要素）
例例例例 II
この例では、副問合せを使用した埋込み SQLの INSERT文を示します。 

     EXEC SQL 
         INSERT INTO NEWEMP (ENAME, EMPNO, SAL) 
         SELECT ENAME, EMPNO, SAL FROM EMP
         WHERE DEPTNO = :DEPTNO
     END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

LOB APPEND（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOBを別の LOBの最後に追加します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
LOBバッファリングは使用可能にしないでください。宛先 LOBが初期化されている必要が
あります。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-10ページの「APPEND」を参照してく
ださい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB APPEND : src TO : dst
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LOB CLOSE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
LOB ASSIGN（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOBまたは BFILEロケータを別のロケータに割り当てます。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-10ページの「ASSIGN」を参照してく
ださい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB CLOSE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
オープンされている LOBまたは BFILEをクローズします。

構文構文構文構文

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB ASSIGN : src TO : dst

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB CLOSE : src
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LOB COPY（実行可能埋込み SQL拡張要素）
使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-11ページの「CLOSE」を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB COPY（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOB値の全部または一部を別の LOBにコピーします。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-12ページの「COPY」を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB CREATE TEMPORARY（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
テンポラリ LOBを作成します。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable

LOB COPY : amt FROM : src

AT : src_offset

TO : dst
AT : dst_offset
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LOB DESCRIBE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-13ページの「CREATE TEMPORARY」
を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB DESCRIBE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOBから属性を取り出します。

構文構文構文構文

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB CREATE TEMPORARY : src

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable

LOB DESCRIBE : src

GET attrib

,

INTO : hv

INDICATOR
: hv_ind

,
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LOB DISABLE BUFFERING（実行可能埋込み SQL拡張要素）
属性を以下に示します。

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-23ページの「DESCRIBE」を参照して
ください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB DISABLE BUFFERING（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOBバッファリングを使用禁止にします。

構文構文構文構文

CHUNKSIZE

DIRECTORY

FILEEXISTS

FILENAME

ISOPEN

ISTEMPORARY

LENGTH

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB DISABLE BUFFERING : src
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LOB ERASE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-13ページの「DISABLE BUFFERING」
を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB ENABLE BUFFERING（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOBバッファリングを有効にします。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-14ページの「ENABLE BUFFERING」
を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB ERASE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
指定されたオフセットから始まる指定された量の LOBデータを消去します。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB ENABLE BUFFERING : src
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LOB FILE CLOSE ALL（実行可能埋込み SQL拡張要素）
構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-14ページの「ERASE」を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB FILE CLOSE ALL（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
カレント・セッションでオープンしているすべての BFILESをクローズします。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-15ページの「FILE CLOSE ALL」を参
照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB ERASE : amt

FROM : src
AT : src_offset

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB FILE CLOSE ALL
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LOB FLUSH BUFFER（実行可能埋込み SQL拡張要素）
LOB FILE SET（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
BFILEロケータの DIRECTORYおよび FILENAMEを設定します。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-15ページの「FILE SET」を参照してく
ださい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB FLUSH BUFFER（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOBのバッファをデータベース・サーバーに書き込みます。

構文構文構文構文

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB FILE SET : file

DIRECTORY = : alias , FILENAME = : filename

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB FLUSH BUFFER : src

FREE
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LOB FREE TEMPORARY（実行可能埋込み SQL拡張要素）
使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-16ページの「FLUSH BUFFER」を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB FREE TEMPORARY（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOBロケータ用にテンポラリ領域を解放します。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-16ページの「FREE TEMPORARY」を
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB LOAD（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
BFILEの全部または一部を、内部 LOBにコピーします。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB FREE TEMPORARY :  src
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LOB OPEN（実行可能埋込み SQL拡張要素）
構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-17ページの「LOAD FROM FILE」を参
照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB OPEN（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
読込みまたは読込み /書込みを行う LOBまたは BFILEをオープンします。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-18ページの「OPEN」を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB LOAD : amt FROM

FILE : file
AT : src_offset

INTO : dst
AT : dst_offset

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB OPEN : src

READ ONLY

READ WRITE
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LOB READ（実行可能埋込み SQL拡張要素）
LOB READ（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOBまたは BFILEの一部をバッファに読み込みます。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-19ページの「READ」を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB TRIM（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
LOB値を切り捨てます。

構文構文構文構文

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB READ : amt FROM : src

AT : src_offset
INTO : buffer

WITH LENGTH : buflen

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB TRIM : src TO : newlen
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LOB WRITE（実行可能埋込み SQL拡張要素）
使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-21ページの「TRIM」を参照してくださ
い。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

LOB WRITE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL拡張要素）拡張要素）拡張要素）拡張要素）

用途用途用途用途
バッファの内容を LOBに書き込みます。

構文構文構文構文

使用方法使用方法使用方法使用方法
使用方法、キーワード、パラメータおよび例は、13-21ページの「WRITE」を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目
他の LOB文を参照してください。

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
LOB WRITE

APPEND

FIRST

NEXT

LAST

ONE
: amt FROM : buffer

WITH LENGTH : buflen
INTO : dst

AT : dst_offset
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OPEN（実行可能埋込み SQL）
OPEN（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
対応付けられた問合せを評価し、USING句が示すホスト変数名を問合せのWHERE句に代
入して、カーソルをオープンします。 動的 SQL文で EXECTUTEのかわりに使用できます。
ANSI動的 SQL構文は、F-72ページの「OPEN DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」を参
照してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件
カーソルは、オープンする前に埋込み SQLの DECLARE CURSOR文を使用して宣言してお
く必要があります。 

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

array_size

integer

処理される行数を格納するホスト変数。

処理される行数。

OPENが EXCUTEと同等の場合にのみ使用できます。

cursor オープンする（すでに宣言されている）カーソル。 

host_variable カーソルに対応付けられた文に代入するホスト変数を指定します。 

ANSI記述子（INTO句）と一緒には使用できません。

EXEC SQL

FOR
integer

: array_size
OPEN cursor

USING

DESCRIPTOR SQLDA_descriptor

: host_variable

INDICATOR
: indicator_variable

,
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OPEN（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
OPEN文は、行のアクティブ・セットを定義し、アクティブ・セットの最初の行の直前で
カーソルを初期化します。OPEN時のホスト変数の値が文に代入されます。この文は、実際
には行を取り出しません。行は FETCH文を使用して取り出されます。 

カーソルを一度オープンすると、入力ホスト変数はカーソルを再オープンするまで再テスト
されません。 入力ホスト変数およびアクティブ・セットを変更するには、カーソルを再オー
プンする必要があります。 

プログラム内のすべてのカーソルは、プログラムを開始する場合または CLOSE文を使用し
てカーソルを明示的にクローズした後にクローズ状態になります。 

カーソルは事前にクローズしなくても、再オープンすることができます。この文の詳細は、
5-13ページの「カーソルのオープン」を参照してください。 

例例例例
この例では、Pro*COBOLプログラムで OPEN文を使用する方法を示します。 

     EXEC SQL DECLARE EMPCURSOR CURSOR FOR 
         SELECT ENAME, EMPNO, JOB, SAL 
         FROM EMP 
         WHERE DEPTNO = :DEPTNO
     END-EXEC. 
     EXEC SQL OPEN EMPCURSOR END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-14ページの「CLOSE（実行可能埋込み SQL）」 

F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）」

F-41ページの「EXECUTE（実行可能埋込み SQL）」

F-46ページの「FETCH（実行可能埋込み SQL）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

DESCRIPTOR 
SQLDA_descriptor

対応付けられた問合せのWHERE句に代入するホスト変数を表す
Oracle記述子を指定します。記述子は、DESCRIBE文を使用して事
前に初期化されている必要があります。代入は、位置に基づきます。
この文で指定するホスト変数名は、対応付けられた問合せの変数名と
異なってもかまいません。 

ANSI記述子（INTO句）と一緒には使用できません。
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OPEN DESCRIPTOR（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
対応付けられた問合せを評価し、USING句が示す入力ホスト変数名を問合せのWHERE句
に代入して、カーソル（ANSI動的 SQL方法 4用）をオープンします。INTO句は、出力記
述子を示します。 動的 SQL文で EXECTUTEのかわりに使用できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件
カーソルは、オープンする前に埋込み SQLの DECLARE CURSOR文を使用して宣言してお
く必要があります。 

構文構文構文構文

EXEC SQL

FOR
integer

: array_size
OPEN cursor

USING
SQL

DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL : descriptor_name

’ descriptor name ’

INTO
SQL

DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL : descriptor_name

’ descriptor name ’
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OPEN DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
プリコンパイラのオプション DYNAMICに ANSIを設定します。 

OPEN文は、行のアクティブ・セットを定義し、アクティブ・セットの最初の行の直前で
カーソルを初期化します。OPEN時のホスト変数の値が文に代入されます。この文は、実際
には行を取り出しません。行は FETCH文を使用して取り出されます。 

カーソルを一度オープンすると、入力ホスト変数はカーソルを再オープンするまで再テスト
されません。入力ホスト変数およびアクティブ・セットを変更するには、カーソルを再オー
プンする必要があります。 

プログラム内のすべてのカーソルがクローズ状態になるのは、プログラムの開始時または
CLOSE文を使用してカーソルを明示的にクローズした後です。 

カーソルは事前にクローズしなくても、再オープンすることができます。この文の詳細は、
5-9ページの「行の挿入」を参照してください。 

例例例例
 01 DYN-STATEMENT PIC X(58) VALUE "SELECT ENAME, EMPNO FROM EMP WHERE
       DEPTNO =:DEPTNO-DAT".
 01 DEPTNO-DAT PIC S9(9) COMP VALUE 10.
 ...
     EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR 'input-descriptor' END-EXEC.
     EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR 'output-descriptor'
     ...
     EXEC SQL PREPARE S FROM :DYN-STATEMENT END-EXEC.
     EXEC SQL DECLARE C CURSOR FOR S END-EXEC.

array_size

integer

処理される行数を格納するホスト変数。

処理される行数。

EXECUTEと同等の場合のみ、動的 SQLに使用できます。

cursor オープンする（すでに宣言されている）カーソル。 

USING DESCRIPTOR

descriptor_name 
'descriptor name'

ANSI記述子の名前を格納するホスト変数もしくは ANSI記述子の名前
で ANSI入力記述子を指定します。

INTO DESCRIPTOR 
descriptor_name 
'descriptor name'

ANSI記述子の名前を格納するホスト変数もしくは ANSI記述子の名前
で ANSI出力記述子を指定します。

GLOBAL | LOCAL LOCAL（デフォルト）はファイルの有効範囲です。GLOBALはアプ
リケーションの有効範囲です。 
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     ...
     EXEC SQL OPEN C USING DESCRIPTOR 'input-descriptor' END-EXEC.
     ...

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-14ページの「CLOSE（実行可能埋込み SQL）」

F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）」

 F-49ページの「FETCH DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

PREPARE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
ホスト変数で指定する SQL文または PL/SQLブロックを解析し、識別子に対応付けます。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
なし 

構文構文構文構文

EXEC SQL

AT
db_name

: host_variable
PREPARE statement_id FROM

: host_string

' text '

select_command
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PREPARE（実行可能埋込み SQL）
キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
host_stringまたは textの変数はすべてプレース・ホルダです。実際のホスト変数名は、
OPEN文の USING句（入力ホスト変数）、または FETCH文の INTO句（出力ホスト変数）
で割り当てます。 

SQL文は一度準備すれば、何回でも実行できます。 

例例例例
この例では、Pro*COBOL埋込み SQLプログラムで PREPARE文を使用する方法を示しま
す。 

     EXEC SQL PREPARE MYSTATEMENT FROM :MY-STRING END-EXEC. 
     EXEC SQL EXECUTE MYSTATEMENT END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-14ページの「CLOSE（実行可能埋込み SQL）」

F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）」

F-46ページの「FETCH（実行可能埋込み SQL）」

F-72ページの「OPEN（実行可能埋込み SQL）」

db_name CONNECT文で先に設定されるデータベース接続名を含む NULL終
了文字列。省略した場合または空文字の場合は、デフォルトのデータ
ベース接続と見なされます。

host_variable データベース接続名を格納するホスト変数。

array_size

integer

処理される行の数を格納するホスト変数。

処理される行数。

statement_id 準備済の SQL文または PL/SQLブロックに対応付ける識別子。この
識別子がすでに別の文またはブロックに割り当てられている場合は、
以前の割当てが置き換えられます。 

host_string 準備する SQL文または PL/SQLブロックのテキストが値であるホス
ト変数。 

text 実行する SQL文または PL/SQLブロックを含むテキスト・リテラル。
引用符は省略できます。

select_command SELECT文。
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ROLLBACK（実行可能埋込み SQL）
ROLLBACK（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
カレント・トランザクションで実行した作業を取り消します。この文は、インダウトの分散
トランザクションの処理を手動で取り消すときにも使用できます。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
カレント・トランザクションをロールバックするには、権限は必要ありません。 

自分でコミットしたインダウトの分散トランザクションを手動でロールバックするには、
FORCE TRANSACTIONのシステム権限が必要です。他のユーザーがコミットしたインダウ
トの分散トランザクションを手動でロールバックするには、FORCE ANY TRANSACTION
のシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

db_name CONNECT文で事前に設定されているデータベース接続名を含むNULL終了
文字列。省略した場合または空文字の場合は、デフォルトのデータベース接続
と見なされます。

host_variable データベース接続名を格納するホスト変数。

この句を省略した場合、セーブポイントはデフォルトのデータベースに対して
作成されます。 

WORK オプション。ANSIとの互換性のために用意されています。 

EXEC  SQL

AT
db_name

: host_variable

ROLLBACK
WORK

TO
SAVEPOINT

savepoint

FORCE ’ text ’

RELEASE
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ROLLBACK（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
トランザクション（論理的な作業単位）は、Oracle8i が 1つの単位として扱う一連の SQL
文です。トランザクションは、COMMIT文、ROLLBACK文またはデータベースへの接続後
の、最初の実行 SQL文から始まります。トランザクションは、COMMIT 文、ROLLBACK 
文またはデータベースからの切断（意図的かどうかに関係なく）で終了します。Oracle8i
は、データ定義言語文の処理前および処理後に暗黙の COMMIT文を発行します。 

TO SAVEPOINT句を指定せずに ROLLBACK文を使用すると、次の処理が実行されます。 

� トランザクションを終了します。

� カレント・トランザクションの変更内容がすべて取り消されます。

� トランザクションのセーブポイントがすべて消去されます。

� トランザクションのロックを解除します。

TO SAVEPOINT句を指定して ROLLBACK文を使用すると、次の処理が実行されます。 

� トランザクションのセーブポイント後の部分のみロールバックされます。 

� 指定したセーブポイントの後に作成したセーブポイントがすべて消去されます。指定し
たセーブポイントは保持されるので、そのセーブポイントに複数回ロールバックできま
す。それ以前のセーブポイントも保持されます。 

� 指定したセーブポイント後に取得した表と行のロックがすべて解除されます。セーブポ
イント後にロックされた行へのアクセスを要求した他のトランザクションは、コミット
またはロールバックされるまで待機する必要があります。行をまだ要求していない他の
トランザクションは、ただちに行を要求し、アクセスできます。 

アプリケーション・プログラムでは、COMMIT文または ROLLBACK文を使用してトラン
ザクションを明示的に終了することをお薦めします。トランザクションを明示的にコミット

TO 指定したセーブポイントまでカレント・トランザクションをロールバックしま
す。この句を省略した場合、ROLLBACK文はトランザクション全体をロール
バックします。 

FORCE インダウトの分散トランザクションを手動でロールバックします。ローカルま
たはグローバル・トランザクション IDを格納する textによりトランザクショ
ンを指定します。このようなトランザクションの IDを検索するには、データ・
ディクショナリ・ビュー DBA_2PC_PENDINGに問合せをします。 

ROLLBACK文での FORCE句の使用は PL/SQLではサポートされていません。 

RELEASE リソースをすべて解放し、アプリケーションをデータベース・サーバーから切
断します。RELEASE句は、SAVEPOINT句および FORCE句とは併用できま
せん。

savepoint ロールバックするためのセーブポイントの名前。 
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ROLLBACK（実行可能埋込み SQL）
しなかった場合にプログラムが異常終了すると、Oracle8iは最後のコミットされていないト
ランザクションをロールバックします。 

例例例例 I
次の文はカレント・トランザクション全体をロールバックします。 

     EXEC SQL ROLLBACK END-EXEC. 

例例例例 II
次の文はカレント・トランザクションをセーブポイント SP5までロールバックします。 

      EXEC SQL ROLLBACK TO SAVEPOINT SP5 END-EXEC.

分散トランザクション分散トランザクション分散トランザクション分散トランザクション
Oracle8iで分散オプションを使用すると、分散トランザクション、つまり複数のデータベー
スのデータを変更するトランザクションを実行できます。 分散トランザクションをコミット
またはロールバックするには、他のトランザクションと同じように COMMIT文または
ROLLBACK文を発行するだけで済みます。 

分散トランザクションのコミット・プロセス中にネットワーク障害が発生すると、トランザ
クションの状態が不明、つまりインダウトになる可能性があります。そのトランザクション
に関連する他のデータベースの管理者に問い合せて、ローカル・データベースのトランザク
ションを手動でコミットするか、ロールバックするかを決定できます。ローカル・データ
ベースのトランザクションを手動でロールバックするには、FORCE句を指定して
ROLLBACK文を発行します。 

インダウトのトランザクションをロールバックする場合の詳細は、『Oracle8i 分散システム』
を参照してください。

インダウトのトランザクションを手動でセーブポイントまでロールバックすることはできま
せん。 

FORCE句を指定した ROLLBACK文は、指定したトランザクションのみロールバックしま
す。このような文は、カレント・トランザクションには影響しません。 

例例例例 III
次の文はインダウトの分散トランザクションを手動でロールバックします。 

     EXEC SQL ROLLBACK WORK FORCE '25.32.87' END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-15ページの「COMMIT（実行可能埋込み SQL）」

F-79ページの「SAVEPOINT（実行可能埋込み SQL）」
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SAVEPOINT（実行可能埋込み SQL）
SAVEPOINT（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
後でロールバックする位置をトランザクション内に指定します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
なし 

構文構文構文構文
 

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
この文の詳細は、3-17ページの「SAVEPOINT文の使用」を参照してください。

例例例例
この例では、埋込み SQLの SAVEPOINT文の使用方法を示します。 

     EXEC SQL SAVEPOINT SAVE3 END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-15ページの「COMMIT（実行可能埋込み SQL）」

AT セーブポイントをどのデータベースに対して作成するかを指定します。次のい
ずれかを使用してデータベースを指定します。 

db_name DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣言してい
るデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変数。 

この句を省略した場合、セーブポイントはデフォルトのデータベースに対して
作成されます。 

savepoint 作成するセーブポイントの名前。 

EXEC  SQL

AT
db_name

: host_variable
SAVEPOINT savepoint
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SELECT（実行可能埋込み SQL）
F-76ページの「ROLLBACK（実行可能埋込み SQL）」

SELECT（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
選択した値をホスト変数に割り当てて、1つまたは複数の表またはビュー、スナップショッ
トからデータを取り出します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
表またはスナップショットからデータを選択するには、表またはスナップショットが自分の
スキーマ内にあるか、あるいは表またはスナップショットに対して SELECTの権限を持って
いる必要があります。 

ビューのベース表から行を選択するには、ビューが属するスキーマの所有者が、ベース表に
対して SELECTの権限を持っている必要があります。また、ビューが自分のスキーマ以外の
スキーマ内にある場合は、ビューに対して SELECTの権限を持っている必要があります。 

SELECT ANY TABLEシステム権限を使用すると、どの表、スナップショット、あるいは
ビューのベース表からでもデータを選択できます。 
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SELECT（実行可能埋込み SQL）
構文構文構文構文

  

EXEC  SQL

AT
db_name

: host_variable
SELECT select_list

INTO : host_variable

INDICATOR
: indicator_variable

,

FROM table_list

WHERE condition

START  WITH condition
CONNECT  BY condition

CONNECT  BY condition
START  WITH condition

GROUP BY expr

,
HAVING condition

WITH  READONLY

WITH  CHECK  OPTION

UNION

UNION  ALL

INTERSECT

MINUS

SELECT command
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キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

その他のキーワードとパラメータは、非埋込み SQLの SELECT文と同じです。

AT どのデータベースに対して SELECT文を発行するかを指定します。次のいずれ
かを使用してデータベースを指定します。 

db_name DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣言され
ているデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている db_name値のホスト変数。 

この句を省略した場合、SELECT文はデフォルトのデータベースに対して発行
されます。 

select_list 非埋込み SELECT文と同じですが、リテラルのかわりにホスト変数を使用でき
ます。 

INTO SELECT文が戻すデータを受け取る出力ホスト変数およびオプションの標識変
数を指定します。これらの変数は、すべてスカラーか、すべて配列であること
が必要です。ただし、配列は同じサイズでなくてもかまいません。 

WHERE 戻される行を、条件が TRUEの行のみに制限します。『Oracle8i SQLリファレ
ンス』の conditionの構文説明を参照してください。conditionには、ホスト変数
は使用できますが、標識変数は使用できません。これらのホスト変数は、スカ
ラーと配列のどちらでもかまいません。 

ORDER  BY
expr

position

ASC

DESC

,

FOR  UPDATE
OF

schema .
table .

view .

snapshot
column

,

NOWAIT
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使用方法使用方法使用方法使用方法
WHERE句の条件を満たす行が存在しない場合、行は取り出されず、Oracle8iは SQLCAの
SQLCODEコンポーネントを使用してエラー・コードを戻します。 

SELECT文ではコメントを使用して指示またはヒントを Oracle8iのオプティマイザに渡すこ
とができます。オプティマイザはヒントを使用して文の実行計画を選択します。ヒントの詳
細は、『Oracle8iパフォーマンスのための設計およびチューニング』 を参照してください。 

例例例例
この例では、埋込み SQLの SELECT文の使用方法を示します。 

     EXEC SQL SELECT ENAME, SAL + 100, JOB 
         INTO :ENAME, :SAL, :JOB 
         FROM EMP 
         WHERE EMPNO = :EMPNO
     END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-24ページの「DECLARE CURSOR（埋込み SQL宣言文）」

F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

F-41ページの「EXECUTE（実行可能埋込み SQL）」

F-46ページの「FETCH（実行可能埋込み SQL）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

SET DESCRIPTOR（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
ANSI動的 SQL文を使用して、ホスト変数の記述子領域内の情報を設定します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
DESCRIBE DESCRIPTORの後で使用します。
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SET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
構文構文構文構文

item_nameのみ以下から選択できます。

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ
:

array_size

integer

処理される行数を格納するホスト変数。

処理される行数。配列サイズの句は、DATA、RETURNED_LENGTおよ
び INDICATORの項目名でのみ使用できます。 

EXEC  SQL

FOR
integer

: array_size
SET DESCRIPTOR

GLOBAL

LOCAL

: descriptor_name

’descriptor name’

VALUE
: host_integer

integer
item_name = : host_var

,

COUNT =
: host_integer

integer

TYPE

LENGTH

PRECISION

SCALE

REF
INDICATOR

REF
DATA

CHARACTER_SET_NAME

REF
RETURNED_LENGTH

NATIONAL_CHARACTER
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SET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
DYNAMIC=ANSIプリコンパイラ・オプションを使用してください。クライアント側で
Unicodeをサポートするには、CHARACTER_SET_NAMEに UTF16を設定します。記述子
項目名の表などの詳細は、10-18ページの「SET DESCRIPTOR」を参照してください。

例例例例
     EXEC SQL SET DESCRIPTOR GLOBAL :mydescr COUNT = 3 END-EXEC.

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-12ページの「ALLOCATE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-23ページの「DEALLOCATE DESCRIPTOR（埋込み SQL文）」

F-36ページの「DESCRIBE DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-52ページの「GET DESCRIPTOR（実行可能埋込み SQL）」

F-74ページの「PREPARE（実行可能埋込み SQL）」

GLOBAL | LOCAL LOCAL（デフォルト）はファイルの有効範囲で、GLOBALはアプリケー
ションの有効範囲です。 

descriptor_name

'descriptor name'

割り当てられた ANSI記述子名を格納するホスト変数。

割り当てられた ANSI記述子の名前です。

COUNT 入力および出力変数の合計数です。

VALUE 文中で参照されるホスト変数の位置です。

item_name item_namesおよびその記述子のリストは、10-19ページの表 10-6および
10-19ページの表 10-7を参照してください。

host_var 入力および出力変数の合計数を格納するホスト変数。

integer 入力および出力変数の合計数です。

host_var 項目の設定に使用するホスト変数。

REF 参照セマンティックスが使用されます。RETURNED_LENGTH、DATA
および INDICATORの項目名以外では使用できません。

RETURNED_LENGTHを設定するときに使用する必要があります。
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UPDATE（実行可能埋込み SQL）
UPDATE（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み（実行可能埋込み SQL））））

用途用途用途用途
表またはビューのベース表の既存の値を変更します。 

前提条件前提条件前提条件前提条件
表またはスナップショットの値を更新するには、表が自分のスキーマ内にあるか、または表
に対して UPDATEの権限を持っている必要があります。 

ビューのベース表の値を更新するには、ビューが属するスキーマの所有者が、ベース表に対
して UPDATEの権限を持っている必要があります。また、ビューが自分のスキーマ以外の
スキーマ内にある場合は、ビューに対して UPDATEの権限を持っている必要があります。 

UPDATE ANY TABLEシステム権限を使用すると、どの表またはビューのベース表の値で
も更新できます。 
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UPDATE（実行可能埋込み SQL）
構文構文構文構文
  

DMLの RETURNING句の構文を示します。

EXEC  SQL

AT
dbname

: host_variable
FOR

: host_integer

integer

UPDATE

( subquery )

schema . table

view

@ db_link

PARTITION ( part_name )

SET

column =
expr

( subquery_2 )

( column

,

) = ( subquery_1 )

,

WHERE
condition

CURRENT OF cursor DML.RETURNING.CLAUSE

RETURN

RETURNING
expr

,

INTO : host_variable

INDICATOR
: ind_variable

,
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UPDATE（実行可能埋込み SQL）
キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

AT どのデータベースに対して UPDATE文を発行するかを指定します。次
のいずれかを使用してデータベースを指定します。 

dbname DECLARE DATABASE文を使用してすでに宣
言されているデータベース識別子。 

host_variable すでに宣言されている dbname値のホスト変
数。 

この句を省略した場合、UPDATE文はデフォルトのデータベースに対し
て発行されます。 

VALUE: host_integer SET句およびWHERE句が配列ホスト変数を含む場合に、UPDATE文
を実行する回数を制限します。この句を省略すると、Oracle8iは最小の
配列の各コンポーネントについて 1回ずつ文を実行します。 

schema 表またはビューを含むスキーマ。schemaを省略した場合、Oracle8iは表
またはビューが自スキーマ内にあると見なします。 

table view 更新する表の名前。viewを指定する場合、Oracle8iではビューのベース
表を更新します。 

dblink 表またはビューがあるリモート・データベースへのデーターベース・リ
ンクの完全または部分的な名前。データベース・リンク参照の情報は、
『Oracle8i SQLリファレンス 』を参照してください。分散オプションで
Oracle8i を使用している場合のみ、データベース・リンクを使用してリ
モートの表またはビューを更新できます。 

part_name 表内のパーティションの名前。

alias 文の他の場所にある表、ビューまたは副問合せを参照するのに使用する
名前です。

column 表またはビューで更新する列の名前。SET句から表の列を削除する場
合、その列の値は変更されません。 

expr 対応する列に割り当てる新しい値。この式には、ホスト変数およびオプ
ションの標識変数を含めることができます。『Oracle8i SQLリファレン
ス』の exprの構文を参照してください。

subquery_1 対応する列に割り当てられた新しい値を戻す副問合せ。副問合せの構文
は、『Oracle8i SQLリファレンス』の「SELECT」を参照してください。

subquery_2 対応する列に割り当てられた新しい値を戻す副問合せ。副問合せの構文
は、『Oracle8i SQLリファレンス』の「SELECT」を参照してください。

WHERE  表またはビューで更新する行を指定します。
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UPDATE（実行可能埋込み SQL）
使用方法使用方法使用方法使用方法
SET句とWHERE句に含まれるホスト変数は、すべてスカラーか、またはすべて配列である
ことが必要です。変数がスカラーの場合、Oracle8iは UPDATE文を 1回のみ実行します。
変数が配列の場合、Oracle8iは配列のコンポーネント・セットごとに 1回ずつこの文を実行
します。1回の実行で、0行または 1行、複数行を更新できます。 

配列ホスト変数は、サイズが異なってもかまいません。この場合、Oracle8 iが文を実行する
回数は、次の値のうち小さい方によって決まります。 

� 最小の配列のサイズ

� オプションの FOR句の host_integerの値 

更新された行の累積数は、SQLCAの SQLERRDコンポーネントの第 3要素に設定されて戻
されます。入力ホスト変数として配列を使用した場合、この数値は UPDATE文で処理され
た配列のすべてのコンポーネントにおよぶ更新数の合計を示します。この条件を満たす行が
存在しない場合、行は更新されず、Oracle8iは SQLCAの SQLCODE要素を通じてエラー・
メッセージを戻します。 

WHERE句を省略した場合は、すべての行が更新され、Oracle8iは SQLCAの SQLWARN
要素の第 5コンポーネントに警告フラグを設定します。 

UPDATE文ではコメントを使用して指示またはヒントを Oracle8iのオプティマイザに渡す
ことができます。 オプティマイザはヒントを使用して文の実行計画を選択します。ヒントの
詳細は、『Oracle8iパフォーマンスのための設計およびチューニング』を参照してください。

このコマンドの詳細は、5-7ページの「基本的な SQL文」および第 3章「データベースの概
念」を参照してください。

condition この条件が真の行のみ更新します。条件には、
ホスト変数およびオプショの標識変数を使用で
きます。『Oracle8i SQLリファレンス』の
conditionの構文の説明を参照してください。

CURRENT OF cursorによって最後にフェッチされた行のみ更
新します。結合を実行する SELECT文に cursor
を対応付けるには、FOR UPDATE句で明示的
に 1つの表のみをロックする他に方法はありま
せん。 

この句を完全に省略した場合、Oracle8iは表またはビューのすべての行
を更新します。

DML戻り句 詳細は、5-9ページの「DML戻り句」を参照してください。
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VAR（Oracle埋込み SQL宣言文）
例例例例
次の例では、埋込み SQLの UPDATE文の使用方法を示します。 

     EXEC SQL UPDATE EMP 
         SET SAL = :SAL, COMM = :COMM INDICATOR :COMM-IND 
         WHERE ENAME = :ENAME
     END-EXEC. 
 
     EXEC SQL UPDATE EMP 
         SET (SAL, COMM) = 
             (SELECT AVG(SAL)*1.1, AVG(COMM)*1.1 
             FROM EMP) 
         WHERE ENAME = 'JONES'
     END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
F-26ページの「DECLARE DATABASE（Oracle埋込み SQL宣言文）」

VAR（（（（Oracle埋込み埋込み埋込み埋込み SQL宣言文）宣言文）宣言文）宣言文）

用途用途用途用途
ホスト変数の同値化を実行するか、特定の Oracle8i外部データ型をこのホスト変数に割り当
て、デフォルトのデータ型割当てをオーバーライドします。また、オプションの
CONVBUFSZ句を使用して、キャラクタ・セット変換用のバッファ・サイズを指定します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
ホスト変数は、埋込み SQLプログラム内であらかじめ宣言しておく必要があります。 
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VAR（Oracle埋込み SQL宣言文）
構文構文構文構文
  

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

使用方法使用方法使用方法使用方法
データ型の同値化は次の目的に有効です。 

� プログラム・データをバイナリ・データとしてデータベースに格納します。

� デフォルトのデータ型のかわりに使用します。

Oracleデータ型の変換の詳細は、4-47ページの「サンプル・プログラム 4: データ型の同値
化」を参照してください。

例例例例
この例では、ホスト変数 DEPT_NAMEをデータ型 VARCHAR2に、ホスト変数 BUFFERを
データ型 RAW(200)に同値化しています。 

     EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 
     ... 
     01 DEPT-NAME  PIC X(15).

host_variable Oracle8iの外部データ型を割り当てるホスト変数。 

dtyp Pro*COBOLによって認識される Oracle8iの外部データ型（Oracle8iの
内部データ型ではありません）。データ型には、長さ、精度またはス
ケールを含めることができます。この外部データ型が host_variableに割
り当てられます。外部データ型のリストは、4-3ページの「外部データ
型」を参照してください。 

size Oracle8iランタイム・ライブラリ内のバッファのサイズ（バイト単位）
です。これを使用して、host_variableのキャラクタ・セットを変換しま
す。

EXEC  SQL VAR host_variable

IS dtyp

(
length

precision , scale
)

CONVBUFSZ
IS

( size )

CONVBUFSZ
IS

( size )
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WHENEVER（埋込み SQL宣言文）
* -- default datatype is CHAR 
     EXEC SQL VAR DEPT-NAME IS VARCHAR2 END-EXEC.
* -- reset to STRING 
     ...
     01 BUFFER-VAR.
          05 BUFFER  PIC X(200).     
* -- default datatype is CHAR 
     EXEC SQL VAR BUFFER IS RAW(200) END-EXEC.
* -- refer to RAW 
     ...
     EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
なし

WHENEVER（埋込み（埋込み（埋込み（埋込み SQL宣言文）宣言文）宣言文）宣言文）

用途用途用途用途
埋込み SQLプログラムの実行時に、エラーまたは警告が発生した場合の処置を指定します。

前提条件前提条件前提条件前提条件
なし 

構文構文構文構文
  

EXEC  SQL WHENEVER

NOT  FOUND

NOTFOUND

SQLERROR

SQLWARNING

CONTINUE

GO  TO

GOTO
label

STOP

DO  PERFORM label

DO.CALL.CLAUSE
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WHENEVER（埋込み SQL宣言文）
DO CALL CAUSEの構文を以下に示します。

キーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータキーワードおよびパラメータ

WHENEVER宣言文を使用すると、埋込み SQL文でエラーまたは警告が発生したときに、
プログラムから指定したアクションの 1つを実行できます。 

WHENEVER文の有効範囲は論理的にではなく、位置的に適用されます。WHENEVER文
は、プログラム論理の流れではなく、ソース・ファイル内で物理的に後続するすべての埋込
み SQL文に適用されます。WHENEVER文は、同じ条件をチェックする別のWHENEVER
文に置換されるまで有効です。 

この宣言文の条件およびアクションの例は、8-14ページの「WHENEVER 宣言文」を参照し
てください。 

  埋込み SQLのWHENEVER宣言文と SQL*PlusコマンドのWHENEVER宣言文を混同し
ないでください。 

NOT FOUND | 
NOTFOUND

エラー・コード +1403（または、MODE=ANSIのときは +100コード）を
SQLCODEに戻す例外状態を示します。

SQLERROR 負のリターン・コードを戻す状態を示します。 

SQLWARNING 致命的でない警告状態を示します。 

CONTINUE プログラムが次の文に進む必要があることを指示します。 

GOTO | GO TO プログラムに labalで指定した文に分岐するように指示します。 

STOP プログラムの実行を停止します。 

DO PERFORM プログラムが labelで指定した段落または項を実行する必要があることを
示します。

DO CALL プログラムがサブプログラムを実行する必要があることを示します。

subprogram_name 実行するサブプログラムです。二重引用符（"）で囲む必要があります。

USING サブプログラムのパラメータです。

param 空白で区切られたサブプログラム・パラメータのリストです。

DO  CALL subprogram_name
USING param
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WHENEVER（埋込み SQL宣言文）
例例例例
次の例では、Pro*COBOL埋込み SQLプログラムでWHENEVER宣言文を使用する方法を
示します。 

     EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND CONTINUE END-EXEC.
     ... 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO SQL-ERROR END-EXEC. 
     ... 
 SQL-ERROR. 
     EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CONTINUE END-EXEC. 
     DISPLAY "ORACLE ERROR DETECTED.".
     EXEC SQL ROLLBACK RELEASE END-EXEC.
     STOP RUN. 

関連項目関連項目関連項目関連項目
なし
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